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不確定概念と税務訴訟 
 

 
岩井 恒太郎 

 
A Stud\ of Ambiguous Concepts and Tax Litigation  

 
 

Kotaro  IWAI 
 

要  約 

 租税法律主義のあらわれのひとつである課税要件明確主義は、租税規定の定めは一義的に明確にすべきとする原則

であるが、税負担の公平を図るために、規定の中に不確定概念を用いることは、他の行政法規と同様に、ある程度は不

可避であり、法文上必要でもある。不確定概念には複数の解釈可能性の存在が認められるところ、不確定概念に基づく

行政による行政裁量は要件裁量であるが、租税法は侵害規範としての性格を有することから、納税者の権利保護を図る

上で、租税規定にある不確定概念の解釈を少しでも明確に知り、そのために、不確定概念を争点とした類似の判例を検

討することは重要である。本稿では、いくつかの典型的な不確定概念と該当する裁判例を取り上げ、要件事実論の視点

を取り入れて、不確定概念の明確化を求めていくものである。 

キーワード：不確定概念、主要事実説、評価的要件、要件事実、主張立証責任の分配 
 
㸯㸬はじめに 
 本稿は、判例分析において「要件事実論」からのアプローチを試みている。まず、不確定概念を明らかにし、次いで、

「事実要件論」とその税務訴訟への展開をみる。その上で、不確定概念として、数量・程度にかかる「不相当に高額」、

「不当に減少」を、例示列挙にかかる「その他」「その他の」を、宥恕文言のひとつである「やむを得ない理由・事情」

を取り上げて、それらが争点となった代表的な判例を選び分析する。 
 
㸰㸬不確定概念の意義 

不確定概念とは、要件を規定する概念が、一義的ではなく、抽象的・多義的な概念が用いられているものをいう。行

政法の分野において、不確定概念が行政法規の中に多用されるが、行政庁が行政を行っていく上で、不確定概念の要件

該当性がどのように判断され、どこまで要件裁量があるか否かという点が、しばしば問題としてとりあげられる。この

ように、要件裁量 (判断裁量) は、行政庁が行う行政裁量のうち要件判断を認めるものであるが、行政庁の政治的・政

策的事項に属する不確定概念を法令が用いている場合や行政庁の専門的・技術的判断を基礎とする不確定概念を法令が

使用する場合には、原則として、行政庁に要件裁量（たとえば、非行があった場合に処分が行われるとされている場合、

何が非行に該当するか要件該当性に関する裁量）が認められるとされる。行政法規で用いられる不確定概念は、「公益上

必要があるとき」「景気対策上必要があるとき」といった終局目的ないし価値概念を内容とする不確定概念と、中間的目

的ないし経験概念を内容とする不確定概念とに大別される。租税法規は行政法規のひとつであるが、租税法においては、

前者に属する不確定概念は、課税要件が不明確であり、憲法 84条の租税法律主義に反するものとされている。租税法の

規定に挿入されている不確定概念については、多数の文言を例示できる。数量・程度に関するものであれば、「不相当に

高額」（法人税法34条）、「通常要する費用」（租税特別措置法 61条の4）、「相当の対価」（租特法施行令40条の2）、「著

しく低い価額」（所得税法59条）、「著しく短い」（法税施行令 57条）、「著しく損傷・陳腐化・低下・悪化・変化」（法税

令 96条）および「相当の期間」（法税令96条）といったものがあげられ、「その他の」「その他」「…等」（租特法61条

の 4 第 4 項）といった例示列挙に関する不確定概念もある。また、租税手続法においても不確定概念は多く用いられ、

税額確定手続きを担保するための「必要があるとき」（国税通則法 74条の 2）、「必要な行為」（国通法 51条 1項）など

をあげることができるし、また、納税者の権利救済のため要件を緩和する「やむ得ない理由」（国通法23条第2項 3号）、

「やむを得ない事情」（国通令 6条 1項 2号 3号）、「正当な理由」（国通法 65条）のような宥恕文言も不確定概念であ

る。さらに、「個別分野における一般的否認規定」である「不当に減少」（法税132条、所税 147条など）もこの不確定

概念に加わるが、租税法規の不確定概念は、いずれも中間的目的ないし経験概念を内容とする後者の概念であり、租税
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法律主義には反しないと考えられている1。 

このように租税規定に不確定概念が置かれるので、課税庁の要件裁量の余地が認められるかが問題となるが、要件裁

量をみとめたとしても、租税法規に用いられている不確定概念を解釈するにあたっては、租税法律主義が貫かれる限り、

論理的には租税法規によらない課税が容認されることになるわけではなく、執行面においても恣意的・不当な課税にた

だちにつながるものではない2。不確定概念を解釈する場合、複数の解釈可能性は存在するが、具体的な課税事案に即し

て不確定概念を含む該当課税規定をどのように解釈するかは、結局のところ租税法規の解釈の問題に帰着することとな

り、納税者と課税庁の解釈が対立して訴訟になる場合には、裁判所が最終的に判断することとなる3。 

  
㸱㸬税務ッゴ 
 税務訴訟は、「納税者の権利保護の観点から、きわめて重要な意味をもっており、租税訴訟制度の確立は、租税法律主

義の不可欠の要素である。」4とされるとおり、租税法律主義は租税訴訟制度によって支えられる。また、租税法律主義

が要請する課税要件明確主義、すなわち、課税要件規定は一義的かつ明確であるべきことを要請するものであるが、現

実に、課税要件に不確定概念を含む規定が存置される以上、一義的かつ明確といえそうにないときにおいても、課税要

件規定の法律効果の発生・変更・消滅の行方が予測可能であることは広く課税要件明確主義が要請するものといえよう。

その意味で、租税法規の枠内でも、複数の解釈可能性の存在を否定できない不確定概念の判断の行方を納税者が知って

おくことは、予見可能性を高める上で望ましい。租税法規の解釈に従い課税庁がした課税処分等の可否を最終的に判断

する場が司法審理の場であるが、税務訴訟において、審議事案にかかる不確定概念を含む租税規定の法律効果について

判断を下す裁判所の裁判官が、最終的にどのような判断となるか予測することは困難であるにしても、不確定概念を巡

る過去類似の判例等を検討することは、予測可能性を高めることに資することに論を待たない。 
 裁判官による法的判断の構造を扱う理論が「要件事実論」であり、法学者・裁判官によって研究され、もっぱら、司

法研修所等において学修されている。要件事実論は、「要件事実というものが法律的にどのような性質のものであるかを

明確に理解して、これを意識した上、それに立って民法の内容構造や民事訴訟の審理・判断の構造を考える理論である。」
5と定義される。ここに「要件事実」とは、直接に法律効果の発生・変更・消滅などの根拠となる要件に該当する具体的

事実をいう6。要件事実について当事者間に争いがあるときに、裁判官は訴訟における証拠調べの結果と弁論の全趣旨に

基づいてその存否の判断をすることとなるので、要件事実論の核心は、民事裁判の当事者である原告・被告における攻

撃防御方法として、原告・被告がそれぞれ主張・立証すべき事実は何かを考察すること（主張立証責任論）にあるとい

え、民事裁判の当事者になりうる我々にとっても関り深い領域といえる。要件事実論は、主に民法・民事訴訟法の分野

において研究され、論じられてきたものであるが、現在では、「要件事実論は、ふつうの民事訴訟とはいわれない行政訴

訟事件（世に多くある租税訴訟事件も含む）、知的財産権訴訟事件などにおいても有効に機能する。」7ものとみとめられ、

要件事実論が機能する訴訟対象の分野は広がっている。対象となる訴訟分野が、民事訴訟・行政訴訟に異なるとはいえ、

「両訴訟の分野とも、当該法制度の趣旨を立証ということが問題となる訴訟の場において、最も適切に実現するように

することを基準として、事実要件（立証責任対象事実）を決定すべきであるからである。」8とされるように、要件事実

論の考え方に異なるところはなく、あわせて、事実要件（立証責任対象事実）を適切に決定することがいかに重要であ

るかをみることができる。ここに「要件事実」とは、主張立証責任の対象となる事実、すなわち、主張立証責任対象事

実でもあり（「このような事実のことを「主要事実」ともいう。」）9、そのため、税務訴訟に臨む可能性があるわれわれ

納税者にとって、要件事実論は知っておくべき学問であることが分かる。もっとも、租税法の要件事実は課税要件に含

まれているので、要件事実論を租税訴訟に持ち込む必要があるのかという疑問も呈されるところであるが、この点、課

税訴訟における要件事実論の意義として、「第 1 に要件を抽出するに当たり、要件と効果を規定する構造を解明するこ

ととなり、当該法規の趣旨に照らして、それぞれの要件の解釈を行うことに役立つこと（解釈論での効用）、第2に、当

事者の言い分から、法的に意味のある主張を抽出し、争点が何であるかを要件レベルで的確に把握することに役立つこ

1 金子宏『租税法第23版』（弘文堂、2019年）85頁。 
2 谷口勢津夫『税法基本講義第6版』（弘文堂、2018年）30頁。 
3 金子・前掲注(*1) 86頁。 
4 金子・前掲注(*1) 1069頁。 
5 伊藤滋夫『要件事実の基礎〔新版〕』（有斐閣、2015年）6頁。 
6 伊藤滋夫編『要件事実小辞典』（青林書院、2011年）258頁。 
7 伊藤・前掲注(*5）8頁。 
8 伊藤滋夫「租税訴訟における事実要件論のあるべき姿」 伊藤・岩﨑編『租税訴訟における要件事実論の展開』（青林書院、2016

年）15頁。 
9 伊藤編・前掲注(*6) 259頁。また、同259頁によると「要件事実は法律の定める個別的要件そのものであり、その要件に該当す

る具体的事実を主要事実と呼ぶものとして両者を分説する立場があるが、両者を同一とする考えが正しく、司法研修所も実務も同一

に扱っている。」とされる。 
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と（争点整理での効用）、第3に、争点に対する立証責任の所在を明らかにし、また、その争点に対しどのような必要十

分な最小限度の事実は何かということを確定することにより、何についての立証が最小限度必要であるかを検討するこ

とができること（立証での効用）にあると考えている。」と 3点にわたる効用も指摘されているところである10。このこ

とから、当事者として税務訴訟に臨む場合は勿論のこと、ある課税事案に類似する過去の判例等を分析する上において

も、要件事実論は有効な視座を提示するツールとなる。すなわち、「民事」要件事実論を「課税」要件事実論に転じるこ

との要諦は、課税要件規定の法律効果の発生・変更・消滅の行方について、課税庁と納税者のいずれかが立証責任を負

うか、何についての立証が必要であるかなどを具体的に検討すること、いわば、主張立証責任論とも呼ぶべき視点から

いかに考察をおこなっていくことにあるといえよう。 
以上まとめると、租税法における要件事実論とは、「租税法における法律効果を発生・変更・消滅させる法律要件に該

当する具体的事実（＝事実要件）というものが法律的にどのようなものであるかを（立証責任対象事実として）明確に

理解して、そのうえに立って租税法規の内容や構造、租税訴訟の審理・判断の構造を考える理論」であり、「税務訴訟に

おける攻撃防御方法として原告と納税者がそれぞれ主張・立証する事実は何か、それを公平にどう分配していくか考察

する手法」であるといえる。審査請求の裁決に対し不服がある場合には、納税者は裁判所に対して取消訴訟を提起する

ことができる（行政訴訟法 3 条 2 項・8 条以下）とあるように、税務訴訟の中で最も代表的なものが、抗告訴訟（行訴

法 3 条 1 項）としての更正処分の取消訴訟等であるので、本稿は、取り上げる裁判例を処分取消訴訟とする。そして、

不確定概念が争点となった処分取消訴訟における立証責任と当事者間におけるその分配のあり方について述べていく

こととする。処分取消訴訟の当事者は、原告は納税者であり、被告は国・課税庁であり、そこでは、更正処分等の適法・

違法が争われるので、両当事者の立証責任は、次のように、整理・分配することができる。すなわち、課税庁の課税処

分は、その権限行使規定（「この行為を（この課税要件を満た）したときにこの処分（課税）を行う」といった規定）に

より行われるため、原告納税者は、請求要因として当該処分を特定してそれが違法であることを指摘すれば足り、被告

課税庁が抗弁として、課税処分の適法性の要件具備をこの権利行使規定に即した具体的事実をあげて立証責任を負うこ

ととなる。一方、原告納税者が課税庁の租税債権の消滅を主張する場合には、他の納税者が有する利益よりも有利な特

別の利益を求めることとなるとして、原告納税者は、請求要因として、その権限不行使規定（「この行為を（この減免な

いし免除規定に該当）したときにはこの処分をおこなわない（この課税減免ないし免除を認める）といった規定」の要

件具備をこの権限不行使規定に即した具体的事実をあげて立証責任を負うこととなる。このように、原則として、課税

処分の根拠である租税債権の存在に係る要件事実については被告課税庁に、租税債権の発生を妨げる「正当な理由」・

「特別の事情」や消滅に係る要件事実については原告納税者に、それぞれ立証責任の分配が行われることとなる。もっ

とも、これはあくまで原則であり、租税法規は裁判規範として立法がされているわけではないので、「ただし、課税要件

事実に関する証拠との距離を考慮に入れると、この原則には利益状況に応じて修正を加える必要があろう。」11との「立

証責任の転換」に重要な留保が付く。 

 さて、ある法律効果の発生を考慮していく上では、具体的事実を要件とする場合の他、ある評価の存否を要件とする

場合もあるので、法律効果発生について具体的事実で構成される要件のことを事実的要件、法律効果発生について法的

評価が存在する要件を評価的要件（「規範的要件」ともいうが、名称としては「評価的要件」が正しいとされる）とに分

かれる。評価的要件とは、「個別的法律要件（ある権利又は法律関係が発生するために定められている法律要件全体を構

成する個々の要件）のなんらかの「評価」である要件をいう。」とされる要件であり、評価的要件の典型例に、「借地借

家法上の建物賃貸借契約終了のための「正当事由」」があげられる12。上記２．でみたとおり、租税法規で用いられる不

確定概念には複数の解釈可能性が存在すること、また、事実的要件と評価的要件の間に中間概念を置かずに、不確定概

念を租税法規という法的な枠内で評価する概念とすれば、不確定概念が置かれる課税要件規定は、租税法にみる典型的

な評価的要件にあたる。さて、課税要件規定の解釈をすすめる上では、次に、評価的要件における要件事実とは何かと

いうことが問題となる。これには、主要事実説、間接事実説、準主要事実説など見解が複数に分かれるとされるが、こ

の中で、主要事実説は、評価的要件における要件事実（立証責任対象事実）は、当該評価を根拠づける具体的事実とし

ての主要事実（要件事実）であるとし、評価そのものは要件事実ではないとする考え方であり、通説とされる（本稿も、

この立場から論じる）。なお、間接事実説は、評価そのものを要件事実と考え、それを根拠づける事実は間接事実に過ぎ

ないと考える考え方であり、この反対説が主要事実説にあたる。主要事実説においては、評価的要件は具体的事実によ

って当該評価が根拠づけられるとされるため、評価根拠事実が主張立証されなければならない。そして、訴訟において、

評価根拠事実にあたる（主要）事実が請求原因となる場合には、抗弁説（通説）に立ち、評価障害事実が抗弁となる13。 
以上のように整理して争点としての立証責任対象事実が明らかとなる。本稿は、不確定概念を含む課税要件が立証責任

対象事実として特定された課税処分取消訴訟にかかる判例をいくつか取り上げて、具体的に、攻撃防御方法として原告

と納税者がそれぞれ主張・立証する事実は何か、それを公平にどう分配していくかをみていくものであるが、実例にあ

10 今村隆「再論・課税訴訟における要件事実論の意義」税大㺚㺼㺊㺎㺣㺷 10号（2009年）51頁。 
11 金子・前掲注(*1) 1112頁。 
12 伊藤・前掲注(*5）291頁。 
13 伊藤編・前掲注(*6) 108㹼109頁。 
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たる前に、要件事実論の主要事実説の視点から、評価的要件の立ち位置と評価根拠事実と評価障害事実の関係について

確認することとし、評価的要件の典型例に借地借家法上の建物賃貸借契約終了のための「正当事由」を具体例として取

り上げた以下の解説14に沿って説明する。当該正当事由が存在するとの評価は、「借地借家法上の建物賃貸借契約終了の

ために他の個別的要件である賃貸借契約の締結とその解約申込み（これらは事実的要件である）と相まって、全体とし

て、賃貸借契約終了のための法律要件を成立させる個別的要件の内容である。」とあり、これで評価的要件とその評価の

根拠づけとなる要件事実（具体的事実）の関係を知ることができる。ここに、事実的要件とは、正当事由の存在により、

解約をするという法律効果を発生させる具体的要件を指すものであり、文字通り、評価的要件に対置する要件である。

そして、正当事由が存在するか否かという評価の問題は、「評価の成立を根拠づける具体的事実を評価根拠事実」、「その

評価の成立を妨げる（障害する）具体的事実を評価障害要件」という2つの事実関係に係わる。両事実は、「評価根拠事

実と評価障害事実とは、もとより異なる当事者が異なる当事者が主張立証責任を負担する主張立証責任対象そのもので

あるから、この両事実は両立する事実であって矛盾する事実であってはならない。」という関係にあり、評価をめぐる当

事者間の主張・立証が展開される際の両事実の機能と役割としては、評価根拠事実が、「評価的要件における主張は、そ

の要件における、ある評価に対応し、これを根拠づける方向に向かって常に量的なものとして成り立つ」もの、評価障

害事実が、「もしその評価が当初の評価を障害する評価である場合には、その障害という評価を根拠づける方向に向かっ

て量的なものというように理解すべき」ものとなる。敷衍すれば、「正当理由の存在」という評価的要件における評価根

拠事実と評価障害事実とは、当事者の一方が主張する「存在する評価」と、もう一方の当事者が主張する「存在しない

評価」とに、それぞれ対応し、それぞれの主張の妥当性を根拠づける方向に向かうもの、すなわち、「存在するとする方

向」と「存在しないとする方向」に向かって、それぞれに積み上がっていく具体的諸事実群（評価根拠事実は一方の当

事者が「存在する評価とその方向」に積上げていく事実、評価障害事実はもう一方の当事者が「存在しない評価とその

方向」）に積上げていく事実）となる。以上を踏まえ、建物賃貸借契約終了の正当事由への当てはめをおこない、具体例

で確認していく。教室例として、例えば、賃貸人の子夫婦が賃貸人夫婦居住家屋（1 部屋しかない狭い部屋）と賃貸家

屋のいずれの所在地にも隣接した地域にある勤務会社事務所に転勤が内定し、他に適切な居住場所もなく、さらに、賃

貸人夫婦が子夫婦による介護が必要な状況があったとする。この場合、賃貸借契約解約申込みの直前にこの転勤が内定

したとの事実は、上記介護の必要性と併せて、賃貸人の家族が賃貸家屋を必要とする事実として、解約申入れの正当事

由の存在の評価根拠事実となる。ここで、（ⅰ）内定したという事実に対して、同内定がその後取り消されたという事実

（評価障害事実）があると、2つの事実は両立する事実として、評価根拠・評価障害事実の関係に立ちうる。一方、（ⅱ）

内定したという同じ事実に対して、内定がなかったという事実では、2 つの事実は相矛盾する関係に立つことから、両

事実は評価根拠・評価障害事実の関係ではなく、内定がなかったという事実は、評価根拠事実を否認する事実という関

係になる。（ⅰ）の場合で、内定したという事実がそもそもなければ、賃貸人の評価根拠事実があったとはいえないこと

になるので、もし、内定が取り消されたことが立証できれば（賃借人にそこまで立証責任を負わせるかどうかは別とし

て）、評価障害事実の存在が認められるため、賃貸人に正当な事由があったとはいえなくなる。このような判断が可能な

構造となるのは、ここに掲げた評価根拠事実と評価障害事実とが両立関係にあるからである。これが、（ⅱ）のように内

定したという事実に対して、内定がなかったという事実を（ⅰ）のように評価障害事実と考えてしまうと、内定があっ

たという事実の存否が不明となったときに、矛盾した事実について双方当事者が立証責任を負うことを認めることとな

るため、その点についての判断ができないことになってしまい、要件事実の判断枠組みとして不相当なものとなる。 

以上の、評価的要件および評価的要件に係わる評価根拠・評価障害事実の関係性を知識として、次章４．㹼終章７．

にわたり、課税処分取消訴訟において不確定概念を含む課税要件が立証責任対象事実となる判例を取り上げて、当事者

がそれぞれ主張・立証する評価根拠事実と評価障害事実はどのようなものであるか、評価根拠事実と両立しうる評価障

害事実はあるのか、両事実が両立した場合、納税者と国との間で主張立証がどのように展開されていくのか、それらが

いかに分配されるのか、攻撃防御の方法上、その分配は公平にされているのか、などについてみていくこととする。法

律効果の発生・変更・消滅の行方を判断する上で、裁判官による心証形成の過程を伺い知ることは困難であるにしても

（もっとも処分証書の法理が強く働く税務裁判では裁判官の自由心証の場はほとんど無いに等しいのでその必要は乏

しかろうが）、裁判所が示した判断の根拠については極力明らかにしていきたい。 
 
㸲㸬法人税法 34条 2㡯 役員給与および役員㏥職給与にみる「不相当に㧗㢠」 
㸲㸬㸯「不相当に㧗㢠」の意義 

 平成 18年改正により、法人がその役員に対して支給する給与（役員退職給与は除く。（法税 34条 1項括弧書））は、

原則、損金に算入されず（法税 34条1項）、例外として損金算入される役員給与は、①定期同額給与、②事前確定届出

給与、③業績連動給与、の3つ（法税 34条 1項 1号㹼3号）となった。しかしながら、損金算入されるこの３つの役員

給与であっても、「不相当に高額」な部分は損金に算入されず、また、役員退職給与においても、同様に、「不相当に高

額」な部分を損金不算入とする（法税34条 2項）。これら規定が置かれるのは、「法人は、実質は利益処分にあたるもの

を給与の名目で役員に支給する傾向がある。このような「隠れた利益処分」に対処するため、この規定が設けられてい

14 伊藤・前掲注(*5）312㹼313頁。 
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るのである。」15とされる。法税 34条2項の「不相当に高額」な部分に当たるか否かは、政令に委任しており、これを受

けて、法税施行令70条 1号が役員給与について実質基準と形式基準を、同条2号が役員退職給与について実質基準を、

それぞれ定めている。役員給与の実質基準とは、「当該役員の職務の内容、その内国法人の収益及びその使用人に対する

給与の支給の状況、その内国法人と同種の事業を営む法人でその事業規模が類似するものの役員に対する給与の支給の

状況等に照らし、当該役員の職務に対する対価として相当であると認められる金額を超える場合におけるその超える部

分の金額」（法税令72条 1号イ）」と規定され、形式基準は、同号ロにおいて、定款の規定、株主総会の決議等により定

められている役員給与の限度額を超える部分とされ、「不相当に高額」であるか否かは、いずれか多い金額とされる。役

員退職給与の実質基準とは、「内国法人が各事業年度においてその退職した役員に対して支給した退職給与の額が、当該

役員のその内国法人の業務に従事した期間、その退職の事情、その内国法人と同種の事業を営む法人でその事業規模が

類似するものの役員に対する退職給与の支給の状況等に照らし、その退職した役員に対する退職給与として相当である

と認められる金額を超える場合におけるその超える部分の金額」（法税令70条2号）と規定されている。 

こうして、役員給与・役員退職給与における不確定概念の「不相当に高額」の解釈は、同施行令の当該規定の解釈に

よることとなるが、要件事実論の観点からは、「不相当に高額」か否かという評価的要件は、法税令 70条 1号・2号の

該当性を主要事実として、「不相当に高額」な部分を損金不算入とすることが適法とする国が評価根拠事実を、その処分

取消を請求する納税者が損金不算入を違法とする評価障害事実を、それぞれあげて、裁判で争うこととなる。 

㸲㸬㸰 役員給与の「不相当に㧗㢠」 

 実質基準と形式基準とでは、実質基準が課題となる。実質基準は、上記のとおり、①当該役員の職務の内容、②当該

内国法人の収益、③その使用人に対する給与の支給の状況、④事業規模類似の同業種法人における役員給与の支給状況、

等に照らして相当であると認められる金額である。この基準の適用は、考慮すべき事項のうち、①ないし③は納税者に

おいて把握している事項であるため、まず、これらに基づいて職務対価相当額を求めて、次いで、その相当性補強の一

環として、④の支出状況を用いて確認をすることとなる。④は、同種・類似の法人の役員に対する給与の支給状況と比

較するものであるが、実務上、（ⅰ）類似役員の平均月額、（ⅱ）類似役員の加重平均額、（ⅲ）その他の方法が用いられ

るが、適正額を算定するにあたっては、（ⅰ）㹼（ⅲ）のどれを選定するかとともに、比準すべき類似法人をどのように

選定するか、その選定方法の是非が大きな問題となる。 

 さて、法文上は、上記のとおり、事項①㹼④等に「照らし、…相当である認められる金額…」とあるが、管見の限り

ではあるが、類似事案の裁判例を通じると、判断に照らす事項とされる①㹼④等は、並列の関係にはなく、裁判所は、

事項④である類似法人における役員給与の支出状況等を大きな囲みとして、その枠組みの中で納税者側の個別的事情で

ある事項①㹼③を検討する立場であるように思われる。すなわち、納税者が支給した役員給与の適正性を判断するにあ

たり、就業規則等により算定された役員給与であっても、当該規定等の内容やその適用の過程で考慮される種々の事情

が、一般に正当と認められるものとは限らないので、選定された比較資料を前提にその比較資料の囲みの中で（要する

に世間相場に照らしてみて）、各事項①㹼③等を個々に検討していくのである。このような比較法ではなく、例えば、納

税者が当該役員の能力・貢献度・職務の高度性等を総合的に含む業務対価の基準（役職・職務等とその対価との対応妥

当性を担保するもの）により、自社支給額の適正性を、自ら主張立証するストレートな手立ても考えられよう。しかし、

従来から「人的資産」といわれていても企業会計が未だこれを「資産計上」なし得ない等一般に妥当と認められる客観

的な対価評価法がない以上、納税者が個別事情を主張したとしてもそれは客観性に劣るものにならざるを得ず、訴訟の

場においては、現実的に立証困難な事柄である。本章で取り上げる裁判例も、他の類似事案裁判と同様に、裁判所の立

場は、まず、選定された類似法人の比較検討資料の妥当性を検証し、次いで、納税者の支給状況を、その比較資料を通

じて、事項①㹼③等を比較考量的に検討した上で、納税者の支給額の合理性・不合理性を総合的に検討するという過程

を採用している。 

㸲㸬㸱 泡盛「残波」比嘉㓇㐀事件 

泡盛「残波」の酒造会社原告H社が、沖縄国税事務所から、平成22年 2月期までの4年間に、役員4名に支給した役

員給与および退任した代表取締役に支給した退職給与について不相当に高額な部分があるとして更正処分を受けた事

案である。「残波」が全国に知れわたる泡盛の人気ブランドであること、役員給与等が平成 18年に改正された後の事案

であることもあり、当時、新聞等でも大きく報道され、巷間、耳目を集めた。 

H社が支払った総額 19億 4,000万円（役員 4人に役員給与計 12億 7,000万円、創業者に退職給与 6億 7,000万円）

のうち、沖縄国税事務所は6億円分を「不相当に高額」として1億 3,000万円の追徴課税を行ったところ、原審判決は

この中で、退職給与については妥当と判断し退職給与についての追徴課税は全額取り消したが、一方、役員給与につい

ては「不相当に高額」な部分があるとして、追徴税額のうち取り消されたのは5,000万円にとどまった。原審（東京地

裁平成28年 4月 22日判決（行ウ）第5号）は、退職給与以外の役員給与について国の判断を認めたものであるが、控

訴審（東京高裁平成29年2月 23日判決行（コ）第205号）においても、原審を正当と評価し判断を維持した。控訴人

H社は上告したが、平成30年1月 25日、最高裁第一小法廷は上告不受理としたため、本控訴審で確定した。裁判所は、

「不相当に高額」という評価的要件を巡って、評価根拠事実とその評価障害事実とにより、納税者と国の立証責任の分

15 金子・前掲注(*1) 398頁。 
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担を必ずしも明確にするものではないが、このことを、役員給与部分の判旨を通じ検討していく。なお、控訴審は第一

審の軽微な誤謬を正すのみで、事実認定等に変更を加えるところがないため、本稿展開上、適宜、両審から引用を行う

（ただし、第一審、控訴審の出所は明記する）。 

（１）類似法人選定における売上高倍半基準等について 

 類似法人の選定にあたって、国は、（ⅰ）倍半基準（売上高が 0.5㹼2.0倍のレンジ内）、（ⅱ）地域近傍基準（地理的

地域的同質性）から、H社の売上高の0.5㹼1.5倍の範囲内にあって、沖縄県および近隣の熊本国税局管内4県の同業の

法人を選定した（倍半基準から延べ34社を抽出し、その中から比較法人として4㹼5法人を抽出）。これに対して、H社

は、近隣の同業他社との比較は「残波」を全国的にヒットさせた経営者の努力を評価しない方法で違法とする主張など

を述べて、「同等の経営能力を有する役員に係る同種法人は、日本全国から漏れなく抽出されなければならないが、国

は、沖縄国税事務所・熊本国税局管内に限定して抽出しており、このような抽出方法は失当である。」（於．第一審）と

した。選定に関する国があげる評価根拠事実は、（ⅰ）倍半基準、（ⅱ）地域近似基準とそれに基づき選定された類似法

人であるが、H 社の主張は、国の倍半基準という評価根拠事実を減殺するものといえそうであるが、売上高以外にも比

準要素を広げる必要があること・類似会社の範囲を広げ全国を対象とすべきとするものであり、これは倍半基準とは別

の新たな抽出基準であると考えられることから、評価障害事実と考えられる。この点、控訴審は、国の（ⅰ）倍半基準

について「売上高と役員給与額…の間に相関関係がないとは認め難い上、売上高と営業利益、純資産、総資産及び従業

員数との間にはそれぞれ相関関係がある…売上高を法人の事業規模を示す指標として事業規模が類似する法人を抽出

することは合理的」とし、国の（ⅰ）と（ⅱ）の2つの基準の併用を認め、また、控訴審は、「倍半基準は、対象の中か

ら近似性を有するものを抽出する基準として合理的であり、仮にこの基準に該当しないものの中にも類似性があると一

般的に考えられているものが存在するとしても、そのことにより倍半基準が合理性を有しないことにはならない。」と国

主張をより強く認めて、「控訴人の主張は失当であり、採用することができない。」と判示した。 

（２）類似選定法人における役員給与の支給状況について 

 類似会社との支給状況について、国は、抽出した類似法人の中から、「さらに比較法人を抽出した上、複数の比較法人

中の役員の最高額を抽出し、これらを平均した額を超える部分は、不相当に高額であるというべきである。」（於．第一

審）としていることから、比較法人の最高額の平均を超える H社の過大な支給額の存在を評価根拠事実としている。こ

れに対し、H社の評価障害事実として考えられるのは、H社の主張が認められた役員退職給与について、第一審が、「職

務の内容等が代表取締役として相応のものであるとはいえない特段の事情があるとは認められない」「職務の内容に照

らして、上記のとおり（筆者注、比較法人が支払う代表取締役の役員給与の）最高額を超えない限りは、不相当に高額

な部分の金額があるとはいえない」とし、「国被告の主張は採用することができない。」と判示していることから、①当

該役員の職務の内容を始めとする、②当該内国法人の収益、③その使用人に対する給与の支給の状況、等の個別事情が

（第一審の比較法人の支給最高額を超えない限りと留保付きであるものの）、評価障害事実となり得よう。役員給与の支

出状況について、H社は、「他の泡盛メーカーに比して、圧倒的に良好な成績を収め、…本件役員らは、各種製造及び製

造ラインを自らの力で造ることができる特殊能力を有し、安く購入してきた中古機械により、…最も適した機械・製造

ラインを製作するということを行ってきており、このように優良な収益構造をもたらしている。」「平成18年以降、本件

役員らの職務の内容が大きく追加されており、これに伴い、役員給与が増額された。」（以上、於．第一審）と職務内容

に対応する職務対価額の適正性を述べ、また、収益状況について、H社は、「現代の社会的事実として、企業の役員給与

は、役員の当該法人に対する貢献の程度及びその価値や将来の貢献への期待度等を，当該法人が当該法人の尺度・経営

方針の下で評価することで決定されている。」（於．控訴審）とした上で、役員給与の適正額判定は客観的に検討し得

るものとして、「役員の能力についての検討は、個別事情の中枢を占める非常に重要なものであり、かつ、能力は他者

のそれと客観的に比較検討することが可能なものである。また、経営分析を行うには，収益性指標，安全性指標，効率

性指標，生産性指標，及び成長性指標のトータルな数値を見る必要があるところ、控訴人の営業成績は、業界上位数社

に入る極めて良いものとなっている。」（於．控訴審）と述べた。そして、これらを踏まえ、H社は、「平均値が適正給

与額の上限であるとすべきことには、何らの合理的理由もない。」（於．控訴審）として、役員給与支給額に「不相当に

高額」な部分は不存在であるとして、国の評価根拠事実（「不相当に高額」な部分の存在）に対する評価障害事実（「不

相当に高額」な部分は存在しない）をあげている。この点、控訴審は、「役員の経営能力を別個の判断要素として考慮す

ることは、何をもって役員の能力と評価すべきかあいまいであり、主観的・恣意的要素を判断要素に加えることになる

から相当ではない。また、控訴人の指摘する経営分析指標と個々の役員報酬額との関係について確立された一般的な理

解があるとはうかがわれず、控訴人の経営分析に係る指標の数値は、類似法人の代表取締役又は取締役の役員報酬ない

し役員給与の最高額を超える額を支給することが不相当であるとの前記認定判断を覆すに足りるものではない。」とし

て、「控訴人の主張は採用することができない。」と判示した。 

（３）その他 

上記（１）、（２）を通じ、類似法人における役員給与支給等と比較する基準を採用する裁判所の立場を前提とする

限り、支給額決定の合理性は、類似法人との比較による検証が必要であることが分かる。ただし、課税庁が蓄積してい

る類似法人の情報は、推計課税に用いる倍半基準のため豊富であり、しかもそれは非公開である。控訴審は、「控訴人
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は、本件役員ら給与の額が予測し得る類似法人の役員給与額に比して大幅に高額であることを認識することができたと

認められるから、本件役員ら給与につき不相当に高額な部分が存在することにつき相応の予測が不可能であったとはい

えない。」とするが、これを、主張立証にかかる攻撃防御において考慮すると、納税者に予測可能性を担保できる入手

資料の不存在や入手の手立ての乏しさといったことが評価障害事実にあたるか否かは別にしても、類似法人との比較あ

りき、とする判断フレームにおいては、納税者が不利な立場におかれている感は否めない。なお、役員給与の「不相当

に高額」を巡る本件争点は、この他にも、法文の事項①㹼③等に照らし、役員給与の変遷に係る事実認定と評価、使用

人給与の変遷と役員給与額の変遷の関係に係る評価などがいくつかあるが、ここでは割愛する。 

また、H社の主張の中に、本件役員給与・役員退職給与を支給した法人税と所得税の H社合計額は、沖縄国税事務所

が更正する適正役員支給額として計算した場合よりも、過大な税額になることから、本件は租税回避性を有せず、恣意

性を持った役員給与の支給による租税回避を防止する（法税 34条2項）といった法の趣旨に反する事案ではない、とす

るものがある。すなわち、H社は、「租税回避が認められないときは、その認められないという事実を不相当に高額であ

ることの絶対的評価根拠事実として、過大役員給与はないと直ちに結論づけなければならない」（於．控訴審）と主張し

たのであるが、これに対し、控訴審は、「法人税法施行令70条 1号イの解釈適用において、租税回避事案ではないこと

をもって役員給与が不相当に高額であるとはいえないとすべき根拠はなく、控訴人の解釈は独自のものであって採用す

ることはできない。」と判示した。このことを、要件事実論の観点からみると、「不相当に高額」は評価的要件であり

法税令 70 条 1 号イ等の課税要件の充足・不充足を主要事実とするものであるため、租税回避性の存在が「不相当に高

額」であることの評価根拠事実となり得るには、課税要件規定に租税回避防止が目的のひとつに明示されることが必要

である。しかし、当該規定が置かれた趣旨は「隠れた利益処分」に対処するためであり、租税回避に対抗するとの趣旨

も条文上にもそのような根拠明示もない以上「租税回避性有り」とする評価根拠事実をそもそも観念することはできな

いため、当然、評価障害事実も観念できないことから、納税者の上記租税回避にかかる見解は唯我独尊の主張となる。 

㸲㸬㸲 役員㏥職給与の「不相当に㧗㢠」 

 役員退職給与における「不相当に高額」であるか否かの判断は、①当該役員が法人の業務に従事した期間、②退職の

事情、③その内国法人と同種の事業を営む法人でその事業規模が類似するものの役員に対する退職給与の支給の状況、

等に照らし、その退職した役員に対する退職給与として相当であると認められる金額（これを超える場合その超える部

分の金額が不相当に高額）（法税令 70条 2号）であるが、規定上、明記はないが、「あわせて、その役員の当該法人に対

する貢献度その他の特殊事情を考慮すべきである。」16ことも指摘されている。確かに、退社役員への退職金額は、当該

役員の能力評価、在職中における職務貢献度、格段の功労に対する評価に基づくが、例えば、転籍等により就任した役

員（昇格見合いによるスカウト人事も含まれる）の場合では、当該役員が有する人的ネットワーク、前職の職位高度性・

専門性、前所属組織とのアライアンスなども個別の評価事項となるし、就任役員が著名人である場合には、法人のイメ

ージ向上効果やその役員の家柄・血筋（姻族含む）関係など実に様々な要素が折り重なり評価事項が構成されて（退職

前役員実績など後顧的な要素を除けば、役員給与算定の評価の共通項目でもある）、これら評価金額は勤続年数加算、功

績加算などの特別費目の形に金額となって表される。費目名や金額のはめ込みはなどは、組織内バランス・慣習・企業

風土といった個社事情にも左右される。 

実際はこのように決められるのが当該役員退職支給額（A）であるが、課税実務では、比較可能性を求める方法のひと

つに、「功績倍率法」がある。これは、最終月額報酬（B）と勤続年数（C）という比較的客観的な２つの情報を利用し、

A を B×C という積で除した値を「功績倍率」とし、この倍率を貢献度等様々な加算要素の代用変数と考える方法であ

る。月額報酬を「最終」とするのは、在任中の昇給等を考慮して、当該役員の在職期間中における法人に対する功績の

程度をもっともよく反映するのが退職直前の月額報酬であるとの考えによるものである（なお、比較法としては、「一年

あたり平均額法」という別法がある。これは、「功績倍率法」と同様の他の法人における退職した役員の勤続年数 1年あ

たりの平均退職給与の額に当該役員の勤続年数を乗じて算出する方法であり、主に当該役員の月額報酬が類似に比べ少

額である場合に用いられる。）。「功績倍率」の計算は、例えば、役員年俸が1300万円（退職まで一定とする）で、役員

給与分月額 100万円・13カ月目分 100万円が退職後取りという割り振りであれば、「功績倍率法」における退職金の功

績倍率は事後的に 1倍（年俸 1,500万円の割り振りが月例給で 100万円、残り 13㹼15カ月分 300万円を退職後取りと

すると功績倍率は事後的に3倍）と算出されることとなる。 

「功績倍率法」は、簡潔であるため、規定（法税令70条 2号）の事項①㹼③等のうち、適用上、最も重要とされる、

③同種・類似の法人の役員退職給与の支給の状況と比較する場合に重用される。すなわち、退職給与額の相当・不相当

を判断する上では、当該法人が支給した当該退職役員に対する退職給与と、サンプルとして抽出する同種・類似の法人

が支給した役員退職給与とを比較することとなるが、適正額とされる退職給与は最終月額報酬×勤続年数×功績倍率と

いう3つの積で表わされるという仮定の下、同じ算式に引き直した上、計算要素を比較するのである。算式から分かる

ように、「勤続年数」は容易に確認できるので、残る2つの要素－最終報酬月額、功績倍率－を吟味することが「功績倍

率法」の要となり、それぞれに、類似法人の平均額を用いるか、最高額を用いるかなどにより、判定対象の退職給与に

「不相当に高額」な部分があるか否かの判断の分かれ目となる（通常、退職所得課税が給与所得課税より有利なので、

16 金子・前掲注(*1) 401頁。 
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年俸額を月額報酬より退職金後取りの方に厚めに配分することが行われているが、これは、月額報酬がシャープになる

分、功績倍率を見かけ上大きくしてしまう）。なお、比較法を用いる前提としては、比較する同種・類似の法人の抽出・

選定にあたり、どのような基準とするのかがより大きな要となることは、役員給与の項でみたとおりである。 
㸲㸬㸳 伊藤製作所㸦㐣大役員㏥職給与㸧事件 

 本件は、新潟県のミシン部品の製造販売等を営むＩ社が、死亡退職した元代表取締役への退職慰労金（本件役員退職

給与）の支給額 4億 2,000万円を損金の額に算入して平成 21年 8月期の法人税の確定申告をしたところ、三条税務署

長が、本件退職給与のうち「不相当に高額」な部分があるとして一部を損金不算入とする更正処分等をしたことから、

その取り消しを求めて争われた事案である。適正額算定の根拠となる「功績倍率法」を用いて、Ｉ社計算と課税庁計算

の金額を概算比較すると以下のようになる。 

Ｉ社  ：4億 2,000万円 ＝240万円×27年×6.49（＝役職位係数5×功労加算1.3） 

課税庁 ：2億 1124.8万円 ＝240万円×27年×3.26（＝同業類似法人の平均功績倍率） 

本件は、地裁（東京地裁平成 29年 10月 13日判決（行ウ）第 730号）、高裁（東京高裁平成 30年 4月 25日判決行

（コ）第334号）で、次のように、判断が分かれた。 

地裁は、国が主張する同業類似法人の平均功績倍率3.26にその半数を加えた額（4.89）までは「相当な金額」と判断

して、処分の一部の取り消しを認めた。地裁による適正額は以下のとおりである。 

  東京地裁：3億1687.2万円＝240万円×27年×3.26×1.5（＝半数を加える） 

これに対し、国は控訴した。控訴審は、平均功績倍率の1.5倍を超える部分を否認（それ以下の部分については損金

算入を認めたことになる）して、原審を覆し、国の主張を認める判断を示した。 

 役員退職給与の「不相当に高額」か否かという評価的要件は、法税令 70 条 2 号を主要事実として、「不相当に高額」

な部分を損金不算入とすることが適法とする国が評価根拠事実を、その処分取消を請求する納税者が損金不算入を違法

とする評価障害事実を、それぞれあげて、裁判で争うこととなる。先にみた、役員給与の項と、ほぼ同様に、本件では、

国の評価根拠事実は、（ⅰ）倍半基準、（ⅱ）地域近傍基準を通じ選定した類似法人とその役員退職給与の支出状況等に

基づく、「不相当に高額」な部分の存在であり、これに対し、納税者の評価障害事実は、「不相当に高額」な部分は存在

しないとするものであり、高額部分が不存在とする納税者の個別の事情である。本件争点は、主に「功績倍率」の相違

であったので、ここに焦点をあてて、それぞれの主張をみていく。 

本件で、国があげた（ⅰ）は売上高の倍半基準であり、（ⅱ）は同じ新潟県所在の同業法人であり、これらを通じ5法

人が選定され、5法人の役員退職給与支出状況に支給実績の「功績倍率」から平均値を割り出す方法（以下、「平均功績

倍率法」））を用いて、「不相当に高額」な部分があることを主張した。これに対し、Ｉ社は、売上増加や借金完済等への

貢献等死亡代表取締役が在職中に果たした功績大なること、仮に「功績倍率法」を用いるにせよ当該貢献大なることを

考慮して、「功績倍率」としては選定法人の中から最高功績倍率を選定すべき（以下、「最高功績倍率法」）とし、当該死

亡代表取締役に支給した役員退職給与額は相応なものであるから、「不相当に高額」な部分は存在しないと主張した。 
（１）類似法人選定における売上高倍半基準等について 
 売上高基準について、第一審（以下、引用同じ）は、「法人税施行令70条2号が、…同種の事業を営む法人でその『事

業規模が類似するもの』の役員に対する支給状況を挙げていることからすれば、…原告と事業の規模が類似する法人を

抽出するにあたり、事業の規模を示す指標である各法人の売上金額を抽出基準の一つとすることは合理的」とし、倍半

基準については、「具体的な基準として、…売上金額の半額から倍額までの…範囲内にあることを抽出基準としたことも

…事業規模が類似する法人を抽出する基準として合理的」とし、地域近傍基準については、「原告の本店所在地である新

潟県三条市と経済事情が類似する新潟県内に納税地を有する法人を対象…としたことは合理的」と判断して、いずれも

国の主張を認めている（控訴審も同様）。 

（２）類似選定法人における役員退職給与の支給状況における功績倍率の採用について 

 功績倍率について平均功績倍法が、第一審は、「同業類似法人間に通常存在する諸要素の差異やその個々の特殊性が捨

象され平準化した数値」が得られるとし、控訴審は、法税34条2項および法税令70条2号の趣旨に「最も合致する合

理的な方法」とさらに強い判断を示して国の主張を認めた。Ｉ社主張の最高倍率法の採用については、第一審で、「最高

値に係る法人の特殊性等に影響され…客観性が劣る…最高功績倍率法がより適切であるとみるべき事情は見当たらな

い」とし斥けられている（控訴審も同様）。 

（３）個別事情―在職中貢献度－について 

 第一審、控訴審で判断が分かれた部分である。平均功績倍率×1.5と評価した第一審は、「昭和 56年に取締役に就任

した後、原告の経理及び労務管理を任され、債務の弁済計画等を立て、不動産等を売却することなく、平成 9年頃に 8

億円以上あった借金を平成20年頃までに完済することに貢献したこと、平成15年には三男の㹟が代表取締役社長に就

任するまでの橋渡しとして代表取締役に就任したこと、原告の売上金額は昭和56年頃には約6億 8000万円であったの

が、平成15年頃には15億円前後にまで増加したことが認められる。」と、Ｉ社が主張する個別事情を受け入れたのに対

し、控訴審は、「これに関する亡㹣の具体的貢献の態様及び程度は必ずしも明らかではなく、同業類似法人の合理的な抽
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出結果に基づく本件平均功績倍率（公刊資料によって認められる前記ア（イ）（筆者注：書籍3点）の数値に照らして

も、有意なものと十分推認することができる。）によってもなお、同業類似法人の役員に対する退職給与の支給の状況

として把握されたとはいい難いほどの極めて特殊な事情があったとまでは認められない。」とし、平均功績倍率にその

半数を加えることを認めなかった。 

 「不相当に高額」であるか否かの判断は、①当該役員が法人の業務に従事した期間、②退職の事情、③事業・規模が

類似する法人の役員に対する退職給与の支給の状況等、に照らし相当であると認められる金額（法税令70条 2号）であ

り、法文上、①期間②事情という明記はあっても、在職中の貢献度に類する明記はなく、それが③「等」に含まれる暗

示のひとつに過ぎないものと軽んじるのであれば、控訴審判断も分からぬではないが、改めて、「あわせて、その役員の

当該法人に対する貢献度その他の特殊事情を考慮すべきである。」（金子租税法）との引用に立ち返ってみると、今後は、

法文上に何らかの手当をする検討が必要となろう。 
 
㸳㸬租税特別措置法 61条の 4 3㡯 交㝿㈝等にみる「その他の、その他」 
㸳㸬㸯 交㝿㈝等にみる「その他」の意義 

 交際費等とは、「交際費、接待費、機密費その他の費用で、法人がその得意先、仕入先その他事業に関係のある者等に

対する接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為のために支出するもの」（租特法 61条の 4第 3項）をいう。 

本規定をみると、①接待、機密その他の費用、②得意先、仕入先その他事業に関係のある者等、③接待、供応、慰安、

贈答その他これらに類する行為、とあり、①企業会計上の費用、②支出相手である事業関連者、③行為の形態の3点す

べてに「その他」という文言が用いられることから、交際費等にあたる支出の対象範囲はかなり広いものなる。そして、

他の法人費目、特に「隣接費用」と称される、寄附金、値引きおよび割戻し、情報提供料、広告宣伝費、複利厚生費、

給与等といった費用と「交際費等」とを画す境界も不確定なものとなる。加え、交際費等とされる支出は、周知のとお

り、原則として、接待飲食費の 50％のみ損金算入とし、残りを損金不算入（同61条の 4第 1項）とするため、課税上、

隣接費用との線引きが問題となる。また、その他という語句をとってみても、①は「その他の」とあるとおり包括的例

示をあらわし、②、③は「その他」であるので並列的例示をあらわすという使い分けの相違がある。 

交際費等に該当するか否かを判断するには、租特法 61条の 4第 3項からその要件を読み取ることとなるが、これに

は、次の判例にみる、二要件説と三要件説がある。 

㸳㸬㸰 萬有製薬「医師英文ㄽ文」添削㈝事件 

 二要件説は、①「支出の相手方」が事業関連者であること、②「支出の目的」が接待等を意図するものである、とす

る見解である。これによれば、事業関連者と親睦を密にして円滑な取引関係を図る支出は広く「交際費等」に該当する。

これに対して、三要件説は、①、②に加えて、③「行為の形態」が、接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行

為であることをも要件とする見解である。この見解は、規定の「接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為の

ために支出するもの」を、「接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為」であって、かつ、「それら行為のため

に支出するもの」と、2つに分節して読み取るものである。該当要件が 3つになる結果、二要件説に比べ「交際費等」

の範囲は縮小する。萬有製薬「医師英文論文」添削費事件の控訴審（東京高裁平成15年 9月9日判決平成14年行（コ）

第 242号）は、二要件説を離れ、納税者の主張（評価障害事実）を受け入れた形による三要件説に基づき交際費該当性

を判示した裁判であり、また、学説からも「支出行為の態様をも要件とすべき」とし「3 要件説を採るべきと考えてい

る。」17、「三要件説の方が法文の文言により忠実な見解といえよう18。」とされるなど三要件説が支持されている。 

 本件は、医薬品製造販売を営むＸ社が、その医薬品を販売している大学病院の医師等から、その医師等が発表する医

学論文が海外の雑誌に掲載されるようにするための英訳文につき、英文添削の依頼を受け、これを米国の添削業者2社

に外注していた（以下「本件英文添削」）。Ｘ社は、医師等からは国内業者の平均的な英文添削料を収受していたが、Ｘ

社が米国に対して支払っていた添削料はその3倍以上であったため、Ｘ社はその差額を負担していた。その金額は、平

成 6年 3月期で 1億 4,513万円余、平成 7年 3月期で 1億 1,169万円余、平成 8年 3月期で 1億 7,506万円余であっ

た。なお、本件負担額は各期 1億円を超えるがＸ社の事業規模に照らせば各年度申告所得額の 1％に満たない。これに

対し、所轄税務署長は、英文添削を依頼した医師等はＸ社の「事業に関係ある者」に該当し、本件負担額の支出の目的

は医師等に対する接待等のためであって、本件負担額は交際費に該当するとして更正処分（平成 6 年 3 月期）をした。 

17 今村隆『課税訴訟における要件事実論〔改訂版〕』（日本租税研究協会、2017年）102頁。 
18 谷口・前掲注(*2) 454頁。 
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第一審（東京地裁平成14年 9月 13日判決平成11年行（ウ）第 20号）において、Ｘ社は、「概して英語力が不足して

いる日本の研究者の優れた研究について、海外で発表する機会を増やし、十分な評価を得られるための助力を行うこと

が、外資系企業である原告が日本の医学の発展に貢献する手段であると考えて、本件英文添削を行ったものであって、

研究者との親密の度合いを深めたり、取引の円滑を図るために行ったものではな」く、「本件英文添削は、大学の付属病

院の研究者であれば、…何ら差別することなく依頼を受け…ていたことに照らしても、その態様において接待等を目的

とするものでもな」く、「本件英文添削が、その相手方において、本件負担額によって利益を受けていると認識できるよ

うな客観的状況の下に行われたものでないことも明らかである。」と主張したが、地裁は、二要件説に立つ国側の主張を

認め、Ｘ社の請求を棄却した。これに対しＸ社が控訴した。 

本件では、例示をあらわらす「その他」、「その他の」が不確定概念であり、不確定概念を含んだ「交際費等」該当性

の有無が評価的要件であり、それは、主要事実である租特法 61条の 4第 3項の規定の解釈により明らかになる。損金

不算入とする処分を適法と主張する国の評価根拠事実は、「本件負担額は交際費等に該当」という該当性の存在であり、

二要件説により、①「支出の相手方」について、納品先である大学病院の医師等という事業関連者であること、②「支

出の目的」について、本件差額負担は医薬品販売の取引関係を円滑に進行するという接待等を目的とした支出であるこ

と、の2つが具体的事実である。これに対し、処分を違法とするＸ社の評価障害事実は、「本件負担額は交際費等に非該

当」という該当性の不存在であり、三要件説の第3要件である③「行為の様態」において、本件英文添削の目的は学術

振興にあり、本件差額負担は、「接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為」にも該当しない、ということがそ

の具体的事実にあたり、納税者は、第一審でこのような事実をあげたのである。敗訴を受けて、Ｘ社が控訴したのであ

るが、高裁は第一審を取消した上で、Ｘ社の請求を容認した（その後国は上告せず、控訴審で結審）。控訴審は、納税者

の第3要件の主張を認めたことになる。 

 すなわち、控訴審は、「第3 当裁判所の判断 （１）「本件英文添削がなされるに至った経緯及びその概要」で第一

審における事実認定を踏襲した上で、続く「（２）「交際費等」の意義について」において、直ちに、三要件説の立場

をとることを明らかにした。すなわち、「法文の規定や、「交際費等」が一般的に支出の相手方及び目的に照らして、

取引関係の相手方との親睦を密にして取引関係の円滑な進行を図るために支出するものと理解されていることからす

れば，当該支出が「交際費等」に該当するというためには、〔１〕「支出の相手方」が事業に関係ある者等であり、〔２〕

「支出の目的」が事業関係者等との間の親睦の度を密にして取引関係の円滑な進行を図ることであるとともに、〔３〕

「行為の形態」が接待，供応，慰安，贈答その他これらに類する行為であること、の三要件を満たすことが必要である

と解される。そして，支出の目的が接待等のためであるか否かについては、当該支出の動機，金額，態様，効果等の具

体的事情を総合的に判断して決すべきである。また、接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為であれば、そ

れ以上に支出金額が高額なものであることや、その支出が不必要（冗費）あるいは過大（濫費）なものであることまで

が必要とされるものではない。」とする（以上の文言は、交際費該当要件として、本件以後の裁判例、採決例などで、

しばしば引用されることとなる）。その上で、控訴審の判示は、〔１〕「支出の相手方」について、「依頼者である研

究者らが、上記「事業に関係のある者」に該当する可能性は否定できない。」が、〔２〕「支出の目的」は、「医療機

関との取引関係を円滑にするという意図、目的があったとしても、それが主たる動機であったとは認め難」いものであ

り、「事業関係者との親睦の度を密にし、取引関係の円滑な進行を図るという接待等の目的でなされたと認めることは

困難である。」とし、第3要件である〔３〕「行為の形態」について、「本件英文添削の差額負担は、通常の接待、供

応、慰安、贈答などとは異なり、それ自体が直接相手方の歓心を買えるというような性質の行為ではなく、むしろ学術

奨励という意味合いが強いこと、その具体的態様等からしても、金銭の贈答と同視できるような性質のものではなく、

また，研究者らの名誉欲等の充足に結びつく面も希薄なものであることなどからすれば、交際費等に該当する要件であ

る「接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為」をある程度幅を広げて解釈したとしても、本件英文添削の差

額負担がそれに当たるとすることは困難である。」と結論するものであった。 

 租特法61条の4第 3項が「接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為のために支出するもの」と規定し、こ

れは並列的例示でもあり、本件英文添削の負担という行為は、「その他これらの行為に類する」の前にある接待・供応等

の行為とは非類似の行為であることを明らかにしたこととなる。本件では、英文添削の負担行為は「接待、供応、慰安、

贈答その他これらに類する行為に該当しない。」という該当性の不存在の評価障害事実であったが、三要件説のもとで

は、第3要件「行為の形態」は、「接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為である」という該当性の存在をし

めす事実として、評価根拠事実のひとつに転換されることとなり、本審後は、国がこの立証責任を負うこととなる。 

 

㸴㸬法人税法 132条 1㡯、同 132条の 2 行為ィ算否ㄆにみる「不当に減少」 
㸴㸬㸯 「不当に減少」の特殊性と 132条 1㡯の「不当に減少」の意義 
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「税負担を不当に減少させる」は、これまでみてきた「不相当に高額」「その他」「その他の」と同様に不確定概念で

あり、その「不当に減少」なるものも評価的要件であるが、法税132条他にみられるこの「不当に減少」との不確定概

念には、それぞれの本法に規定があるのみで、それ以上の実質的な内容は政令に委任されるものでも、通達によって具

体的内容が明らかにされるものでもない。そもそも、法税132条他の「不当に減少」条文は、課税要件法の欠缺を突い

た納税者の租税回避行為に対抗するため、同族会社・組織再編・連結納税という「個別分野」で納税者の行為計算を否

認する「一般的否認規定」であるので、主要事実（立証責任対象事実）とすべき具体的な租税規定が本法以外に存在し

ないのは、もっともなことである。そこで、「不当」という法的評価の判断を行う上で、当該「不当」の評価を根拠づけ

る、すなわち、法律効果を発生させる要件である要件事実（＝主要事実）はどのような事実（主要事実）であり、それ

を、立証責任対象事実として、どう争点として整理するのかが問題となる。 

この点、法税132条 1項の同族会社の行為計算否認における「不当」の解釈については、従来より考察が重ねられ判

例も積み上げられており、非同族会社で通常なし得ないような行為計算がこれに当るとする見解（非同族会社基準説）

と、純経済人の行為として不合理・不自然な行為がこれに当るとする見解（純経済人基準説）とにかつては分説されて

いたが、さらなる判例の積み重ねやその後の理論研究を通じ、非同族会社基準説は斥けられ、現在では、純経済人基準

説による見解が判例により確立され（例：最判昭和53年 4月 21日…「不当に減少」させるものか否かの判断は「専ら

経済的・実質的見地におけるその行為計算が純粋経済人の行為として不合理、不自然なものと認められるか否か」を基

準として判定すべきものと解される）、また、学説も、純経済人基準説から導かれる「経済的合理性が有るのか無いのか」

（「経済的合理性基準」）という主要事実（基準）が、法税132条 1項「不当でないのか・不当といえるのか」という法

的評価を判断する基準（主要事実）であるとする説（具体的には、「行為・計算が経済的合理性を欠いている場合とは、

それが異常ないし変則的で、租税回避以外にそのような行為・計算を行ったことにつき、正当で合理的な理由ないし事

業目的が存在しないと認められる場合」19であるとする「異常変則性・事業目的併用基準」20としてあらわれる）が通説

となり、実際、多くの裁判例も、この「異常変則性・事業目的併用基準」を採用する判断を示すところである。なお、

法税 132条の 2 組織再編における行為計算否認の「不当」については「ヤフー・IDCF事件」1例をみるだけであるが、

最高裁は基本として「異常変則性・事業目的併用基準」を採用する（これについては、6.4で詳しく触れる）。 

㸴㸬㸰 IBM事件 

 本件は、連結納税制度における繰越欠損金の持込みが「不当な減少」にあたるか否かを争点とするものであるが、法

税 132条の 3 連結納税における行為計算否認ではなく、132条 1項が争われた事案である。争点を要約すると、関係

会社間の自己株式取得に伴うみなし配当（当時は益金不算入が可であった。）に対応する有価証券譲渡損失の計上により

その譲渡損が繰越欠損金として連結納税に持込まれたが、その連結法人税額の負担減少が、法税 132条１項にいう「不

当」なものと評価することができるか否か（連結納税制度における租税回避事案だが、法税 132条の 3でなく法税 132

条 1 項で）が争われ、本件納税者の一連の取引につき経済的合理性がないとはいえないとして、第一審、控訴審とも、

納税者が勝訴した事例である（東京地判平成26年5月 9日判決・判タ1415号 186頁、東京高裁平成27年3月 25日判

決・判時2267号 24頁、最高裁（一小）平成28年 2月 18日上告不受理決定）。 

本件原告（納税者）である日本法人IBMABH（以下、「Ｘ社」）は、外国法人である米国WT（米国 IBMが全株式を保有す

る会社）を唯一の親会社とする同族会社であり、IBM グループの国際戦略の一環である日本再編成プロジェクトを進め

るため、ある休眠会社を使い、平成11年 4月に設立された中間持株会社である。Ｘ社は、平成14年 4月、米国WTから

日本 IBM発行済株式の全部を取得（以下「本件株式購入」）し、その原資は、米国WTから１兆 8,128億 2000万円を借入

れ（以下、「本件融資」という。）、これに、1,317億 8,000万円の資金を加えた総額１兆 9,500億円であった。その後、

再編成プロジェクトを進め、Ｘ社は、平成 14年 12月、15年 12月および 17年 12月の 3回にわたり同株式の一部を 1

株当たりの購入価額（一株あたり 127万円。PwCAによる鑑定評価価額）と同額で日本 IBM社に譲渡（以下、「本件各譲

渡」）した。本件各譲渡により、Ｘ社にはみなし配当（わが国で益金不算入というだけで実現利益は米国本社に還流）と

同額の株式譲渡損失（実損ではない）が発生する訳であるが、その譲渡損失額 3995億円（H14：1,981億 9,782万円、

H15:213億 1,467万円 9,431円、H17:1,800億 7,513万円 754円）を、本件各事業年度の所得の金額の計算上損金の額

に算入し、欠損金額として各事業年度に申告した。その後、Ｘ社は再編成プロジェクトを完了すべく、平成 20 年度か

ら、Ｘ社を連結親法人、日本IBM他を連結子法人とする連結納税制度を開始することとし、平成19年 6月 20日に自ら

を連結親法人とする連結納税の承認を受けた（この時点でＸ社の多額の欠損金の存在は申告書上明らかであった。）。連

結事業年度開始日である平成 20年 1月 1日に承認されたものとみなされるので（法税 4条の 3第 4項（みなし承認）

19 金子・前掲注(*1) 532頁。 
20 太田洋「関連会社間取引をめぐる近時の裁判例㹼IBM事件及びヤフー・IDCF事件の最高裁判決等を受けて㹼」『租税研究』第801 

 巻 2016年7月 350頁。 
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の適用）、本件各譲渡で発生していたＸ社の繰越欠損金はみなし連結欠損金として連結納税グループに持ち込みが行わ

れ（法税81条の 9第2項 1号）、日本IBM他の連結子法人の所得と損益通算がされた結果、連結納税グループ全体の税

額が大幅に減少することとなった。要件事実論に関する事項を検討するが、本件控訴審（東京高裁）が、判例や通説で

ある「異常変則性・事業目的併用基準」につき従来と異なる見解を示したことが注目される。 

第一審で、国は、本件各譲渡を容認して法人税の負担を減少させることは法税132条 1項にいう「不当」なものと評

価されるべきである旨主張して、①原告をあえて日本IBMの中間持株会社にしたことに正当な理由ないし事業目的があ

ったとはいい難いこと、②本件一連の行為（米国WTによるＸ社中間持株会社化を始め、「本件融資」、「本件株式購入」、

「本件各譲渡」の4つからなる一連の行為）を構成する本件融資は独立した当事者間の通常の取引とは異なるものであ

ること、③本件各譲渡を含む本件一連の行為に租税回避の意図が認められる不合理・不自然があることを評価根拠事実

として挙げた（控訴審判決文中から引用）が、地裁は、国（被告Y）の主張に対して、「本件の日本IBM社の自己の株式

の取得におけるＸ社の関与及びこれに係る法人税の申告は、わが国の法人税法が定める自己の株式の取得に関する課税

の制度（同法24条1項 5号、23条1項及び 61条の2第 1項）を濫用して租税回避を企図したものというべきである旨

主張するが、米国IBMないしＸ社が上記に指摘するような法的な枠組みを構築して自己の株式を取得すること等を禁止

する法令上の明文の規定が見当たらないに加え、これまでに述べてきたところに照らすと、被告 Yが主張するような事

実が認められるとはいい難いのであり、他に、被告が主張するような事実を認めるに足りる証拠ないし事情等も格別見

当たらない。」と課税規定の解釈上、租税回避のために制度を濫用する事実はないとした上で、「本件各譲渡を含む本件

一連の行為に租税回避の意図が認められる旨の評価根拠事実として国があげるいずれの事実についても、これを裏付け

るものに足りる証拠ないし事情があるとは認めがたい」との事実認定の下、「本件においては、各譲渡を容認して法人税

の負担を減少させることが法人税 132 条 1 項にいう「不当」ものと評価されるべきではないというべきである。」とし

て、評価根拠事実を欠く国の処分を違法とした。ちなみに、上記評価根拠事実①は、「異常変則性・事業目的併用基準」

における「事業目的基準」に、評価根拠事実③が「異常変則性基準」にそれぞれ該当する具体的事実である。 

控訴審において、国は、「本件一連の行為の不当性を強調するあまり」として、第一審で挙げた上記①②③の3つの評

価根拠事実を「撤回する」とした上で、「同族会社の行為又は計算が独立かつ対等で相互に特殊な関係にない当事者間で

通常行われる取引（以下「独立当事者間取引」という。）とは異なり、当該行為又は計算によって当該同族会社の益金が

減少し、又は損金が増加する結果となる場合には、特段の事情がない限り、経済合理性を欠くものというべきである」

ことを理由に、第一審の②を「本件一連の行為は、独立当事者間の通常の取引とは明らかに異なるもので経済的合理性

を欠く」と改めて、この新たな②を唯一の評価根拠事実とする差しかえを主張した（第一審の「本件融資」を、控訴審

では「本件一連の行為」に拡張した）。この新②の評価根拠事実に対する納税者の反対主張はどのようなものであった

か、はたして同審の補充的反論においてＸ社は、「控訴人の主張は、法人税法第 132 条 1 項の適用範囲を過度に拡大し

て、税務署長に包括的、一般的、白地的な課税処分権限を与えるに等しく、租税法律主義に違反するというべきであ」

り、「（独立当事者間取引と異なることを）主張立証しさえすれば、具体的な意味で「経済的合理性を欠く」ことを主張

立証する必要がなくなるというのであれば、税務署長は、「純粋経済人の行為又は計算として不合理、不自然なもの」と

いう不当性を基礎付ける事実の立証なしに不当性を認定し得ることにな」り、「税務署長の立証責任を軽減する解釈は許

されない。」「仮に、僅かでも独立当事者間の通常の取引と異なっているところがあれば、取引における取引価格その他

の経済的条件が具体的に経済的合理性を欠くか否かの検討を要せず、また、その差異がどれほど重要なものであるかを

吟味せずとも、同項の適用範囲を過度に拡大することになる。」とし、国の解釈は、「課税庁の立証責任を不当に緩和し、

否認されるべきでない行為を適用対象とするもので、租税法律主義に違反する。」と非難した。評価根拠事実の差し替え

を求める国の主張と、それは認められないとする納税者の主張に対し、高裁は、「不当に減少」させるものか否かの判断

は「専ら経済的・実質的見地におけるその行為計算が純粋経済人の行為として不合理、不自然なものと認められるか否

か」を基準（純経済人説）とすると判示した 2 つの最高裁判例を参照した上で、「同族会社の行為又は計算が法人税法

132条 1項にいう「これを容認した場合には法人税の負担を不当に減少させる結果と認められるもの」か否かは、経済

的合理性を欠く場合と認められるか否かという客観的、合理的基準に従って判断すべきものであり、経済的合理性を欠

く場合には、独立当事者間の通常の取引と異なっている場合も含むものと解するのが相当であり、」と判示して、経済的

合理性を欠く場合の中に、独立当事者の通常の取引と異なる場合が含まれるとして、国の差し替え主張を認めた。控訴
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審結論は、第一審の事実認定のとおりそのままに、本件一連の行為は一体とは評価できず、日本IBMによる自己株式取

得となる取引も独立当事者間の通常の取引を異なるものではないと判断するのであるが、控訴審の「独立当事者間取引」

の受入れ判示部分につき検討すると、判旨の読み方にもよるが、高裁判示は、「不当に減少」という評価的要件において、

「独立当事者間取引といえるか否か」（以下、「独立当事者間取引基準」）という事実を、「純経済人説」から導かれる「経

済的合理性基準」という主要事実（立証責任対象事実）のレベルに格上げして「経済的合理性基準」に置き代わる唯一

の主要事実（立証責任対象事実）とするものではないによせ、「独立当事者間の通常の取引と異なっている場合も含む」

としているので、これは、「経済的合理性基準」の判断を根拠づける「異常変則性・事業目的併用基準」の具体的事実（評

価根拠・評価障害事実）と同じレベルに「独立当事者間基準」の具体的事実（評価根拠・評価障害事実）と置くものと

なる。また、上記引用の読点に続けて、「このような取引（注：独立当事者間取引と異なっている取引）にあたるかどう

かについては、個別具体的な事案に即した検討を要すべきである。」とあるとおり、「独立当事者間取引基準」を「異常

変則性・事業目的併用基準」より上位に置くものではないにせよ、少なくとも、「異常変則性・事業目的併用基準」とい

う具体的事実のレベルと同格に「独立当事者間取引基準」の個別具体的な事実が併置され、「独立当事者間取引基準」に

即した具体的事実は、「経済的合理性基準」という主要事実を根拠づける実質的な評価根拠事実となりうる。その上で、

「異常変則性・事業目的併用基準」に即した具体的事実の①と③が評価根拠事実から取り下げることとなると、控訴審・

Ｘ社の補充的反論のとおり、経済的合理性の有無は、「異常変則性・事業目的併用基準」を考慮せずとも、「独立当事者

間取引基準」の具体的事実のみにより判断できるものとなる。実際の審理において高裁は、上記のとおり国の本評価根

拠事実差し替え主張を受け入れるのであるが、では、なぜこのような受け入れを高裁が行ったのかについて検証する。

裁判における納税者や国の主張、採用証拠などからも確かなように、高裁のこの部分の判示は、金子宏著『租税法』（「金

子租税法」）における次の記述－同族会社の「行為・計算が経済的合理性を欠いている場合とは、それが異常ないし変則

的で、租税回避以外にそのような行為・計算を行ったことにつき、正当で合理的な理由ないし事業目的が存在しないと

認められる場合のみではなく、独立・対等で相互に特殊関係にない当事者間で行われている取引（アメリカ租税法で、

arm¶s  length  transaction(独立当事者間取引)と呼ばれるもの）とは異なっている取引も含む」－を参照したことが明ら

かである。確かに、この記述は「独立当事者間取引基準」を「異常変則性・事業目的併用基準」と同格同列に論じたか

のように読めるが、実はこの記述は、同書第2版（昭和63年）から第16版（平成 23年）までにみられたものである。

そして、同箇所は、本控訴審の 3年前にあたる第17版（平成 24年）からは、「行為・計算が経済的合理性を欠いている

場合とは、それが異常ないし変則的で、租税回避以外にそのような行為・計算を行ったことにつき、正当で合理的な理

由ないし事業目的が存在しないと認められる場合のことであり、独立・対等で相互に特殊関係にない当事者間で行われ

ている取引（アメリカ租税法で、arm¶s  length  transaction(独立当事者間取引)と呼ばれるもの）は、それにあたると解

すべき場合も少ないであろう。」とする記述に改められており（第21版以降は、「…解すべき場合が多いであろう。」21に

微修正。）、これは、「独立当事者間取引」と異なっているという一事をもって「不当に」行われた取引に該当する（これ

が控訴審における国の主張であった）訳ではない、という趣旨への改訂でもある（大淵・太田対談の太田発言22）との高

裁の引用ミスが指摘されている。谷口教授は別の視点から、「この点については、東京高裁は国の主張との関係を考慮し

たのかもしれない。」とし、高裁が意図的に第16版以前の「含む」という古い記述を呑み込んだとの前提で、高裁の本

判断について、以下の批判的評価23を下している。すなわち、谷口教授は、「東京高裁の判断は、要件事実論の観点から

21 金子・前掲注(*1) 533頁。 
22「対談大淵博義×太田洋 法人税法132条、132条の2とその運用の捉え方」『税務弘報』2016年1月 12頁。また、同誌上におい

て太田弁護士は、本改訂につき著者である金子教授に直接確認させて頂いたとして、「先生が最初に『租税法』を書かれたときに

は、1986年に創設された移転価格税制をやや意識しすぎて、独立当事者間取引と乖離した取引であれば「経済的合理性を欠いてい

る場合」に当たると読めるような記述になってしまったが、アメリカの連邦内国歳入法典482条と異なって、わが国の移転価格税

制は国外関連者取引のみに適用される以上、移転価格税制の適用がない場面においては、独立当事者間取引と乖離した取引である

からといって、ただちに、「経済的合理性を欠いている場合」であって、法人税法132条1項にいう「不当に」の要件を満たすわけ

ではないので、その趣旨を明確化するために記述を少し修正したということでした。」とし、「独立当事者間取引基準」を消極的記

述に改めた著者の意図を明らかにしている。なお、太田弁護士は「IBM事件においては、東京高裁は、金子租税法の第16版以前の

記述に乗っかって、第17版以降における記述の修正を無視してしまったために、以上のような判決を下してしまったのではないか

と考えております。」（太田 前掲(*20) 367頁）と断じている。 
23 谷口勢津夫「租税回避否認規定における規範的要件に関する要件事実論のあり方」 伊藤・岩﨑編・前掲(*8)所収 295頁。 
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すれば、結局のところ、主要事実としての経済的合理性の欠如には②（筆者注：国が控訴審で唯一の評価根拠事実に差

し替えた②「独立当事者間取引基準」をさす）を含むとしつつ、経済的合理性の欠如を「より具体化するもの」として

の②が、経済的合理性の欠如に関する①や③（筆者注：①が「事業目的基準」、③が「異常変則性基準」にあたる。①と

③は国が控訴審で取り下げた評価根拠事実である）の間接事実による推認を排除するという自己撞着に陥っているだけ

でなく、そもそも、そこで行われている要件事実論的解釈は、不当性要件について経済的合理性の欠如を要件事実とし

てきた従来の学説・判例の解釈に反し、その要件事実を前述のように「変質・変容」させること（筆者注：評価根拠事

実①②③等を間接事実とする推認による総合判断を許容する「経済的合理性の欠如」という要件事実から、②の主張・

立証による判断しか許容しない要件事実へと「変質・変容」させてしまう」こと）によって不当性要件の射程を「大き

く拡張するもの」であり、納税者が主張するように、租税法律主義に違反すると考えられる。」と、要件事実論からみた

高裁判示の問題点を指摘する。 

国の上告を、最高裁（一小）は、平成28年2月 18日に民訴法 318条 1項による不受理としたことから、最高裁が直

接高裁判断を審理する機会を得なかったが、本件不受理決定と同一裁判体が 11日後の平成 28年 2月 29日、ヤフー事

件に判決を下すこととなる。法税 132条の 2 組織再編成における「不当に減少」をめぐる初の最高裁判決である。 

㸴㸬㸱 ヤフー事件・IDCF事件 

 ヤフー事件は、別件のIDCF事件（最高裁（二小）がヤフー事件と同日に判決）とともに、ソフトバンク・グループの

組織再編成フレーム下、二体合一で企図された租税回避スキームであり、法人税事案であるため、法人毎に審理され、

それぞれ別事案として最高裁まで争われた。2つの事案とも下級審からどれも納税者敗訴の結果であり、上記 IBM事件

で巨額の節税を遂げた納税者とは実に対照的である。IBM 事件は納税者に実損が無い上に、米国に還流した実現利益が

わが国では益金不算入となる事案でありながら納税者が勝訴する一方、ヤフー・IDCF事件では納税者が繰越欠損金を実

際に有す上、ダブル敗訴となっただけに、明暗の差は一層皮肉である。「ヤフー(㺝㺪㺢㺨㺼㺻㺖が議決権株式42%を保有)事件」

は、組織再編税制における当時の「特定役員引継要件」（法税令 112条 7項：現行3項）を充足させて繰越欠損金を計上

するため適格合併を作出するものである。「IDCF（㺝㺪㺢㺨㺼㺻㺖 IDC 㺪㺹㺻㺡㺆㺏）事件」は、適格分割の要件を満たすことが可能

であるのに、分割後の会社が資産調整勘定を計上できるようにするために、同税制における当時の「完全支配関係継続

見込要件」（法税令 4条の 2第 6項）を意図的に充足させないで非適格分社型会社分割を作出するものである。双方と

も、当時の関連個別規定の規律密度が低く、個別規定による否認ができないため、法税 132 条の 2「不当に減少」に該

当するか否かが争点となったものである。ソフトバンクグループには、ソフトバンク 100％所有でデータセンター事業

を行うIDCS(㺝㺪㺢㺨㺼㺻㺖 IDC 㺝㺶㺋㺎㺚㺌㺻)という赤字会社があり、当時、繰越欠損金が666億円存在し、うち124億円が平成21

年 3月末に期限切れとなる状態であった。そこで、IDCSの期切れ 124億円と残額 542億円の欠損金を丸々活用すべく、

本件スキームは平成 20年 11月 21日に計画され、（１）平成 20年 12月 26日、ヤフーI社長が在職のまま IDCS副社長

就任（ヤフー事件における「本件副社長就任」）することに始まり、（２）㹼（５）の手順で矢継ぎ早に実行された。（２）

平成 21年 2月 2日、IDCSは、IDCFを新設分割（分社型）し、データセンター事業等主力部門をIDCFに承継させ、IDCS

自身は設備等を保守する事業を継続する（IDCF事件における「本件分割」）。（３）18日後の同月 20日、IDCSは、保有

する IDCF株式をヤフーに 115億円で売却する（IDCF事件における「本件譲渡１」）。（４）4日後の同月 24日、ヤフー

は、IDCS発行済株式の全部をソフトバンクから450億円で取得する（IDCF事件における「本件譲渡２」）。（５）平成21

年 3月30日、ヤフーは、IDCSを吸収合併する（ヤフー事件における「本件買収」）。 

「ヤフー事件」スキームの納税者の意図とは、（３）によりヤフーとIDCSの間には特定資本関係が生じるが、その後

行なわれた（５）の合併は、両者に、資本金、年商および従業員等に格段の格差があるから「適格」とする共同事業要

件を満たさないが、（１）「本件副社長就任」が既に行われているところ、これはみなし共同事業要件（法税57条の3 の

例外）を満たすものなので「適格」合併に該当する。そうすれば、特定資本関係発生後5年以内に行われた合併であっ

ても、被吸収法人IDCSが有していた繰越欠損金542億円は吸収法人であるヤフーの欠損金とみなすことができ（同条2

項）、これを損金算入することができる（同条3項）。「IDCF事件」スキームの納税者の意図は、（２）の会社分割は、IDCS

と IDCFとの間の支配関係を消失させる（３）の株式譲渡の僅か18日前に行われたものなので、（２）の会社分割は支配

関係継続を見込む「適格」会社分割ではなく、「非適格」会社分割に該当する。そうすれば、（２）の会社分割で、IDCF

が IDCSから移転をうけた資産および負債の時価純資産価額 15億円であるところ、（３）の時価売買でIDCSに交付され

た IDCFの株式評価額 115億円は非適格対価額であるので、両者の差額 100億円（これは、IDCS欠損金 124億円が実質

的に転化したと考えられる）を資産調整勘定として計上することができ（法税令123条の 10他）、資産調整勘定は5年

にわたり減額して当該減額した金額を損金算入することができる（法税62条の 8第 4項）。上記2つのスキームに関す

る納税者の意図の記述の中で、それぞれ「そうすれば」の前の記述にあたる部分が裁判における納税者の主張であり、

「そうすれば」の後の記述部分が、IDCSの繰越欠損金666億円を余すことなく利用するスキームの効果である。 

さて、法税132条の 2における「不当に減少」、すなわち、不当性要件に関する第一審、控訴審の解釈は、「同条が定
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める「法人税の負担を不当に減少させる結果となると認められるもの」とは、（《１》）法132条と同様に、取引が経済的

取引として不合理・不自然である場合（最高裁昭和50年（行ツ）第15号同52年 7月21日第三小法廷判決・裁判集民

事 121号 97頁、最高裁昭和 55年（行ツ）第 150号同 59年 10月 25日第一小法廷判決・裁判集民事 143号 75頁参照）

のほか、（《２》）組織再編成に係る行為の一部が、組織再編成に係る個別規定の要件を形式的には充足し、当該行為を含

む一連の組織再編成に係る税負担を減少させる効果を有するものの、当該効果を容認することが組織再編税制の趣旨・

目的又は当該個別規定の趣旨・目的に反することが明らかであるものも含むと解することが相当である。このように解

するときは、組織再編成を構成する個々の行為について個別にみると事業目的がないとはいえないような場合であって

も、当該行為又は事実に個別規定を形式的に適用したときにもたらされる税負担減少効果が、組織再編成全体としてみ

た場合に組織再編税制の趣旨・目的に明らかに反し、又は、個々の行為を規律する個別規定の趣旨・目的に明らかに反

するときは、上記（《２》）に該当するものというべきこととなる。」（控訴審で修正後のもので、両事案共通）との判示

等にみられるとおり、従来の「異常変則性・事業目的基準」に、「税制の趣旨・目的又は当該個別規定の趣旨・目的に反

すること」（以下、「趣旨・目的基準」）という基準を同格に追加する新たな判断基準（「二元説」）を示したのである。そ

して、最高裁は、控訴人・納税者の上告を受理する形で、下級審が採用した二元説を糺すこととなる（納税者敗訴は変

わらず）。 

㸴㸬㸲 ヤフー事件・IDCF事件にみる 132条の 2の「不当に減少」の意義 

最高裁の法税132条の2「不当に減少」に係る判示（両小法廷共通）は次のとおりである。「同条（注：法税132条の

2）の趣旨及び目的からすれば、同条にいう「法人税の負担を不当に減少させる結果となると認められるもの」とは、法

人の行為又は計算が組織再編成に関する税制（以下、「組織再編税制」という。）に係る各規程を租税回避の手段として

濫用することにより法人税の負担を減少させるものであることをいうと解すべきであり、その濫用の有無の判断に当た

っては、㹙１㹛当該法人の行為又は計算が、通常は想定されない組織再編成の手順や方法に基づいたり、実態とは乖離し

た形式を作出したりするなど、不自然なものであるかどうか、〔２〕税負担の減少以外にそのような行為又は計算を行う

ことの合理的な理由となる事業目的その他の事由が存在するかどうか等の事情を考慮した上で、当該行為又は計算が、

組織再編成を利用して税負担を減少させることを意図したものであって、組織再編成に係る各規定の本来の趣旨及び目

的から逸脱する態様でその適用を受けるもの又は免れるものと認められるか否かという観点から判断するのが相当で

ある。」とする。これを敷衍すれば、濫用の有無の判断にあたっては、（ⅰ）組織再編を利用して税負担を減少させる意

図を遂げるために（「税負担減少意図観点」）、（ⅱ）組織再編成の各規定の本来の趣旨・目的から逸脱する様態（「様態逸

脱観点」）という２つの観点（「観点」は「基準」より拘束力が劣る用語で、「基準」という用語で下級審に拘束力を与え

ることを控えるときに用いる最高裁の常用句）をもって、従来の基準、すなわち、法税132条 1項「不当に減少」判断

の「経済的合理性の有無」判断に係る「異常変則性・事業目的併用基準」を組織再編成の場面に移して、法税132条の

2「不当に減少」判断を行うものとしている。すなわち、上記引用の〔１〕が「組織再編成版・異常変則性基準」、〔２〕

が「組織再編成版・事業目的基準」であり、〔１〕〔２〕を併用した、いわば、「組織再編成版『異常変則性・事業目的併

用基準』」を示すものと解され、旁々、法税 132条の 2が同 132条の枝番規定という条文構成とも平仄が合うものであ

る。このように、最高裁は、新たな判断基準を示し、事実上、下級審の二元論を否定（ないしは糺すために敢えて上告

受理）したのである。 

下級審の二元説を斥けて新しい判断基準を示した最高裁判示をどう解釈・評価するかについてであるが、谷口教授は、

最高裁判示の全姿を通じた上で、「法人税132条の2の「濫用基準」を同法132条 1項の経済的合理性基準に「接合」し

ようとしたものと解される。」「「濫用基準」は、経済的合理性の一場面であるといってよかろう。このような解釈は、法

人税法132条 1項と同132条の 2における不当性要件の統一的解釈」といってよかろう。」24とし、さらに近著において、

「税法の見地からは私人の経済活動の当・不当を判断する基準は、原理的には、経済的合理性基準に収斂すると考えら

れる。」ところ、「経済的合理性基準は、組織再編成にかかる行為計算の否認規定の不当性要件から導き出される「制度

濫用基準」の実質的内容をなすと考えられる。」25ことを明らかにしている。このようにして、本来の趣旨・目的に反し

て制度や規定の利用に濫用が見られるか否かは、本件の組織再編成という場面においては、ヤフー事件では本件副社長

就任の不自然さと適格作出に利用した各規定との係り合い、IDCF事件では分社型会社分割の不自然さと非適格作出に利

用した各規定との係り合いが焦点となる。適格「作り」（ヤフー事件）と適格「外し」（IDCF事件）ともに、経済的合理

性の欠如を根拠づける「異常変則性・事業目的併用基準」からの具体的事実があるかどうかであるが、判示の結論をみ

ると、次のように確認することができる。このことを、まず、ヤフー事件の最高裁結論の部分でみると、「以上を総合す

ると、本件副社長就任は、組織再編成を利用して税負担を減少させることを意図したものであって、適格合併における

未処理欠損金額の引継ぎを定める法 57 条 2 項、みなし共同事業要件に該当しない適格合併につき同項の例外を定める

24 谷口勢津夫「同族会社税制の沿革と現状と課題」『税研』（2017年3月）43頁。 
25 谷口・前掲注(*2) 73頁。 
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同条3項及び特定役員引継要件を定める施行令112条7項5号の本来の趣旨及び目的を逸脱する態様でその適用を受け

るもの又は免れるものと認められるというべきである。」「そうすると、本件副社長就任は、組織再編税制に係る上記規

定を租税回避の手段として濫用することにより法人税の負担を減少させるものとして、法 132条の 2にいう「法人税の

負担を不当に減少させる結果になると認められるもの」に当ると解するのが相当である。」と判示する。次いで、「適格

作出」吸収合併を、丁度、「適格外し」会社分割に置き換えるこことなるIDCF事件の最高裁結論の部分をみても、「以上

を総合すると、本計画を前提とする本件分割は、組織再編成を利用して税負担を減少させることを意図したものであっ

て、適格分割の要件を定める法 2条12号の 11イ及び施行令 4条の2第 6項1号、適格分社型分割につき譲渡損益の計

上と繰延べを定める法62条の3並びに資産調整勘定の金額の損金算入等に定める法62条の8の本来の趣旨及び目的を

逸脱する様態でその適用を受けるもの又は免れるものと認められるべきである。」「そうすると、本計画を前提とする本

件分割は、組織再編税制に係る上記規定を租税回避の手段として濫用することにより法人税の負担を減少させるものと

して、法132条の 2にいう「法人税の負担を不当に減少させる結果になると認められるもの」に当ると解するのが相当

である。」と判示する。 

さて、これを要件事実論の観点からみると、法税132条の2の「不当に減少」は評価的要件であり、組織再編成とい

う場面で展開された納税者の行為・計算の「経済的合理性の有無」が主要事実となり立証責任対象事実にあたる。そし

て、「経済的合理性は欠如」とする具体的事実が評価根拠事実であり、「経済的合理性は存在する（欠如しない）」にかか

る具体的事実が評価障害事実となろう。最高裁判決は主張立証の責任について明示していないものの、ヤフー事件の判

旨から、法税132条の2の「不当」を評価的要件、「経済的合理性の欠如」を主要事実と考えた上で、このことを考察し

てみると、税負担減少以外に㺩㺼㺚㺼㺦㺛㺃㺨㺽㺎㺨㺽㺛㺂㺩㺼㺚㺼㺦㺛㺃㺶㺎㺛㺼㺻が無く、組織再編税制の各規定の趣旨・目的から逸脱する様

態でおこなわれた本件副社長就任や本件会社分割の不自然さなどが評価根拠事実となりこれを国に主張立証責任を、一

方、グループ事業再編成には税負担減少（だけ）ではないキチンとした㺩㺼㺚㺼㺦㺛㺃㺨㺽㺎㺨㺽㺛㺂㺩㺼㺚㺼㺦㺛㺃㺶㺎㺛㺼㺻が存在すること、

実行された本件副社長就任や本件会社分割も事業再編を遂げるに沿うキチンとした様態で行なったものであることを

評価障害事実としてこれを納税者の立証責任として、それぞれに、分配することが考えられる26。ヤフー事件の最高裁で

は、本件副社長就任の様態逸脱観点からの具体的な検討により、（ⅰ）データセンター事業にかかる実質的経営協議の不

実施、（ⅱ）超短期間で行われた企業再編、（ⅲ）I副社長の役員本来業務の欠如、（ⅳ）I副社長が無権限無報酬、であ

ることの不自然さ（経済的合理性の欠如）を事実認定した上で、国の主張のとおり本件買収を非適格合併と判断し、税

26 今村教授は、自著『現代税制の現状と課題 租税回避否認規定編』（新日本法規出版2017年）において、事実要件論の視点とし

て、本件における法税132条の2の「不当」は、「組織再編成に係る各規定を租税回避の手段として濫用すること」にあるとし、「趣

旨・目的基準」ないしは「制度濫用基準」によるとする。これは、法税132条1項の「不当」の「経済的合理性基準」が「異常変則

性・事業目的併用基準」における事業目的基準の経済合理性テストに過ぎず、濫用基準とは異なるものなので、132条1項と132条

の2の「不当」は別な基準である、との考えによるものである（同書152頁）。これによれば、132条の2の「不当」という評価的要

件の主要事実は「経済的合理性の有無」ではなく「制度・趣旨や規定の濫用の有無」に置き換わることとなる。そして、同教授は、

最高裁の判断の枠組みについて、要件事実論でいうと、として「上記①及び②の考慮事情（筆者注：最高裁判示の〔１〕・〔２〕を指

す）に当る事実は、「不当」という規範的要件における評価根拠事実や評価障害事実ということとなり、評価根拠事実として、税負担

減少目的に該当する具体的事実及び趣旨・目的からの逸脱する様態に該当する具体的事実を挙げ、評価障害事実として、事業目的等

に該当する具体的事実を想定していると考えられる。」とする（同書152頁）。ここに、評価根拠事実には「…及び趣旨・目的からの

逸脱する様態に該当する」2つめの「具体的事実」があるのに対して、この第2事実と両立する評価障害事実は今村教授の同書に見

当たらない。「濫用があるかないか」は本来評価的要件と考えられ、濫用の有無の何らかの判断基準である事実的要件（主要事実）が

伴うはずである。したがって、「濫用基準」は、具体的事実のレベルである評価障害事実を観念することができないものであり、立証

責任の分配の公平上から問題ではないだろうか。そもそも、評価障害事実における事業目的に沿っているという事実があれば、それ

は制度・趣旨濫用はないということなので、少なくとも、評価根拠事実の第2事実は余分な事実と思われる。本件における「制度の

濫用」の観点のひとつが「各規定の本来の趣旨・目的から逸脱する様態（様態逸脱観点）」であることに鑑みれば、納税者の濫用によ

り規定から逸脱する様態は、その経済活動に異常変則性がある、すなわち、経済的合理性が欠如するような具体的事実として表出す

るはずのものである。とすれば、「制度の濫用」を法的に評価する主要事実（立証責任対象事実）は、結局は、谷口教授指摘（「税法

の見地からは私人の経済活動の当・不当を判断する基準は、原理的には、経済的合理性基準に収斂すると考えられる。」）のとおり、

「当・不当」判断が法的評価であるように「制度の濫用」という法的評価も「当・不当」の判断と同じように「経済的合理性基準」

（「異常変則性・事業目的併用基準」）という主要事実に帰着することとなり、「経済的合理性欠如（合理性なし）」とする具体的事実

が評価根拠事実に、「経済的合理性非欠如（合理性あり）」とする具体的事実が評価障害事実となり、それぞれの当事者に主張立証の

責任が分配されることになるのではないだろうか。やや飛躍するが、何らかの一般的否認規定が立法されたしたとしても、一般的否

認規定が評価的要件であるだけに、一般的否認規定の立法だけでは不十分で、法税132条関連の「不当」と判断できる「経済的合理

性基準」に相当するような何らかの判断基準等が結局は必要とされることとなり、それは、租税法律主義㹼租税要件法定・明確主義

㹼の要請から至極当然のことと思うところである。であれば、租税回避への対応は、一般的否認規定の立法創設によるのではなく、

いわゆる「総合的アプローチ」（論者は多数。例えば、増井良啓『租税法入門』有斐閣 2014年 320頁）によるべきこととなろう。 
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負担減少意図（観点）は明白であったとした。同様に、IDCF事件の最高裁判示を確認すると、会社分割の様態逸脱観点

からの具体的な検討により、（ⅰ）本件譲渡１により本件分割で生じる IDCS と IDCF との間の完全支配関係は断ち切れ

となるものの、（ⅱ）本件譲渡 1の 4日後に行われた本件譲渡２により IDCFがヤフーの 100％子会社となること、（ⅲ）

本件譲渡２の1か月後に行われた本件買収によりIDCSもまたヤフーの100％子会社になることから、（ⅳ）IDCSによる

IDCF移転資産等の支配は本件譲渡１後も継続しており、本件分割は適格分割として実質を有すると評価できる（本件譲

渡１を行う事業上の必要性は希薄であった）ものと判断し、税負担減少意図（観点）は明白であったとした。 

このような裁判の枠組みにおいては、国が、「租負担減少の意図・目的の存在」と「趣旨・目的から逸脱する様態とし

ての不自然さ」にあたる具体的事実を評価根拠事実としてあげて、納税者の目的は、「税負担減少目的」が「事業目的」

よりも上位にあること主張立証していくことになろう。これに対して、納税者は、国の主張を裏付ける事実（評価根拠

事実）による推認を妨げる評価障害事実として、「キチンとした㺩㺼㺚㺼㺦㺛㺃㺨㺽㺎㺨㺽㺛㺂㺩㺼㺚㺼㺦㺛㺃㺶㺎㺛㺼㺻の存在」と「行為・計算は

税負担減少目的以外の事業本来目的遂行に沿ったもので不自然さはない」にあたる具体的事実をあげて、当該事業目的

は「税負担減少目的」よりも「上位」にあることを主張立証していくこととなろう。 

このように考えていくと、連結納税制度における法税132条の3にいう「法人税の負担を不当に減少させる結果にな

ると認められるもの」の「不当性要件」が問題となる場合、法税 132条の2の組織再編成の本最高裁判断になぞらえて

みると、法税 132条の 3の濫用基準は、組織再編成の濫用の 2つの観点が連結納税制度の場面に移されることにより、

（ⅰ）連結納税制度を利用して税負担を減少させる意図を遂げるために（税負担減少意図観点）、（ⅱ）連結納税制度の

各規定の本来の趣旨・目的から逸脱する様態（様態逸脱観点）という 2 つの観点となり、本最高裁判決にしたがえば、

連結納税制度における「経済的合理性の有無」が主要事実（立証責任対象事実）となり、連結納税制度版「異常変則性・

事業目的併用基準」が「経済的合理性の有無」を通じ、法税 132条の 3の「税負担減少の当・不当」を判断する実質的

基準、すなわち、「異常変則性・事業目的併用基準」という具体的事実のレベルで主張展開される評価根拠・障害事実と

そこで行われる事実認定が、「経済的合理性の有無」を通じ法税 132条の 3の「税負担減少の当・不当」を判断する実質

的内容、となっていこう。連結納税制度をめぐる法税132条の3の係争事例は未だみないため、ヤフー・IDCF事件の下

級審が採用した二元説への回帰に懸念は残るものの、ヤフー・IDCF事件の最高裁判例が先例となって、連結納税制度に

おける「不当性要件」についても、同族会社・組織再編成の「異常変則性・事業目的併用基準」によるのと同様に、統

一的（あるいは一元的）に解釈されていくことを望む。 

なお、IBM控訴審でみた「独立当事者間取引基準」についてであるが、ヤフー・IDCF事件の両最高裁、第一小法廷・

第二小法廷ともに、IBM 事件高裁による「独立当事者間取引基準」については何ら言及していないものの、両法廷が従

来からの「異常変則性・事業目的併用基準」を採用していること、IBM 事件不受理とした裁判体とヤフー事件判決の裁

判体が同一体（一小）であること、両者に11日間の隔たりしかないことなどを勘案すると、法税132条 1項の「不当性

要件」に関する裁判において、「経済的合理性の欠如」の判断が争点になる場合に、国が「独立当事者間取引基準」にか

かる具体的事実を唯一評価根拠事実とする主張は、今後、裁判所によって採用される危惧は遠のいたものと言えよう。

反面、IBM事件について、国・課税庁は、法税 132条 1項ではなくなぜ法税 132条の 3で争わなかったのという疑問が

生じるところである。IBM控訴審後で上告不受理前の論考であるが、岡村教授は、法税 132条の 3の「不当性要件」に

ついて、ヤフー事件等下級審が示した法税 132 条の 2 に関する理解―二元説―にあてはめる仮説をされて、「最高裁で

国が勝訴」を期待するとされていた27。しかしながら、ヤフー・IDCF 事件の最高裁判断は結果として二元説を採用する

ことはなかったので、IBM事件を、法税132条の 3で争ったとしても、「経済的合理性の欠如」を主要事実とし、評価根

拠・障害事実の具体的事実のレベルにおいて「異常変則性・事業目的併用基準」に係る事実が争われるヤフー・IDCF事

件の最高裁判断（IBM事件不受理後わずか 11日）と同じ枠組みとなる限りにおいて、法税 132条 1項で「不当性要件」

にあたると認められる事実はないとする第一審、控訴審の事実認定が法税132条の 3を用いたからといって覆ることは

なく、IBM事件は納税者勝訴という結論は変わらなかったのであろう。 

 
 

27 岡村忠夫「BEPSと行為計算否認（３）」『税研』（2015年7月）73頁。 
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㸵㸬国税㏻則法 23条 2㡯第三㡯、同施行令 6条 1㡯第二号にみる「やむを得ない理由・事情」28 
㸵㸬㸯 後発的事由による更正のㄳ求と「やむを得ない理由・事情」の意義 

 納税者の権利救済のために当該要件を緩和する宥恕規定である「やむを得ない理由・事情」の典型例のひとつから、

納税申告後生じた後発的事由により更正の請求が認められる「やむを得ない理由」（国税通則法 23条 2項 3号）、その

理由を掲示した「やむを得ない事情」（国税通則法施行令6条 1項）を選び、該当する裁判例をみていく。 

 申告などによっていったん確定した課税標準または税額が過大であるとき、還付金額が過少であるときまたは純損失

など赤字金額が過少であるという納税者に不利な一定の過誤（過誤要件の充足）があるときは、申告書に記載した課税

標準等または法律の規定に従っていなかったり、当該計算に誤りがあったこと（原始的事由）によるものとして、法定

申告期限から 5年以内に限り当該納税者は更正の請求ができる旨定めるのが国通法 23条 1項（通常の更正の請求）で

ある。加えて、法定申告期限から5年を経過した日以後に、申告書の課税標準または税額等の記載の中に一定の過誤の

存在に気付いた場合も、更正の請求の余地を認めるのが国通法 23条 2項（特別の更正の請求）である。ただし、租税債

務の早期確定、納税者間の公平性の確保および財政上の要請もあり、特別の更正の請求ができるのは、（ⅰ）課税標準等

または税額等の計算の基礎になった事実についての判決・裁判上の和解等により事実と異なることが確定した場合（同

条 2項 1号）、（ⅱ）所得など課税標準等について他の者に帰属するとの更正または決定があった場合（同 2号）、（ⅲ）

その他その国税の法定申告期限後に生じた（ⅰ）または（ⅱ）に類する政令所定の「やむ得ない理由」がある場合（同

3 号）（以上、（ⅰ）（ⅱ）（ⅲ）が、後発的事由（理由）と称される）に限るとされ、更正の請求ができる期間について

も、後発的事由が生じた日の翌日から起算して 2 か月以内に制限される。ここに、上記（ⅲ）の「やむを得ない理由」

を受ける政令が、国通法施行令 6条 1項であり、1号から 5号にわたり 5つの事柄が列挙されている。その内 2つ、す

なわち、（ア）2号が課税標準等または税額等の計算の基礎となった事実にかかる契約が、解除権の行使によって解除さ

れ、もしくは当該契約の成立後生じたやむを得ない事情によって解除され、または取り消されたこと、（イ）3号が帳簿

書類の押収その他やむを得ない事情により、帳簿書類その他の記録に基づいて国税の課税標準等または税額等を計算す

ることができなかった場合において、その後当該事情が消滅したこと、とあるように（ア）・（イ）に「やむを得ない事

情」という不確定概念が見られ、不確定概念が本法と 2 段重ねで用いられている。取り上げる裁判例では、上記（ア）

2号の解除権の行使における解除の性質、仮に、2号の解除権行使に該当しないとき、納税者のその契約の解除が、上記

（ⅲ）の国通法23条2項 3号「やむ得ない理由」に該当して、特別の更正の請求における「後発的事由」のにあたるか

どうかが判示された事案である。 

㸵㸬㸰 平成 23年 3月 28日広島地方裁判所判決㸦平成 22年㸦行ウ㸧第 4号㸧のやむを得ない理由・事情 

 本件は相続税事案であり、主争点は、相続税の申告期限前に被相続人が締結していた土地および建物（「不動産」）譲

渡契約を相続人が解除したうえで、当該不動産を相続財産として納税申告を行ったことに対し、課税庁は、相続財産は

当該譲渡契約に基づく残代金支払請求権であるとして更正を行ったことにある。相続人は増額更正処分の取り消しを求

めて異議申立ておよび審査請求を経て処分の一部取消しを受けた後、本件提訴をおこなうのであるが、結論としては、

相続財産を不動産とする納税者の相続税の申告が認められた（確定）。このように、本事案は更正の請求に直接かかわる

ものではないが、裁判では、当該契約の解除が、上記（ア）「解除権の行使」にあたる約定解除（手付解除）にあたるか

否か、仮に、解除が約定解除による解除権行使にあたらないとしても、本件解除は、当該契約の成立後生じたやむを得

ない事情によりされた解除にあたるか否か、が取り上げられており、裁判所がどのような場合に「やむを得ない理由」

を認めるのかを知る上で、注目される事案でもある。本件処分取消訴訟の「やむを得ない事情」につき主張立証するの

は納税者であり、その評価根拠事実として「やむを得ない事情」に該当する具体的事実をあげていくこととなる。 

 本事案の背景は次のようなものである。被相続人である戊は、自らが亡くなった場合の相続税が高額になると考え、

遺族の納税資金確保のため、平成 17 年 12 月 7 日に、Ａ社と、甲所有の土地および建物（「本件不動産」）の総額 1 億

7,087万円の売買契約（「本件売買契約」）を締結し、手付金 1,700万円を受け取っていた。戊は平成 18年 3月 10日に

死亡したため、戊の相続人Ｘ１他3名（まとめて「Ｘ」）に相続（「本件相続」）が開始した。ところが、戊の死後に、相

続税を納税できるだけの現金、預金、生命保険等があることが判明したので、本件不動産売却は不要と考えたＸは、平

成 18年4月 6日、Ａ社に対し解除通知をおこない、本件売買契約上、手付解除の期限は同年3月 16日であったが、同

年 4月11日に手付金の倍額3,400万円をＡ社に支払い、本件売買契約を合意解除（「本件解除」）した。 

 本件解除と「やむを得ない理由」に関連する裁判所の判示は次のとおりである。まず、「「相続により取得した財産」

の解釈にあたっては、相続に関する民法の規定に整合するように解釈すべきである。そうすると、ある財産が、相続開

28 他に「正当な理由」も宥恕規定の代表格であるが、紙幅の都合上、割愛せざるをえないところ、典型例である国通法64条4項

（加算税）の「正当な理由」をめぐる判例では、納税者の評価根拠事実を、それぞれ、（ⅰ）「税理士の言動」とする最判平18.4.20

民集60‐4‐1611「松尾税理士虚偽申告〔税理士任せ〕事件および最判平18.4.24民集60‐4‐1728「松尾税理士虚偽申告〔税務職員

共謀加担〕事件」、（ⅱ）「時期に遅れた課税通達」とする最判平18.10.24民集60‐8‐3128「外国親会社㺛㺢㺍㺖㺃㺓㺪㺽㺚㺌㺻〔加算税〕事

件、（ⅲ）「見解変更の課税通達」とする最判平27.6.12民集69‐4‐1121「匿名組合改正通達事件」が著名であり、取り上げる文献

（例えば、今村隆「不確定概念に係る要件事実論」伊藤・岩﨑編・前掲注(*8) 244頁、酒井克彦『「正当な理由」をめぐる認定判断

と税務解釈』清文社2015年、佐藤善恵『判例裁決から見る加算税の実務』税務研究出版会2018年など）多数ある。 
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始後の解除の遡及効（民法545条 1項参照）によって、民法上の相続財産に帰属しないとされた場合には、相続税法上

の「相続により取得した財産」にも帰属しないことになる。」との民法規定を述べた後、「もっとも、納税申告後の解

除については、いわゆる後発的事由に基づく更正の請求制度（国税通則法23条 2項）による手続的な制約があるので、

当然に、民法上の解除の遡及効が課税関係に影響するわけではなく、その申告、更正又は決定に係る課税標準等又は税

額等の計算の基礎となった事実に係る契約が、解除権の行使によって解除され、若しくは当該契約の成立後生じたやむ

を得ない事情によって解除され、又は取り消されたこと。」（同法施行令6条1項 2号）といったやむを得ない理由が

ある場合に限り、更正の請求をすることができ（同法 23条 2項 3号）、課税関係に影響を及ぼすことになる。」とし

て、租税法上の論点所在を明らかにした上で、申告期限前に行われた本件解除への影響について、「納税申告前（又は

法定申告期限前）の解除については、国税通則法上、明示的な規定はないが、いわゆる後発的事由に基づく更正の請求

においては、上記のとおり、解除権の行使による解除とそれ以外の解除が区別されて、後者についてはやむを得ない事

情が要求されており、これは、恣意的な解除（合意解除など）による税負担の不当な軽減を防止する趣旨であると解さ

れるところ、この趣旨は、納税申告前の解除についても妥当するものであるから、納税申告前（又は法定申告期限前）

の解除についても、更正の請求の規定（同法23条 2項3号、同法施行令6条1項 2号）に準じて、当該契約が、〔１〕

解除権の行使によって解除された場合、又は、〔２〕当該契約の成立後に生じたやむを得ない事情によって解除された

場合に限り、課税関係に影響を及ぼすと解釈すべきである。」と、本件を所在論点にあてはめる。次いで、「Ａ社に、

本件契約書10条にいう「履行の着手」があったとまでは認められず、」「原告（Ｘ）らとＡ社は、亡戊死亡後、本件各

土地建物の引渡期日（本件売買契約の決済日）を変更し、決済日を延期することを黙示的に合意したものというべきで

あ」り、「原告らに被告主張の債務不履行があったとまでは評することはできず、他に原告らの債務不履行を基礎づけ

る事実を認めるに足りる証拠はない。」との認定事実のもとに、「本件解除は、手付契約に基づく解除権の行使による

解除であったから、上記（１）の「解除権の行使によって解除された」（国税通則法23条 2項3号、同法施行令6条1

項 2号参照）場合に該当するので、本件解除の遡及効（民法 545条 1項）は、本件における課税関係に影響を及ぼすこ

とになる。すなわち、本件売買契約は、その成立時点（平成 17年12月 7日）に遡って消滅し、本件相続開始日（平成

18年 3月 10日）において、本件売買契約は存在せず、本件売買代金債権も存在しなかったことになることから、本件

売買契約に係る相続税の課税財産は、本件各土地建物であったというべきである。」と結論した。 

これに加えて、民法上の遡及効を課税関係に接合して、合意解除でも「やむを得ない理由」に該当するかどうか、そ

の判断をしたのが、次の判示部分である。まず、「なお、仮に、本件解除が、手付契約に基づく解除権の行使による解除

であったと評価することができず、原告ら、Ａ社間の、亡戊死亡後の合意に基づく解除（合意解除）であったと評すべ

きであるとしても、」とし、国通法令6条 1項2号の前段が規定する本件手付解除という「解除権の行使」に該当しな

くともとの仮定を付した上で、本件解除が「若しくは当該契約の成立後生じたやむを得ない事情によって解除され、又

は取り消されたこと。」（国通法令6条 1項 2号の後段）の「やむを得ない事情」に該当するかどうかについて、「甲

家は代々の農家で、亡戊は、自分が亡くなった場合に相続税が高額になると考え、やむなく本件各土地建物を売却しよ

うと、Ａ社との間で本件各土地建物に係る本件売買契約を締結し、履行に向けて手続を進めていたところ、突然亡戊が

死亡し、共同相続人である原告らにおいて、本件売買契約の履行をどうするかについて検討を進める中で、相続税を納

税できるだけの現金、預金、生命保険金が存在することが新たに判明し、納税するお金があるなら、甲家代々の不動産

を売却するのではなく、できれば持っておきたいとの気持ちも出てきて、本件売買契約の合意解除に至ったことが認め

られ、これによれば、この合意解除は国税通則法施行令6条 1項2号の「当該契約の成立後生じたやむを得ない事情に

よ」る解除に該当するというべきである。したがって、本件解除の遡及効（民法545条1項）は、やはり本件における

課税関係に影響を及ぼすことになり、本件売買契約に係る相続税の課税財産は、本件各土地建物であったということに

なり、結論は変わらないということになる。」として、本件解除に「やむを得ない理由」があると判示している。本事

案は、本件解除が手付解除であるとされたため、裁判上、「やむを得ない理由」が主張立証責任の対象になるとはされ

ていないが、上記判示部分を要点事実論の視点から敷衍すると、納税者が「やむを得ない理由」を主張する場合、本事

案に即せば、評価根拠事実は「納税資金確保」という動機の存在であり、亡戊が生前に納税できるだけの資金の存在を

知っていれば本件売買契約を締結することはなかったという動機の錯誤にかかわる具体的事実をあげて、本件解除に

「やむを得ない理由」があることを立証していくものになると考えられる。一般に、錯誤に対しては、表意者の重過失

が抗弁となり、それが評価障害事実となるが、本事案の最判所の認定事実の中に、相続開始前に納税資金が足りていた

ら本件売買契約は無かったとする上記の動機の錯誤のほかに、原告側の事情として「（６）原告乙は、己から、本件解

除前に、一般的な話として、本件各土地の運用利回りは約8% を見込めるとの話を聞いていたところ、本件解除後であ

る平成18 年 5 月ころ、同人から、「第一甲ビル収支予想（案）」と題する書面をもらい、本件各土地の具体的な利用

方法を検討した。検討の結果、原告らは、本件各土地上に新しい賃貸物件（×階建賃貸マンション）を建設することに

して、株式会社Ｌ興産との間で、同月23 日、同マンションの建築工事請負契約を締結した。」という「資産運用シミ

ュレーションと賃貸用自有マンション建設契約」の存在が明らかにされている。仮に、「やむを得ない理由」が立証責

任対象となる場合、本認定事実のような「シミュレーションに基づく賃貸マンション建設契約」の存在は、手付倍返し

してまで契約解除することが納税者にとって経済的有利であることを推認する事実であり、これは、「納税資金確保」
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のため契約解除したという納税者の動機錯誤の推認を妨げる事実と考えられるので、動機錯誤という「やむを得ない理

由」の評価根拠事実に対する評価障害事実となり得るものと考えられる。契約解除が、経済性を追及した納税者に都合

のよい事情で行われる場合に、課税上、安易に遡及効を認めることは、税収収入の安定的確保という財政上の要請から

問題であろう。もっとも、裁判所は認定事実のひとつとして掲示するが、判示において触れるところはなく、本事案が、

申告期限間前に行われた契約解除であることに鑑みれば、殊更問題とすべきでことではなかったのであろう。 

㸵㸬㸱 平成 21年 2月 27日東京地方裁判所判決㸦平成 19年㸦行ウ㸧第 332号㸧の動機の㘒ㄗ 

 本事案は、相続税に申告および納税の後に、相続財産のうち株式について、より低い価額で評価が可能なように遺産

分割をやりなおして更正期間内に行った更正の請求を課税庁が認めなかったため、相続人等が訴訟を提起したところ、

認容判決を得て、遺産分割のやり直しが認められたものである。本事案は、相続人が取得する同族会社の株式の価額に

つき配当還元方式を前提とする遺産分割の合意（「第１次遺産分割」）に基づき相続税に申告をしたのち、通達に従い

同族会社の発行済株式数につき議決権のない株式数を除外して計算すると、配当還元方式の適用を受けられずに類似業

種比準方式による高額の評価を前提として課税されること（両評価方式による課税価格の差額は、約 11 億 6,399 万円

に及ぶ）に気づき、配当還元方式の適用を受けられるように相続人の間で取得する株式数を調整した上で、新たな遺産

分割の合意（「第2次遺産分割」）に基づき、法定申告期限後、更正請求（通常の更正の請求）期間内に更正の請求お

よび修正申告を行ったものである。本事案は、裁判所が、納税者による課税負担またはその前提事項の錯誤を理由とし

て当該遺産分割の無効の主張を認めて、本件の更正の請求は、国通法23条 1項 1号の「当該計算に誤りがあったこと」

（原始的事由）とする更正の請求をみとめたものであり、特別の更正の請求にあたる同条同項3号の後発的事由や国通

法令6条 1項の「やむ得ない事情」という不確定概念にあたる裁判例ではない。しかしながら、納税者側の事情に動機

の錯誤があった裁判例であり、やむ得ない事情を考察する上で、錯誤無効に関する納税者の主張を知るため、上記7．2

の判例の類似として、本事案をとりあげるものである。 

本事案で、裁判所は、「原則的として、課税負担又はその前提事項の錯誤を理由として当該遺産分割が無効であるとす

ることはできず、」としながらも、更正の請求が一定の時期に遅れず行われることや「その分割内容の変更がやむを得な

い事情により誤信の内容を訂正する一回限りのものであること」など、「例外的にその主張が許される」場合を3つ提示

した上で、本件の遺産分割について、「第1次遺産分割の株式の配分は、要素の錯誤により無効であり、それは第2次遺

産分割で補充されており、遺産分割の効力は相続開始時に遡及して生じる（民法909条）。」として、民法の規定の遡及

効が限定的ながら課税関係にも及ぶ判断をした。そして、納税者が主張した動機の錯誤について、裁判所は、まず、「配

当還元方式による評価によることが、第1次遺産分割にあたっての重要な動機として明示的に表示され、」「その評価方

式についての動機の錯誤がなかったならば、相続人らはその意思表示をしなかったであろうと認められるから」として、

納税者の主張を認め、要素の錯誤があったとする。次に、この要素の錯誤、すなわち、第 1次分割における株式評価方

法の誤信の原因は、「本件税理士が評価通達上控除を要する関連会社の相互保有株式の存否の確認を怠り誤まった助言

があったこと起因するもの」「その内容は税務の専門家でない相続人にとって同税理士の助言の誤りに直ちに気付くの

が容易なものとはいない」と認定して、「相続人らに過失はあったことは否めないものの、過失の程度は通常要求される

義務を著しく欠いているものとは認められず、」と、納税者に重大な過失はないと判断して、錯誤による無効を認めた。 

本事案件では、国通法23条 1項 1号における「当該計算に誤りがあったこと」という課税要件（主要事実）を根拠づ

けるのが「動機の錯誤」の存在であり、納税者の評価根拠事実としては、納税者が信頼した税理士の言動（誤った助言）

となろう。一般の納税者が、税理士でも見落とすような複雑な課税規定（本件では、同族会社の株式評価における関連

会社の相互保有株式」の存在）に直ぐに気づきようがないことが評価根拠事実の具体的事実となり、裁判所は、納税者

に要素の錯誤があり、錯誤無効の遡及効によって、第2次遺産分割の内容が第1次遺産分割の経済的成果を完全に消失

させる判断をおこなったという、納税者の「やむを得ない事情」の主張が認められたものである。 

 
㸶㸬おわりに 
 本稿は、要件事実論を援用して、租税規定に置かれる不確定概念を評価的要件、当該規定とその内容を具体化する委

任政省令・課税通達等を主要事実として、不確定概念の明確化につとめたものである。取り上げる不確定概念とその裁

判例はごくわずかであるが、課税要件論的アプローチは、解釈の解明に有効であることが分かった。特に、法税132条
他にみられる「不当に減少」との不確定概念は、立証責任対象事実としての主要事実をどのように捉えるかは他の不確

定概念の解釈にはない難問であり、この「個別分野にかかる一般的否認規定」という特異性を改めて認識するところと

なった。租税回避は決して好ましいものではないが、不謹慎を覚悟の上、今後の類似判例の集積を待ちたい。以 上 
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本稿は、PB 商品の㐍化について、新しいPB 商品がㄌ生するのはなぜかというリサーチクエスチョンに応えるため

の枠⤌みを提示するものである。先⾜研究では、消㈝⪅に㉳因するせ因、流㏻企業に㉳因するせ因、〇㐀企業に㉳因

するせ因の3つのほ点からPB 商品の成功せ因が検ドされてきた。しかしながら、これまでの研究成果では、〇品カテ

ゴリーにみられるPB商品の」層化やプレミアムPBのㄌ生をㄝ明する上で不十分である。本稿では、流㏻企業が新し

いPB商品の㛤発に取り⤌む上で、そのビジネスモデルがどのように変容してきたのかに注目し、昨今のPB商品の㐍

化をとらえる枠⤌みを提示した。 

 
キーワード㸸PB商品の㐍化㸪PB商品の成功せ因㸪PB商品の」層化、プレミアムPB 
 
 
1. はじめに 

 
  プライベートブランド㸦以下、PB㸧が㐍化している。従来、価格をッ求点として登場したPB商品のあり方が変容し

ている。昨今のPB商品は、価格をッ求した商品、品㉁を㔜どした商品、健康志向や環境を意㆑した商品など小売の独

⮬ブランドとして広がりをぢせている1。 
 我が国でPB商品がㄌ生した㝿は、価格タ定権を寡占的〇㐀企業から奪取するという明確な目的に基づき、PB商品は

対ナショナルブランド㸦以下、NB㸧を意㆑し、価格をッ求した㛤発が⾜われた。しかしながら、昨今のPB商品は、流

㏻企業⮬ら川上に㐳り、原材料ㄪ㐩、〇法の変更をヨみる商品や有力メーカーとの共同㛤発商品もぢられる。すなわち、

PB㛤発は㐍化しているのである。 
 PB研究のリサーチクエスチョンの一つは、PB商品の成功せ因を明らかにすることであった。しかしながら、一時点

でのPB商品の成功せ因を検ウするだけでは、今日ぢられるようなPB商品の」層化やプレミアムPBのㄌ生などのPB
商品の㐍化をㄝ明しきれない。本稿では、新しいPBがㄌ生するのはなぜか。それを可⬟にする原動力は何かについて

明らかにしてゆく。 
 
 

2. 文⊩展望 

  
 PB研究はどのようなリサーチクエスチョンに基づき探求されてきたのであろうか。PB研究における初期の研究であ

るCook and SchXWWe㸦1967㸧のリサーチクエスチョンは、PB商品の市場シェアの大きさが何に基づいているのかを明ら

かにしようとするものであった。彼らの研究では、PB 商品の市場シェアは、①景気動向、②余剰生産タ備の程度、③

NB との価格差、④〇品ライフサイクルの段㝵、⑤生産段㝵の㞟中度という5つのせ因について実ドしている。 
Cook and SchXWWe㸦1967㸧の実ド研究以㝆、PB㛤発に㛵する研究ㄽ点は、PB商品の〇品カテゴリーにおける成功せ因

を探る研究へと向かっていった。PB商品の登場が、NB商品の市場シェアを奪う事例がぢられたこと、それに対する 
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+ 

NBの対抗⟇が着目されたことがその⤒⦋である。PB商品のシェア(㔠㢠ベース)の㧗いカテゴリーとNB商品のシェア

が㧗いカテゴリーがある。ある〇品カテゴリーではPB 商品が成功をおさめているが、依然としてNB 商品の市場シェ

アが㧗い〇品カテゴリーもある。この差異が何に基づくのかを検ウすることでPB㛤発の成功せ因を明らかにすること

がリサーチクエスチョンとされ、研究成果が⵳積されてきた㸦Hoch and Banerji, 1993㸹Hoch, 1996㸹QXelch and Harding, 1996
など㸧。Hoch and Banerji㸦1993㸧は、PB商品の市場シェアに影㡪を与えるせ因を消㈝⪅に㉳因するせ因、流㏻企業に㉳

因するせ因、〇㐀企業に㉳因するせ因の3つに分㢮した。それぞれのせ因についてヲしくぢていこう。 
 
図㸯 PBの成功せ因 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                       㸦出所 Hoch and Banerji 1993㸧 
 
 

㸦㸯㸧ᾘ㈝⪅に㉳因するPB商品の成功せ因 

PB 商品の成功せ因に㛵する研究には、消㈝⪅⾜動分㔝における研究⵳積がある。ここでは消㈝⪅の PB 商品に対す

る態度やPB商品の使用⪅の特徴について研究が⾜われてきた。AilaZaidi and Keller (2004)によれば、PB商品の使用⪅

の特徴は、「価格に敏感」「商品イメージに㕌感」「中所得」「学歴がある」と指摘している。 
消㈝⪅の特徴ではなく、消㈝⪅の〇品㉎㈙意思決定に注目する研究もある㸦BeWWman,1974㸹Belli]]i, KrXckeberg, HamilWon 

and MarWin,1981㸹DXnn, MXrph\ and Skell\,1986㸹Richardson, Alan,Dick and Jain,1994、1995㸧。 
PB 商品の市場シェアの㧗い〇品カテゴリーとNB 商品の市場シェアの㧗い〇品カテゴリーの差異を、消㈝⪅の㉎㈙

意思決定㐣程における影㡪せ因は何かを明らかにする研究である。ここでは知ぬリスク2がPB㉎入とNB㉎入の差を生

むせ因として注目されてきた。 
PB 商品が優先的に㑅択される傾向にある商品の特徴として、消㈝⪅の PB 商品に対する㆙戒感が小さいことが挙げ

られた3。ここでゝう消㈝⪅の㆙戒感とは、商品の㉎入後に損をしたり、後悔する可⬟性の大きさである。たとえば、

BeWWman (1974)は、消㈝⪅の知ぬとPB商品の㉎入に対する態度の相㛵㛵係をテストしている4。また、Belli]]i, KrXckeberg, 
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HamilWon and MarWin (1981)の研究5でも、消㈝⪅がPB商品をNB 商品よりも全体の品㉁、プレステージ、㤶り、味、信㢗

性などの㡯目で劣っていると知ぬしていた。消㈝⪅がPB 商品をNB 商品と比べて、品㉁㠃で明らかに劣っていると知

ぬしている〇品カテゴリーでは、PB 商品の市場シェアは小さかったことが報告されている。宮下㸦2011㸧は知ぬリス

クを分㢮し、「機⬟㠃のリスク」「社会・心理㠃リスク」「価格㠃リスク」がPB商品の㉎㈙に影㡪を与えていると指摘し

ている。 
消㈝⪅の知ぬリスクの大きさが、PB 商品の市場シェアに影㡪を与えていることが、既存の消㈝⪅⾜動研究によって

主張されてきた。一方、消㈝⪅が㉎㈙⤒㦂などによって、商品に㛵する事前知㆑が㇏富になることや小売店⯒にぶしみ

や信用を感じている場合には、小売独⮬のブランド商品に対する知ぬリスクは小さくなる。このことが店⯒レベルの

PB(小売のブランド㸧シェアを大きくすることが主張されている6。 
 消㈝⪅は商品のどのような属性を品㉁の判断材料としているのだろうか7。消㈝⪅が㉎㈙意思決定の㝿、商品属性の

何を品㉁の手がかりとしているのかは、PB商品の成否に㛵わる問㢟である。PB商品の成功する〇品カテゴリーの特徴

は、知ぬ品㉁の㧗さであると指摘する研究が指摘するように、消㈝⪅がPB商品に対して品㉁の確かさ㸦ばらつきの少

なさ㸧を知ぬしている場合、PB商品の市場シェアは㧗くなる傾向にある㸦AilaZaidi and Keller, 2004㸹Hoch and Banerji㸪
1993)。 
 消㈝⪅が品㉁の確かさを㐃想するのは、商品の属性からだけではない。例えば、Richardson, Jain and Dick (1994)はPB
商品の小売売上の大きい流㏻企業は、小売店に対する消㈝⪅のぶしみ㸦familiariW\)が大きいことが指摘した8。すなわち、

PB商品は、単に商品⮬体の属性ではなく、それを㈍売する小売店や流㏻企業のコーポレートイメージも影㡪している9 
 (AilaZaidi and Keller, 2004)。 

 
図 2 ᾘ㈝⪅に㉳因するPB商品の成功せ因 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

㸦㸰㸧流㏻企業に㉳因するPB商品の成功せ因 

 PB㛤発の成功せ因は流㏻企業にも㉳因している。流㏻企業がPB㛤発を実⾜するのは、その効果として、①⢒利益の

確保、②仕入れ交渉力の向上、③ストアロイヤルティの3つを期待するからである㸦AilaZaidi,PaXZeles and SWeenkamp 
2008㸹H\man eW al, 2010) 

Hoch and Banerji㸦1993㸧の研究では、流㏻企業がPB商品の㛤発対㇟とする〇品カテゴリーは、〇品カテゴリーにお

ける小売売上と⢒利益率である。PB 㛤発の対㇟となる〇品カテゴリーは、数㔞のまとまる商品、㧗い⢒利益率のぢ㎸

める商品であった。 
QXelch and Harding(1996)の研究でも、PB商品の市場シェアが、㟂せの変動が小さく市場つ模の大きい生活必㟂品や

消㈝⪅の㉎㈙㢖度が㧗い消⪖品のカテゴリーで㧗く、その〇品カテゴリーでは、小売段㝵での⢒利益が相対的に大きい

ことや売上㧗に比べかなりの比率の㔠㢠を NB が値引きに使っており消㈝⪅のブランド㺃スイッチが㢖⦾なこと、値引

きが㢖⦾なためNB〇品の価格に対する信㢗がⷧれているといった現状があることを指摘している。流㏻企業の➇争が

地域市場という商圏内での➇争であり、➇合他社でも容易く扱うことのできるNB商品の小売⢒利益率が低下したこと

がPB㛤発の必せ性を動機づけるせ因となっている。 
先⾜研究が指摘してきたように、流㏻企業がPB㛤発の対㇟とた〇品カテゴリーは、①㈍売数㔞がまとまること、②

知ぬリスクの低下 

  小売店⯒に対するぶしみ PB商品のシェア 

商品品㉁の確かさ㸦知ぬ品㉁の㧗さ㸧 
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㸦小売りの㸧⢒利益率が㧗いことが判断のための基礎的条件となってきた。 
㈍売数㔞がまとまることや⢒利益率の㧗さが、PB㛤発の対㇟カテゴリーの特徴であるわけであるが、PB商品の⢒利

益率の㧗さは、流㏻企業側の在庫リスク㈇担にも㛵㐃している。㈍売数㔞がまとまることで不Ⰻ在庫化するリスクの小

さい商品であれば、それを㈙取契⣙し、ィ画生産、ィ画発注することで㧗い⢒利益率をぢ㎸むことができる。すなわち、

流㏻企業の在庫㈇担力がPB商品の市場シェアに㛵わっている。 
PB㛤発は、流㏻企業側からの供⤥コントロールであり、流㏻企業はPB㛤発のための作業㈇担、在庫リスクの引き受

けを⾜っている10。PB㛤発では、㈍売数㔞や⢒利益率だけではなく、流㏻企業が在庫リスクを吸収できるかどうかが㛤

発の⥅⥆のカギになっている。 
 
図 3 流㏻企業に㉳因するPB商品の成功せ因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

㸦㸱㸧〇㐀企業に㉳因するPB商品の成功せ因 

ブランド・ロイヤルティの㏥化 

寡占的〇㐀企業の生産するNB 商品は、全国広告により知名度を向上させ、消㈝⪅のブランド・ロイヤルティの構⠏

を目指している。PB 商品の市場シェアの小さい〇品カテゴリーの特徴として、消㈝⪅㛫の知名度の㧗いブランドの存

在が存在が指摘され、広告によるブランド構⠏はPB商品の登場に対して有効であるとされてきた㸦Hoch and Banerji㸪
1993㸹Hoch㸪1996㸹QXelch and Harding㸪1996㸹KXmar and SWeenkamp 2007㸧。 

Hoch and Banerji㸦1993㸧の示したPB商品の成功せ因のフレームワーク㸦図⾲1㸧でも、NBメーカーの数や〇㐀企

業ごとの全国広告が、PB シェアにはマイナスの影㡪を与えることが示されている。さらに、新〇品の㛤発㢖度が PB
商品のシェア拡大を抑制するというㄪ査⤖果もある11㸦大㔝、2010㸧。 

NB 商品の〇㐀企業が、ブランド構⠏のために広告㈝を投下するべきという主張の⫼後には、消㈝⪅のブランド・ロ

イヤルティの㏥化がある。消㈝⪅は㉎㈙や使用⤒㦂を積みあげることで〇品カテゴリーや〇品⮬体に対する知㆑を⵳積

していく。このような現㇟は、〇品カテゴリーの成熟段㝵にある商品にぢられる。〇品ライフサイクルが成熟期にある

商品ほど、消㈝⪅は㐣去の⤒㦂や仕様に基づいた商品⮬体の価値を意㆑した㉎㈙意思決定を⾜う。場合によっては、ブ

ランドではなく、知ぬした価格と品㉁を㏻じたコストパフォーマンスが意㆑される。消㈝⪅がほとんどブランドを意㆑

しない商品は、コモディティ12と呼ばれる。 
一⯡的に、PB商品はコモディティ化の㐍⾜する〇品カテゴリーで登場する。ブランド・ロイヤルティの㏥化は、PB

㛤発の機会を生み出すことになる。 
 

下位メーカーの存在、㛤Ⓨ㍺入、共同㛤Ⓨ商品 

〇㐀企業の数が多いことは、PB 㛤発を引き受ける可⬟性のある〇㐀企業や工場が数多く存在していることを意味し

ている。一方、寡占化の㐍んだ市場では、寡占的〇㐀企業がNB商品の価格支㓄力を握っている。一方、ブランドを構

⠏できていない市場下位の〇㐀企業ほど、PB 生産を受ㅙせざるを得ない❧場となる。NB 商品を明確な標的としたPB
商品が登場する⫼景には、流㏻企業の棚割りを確保したい下位〇㐀企業と価格支㓄力のあるNB商品に対して仕入れ交

渉力を増したい流㏻企業の両⪅の思惑が合⮴し、その⤖果、PB 商品の㛤発が合意されてきた㸦MorWon and 

  〇品カテゴリーにおける㈍売数㔞 

 〇品カテゴリーにおける小売⢒利益率 

    在庫リスクの㈇担力 

PB商品のシェア 
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ZeWWelme\er ,2004㸹大㔝、2010㸧。 
PB 商品の生産を受ㅙするのは、下位の市場地位におかれた国内〇㐀企業だけではない。日用品、⾰料品などを中心

にPB商品の担い手は、海外メーカー(工場㸧の場合が多くみられる。為替相場の円㧗傾向が⥆くことで国内流㏻企業は、

海外の生産工場を PB 商品のㄪ㐩先としてきた。いわゆる㛤発㍺入によって価格➇争力のある PB 商品の㛤発が実現し

てきたのである。海外メーカーとすれば、日本市場の㈍㊰㛤拓がPBという形をとることで容易になるというメリット

も存在する。 
生産相手の広がりは、トップブランドを有する寡占的〇㐀企業にも及んでいる。寡占的〇㐀企業が特定流㏻企業向け

に特定の大手流㏻企業とダブルチョップで商品を供⤥する事例がみられた。その動機はNB 商品の値崩れ㜵止、成㛗す

る流㏻企業との㛵係強化、NB 商品も含めた棚割り確保が商品供⤥の狙いとなってきた(大㔝、2010㸧。 
㏆年、我が国では、セブンプレミアム13のようなコンビニエンスストア(以下、CVS)において、寡占的〇㐀企業との

共同㛤発型PB商品が増加している。その狙いは、まずCVSの小さい棚割りを確保することが挙げられる。それに加え

て、CVS側からの情報提供や㛤発提案を新〇品㛤発の情報源として役❧てることも狙いに含まれている14(矢作⦅、2014)。
例えば、店⯒の現場における売れ➽情報をはじめとする現場発の大㔞のデータに基づく新商品の㛤発提案は、成㛗㈍㊰

であるからこそぢえる㢳客ニーズを反映している。これがNB 商品の㛤発においても参⪃情報となって生かされる。 
PB商品は〇品カテゴリーレベルでは、ブランド・ロイヤルティの㏥化㸦コモディティ化㸧、生産相手となる下位〇㐀

企業、海外メーカーの存在、そして、棚割り確保の必せ性が、PB商品の供⤥を判断する材料となる。 
 
 

図 4 〇㐀企業に㉳因するPB商品の成功せ因 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3. PB商品の㐍化とその成功せ因 

 
 PB㛤発に㛵する先⾜研究では、PB商品の市場シェアの大きさ左右するせ因を探求することで、その成功せ因を明ら

かにしてきた。消㈝⪅に㉳因するせ因、流㏻企業に㉳因するせ因、〇㐀企業に㉳因するせ因の3つに分け、それぞれの

せ因がより⣽かく検ウされてきた。 
 このような既存研究成果は、ある一時点におけるPB商品の成功せ因を明らかにする上では有意⩏なものである。し

かしながら、PB 商品は時代時代で㐍化している。昨今では、低価格をッ求するだけではなく、品㉁を㔜どした㧗価格

帯のプレミアムPBもㄌ生し、〇品カテゴリーにおけるPB は」層化する傾向にある。このように新しいPB商品がㄌ生

する㔝はなぜか、それをㄝ明する枠⤌みについて先⾜研究の㆟ㄽは不十分であった。 
 新しいコンセプトのPB商品が市場に登場することについて、既存研究はPBの発展段㝵ㄝとしてとらえようとした。

例えば、Laaksonen and Re\nolds (1994)は、流㏻企業のブランドの㐍化を㸲つの段㝵に分㢮している。➨一世代は、ジェ

ネリック(generics)、ノーブランド、➨二世代は、低価格ッ求の㢮似ブランド(qXasi-brand)、➨三世代は、⢒利益の確保や

店⯒イメージの向上を狙ったオウンブランド㸦oZn brand㸧、そして➨4世代が付加価値創出のオウンブランド㸦e[Wended 
oZn brand)である。流㏻のブランドはその戦略や目的に応じて㐍化していることを整理している。 

BXrW and DaYies (2010)は、PBやストアブランド㸦SB)という〇品カテゴリーレベルのブランド問㢟から、ブランドと

しての小売業(小売企業のブランド化㸧、企業、⤌⧊レベルの小売のブランドへ㐍化していることを指摘している。 

 ブランド・ロイヤルティの㏥化 

   下位メーカーの存在 

   棚割り確保の必せ性 
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我が国においても、流㏻企業が取り⤌んできたPB商品は、それがㄌ生した当初は、PB商品はNB商品の価格タ定を

意㆑した価格をッ求点として登場した。しかしながら、昨今のPBは価格をッ求する商品ばかりではなく、品㉁を㔜ど

し㧗価格帯を狙ったプレミアムPB商品、健康志向に応えた付加価値型PB商品が登場するなど、」層化している15。 
 PB 商品は、〇品カテゴリーにおける市場シェアの大きさというほ点からのみ㆟ㄽをすることでは不十分となってい

る。従来までの PB 㛤発は、流㏻企業が PB 商品を生産受クする〇㐀企業を口ㄝいて㸦例えば、余剰生産タ備に目を付

けるなど㸧、PB生産の受ㅙさせてきた。そのビジネスモデルは短期的であり、両⪅のパワー㛵係のもたらした⤖果であ

った。しかしながら、今日のPB㛤発は、従来とは異なるビジネスモデルが㛤発の基盤となっている。PB商品の㛤発の

担い手である流㏻企業のマーケティング戦略とそれを生産する〇㐀企業との㛵係を注どしていくことが必せとなって

いる。 
 

流㏻企業のPB㛤Ⓨとビジネスモデル 

 PB商品の発展段㝵という点では、PB商品のㄌ生初期の大手流㏻企業のビジネスモデルは、流㏻企業が商品ロットの

まとまる〇品カテゴリーの商品を供⤥している〇㐀企業にバイイングパワーを⾜使し、仕入れ原価を引き下げをせ求し

てきた。特に、NB 商品を供⤥する寡占的〇㐀企業が値上げのせ求してきた㝿には、その NB 商品を意㆑した PB 商品

を中小〇㐀企業とともに㛤発してきた。PB㛤発は、NB商品を対㇟として価格タ定と品㉁が検ウされ、㛤発は㐍められ

た。PB 商品は、流㏻企業側が仕様書を作成し、包⿦の⡆⣲化、㐣剰品㉁の排㝖による商品の物理的属性に㛵わるコス

ト削減を㐍めだけではない。〇㐀工場の余剰生産タ備の活用、原材料や〇㐀方法の変更、そして海外からの商品ㄪ㐩を

㐍めることで低価格を実現してきた。取引においては、完全㈙い取りによる㏉品の抑制、現㔠決済などを⾜うことでも

原価を引き下げを実現した。 
 流㏻企業主導の商品㛤発であることから、棚割りの確保は⣙束されており、〇㐀企業が広告宣伝に㈝やすコストがな

いことも、PB 商品の低価格実現に⤖び付いている。しかしながら、低価格タ定の実現は、必ずしも消㈝⪅のニーズを

満たし⥆けるものではない。しばしば、NB商品と比㍑すると安かろう、悪かろうといわれ⥆けたように、PB商品には、

品㉁の確かさに欠ける㒊分があった。ここでいう品㉁の確かさとは、品㉁にばらつきがあるということだけではない。

品㉁に対する消㈝⪅のニーズは、時代とともに変容している。この変容に合わせて品㉁を向上させる力が不㊊していた。

このことがPB商品は価格㠃で⣡得のいく商品であっても、品㉁㠃では、⥅⥆的に消㈝⪅に㑅択してもらうことのでき

ない商品に㐣ぎなかった。 
 PB 商品の初期段㝵におけるビジネスモデルが、一時的にしか有効ではなく、㛗期的に市場シェアを⣙束できるもの

でなかったことが、PB商品が景気低㏞期の副産物に㐣ぎないと判断される理由でもある。 
 昨今のPB商品の拡大は、PB 㛤発におけるビジネスモデルが2点で㐍化していることを注どしていく必せがある。 
 まず、大手流㏻企業が品㉁向上に努めていることである。従来まで、仕様書を作成するものの、その品㉁に対しては

〇㐀工場の技⾡力に任せるしかなかった。しかし、昨今は、流㏻企業が商品㛤発の川上に㐳り、原材料のㄪ㐩、原材料

コストのぢ直しを㏻じて、価格と技⾡的な品㉁水準を⥔持・向上させている。さらに、PB 商品の品㉁を検査する㒊㛛

をタ⨨16することや品㉁の➨三⪅ㄆドを受けることで、PB㛤発をすべての段㝵で⮬社の㈐任のもと㐙⾜する体制づくり

が⾜われている。 
 次に、消㈝⪅情報の収㞟に基づく PB 㛤発の発想を情報基盤としている。従来、流㏻企業が PB 㛤発を実⾜した㝿、

寡占的〇㐀企業から価格タ定権を奪取するという目的があった。価格差をッ求したPB㛤発では、㐣度な品㉁と価格の

トレードオフが⾜われ、消㈝⪅にとって本当に必せな品㉁まで低下していた。このことがPB商品㸻低品㉁のイメージ

を消㈝⪅に植え付けてしまい、⤖果、価格では指示されても品㉁では敬㐲された。 
 昨今のPB㛤発は、使う側にとって、何が必せな品㉁なのか㸽という問いかけからスタートしている。換ゝすれば、

商品として㔜どしなければならない技⾡的品㉁、それは何かである。それを知るきっかけは消㈝⪅の声にある。 
 消㈝⪅の声に基づく商品㛤発体制は、流㏻企業に㝈ったものではない。〇㐀企業は商品を㛤発する㝿、消㈝⪅の声に

基づき、これまでも改Ⰻ、新〇品㛤発を⾜ってきた。しかしながら、〇㐀企業の収㞟する消㈝⪅の声と流㏻企業の収㞟

する消㈝⪅の声は、その❧場と㛤発のコンセプトの㐪いから目指すべき方向性が異なってきた。例えば、〇㐀企業の場

合、営業マンが㢳客に代わって改善点を㛤発㒊に伝える。これによって、他社よりも少しでもよいッ求点をつくる。ゝ
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わば、㊊し⟬の発想が⾜われる。同業他社の〇品とは、新機⬟、新技⾡、新ブランドやネーミングの変更で㐪いを創㐀

してきた。新〇品㛤発の多くが、同業他社の➇合品との差異をどこで作るかを検ウしている。 
 一方、流㏻企業のPB 㛤発は、既存NB 商品に対する㐣剰品㉁の削減をスタート地点としている。いわば、引き⟬の

発想である。使う側のㄽ理で不必せな機⬟や属性は何か、それを省くことで価格を抑制できないだろうか。これが PB
㛤発の原点である。当然のことながら、消㈝⪅が必せとしている機⬟や属性まで削減してはならない。場合によっては、

消㈝⪅にとって意㆑してほしい機⬟や属性を、流㏻企業のほ点から強ㄪすることもできる。 
 〇㐀企業と異なり、流㏻企業がそのポジショニングから得る消㈝⪅情報は独特である。小売店⯒段㝵では、POS情報

から何がいくつ売れたのかの㈍売数㔞情報が⵳積される。小売店⯒で収㞟する POS 情報は単品の数㔞情報だけではな

い。ある商品が何と一⥴に㉎入されたのかといった㉎入の⤌み合わせ情報も含まれている。数㔞情報に加えて、小売店

⯒での消㈝⪅情報には、㉎㈙履歴などの時㛫情報、そして消㈝⪅の㉎㈙が商品属性の何に㉳因しているのかといった商

品の特性情報も収㞟できる。例えば、NB 商品のブランドが商品㑅択の決め手であるのか、それとも価格差なのか。こ

のことを㈍売情報と⤌み合わせることができる。さらに、小売店⯒には、商品に対する不満やⱞ情、そして不便さに㛵

する消㈝⪅の声が㞟まる17。㏆年では、インターネットを㏻じた会員制の交流サイトを構⠏することで消㈝⪅の声を収

㞟する取り⤌みもみられる18。 
 流㏻企業は新しい技⾡の㛤発を⾜うわけではないからこそ、〇㐀企業のように技⾡力発の商品㛤発をするのではなく、

消㈝⪅発の商品㛤発が可⬟となる。流㏻企業のPB㛤発では、消㈝⪅が使う㝿に感じてきた不満、不便のゎ消そそれを

ゎ決する商品属性の提案を㛤発コンセプトとして採用することができる。このような消㈝⪅情報を、新しいPB商品の

㛤発の種にできる。〇㐀企業とは異なる情報収㞟基盤からのPB㛤発の発想が新しいPB商品の登場の源がある。 
  
PB商品の⏕⏘┦手としての〇㐀企業 

 大半のPB商品は、流㏻企業が〇㐀企業に生産を委クするかたちで実現している。PB商品の㐍化に㈉献する、もう一

方のㄢ㢟は、〇㐀企業の技⾡レベルにある。昨今は、コンビニエンスストアのような成㛗㈍㊰を有する流㏻企業によっ

て企画されるPBは、価格よりも品㉁を㔜どした㛤発であることから、NB商品を生産する寡占的〇㐀企業がPB受クに

応じる事例もみられる。流㏻企業と寡占的〇㐀企業が協ㄪし、PB商品を㛤発することで品㉁の安定したPB商品の㛤発

が実現している。寡占的〇㐀企業との共同㛤発型PBは、いわゆる㧗品㉁帯を狙ったプレミアムPBと位⨨付けられる。

寡占的〇㐀企業にとっても広告㈝を㈝やすことなく安定的な棚割りを確保できることや新商品㛤発㈝用も小さくて済

む。しかも、価格➇争を意図した商品でないことも生産を受ㅙする動機となっている。 
 しかしながら、PB 㛤発を生産受クする〇㐀企業は、寡占的〇㐀企業に偏りをぢせているわけではない。今日でも、

PB商品の生産受ク相手は、下位〇㐀企業や海外メーカーである場合もある。これらの〇㐀企業とのPB㛤発は、今日で

も価格をッ求した商品であり、〇品カテゴリーに NB 商品が存在するならば、NB 商品を意㆑した価格と品㉁水準がタ

定されている。ある〇品カテゴリーに」数の〇㐀企業がPB 商品を供⤥することで、PB商品のブランドは」層化する。

しばしば、㧗価格帯と定番、そして価格ッ求のPBが〇品カテゴリーに存在することで三層構㐀が実現する。 
 PB商品の生産受ク相手が、」数存在することがブランドの」層化を生み出し、新しいコンセプトのPB商品をㄌ生さ

せることとなる。 
 〇品カテゴリーにおける PB 商品の㐍化を価格-品㉁✵㛫上に図示したものが図⾲㸳である。NB Ys.PB という対❧㛵

係から、PB㛤発は寡占的〇㐀企業を巻き㎸み㐍化してきた。 
 寡占的〇㐀企業と流㏻企業との協ㄪ㛵係からは、プレミアム PB㸦㧗価格帯 PB)が登場し、下位〇㐀企業、海外メー

カーのPB㛤発では、流㏻企業主導で品㉁を向上させるための取り⤌みが⾜われている。そして健康志向や環境志向な

どの特定の商品属性をッ求した新しいコンセプトのPB商品が登場する。その⤖果、PB商品の」層化が生じることにな

る。 
 
 
 
�.むすびにかえて 
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新しいコンセプトのPB 

品㉁向上 

PBの」層化 

VS. 

 
 PB商品は㐍化を⥆けている。既存のPB研究では、〇品カテゴリーにおけるPB商品の市場シェアの大きさの㐪いが

何に基づいているのかが探求されてきた。PB 商品の成功せ因は、消㈝⪅に㉳因するせ因、流㏻企業に㉳因するせ因、

〇㐀企業に㉳因するせ因の 3 つのほ点から明らかにされてきた。その一方で、PB 商品の市場シェアを抑制するせ因が

対抗手段として主張された。 
 しかしながら、〇品カテゴリーレベルで PB 商品の成功せ因を検ウするだけでは、今日のような PB 商品の㐍化はと

らえきれない。PB商品は、流㏻企業という〇㐀企業とは異なる❧場からの独特の㛤発体制を㏻じて新しいPB商品のコ

ンセプトの㛤発が⾜われている。PB 商品の㛤発は技⾡的な品㉁を向上させるために努力や取り⤌みをㅮじているだけ

ではない。明確にNB 商品を意㆑し㛤発され、ブランド・バトルを演じてきたPB 商品の㛤発が、流㏻企業の⮬ら原材

料ㄪ㐩や品㉁⟶理体制を整えることで、品㉁の向上、㛤発体制の強化がぢられた。下位〇㐀企業や海外メーカーによっ

て生産されてきたPB商品の㛤発に新たなPB商品を供⤥したのは寡占的〇㐀企業である。㏻常、寡占的〇㐀企業のPB
商品は㧗価格帯を狙ったプレミアム PB である。〇品カテゴリーレベルでは、」数の供⤥先が登場することで PB の」

層化がぢられることになる。このような品㉁、㧗価格帯をめぐるPB㛤発は、従来とは異なる新たな段㝵に入ったとい

える。PB 㛤発のビジネスモデルは、流㏻企業による品㉁向上の取り⤌み、新しい㛤発コンセプトを企画する㛤発体制

と情報基盤によって形成されている。そして寡占的〇㐀企業による㧗価格帯のプレミアムPB商品の供⤥が、品㉁㔜ど、

㧗価格帯のPB㛤発を可⬟にしており、その⤖果、PB商品の」層化が生み出されている。 
 
 

図 5 PB㛤Ⓨの㐍化をとらえる枠⤌み 
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1 イオンのPB商品であるトップバリュの㛤発は、価格をッ求したベストプライスだけではなく、⣲材、〇法にこだわったトップバリ

ュセレクト、環境に㓄慮した商品やオーガニック商品などの㛤発も⾜われている。㸦hWWps://ZZZ.WopYalX.neW/ を参照されたい㸧。 
2 知ぬリスクとは、固有のリスク(inherenW risk)と処理されたリスク(handled risk)の構成概念である。固有のリスクとは、消㈝⪅が〇

品クラスに対して抱く潜在的なリスクである。処理されたリスクとは、消㈝⪅が㏻常の㉎㈙状況で〇品クラスからブランドを㑅択す

る時、招くコンフリクトの大きさである(BeWWman, 1974)。また、知ぬリスクは、BaXer(1967)によって、マーケティングに応用された。 
3 Richardson, Alan,Dick and Jain.(1995)によれば、「ぶしみ(familiariW\) 」がもっともPB商品の㉎入に影㡪していた。 
4 BeWWman(1974)は、アスピリン、マーガリン、⣬タオルについてPB商品とNB商品㸦PBではない商品と呼んでいる㸧で消㈝⪅の態

度とさまざまな変数㸦人口⤫ィ学、知ぬリスク、商品品㉁、情報に㛵㐃する変数㸧の㛵係を実ドしている。 
5彼らは、NB、PB、ジェネリクについて、消㈝⪅がこれらをどのように知ぬしているかを33の㡯目について5点尺度を用いてㄪ査し

ている。 
6 Richardson, Alan㸪Dick and Jain㸦1995㸧を参照されたい。 
7 品㉁の手がかりについては、Olson and Jacob\㸦1972㸧を参照されたい。彼によれば、品㉁の手がかりは、どのようなものでも実㝿

の物的属性㸦内在的手がかり㸧と、物的属性とは別の商品に㛵㐃した属性㸦外在的手がかり㸧によって分けて⪃えられる。 
8 Richardson, Alan,Dick and Jain㸦1995㸧のㄽ文では、PBではなく、ストアブランド㸦SB)という⾲現が用いられている。 
9 我が国におけるセブンプレミアムの成功事例も、それは商品の品㉁の確かさだけではなく、〇㐀企業名を㛤示することによる出所

⾲グ、そしてセブン㸤アイグループの信㢗があるからこそ得られたものである。 
10 PB㛤発の失敗は、大㔞在庫の処分という形で㢧在化する。さらに、PB商品の品揃えを増やすことが、NB商品の品揃えを削るこ

とになり、その⤖果、消㈝⪅の来店動機を失う場合や品揃えの乏しさを㐃想させることによる店⯒イメージの悪化を招く恐れもある。

すなわち、PB㛤発は、流㏻企業にとって期待される成果の㏫効果が生じるリスクがある。 
11 嗜好品にPBは登場しにくいという指摘もあったが、⡿国でたばこのPB が登場したことがヰ㢟となった。 
12 消㈝⪅が商品のブランド㸦商標㸧をほとんど意㆑しない商品をコモディティという㸦田村,1996㸧 
13 セブンプレミアムは、PBとしては後発でありながら、1兆4千億円を売り上げる小売のブランドに成㛗した。その原動力は、NB
商品を生産する寡占的〇㐀企業の商品供⤥によるところが大きい。 
14 コンビニ向けのPB商品には、有力メーカーとの共同㛤発商品であるとパッケージに明グされている。 
15 セブン-イレブンジャパンは、㧗価格帯のプライベートブランド㸦PB)商品を拡充する。セブンプレミアムゴールドを2019年度中に

50種㢮以上にする方㔪。「㉁の㧗い商品を断⥆的に㈍売し、価値をッえていく」㸦セブン-イレブンジャパン㧗橋広㝯商品本㒊㛗㸧。ま

た、弁当や⥲⳯、㯝㢮などのラベルで、⢾㉁や㣗物⧄⥔、㣗塩相当㔞などの⾲示を始めた。含む栄㣴成分がわかりやすくし、利用客

の健康志向に応える。『日⤒MJ』2019年9月23日。 
16 メーカーレベルの品㉁チェック体制を採るためにイオンは生活品科学研究所タ❧した『日⤒MJ』2013年2月25日㸧。 
17 「㸦独りで㣗べるには㸧容㔞が大きい」、「⿄から出すと㈹味期㝈がわからなくなる」、「注ぎ口が広く、少㔞注ぐのに不便」などの商

品に対する不満や不便さがPB㛤発のアイディアとなってきた。 
18 Ⰻ品ィ画の商品㛤発が代⾲例である。 
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リアクションから探る公民⛉教⫱法について 
㸫㟂せ曲⥺と㍍減⛯率に対する理ゎを㏻して㸫 

 
奥井 めぐみ 

 
IQYHVWLJDWLQJ EGXFDWLRQ AFW IRU CLYLFV ZLWK RHDFWLRQ PDSHUV RI HLJK SFKRRO SWXGHQWV 

㸫TKURXJK WKHLU 8QGHUVWDQGLQJ RI DHPDQG CXUYH DQG RHGXFHG TD[ RDWH㸫 
 

MHJXPL OK8I 
 

せ  約 

本◊✲は、㧗校♫会⛉公民⛉政治・⤒済⛉目を意㆑した㧗校生向け模擬授業を⤂介し、受ㅮした㧗校生のリアクション

ペーパーから、公民⛉教⫱法を㋃まえた公民⛉の教え方に㛵する⪃察を⾜うものである。具体的には2018年度、2019年

度に、同じ㧗校に所属する㧗校生に対して⾜われた「㟂せを⪃える」というテーマの模擬授業の内容を⤂介し、リアクシ

ョンペーパーの内容から、㧗校生の理ゎ度や⯆味㛵心のある事をまとめた上で、㧗➼学校公民⛉で、⤒済学の専㛛▱㆑を

㌟㏆な⤒済♫会と⤖びつけて⪃えさせる授業を提案する。授業では、専㛛▱㆑を㋃まえた上で、消㈝⛯増⛯と㍍減⛯率に

ついて⮬分なりの意ぢを持つことを目的の一つとする。消㈝⛯増⛯1年前の2018年度と増⛯直前の2019年度のいずれの

年も、受ㅮした多くの㧗校生に、「㍍減⛯率」「効率性と公平性」が印㇟に残ったことが♧された。また、グ㏙の内容から、

⤒済学の学びが実♫会につながっていることについて改めて感じたとするコメントもほ察された。公民⛉教⫱法の意図す

るところを㋃まえると、授業の中で㧗校生の㌟㏆な内容を専㛛的など点からㄝ明することが有効であることが♧された。

㸦493文字、500字以内㸧 

 

キーワード㸸㧗➼学校公民⛉、政治・⤒済⛉目、リアクションペーパー、㟂せ曲⥺、㍍減⛯率㸦㸳つまで㸧 

 
 
1. はじめに 

 
本◊✲では、㧗➼学校公民⛉の政治・⤒済⛉目の指導せ㡿を㋃まえ、政治・⤒済⛉目の授業の一例を提案するものであ

る。具体的には、㧗校生に対して⾜った模擬授業のリアクションペーパーの内容を分析し、㧗校生の理ゎ度や授業の影㡪

を☜ㄆする。模擬授業のテーマは「㟂せを⪃える」であり、㟂せ曲⥺の導出、㟂せの価格弾力性、消㈝⪅余剰についてㄝ

明した上で、㍍減⛯率の有効性について⪃えてもらう。 
特に、本◊✲で提案する授業は、㧗➼学校公民⛉政治・⤒済⛉目の性㉁としてあげられる「正ゎが一つに定まらない現

実♫会にぢられる」㞧なㄢ㢟を把握し㸪ㄢ㢟を㏣✲したりゎ決に向けて構想したりする学⩦に取り⤌む。このような学⩦

を㏻して㸪⮬❧し㸪主体的に生きる国民主権を担う公民として他⪅と協働して㸪現実♫会のㅖㄢ㢟のゎ決⟇を構想し㸪そ

れを⾲現して他⪅に伝え意ぢを取りまとめて合意を形成していくことができる㈨㉁・⬟力を⫱成する㸦「㧗➼学校学⩦指導

せ㡿㸦平成30年告♧㸧ゎㄝ公民⦅」P121,4段ⴠ4⾜目㹼8⾜目㸧」点を実現することを目的としている。 
リアクションペーパーを分析した⤖果より、授業で㧗校生が印㇟に残った内容として、2018年度、2019年度ともに「㍍
減⛯率」「消㈝⛯増⛯」「増⛯と㈈の㛵係」「効率性と公平性」が多く挙げられ、こちらが伝えたかったことが㧗校生にもし

っかりと伝わっている感ゐを得た。さらに⮬由グ㏙の内容からは、㍍減⛯率という政⟇について、専㛛▱㆑を㋃まえつつ、

⮬分なりの意ぢを展㛤するといったものがほ察された。したがって、㧗校生にとって㌟㏆な内容を、⤒済学の専㛛的な▱

㆑に基づいてゎㄝする授業は、公民⛉政治・⤒済⛉目の性㉁を㋃まえた有効なものであるといえる。 
 
2. 㧗等学校公民科政治・経済科目の教⫱ 

 
 2.1⠇では、㧗校♫会⛉公民に㛵する平成30年の告♧内容について♧し、2.2⠇では、㏆年の♫会⛉教⫱に㛵する◊✲を
♧す。 
 
2.1 模擬授業のテーマと文㒊科学省の㧗等学校公民科指導せ㡿 
 
本⠇では、「㧗➼学校学⩦指導せ㡿㸦平成 30年告♧㸧ゎㄝ公民⦅」に基づき、公民⛉政治・⤒済⛉目の目的と学ぶ内容
を☜ㄆする。そして、今回の模擬授業との㛵㐃を明☜にする。 
⛉目の性格は、「学⩦の✚み上げというほ点㸪♫会とのつながりというほ点から㸪♫会で判断を㏕られるであろう㸪正ゎ
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が一つに定まらない現実♫会にぢられる」㞧なㄢ㢟を把握し㸪ㄢ㢟を㏣✲したりゎ決に向けて構想したりする学⩦に取り

⤌む。このような学⩦を㏻して㸪⮬❧し㸪主体的に生きる国民主権を担う公民として他⪅と協働して㸪現実♫会のㅖㄢ㢟

のゎ決⟇を構想し㸪それを⾲現して他⪅に伝え意ぢを取りまとめて合意を形成していくことができる㈨㉁・⬟力を⫱成す

るもの㸦P121、4段ⴠ 2⾜目㹼8⾜目㸧」であり、⛉目の目標は「♫会の在り方についてのぢ方・⪃え方を働かせ㸪現代の
ㅖㄢ㢟を㏣✲したりゎ決に向けて構想したりする活動を㏻して㸪広いど㔝に❧ち㸪グローバル化する国㝿♫会に主体的に

生きる平和で民主的な国家及び♫会の有為な形成⪅に必せな公民としての㈨㉁・⬟力を次のとおり⫱成することを目指す

㸦P122、2段ⴠ㸧」である。今回提案する模擬授業は、まさに⤒済学の基♏理ㄽを㋃まえた上で、⛯制の在り方という⟅え
のない問について⮬分の意ぢを⪃えさせることを目的としている。また、㑅挙権が18歳以上になり、㧗校生の一㒊も有権
⪅である現在、⛯制という国政に大きくかかわる問㢟について、その⫼景を理ゎし、専㛛▱㆑に基づいて⪃え、⮬分の意

ぢを持つことが㠀常に㔜せになる。 
今回の授業と㛵㐃する政治・⤒済⛉目の内容は「現代日本の政治・⤒済」の「㸦イ㸧⤒済活動と市場、⤒済主体と⤒済循

環㸪国民⤒済の大きさと⤒済成㛗㸪物価と景気変動㸪㈈政の働きと仕⤌み及び⛒⛯などの意⩏㸪㔠⼥の働きと仕⤌みにつ

いて㸪現実♫会のㅖ事㇟を㏻して理ゎを深めること」「㸦ウ㸧市場⤒済の機⬟と㝈界㸪持⥆可⬟な㈈政及び⛒⛯の在り方㸪

㔠⼥を㏻した⤒済活動の活性化について多㠃的・多ゅ的に⪃察㸪構想し㸪⾲現すること」㸦P128㹼129、囲い㒊分㸧がある。
特に、今回の授業は「⤒済活動と市場」の㟂せ曲⥺、「持⥆可⬟な㈈政及び⛒⛯の在り方」と㛵㐃する。 
ここで、実㝿に㧗校で使用されている公民のテキストより、これらの内容がどのように扱われているかを☜ㄆする。今

回は、➨一学⩦♫の「㧗➼学校改ゞ版政治・⤒済」㸦2017年㸧を参照する。㟂せ曲⥺については、P127の「3 市場の機⬟
と分析」で供⤥曲⥺とセットで♧され、市場での価格と取引㔞の決定の枠⤌みをㄝ明することが中心となっている。今回

の授業で扱った㟂せ曲⥺の導出についてはㄝ明がなく、「㈈の価格が低下すると㟂せ㔞は増大する」というグ㏙にとどまる。

一方で、㈈の価格弾力性についてはㄝ明があり、生活必㟂品や代替品がない㈈の価格弾力性が小さく、ぜいたく品や代替

品がある㈈の価格弾力性が大きいことは♧されている㸦P128 㸧。 
今回の授業は価格弾力性と消㈝⛯増⛯との㛵係にまでヰを広げているが、P147 からの「7 ㈈政のしくみとはたらき」
で、消㈝⛯の導入と、㏫㐍性の問㢟が指摘されている㸦P150㸧。㏫㐍性の注には、「所得の格差を⪃慮せずに市❧にㄢ⛯す
ると、所得が低くなるほど所得に対する⛯制の割合が㧗くなり、㈇担が㔜くなること。㏫㐍性を⦆和するために、生活必

㟂品に対する付加価値⛯に㍍減⛯率を㐺用している国が多い」とあり、今回の授業で取り上げた㍍減⛯率は、㔜せ用ㄒと

して太字で㧗校のテキストで♧されている。ただし、消㈝⛯の㏫㐍性の問㢟に㛵しては、小塩㸦2012㸧が指摘する「㣗料
品の⛯率を引き下げても、そのメリットは㧗所得層にも及ぶ。公平性を㏣求する方法としては、これは効率的とはいえな

い。ㅖ外国における」数⛯率も制度的な⤒⦋を⫼景としており、再分㓄効果を当初から意図したものではないとされる

㸦P105,3-6⾜目㸧」というど点が抜けている。 
尚、2022年度以㝆に導入する㧗校の学⩦指導せ㡿では、㑅挙権年㱋の18歳への引き下げを㋃まえ、「現代♫会」が廃止
され「公共」が新タされた。「公共」では法律や⤒済の仕⤌みに加え、♫会保㞀の現状などを学び問㢟点を理ゎする㸦日本

⤒済新⪺ 2016年 6月 27日「㧗校の『現代♫会』廃止、『公共』を新タ 中教審案次期指導せ㡿」より㸧。そこで、「公共」

⛉目についても、「㧗➼学校学⩦指導せ㡿㸦平成30年告♧㸧ゎㄝ公民⦅」より、目標を☜ㄆする。㑅挙権年㱋が18歳に引
き下げられたこと、また 2022年度からは成人年㱋が 18歳に引き下げられることを受け、今後、㧗校生が✚極的に♫会に
㛵わる機会が増える。「公共」の目標は、この変化を受けて、「人㛫と♫会の在り方についてのぢ方・⪃え方を働かせ㸪現

代の倫理㸪♫会㸪文化㸪政治㸪法㸪⤒済㸪国㝿㛵係などに㛵わるㅖㄢ㢟を㏣✲したりゎ決したりする活動を㏻して㸪グロー

バル化する国㝿♫会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び♫会の有為な形成⪅に必せな公民としての㈨㉁・⬟力㸦P29、
囲い㒊分㸧」を⫱成することとする。この「公共」は公民の必修⛉目とされることから、文㒊⛉学┬が㔜どしていることが

❚える。また、そのために㌟に付ける▱㆑・技⬟として「㈈政及び⛒⛯の役割㸪少子㧗㱋♫会における♫会保㞀の充実・

安定化㸪市場⤒済の機⬟と㝈界㸦P50、囲み㒊分㸦ウ㸧㸧」が含まれている。その内容は、「公正かつ⮬由な⤒済活動を⾜う
ことを㏻して㈨源の効率的な㓄分が図られること㸪市場⤒済システムを機⬟させたり国民⚟♴の向上に寄与したりする役

割を政府などが担っていること及びより活発な⤒済活動と個人の尊㔜を共に成り❧たせることが必せであることについて

理ゎすること㸦P67、2段ⴠ1⾜目㹼4⾜目㸧」とあり、今回⾜った模擬授業の内容と㔜なる。そのため、今回の授業は、「政
治・⤒済」⛉目だけでなく、「公共」⛉目の1単元としても応用できる可⬟性がある。一方で、㔜松㸦2016㸧は、新⛉目「公
共」について、その位⨨づけや構成内容理ㄽがいまだにはっきりしていないことを指摘していることから、本◊✲で取り

上げる体㦂授業は、あくまで「政治・⤒済」⛉目の例として取り上げることとする。 
 

2.2 社会科教⫱に㛵する先⾜研究 
本◊✲は♫会⛉教⫱の実㊶◊✲に位⨨付けられるが、♫会⛉教⫱の実㊶◊✲については、ここ数年は毎年、日本♫会⛉

教⫱学会が学会ㄅで掲㍕している「♫会⛉教⫱における実㊶◊✲の動向」で外ほできる。2015年度については、山本㸦2016㸧
が、2015年に㛤催された「➨65回全国◊✲大会では、149本の⮬由◊✲発⾲が⾜われた。そのうち、初㢌教⫱と中➼教⫱
を対㇟とした実㊶◊✲は、97本であった」とし、実㊶◊✲が報告の⣙3分の2と多くを占めることを♧しているが、校✀
別では、このうち 27本が㧗➼学校で、「地理が 2本、歴史が 13本㸦略㸧、公民が 9本㸦現代♫会 5本、倫理 3本、政治・

43



⤒済1本㸧」であり、公民の政治・⤒済⛉目についての実㊶◊✲は㠀常に少ないことがわかる。2014年度については、田中
㸦2015㸧が実㊶◊✲として取り上げた◊✲は131本で、このうち公民⛉に㛵するもの25本であるが、公民⛉の各3⛉「公
共」「倫理」「政治・⤒済」のいずれを取り上げた◊✲かの内ヂはわからない。 
本◊✲では㧗校の公民を対㇟としているが、山本㸦2014)は、中学校の授業の例として、今回の模擬授業でも取り上げた
「効率」と「公平」について取り上げている。ここでは、アメリカで「消㜵」が民営化されたために、家が火事になっても

会㈝を払っていないと消化してもらえない、というケースを取り上げ、「効率」と「公平」を⪃えさせる授業となっている。

その㝿、公的㒊㛛が提供する㈈は⛯㔠を㈈源にしているというヰにも及ぶことで、⛯㔠について意㆑させる内容となって

いる。中学校の授業ではあるが、㧗校公民の、政治・⤒済学⛉よりの授業とゝえる。山本も「生徒たちがやがて学⩦する

⤒済単元では『つ制⦆和』や『⛯と♫会保㞀』など、『効率』と『公平』にど点をあてて教材化することが多い。したがっ

て今回のような学⩦を、⤒済単元の導入として位⨨づけることも可⬟」と⤖ㄽ付けている。 
㧗校公民⛉政治・⤒済⛉目としては、田中(2014)の寡占を扱う授業の◊✲がある。この◊✲では「㧗➼学校公民⛉におい
て、㑅択⫥やホ価基準が」数存在する多基準意思決定問㢟や不☜実性をもつ問㢟に対する意思決定学⩦◊✲は数少な」い

ことを㚷み、「『囚人のジレンマ』モデルのシミュレーションをとおして、仮ㄝと検ドを⧞り㏉すアブダクションiのプロセ

スから二♫の⾜動を探求させる授業を構成」している。今回の模擬授業は、⤒済の専㛛▱㆑を活かして実♫会の㍍減⛯率

について⪃えさせる、という点で実♫会との接点が明☜にされているが、この◊✲で扱う授業も、⟅えのない実♫会の問

㢟を⪃えさせるという点で目標タ定が㏆い。 
川口㸦2015㸧は、2014年度の♫会⛉教⫱における理ㄽ◊✲をサーベイしており、2014年度も理ㄽ◊✲は実㊶◊✲よりも
少なく、28本である。この中で本◊✲とかかわるのは、㧗➼学校公民⛉政治・⤒済⛉目の授業として提案された、猪瀬㸦2014㸧
の◊✲である。川口は、この◊✲を「変㠉的・創㐀的◊✲」、すなわち、「『どうすべきか』『なぜそうすべきか』を㏣求する

◊✲」のうち、「事実の創㐀を㏻した理ㄽの変㠉・創㐀を⾜う◊✲」と位⨨付けている。提案する授業が「㎰業学⩦に⤒済

教⫱として捉え直し㸪厚生⤒済学㸻新古典派⤒済学の⤒済的ぢ方を㎰業学⩦に㐺用」し、子どもによる意思決定を中心に

授業を⤌み❧てている点をホ価する。実㝿、猪瀬㸦2014㸧は、新古典派⤒済学がむやみに市場に任せることを主張するも
のではなく、再分㓄政⟇に㔜点を⨨いているとして、「㎰業に㛵しても有効な政⟇提ゝがなされ㸪合理的で公正な思⪃判断

を促してきた」ことを㋃まえた上での授業提案を⾜っている。⤒済学は望ましい㈨源㓄分を⪃える学問分㔝であるという

本㉁に❧ち戻ると、この「合理的㸦ないしは効率性㸧」と「公正」は㑊けて㏻れないヰであるといえる。 
今回の模擬授業テーマと㠀常に㏆いものを扱った◊✲としては、田中㸦2016㸧が、㧗校2年生「政治・⤒済」「➨2⠇現
代♫会のしくみ㈈政のしくみと機⬟」の中で「消㈝⛯の㍍減⛯率の導入」を事例とし、▱㆑構成型ジグソー法を応用した

授業実㊶の⤂介がある。この授業では、「日本の消㈝⛯と㍍減⛯率導入の特徴や目的を明らかにし、㈇担と㓄分のど点から

♫会保㞀、所得の再分㓄について理ゎする」、「各国の消㈝⛯と㍍減⛯率についてその特徴を理ゎし、日本の消㈝⛯㍍減⛯

率の導入について、各国の方法と比㍑し⪃察する」、の2点を目的としている。この実㊶では、㍍減⛯率を取り上げている
ものの、一⯡的な▱㆑から㧗校生に㍍減⛯率について⪃えさえるという点が、本◊✲で⾜った授業と異なる。㧗校生が⮬

分の⪃えを持つ場合に、何かしらの理ㄽ的なよりどころがないと、感情的な意ぢになってしまう恐れがある。ここ最㏆、

先㐍ㅖ国で問㢟となっているポピュリズムはまさにこの問㢟であろう。今後有権⪅となる日本の㧗校生には、安易に扇動

されずに⮬分の意ぢを持ち、専㛛▱㆑に⿬付けされた判断を⾜うことが期待される。今回の授業では、㟂せ曲⥺という⤒

済学の専㛛▱㆑を理ゎさせた上で、㧗校生に⮬分の意ぢを⪃えさせているという点で、専㛛▱㆑に基づいた判断をするた

めの手助けになると⪃える。 
 
3. 模擬授業の概せ 

 
本⠇では、模擬授業の概せについてㄝ明する。 
 

3.1 授業位⨨づけ 
このㅮ⩏は、2018年度と2019年度にそれぞれ1回ずつ、㧗校の㐍㊰ガイダンスの一環として⾜われた。㛤催時期は㧗
校が夏休みに入った直後の 7月下旬である。内容については、ガイダンスのコーディネートを担当した業⪅からは「⤒
済学㒊の実㝿の授業内容・㞺囲気が感じ取れる模擬授業」で、「㐍㊰㑅択のきっかけとなるよう、生徒にわかりやすく、

より⯆味を持てる内容」で対応してもらいたい旨の㐃⤡を㡬いている。また、㧗校側より「商業㧗校という特徴から、⤒

済の基本ではなく、少しレベルを㧗くおヰしいただきたい」とのせ望もあった。㧗校生には大学のㅮ⩏の㞺囲気を▱っ

てもらうため、70分授業であり、㧗校生の模擬授業としては㛗めになっている。 
以上のせ望を受け、これらの模擬授業は、㧗➼学校公民⛉政治・⤒済⛉目の応用授業をイメージし、㧗校で学んでい

る内容から大学で学ぶ内容の橋渡し的な授業となるような内容とした。タイトルは、「㟂せを⪃える」であるが、具体的

には、①㟂せ㛵数の導出、②㟂せ㛵数の形状が㈈によって異なることを♧す、③㟂せ曲⥺の形状により増⛯が消㈝⪅の

利得に与える影㡪が異なる、④㍍減⛯率の有効性について⪃える、という流れで展㛤した。 
この授業の目的は、生徒に㟂せ曲⥺に㛵する⤒済学の専㛛▱㆑を㋃まえさせた上で、㍍減⛯率という㌟㏆な制度の是
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㠀をについて⪃え、⮬分なりに意ぢを持ってもらうことにある。 
 

3.2 模擬授業の対㇟㧗校生と商業科科目 
2018年度、2019年度とも、授業の対㇟は、北㝣の同一の公❧商業㧗校の2㸪3年生である。受ㅮ⪅の数は、2018年度
は2㸪3年生43名、2019年度は同33名である。受ㅮ⪅は商業⛉の生徒であり、商業⛉の⛉目には「ビジネス基♏」「ビ
ジネス⤒済」が含まれていることから、ほとんどの学生は、「㟂せ」「供⤥」「効用」といった⤒済学の専㛛用ㄒをすでに

▱っていた。 
ここで、商業⛉の⤒済⣔⛉目について♧す。商業⛉の⤒済⣔⛉目としては、「ビジネス基♏」と「ビジネス⤒済」「ビ

ジネス⤒済応用」が挙げられる。2018年度の学⩦指導せ㡿改ゞでは、「ビジネス⤒済」と「ビジネス⤒済応用」の一㒊が
「グローバル⤒済」という⛉目に、また、「ビジネス⤒済応用」の企業⤒営、ビジネスの創㐀に㛵する㒊分が「ビジネス・

マネジメント」に変更された。各⤒済⣔の⛉目について、概せを♧す。文㒊⛉学┬の平成22年「㧗➼学校学⩦指導せ㡿
ゎㄝ 商業⦅」より、「ビジネス基♏」の目標は、「ビジネスに㛵する基♏的な▱㆑と技⾡を⩦得させ㸪⤒済♫会の一員

としての望ましい心構えを㌟に付けさせるとともに㸪ビジネスのㅖ活動に㐺切に対応する⬟力と態度を⫱てる㸦P11、3
段ⴠ目囲み㒊分㸧」とある。この内容で、今回の授業と㛵㐃する㒊分は、「⤒済と流㏻の基♏」にある「⤒済の基♏」で、

ここで「土地㸪㈨本㸪労働力といった生産せ⣲の希少性㸪⤒済主体の役割㸪トレード・オフと機会㈝用及び生産・流㏻・

消㈝などの⤒済活動の循環について理ゎさせる。㸦P14、2段ⴠ、「ア ⤒済の基♏㸧」㸧」と明グされている。「ビジネス⤒

済」については、「ビジネスに必せな⤒済に㛵する基♏的な▱㆑を⩦得させ㸪⤒済の仕⤌みや概念について理ゎさせると

ともに㸪⤒済事㇟を主体的に⪃える⬟力と態度を⫱てる㸦P35、2 段ⴠ囲み㒊分㸧」という目標が掲げられる。この内容
で、今回の授業と㛵係するのは「㟂せと供⤥」の「㟂せの概念と㟂せの変化」である。その具体的な内容としては、「こ

こでは㸪㟂せの概念㸪価格や所得と㟂せの㛵係㸪㝈界効用の㏴減㸪㟂せの弾力性㸪所得効果及び代替効果について理ゎ

させる㸦P36、4段ⴠ㸧」とあり、これは、大学のミクロ⤒済学で学ぶ内容と㔜なる。2019年度のㅮ⩏では、ㅮ⩏で⤂介
する前から、学生から「㝈界効用㏴減の法則」とゝうゝⴥが⪺こえてきており、こういった▱㆑は「ビジネス⤒済」で

学⩦されているとわかる。ただ、㟂せの価格弾力性については扱っているが、㈈の✀㢮によって形状が異なることや市

場の余剰分析に㛵するㄝ明は、「ビジネス⤒済」の⠊囲外となっているようである。 
「ビジネス⤒済応用」の目標は「ビジネスに必せな⤒済に㛵する▱㆑を⩦得させ㸪⤒済♫会の動向について理ゎさせ

るとともに㸪サービス⤒済♫会に㐺切に対応する⬟力と態度を⫱てる㸦P38、3段ⴠ囲み㒊分㸧」とある。この⛉目の内容
には、今回の授業と㛵㐃する㒊分はない。平成30年改ゞ後の「グローバル⤒済」では、今回の授業と㛵㐃する㒊分とし
て「市場の役割とㄢ㢟」を扱っているが、この単元では、㟂せ曲⥺が登場するが、市場の均⾮分析が中心となり、㟂せ

曲⥺導出を扱っているわけではない。 
以上より、今回の体㦂授業を商業⛉⛉目に照らし合わせると、受ㅮした㧗校生にとっては「ビジネス⤒済」の延㛗上

にあるといえる。 
 

3.3 模擬授業の構成 
 以下、⾲㸯に模擬授業の構成を♧す。 
 
⾲㸯 模擬授業の構成 
目次 内容 2019年度変更点 
イントロダクション 目的、目次の提♧ 消㈝⛯増⛯が♫会保㞀㈝として使わ

れること、㍍減⛯率とはどのような制

度か、を最初にㄝ明した。 
⤒済学とはどのような学問分㔝か 望ましい㈨源㓄分を⪃える学問分㔝 

公平と効率の両方を⪃える必せ性 
 

㟂せとは何か   
消㈝⪅の㟂せ㔞の決定 㝈界効用㏴減から㟂せ曲⥺の導出 

㝈界効用㏴減を体感してもらうため、

ワークをしてもらった 

 

消㈝⪅余剰について 消㈝⪅の利得㒊分を消㈝⪅余剰とい

う 
 

㈈による㟂せの価格弾力性の㐪い 日用品は㟂せ曲⥺が垂直、ぜいたく品

は㟂せ曲⥺が水平になる 
家ィㄪ査と消㈝⪅物価指数より、さま

ざまな㈈の㟂せ曲⥺を♧した。 
消㈝⛯増⛯と㍍減⛯率 増⛯により価格が上昇すると、どのよ

うな㈈で消㈝⪅余剰の減少が大きい

かを⪃える 

㍍減⛯率を導入している先㐍ㅖ国の

国㝿比㍑を♧した 
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まとめ   
※授業は㉥木博文『コンパクトミクロ⤒済学➨2版』㸦新世♫㸧➨2❶、2017年を参照した。 

  
4. 模擬授業に対する㧗校生のコメント分析 

 
本⠇では、2018年度と2019年度のそれぞれについて、リアクションペーパーのコメントの内容をまとめた⤖果を♧す。 
 

4.1 2018年度模擬授業 
2018 年度模擬授業⤊了後のリアクションペーパーより、「本日のㅮ座を受けて特に大切だと感じたこと・分かったこと
➼があれば書いてください。」の欄にグ入された内容を㞟ィした⤖果を図㸯に♧す。 
 
図㸯 

 
 
 図㸯では多くの㧗校生がグ㏙していた内容㡰に♧している。回⟅⪅は 45 人である。一番多くの㧗校生が挙げていたの
が、「㍍減⛯率」㸦60.0%㸧、⥆いて「増⛯と㈈との㛵係」㸦55.6%㸧であり、本ㅮ⩏のメインテーマについて半分以上の学生
が⯆味を♧してくれたことがわかる。「㍍減⛯率」については「▱らなかった」という意ぢもあった。また、ㅮ⩏冒㢌でㄝ

明した、⤒済学とは「望ましい㈨源㓄分」㸦46.7%㸧を⪃える学問分㔝であること、⤒済学で政⟇を提ゝする㝿には「効率
性と公平性」㸦48.9%㸧の両方を⪃える必せがあるとㄝ明したことも、印㇟深く残っていたといえる。 
 以下、個別のコメントを取り上げる。 
この模擬授業の狙いは、単⣧に㟂せ曲⥺を導出するだけでなく、㟂せ曲⥺の傾きによって増⛯したときの♫会的余剰が

異なることを理ゎさせ、2019 年 10 月から導入される㍍減⛯率は効率性の側㠃からぢると望ましくないものである、と気
づかせる点にある。それによって、⤒済学の基♏的学⩦内容が実♫会と⤖びついていることを▱ってもらう。こちらの狙

いが奏功したと感じるコメントとしては、次のようなものが得られた。 
 
� 消㈝⛯の⛯収率と㟂せ曲⥺がこんなに密接に㛵係していることを初めて▱りました。普段当たり前に思っている⛯㔠

のことなどを、⮬分㐩の消㈝⾜動と一⥴に⪃えて、すごく㌟㏆に感じられておもしろかったです。 
� ⤒済学というものは、㞴しくあまり⮬分とは直接㛵係していない気がしていたけど、意外に㌟㏆にあふれていること

がわかりました。 
� 日用品などは消㈝⛯が引き上げられれば、より多くの⛯を得ることができるが、ぜいたく品などは消㈝⛯が引き上げ

られると、価格が今までよりも㧗くなるため⚾たちがぜいたく品を㈙う回数も減るのではないだろうか。そうなれば、

ぜいたく品から得られる⛯収が、増⛯前よりも減少することになり、消㈝⛯を10㸣に引き上げてもあまり⛯収は増え
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ないのではないだろうかと疑問に思った。 
 
 また、㝈界効用㏴減を理ゎさせるために、夏ということもあり、㧗校生にとっても㌟㏆なラクトアイス㸦具体的な商品

名を♧した㸧を㸯つ、㸰つと消㈝を増やしていった㝿の最大支払ってもⰋい㔠㢠をグ入してもらった。それに㛵するコメ

ントとして、 
 
� 例えば「㝈界効用」について、そういうことか㸟と分かりました。教⛉書では、㞴しく書いてあってよく分からない

ことを、実㝿に⮬分の❧場になると、とても分かりやすい、感じやすいと思いました。これから、勉強のやり方を変

えてみようと思いました。 
 
がある。 
 ㍍減⛯率については、増⛯1年前ということもあり初めて▱ったという声も多かった中、次のような意ぢも得られた。 
 
� 増⛯と㍍減⛯率にもいろいろな人の⪃えがあり政治家は大変なんだなと思いました。国民のためか、人のためかをし

っかりかんがえなければいけない。 
 
 国民も人も両方「人」ではあるが、おそらく、政⟇について、国の将来的な存⥆を⪃えて決定するのか、あるいは個々

人のことを⪃えて決めるのか、ということを⾲現したかったのではないか。 
 今回のㅮ⩏では、消㈝⪅の⾜動にのみ焦点を当てていたが、生産⪅にまで思いをはせた次のようなコメントもあった。 
 
� 消㈝⛯増⛯により消㈝⪅余剰は減っていき、生活必㟂品以外の商品は売れなくなっていくので、将来⾶㏥していく事

業が増えていくのではないかと思いました。 
 
 ⤒済学は望ましい㈨源㓄分を⪃える学問分㔝であると冒㢌にㄝ明したが、 
 
� 学びの目的として、人々の生活を㇏かにすることが掲げられており、㇏かな生活の定⩏は何だろうと疑問に思いまし

た。 
 
という、こちらが⪃えさせられるようなコメントもあった。 
 すでに「ビジネス⤒済」➼で学んでいた内容であるため、次のようなコメントもあった。 
 
� 今まで⤒済学というのはィ⟬とかだと思っていました。今まで㸦㧗校名㸧で授業で受けてきたことが⤒済学なのだと

わかりびっくりしました。 
� 㧗校の授業でやったようなことをさらに学ぶことができ、ためになることをたくさん学ぶことができた。 
� 商業⤒済検定で⤒済のことは少し勉強していましたが、今回の授業でよりヲ⣽に▱れてよかったです。 
 

2018年度模擬授業では、人㛫にとって何が一番大事かというエピソードをヰした。これは、とある地㖟㢌取がㅮ演の場
で、「人㛫にとって大事なものは、ⱝい人は愛とかいうが、実㝿は命の次に大事なのはまずお㔠だ」、とゝっていたことを

⤂介したものである。それを受けて、コメントとして 
 
� 人㛫にとって大事。1位命、2位㔠。 
 
というものもあった。⣽かいところまでよくヰを⪺いてくれているという印㇟を受けた。 
 2018年度は「本日のㅮ座を受けてもっと▱りたかったことがあれば、書いてください。」という欄もあった。こちらの回
⟅は任意であったが、45名中24名のグ入があった。そこでの内容をまとめると、図2のようになる。 
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図2 

 
 
 図 2より、供⤥についても▱りたかったという意ぢが最も多かった。これはすでに㧗校の授業で⤒済学について学んで
おり、⤒済が㟂せと供⤥から成り❧つことを▱っているためであろう。また、㍍減⛯率の㈶否両ㄽにどのようなものがあ

るか、㍍減⛯率を採用する㈈の根拠は何か、㍍減⛯率の問㢟点は、といった㍍減⛯率に㛵係するものも多くぢられた。併

せて増⛯の㈶否両ㄽについてもヲしく▱りたいという声もあった。 
 特に、㍍減⛯率により作業が」㞧になる点については、 
 
� ㍍減⛯率によって、外㣗の場合とテイクアウトの場合で⛯率が変わるとき、お店側の人㐩からしたらややこしくなら

ないのかなと不思㆟に思いました。 
 
という意ぢがあった。 
 増⛯については、 
 
� 以前、消㈝⛯が5㸣から8㸣に引き上げられたが、⚾たちの生活が㇏かになるような変化はあまりぢられなかったが、

10㸣にさらに引き上げられたらどうなるのか気になった。 
 
という意ぢが得られた。 
 一方で、今回の模擬授業の内容に物㊊りなさを感じたという以下のような意ぢもあった。 
 
� もう少し深堀りしたヰを⪺きたかった㸦9割ほど「ビジネス⤒済」で学⩦したので・・㸧 
 
 ☜かに、3.1⠇で♧したように、商業㧗校のビジネス⤒済の内容は、公民⛉の政治・⤒済⛉目以上に、今回の授業と内容
が㔜なる㒊分が多い。 
 また、 
 
� 日本以外の国がどのように消㈝⛯をかけて効率よく公平に⛯㔠を㞟めているのかが気になりました。 
� 生活保ㆤの㔠㢠や、年㔠などは増⛯によってどんな影㡪がありますか㸽 
 
という意ぢもあり、国㝿比㍑、増⛯と♫会保㞀との㛵係についてもㄝ明が必せであったと反┬した。これらの反┬点は 2019
年度の体㦂授業で活かした。 
 
4.2 201�年度模擬授業 
本⠇では、2019年度の模擬授業のリアクションペーパーの内容について♧す。2019年度は 2018年度とリアクションペ
ーパーの㡯目がやや異なっており、上半分はメモ欄、下半分は「本日のㅮ座を受けて特に大切だと感じたこと・分かった

こと➼があれば書いてください。」となっている。ここでは、2018年度のリアクションペーパーと同じ㉁問㡯目であるこの
後半㒊分についてまとめるが、2018年度はメモ欄が無かったため、「本日のㅮ座を受けて特に大切だと感じたこと・分かっ
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たこと➼」をグ㏙する欄に⟠条書きでㅮ⩏の内容を♧すケースが少なからずぢられたが、2019年度はほとんどの学生が文
❶で感想文的にグ入していた。 
図 3に、「本日のㅮ座を受けて特に大切だと感じたこと・分かったこと➼があれば書いてください。」の欄にグ入されて
いた内容を㞟ィした⤖果を♧す。 
 
図3 

 
 
 2019年度では、コメント欄で最も取り上げられた内容は「消㈝⛯増⛯」㸦66.7%㸧、⥆いて「効率性と公平性」㸦60.6%㸧で
あった。「㍍減⛯率」も54.5%で上位である。今回、「増⛯と㈈との㛵係」や「望ましい㈨源㓄分」「㟂せ曲⥺」「㝈界効用㏴
減」といった、専㛛的な内容についてあまりグ㏙が無かったのは、印㇟に残らなかったから、というよりは、リアクショ

ンペーパーの形式が変わり、これらの専㛛用ㄒについてはメモ欄にグ入し、「大切だと感じたこと・分かったこと➼」欄に

はこれらを㋃まえて⮬分なりに体㦂授業の内容を消化した上でのグ㏙を⾜ったことが大きく影㡪していると⪃えられる。 
 以下、個別のコメントから主なものを引用する。 
 まず、⤒済学を㌟㏆に感じてもらえたことが実感できるコメントに次のようなものがあった。 
 
� ⤒済学の授業をはじめて受けましたが⮬分の㌟㏆にあることからも学ぶことができて楽しかったです。 
� ⤒済学を学びたいと思っていてもあまりㄪべようとしていなかったのでこれからは新⪺やニュースをみたりしても

っと⤒済について▱っていきたいと思いました。 
� ㌟㏆なできごとを⤒済学で▱ることができて楽しかった。増⛯の理由を深く⪃えたことはなかったが、今日のㅮ⩏を

㏻して政治についても⯆味がわき、政治と⤒済学はつながっているんだと▱った。 
� ⤒済学とはとても㞴しそうにぢえて、実㝿の♫会に㛵㐃がとても強いので、勉強を徐々にしていくにつれて、テレビ

でやっているようなニュースも少しずつ、理ゎできるようになって楽しそうだなと思いました。 
 
以上のグ㏙より、2018年度に比べ2019年度の方が、⤒済学と実㝿の♫会とのつながりについて、強く感じたとするコメ
ントが目❧つ。取り上げた消㈝⛯増⛯が、目前に㏕っていたことも影㡪していると予想される。 
今回は、消㈝⛯が何に使われるのか、という点について、♫会保㞀と⛯の一体改㠉についてもゐれたが、この点につい

ても次のようなグ㏙があった。 
 
� 消㈝⛯増⛯がなぜ⾜われるのかをまず▱らなかった。 
� 消㈝⛯が増⛯するのは▱っていましたがそれが何につかわれるかは▱らなかったし㍍減⛯率というゝⴥは⪺いたこ

とがあってもどんなものなのか▱らなかったので今回学ぶことができてよかったです。 
� 増⛯の理由を深く⪃えたことはなかったが、今日のㅮ⩏を㏻して政治についても⯆味がわき、政治と⤒済学はつなが

っているんだと▱った。 
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� 国の♫会保㞀を⥔持するためには、消㈝⛯の増⛯は⚾も必せだと思います。 
� 消㈝⛯10%にするのは今まで㈶成意ぢではなかったけど、今日のㅮ座を⪺いて♫会保㞀のためなので理ゎすべきだと

ぢ直しました。 
� 消㈝⛯が10%に上がることは▱っていたけど、使い㐨までは▱らなかったです。 
� 消㈝⛯が上がるということだけ▱っていたので、♫会保㞀の⥔持に使われることに㦫きました。 
 
 ㈈によって異なる㟂せの価格弾力性についてゐれたコメントは、2019年度は少なかったが、次のようなものがみられた。 
 
� たばこや㓇などの体に悪いぜいたく品も増⛯してもあまり消㈝㔞が変わらないことに少しショックを受けました。そ

れらの消㈝㔞を減らすためには、どのようなことが必せなのかなと⪃えるきっかけになりました。 
 
 2018年度のㅮ⩏の内容を㋃まえて、2019年度は消㈝⛯や㍍減⛯率の国㝿比㍑の⾲も提♧したが、これに対して⯆味を♧
したコメントもあった。 
 
� 国㝿比㍑をした⤖果、国の㛫でも効率性、公平性の価値ほの㐪いが生じているということも▱ることができた。 
 
 ⤒済学と政⟇決定との㛵係については、次のようなコメントがあった。 
 
� どれだけ増⛯しても、制度を変えても全員が⣡得することができない中で、多くの人に㈶成してもらえるような⟅え

を出さなければいけないのは大変だと感じました。 
� 効率性を㔜どすると、日用品を増⛯した方が⛯収が得られるという⪃え方になるけど、公平性を㔜どすると日用品を

増⛯すると所得が少ない人の㈇担が大きいという⪃え方になるというのが分かり、多くの人の意ぢを㋃まえて、効率

性と公平性を⪃えることが大切だと感じました。 
 
 この点は政⟇を提ゝする㝿の㞴しいㄢ㢟である。また、ㅮ⩏の中でも少しゐれたことではあるが、 
 
� ㍍減⛯率などの対⟇も公平性、効率性などいろいろなゅ度からぢて、ただ受け入れるだけでなく、⮬分なりの⪃えを

もつことが大切なのだと思いました。 
� 今日、ㅮ座を受けて、一番印㇟に残ったことは、先生が「大学では⟅えの定かではないものを学ぶ機会が増える」と

おっしゃったことです。基♏▱㆑を持ったうえで、それを応用して⮬分なりの⪃えで⟅えを出す、これが大学でする

ことなのだと分かりました。 
� 基♏学力を㌟に╔けた上で、⮬分の意ぢを持つことが大切だと学びました。⟅えがないものをどうやって人に⮬分の

⪃えを⣡得させるのかが㔜せだということも分かりました。 
 
というコメントもあった。大学での学びには正しい⟅えが無いものもあり、専㛛▱㆑を㋃まえて⮬分なりの意ぢを持つこ

とが大事なのだというヰをしたが、このメッセージがしっかりと伝わっていることを感じた。前㏙したように「学⩦指導

せ㡿」には、公民⛉の性㉁として、「正ゎが一つに定まらない現実♫会にぢられる」㞧なㄢ㢟を把握し㸪ㄢ㢟を㏣✲したり

ゎ決に向けて構想したりする学⩦に取り⤌む」とのグ㏙があり、大学の学びだけでなく、㑅挙権が18歳以上となったこと
を受けて、有権⪅となる㧗校生に対しても授業でそのような意㆑をもってもらうように働きかける必せ性を感じた。 
 授業の内容を㋃まえた上で、政⟇に対する個人の⪃えを㏙べた学生もいた。 
 
� 今の日本に増⛯は必せかとゝわれると少し疑問です。公平さや効率を㔜どするのは消㈝⪅の利得のためという点では

増⛯に同意しますが、政府のあまりお㔠をかけなくてもⰋいところにお㔠をかけていて、そのせいで⮬分㐩の㈇担が

増えるのはあまり同意できません。例えば、㧗㱋化が㐍んでいるからといって⚟♴にお㔠をかけるより、未来ある子

供㐩にお㔠をかけたほうが効率の㠃でもいいと思うからです。 
� 消㈝⛯を増⛯するのは少子㧗㱋化への対⟇の㸯つだとわかりました。でも少子㧗㱋化を止めることは無理だと思いま

す。8%になっても10%になってもそこまで大きくは変わらないし、また12%、14%と増えていくと思います。⮬分か
らの次の世代に㈇担がかかってしまうので、それなら外国の国みたいに消㈝⛯を20%にして対応したり大きな変化を
しないと国は変わらないと思います。 

� ㍍減⛯率は効率という点ではぜいたく品の⛯率をそのままで生活用品の⛯率を下げるのはあまり効率がⰋいことと

はいえないが、低所得⪅の公平性を⪃える点ではとても有効な手段だと⚾は思います。 
� ⮬分は㍍減⛯率は必せだと思いました。理由は、全て増やすと、消㈝⪅からの不満とかが多くなるから、㏨げ㐨の㸯

つ2つは必せだと思うからです。 
 
模擬授業の中で、これらの意ぢを発⾲してもらう機会をタけられなかったことが残念である。 
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4.3 両年の比㍑ 
まず、両年のリアクションペーパーより、「大切だと感じたこと・分かったこと」としてグ㏙されていたことは、パーセ

ンテージが㧗い㡰に、2018年度は「㍍減⛯率」㸦60.0%㸧、「増⛯と㈈との㛵係」㸦55.6%㸧、「効率性と公平性」㸦48.9%㸧、「望
ましい㈨源㓄分」㸦46.7%㸧、「㟂せ曲⥺」㸦42.2%㸧となっており、2019 年度は「消㈝⛯増⛯」㸦66.7%㸧、「効率性と公平性」
㸦60.6%㸧、「㍍減⛯率」㸦54.5%㸧、「増⛯と㈈との㛵係」㸦24.2%㸧であった。いずれの年も、「㍍減⛯率」「効率性と公平性」
は多くの学生が上げていたことがわかる。また、両年でリアクションペーパーの書式が異なり、2018年度は「大切だと感
じたこと・分かったこと」の欄に⟠条書きで授業の内容をメモするために利用した生徒が多かったためか、まんべんなく

授業で取り扱ったキーワードがグ入されるという傾向がぢられた。2019年度は、授業の感想文としてグ㏙する傾向がぢら
れ、そのような中、㌟㏆に㏕った消㈝⛯増⛯について㍍減⛯率とセットでグ㏙する生徒が多かったといえる。いずれの年

も「㍍減⛯率」は半数以上の学生がグ㏙している。今回の授業のタイトルは「㟂せを⪃える」であるが、最⤊的に㟂せ曲

⥺の形状が消㈝⪅余剰に与える影㡪を理ゎした上で、㍍減⛯率について⪃えてもらいたい、というこちらの意図は伝わっ

たと感じる。 
両年とも⤒済学のヰが、消㈝⛯や㍍減⛯率といった⮬分㐩の㌟㏆なことにつながっている点について㦫きと学び甲斐を

感じたというコメントがぢられた。また、供⤥についても学びたい、㍍減⛯率の根拠は何か、国㝿比㍑についての⯆味な

ど、さらに▱りたい内容、学びたい内容についてのコメントもあったことから、学生は⤒済学での学びと実♫会との㛵㐃

についてより強く⯆味を持っていることがわかる。公民⛉政治・⤒済⛉目は、まさに実㝿の⤒済♫会について学ぶ学問分

㔝であり、授業でも実♫会に㛵㐃付けたㄝ明を意㆑して増やすことで、㧗校生が一層⯆味を♧してくれるのではないか。 
 
5. むすび 
本◊✲では、商業㧗校生向けの⤒済学の模擬授業の内容を⤂介し、リアクションペーパーをまとめることで、この授業

を㧗➼学校公民⛉政治・⤒済⛉目の一つとして提案するものである。授業のテーマは「㟂せを⪃える」であり、㟂せ曲⥺

の導出から、㈈によって増⛯による消㈝⪅余剰の減少が異なることを♧した上で、㍍減⛯率について⪃えさせた。授業は

2018年度と2019年度に⾜った。いずれの年も受ㅮした多くの㧗校生に、「㍍減⛯率」「効率性と公平性」が印㇟に残った
ことが♧された。また、グ㏙の内容から、⤒済学の学びが実♫会につながっていることについて改めて感じたとするコメ

ントもほ察された。文㒊⛉学┬学⩦せ㡿による、㧗➼学校公民⛉⤒済・♫会の「正ゎが一つに定まらない現実♫会にぢら

れる」㞧なㄢ㢟を把握し㸪ㄢ㢟を㏣✲したりゎ決に向けて構想」し、「現実♫会のㅖㄢ㢟のゎ決⟇を構想し㸪それを⾲現

して他⪅に伝え意ぢを取りまとめて合意を形成していくことができる㈨㉁・⬟力を⫱成」するという⛉目の性㉁を㋃まえ

ると、今回の授業はこれらの性㉁を満たしており、が政治・⤒済⛉目の1つとして提案することができる。特に、⤒済学
の専㛛▱㆑を理ゎした上で⮬分の意ぢを持つ、という目的の㐩成が可⬟である。 
今回の模擬授業は 70 分と㏻常の㧗校の授業よりも㛗く、また内容も盛りだくさんであり、ㅮ⩏形式で⾜われたが、こ
の内容を分割し、㟂せの価格弾力性の例について時㛫をタけて⪃えさせたり、㍍減⛯率についてディスカッションしても

らう時㛫をタけたりすると、より理ゎが深まる授業になるのではないか。分割することで、今回の授業で生徒から出され

た㉁問に対しても、回⟅することも可⬟となる。 
㏆年、先㐍ㅖ国では、ポピュリズムiiの台㢌が問㢟どされている。㑅挙権年㱋の18歳への引き下げられたことを㋃まえ、
日本のⱝ⪅に対しても、感情的にならずに専㛛▱㆑に基づいた構成な判断ができる力を㣴う授業の実現が望まれる。田中

㸦2015㸧、山本㸦2016㸧でも♧されるように、㏆年の実㊶◊✲では、公民⛉政治・⤒済⛉目を扱ったものが少ない。しか
し、公民⛉政治・⤒済学⛉で学ぶ公平性や効率性、⛒⛯や♫会保㞀の問㢟は、㑅挙の焦点となることの多いテーマであり、

専㛛▱㆑に基づき、日本の将来もぢ据えた上での各⮬の㈐任ある判断が必せとされる。今回提案した授業を実㝿の政治・

⤒済の授業として活かし、多くの㧗校生に、⟅えのない問㢟を⮬分で⪃えることの導入としてもらいたい。 
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ダイナミック・ケイパビリティとポジショニング・アプローチ 

 

田中 晴人 

 

Dynamic Capabilities and Positioning Approaches 
 

Haruto TANAKA 
 

要  約 

 本稿は、⚻営戦略分㊁で注目を㓸めているダイナミック・ケイパビリティ⺰に㑐して、競争戦略⺰や⾗源ベース・アプ

ローチとの㑐ㅪで登場してきた⢛景やその特⾰・性⾰について代⴫的な研究⠪の⠨え方に沿って⠨察した。また、ポータ

ーの競争戦略⺰における㧡つの競争ⷐ因や㧟つの基本戦略といった⠨え方に対して向けられたダイナミック・ケイパビリ

ティ⺰の研究⠪による批判点について検⸛した。 

 

キーワード：ダイナミック・ケイパビリティ、⾗源ベース・アプローチ、ポジショニング・アプローチ、⚵❱⢻力 

 

 

１． はじめに 

 

ㄭ年「ダイナミック・ケイパビリティ」が注目を㓸めている。この⠨え方は、⾗源ベース・アプローチにそ

の⿠源をたどることができるものである。⾗源ベース・アプローチでは当初、有効な⾗源の属性に㑐する研究

がⴕなわれていたが、研究がㅴむにつれて⾗源と⠨えられているもののなかには、例えば土地のようにそれ⥄

りでは何も生み出すことができないものがある一方で、ヒトが持つ⢻力もそれ⥄体では何も生み出さないもの

の、さまざまな⾗源をうまく⚵み合わせて利用することによって、新しい価値を生み出す働きがあるものとが

ある。ここから、⾗源と⢻力とを分けて⠨え、後⠪がもつ特性についての研究が始まった。 

しかも、急ㅦにㅴ展する技ⴚ㕟新やグローバル・レベルでㅴむ企業㑆競争、さらには昨今の不ㅘ明な社会環

境など、企業を取り巻く環境はますます混沌の度合いを㜞めているように思われる。こうした環境下における

企業⚻営においては、⢻力に㑐していえばスタティックな対応では新たな環境のもとで⿠きるⶄ㔀かつ困㔍な

変化にも機敏に対応していくことが困㔍になり、新たな⢻力が必ⷐ不可欠になってきていると⠨えられる。こ

うした今日の企業の周ㄝで⿠きている問㗴が、同じように優れた⢻力が求められているといっても、それはス

タティックなものというよりも、日々変化する環境にㆡ応していけるようなダイナミックなものが求められて

きているということになる。 

本稿では、こうした急激・急ㅦに変化する環境に企業が対応していくために必ⷐなダイナミック・ケイパビ

リティについてみる。 

 

２． 経営戦略論の推移 

 

⚻営戦略⺰における代⴫的な理⺰を振り㄰ってみる時、ポーターによって提唱された「競争戦略⺰」とその後に登場し

た「⾗源ベース・アプローチ」とは対照的な⠨え方といえる。ポーターの⠨え方は産業⚵❱⺰に基礎をおき、「㧿㧔Structure;
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市場構ㅧ㧕㧙㧯㧔Conduct;市場ⴕ動㧕㧙㧼㧔Performance;市場成果㧕」パラダイムに依拠して構▽された理⺰であった。

すなわち、市場構ㅧが市場ⴕ動をⷙ定し、市場ⴕ動が市場成果をⷙ定するという⠨え方である。そこでは、種々の産業

㑆における企業の利益率の㆑いを、それぞれの産業の市場構ㅧの㆑いに⿠因するものとしてとらえていた。そのため、ポ

ーターは⥄社が所属する業界を徹底的に分析することの必ⷐ性を強⺞していた。㧝 

ところが、ルメルトがⴕった実⸽研究の⚿果では、企業㑆の利益率の㆑いは、市場構ㅧによるのではないことが明らか

にされた。同じ産業に属する個々の企業における利益率のバラツキの方が、産業ごとの平均的な利益率の㆑いよりも大き

いことが⸽明されたのであった。このことは、ポーターが基礎においていたような個々の企業㑆で利益率の差異が生じて

いることの原因が、市場構ㅧの特性では⺑明できないことを示唆していた。この時点で「実⸽研究に基づいて、企業の持

⛯的競争優位の源泉を企業外ㇱの市場特性に求めるⷞⷺには㒢界があることが、一⥸的に⹺⼂される」㧞に⥋ったのであ

る。 

では、ルメルトの実⸽研究の⚿果が示していたものは何だったのか。その答えについては、1980年代中㗃から研究の⪚

⧘がみられていた「⾗源ベース・アプローチ」によって研究が㊀ねられていた、個々の企業がもっている独⥄の⚻営⾗源

に注目する⠨え方であった。この⠨え方を代⴫する一人であるバーニーは、企業の強み・弱みに㑐するそれまでの研究に

ついて、①企業固有⢻力に㑐する伝⛔的研究、②リカード⚻済学、③企業成㐳の理⺰という㧟種㘃の研究について振り㄰

った。㧟㧝番目の企業固有⢻力に㑐しては、⚻営⠪や⚵❱リーダーシップを、㧞番目のリカード⚻済学では⚻済レント

㧔economic rent㧕と呼ばれる「ある生産ⷐ⚛の投入を⺃発するのに最低㒢必ⷐな㗵を⿥えて、その生産ⷐ⚛を保有して

いる⠪に対して支払われるもの」㧠について⚫介している。そして、㧟番目の企業成㐳の理⺰においては、ペンローズの

主⪺である“The Theory of the Growth of the Firm㧔㇌㗴㧦企業成㐳の理⺰㧕”で⺑明していたように、企業が成㐳・

発展するプロセスについて、⚵❱との㑐ㅪから企業が保有している種々の⚻営⾗源に注目して研究し、企業を「生産⾗源

㧔⚻営⾗源の意味㧕の㓸合体」と定⟵づけるとともに、⾗源については「ヒトの用役㧔サービス㧕」、「生産⸳備や⾗㊄に

代⴫される狭⟵の⾗源」、「⚵❱的学⠌をㅢじて獲得される知⼂、技ⴚ、ブランド・イメージなど」という㧟種㘃からなる

ものとし、特にサービスに㑐しては「企業家的用役」、「管理⠪的用役」、「業務執ⴕ用役」に分けて分析するとともに、⾗

源が増殖するのは⚵❱に依存するのであり、反対に⚵❱の拡大・成㐳は⾗源に依存するという⠨え方についてㅀべた。特

に、⾗源ベース・アプローチでは、ペンローズの⠨え方が大きな影㗀を及ぼしていると⸒われている。その上で、バーニ

ーは「企業ごとに異⾰で、ⶄ⵾に多㗵の⾌用がかかるリソース㧔⚻営⾗源㧕」に注目して㨂㧾㧵Оフレームワークという

⠨え方を提示し、そこでは持⛯的競争優位の源泉となる⾗源の性⾰として、①有価値性、②稀少性、③模倣困㔍性、④㕖

代替可⢻性という㧠つの性⾰について指摘している。㧡 

こうした⚻営⾗源を㊀ⷞするという⾗源ベース・アプローチの研究が⫾積されるなかで、グラントは⚻営戦略について、

「外ㇱ環境から生ずる機会に企業の⾗源と⢻力をㆡ合させること」㧢と定⟵づけたが、この⠨え方に従えば、⾗源につい

ては、「外ㇱ環境から生ずる機会を活かすための⚻営戦略を策定するに㓙して、⢻力をㆡ合させるもの」となり、「⾗源」

と「⢻力」とを区別して⠨えることの㊀ⷐ性を指摘した。グラントは、企業の⾗源については「有形⾗源」、「無形⾗源」、

「人的⾗源」という区分でとらえ、これとは別に、それらの⾗源を有効に活かすものとして「⢻力」を⠨えた。㧣特にグ

ラントは⢻力、とりわけ⚵❱として共有する⢻力である⚵❱⢻力について、それ⥄体では生産的なものではないものの、

作業をㆀⴕしていくためにいろいろな⾗源が一✜に協働作業していくことが必ⷐであり、その協働作業を⛔一的に指揮し

ていく上での⚵❱⢻力の㊀ⷐ性について指摘している。㧤次ページは、具体的に㊀ⷐな⚵❱⢻力とグラントが⠨えた⢻力

を⡯⢻別に例示したものである。 

⚻営戦略⺰、とりわけ⾗源ベース・アプローチにおいては、持⛯的競争優位の源泉としてその企業固有の「⚻営⾗源」

に着目したが、そこでは当初はどのような⾗源の性⾰が持⛯的競争優位の源泉として有効であるのかという問㗴の⸃明に

主眼が⟎かれた。しかし、グラントが「⾗源」と「⢻力」を分けてとらえることを提唱して以㒠、効果的に⚻営⾗源を⫾

積するばかりでなく、⫾積した⾗源をいかに活用すればよいのか、あるいは改善すればよいのかといった、⚵❱と深くか

かわる問㗴が注目されることになってきた。こうした⠨え方は「⢻力ベース・アプローチ」と呼ばれている。そして、こ

の段㓏で㊀ⷞされたのが、⚻営⾗源を活かすための⚵❱的な取り⚵みである⚵❱的な⢻力であり、グラントは、「欲する

成果を得るため、企業の⾗源を展㐿する⢻力」㧥として⺑明し、それを⚵❱⢻力と呼んだ。 
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⴫㧝 ⚵❱⢻力の⡯⢻別分㘃 

 

㧔出典㧕㧾.㧹.グラント⪺㧔加瀬公夫⸶㧕『グラント 現代戦略分析』中央⚻済社㧔p.185㧕 

 

さらに、⚻営⾗源を効果的に活用していくための⢻力の性⾰について、それをすでに⚫介した⢻力ベース・アプローチ

ではスタティックなものと⠨えていたが、果たしてそれで十分なのかどうかといった⼏⺰が登場してきた。そのひとつの

きっかけとしては、バートンによる硬直性㧔コア・リジディティ㧕の指摘があった。これは、ある時点で競争優位を持っ

ていた⚵❱⢻力がそのままの形で変化することがなかった場合、特に企業を取り巻く環境が変化し、新たな局㕙をㄫえた

場合には㒖害ⷐ因になると⠨えられたのであった。すなわち、⢻力ベース・アプローチにおいて⠨えられていたような⚵

❱⢻力については、それが環境の変化に対応しない、あるいはできなくなった場合にはその企業にとって㒖害ⷐ因になっ

てしまう可⢻性が㜞いことから、⚵❱⢻力を㊀ⷞする点では変わらないものの、環境の変化に対応して⥄らの⚵❱⢻力も

それに合わせて変化していくべきであるというダイナミック・ケイパビリティという新しい⠨え方が登場してきた。ここ

では、⚵❱⢻力について、「激しい環境変化に対応して、あるいはそれを先取りして⥄社の⚻営⾗源の活用パターンを常

に問い直し、必ⷐとあれば積極的に更新していくという側㕙」㧝㧜を㊀ⷞした⠨え方であった。 
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３． ダイナミック・ケイパビリティ概念 

 

 このように、ダイナミック・ケイパビリティという⠨え方は、ポーターに代⴫されるポジショニング・アプローチに対

する新しい⠨え方として登場した⾗源ベース・アプローチの発展的な位⟎付けといえる。すなわち、⚻営戦略に㑐する理

⺰においては、ポーターが提唱したような企業の外ㇱである市場を㊀ⷞし、そこでの⥄社にとって有利な位⟎を求めるポ

ジショニング・アプローチに対して、持⛯的な競争優位の源泉をその企業⥄りがもつ独⥄の⾗源に求める⠨え方であり、

それはやがて⢻力㧔⚵❱⢻力㧕の㊀ⷐ性へと発展していった。 

 そこで、ダイナミック・ケイパビリティの概念に㑐してㅀべている代⴫的な例についてみてみる。最も早い時期に示さ

れたティースら㧔1997㧕においては「企業の内ㇱや外ㇱのコンピタンスを⛔合・構▽・再㈩⟎し、企業を取り巻く急ㅦな

環境変化に対処するための⢻力」㧝㧝とされていた。⾗源、とりわけその中でも⢻力を対⽎とし、それが環境変化に対応し

てさまざま⾗源をそれぞれの環境に応じて⚵み替えていくということが分かる。さらにアイゼンハートとマーチン㧔2000㧕

では、ダイナミック・ケイパビリティを「企業が市場の変化にㆡ合していくという目的、さらには市場変化を創ㅧしてい

くために、⾗源を利用する様々なプロセス」㧝㧞とより一層積極的な意味づけがなされていた。ヘルファットらが指摘して

いるように、ここではダイナミック・ケイパビリティを⚵❱プロセスとしてとらえ、「⵾品㐿発のルーティン、提携・⾈

収のケイパビリティ、⾗源㈩分のルーティン、知⼂移ォ・ⶄ⵾の移ォのルーティンといったプロセス」㧝㧟として、さらに

は、市場の変化を創ㅧするという㕙をも含めている。さらにティース㧔2007㧕においては、「企業独⥄の⾗産ベースを⛮

⛯的に創ㅧ・拡張・改⦟・保⼔し、価値ある状態に⛽持するために利用される」㧝㧠ものとしてとらえ、ダイナミック・ケ

イパビリティを、①機会・⢿威を感知・形成する⢻力、②機会を活かす⢻力、③企業の有形・無形⾗産を向上させ、⚿合・

保⼔し、必ⷐ時には再構成することで競争力を⛽持する⢻力㧝㧡というようにより⹦⚦に示している。ここで、機会・⢿威

を感知・形成する⢻力、すなわち新しい機会の感知・形成とは、♖査、創ㅧ、学⠌、⸃㉼の活動のことである。㧝㧢また、

機会を活かす⢻力、すなわちひとたび新しい機会を感知したならば、㐿発と商業化の活動のために必ⷐとなる投⾗が必ⷐ

になる。㧝㧣そして、企業の有形・無形⾗産を向上させ、⚿合・保⼔し、必ⷐ時には再構成する、すなわち、技ⴚや市場機

会を特定し、技ⴚや⵾品の属性をㆡ切にㆬ択して新しいビジネス・モデルをデザインするだけでなく、⽷務的⾗源を投⾗

機会にコミットさせていくことによって、企業レベルでの⾗源や⾗産の増加をもたらすことになる。こうした持⛯的に収

益性を㜞めていくために必ⷐと⠨えられたのは、⾗産や⚵❱構ㅧを再⚿合・再構成するための⢻力である。㧝㧤ティースが

ㅀべていたのは、変化が急ㅦなグローバル競争の下でのビジネス環境においては、イノベーションや⵾ㅧの源泉は、地理

的ばかりでなく⚵❱的にも拡散しているために、このような環境のもとで企業が持⛯的な競争優位を⛽持するためには、

独⥄のⶄ⵾困㔍なダイナミック・ケイパビリティをもつことの㊀ⷐ性を意⼂してのことであった。 

 さらに、こうした先ⴕする研究にそって、ヘルファットらは、ダイナミック・ケイパビリティについて「⚵❱が意図的

に⾗源ベースを創ㅧ、拡大、修正する⢻力である」㧝㧥と定⟵した。一⷗すると、㕖常にシンプルな定⟵であり、ヘルファ

ットらもこのようなたった一つのフレーズだけでダイナミック・ケイパビリティの㊀ⷐ性についてすべて⴫していると

は⠨えていないようであるが、ここで使われている「⾗源ベース」、「⢻力」、「意図的」という⸒⪲には種々の意味

がㄟめられているという。ヘルファットらは、まず、「⾗源ベース」という⸒⪲について、①⚵❱の「⾗源ベース」

という⸒⪲には、⚵❱が所有し、コントロールの対⽎として優先的にアクセスすることが可⢻なケイパビリティに加えて、

有形・無形・人的⾗産も含められていること㧔グラントの⠨えを想⿠㧍㧕、②⚵❱はその⾗源ベースの構成ⷐ⚛として⾗

源やケイパビリティを所有する必ⷐはないこと、③実㓙に所有していない多くの他の多くの⾗源・ケイパビリティに対し

て優先的にアクセスが可⢻こと、の㧟点を付け加えている。また、「⢻力」という⸒⪲についても、①それは「少なくと

も最低㒢うけいれられる仕方であるタスクを実ⴕできる力㊂」を意味するため、⚵❱がダイナミック・ケイパビリティを

もっているということは、そのことが最低㒢の満⿷がえられるような何らかの仕方で⾗源ベースを変えることが可⢻であ

ること、②ダイナミック・ケイパビリティが実ⴕする機⢻は反復が可⢻で確実に実ⴕできること、を意味しているという。

さらに「意図的」という⸒⪲にも、ダイナミック・ケイパビリティが「ある程度の明確な意図を反映していることを示唆」
㧞㧜しているという。ヘルファットらはさらに付け加えて、ダイナミック・ケイパビリティの探⚝とㆬ択という側㕙をも勘

案しているとㅀべている。 
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 このように、ダイナミック・ケイパビリティ概念は、一方では次第にその内容の深化が明確になるとともに、他方では

カバーする▸囲が拡大するとともに、より抽⽎性が増してきているともいえる。しかし、ダイナミック・ケイパビリティ

が、急ㅦに変化する企業環境下、より困㔍さを増している企業⚻営にとって、優れたパフォーマンスを㐳期的に持⛯可⢻

なものにしていくために必ⷐかつ㊀ⷐな問㗴であることは⺰を待たない。とりわけ、ティースが示していたように、今日

みられるような急ㅦに変化するグローバルな競争下におけるビジネス環境では、柔エかつ的確に対応し㐳期的なパフォー

マンスを⛽持・向上していくためには、ここでㅀべられているようなダイナミック・ケイパビリティは欠くことができな

い⾗源㧔ⷐ⚛㧕と⠨えられる。 

 

４ ダイナミック・ケイパビリティからみたポジショニング・アプローチ 

 

㧠㧚㧝 㧡つの競争ⷐ因に対する批判 

 ティースは、新しい機会や⢿威を感知・形成する⢻力に㑐するㇱ分で、ポーターがよい戦略について、それは㝯

力的な産業をㆬ択し、競争から保⼔されるように⥄社をポジショニングしていくことであるとㅀべていることを批

判している。このことについて少し⠨えてみたい。 

 ポーターは㝯力的な産業をㆬ択するための方法として、⥄社が所属する業界についてしっかりと分析することを

強⺞していた。その理由としては、1960年代に多く採用された多ⷺ化戦略によって、企業では様々な新しい事業分

㊁を手掛けることになったが、いうまでもなく、多ⷺ化した企業がすべて成功しているわけではなく、なかには期

待したような利益をあげられないばかりか⿒字ㇱ㐷が増加してしまっている企業も少なくなかったという。こうし

た⚻営上の問㗴について、ボストン・コンサルティング・グループ社は㧳㧱社と共同で、多ⷺ化した事業を⹏価す

るためのツールとしてプロダクト・ポートフォリオ・マネジメント㧔㧼㧼㧹㧕と呼ばれる方法を㐿発した。㧞㧝これ

は当⹥事業の市場成㐳率と相対的マーケット・シェアという指標を⚵み合わせて、⥄社の⵾品・サービス⟲を「⧎

形」㧔㜞成㐳㧙㜞シェア㧕、「問㗴児」㧔㜞成㐳㧙低シェア㧕、「㊄のなる木」㧔低成㐳㧙㜞シェア㧕、「⽶け犬」㧔低成㐳

㧙低シェア㧕という㧠種㘃に分㘃し、「㊄のなる木」で生み出した⾗㊄を「問㗴児」の中の最も成㐳が期待できる⵾

品・サービスに投入すると、市場での競争がうまく推移しライバル企業に打ち勝つことができればその⵾品・サー

ビスは「問㗴児」から「⧎形」に成㐳し、それはやがて市場成㐳率が低下した㓙でも「㊄のなる木」になる、とい

う⠨え方であった。㧔㧼㧼㧹は㧞種㘃の指標に基づいて、それが㜞いか低いかといったシンプルな分析方法であった

ため、⹏価㗄目により⹦⚦な指標をㆬ択して「市場ⷙ模や市場成㐳率、競争度などから構成される「産業㝯力度」

と相対的マーケット・シェアや価格競争力、⵾品の⾰などから構成される「事業強度」という㧞種㘃の指標に基づ

いて、それぞれ㧟段㓏で⹏価するという㧳㧱グリッドという方法が㐿発されたが、⾗㊄の投⾗対⽎としての事業ㇱ

⹏価という基本的な理念は同じであった。㧕 

 さて、ポーターはこうした㧼㧼㧹や㧳㧱グリッドに基づいて⥄社の戦略を策定するための最も基本的な問㗴点と

して、現実の市場構ㅧに㑐する分析が不十分であることを指摘して、そのための提案として「業⠪㑆の敵対㑐係」、

「新ⷙ参入の⢿威」、「代替⵾品・サービスの⢿威」、「売り手の交渉力」、「⾈い手の交渉力」という㧡種㘃のⷐ因㧔㧡

つの競争ⷐ因㧕とその捉え方について具体的な方法を示した。その上で「差別化」、「コスト・リーダーシップ」、「㓸

中」という㧟つの基本戦略を示した。 

 さて、このようなポーターの⠨え方に対して、ティースは以下のような批判をしている。 

 

 㧡つの競争ⷐ因フレームワークはいくぶん㕒的な性⾰を持ち、⵬完性、⚻〝依存性、サポートする制度の役割とい

った競争環境の多くの特徴を無ⷞしている。この事実を〯まえると、このフレームワークは、もし本稿のイントロダ

クションで概⺑したコンテクストにㆡ用されたら、企業家や企業の持っている、機会や⢿威を正確に感知し、強み・

弱みや技ⴚ・市場の動向を正確に⹏価する⢻力を制⚂することになるだろう。㧞㧞 

 

 ポーターの提示した㧡つの競争ⷐ因では、市場のとらえ方が根本的にスタティックであ 
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り、そこでは企業家や企業がもっている将来を予測する⢻力や市場や技ⴚの動向を正確にとらえる⢻力を制⚂することに

なる危惧をㅀべている。確かに、㧡つの競争ⷐ因に基づく 

分析では、同業⠪や新ⷙ参入業⠪、あるいはㇱ品や半⵾品の供⛎業⠪や⾈い手の動きをある時点で⹏価しているが、それ

から先の将来的な方向性に対しては必ずしも十分ではないというティースの批判は理⸃できる。さらに、そのあとに次の

ような⸥ㅀが⛯いている。 

 

㧡つの競争ⷐ因で無ⷞされ、あるいは強⺞されていない㊀ⷐなⷐ因には、技ⴚ的な機会、⚻〝依存性、占有可⢻性

の状況、サポートする制度、インストールド・ベースの効果、学⠌、ある種のスイッチング・コスト、ⷙ制が含まれ

ている。つまり、⽷やサービスの市場が発㆐しており㧔かつ、ノウハウの市場が未熟であり㧕、技ⴚ変化が急ㅦであ

るような状況では、㧡つの競争ⷐ因フレームワークは危ういものになる。㧞㧟 

 

図㧝 㧡つの競争ⷐ因 

 

 

㧔出典㧕㧹.㧱.ポーター⪺㧔土岐・中ㄞ・服ㇱ⸶㧕『新⸓ 競争の戦略』ダイヤモンド社(p.61) 

 

 ティースはこのようにㅀべて、彼らが㊀ⷞする⾗源や⢻力といったことに⿠因するⷐ因がポーターの⠨え方ではシⷞさ

れている問㗴点を指摘しているのである。そもそも⾗源を㊀ⷞするという⠨え方は、⥄社の中にある独⥄性の㜞い⾗源や

⢻力を有効に活用することによって競争優位の源泉として⥄社の強みを形づくるものと⠨えていたのであり、それは市場

において目の前で➅り広げられている競争の⢛景となっている本当の強みを意⼂して、より強力で㐳期的なⷞ点での⥄社

の強みをいかした持⛯的な競争優位の形成と活用によって競争に打ち勝っていくことを⠨えていたといえる。 
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図㧞 㧟つの基本戦略 

 

㧔出典㧕㧹.㧱.ポーター⪺㧔土岐・中ㄞ・服ㇱ⸶㧕『新⸓ 競争の戦略』ダイヤモンド社(p.18) 

 

㧠㧚㧞 㧟つの基本戦略に対する批判 

 ⩵澤㧔2018㧕によれば、ポーター戦略⺰の㒢界について次のように指摘している。第一に、同じ状況、同じ業界に⟎か

れているにもかかわらず、実⸽研究の⚿果では、成功している企業⟲の戦略的なⴕ動が異なっていることである。既にふ

れたように、ポーターは産業⚵❱⺰における「㧿㧔構ㅧ㧕㧙㧯㧔ⴕ動㧕㧙㧼㧔成果㧕」パラダイムの⠨え方を基礎として、

企業の成果をⷙ定するⷐ因は産業構ㅧであるというものである。 

 さらに、⚻営戦略についても、ポーターはコスト・リーダーシップと差別化との両立が困㔍であり、両⠪を同時にㅊ求

すると「中ㅜ半端」な⚿果に⚳わるという✵りであった。しかし⩵澤によれば、パソコン業界の企業⟲のⴕ動を分析した

⚿果では、㧵㧮㧹では当初差別化をㅴめていたが、やがて差別化とコスト・リーダーシップを同時に展㐿するようになっ

た例がみられたほか、他の業界での例に基づいて⺑明している。 

このように、㧡つの基本ⷐ因や㧟つの基本戦略といったポーターの最も㊀ⷐな事柄に対して、ダイナミック・ケイパビ

リティ⺰の立場からの批判について⚫介した。 

 

５. むすび 

 本稿では、ダイナミック・ケイパビリティという⠨え方の性⾰や特徴について、⚻営戦略⺰に位⟎づけて検⸛した。直

接的には、⾗源ベース・アプローチに㑐する研究をその契機とし、やがてグラントが「⾗源」と「⢻力」を分㔌して⠨え

ることの必ⷐ性を提唱した⢻力ベース・アプローチ、さらに、この⠨え方をよりダイナミックな環境でとらえることから

ダイナミック・ケイパビリティ・アプローチが登場してきた。一方、こうしたダイナミック・ケイパビリティという⠨え

方をベースとして、ポーターによって理⺰が構▽されてから一定の時㑆が⚻ㆊし、⹏価も定まったようにみえるポジショ

ニング・アプローチについても批判的に⠨察した。そして、あらためてダイナミック・ケイパビリティの㊀ⷐさや㔍しさ

を確⹺するとともに、Teeceを始めとする先端をⴕく研究⠪たちの幅広く深いⷞ点に㛳かされることが多かったというの

が、正直なところである。しかし、その㕙白さにも接することができたように感じている。 
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㘃の⠨え方が前提となっていた。「⚻㛎曲✢の原理」は、ある⵾品の⚥積生産㊂が㧞倍になると、⵾品の単位当たりコス

トが 20㨪30㧑低下するというものであり、「⚻㛎曲✢の原理」とは、⵾品の時㑆的⚻ㆊを人㑆のライフ・サイクルに⷗立

てて、市場での⵾品の⽼売㊂の推移が、導入期→成㐳期→成熟期→⴮ㅌ期と変化していくとの仮定である。これらを⚵み

合わせて⠨えると、成㐳期には利益のㅊ求よりも⚥積生産㊂をできるだけ早く増大させてマーケット・シェアを㜞めるこ

とが必ⷐであるとか、成熟期にある⵾品からはできるだけ利益を吸い上げることが㊀ⷐであり、そこで得られた⾗㊄は導

入期や成㐳期にある⵾品のマーケット・シェア拡大のために投⾗すべきであるといった方法が⠨えられることになる。な

お、プロダクト・ポートフォリオ・マネジメントで示される図は次のようなものである。 

 

 

図㧟 㧮㧯㧳マトリックス 

 
 

㧔出典㧕石井・奥村・加⼔㊁・㊁中⪺『⚻営戦略⺰【新版】』有斐㑑、1996年,p.103 
 
㧞㧞 渡ㇱ直樹✬⪺『ケイパビリティの⚵❱⺰・戦略⺰』中央⚻済社,2010年,p.14 
㧞㧟 Ibid,p.15 
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ロマの共同体と教⫱・ⱁ⾡についての⪃察 
 

 
南㞼 まき 

 
A SWXd\ RI RRPa CRPPXQLW\, EdXcaWLRQ aQd AUW 

 
 

MaNL NAGUMO  
 

せ  ⣙ 

 

本ㄽはポーランドにおけるロマの共同体がもつ文化や思想㸪教⫱との㛵係について⪃察を⾜う㸬ロマの人々

は定住をせず㸪文字をもたず㸪学校教⫱とは㥆染みにくい性㉁をもつ㸬また㸪ⱁ⾡⾲⌧においては㸪⏕活が

⛣動を前提とされているため㸪⤮⏬や彫刻などの⨾⾡作品は作らず㸪残すこともない㸬㏆代の⨾⾡教⫱とは

全く␗なる価値ほである㸬しかし㸪ロマの人々が⨾ⓗ感ぬをもたないかというと全くそのようなことはない㸬

本ㄽでは㸪このようなロマの人々の文化や価値ほに寄り添うことで㸪㏆⌧代の教⫱及び⨾⾡教⫱を┦対化し㸪

改めて問い┤していくこととする㸬 

 
キ࣮࣮࣡ド㸸ロマ㸪学校教⫱㸪⨾⾡教⫱㸪ポーランド㸪ポストコロニアリズム 
 
1. はじめに 
 
本ㄽは教⫱㸪及び⨾⾡教⫱という営みをより大きなど

座からぢ┤すことを┠ⓗとし㸪学校教⫱に㥆染まない性

㉁をもつロマの共同体がもつ思想について⪃察を⾜う㸬

ロマの人々がどのような歴史を⤒て㸪教⫱についてどの

ように⪃えてきたのか㸪学校教⫱とどのような㛵係をも

ってきたのか㸪どのような⨾ⓗ感性をもっているのかに

ついて⪃察を⾜うことで㸪⌧代の日本において当↛とさ

れている学校教⫱という営み㸪そのなかで⾜われている

⨾⾡教⫱という営みを┦対化していきたいと⪃える㸬 
ロマの思想はそれぞれの地域や㸪共同体ごとの差␗が

大きいため㸪本ㄽでは㸪ポーランドにおける四つのロマ

の共同体のうち㸪一␒大きな“ポルスカ・ロマ”と呼ば

れる共同体を◊✲の対㇟とする㸬 
ポーランドにおけるポルスカ・ロマについての◊✲ㄽ

文は1989 年にⓎ⾲されたイェジ・フィツォフスキによる

『ポーランドにおけるジプシー』がある㸬イェジ・フィ

フォツォスキはポーランドで初めてロマの共同体の中に

入り㸪⏕活を共にしてㄪ査を⾜った◊✲⪅である㸬これ

に⥆いてロマの共同体内㒊のㄪ査を⾜った◊✲がなく㸪

ロマは↓文字文化で多くのグ㘓が⌧存していないため㸪

本ㄽは㸪このㄽ文をもとに㸪ポーランド⌧地でワルシャ

ワ大学の元教授である文化◊✲⪅ヤドヴィガ・マリア・

ロドヴィッチ氏に⪺き取りㄪ査を⾜った情報をもとに⪃

察を㐍めていくこととする㸬 
なお㸪本ㄽではロマを「ジプシー」と⾲グする場合が

ある㸬多くの場合㸪ジプシーというゝⴥは侮⶜のニュア

ンスを含む差別ㄒである場合があるため㸪ロマという⾲

グを⏝いるが㸪引⏝の元がジプシーというゝⴥを⏝いて

いる㝿は㸪そのままジプシーというゝⴥを⏝いることと

する㸬 
 

2. ポ࣮ラࣥドにおけるロマのඹྠయ 
 
ポーランドには四つのロマの共同体がある㸬そのうち㸪

三つがポーランドの森や⏫の㏆くに住み㸪ロマではない

人々㸦ガジョ㸧と㛵わることが多いロマである㸬うち㸪

ひとつは㧗地ロマと呼ばれ㸪他と㛵わることが少ないロ

マである㸬本❶では㸪この四つの共同体の性㉁について

㏙べ㸪ロマの共同体の≉徴や⏕活について⌮ゎを深めて

いきたい㸬 
2.1 ベルギプカ࣭ロマ 
ポーランド国内唯一の㧗地ロマである㸬ポーランド南

㒊からスロバキア北㒊に広がるタトラ山⬦のポーランド

川に17世⣖㡭から定住していると⪃えられる㸬 
流浪の民のイメージが強いロマであるが㸪ベルギプ

カ・ロマのように㸪早い段㝵で定住するロマもいる㸬⏿

を作り㸪山⨺を㣫い㸪ほぼ⮬⤥⮬㊊の⏕活を営んでいる㸬

ポーランドの四つのロマの共同体は㸪バロシェロ㸦ロマ

ニㄒで「大きな㢌」の意㸧と呼ばれる⤫㡿のもとに⤌⧊

されており㸪ベルギプカ・ロマは最下位に位⨨づけられ

ており㸪不可ゐ民とされている㸬交渉事が成❧した㝿㸪

ロマ同士で杯を交わすことがあるが㸪ベルギプカ・ロマ

は他のロマと杯を交わした㝿に㸪⮬ら杯を割るという㸬

この⾜Ⅽは㸪不可ゐ民である⮬分と同じ杯を㸪他のロマ

が使わないようにという㓄慮のドであるとされる㸬 
ベルギプカ・ロマは㸪定住はしているが㸪他との交流

が少ない分㸪他の共同体よりもⰍ濃くロマの㢼⩦を残し

ている㸬⌧在であっても㸪この共同体からロマの人々が
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学校に㏻うことは㸪ほぼ⪃えられないといわれている㸬 
2.2 ロࣦァリ࣭ロマ 

1960 年㡭に南方からポーランドに⛣動し㸪それ以㝆は

ポーランドの国内を⛣動するロマである㸬㤿の㣫⫱を得

意とし㸪他のロマに㤿を売って⏕活をしている㸬㏆代で

は⛣動の手段が㤿㌴から㌴に代わり㸪ロヴァリ・ロマを

≉徴づけるせ⣲がⷧれており㸪他のロマへの同化㸪ポー

ランド国民への同化が㐍んでいるという㸬 
2.3 カルデラシュ࣭ロマ 
ロヴァリ・ロマと同じく㸪1960 年㡭に南方からポーラ

ンドへ⛣動し㸪それ以㝆㸪ポーランド国内を⛣動してい

るロマである㸬㗪≀㸪㗪掛を⏕業としている㸬㤿を売㈙

するロヴァリ・ロマと同じく㸪他のロマの⏕活を㸪⏕活

⏝品を⏕⏘㸪売㈙することで支えているため㸪他のロマ

とⰋ好な㛵係を⠏いている㸬 
2.4 ポルスカ࣭ロマ 
 16世⣖から17世⣖の㛫にポーランドへ⛣動し㸪それ以

㝆はポーランド国内を⛣動するロマであり㸪ポーランド

におけるロマの最大の共同体である㸬ポーランドにおけ

るロマの⤫㡿㸪バロシェロは㸪このポルスカ・ロマから

㑅ばれている㸬 
 1949 年8月29日㸪ポーランドが♫会主⩏であった時代

にロマの定住化政⟇が取られ㸪ポルスカ・ロマの㞟団は㸪

大つ模な反対㐠動を⾜った㸬そのスローガンは「子ども

を学校へ㏻わせるくらいなら㸪殺した方がいい」であっ

た㸬ポルスカ・ロマは⊂⮬の文化をもち㸪⊂⮬の法律と㸪

⿢判の形式をもっている㸬ロマのゝⴥには文字がないた

め㸪法律も口伝である㸬ロマの法律は㸪子どもが学校へ

㏻うことを⚗じている㸬⌧在では㸪例外がチされ㸪学校

へ㏻い㸪働くこともあるが㸪大学へ⾜くことは固く⚗じ

られているという㸬 
 
3. ポ࣮ラࣥドにおけるロマの㏕ᐖ 
 
 ロマの別名を「ジプシー」というように㸪ロマの出⮬

はエジプトであるという伝ㄝがロマの㛫でㄒり⥅がれて

いる㸬旧⣙⪷書でㄒられる出エジプトでユダヤ人が⣚海

を渡った㝿に㸪ロマの人々もエジプトを出て㸪⣚海で大

㒊分のロマは溺れ㸪⏕き残った⪅が世⏺中に散らばった

という伝ㄝである㸬ロマとユダヤ人は出⮬の㒊分から共

㏻するという⪃えがあり㸪ともに㛗く㏕害されてきた歴

史があるため㸪互いへの共感は深いという㸬 
 ポーランドにおけるロマの歴史で㸪最も㐣㓞な出来事

が➨二次世⏺大戦におけるナチス・ドイツによるホロコ

ーストである㸬ユダヤ人のホロコーストは多くの歴史書

にグ㘓されているが㸪ロマのホロコーストは㸪ロマの文

化が↓文字の文化であるため㸪その公式なグ㘓はない㸬

㏻常は普㐢ⓗな事柄しかㄒらず㸪具体ⓗな歴史を残さな

いロマの歌のなかにも㸪この㐣㓞な出来事について歌わ

れたものがある㸬しかし㸪ポーランドのリ人であり㸪文

学と人㢮学の◊✲⪅であるイェジ・フィツォフスキによ

ると㸪ホロコーストの事実が歌われた期㛫はロマの人々

が収容所で⏕活していた期㛫と㸪戦後のほんの数年であ

ったという㸬以下に㸪イェジ・フィツォフスキが⪺き書

きを⾜った歌がある㸬「オシフィエンチム」というゝⴥが

出てくるが㸪オシフィエンチムとは㸪アウシュビッツを

ポーランドㄒで⾲したゝⴥである㸬以下に㸪歌のゝⴥを

引⏝する㸬 
 
『オシフィエンチムの建≀は大きい㸪 
大きいのはわれわれの不幸もだ㸬 
おお㸪おお㸪オシフィエンチムで 
⚾は一⩚の㫽を㣫っている 
母のもとへ㸪∗のもとへ 
手⣬を㐠んでもらうために… 
 
⚄よ㸪⚄よ㸪わが⚄よ㸪 
じきに⚾の命は失われてしまう㸟 
この㯮い㫽が 
⚾に手⣬を㐠ぶ㸪 
⚾が囚われている 
アシフィツのその場所へ㸬 
パンもなく㸪水の一杯もなく㸪 
⚾はもう干からびてしまった… 
 
星が光る㸪光る㸪 
⚄が下さる⚾のろうそくが… 
ああ㸪⚾の㫽よ 
⚾に手⣬を持ってこい 
⚾が囚われている 
オシフィエンチムのこの場所へ㸬 
 
⚾はもうここから出られないだろう㸪 
姉妹にも兄弟にも会えないだろう㸟 
われわれは㛛から㐃れ㎸まれた㸪 
外へ出るのは↮✺からだ…』 
 
この他にも㸪後㏙するポーランドのロマにおける唯一

の女性リ人として▱られる“パプーシャ”もドイツ人に

よる㏕害をグ㘓に残している㸬 
「⾑の涙㸬四三年と四四年にヴォウィンの森でドイツ

人たちのために⚾たちは何をくぐり抜けたか」というリ

の一㒊を以下に引⏝する㸬 
 
『森の中㸪水もなく㸪火もなく― 
 ひどいひもじさ㸬 
子どもらはどこで╀ればいい㸽天幕はない㸬 
夜に火をたくことはできず㸪 
昼は↮がドイツ人に居場所を教える㸬 
大いなる冬を㸪 
子どもらを㐃れてどう⏕きればいい㸽 
どの子もみな〄㊊㸬 
 
ああ㸪⚾のお星さま㸟 
夜明け前のあなたは明るく光る㸟 
ドイツ人の┠をぢえなくして㸟 
彼らの㐨をまげて㸟 
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彼らに正しい㐨をぢせないで㸟 
彼らに㛫㐪った㐨を♧して㸟 
ユダヤとジプシーの子らが 
⏕きていられるように㸬 
 
その凍える寒さの夜に 
小さな娘が死んでゆく㸬 
四日の後 
母たちは四人の息子を埋ⴿした㸪 
大㞷の中で㸬 
 
大㞷が㝆った㸪ⴠちⴥのように㸪 
そして⚾たちの㐨を㛢ざした㸪 
あまりの大㞷で㸪㌴㍯はすっかり㞷に埋まった㸬 
歩いて㐍まなければ㸪 
㤿と㤿㌴を押さなければ㸬 
どれだけの㈋しさ㸪どれだけのひもじさ㸟 
どれだけの悲しみ㸪どれほどの㐨のり㸟 
尖った▼がいくつ㊊に刺さったことか㸟 
いくつの㖠弾が⪥をかすめたことか㸟』 
 
戦時中㸪このような㏕害を受け㸪戦後は♫会主⩏体制

のポーランドにおいて㸪国内を⛣動し㸪楽器の演奏など

で収入を得ようとするロマの人々は政府と㆙察の┘ど下

におかれ㸪多くのロマの人々が刑務所に入れられること

となった㸬ロマの人々は刑務所の中でも㈰やかに演奏を

⥆けることで抵抗を⾜った㸬 
このような≧況のなか1949年に定住化政⟇が㛤始され

た㸬その内容は以下の㏻りである㸬 
「㤿㌴で旅をしてはいけない㸬子どもは学校に⾜かね

ばならない㸬人口ㄪ査を受け㸪全員が⫋に就くこと」 
しかし㸪多くのロマはこの政⟇に抵抗し㸪更に強い㏕

害を受けた㸬定住化政⟇のうち㸪子どもを学校に㏻わせ

ることが強ㄪされている㸬次❶では㸪ロマの人々が何故㸪

定住することだけではなく㸪子どもを学校に㏻わせるこ

とに㸪それほどまでに強く抵抗したのかを㏙べていくこ

ととする㸬 
 
4. ロマとᏛᰯᩍ⫱ 

 
本❶では㸪前❶で㏙べた四つのロマの共同体のうち㸪

最大の共同体であるポルスカ・ロマと学校教⫱との㛵係

について⪃察を深めていくこととする㸬 
前❶でロマによる定住化政⟇への抵抗のうち㸪子ども

を学校に㏻わせることへの抵抗㐠動があったことを㏙べ

た㸬㏆代♫会においては㸪教⫱を受ける権利は㸪♫会ⓗ

地位の上昇を得る権利であるが㸪ロマの人々は何故㸪子

どもが教⫱を受けることを㸪強く拒否したのであろうか㸬 
教⫱を受けることは㸪価値ほを学ぶということである㸬

ロマの⏕き方を否定する♫会の価値ほを子どもたちが学

ぶということは㸪子どもたち⮬㌟のロマとしてのアイデ

ンティティを否定することであり㸪子どもたちがぶや先

♽の⏕き方を否定する可⬟性が⏕まれるということであ

る㸬 

ロマの共同体では㸪家族㸪共同体の⤎を㠀常に㔜んじ

ている㸬学校教⫱は㸪この家族の⤎㸪共同体の人々の⤎

を断ち切るものであると⪃えられた㸬 
また㸪ロマのぶたちが恐れたのは㸪ロマの倫⌮ほを学

校教⫱が否定することである㸬ロマの教えには「地に⏕

えるものと⚄がつくったものは取ってⰋい」というもの

がある㸬地㠃から湧く湧き水を㣧むことは┐むことに┦

当せず㸪それと同じように㸪人が⫱てたものであっても㸪

㔝⳯や㭜などは┐んでも⨥にはならないという⪃えであ

る㸬㏫に㸪それらの㸪⚄が㐀ったものを人㛫が所有し㸪

㔠㖹で売㈙することはロマの倫⌮ほに抵ゐする㸬 
またロマの共同体において㸪女性が教⫱を受けること

は大きな⚗忌とされている㸬ポーランドの法律では㸪⤖

婚ができる年は16歳であるが㸪ロマの女性は本人の意思

に㛵係なく㸪14 歳になったら⤖婚をする㸬その┦手はぶ

子ほど年が㞳れている場合もある㸬 
子どもたちが教⫱を受け㸪このような文化㸪㢼⩦に␲

問をもった場合㸪ロマの共同体は⤖婚制度㸪ひいては共

同体⮬体を存⥆することができない㸬 
また㸪ロマの文化を≉徴づけるものとして㸪↓文字の

文化であり㸪全て口承で㸪その多くを歌で伝えるという

ものがある㸬しかし㸪これらの歌は㸪ロマの歴史を伝え

るものではない㸬ロマのゝⴥでは「今日」も「昨日」も

同じ「タイシャ」というゝⴥで⾲される㸬つまり㸪✚み

㔜ねるグ憶やグ㘓がないことが文化の一㒊とされる㸬学

校教⫱のなかで歴史を学び㸪そのなかに位⨨付けられる

ことも㸪ロマの文化を否定することである㸬㏆代公教⫱

は㸪Ⓨ㐩の概念を基に㸪教⫱によって㸪昨日よりⰋい⮬

己へ変化することを望ましい人㛫像とつ定している㸬昨

日と今日が✚み㔜なるものではなく㸪同じものと⪃える

ロマの文化と㸪㏆代のⓎ㐩の概念がいかに┦いれないも

のか想像するに㞴くない㸬これらの多岐にわたる⌮⏤か

ら㸪ポーランドにおけるロマの人々は㸪学校教⫱へ抵抗

したと⪃えられる㸬 
出⏕のグ㘓がなく㸪1908 年または1910 年にポーランド

でポルスカ・ロマとして⏕まれた女性“パプーシャ㸦ロ

マのゝⴥで「人形」の意㸧”ことブロニスワヴァ・ヴァイ

スは㸪⏕涯㸪学校に㏻うことはなかったが㸪ㄞみ書きを

ぬえ㸪ロマの歌を文字に残し㸪⮬らが作ったリも文字に

残したため㸪ロマの⿢判にかけられ㸪≢⨥⪅とされた㸬

女性がㄞみ書きをぬえるということは当時のロマの共同

体のなかではチされがたいことであったと⪃えられる㸬

パプーシャはㄞみ書きをぬえたいといって㸪ポーランド

人から文字を学んだが㸪そのことによって㸪ロマの共同

体から㏣放されることとなった㸬この出来事から㸪学校

教⫱だけではなく㸪㠀正つの教⫱であっても危㝤どされ

ていたことを伺い▱ることができる㸬 
 

5. ⌧௦のロマのᏊどもたちの⏕ά 
 
ポーランドにおけるロマは㸪ポーランドの法律ではな

く㸪ロマの法律に従って⏕活をしているために㸪子ども

たちの多くは出⏕時のグ㘓がなく㸪⛣動⏕活のため㸪国

の人口ㄪ査の対㇟にならない場合もあるため㸪正☜な数
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を把握されていない㸬よって㸪教⫱の対㇟となることが

ない㸬意㆑ⓗに定住した場合を㝖き㸪教⫱だけでなく㸪

医⒪や⚟♴などの国が提供する最低㝈の公ⓗサービスを

受けることができないまま成人する場合も多い㸬年㱋ド

明や㌟分ド明もできない場合㸪就業することが困㞴で㸪

多くのロマの人々は㊰上で楽器を演奏したり㸪パフォー

マンスをしたりして㔠㖹を得ている㸬「EU㸫MIDISⅡ」に

よると㸪20歳から60歳の中で㸪EU全体の㈤㔠労働⋡が

70%であるのに対して㸪ロマの人々の㈤㔠労働⋡は 30%
である㸬16歳から24歳までのロマの女性のなかで㸪72%
が就労をしておらず㸪⌧在㸪教⫱も受けていない≧態で

ある㸬⏨性であっても㸪その⋡は55%である㸬 
正つの⫋に就くことが困㞴であるために㸪㠀合法の仕

事や≢⨥によって⏕活をしていることもある㸬そして㸪

そのことによって㸪♫会のなかで差別の対㇟となるとい

う悪循⎔を⧞り㏉している㸬 
ポーランドの㤳㒔ワルシャワにある㸪ワルシャワ北㥐

の周㎶で出会った 6 歳ほどにぢえるロマの少年は㸪学校

には㏻っていないとヰした㸬㥐で旅⾜客やお㔠をもって

いそうな人にヰしかけ㸪お㔠をもらって⏕活をしている

という㸬家族とともに⛣動しながら暮らしており㸪定住

したいとも㸪学校へ㏻いたいとも思わないという㸬 
ロマの子どもたちは家がなく㸪水㐨水もない⎔境で⏕

活している場合も多く㸪健康リスクにも晒されている㸬

子どもたちを定住させ㸪学校に㏻わせることができれば㸪

子どもたちの⏕活水準は向上するだろう㸬しかし㸪ロマ

の文化や⏕活に㄂りをもち㸪家族とともに⮬らの意思で

その⏕活を㑅んでいる子どもたちを㸪定住させ㸪学校へ

㏻わせ㸪♫会化することが㸪子どもたち⮬㌟にとっての

幸せなのかどうか㸪共同体外の人㛫が判断することは㞴

しいと⪃える㸬 
 
6. ロマのᩥ໬と⨾ⓗឤぬ 

 
 前❶まではロマの人々の⏕活と学校教⫱の㛵係につい

て㏙べてきたが㸪本❶ではロマの人々のⱁ⾡ほについて

⪃察し㸪⌧代の日本や他の多くの国の⨾⾡教⫱と比㍑し

ていきたい㸬 
ロマの人々は文字をもたず㸪歴史を書き残すことがな

い㸬⤮⏬や彫刻についても同様で㸪歴史について㸪宗教

について㸪日々の⏕活について㸪どぬⓗにも形に残すこ

とはない㸬ロマの歴史は㛗い㏕害の歴史である㸬ロマの

ㅗに㸪ロマにはグ憶がなくてⰋい㸪グ憶があれば㎞くて

⏕きていけないというゝⴥもある㸬 
ロマは文字でも⤮でもなく㸪㡢楽と歌を伝承していく㸬

しかし㸪その歌も㸪基本ⓗには歴史とは↓⦕であり㸪愛

や死㸪㈋困㸪旅など㸪時代と㛵わりのない普㐢ⓗで㌟㏆

な㢟材を扱う㸬概して≉定の地名や固有名モ㸪具体ⓗな

出来事の名を含むことはない㸬 
⤮や彫刻は㸪制作した㝿のグ憶やグ㘓㸪意図や思想を

具体≀として後世に残すものである㸬グ憶やグ㘓につな

がる事柄を徹底ⓗに排㝖する⊂⮬の文化に㸪描くこと㸪

作ることは㠀常に㥆染まない㸬また㸪ロマの人々は⛣動

するため㸪⤮⏬や彫刻などの作品を㣭る文化がない㸬よ

って㸪ロマの人々には㸪⨾⾡作品を作り㸪㚷㈹するとい

う文化がない㸬 
しかし㸪ロマの人々に⨾ⓗ感ぬがないかというと㸪全

くそのようなことはない㸬ロマの女性たちはⰍ㩭やかな

⾰服を好み㸪光るものを好んで㌟に付ける㸬占いに使う

手のひらに収まるような悪㨱や死㧁の像をロマの人々は

その手でつくりだす㸬しかし㸪それらの像も㸪永⥆ⓗに

残るものではなく㸪⣲材は⻽であり㸪溶かして形を変え

ることができる㸬 
ポーランドは森の国ともいわれ㸪徐々に㛤Ⓨされ㸪伐

採されてはいるが㸪⌧在でも国土の多くは森である㸬㒔

会に住むロマの人々もいれば㸪古くからの㢼⩦を守り㸪

森で湧き水を汲み㸪㣗べ≀を採取し㸪森と⏫を⾜き来し

ながら⏕活する人々もいる㸬森で⏕活をするロマの女性

たちの㛫には㸪㔠にぢ❧てた木のⴥの⪥㣭りを㌟に付け

るという⩦慣が受け⥅がれている㸬 
オークのⴥに昆⹸のタマバチが卵を⏘み付け㸪幼⹸の

成㛗に従って㸪⹸こぶが㉥く㸪大きくなる㸬この⹸こぶ

をオークアップルという㸬⛅に㸪㯤ⰍくⰍづいたⴥに㸪

㉥いオークアップルがついたものを㸪㯤㔠にルビーをあ

しらった⪥㣭りにぢ❧て㸪ロマの女性たちが⪥に㣭る㸬 
➨㸱❶の最後で㏙べた㸪文字を学んだロマの女性であ

るパプーシャも㸪オークアップルの⪥㣭りについてリを

残している㸬以下が引⏝である㸬 
 
『〈木のⴥの⪥㣭り〉 
 
森の㈋しい娘たち㸪 
ビルベリーのように⨾しい㸬 
できることなら㌟に付けたい㸪 
㔠の⪥㣭りを㸬 
ジプシーのおばあさんたちとⱝい娘たちは㸪 
たきぎを㞟めに森へ⾜った㸬 
川のほとりで大きなたき火をし㸪 
口ずさむのはジプシーの⪥㣭りの⨾しい歌― 
⚾のすてきな⪥㣭り㸪 
おまえは⚾を⨾しくぢせ㸪 
ㄡの心をも捉えてしまう㸬 
 
㢼はすでに⅖を千切り㸪 
川は歌を⪺き⤊えて㸪 
世⏺の㐲くへ㐠んでいった㸬 
ㄡも▱らなかった㸪 
オークアップルを付けたオークのⴥが㸪 
どこからどんなふうにして㸪 
娘たちの⭸にⴠちたのか㸬 
 
⚾たちはそれを使って㸪 
すてきなジプシーの⪥㣭りを作る㸟 
木のⴥの⪥㣭りよ㸪 
おまえはなんてかわいいの㸟 
 
おまえに付いたオークアップルは㸪 
まるで宝▼のよう㸟』 
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このリからも㸪㔠の⪥㣭りを㌟に付けたいと歌いなが

らも「ジプシーの⪥㣭り」であるオークアップルのつい

たオークのⴥを㌟に付けることを㄂らしく感じているこ

とが伺える㸬 
ロマの人々は㸪㈈⏘や⨾⾡作品を所有するのではなく㸪

⮬らの周囲のもの㸪≉に⮬↛の⨾しさへの感受性を㧗く

もち㸪⨾ⓗ欲求を満たしてきたのではないかと⪃える㸬

パプーシャの残したリに㸪他にこのようなものがある㸬 
 
『〈森の歌〉 
ああ㸪⚾の森よ㸟 

 広大な大地の上の森㸬 
 ⚾はおまえたちをなにものとも交換しない― 
 㯤㔠とも㸪 
 宝▼とも㸪 
 そう㸪きらきらと⨾しく光り㸪 
 人々を㨩了する㸪 
 宝▼とも㸬 
 
 ⚾の岩山㸪 
 水㎶にある⚾の▼は㸪 
 ㍤ききらめく㸪 
 宝▼よりもいとおしい㸬 
 
 ⚾の森では夜になると㸪 
 月の下で㸪 
 たき火が⇞え㸪 
 人々の指を㣭る㸪 
 宝▼のように光がきらめく㸬 
 
 ああ㸪大好きな森㸪 
 健康の匂いがする森㸟 
 おまえたちはジプシーの子らを⫱てた㸪 
 まるで⮬らの灌木のように㸟 
 
 㢼はⴥを揺するように心を揺すり㸪 
 なにものをも恐れない㸬 
 子どもたちは歌う㸪 
 渇いていても㸪㣚えていても㸪 
 ㊴ねて㋀る㸪 
 なぜなら森が彼らにそう教えたから㸬』 
 
 このリからは㸪⮬↛の⨾しさを享受する㸪㇏かな⨾ⓗ

感ぬを伺うことができる㸬宝▼や㯤㔠とも代えがたい⮬

↛の⨾しさを尊ぶ感性は㸪ⱁ⾡作品の⨾だけが⨾ではな

いことを我々に伝えてくれる㸬 
 ⨾⾡教⫱が⫱てようとしている力は㸪⤮を上手く描く

⬟力ではない㸬㌟の回りの⨾をぢつけ㸪深く感じとる⬟

力であり㸪⨾ⓗ感ぬを働かせ㸪⏕活を㇏かに彩る力であ

る㸬⨾⾡作品を作らないロマの人々は㸪まさに㸪㌟の回

りの⨾をぢ出し㸪⏕活を㇏かに彩りながら⏕活をしてい

る㸬このことは㸪⨾⾡教⫱の在り方についての♧唆を与

えている㸬 

 ⨾⾡教⫱において㸪作品を作ることや㸪そのための技

⬟を㌟に付けることに㔜きを⨨き㸪そのことによって㸪

失われているものがあるのではないだろうか㸬日本の⨾

⾡教⫱においても㸪㐀形㐟びなど㸪予め┠ⓗをタ定せず㸪

感性を働かせて㌟の回りのⰍや形を楽しみ㸪それらに⮬

ら㛵わりかける活動がタ定されている㸬㐀形㐟びは㸪作

品を作るということから一度㞳れることによって㸪⮬ら

を取り巻く世⏺の⨾や快さとより深く⤖びつくことを┠

ⓗとしている㸬このような⪃え方は㸪ロマの人々が⮬ず

と㌟に付けている⨾との㛵わり方と共㏻するⅬがあるの

ではないだろうか㸬そのように⪃えたときに㸪⨾⾡教⫱

において㸪あえて作品を作らない⨾への㛵わり方の㔜せ

性を再ㄆ㆑させられる㸬 
 また㸪従来の⨾⾡教⫱においては㸪⾲⌧活動と㚷㈹活

動は切り㞳されて⪃えられる傾向が強かった㸬しかし㸪

㏆年の⨾⾡教⫱では㸪⾲⌧と㚷㈹を同じ活動の⾲⿬と⪃

えるように捉え方の変化がおきている㸬 
 森でオークのⴥの㯤Ⰽとオークアップルの㉥Ⰽの対比

の⨾しさを感じ取りながら㸪そのⴥを⪥㣭りとして㌟に

付ける⾜Ⅽも㸪㚷㈹と⾲⌧のひとつながりの⾜Ⅽとして

捉えることができるのではないだろうか㸬 
 ⨾⾡教⫱について⪃えるとき㸪ロマの人々の⨾ⓗ感ぬ

の⾲⌧㸪⾲出の仕方に学ぶべきところは大きいと⪃える㸬 
 
�. まとめ 
 
ロマの人々の⏕活や㏕害を受けた歴史と⊂⮬の文化㸪

⨾ⓗ感ぬの㗦さなどについて㏙べてきた㸬学校教⫱が当

たり前にある❧場からぢたときに㸪ロマの人々の⏕活は

㠀常に␗㉁であり㸪⌮ゎが及びにくい㒊分も多い㸬 
☜かに㸪学校教⫱はある国で⏕活していこうと⪃えた

ときに㸪その土地の文化やゝㄒを学び㸪子どもの㌟分を

保㞀し㸪♫会ⓗ❧場を担保し㸪♫会ⓗな地位上昇するた

めに必せ不可欠なものである㸬そのような㌟分や⏕活の

安定を⪃えたときに㸪ロマの人々のように㸪♫会の周⦕

にいる人々を学校教⫱に取り㎸むことは善⾜と⪃えられ

ることが多い㸬 
☜かに㸪ロマであっても他のどのような民族であって

も㸪教⫱を受けることを望む⪅に対しては㸪教⫱が与え

られるべきである㸬同じように㸪⚟♴や医⒪のサービス

も提供されるべきである㸬 
しかし㸪本ㄽで㏙べてきたように㸪ロマの人々がロマ

として⏕きることと㸪学校教⫱との㛫には㸪┠指すべき

人㛫像の大きな㝸たりがあり㸪教⫱を受けることは㸪ロ

マとしてのアイデンティティを手放すことにもつながる

大きな問㢟である㸬 
㏆代ⓗな価値ほのなかで㸪ロマの人々は文字やグ㘓を

もたない㸪劣った人㛫として差別を受けてきたが㸪前❶

で㏙べたように㸪ロマの人々には我々以上に⮬↛と交流

し㸪その⨾を感受する優れた⬟力と感性をもっている㸬

それらの感性は㸪学校教⫱や㏆代ⓗな価値ほとは␗なる㸪

ロマ⊂⮬の価値ほに基づいている㸬 
学校教⫱はマジョリティの制度に基づき㸪マジョリテ

ィのㄽ⌮で構成されている㸬ロマの人々がマイノリティ
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であるということを⌮⏤に㸪学校教⫱に㸪ひいてはマジ

ョリティの価値ほに⤫合されることが㸪果たして本当に

善であるのかを問う必せがあるのではないか㸬 
ひとつの価値ほを是とし㸪他の価値ほを排㝖し㸪⤫合

することによって推し㐍められてきた植民地主⩏が㸪⌧

代では教⫱や政治思想に形を変えて同じように推し㐍め

られている㸬ロマの人々と学校教⫱について⪃えること

は㏆⌧代における教⫱のポストコロニアルな性㉁につい

て問い┤すことにつながるのではないかと⪃える㸬 
保ㆤされた後のⓎ㐩の㐜れを⌮⏤に㸪しばしば㸪教⫱

学において㸪人㛫が教⫱を受けなければならない根拠と

して利⏝されてきた㸬教⫱をポストコロニアルのどⅬか

ら捉えたときに㸪教⫱はアマラとカマラを幸せにしたの

かという問いが⏕まれる㸬 
アマラとカマラは㸪保ㆤされ㸪教⫱を受けることで㸪

⮬⏤と㸪ともに⫱った家族としての⋇たちを失い㸪二本

㊊で❧つこと㸪ゝⴥをヰすことを強制され㸪やがて命を

失ったとされる㸬この事例からは㸪教⫱が強⪅の⩦慣や

価値ほを㸪弱⪅やマイノリティに強制する可⬟性を㟢わ

にしているのではないかと⪃える㸬 
⌧代の教⫱において㸪多文化共⏕の必せ性がㄒられる

が㸪教⫱における多文化共⏕が㸪メインカルチャー㸪マ

ジョリティにその他の文化を⤫合し㸪同化するものであ

ってはならない㸬では㸪本ㄽで㏙べてきたように㸪ロマ

の共同体のように㸪文字をもたず㸪グ憶やグ㘓を残さな

い㸪本㉁ⓗに学校教⫱に㥆染まない性㉁をもつ人々に対

して㸪どのようにその文化を尊㔜しながら㸪安全で㸪多

様な意味で㇏かな⏕活を保㞀することができるのであろ

うか㸬 
2015 年 9 月の国㐃サミットで採択された「SXVWaLQabOH 

DHYHORSPHQW GRaOV」␎してSDGVでは㸪17のゴールのひ

とつに「㉁の㧗い教⫱をみんなに」を掲げている㸬教⫱

が♫会ⓗ地位の上昇につながるという前提を押さえなが

らも㸪少数民族やⓎ展㏵上の国々における教⫱は㸪それ

を受ける人々の尊厳を尊㔜したものであるべきだと⪃え

る㸬 
本ㄽで取り扱ったポーランドにおけるロマの人々の㸪

定住と教⫱への抵抗は㸪これからの♫会における教⫱に

ついて⪃える㝿に㔜せなどⅬを与えてくれるのではない

だろうか㸬 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
(1) パプーシャ/イェジ・フィツォフスキ他“パプーシャ その

リの世⏺”ムヴィオラ㸦2015㸧 
(2) 水㇂㦢“ジプシー 歴史・♫会・文化”平凡♫新書㸦2006㸧 
(3) デーヴィッド・クローウェ“ジプシーの歴史 東欧・ロシ

アのロマ民族”株式会♫共同㏻信♫㸦2001㸧 
(4) イアン・ハンコック“ジプシー差別の歴史と構㐀㸹パーリ

ア・シンドローム”彩流♫㸦2005㸧 
(5) マルティネス“ジプシー新∧”ⓑ水♫文庫クセジュ㸦2007㸧 
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新しい県民経済計算標準方式㸦08SNA、平成 23年基準㸧 
に基づく推計結果の問㢟点について 

 
根本 博 

 
PUREOHPV RI EVWLPaWHG DaWa BaVHG RQ WKH NHZ SWaQGaUG S\VWHP 

 RI PUHIHFWXUaO AFFRXQWV (08 SNA, HHLVHL 23 BaVH) 
 

HLURVKL NEMOTO 
 

せ  ⣙ 

本稿では、新しい基準㸦08SNA㸧による県民経済計算の推計結果について点検し、国・自治体を㏻じた統計整備体制に
㛵する問㢟点を指摘する。新基準はグローバル経済の変化に対応したものであり、たとえば生産活動における知的ストッ

クの㔜要性をㄆ㆑し、研究・㛤発㸦R&D㸧の㈨本化を提言するなどした。それに伴う再推計の結果、国のGDPでは多く
の㡯目で上方修正が行われた。ところが自治体の推計では、国の統計と整合的でない箇所が散見される。今回のような大

幅な基準改定が行われた場合は、国は自治体に対して標準方式を示し、推計結果を単純に㞟計するだけでなく、計数に明

らかな問㢟がある場合は協㆟・指導するなど統計精度の向上に向けて積極的に対応するべきである。 
 

キーワード㸸県民経済計算、国民経済計算、93SNA、08SNA、R&D 
 
1. はじめに 

 
地域の経済活動を包括的・体系的に記㘓する統計の仕組みが県民経済計算であるが、それは国における国民経済計算体

系についての基本的な考え方や構㐀を㒔㐨府県という一定単位の地域に㐺用したものである。国の体系は国㐃によって提

示されたSNA㸦S\VWHP RI NaWLRQaO AFFRXQWV㸧に準拠している。SNAは最初のものが1953年に提示され㸦53SNA㸧、その後
68年㸦68SNA㸧、93年㸦93SNA㸧と改定されたので、その㒔度、一定の準備期㛫を経て国の統計基準として導入・㐺用さ
れてきた。2008年、新たなSNA㸦08SNA㸧が提示されたので、新体系を取り入れるとともに基準年次を平成23㸦2011㸧年
とする推計結果を16年末に公表した。したがって、わが国の現統計は08SNAによる11年基準の計数になっている。その
㝿、平成6㸦1994㸧年に㐳って 20年㉸の系列の再推計・公表が行われた。 
県民経済計算についても、国と同じ基準による推計結果を公表すべく内㛶府の指示により各自治体において作業が㐍め

られ、19年2月、新基準による 2006㹼15年度の計数が『平成 27年度県民経済計算年報』㸦平成30年版、2018㸧として内
㛶府経済社会総合研究所国民経済計算㒊により編㞟・公表された。 
 93SNAと 08SNAとの㐪いは多岐にわたるが、総じて概念が拡張されているので、推計結果は新推計㸦08SNA、平成 23
年基準㸧において上方に改定されると考えられる。実㝿に国民経済計算では、主要な計数はすべての対㇟年次で新推計が

旧推計を上回っている。ところが自治体㸦㒔㐨府県、および政令指定㒔市㸧の推計結果を見ると、㐪和感のある計数が散

見される。 
 本稿においては、いくつかの自治体の計数を比㍑するとともに47㒔㐨府県の合計値㸦全県計㸧を国民経済計算の推計結
果と対照させて、考えられる乖㞳要因を探り、推計体制における問㢟点を指摘することとしたい。㸦注1㸧 
 
2. ᪂᥎ィ᪉式における主せな変᭦Ⅼ 

 
08SNAは、93SNAをベースにし、それ以㝆の経済・㔠融環境の変化に対応するようにしたもので、変更点は多岐にわた
るが、主な内容は次の4分㔝に㞟約される。 

(1)㠀㔠融㸦実物㸧㈨産の範囲の拡張等㸦生産活動における知的ストックの㔜要性のㄆ㆑㸧 
 ①研究・㛤発㸦R&D㸧の㈨本化 
 ②兵器システムの㈨本化 
 ③㠀㔠融㈨産分㢮の変更 
(2)㔠融㈨産・㈇債のより精緻な記㘓㸦㔠融の多様化、国㝿会計基準の変化への対応㸧 
 ①㞠用者ストックオプションの記㘓 
 ②企業年㔠受給権の記㘓の改善 
 ③㔠融㈨産分㢮の変更 
(3)一般政府や公的企業の取扱精緻化㸦国㝿会計基準への対応㸧 
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 ①一般政府と公的企業との㛫の例外的支払の取扱の精緻化 
 ②公的㒊㛛の分㢮基準明確化 
(4)国㝿収支統計との整合㸦グローバル化への対応㸧 
 ①㈈㈌の㍺出や㍺入における所有権移㌿原則の徹底㸦加工用㈈㈌、仲介㈠易の記㘓㸧等 
 
以上の概念変更を取り㎸んだ結果、平成23㸦2011㸧年度に基準改定したGDPの推計結果は、公表時の直㏆年であった平
成 27㸦2015㸧年度の支出系列において、改定前の平成 17㸦2005㸧年基準㸦旧推計㸧の 500.6兆円に対して 532.2兆円㸦改
定時の計数㸧となり、31.6兆円㸦6.3%㸧の上方改定であった。改定要因は、08SNAに㉳因するものが24.1兆円、その他㸦基
礎統計の変更、推計手法の㛤発等㸧によるものが7.5兆円である。 

08SNAに㉳因する改定要因の内訳は、「研究・㛤発㸦R&D㸧の㈨本化」で19.2兆円、「特許等サービスの扱い変更」で3.1
兆円、「㜵衛装備品の㈨本化」で 0.6兆円、「所有権移㌿㈝用の扱い精緻化」で 0.9兆円、「中央㖟行の産出㢠の明確化」で
0.2兆円などとなっている。 
その他の年度についても、「研究・㛤発㸦R&D㸧の㈨本化」による上方改定への寄与度は㠀常に大きく、これだけで08SNA
要因による改定幅の80㹼85%を占めている。 
これを名目 GDP の支出系列㸦㟂要㡯目㸧の改定状況で見ると、改定時の計数による 2015 年度についての改定幅は、

GDP500.6→532.2㸦31.6兆円、6.3%㸧に対して、民㛫最終消㈝支出292.0→299.9㸦7.9兆円、2.7%㸧、民㛫住宅14.8→15.9㸦1.1
兆円、7.4%㸧、民㛫企業設備 70.1→81.2㸦11.1兆円、15.8%㸧、政府最終消㈝支出 102.3→106.0㸦3.7兆円、3.6%㸧、公的固定
㈨本形成 23.0→26.7㸦3.7兆円、16.1%㸧、㈈㈌・サービスの㍺出 87.4→91.7㸦4.3兆円、4.9%㸧、㈈㈌・サービスの㍺入㸦控
㝖㡯目㸧90.5→91.6㸦1.1兆円、1.2%㸧となっている。㸦在庫変動は㝖外。㸧 
このように、すべての㟂要㡯目でプラスに改定されており、特に民㛫企業設備の15.8%、および公的固定㈨本形成の16.1%
が目立っている。実㢠では民㛫最終消㈝支出の7.9兆円も大きい。 
県民経済計算においても、国に準じて08SNAへの対応、および平成23㸦2011㸧年への基準年次改定が行われた。たとえ
ば、新基準における概念変更に対応し、すべてのR&D産出は事業所の所在する県に㸦政府及び民㛫の㸧総固定㈨本形成と
して計上することとし、経済活動別全国値を基に県別に分割して推計することとなっている。㸦ただし 08SNAへの対応に
当たって、推計に必要な基礎㈨料の入手が困㞴なものについては対応できていない。たとえば、「㈨本化される㜵衛装備品」

の㓄備状況が把握できないために県別の推計が行われないなどの措置がとられている。㸧 
従って「08SNAに㉳因する改定要因」については、どの自治体の推計においても基本的に旧推計に比べて新推計のほう
が各㟂要㡯目について増㢠となり、上方改定されるはずである。「その他の要因」については、常㆑的には 08SNA要因ほ
どの改定幅は生じないと考えられる。 
 
3. 名┠┴内⥲⏕⏘᥎ィ値の᪂ᪧẚ㍑ 
 
以下では、いくつかの自治体、及び全㒔㐨府県の合計㸦全県計㸧の新旧推計値を示し、国の新旧推計値と比㍑する。 
表 1には2019年2月に公表された、新基準による06㹼15年度の県内総生産㸦名目㸧の計数が、06㹼14年度の旧推計と
比㍑する形で示されている。㸦15 年度については旧推計が実施されていないので、新旧比㍑は 06㹼14 年度の 9 年㛫であ
る。㸧表には東京㒔、大㜰府、愛知県㸦以上、三大㒔市圏㸧、富山県、石川県、福井県㸦以上、北㝣3県㸧、および北から北
海㐨、南から㮵児島県、沖縄県を㑅んで計数を掲げた。全47㒔㐨府県が推計した計数を機械的に㊊し合わせたものが全県
計であり、これについても新旧を対比させている。また、参考として国のGDP㸦国内総生産㸧についても新旧推計値を比
㍑して示している。 
総体を比㍑するために、まずGDPを見ると、㐣去 10年の計数すべてで新推計が旧推計を上回っており、乖㞳の度合い
は 3.5㹼6.5%となっている。また最㏆になるほど乖㞳幅は大きくなっている。㸦これは、㏆年、R&Dへの投㈨㢠が増加して
いるためと見られる。㸧 

GDPと並べて示している「全県計」では、新旧の乖㞳幅は2.7㹼3.5%となっており、GDPほどではない。また、GDPの
ように最㏆になって乖㞳幅が拡大しているわけではない。この「全県計」は、概念的にはGDPと一致するべきものである
が、基礎統計がなかったり、利用できる基礎統計が相㐪したりするなどの制約があり、同一の推計方法をとることができ

ない場合があるので、両者が必ず一致するとは㝈らず、実㝿に相当の㣗い㐪いが生じている。この㣗い㐪いは旧推計の方

が大きく、新推計では概して縮まっている。08SNAに㉳因する改定要因とその他の要因があるので、いずれの要因の寄与
度が大きいのかは、この段㝵では分からない。 
旧推計どうし、新推計どうしを比㍑すると、いずれの場合も、どの年度を見ても、全県計㸼GDPとなっており、両者の
乖㞳幅は、旧推計では実㢠で 16.4㹼26.1兆円、比率で 3.4㹼5.3%となっている。また、新推計では実㢠で 11.0㹼23.5兆円、
比率で2.2㹼4.4%の乖㞳幅となっている。08SNAに㉳因する改定要因は全県計とGDPとに共㏻なので、理ㄽ的には乖㞳幅
が縮小したのは「その他の要因」によるものであるはずであるが、後で見るように08SNAに㉳因する㒊分にも問㢟がある
と見られ、それぞれどの程度の寄与なのかは分からない。 
次に、各自治体の推計値を見てみよう。三大㒔市圏では、ほとんどすべての年度で新推計㸼旧推計となっている。新旧
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の乖㞳幅は、東京㒔で 5.9%㹼8.2%、愛知県で 5.4㹼6.9%ほどである。大㜰府は 0.0㸦08年度㸧㹼1.1%の乖㞳幅となってお
り、東京㒔や愛知県より小幅である。 
北㝣では、富山県は各年の差は小さいが最㏆はほとんど新推計のほうが多くなっている㸦06㹼08 年度と 11 年度で旧推
計の方が大きく、09a10 年度と 12年度以㝆で新推計の方が大きい㸧。石川県はすべての年度で有意に新推計㸺旧推計であ
り、乖㞳幅は▲3.2㹼▲7.3%となっている。福井県は 06㹼11年度で新推計の方が大きく、12㹼14年度には旧推計の方が大
きくなっている。このように 3県で全く傾向が㐪っていることが分かる。そのほか、北海㐨と沖縄県は福井県と同じパタ
ーン、㮵児島県は石川県と同じパターンとなっている。 

 
㸦表 1㸧県内総生産㸦名目㸧推計値の新旧比㍑㸦年度、単位㸸兆円㸧 

  2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
東京㒔 新 105.76 106.96 103.73 97.92 98.10 100.22 100.23 101.70 102.34 104.34 

旧 99.91 100.14 97.11 92.06 91.93 93.40 92.80 94.03 94.90 - 
大㜰府 新 39.88 39.93 38.54 36.69 36.99 37.62 37.17 37.41 38.19 39.11 

旧 39.45 39.85 38.54 36.65 36.73 37.24 36.91 37.21 37.93 - 
愛知県 新 39.36 40.31 35.87 34.23 33.80 34.90 36.54 37.78 38.48 39.56 

旧 37.01 37.78 33.64 32.44 32.07 33.05 34.64 35.39 35.99 - 
富山県 新 4.71 4.75 4.51 4.17 4.39 4.41 4.38 4.45 4.51 4.65 

旧 4.76 4.76 4.52 4.16 4.35 4.43 4.34 4.37 4.45 - 
石川県 新 4.58 4.61 4.47 4.21 4.15 4.09 4.16 4.31 4.39 4.57 

旧 4.78 4.82 4.65 4.35 4.42 4.41 4.46 4.55 4.59 - 
福井県 新 3.58 3.61 3.48 3.36 3.39 3.36 3.11 3.13 3.04 3.23 

旧 3.47 3.50 3.36 3.29 3.34 3.27 3.15 3.16 3.13 - 
北海㐨 新 19.26 19.09 18.39 18.17 18.07 17.95 17.82 18.12 18.39 18.96 

旧 19.09 18.91 18.29 18.14 18.17 18.21 18.04 18.29 18.48 - 
㮵児島県 新 5.50 5.64 5.31 5.12 5.16 5.06 5.02 5.16 5.22 5.39 

旧 5.65 5.72 5.48 5.35 5.45 5.39 5.27 5.27 5.33 - 
沖縄県 新 3.73 3.73 3.67 3.66 3.67 3.75 3.71 3.86 3.96 4.14 

旧 3.68 3.70 3.67 3.69 3.70 3.75 3.78 3.91 4.05 - 
全県計 新 549.28 554.37 528.38 505.22 510.46 514.87 513.59 523.92 530.28 546.55 

旧 532.51 535.39 511.37 491.96 496.92 500.34 499.19 507.76 514.30 - 
㸦参考㸧

GDP 
新 529.03 530.92 509.48 491.96 499.43 494.04 494.37 507.26 518.24 532.98 
旧 509.1 513.0 489.5 474.0 480.5 474.2 474.4 482.4 489.6 500.6 

 
4. 名┠┴内⥲⏕⏘の㡯┠別᪂ᪧẚ㍑ 
 
前章で 9㒔㐨府県について名目県内総生産の新旧比㍑を行ったところ、傾向を異にする 3つのパターンに分かれた。第

2章で示したように、新推計の基になっている08SNA においては、多くの㡯目にわたって変更が行われているが、概念の
拡張や中㛫㟂要から最終㟂要への変更などが多く、ほとんどが推計値の上方改定を要するものであることが分かった。特

に「研究・㛤発㸦R&D㸧の㈨本化」によって、政府・民㛫の固定㈨本形成がかなりの程度上方改定されるはずである。中
には、基礎統計の制約のため、㒔㐨府県に分割できない㡯目もあるが、それは㝈定されるものと思われる。 
そのように考えると、東京㒔、大㜰府、愛知県で各年度において名目県内総生産㸦総㢠㸧が新推計㸼旧推計となってい

るのは当然であり、その他の6㐨県の新旧推計値がそうなっていないことに㐪和感がある。特に石川県と㮵児島県では2006
㹼14年度の9年分について、すべて新推計㸺旧推計となっているのは、08SNAに㉳因する要因以外に何らかの原因がある
としか考えられない。 
そこで2014年度を対㇟にして、以下、各系列㸦支出、分㓄、生産㸧の主要㡯目の計数をそれぞれ見ることとする。 
最初に、名目県内総生産の支出側、すなわち㟂要側について主要な㡯目別に見てみよう。 
まず民㛫最終消㈝支出について見ると、GDPでは旧推計が 2932.2千億円に対して新推計は 2984.6千億円で、新推計の
方が 1.8%多くなっている。これに対して自治体では大㜰府、福井県以外の7㒔㐨県で旧推計のほうの㔠㢠が多くなってい
る。全県計でも旧推計2978.6千億円、新推計2962.9千億円となっており、旧推計の方が0.5%多くなっている。この結果、
旧推計ではGDP㸺全県計だったが、新推計ではGDP㸼全県計と㏫㌿している。国も自治体も新推計では同様の概念変更が
行われているので、08SNA 要因によって推計結果が㏫㌿することは考えられず、他の要因によるものと考えるほかない。 
次に政府最終消㈝支出を見ると、GDPでも全県計でも新推計㸼旧推計となっている。ただし、改定幅はGDPが 3.3%で
あるのに対して全県計は1.7%と半分程度になっている。自治体別に見ると、新推計の方が多いのが東京㒔、愛知県、沖縄
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県で、旧推計の方が多いのが富山県、石川県、福井県、北海㐨、㮵児島県の 5県である。大㜰府は同㢠となっている。東
京㒔が多いのは政府機㛵が多いためであり、沖縄県が多いのは米㌷施設が多いためと思われ、当然の結果である。新旧で

GDPと全県計の差が広がったのは、一㒊に自治体における基礎統計の制約という問㢟があったことをうかがわせるが、新
推計で下方改定の自治体が㐣半に及ぶのは不自然である。08SNAに㉳因する改定要因ではないところに原因を求めざるを
得ない。 
県内㸦国内㸧総㈨本形成については、前㡯の政府最終消㈝支出と同様に、GDPでも全県計でも新推計㸼旧推計となって
いる。改定幅はGDPが 174.3千億円で16.3%とかなり大幅であるのに対して、全県計は16.8千億円で1.7%と小幅である。
この結果、新推計ではGDPが全県計を218.7千億円も上回っている。比率ではGDPから見て 21.4%、全県計から見て20.5%
という大差である。 
表には示していないが、新推計について、在庫投㈨を㝖き、民㛫と公的㒊㛛に分けてみると、全県計では民㛫838.1千億
円、公的 249.8千億円で合計 1087.9千億円となっている。㸦表の 1023.6千億円より多いのは、2019年 9月現在の推計値で
あることと、民㛫在庫が大㒔市などで大幅なマイナスであるためである。㸧 
 GDPでは、民㛫966.3千億円、公的268.5千億円で合計1234.8千億円となっている。㸦2019年 9月現在の推計値、在庫変
動はわずか。㸧 
 両者の㐪いは、民㛫で128.2千億円、公的で18.7千億円、それぞれGDPの方が多くなっている。これに民㛫在庫で全県
計がさらに▲65.8千億円となるので、全体で212.7千億円となり、表の差218.7千億円とほぼ同㢠と考えてよい。結局、総
㈨本形成において、全県計よりGDPの方が218.7千億円多く、その割合は民㛫で6割強、公的で1割弱、在庫で3割強と
なっている。 
これらの 3㡯目㸦民㛫最終消㈝支出、政府最終消㈝支出、総㈨本形成㸧でGDPが 5269.4千億円、全県計が 5005.4千億
円となり、GDPが 264.0千億円多くなっている。これに全県計には「㈈㈌・サービスの移出入㸦純㸧」236.5千億円、及び
「統計上の不突合」60.9千億円を加え、GDPには「㈈㈌・サービスの㍺出入㸦純㸧」 -87.1を加えてトータルすると全県計
のほうが120.4千億円多くなり、最終的に㏫㌿している。 
  

㸦表 2㸧県内総生産㸦支出側、名目㸧の㡯目別新旧比㍑㸦2014年度、単位㸸千億円㸧 
 民㛫最終 

消㈝支出 
政府最終 
消㈝支出 

県内㸦国内㸧

総㈨本形成 
㈈㈌・サービスの

移㸦㍺㸧出入㸦純㸧 
統計上の 
不突合 

県内㸦国内㸧

総生産 
東京㒔 新 374.9  155.7  136.4 321.2 35.2 1023.4 

旧 394.5  146.8  139.7 271.1 -3.0  949.0 
大㜰府 新 220.2   63.1   64.1  35.6 -1.0  381.9 

旧 203.9   63.1   67.4  43.8  1.0  379.3 
愛知県 新 182.2   48.3   81.3  57.6 15.5  384.8 

旧 195.5   46.3   71.1 - -  359.9 
富山県 新  24.5    8.4   10.5  3.4 -1.6   45.1 

旧  25.2    8.7   10.2  1.5 -1.0   44.5 
石川県 新  24.7    9.3   10.9  3.5 -4.5   43.9 

旧  26.9    9.4   10.1  0.3 -0.9   45.9 
福井県 新  18.7    7.4    6.3  -4.4  2.4   30.4 

旧  17.8    7.5    7.0  -1.3  0.4   31.3 
北海㐨 新 118.0   46.4   38.7 -24.7  5.4  183.9 

旧 119.8   48.0   36.9 -19.5 -0.3  184.8 
㮵児島県 新  34.0   15.7   11.2  -7.8 -0.8   52.2 

旧  34.9   15.9   12.5  -8.0 -2.0   53.3 
沖縄県 新  24.6   12.4   11.4  -6.6 -2.2   39.6 

旧  24.7   12.2   10.5  -8.5  1.7   40.5 
全県計 新 2962.9 1018.9 1023.6 236.5 60.9 5302.8 

旧 2978.6 1001.7 1006.8 - - 5143.0 
㸦参考㸧 

GDP 
新 2984.6 1042.5 1242.3 -87.1 - 5182.4 
旧 2932.2 1009.5 1068.0 -113.5 - 4896.2 

 
そこで「㈈㈌・サービスの移出入㸦純㸧」、及び「統計上の不突合」の 2㡯目について㐣去にさかのぼり、新旧推計を対
比させてみよう。旧推計では、一㒊の県で両者の区別がなされていなかったので、合計のみとなっているが、全体の傾向

から見て純移出入の比率が㧗いものと推測される。9 ヵ年を比べると 12.3㹼37.9 兆円とバラつきが大きく、概ねプラスの
範囲で縮小傾向にあることが分かる。これに対して新推計では、全㒔㐨府県で分けて推計されているので、全県計でも分
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㞳して示している。これを見ると、全体的に旧推計より数字が大きくなっており、不突合は県内総生産㸦全県計㸧の1%前
後であるのに対して純移出入は 3㹼9㸣台になっている。本来、海外との㛵係がなく県㛫の移出入だけであれば、ある県に
とっての移出は他の県にとっての移入であり、全体において相殺される。しかし、ここには対外的なもの㸦㍺出入㸧も含

まれているので、GDPの純㍺出㸦㍺出―㍺入㸧に一致するはずである。ところが2014年度のGDPの純㍺出が -8.7兆円で
あるのに対して全県計の移出入㸦純㸧は23.6兆円となっており、32.3兆円もの乖㞳が見られる。これは全県計の県内総生
産比で6.1%に当たる。他の年度についても、両者㸦GDPにおける純㍺出、移出入㸦純㸧の全県計㸧には何の相㛵もㄆめら
れない。㔠㢠は、純㍺出についてはプラスの年度とマイナスの年度とが混在しているが、移出入㸦純㸧については、1桁㐪
うレベルでプラスの年度が続いている。 
 統計上の不突合については、国民経済計算では支出側をコントロール・トータルにし、生産側に不突合を計上している。

そして㔠㢠では -3.3兆円から 2.2兆円の㛫に分布している。県民経済計算では、生産側を基準にし、支出側に不突合を計
上する形になっており、全県計では6.1兆円となっている。10年㛫では -6.0兆円から 6.6兆円の㛫に分布している。㸦国の
生産側の不突合と地方の支出側の不突合とを比べることには意味はないが㸧国の不突合は全県計に比べて㔠㢠は半分程度

以下となっている。 
このように新推計について支出側㸦㟂要㡯目㸧を見た場合、もちろん自治体によって傾向を異にするが、全県計とGDP
とを比㍑すると、主要な内㟂㡯目である民㛫最終消㈝支出、政府最終消㈝支出、県㸦国㸧内総㈨本形成の 3㡯目は、いず
れもGDP㸼全県計となり、合計ではそれぞれ526.9兆円と 500.5兆円である。ところがGDPの純㍺出が -8.7兆円に対して
全県計の移出入㸦純㸧が 23.6兆円であるのと統計上の不突合が 6.1兆円あることによって、最終的には県内総生産の全県
計が 530.3兆円、GDPが 518.2兆円と㏫㌿する。しかも、本来、消㈝㸦民㛫、政府㸧や投㈨㸦㈨本形成㸧に反映されるはず
の新推計における変更点㸦R&Dの㈨本化など㸧が数字に表れてこないで、海外取引の推計値の大きな差などによって㏫㌿
するというのは不可解というほかない。 
 

㸦表 3㸧㈈㈌・サービスの移出入㸦純㸧、及び統計上の不突合の新旧比㍑㸦年度、単位㸸兆円㸧 
  2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
 
新 

合計 45.8 46.0 40.7 24.5 37.6 31.6 25.3 17.7 29.7 32.9 
移出入㸦純㸧 48.3 52.0 37.4 23.9 32.5 25.6 20.2 18.3 23.6 26.3 
不突合 -2.5 -6.0 3.2 0.6 5.0 6.0 5.1 -0.6 6.1 6.6 

旧 合計 37.9 36.1 19.8 22.4 27.8 26.0 19.4 12.3 15.6 - 
㸦注㸧全県計の計数である。 
 

㸦表 4㸧㈈㈌・サービスの純㍺出の新旧比㍑㸦年度、単位㸸兆円㸧 
 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

純㍺出 新 8.3 9.4 -0.4 5.5 5.9 -4.6 -8.8 -13.8 -8.7 -0.4 
旧 7.1 8.1 -1.6 4.4 4.6 -6.1 -10.2 -15.9 -11.3 - 

 
5. ┴Ẹᡤ得の㡯┠別᪂ᪧẚ㍑ 

 
次に県民所得、すなわち分㓄系列の計数について、同じく2014年度を対㇟にして上記と同じ自治体の新旧推計の比㍑を
してみよう。 
まず、㞠用者報㓘は9つのうち 7つの自治体で新㸼旧となっており、全県計でも新260.6兆円、旧250.4兆円で新推計が
上回っている。㈈産所得は東京㒔で大幅な上方修正㸦旧5.4兆円→新7.9兆円㸧があったが、他は下方修正が多く、全県計
では若干の上方修正である。企業所得は大㒔市で上方修正、地方で下方修正となり、全県計では 6.2兆円の下方修正となっ
た。この結果、県民所得㸦要素㈝用表示㸧では4.2兆円の上方修正である。 
国民所得の新旧比㍑をすると、㞠用者報㓘で8.4兆円の新推計㸼旧推計となっているのは、平成 22年国勢ㄪ査の取り㎸
みによる㞠用者数の上方改定や役員㈹与の反映、役員報㓘の推計改善等による。企業所得では 7.1 兆円ほど新推計㸼旧推
計となっている。㈈産所得は旧推計のほうが0.5兆円多い。合計すると、国民所得は15兆円ほど新推計が旧推計を上回っ
ている。 
この結果、新旧とも全県計㸼国民所得であるが、旧推計で24.1兆円だった差が新では13.3兆円に縮まった。この点は旧
推計 24.7兆円から新推計 12.0兆円に差が縮まった県内総生産㸦支出側㸧の全県計とGDPの支出側㸦国内総支出㸧との比
㍑と同様であり、概念・範囲は異なるが㔠㢠的にも㢮似の傾向である。㡯目別には、企業所得で国の計数が上方修正、自

治体の計数が下方修正でありながら、なお後者が10.6兆円上回っている。この点が国と地方の差の主要因である。 
なお、県民所得は要素㈝用表示となっている。これに生産・㍺入品にㄢされる税を加え、補助㔠を削㝖すれば市場価格

表示の県民所得㸦431.9兆円㸧となり、さらに経常移㌿㸦純㸧を加えれば県民可処分所得㸦461.5兆円㸧㸧となる。 
 

㸦表 5㸧県民所得推計値の㡯目別新旧比㍑㸦2014年度、単位㸸千億円㸧 
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 県民㸦国民㸧 
㞠用者報㓘 

㈈産所得 
㸦㠀企業㒊㛛㸧 

企業所得㸦企業㒊㛛

の第1次バランス㸧 
県民㸦国民㸧所得 
㸦要素㈝用表示㸧 

県民㸦国民㸧総所得 
㸦市場価格㸧 

東京㒔 新  365.9  79.1  262.4  707.4  938.2 
旧  341.0  54.3  208.8  604.2  821.6 

大㜰府 新  182.8  23.0   64.9  270.8  381.6 
旧  175.0  27.1   64.1  266.2  379.4 

愛知県 新  176.1  15.2   76.7  268.0  382.9 
旧  176.7  15.8   70.5  263.0  363.7 

富山県 新   21.9   2.1   10.8   34.8   46.2 
旧   19.7   2.7   11.7   34.1   46.5 

石川県 新   23.5   1.9    7.5   32.8   46.4 
旧   21.6   2.2   10.3   34.1   46.9 

福井県 新   17.5   1.7    4.0   23.2   31.9 
旧   14.3   0.9    8.2   23.5   32.3 

北海㐨 新   98.1   8.1   29.1  135.3  187.2 
旧   94.1   7.4   36.8  138.2  189.5 

㮵児島県 新   24.0   2.0   12.4   38.4   53.5 
旧   25.3   2.6   11.9   39.8   55.4 

沖縄県 新   20.9   2.2    6.6   29.7   41.8 
旧   19.6   2.8    7.9   30.2   42.7 

全県計 新 2606.4 274.1 1046.6 3927.1 5458.3 
旧 2503.6 272.4 1109.1 3885.1 5314.6 

㸦参考㸧 
国民所得 

新 2608.5 245.2  940.8 3794.5  5374.2 
旧 2524.9 250.0  869.5 3644.4 5106.7 

㸦注㸧旧の企業所得は「法人企業の分㓄所得受払後」 
 
6. ⤒῭ά動別┴内⥲⏕⏘の᪂ᪧẚ㍑ 
 
 県民経済計算では経済活動別県内総生産の推計が中核となっており、先㏙のように支出側とを対比させたときは国とは

㐪って支出側に統計上の不突合の㡯目を立てる。この推計は産業別になされている。 
第 1次産業は「㎰業」、「林業」、「水産業」の3分㢮である。 
第 2次産業は「㖔業」、「製㐀業」㸦㣗料品、繊維製品、パルプ・紙・紙加工品、化学、石油・石炭製品、窯業・土石製品、
一次㔠属、㔠属製品、はん用・生産用・業務用機械、㟁子㒊品・デバイス、㟁気機械、情報・㏻信機器、㍺㏦用機械、印刷

業、その他の製㐀業、㟁気業、ガス・水㐨・廃棄物処理業など 15分㢮㸧、及び「建設業」である。 
第 3次産業は「卸売業」、「小売業」、「㐠㍺・㒑便業」、「宿泊・㣧㣗サービス業」、「㏻信・放㏦業」、「情報サービス・映像
㡢声文字情報制作業」、「㔠融・保㝤業」、「住宅㈤㈚業」、「その他の不動産業」、「専㛛・科学技術、業務支援サービス業」、

「公務」、「教育」、「保健衛生・社会事業」、「その他のサービス」など14分㢮からなる 
今回の改定で「国㝿標準産業分㢮」とできるだけ整合性が確保されるよう「国㝿比㍑可能性を㋃まえた経済活動別分㢮

の変更」が行われた。この結果、製㐀業の分㢮が変更になり、サービス業が細分化された。また「産業」「政府」「㠀営利」

の区分が取りやめられた。たとえば、製㐀業では「繊維」が「繊維製品」に、「パルプ・紙」が「パルプ・紙・紙加工品」

になり、「㕲㗰」と「㠀㕲㔠属」が統合して「一次㔠属」となった。機械㒊㛛では「一般機械」「㟁気機械」「㍺㏦用機械」

「精密機械」という分㢮が「はん用・生産用・業務用機械」「㟁子㒊品・デバイス」「㟁気機械」「情報・㏻信機器」「㍺㏦用

機械」という分㢮に変わった。また「印刷業」が「その他の製㐀業」から分㞳独立した。サービス業では、「㐠㍺業」が「㐠

㍺・㒑便業」となり、「㏻信業」と「放㏦業」が合体して「㏻信・放㏦業」となった。そのほか、「サービス業」を「公共サ

ービス業」「対事業所サービス業」「対個人サービス業」に分け、「政府サービス生産者」を「㟁気・ガス・水㐨業」「サービ

ス業」「公務」に分け、「対家計民㛫㠀営利サービス生産者」という㡯目を立てていたのを、「専㛛・科学技術、業務支援サ

ービス業」「公務」「教育」「保健衛生・社会事業」「その他のサービス」に分㢮した。 
表 6には1㹼3次産業別に㞟計した計数、及び㍺入品にㄢされる税・㛵税を加え、総㈨本形成に係る消㈝税を控㝖した県
内総生産を掲げた。上記の分㢮変更は推計上多大な影㡪を与えたと考えられるので、本来は新旧の推計値を細かくチェッ

クする必要があるところであるが、ここではそこまでは㏣求していない。 
 新推計は旧推計に比べて、全県計、国内総生産とも第1次産業は下方改定、第2次産業、第3次産業、及び県内㸦国内㸧
総生産は上方改定になった。第 2次産業では全県計で15.9兆円、国内総生産で10.1兆円の上方改定である。第3次産業で
は全県計で0.2兆円、国内総生産で 17.2兆円の上方改定である。その結果、県内総生産の全県計は16.0兆円、国内総生産
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は 27.1兆円の上方改定となった。改定幅は国内総生産のほうが大きかったので、旧統計で31.4兆円あった乖㞳幅は新統計
では 20.3兆円に縮まった。 
  

㸦表 6㸧第1次㹼第3次産業別県内総生産の新旧比㍑㸦単位㸸百億円㸧 
 第 1次産業 第 2次産業 第 3次産業 県内㸦国内㸧総生産 

東京㒔 新   4.6  1395.6  8811.8 10234.1 
旧   4.9  1071.6  8424.5  9490.2 

大㜰府 新   1.8   807.6  2919.8  3819.4 
旧   3.6   691.7  3020.1  3793.4 

愛知県 新  15.5  1594.0  2208.4  3848.3 
旧  15.6  1372.4  2171.5  3599.0 

富山県 新   3.6   170.0   273.9   451.3 
旧   3.7   152.8   284.7   445.3 

石川県 新   3.0   131.1   301.5   438.8 
旧   3.8   124.7   325.7   458.8 

福井県 新   2.3    99.5   202.3   303.6 
旧   2.7    91.3   215.9   313.0 

北海㐨 新  75.2   310.3  1435.5  1838.6 
旧  74.9   312.6  1460.7  1848.5 

㮵児島県 新  23.9   105.1   388.5   522.4 
旧  19.7    96.1   411.8   533.0 

沖縄県 新   6.0    53.2   336.0   395.5 
旧   6.2    56.1   342.4   405.1 

全県計 新 503.0 14069.4 38046.2 53027.6 
旧 514.1 12481.8 38024.0 51429.6 

㸦参考㸧 
国内総生産 

新 542.8 13019.2 37430.7 50992.7 
旧 566.6 12005.5 35713.0 48285.1 

㸦注㸧1. 各自治体は2014 年度計数、国内総生産は2014暦年計数 
2. 第 1次産業は㎰林水産業、第 2次産業は㖔業㸩製㐀業㸩建設業、第3次産業はその他の産業 

 
7. ᨭ出・分㓄・⏕⏘各⣔列における国・地᪉の᪂ᪧ᥎ィ値ẚ㍑ 
 
 以上をまとめた表 7において国・地方の各系列における新旧推計値を比㍑すると、いずれも新推計㸼旧推計となってい
る。また、国と地方を比㍑すると、支出・分㓄・生産 3系列の新旧各推計値のいずれを見ても、地方㸼国となっている。
この㝈りにおいては国・地方で見た場合も新・旧で見た場合も同じ傾向を示している。 
 しかし、これまでヲしく分析してきたように、支出・分㓄・生産という 3つの系列において、構成要素を分解して㡯目
別に見た場合には、自治体によって傾向の異なる計数がㄆめられる。そして 08SNA、及び平成 23年基準に沿った県民経
済計算の新しい標準方式に照らしてみると想定される結果とは㐪った計数がしばしばㄆめられることが分かった。 
 まず支出系列を見ると、表 1では国と地方の年次推移が示され、大㒔市圏は、東京㒔と愛知県ではかなり有意に新推計
㸼旧推計であり大㜰府はやや新推計の方が大きい。地方圏は、石川県と㮵児島県で一㈏して旧推計㸼新推計、福井県・北

海㐨・沖縄県では初めは新推計が大きく、その後は旧推計が大きくなっている。富山県は反対に初め旧推計、後から新推

計が大きくなっている。このように見ると、大㒔市圏以外の自治体の推計値には新基準にそぐわない結果が表れていると

見られる。 
 表 2では、支出㸦㟂要㸧系列を㡯目別に見て、主要な 3㡯目である民㛫最終消㈝支出、政府最終消㈝支出、県㸦国㸧内
総㈨本形成の合計でGDPが 5269.4千億円、全県計が 5005.4千億円となり、GDPが 264.0千億円多くなっているが、これ
に「㈈㈌・サービスの移出入㸦純㸧」236.5千億円、および「統計上の不突合」60.9千億円を加えると全県計のほうが120.4
千億円多くなることが示された。 
このように、本来、民㛫・政府の消㈝・投㈨に反映されるはずの新推計における変更点㸦R&Dの㈨本化など㸧が数字に
表れてきていない。その結果、主要な内㟂㡯目でいずれもGDP㸼全県計となっている。にもかかわらず、全県計の移出入
㸦純㸧が23.6兆円㸦GDPの純㍺出は -8.7兆円㸧であるのと統計上の不突合が6.1兆円あることによって、最終的には県内
総生産の全県計が 530.3兆円となり、GDP㸦518.2兆円㸧を上回る。表 3、表 4によって各年度について見ても、ㄝ明でき
るような傾向をㄞみ取ることはできず、㠀常に不可解な推計結果となっている。 
表 5において県民所得の各㡯目を見たところ、㞠用者所得は両者が同程度上方改定され、㈈産所得は全県計が上方、国
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民所得が下方改定された結果、全県計が2.9兆円上回り、企業所得については国で上方改定、地方で下方改定され、両者の
差が大幅に縮小した。トータルでは、県民所得㸦全県計㸧㸼国民所得は変わらないが、その差は24.1兆円から13.3兆円に
縮まった。 
表 6では経済活動㸦第 1次㹼第 3次産業㸧別に見たが、第1次産業で国・地方とも下方改定、第 2次・第 3次産業で両
者とも上方改定され、その結果、県内総生産の全県計の改定幅㸦16.0兆円㸧より国内総生産の改定幅㸦27.1兆円㸧のほう
が大きかったので、旧統計で31.4兆円あった乖㞳幅は新統計では20.3兆円に縮まった。 
 

㸦表 7㸧2014年度推計値の系列別新旧比㍑㸦名目値、単位㸸兆円㸧 
 支出 分㓄 生産 

国 
国内総支出 

地方 
県内総支出 

国 
国民所得 

地方 
県民所得 

国 
国内総生産 

地方 
県内総生産 

新推計 518.2 530.3 379.5 392.7 509.9 530.3 
旧推計 489.6 514.3 364.4 388.5 482.9 514.3 
㸦注㸧国内総生産については暦年計数 
 
8. まとめ 
 
 国民経済計算体系が08SNAを導入するとともに基準年次を平成23㸦2011㸧年に切り替えたことに伴い、県民経済計算も
新しい基準に沿って推計されることになった。その結果がまとめられたので、時系列で県内総生産㸦名目㸧の新旧推計値

をいくつかの自治体別、及び全県計で比㍑した。また、新旧推計値が比㍑できる最新年である2014年度について、支出・
分㓄・生産の3系列の主要㡯目の新旧比㍑を自治体別・全県計で行った。これらのすべてについて国の統計㸦国内総支出、
国民所得、国内総生産㸧と全県計を比㍑した。 
 従来から、47㒔㐨府県の計数を機械的に㞟計した全県計が国の統計と乖㞳する㸦ほとんどのケースで前者㸼後者㸧こと
は知られており、その理由として基礎統計の㐪い等が指摘されてきた。今回の改定は 08SNA の導入に伴うものであるか
ら、その他の理由があるにせよ、計数の改定は主として08SNA対応に㉳因するものであり、しかもその大半は「研究・㛤
発㸦R&D㸧の㈨本化」に伴うものであると推測される。そうであるとすれば、国の統計が㈨本形成等において上方改定さ
れたように自治体の統計も同程度の規模でそうなるはずである。ところが、実㝿はそうなっていない。支出系列において、

全県計で旧推計に比べて新推計は民㛫消㈝でマイナス、政府消㈝及び政府・民㛫の投㈨でも微増であり、国の純㍺出がマ

イナスであることから本来マイナスであるべき移出入㸦純㸧が大幅に㸦23.7 兆円㸧プラスになっており、統計上の不突合
㸦6.1兆円㸧と合わせてようやく㎷褄を合わせる形になっている。 
 分㓄㠃の県民所得についても、企業所得が国の国民所得ではプラス改定㸦7.1兆円㸧であるのに対して、全県計ではマイ
ナス 6.2兆円となっており、県民㸦国民㸧所得における国との差が縮まった。 
 産業別県内総生産の推計では、第 1次産業は国・地方が同じ傾向を示しているが、全県計で第 2次産業の大幅増に対し
て第3次産業は微増にとどまっている。国が第2次・第3次とも大幅増であり、特に第3次で17.2兆円の上方改定してい
るのと著しく好対照である。 
 今回の改定は08SNAへの対応が広範囲にわたり、基準年も変更になった。㔠融をはじめ経済社会の変化は多岐にわたっ
ているので、推計方法の変更も必要であろう。にもかかわらず新基準に対応した推計を行うために必要な基礎統計が必ず

しも整備されているとは㝈らない。 
 このような厳しい状況下で、しかも人的㈨源の制約がある中で実施された推計結果であることを勘案しても、なお今回

の推計結果はまだ十分なものとは言いがたい。もちろん㒊分的には筆者の分析が不十分な箇所もあるとは思うが、本稿で

指摘した明らかに常㆑に反するいくつかの問㢟点については、今後、原因を究明しなければならない。各自治体の担当者

が推計に当たって万全を期することはもちろんであるが、内㛶府も各自治体に標準方式を示し、推計結果を単に㞟めるだ

けでなく、それらを比㍑検討し、明らかに不自然な計数があれば、当ヱ自治体と協㆟し再推計するなどして万全を期する

必要がある。 
 

参⪃ᩥ⊩ 
(1) 内㛶府経済社会総合研究所国民経済計算㒊編『平成26年度 県民経済計算年報』㸦平成29年版㸧㸦2017㸧 
(2) 内㛶府経済社会総合研究所国民経済計算㒊編『平成27年度 県民経済計算年報』㸦平成30年版㸧㸦2019㸧 
(3)  内㛶府経済社会総合研究所国民経済計算㒊編 『国民経済計算の平成23年基準改定について㸫変更の主なポイントと推計結果』㸦2016㸧 
(4)  内㛶府経済社会総合研究所国民経済計算㒊編『平成27年度国民経済計算年次推計㸦平成23年基準改定値㸧㸦フロー編㸧』㸦2016㸧 
(5) 内㛶府経済社会総合研究所国民経済計算㒊編『平成27年度国民経済計算年次推計㸦支出側系列等㸧㸦平成23年基準改定値㸧』㸦2016㸧 
 

注 
(1) 本稿において使用する計数は、93SNA及び平成 17年基準に基づく旧推計については参考文献 (1)、08SNA及び平成 23年基準に基
づく新推計については参考文献 (2) に原則として依拠する。GDPの新旧比㍑については、平成 28年 12月の基準改定時の公表㈨料に
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よるが、内訳については2019年9月時点の公表データによる場合がある。 
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ே㛫ᙧᡂࡢ※ὶࠕࡢ࡚ࡋ࡜㎰ࠖ

ቑῲᖾ⏨

䇿$JULFXOWXUH䇿 DV WKH 2ULJLQ RI +XPDQ )RUPDWLRQ

0DVXEXFKL<XNLR
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ᮏ✏ࠊࡣ㎰ࡢୡ⏺ࡀே㛫ᙧᡂ࡟୚ࡿ࠼ព⩏࡜↛⮬ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ே㛫ࡢඹ⏕㛵ಀࢆᇶ♏࡟ᤣࡓ࠼ᩍ⫱ࡾ࠶ࡢ᪉ࡽ᫂ࢆ

ᩍࡢᩘ「ࠊ࡚ࡋ࡜๰ฟㄢ㢟ࡢᣢ⥆ⓗ♫఍ࡓࢀࡉ୺ᙇ࡚ࡗక࡟ᨵゞࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿

㧗㱋໬ࠋࡓࡋ✲㏣࡚࠸ࡘ࡟ᙺ๭ࡍࡓᯝࡀ⫱㎰ᴗᩍࠊᙜ࡚ࢆⅬ↔࡟ᐇ㊶άື࡜ෆᐜࡢ⩦య㦂Ꮫ↛⮬ࡁ࡭ࡴ⤌ࡾྲྀ࡛⛉

♫఍ࡢ⌧ฟࡀཬࡍࡰᅜᐙⓗ⌧㇟ࡀࡘ࡜ࡦࡢ㎰ࡢୡ⏺ࢆ⥅ᢎࡿࡍᚋ⥅⪅⫱ᡂࡢၥ㢟࡛ࠊࢆ࡜ࡇࡿ࠶Ꮫᰯᩍ⫱ࡢほⅬ࠿

ࠋࡓࡋゎ᫂࡟ᐇドⓗࡶࡽ

䜻䞊䝽䞊䝗 䠖 ㎰ᴗᩍ⫱䚸ᣢ⥆ⓗ♫఍䚸⮬↛య㦂Ꮫ⩦䚸㔛ᒣᩍ⫱䚸Ꮫᰯᯘ

䠍䠊䛿䛨䜑䛻

ᩍ⫱࡚ࡋࡑࠊࡽ࠿ࡘ࠸ࡀఱࡽ࠿ጞࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟࠿ࡓࡗࡲᩍ⫱ࡢព࿡࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢆ⌮ゎ࡜ࡿ࡞␗࡚ࡗࡼ࡟࠿ࡿࡍ

ࡉ࡚ࡗࡄࡵࢆゝⴥ࠺࠸࡜ࠖ⫱ᩍࠕࠊࡣศ㔝࡛✲◊ࡢᩍ⫱Ꮫ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡗ࠶௙᪉࡛ࡢゎ⌮ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡀࡢ࠺࠸

ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡛ࡢࡶ࡞ⓗ⩏୍ࡶࡋࡎᚲࡣෆᐜࡢࡑ࡚ࡗࡼ࡟఍᝟ໃ♫ࡸ᫬௦ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ࡞ࡀゎ㔘࡞ࡲࡊࡲ

ᐙᗞࠊ఍࣭ᅜᐙ♫ࠊே㛫࣭ே㢮ࠊࡽࡀ࡞࠼ᤊ࡚࠸ᇶ࡙࡟ほⅬ࠺࠸࡜࠿࠸⊂࠿࠸ᗈࡀㄆ㆑ࡿࡍ㛵࡟⫱ᩍࡿࡺࢃ࠸ Ꮫ࣭

ࡀࡅ࡙⨨఩ࡢ⫱ᩍࡢ㡿ᇦ࡛࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡓࡗ࠸࡜ࡿࡍゎ㔘ࢆព࿡ࡢ⫱ᩍ࡚ࡗࡼ࡜ࡇࡘ❧࡟どⅬࡢ࠿ࢀࡎ࠸ࡢࠎ➼ᰯ

ࠋࡓࡁ࡚ࡋㄝ᫂ࢆ௵㈐࡜ᙺ๭ࡢ⫱ᩍࠊࢀࡉ࡞

୰ࡢࡳႠ࡞ᚲせ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡁ⏕ࡀே㛫ࠊࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞ࡋࡣ࡜ࡇࡿࡍゝཬ࡟௘⣽࡚࠸ࡘ࡟ෆᐜࡢࡽࢀࡑࠊࡣ࡛ࡇࡇ

ព࿡ࡢࡑࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡁᐃ࡛ྰࡣ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ⫱ᩍࠊ࡛ࢇ୪࡜㣗࣭ఫ࣭⾰ࡿ࠶せ⣲࡛୕ࡿ࡞࡜᪥ᖖ⏕ά࡛୙ྍḞࠊ࡟

⏕ࡣ⫱ᩍࠊ࡟࠺ࡼࡓ࠼ၐ࡜ڄڌڃࠖࡿ࠶࡛≀㐀⿕ࡢ၏୍࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀࡉ⫱ᩍࡣே㛫ࠕࡀڄ㸦,�.DQWࢺࣥ࢝ࠊࡣ࡛

➨Ꮡᶒ㸦⏕ࠊ࡟୰ࡢᇶᮏⓗேᶒࡢἲୖ࡛᠇ࠊࡣ௦࡛⌧ࠋ࠸࡞࠸␲ࡣ࡜ࡇࡿ࠶࡛௳せ࠸࡞ࡏ㞳ࡾษ࡜࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡁ

᮲㸧࣭ڐڍ ໅ປࡢᶒ฼㸦➨ ➨ᶒ฼㸦ࡿࡅཷࢆ⫱ᩍࠊ࡟ඹ࡜�᮲㸧HWFڒڍ ࡜఍ᶒ♫ࡿ࠸࡚ࡋᵓᡂࢆ┙ᇶࡢά⏕ࡀ᮲㸧ڑڍ

ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠸࡞ࡀ⏤⌮ࠊࡶ࡜ࡇࡿࢀࡽࡅ࡙⩏ព࡚ࡋ

᫬௦ࡢᤞ࡚࠸౑ࡣ⾰ࠋࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡢቃ◚ቯ⎔ࠊ࡚ࡋ࡜ࡘ࡜ࡦࡢཎᅉࡿ࠸࡚ࡏࡉΰ஘ࢆά⏕ࡣ௦♫఍⌧ࠊ࡛ࢁࡇ࡜

ࡍฟࡀẖᖺ᪥ᮏࠊࡣㄪᰝ࡛ࡢᖺڐڋڋڍࠕࡣ㣗ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡳ࡜↛ᙜࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉฎศ࡚ࡋ࡜ࡳࡈ༷↝ࡣ࡛

㣗ရᗫᲠ≀ࠊࡣ㔠㢠ࡑࡼ࠾࡚ࡋ࡟ ࡾࡓᙜࡾ࡜ࡦᅜẸࠊ඙෇࡛ڌڌ ࠊ࡜ࡿぢ࡟㔞ⓗࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿ࠸ᤞ࡚࡚ࢆ෇ڋڋڎڇڒړ

ᅜẸࡾ࡜ࡦᙜࡾࡓᖺ㛫 ࠿࡜ࡇࡿࡍ㛤Ⓨ࡚ࡋ࡜Ꮿᆅ࡚࠸㛤ࡾษࢆ↛⮬ࡣఫࠋࡿ࠶ࡶᣦ᦬࠺࠸࡜ڄڍڃ࣒ࠖࣛࢢࣟ࢟ڌڐڌ

ࠊࣉ௚ࡢࡑࠋࡓࡗ࡞ࡃከࡀ࡜ࡇࡿࡅཷࢆᙳ㡪ࡢ⅏ᐖ↛⮬ࡀᙜヱᆅᇦࠊࡽ ࢆᗘ้῝ࠎᖺࡶᾏὒởᰁࡿࡼ࡟ࢡࢵࢳࢫࣛ

ቑࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ஦ᐇࡍࡽࡓࡶࡀ⏕ែ⣔ࡢ࡬ᝏᙳ㡪࡟࡞ࢇ࡝ࠊࡣᙉㄪࠋ࠸࡞ࡣ࡜ࡇࡿࡂࡍࡋࡶ࡚ࡋ

㣗ᩱࡢࡽ⮬ࡀࡅࡔே㛫ࠋࡿ࠶ㅖၥ㢟࡛ࡿࡍ㛵࡟㣗ࠊࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦ᦬࡚ࡋ࡜ศ㔝࡞้῝ࡶ୰࡛ࡢᐇ⌧ࡓࡋ࠺ࡑ

≀⏘㎰ࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡍࡇ㉳ࡁᘬࢆၥ㢟࡞ࡁ኱ࡣ࡜ࡇࡿࡍᙅయ໬ࡀάືࡢࡇࠊࡽ࠿ࡿ࠶Ꮡᅾ࡛ࡿ࠸࡚ࡁ⏕࡚ࡋ⏘⏕ࢆ

ࡲࡉࠊࡾ࠶ࡶㄢ㢟࡛ࡢୡ⏺ඹ㏻ࡿࡍ㛵ಀࡶ࡜Ꮡ⏕ࡢே㢮ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㣗ࡢᅜࡀࢃࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟⬟୙ྍࡀ㊊⮬⤥⮬ࡢ

㧗➼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟࠕࠋࡿ࠸࡚ࡗ⮳࡟࡛ࡲࡿࡍ໬⯡୍ࡀゝⴥ࠺࠸࡜�\ᣢ⥆ྍ⬟ᛶ㸦VXVWLQDELOLWࡔࢇ㎸ࡁᕳࢆ㡿ᇦ࡞ࡲࡊ

せ㡿ゎㄝ࣭㎰ᴗ⦅ ➨ࡢࡑࠊࡣ࡛ڄڎڃࠖ ⠇ڎ Ⓨᒎ࡞ᣢ⥆ⓗࠕࠊ࡟ᶆࠖ┠ࡢ⛉㎰ᴗࠕ ᅡሙ⏘⏕ࡓࢀඃ࡟ᣢ⥆ᛶࠕࠖ ᣢࠕࠖ

Ⓨᒎࡢ㎰ᴗ࡞⬟ྍ⥆ ៖⪄ࢆᣢ⥆ᛶࠊࡃ࡞ࡶ࡛ࡲ࠺ゝࠋࡿࡍ㢖ฟࡀ⌧⾲ࡓࡗ࠸࡜ࠊࠎ➼ᙧᡂࠖࡢ఍♫࡞⬟ྍ⥆ᣢࠕࠖ

⎔࡜㎰ᴗࠕ㧗➼Ꮫᰯ㎰ᴗ⛉⏝ᩍ⛉᭩ࢆ࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠶㎰ᴗ࡛ࡀࡑࡇᇶᮏⓗ㡿ᇦࡶ࡜ࡗࡶ࠺ᢸࢆ㣗࡞኱ษࡶ୰࡛ࡿࡍ

ቃ࡛ࠖڌڍࠕࠊࡶୡ⣖ࠊࡣ࡟᪂࡞ࡓᴫᛕ࡜᪉ἲㄽࠕࠊ࡚࠸࡙࡜ࡶ࡟ᚰ࣭⏕࿨ࢆᇶ┙ࡓࡋ࡜⎔ቃࡢ᫬௦ࠖࡢ⢭⚄ࢇࡅࢆ
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ಀ࡛ࠋࡿ࠶
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ࠋࡿ࠸
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ᴗᚑ஦⪅ࡢࡑࠊࡣ⤯ᑐᩘࡀῶᑡࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋၥ㢟ࠋ࠺ࢁ࡞࡜����ᖺ㹼����ᖺࠕࡢ㎰ᯘᴗࠊࡤࢀࡼ࡟ࠖࢫࢧࣥࢭ
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㎰ᐙ࡟ศࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡅ๓⪅ࡣ��୓ᡞྎࢆ⥔ᣢࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᚋ⪅࡛ࡣ ���୓ᡞࡽ࠿���୓ᡞ࡜࡬ῶᑡ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠿ࢃࡀ

ࠋୖࡿ࠸࡚࠸ࡘࡧ⤖ࡶ࡟ቑຍࡢ㠀㎰ᐙࡕᅵᆅᣢࡣ㧗㱋໬ࠊࡓࡲ グࢆࢫࢧࣥࢭࡢぢࠊ࡜ࡿ⥲㎰ᐙᩘ࡜ᅵᆅᣢࡕ㠀㎰

ᐙࡢᑐẚࠊࡣ����ᖺࡣ���୓ᡞ㸸���୓ᡞࠊ����ᖺࡣ���୓ᡞ㸸���୓ᡞࠊ����ᖺࡣ���୓ᡞ㸸���୓ᡞ࡛ࠋࡿ࠶

����ᖺ࡜����ᖺࢆẚ㍑ࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡋ㎰ᐙᩘࡣᐇ࡟ ����㸣ࡢῶᑡ࡛ࠋࡿ࠶���

ࠋୖࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⛣᥎࡜࡬㠀㎰ᐙࡕᅵᆅᣢࠎᖺࠊ᪉୍࡛ࡿ࠸࡚ࡋῶᑡࡀ㎰ᐙᩘ࡟࠺ࡼࡢࡇ グࡢᐇᩘᑐẚ

స⪓ࠊࡓࡲࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋቑຍࡣ㠀㎰ᐙᩘࡕᅵᆅᣢࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟ῶᑡࡢ㎰ᐙᩘ⥲ࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀࡽぢࡶ࡟

ᨺᲠᆅࡿ࠶ࡢ㎰ᐙᩘࡶ����ᖺࡣ����୓ᡞࡕ࠺ࡢᅵᆅᣢࡕ㠀㎰ᐙᩘࡣ����୓ᡞࠊ����ᖺࡣ����୓ᡞ࡟ᑐ࡚ࡋ����

୓ᡞࡶ࡛ࡇࡇࠊ࡜㎰ᐙᩘࡢῶᑡ࡟ᑐ࡚ࡋᅵᆅᣢࡕ㠀㎰ᐙࡢ๭ྜࡀቑຍࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋഴྥࡣ࡚ࡀࡸࠊࡣ㧗

㱋⪅㎰ᐙࡢ⤯ᑐᩘࡀῶᑡࡍࡲࡍࡲࠊ࡜ࡿ࠼⪄ࡶࢆ࡜ࡇࡿࡍ኱ࡶ࠿ࡋࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡃ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡁ㎰ᐙࡢ඲యᩘࡣῶᑡ

ࠋ࠺ࢁ࠶ၥ㢟࡛࡞ࡁ኱ࡶ࡜ࡇࡿ࠶࡟ഴྥ᪼ୖࡣᖹᆒᖺ㱋ࠊ࡟ࡢࡿ࠸࡚ࡋ

᪥ᮏࡣ㧗㱋໬♫఍ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟㎰ᴗᚑ஦⪅ࡓࡲࡶ㧗㱋໬ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ┳㐣࡛࡟࡜ࡇࡢࡇࠋ࠸࡞ࡁ㛵

㎰ᴗᚑࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ໬้῝ࡍࡲࡍࡲࡀ㇟⌧㧗㱋໬࡚ࡗࡼ࡟ῶᑡࡢᡭ࠸ᢸࠊࡣ࡜ࡇࡿࡁᣦ᦬࡛࡚ࡋ

஦⪅ࡢ୰୍࡛ࡶ␒ከ࠸㎰ᴗࡣ✄స࡛ࠋࡿ࠶✄స࡟ᚑ஦ࡿ࠸࡚ࡋேࡣවᴗ㎰ᐙ࡟ከ࡜࠸ゝࠊࡀࡿࢀࢃ౛࡜ࢱ࣮ࢹࡤ࠼

����ࠊࡣ࡚ࡋ ᖺࡢㄪᰝ࡜ẚ㍑࡚ࡋ ���� ᖺࡣ �� ୓ேῶᑡࡢ ��୓ேࡶࢀࡑࠊ �� ṓ௨ୖࡣ����㸣ࠊ�� ṓ௨ୖࡀ

����㸣࡜ࠊ㠀ᖖ࡟኱࡞ࡁ๭ྜࢆ༨ࡢࡇࠋࡿ࠿ࢃ࡜ࡿ࠸࡚ࡵഴྥࡣ����ᖺࡶ࡚࠸࠾࡟ᇶᮏⓗ࡟ኚࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡽࢃ

᪥ᮏࡢ㎰ᴗࡣ㧗㱋⪅࡚ࡗࡼ࡟⥔ᣢ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌧ᐇ࠼ࡺࢀࡑࠊ✄సࡢᢸ࠸ᡭࡢ⌧ᐇࡶ࡚ࡋ࡜㧗㱋⪅ၥ㢟ࢆ↓ど

���ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࢀࡉチࡣ࡜ࡇࡿࡍ

௨ୖ್ᩘ࡞࠺ࡼࡢⓗᣦ᦬ࡀࡉ้῝ࡢࡑࡶࡽ࠿ఏࠊ࡟࠺ࡼࡿࡃ࡚ࡗࢃᣢ⥆ⓗ♫఍ࡢᙧᡂࢆᢸ࠺㎰ᆺ♫఍ࡢᐇ⌧࡜࡟

ࠊࡀࡢࡿ࠶࡟ሙ❧࠺ྜࡁྥ࡟ᦸ┿࡟ㄢ㢟ࡢࡇࠋࡿ࠶࡛࠿ࡽ᫂ࡣ࡜ࡇࡿ࡞࡜㔜せㄢ㢟ࡀᡂ⫱ࡢேᮦ࠺ᢸࢆࢀࡑࠊ࡚ࡗ

ே࡜♫఍ࡢ୧᪉ࡢᙧᡂࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ᩍ⫱࡟௚ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ᩍ⫱ࡢほⅬࡽ࠿㎰ᴗ㧗ᰯᛂ᥼ᅋ㛗ࢆ⮬ㄆࡿࡍ୰ᮧ᱇Ꮚ

Ặࠕࠊࡣᩍ⫱ࡢཎⅬࡢ࡚ࡋ࡜㎰ᴗࠖࢆ୺ᙇ୍ࡢ↛⮬࡛ࡢࡶࡁ⏕ࠊࡣࢀࡑࠋࡿࡍ㒊࡛ࡿ࠶ே㛫ࠊࡀᏛ⩦ᣦᑟせ㡿࡟ゝ

ࡇࡿࡁ⏕࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡁ⏕ࡶศ⮬ࠊ࡚ࡵࡘぢࢆ⛬㐣ࡿࡁ⏕ࡢࡢࡶࡁ⏕ࠕࠊࡶ࡟ࡵࡓࡿࡅ௜࡟㌟ࢆຊࠖࡿࡁ⏕ࠕࡿࢀࢃ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗゝ࡜���ࠖࡔ኱ษࡀ㎰ᴗ࡟ᩍ⛉௨ୖࡢ௚ࠕ࠼ࡺࢀࡑࠊࡾ࠶ᚲせ࡛ࡀࠖ࡜

⮬㣗ᩱࡿ࠸࡚ࡵ㧗ࢆ࠸ᗘྜࡢ໬้῝࡚ࡗక࡟ேཱྀቑຍࠊࡶ࡚ࡳ࡚࠼⪄ࢆ㣗ᩱၥ㢟ࡽ࠿どⅬ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊ࡟ࡽࡉ
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㛵↓࡜㎰ᴗࡢᆅ⌫つᶍ࡛ࠊࡽ࠿ࡿ࠸࡚ࢀࡉࡓ❧࡟ᒁ㠃࡞⬟ゎỴ୙ྍࡣᅜ୍࡛ࡣ㣗ᩱၥ㢟ࡢே㢮ࠋࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡢ⋠⤥

ಀ࡛ࡣ࡜ࡇࡢࡑࠊࡎࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿ࠶᪥ᮏࡢ㣗⣊ၥ㢟࡜㎰ᴗ࡟㛵ࡶ࡚ࡋᐦ᥋ࡿ࠸࡚࠸ࡘࡧ⤖࡟ၥ㢟࡛࡟ࡉࡲࠋࡿ࠶㎰

ᴗࡣᆅ⌫඲యࡢ୰࡛ࡶ࡜ࡗࡶࡶᚑ஦⪅ࡀከ࠸⫋ᴗ࡛ࠊ࡟ࡽࡉڄڔڃࠋࡿ࠶࡛࡟ࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟ࡿ࠶㎰ᴗᚑ஦⪅ࡢῶᑡ

ศ࡞඾ᆺⓗ࠸࡞࠸࡚ࢀ࡜ࡀࢫࣥࣛࣂࡢ⤥౪࡜㟂せࡢே㛫࠺ᢸࢆᮍ᮶࡜ᅾ⌧ࡢ㎰ᴗࠊ࡜ࡿ࠼⪄ࢆၥ㢟ࡢ㧗㱋໬ࡧࡼ࠾

㔝࡜ゝࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠼

❧㝿࡚ࡋ࡜ၥ㢟࡞㌟㏆࡚ࡵᴟࡣ⩦Ꮫ࡜⫱ᩍࡿࡍ㛵࡟㎰ᴗࠊࡽ࠿ࡿ࠶㔜せ࡛ࡣᡂ⫱ࡢᡭ࠸ᢸࡢ㎰ᴗࠊᒙ୍ࡅࡔࢀࡑ

㛵ࡢ⪅୧ࠊ࡜ࡿぢࢆグ㏙ࡿࡍ㛵࡟஫㛵ಀ┦ࡢቃ⎔࡜㎰ࡢቃ࡛ࠖ⎔࡜᱂ᇵࠕ��⠇➨ࡢ㧗࣭ゎㄝ࣭㎰ᴗࠖࠕࠋࡿࡃ࡚ࡗ

ಀࢆከ㠃ⓗ࡟Ꮫࠊ࡚ࡋ࡜┠⛉ࡪᐇ㊶ⓗ࣭య㦂ⓗ࡞Ꮫ⩦άືࡢᚲせᛶࡀゝࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃẼ㇟ⓗせ⣲㸦ග  ࣭

ᗘ࣭‵ᗘ࣭㝆Ỉ㔞࣭㝆㞷㔞HWF�㸧ࠊᅵተⓗせ⣲㸦ᅵ㉁࣭ᅵተࡢỈศࡸ✵Ẽ࣭Ỉ⣲⃰ࣥ࢜࢖ᗘࡸሷ㢮⃰ᗘ࣭᭷ᶵᡂศ

ᶵᡂศ↓࡜ ⓗせ⣲㸦ᚤ⏕≀࣭ᅵተື≀࣭᪻⹸≀⏕ࠊ㸧ډھۏۀ ࠺ࡼࡪᏛࢆᙳ㡪ࡍࡰཬ࡟≀᱂ᇵ᳜ࡀቃせ⣲⎔ྛࡢ㸧ډھۏۀ

ᣦ♧ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋᩍ⫱ෆᐜࢆぢࠊ࡜ࡿ㎰ࡢୡ⏺࡟㛵ᚰࢆᢪࡃேᢪ࠸࡞࠿ே࡟㛵ಀࠊࡃ࡞᪥ᖖ⏕ά࡛≉ู࡟ព

㆑࡛࠸࡞ࡋ⣲㏻ࡿ࠸࡚ࡋࡾ஦㇟ࡢ࡬Ẽ௜ࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋಁࢆࡁ

ពࡿࡍᑐ࡟㎰ᴗࡢࡑࠊࡶ࡚ࡋ࡜ᅜẸⓗឤ᝟ࠊ࡟ᑐ↷ⓗࡣ࡜⫱㎰ᴗᩍࡿࢀࡉゎ⌮࡚࠼ࡲ㋃ࢆ⩦Ꮫ࡞ከ㠃ⓗࡓࡋ࠺ࡇ

㆑ࡀ༑ศ࡟ᾐ㏱ࡣ࡜ࡿ࠸࡚ࡋゝ࠸ࡓࡀ࠸⌧ᐇࡸࡲ࠸ࠊࡤࢀࡍ࡜ࡿ࠶࡛࠺ࡑࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ㎰ᴗࡢព⩏࠸ࡘ࡟

ࠊࢁࡋࡴࠊྰࠋࡿ࠶᫬௦࡛࡞ᚲせࡀ཯┬ⓗ⪃ᐹࠊࡶࡽ࠿ሙ❧ࡢ⫱ᩍࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆᙺ๭ࡢேᮦ⫱ᡂࡃᗈࠊ࡜ࡧᏛࡢ࡚

ே㛫࡚ࡗ࡜࡟㎰ࡢ༨ࡿࡵ఩⨨౯್ࢆᏛࠊ࡟࡜ࡇࡪᩍ⫱ࡢ㈐௵ࡀၥࡿ࠸࡚ࢀࢃ᫬௦࡛࡜ࡿ࠶ゝࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࠼

䠎㻚 ㎰ᴗᩍ⫱䛾䛒䜚᪉

䠎䠊䠍 ᩍ⫱䝣䜯䞊䝮䛷䛾య㦂άື

ࠊ࡜ࡿࡳ࡚࠼⪄࡛ࡾᣓ࠺࠸࡜⫱㎰ᴗᩍࠊ࡚ࡋ࡜᪉ࡾ࠶ࡢ⫱ᩍࡿࡅࡘࡧ⤖ࢆ⪅୧ࠊࡽ࠿࣐࣮ࢸ࠺࠸࡜ࠖ⫱ᩍ࡜㎰ࠕ

ලయⓗࡀ࡜ࡇࡢࡑࡣ࡟ᑠ ୰࣭ 㧗࣭ࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿࡛ࡶ㔜せ࡞㡯┠ࡿ࠸࡚ࢀࢃᢅࡾྲྀ࡚ࡋ࡜ᩍ⫱ㄢ⛬ࡿ࠶࡛ࡘ࡜ࡦࡢ

㎰ᴗࡿࡺࢃ࠸ࠊࡪᏛࡶ࡚࠸ࡘ࡟ၥ㢟ࡢ⸆㎰ࡸ໬Ꮫ⫧ᩱ࡚ࡋ࡜㒊୍ࡢᑓ㛛ⓗ▱㆑ࡿࡍ㛵࡟㎰ᴗࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠿ࢃ࡜

ᑠࠊࡣ⩦ᇶᮏⓗᏛࡢࡵࡓࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉព⏝ࡀᶵ఍ࡢࡧᏛࡿࡍ㛵࡟ቃಖ඲⎔࡜ ୰࣭Ꮫᰯ࡛ࡣ♫఍⛉࡛㎰ᴗ

࡛ࡇࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃᢅࡾྲྀࡽ࠿ほⅬࡢቃ⎔࡜㎰ᴗࡣ㧗➼Ꮫᰯ࡛ࠊ࡚ࡗࡼ࡟ࡳ⤌ᯟ࠺࠸࡜⏘⏕㣗ᩱࡿࡅ࠾࡟Ỉ⏘ᴗࡸ

ࠋࡿࢀࢃఛࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜Ꮫ⩦ෆᐜࢆ⏘⏕㣗ᩱࠊࡾ࠶୰ᚰⓗせᅉ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺ᢅࡾ㛵ಀ࡛ྲྀࡢ࡜㣗ࡶ

㸱ࠕࡢᑠ࣭ᣦᑟ࣭♫఍ࠖ➨�Ꮫᖺࠕࠊࡣ࡜ࡇࡢࡇ ෆᐜ࠸ᢅྲྀࡢ 㸦㸰㸧ࠖ ࢔ࠕࠊ࡛ 㣗ᩱ⏕⏘࡞ࢇ┒ࡢᆅᇦࡢල

యⓗ஦౛ࢆ㏻࡚ࡋㄪࠊࡋ࡜࡜ࡇࡿ࡭✄సࠊ࠿࡯ࡢ㔝⳯ࠊᯝ≀ࠊ≀⏘␆ࠊỈ⏘≀ࡢ࡝࡞୰ࠋ࡜ࡇࡿࡆୖࡾྲྀࢆࡘ୍ࡽ࠿

࢖ ᾘ㈝⪅ࡢ⪅⏘⏕ࡸ❧ሙࡽ࠿࡝࡞ከゅⓗࡢࡽ࠿ࢀࡇࠊ࡚࠼⪄࡟㎰ᴗࡢ࡝࡞Ⓨᒎࠊ࡚࠸ࡘ࡟⮬ศࡿࡵ࡜ࡲࢆ࠼⪄ࡢ

ࡣ࡚࠸ࡘ࡟స✄ࠊࡣᑠ࣭ゎㄝ࣭♫఍࡛ࠖࠕࠊࡶ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ᣦ࡜��㡫㸧�ࠖ࡜ࡇࡿࡍ㓄៖࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

ᚲࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠶࡜ࡿࡆୖࡾྲྀࡎ㣗ᩱ⏕⏘ࡢᇶᮏࡣ✄స࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶Ꮫࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡏࡤ

㣗⫱ᇶᮏἲࠕࡣ࡚࠸ࡘ࡟⫱㎰ᴗᩍࠊ࡛ࢁࡇ࡜ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ �᭶ἲᚊ➨��ྕ㸧ࠕࡀ㣗࡟㛵ࡿࡍయ㦂άື࡚ࠖࡋ࡜

つᐃࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ㣗⫱ࡀ㣗ᩱࡽ࠿⏘⏕ࡢᾘ㈝ࡢ࡛ࡲࡿ⮳࡟㣗࡟㛵ࡿࡍయ㦂άືࢆ࡜ࡇࡿࢀࡉ࡞࡚ࡗࡼ࡟㋃ࡲ

౪⤥࣭⎔ቃಖࡢ㣗ᩱڶᇶᮏ౯್ࡢ㎰ᴗࠊ࡟࠺ࡼࡓ࠸࡚࡭㏙ࡀ኱ෆຊẶࠋࡿ࠸࡚࠼ၐࢆ㔜せᛶࡢ㎰ᯘ⁺ᴗయ㦂ࠊ࡚࠼

඲㸦⮬↛㸧࣭ 㣗ရࡢᏳ඲ᛶ࣭♫఍ⓗಖ඲ࡢࡇࠊڸᅄࡧ⤖࡟࡜ࡇࡿ࠼⪄ࢆࢫࣥࣛࣂࡢࡘ௜ࠋࡿ࠸࡚࠸せࡀ↛⮬ࠊ࡟ࡿࡍ

ே㛫࡟୚ࡿࢀࡃ࡚࠼ᜠᜨࢆయ㦂ࢆ㏻࡟┤࡚ࡋឤࡓࡲࠊ࡜ࡇࡿྲྀࡌ㎰ᯘ⁺ᴗ࡟ᦠࡿࢃேࡢ࡬ࡕࡓ⌮ゎ࡜ឤㅰࢆᏛ⩦ࡍ

ࢀࡽ࠼⪄ࡎࡲࡀⓗ┠ࡢୖ⫱ᩍࡓࡗ࠸࡜ࠊ࡜ࡇࡿࡍ㈨࡟ே᱁ᙧᡂ࡚ࡋ࠾࡜ࢆⱞᴦࡢయ㦂άື࡛ࡢࡽ⮬࡟ࡽࡉࠊ࡜ࡇࡿ

࡜ࡿ࡞࡟⬟ྍ࡛࡜ࡇࡿ㢗࡟ࡅࡔ⫱Ꮫᰯᩍࠊࡣ࡚ࡋ࡜௳᮲ࡢࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆⓗ┠ࡢࡽࢀࡇࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿ

࡟ࡵࡓࡢ⌧ᐇࡢࡑࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ⏬ィࡢ࣒࣮࢓ࣇ⫱ᩍࡿࡍᥦ౪ࢆሙ࡜ᶵ఍ࡢ㎰ᴗయ㦂ࠊࡎ࠼ゝࡣ

ࠋࡿ࠶୙ྍḞ࡛ࡶཧຍࡢࡕࡓ⪅ಖㆤࡸ⪅㣗ᩱ㛵ಀᴗࠊࡃ࡞ࡶ࡛ࡲ࠺ゝࡣ༠ຊࡢᆅᇦ♫఍ࡿ࠸࡚ࡋᚑ஦࡟㎰ᴗࠊࡣ

⏘⏕ࡢ㔝⳯࡜⡿ࡎࡲࠊࡶ࡟ࡵࡓࡿࡏࡉ࠼⪄ࢆᑗ᮶ീ࡜⋠⤥⮬ࡢ㣗ᩱࠊࡣ࡟᫬ࡪᏛࢆၥ㢟ࡢ⏘⏕㣗⣊ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋ

ၥ㢟ࢆࡿࡊࢀ࠿⨨ࡀࢺ࢖࢙࢘࡟ᚓࢆ࡜ࡇࡢࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ᐇ㝿࡟Ꮫࡢࡵࡓࡪάືࠊ࡚ࡋ࡜య㦂Ꮫ⩦ࡢ࡚ࡋ࡜㎰ᴗ

ᐇ㊶㸦⏣⏿࡛ࡢ⡿࣭㔝⳯ࡢ᱂ᇵ࡜཰✭㸧ࡀ࡜ࡇ࠺࡞⾜ࢆᮃࡓࡋ࠺ࡇࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜࠸ࡋࡲయ㦂Ꮫ⩦

ࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿ࡞࡟⬟ྍ࡚ࢀࡽ࠼ᨭ࡟᥼ຓ࡜ᣦᑟࡢࠎேࡢᆅᇦࡸᑓᴗ㎰ᐙࡣ

࡚ࡅྥ࡟ᐇ᪋ࡢ㎰ᴗయ㦂άືࡿࡅ࠾࡟ᑠᏛᰯࠕࠊ࡛ࢁࡇ࡜ ᖹᡂ��ᖺᗘ㛵ᮾࢡࢵࣟࣈᩍ⫱࣒࣮࢓ࣇពぢ஺᥮఍ሗ

࿌ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ�᭶ 㛵ᮾ㎰ᨻᒁ㸧ࠊࡤࢀࡼ࡟㎰ᴗయ㦂άືࢆ㣗⫱ᩍ⫱࡚ࡋ࡜఩⨨࡙ࡿࡅ᰿ᣐ࡚࠸ࡘ࡟ゐࡢࡿ࠸࡚ࢀ
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ࡿࡵ῝ࢆព㆑࣭⌮ゎࡢ࡬㎰ᴗࠕࡶ୰࡛ࡢࡑࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࡋㄆ☜ࠊ࡛ ࡍయឤ࣭⌮ゎࢆࡧ႐ࡸࡉ኱ኚࡢ࡜ࡇࡿࡍ⏘⏕ࠕࠖ

ࠋࡿ࠶ᶆ࡛┠࠺࠸࡜ࠖ࠺㣴ࢆែᗘࡿ࠼⪄ࢆࡉ኱ษࡢ࿨ࡸࡢࡶ࡭㣗ࠕࠊࡀࡢࡿࢀࡽࡆᣲ࡛ࢇ୪࡜ࠖࡿ 㻔㻝㻜㻕

㸦ᖹᡂ��ᖺ㸧๎⥲ࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊࡣࡢࡿ࠶࡟ᬒ⫼ࡿ࠸࡚ࡋ࡟⬟ྍࢆ㊶ᐇࡢ࣒࣮࢓ࣇ⫱ᩍࡿࡍ㛵࡟㎰ᴗయ㦂ࡢࡇ

ᡭᘬࡢᣦᑟࡿࡍ㛵࡟㣗ࠕ࡟ࡽࡉࠊࡀ᥎㐍ࠖࡢ⫱㣗ࡿࡅ࠾࡟Ꮫᰯࠕ࡛ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ㸧࡛㣗࡟㛵ࡿࡍᣦᑟࡢ඲యィ⏬ࡸ

ᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉࡜ᣦᑟ᪉ἲࡢ⦌⤒ࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡼ࡟࡜ࡇࡓࢀࡉ♧ࡀ୰࡛ࠊ௒ḟࡢᣦᑟせ㡿ࡢᨵ 㸦ゞᖹᡂ

��ᖺ㸧࡚࠸࠾࡟㎰ᴗయ㦂άືࢆࢀࡇࠊࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡶ࡚࠸ࡘ࡟⥲ྜⓗᏛ⩦ࡢ᫬㛫ࡸ≉ูάື࡛㣗⫱࡜ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡟

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࢀࡉ♧ᣦ࡜

ࡿࡍ㛵࡟㣗ࠕࡿ࠸࡚ࢀࡉつᐃ࡟㣗⫱ᇶᮏἲࠖࠕࡓࡋ㏙ୖࡀⓗ⮬య┠ࡢ࣒࣮࢓ࣇ⫱ᩍࠊࡣᶆタᐃ┠ࡢࡇࠊࢇࢁࡕࡶ

య㦂άື ࡢࡇࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡢ↛ᙜࡣࡢࡿ࠶࡟࡜ࡇ࠺⾜࡚ࡋ࠾࡜ࢆάື࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ࡛ࡲࡿ⮳࡟㈝ᾘࡽ࠿⏘⏕ࠊࢆࠖ

య㦂άືࡋ࡜ ࠊ࡚ࡋ⏝฼ࢆሙᡤࡿࡺࡽ࠶࡜ᶵ఍ࡿࡺࡽ࠶ࡢ௚ࡢࡑᆅᇦࠊಖ⫱ᡤࠊᏛᰯࠊᐙᗞࡀᅜẸࡃᗈࠊࡣ⫱㣗ࠕ࡚

㣗ᩱࡽ࠿⏘⏕ࡢᾘ㈝➼ࡢ࡛ࡲࡿ⮳࡟㣗࡟㛵ࡿࡍᵝ࡞ࠎయ㦂άື࠺⾜ࢆ 㸦ࠖ➨㸴᮲㸧࡜つᐃࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ୰࡛ࠕࡶ㎰

ᯘ⁺ᴗయ㦂 㔜せ࡛ୖࡿࡍቑ㐍ࢆゎ⌮ࡧ㛵ᚰཬࡢᅜẸࡿࡍ㛵࡟㣗ࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟⩏ពࡢࠖ 㸦ࠖ➨�� ᮲➨㸰㡯㸧࡜ᣦ᦬ࠊࡋ

࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᨭ࡟άື࡞ࠎᵝࡢࠎேࡿࢃ㛵࡟㣗ࡸ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾᡂ࡟ୖࡢᜠᜨࡢ↛⮬ࡀ㣗⏕άࠕ ࡍゎ⌮ࢆࠖ

ሗ࿌ෆᐜࡢ㎰ᴗయ㦂άືࡢ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ⫱ᩍࡓࢀࡉ㸯㒔㸷┴࡛ᐇ᪋࡚࠸ᇶ࡙࡟ពᅗࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿࡍゝཬ࡟㔜せᛶࡿ

ࠋ࠸ࡓࡳ࡚ࡋᴫほ࡟௨ୗࠊ࡚࠸ࡘ࡟ホ౯ࡧࡼ࠾

ୖグࡢ㛵ᮾࡢ࡛ࢡࢵࣟࣈᩍ⫱ࡢ࣒࣮࢓ࣇሗ࿌᭩ࢆぢࠊ࡜ࡿ㎰ᴗ࡟㛵ึࡿࡍ➼ᩍ⫱ڐڃᖺ⏕୰ᚰ㸧࡛ࡢయ㦂άືෆ

ᐜࠊࡣ࡚ࡋ࡜✄సࠕࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡀᡭ᳜ࠊ࠼㝖ⲡࠊ✄สࠊࡾ཰✭ᚋࡢ㣗஦ࠖࡓࡗ࠸࡜ෆᐜࡀ኱༙

࡜ࠊഛ‽࡜⌮ฎࡢ⏣ࡢ཰✭ᚋࡓࡅྥ࡟ḟᖺᗘࠊ⌮⟶ࡢỈࡢ㛫ࡢࡑࠊࡁ௦ᦋࠊࡁࡲ✀ࠊࡾⱑᗋసࠊࡾࡲࡘࠋࡿࡵ༨ࢆ

ࠊࡀࡿࡁゎ࡛⌮࡟༑ศࡣ࡜ࡇࡿ࠶ࡀไ⣙ࡢୖ⛬ᩍ⫱ㄢࠋࡿ࠶య㦂άື࡛࠸࡞ࢀゐࡣ࡟⛬సᴗᕤࡢ୙ྍḞ࡟స✄ࡓࡗ࠸

ఱࡶయ㦂࠺࠸࡜࠸ࡼࡣࡾࡼ࠸࡞ࡋㄆ㆑࡛ࡢࡇࠊࡣ࡟ࡾࢃࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞య㦂άືࡢᡂᯝࢆ㄂ᙇࡿࡂࡍࡋഴྥࡇࡿ࠶ࡀ

ࠋ࠸࡞ࡵྰࡣ࡜

㣗⫱ࡢ࡜┤᥋ⓗ࡞㛵㐃࡛ゝࠊࡤ࠼཰✭ᚋ࡟ୡヰࡓࡗ࡞࡟ேࢆࡕࡓᣍࡢ࡝࡞ࡁࡘࡕࡶࡸ࣮࡚ࣞ࢝࠸ඹ㣗ࢆィ⏬ࡓࡋ

ࠊᶆ┠ࡢ㎰ᴗయ㦂άືࠊ࡚ࡋ࡜஦㡯ࡓࡁㄆ࡛☜࡚ࡋ࠾࡜ࢆάື඲యࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ࡝࡞⏝฼ࡢ㣗࡛⤥ࠊࡾ

య㦂ෆᐜࡢ㉁ྥୖࡢࡵࡓࡢᕤኵࠊᐇ᪋ࡓࡅྥ࡟ᕤኵࠊᚓࡓࢀࡽຠᯝ࡚ࡋࡑࠊㄢ㢟ࡢᢳฟࢆࠊᴫほࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡋḟࡢ

ࠋ࠺ࢁ࡞࡟࠺ࡼ

ࠊࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆᥖ࡚ࡋ࡜ᶆ┠ࠊࡎࡲ

ࡿࡵ῝ࢆព㆑࣭⌮ゎࡢ࡬㎰ᴗࠕ ࠺㣴ࢆែᗘࡿ࠼⪄ࢆࡉ኱ษࡢ࿨ࡸ≀࡭㣗ࠕࠖ ࡋ┤ぢࡢ័⩦ά⏕ࠕࠖ 㒓ᅵࡸ↛⮬ࠕࠖ

ࡴ⫱ࢆᚰࡿࡍឡࡋゎ⌮ࢆ ࡿࡅ௜࡟㌟ࢆ఍ᛶ♫ࡓࡗ࠸࡜ᙧᡂࡢே㛫㛵ಀࠕࠖ 㸦ࠖྠሗ࿌᭩ڏࠊ㡫㸧࡛ࠋࡿ࠶

ḟࠊ࡟ෆᐜࡢ㉁ྥୖࡢࡵࡓࡢᕤኵࠊࡣ࡜ࡇࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋ࡜

ᐇ᪋ࢆ᱂ᇵάືࡓࡌ㏻ࢆᖺ㛫ࠕ య㦂ࢆ㝖ⲡసᴗࠊⲡ᱂ᇵࡆࢇࢀࠊࡾస⫧࠸ࡓࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ཰✭య㦂ࠕࠖ ≀✭཰ࠕࠖ

⏝฼࡟㣗⤥ࢆ 㣗࡚࠸ࡘࢆࡕࡶࡋ㉎ධࢆ⡿ࡕࡶ࡚ࡗ኎ࢆ⡿ࡓࡗసࠊࡸ⤌ྲྀࡿ࡭㣗ࡋ⌮ㄪࢆࡢࡶࡓࡗస࡛ࡕࡓศ⮬ࠕࠖ

ࡿ࡭ 㛤ദ࠸㞟ࡢឤㅰࡢ࡬᪉ࡢᆅᇦࠊཧຍࡢ࡬ఏ⤫⾜஦ࡢࡵࡓࡿࡵ㧗ࢆ㛵ᚰࡢṔྐᐙࡢᆅᇦࡸఏ⤫⾜஦ࠕࠖ ≀✭཰ࠕࠖ

タᐃࢆᶵ఍ࡿ࡭㣗࡟⥴୍࡜ࠎேࡢᆅᇦ࡚ࡋ⏝฼ࢆ య㦂ᐇ᪋ࡓࡋ㐃ᦠ࡜࡝࡞ಖ⫱ᅬࡵࡓࡿ࡚⫱ࢆᚰ࠸ࡋඃࠕࠖ 㸦ࠖྠࠊ

ࠋࡿ࠶࡛࡝࡞㡫㸧ڐ

ୖグࡢ┠ᶆ ᕤ࣭ኵࢆᐇ⌧ࡢࡵࡓࡿࡍᕤኵ࡯ࠕࠊࡣ࡜ࡇࡓ࠼⪄࡚ࡋ࡜ሙࠊᣦᑟ㎰ᐙࡢ⥅⥆ⓗ࡞☜ಖ ☜ࡢ᫬㛫⤌ྲྀࠕࠖ

ಖ ಖ☜ࡢ⪅༠ຊࠕࠖ ゎ⌮ࡢᩍ⫋ဨࠕࠖ 㜵Ṇࡢ஦ᨾࠕࠖ 㸦ࠖྠڐࠊ㡫㸧ࡓࡗ࠸࡜஦㡯࡛ࡣ࡟ࡽࢀࡇࠊࡀࡔࠋࡿ࠶༠ຊ㎰ᐙ࣭

ᣦᑟ㎰ᐙࡢ☜ಖࠊ⏝ල㈨ᮦࡢㄪ㐩➼࡛ࡢᅔ㞴ࡀక࠺ෆᐜࠋྲྀࡿࢀࡽ࠼⪄ࡎࡲࡀ ⤌᫬㛫ࡢ☜ಖࡶ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫

࠸࡞ࡣᐜ࡛᫆ࡣ᪥⛬ㄪᩚࡢ࡜⪅༠ຊࠊࡾ࠶୙ྍḞ࡛ࡀ༠ຊ࡜ゎ⌮ࡢᩍ⫋ဨ࡜⛉ᩍࡢ௚ࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣ࡛ࡅࡔ

⌧ᐇࠊ࡟≉ࠋࡿ࠶ࡀᏛᰯ඲య࡚ࡋ࡜⤌ྲྀࡢᐇ᪋ࢆ࡜ࡇࡿࡍᥖࡿࡆ௨ୖࠊ㎰ᴗయ㦂άືࢆᢸᙜࡿࡍᩍ⫋ဨ࣮ࢸ࣮ࣟࡣ

ࠊ୍࡛࡜ࡇࡿࡍ࡜ࣥࣙࢩ 㒊ࡢேࡢయ㦂࡟೫ࢆ࡜ࡇ࠸࡞ࡽᥦ᱌ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ㈇ᢸࡢၥ㢟ࢆゎᾘ࡛ࡀ࠿࠺࡝࠿ࡢࡿࡁၥ

ࠋࡿࢀࢃ

⤌ྲྀࡓࡋ㢮ఝ࡟࣒࣮࢓ࣇ⫱ᩍࠊࡽ࠿ほⅬ࠺࠸࡜༠ຊ࡜ಖ☜࡞ⓗ⥆⥅ࡢᣦᑟ㎰ᐙࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦ᦬࡛ࡇࡇࠊ࡛ࢁࡇ࡜

㻔㻝㻝㻕ࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࡆୖࡾྲྀࢆࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ௓⤂ࡀ┬⏘㎰ᯘỈࠊ࡚ࡋ࡜ ⾜ಟᏛ᪑ࡳႠࢆ㎰ᐙẸᐟࡀ⪅㧗㱋㎰ᴗࠕࡣࢀࡑ

⤌ྲྀࡿ࠸࡚ࢀධࡅཷࢆ⏕ 㧗㱋㎰ᴗ⪅ࡿࡼ࡟య㦂ᣦᑟ ࡿࡀࡓࡲ࡟༑᪥⏫ᕷ࡜᪂₲┴ୖ㉺ᕷࠊ࡛ࡢࡶࡢෆᐜ࠺࠸ࠖ࡜

��ṓ௨ୖࡀ⪅ࡢ� ๭ࢆ༨ࡿࡵᆅᇦ࡛ࠋࡿ࠶࡛⤌ྲྀࡢሗ࿌᭩ࠊࡤࢀࡼ࡟����ᖺేྜ࡟๓ࡢᪧ�⏫ᮧ࡛ࠕ㉺ᚋ⏣⯋య㦂
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᥎㐍༠㆟఍ ࠺࠸࡜࠺⾜ࢆࢀධཷࡢ➼⾜ಟᏛ᪑ࠊࡋసᡂࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉᐟἩయ㦂ࡢ㎰ᮧ⏕άࡸ㎰ᯘ⁺ᴗࠊࡆୖࡕ❧ࢆࠖ

㧗➼Ꮫࡸᑠ࣭୰Ꮫᰯࡢ㒔ᕷ㒊ࠊ࡚ࡋព⏝ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉయ㦂ࡢ���௨ୖࡣᅾ⌧ࠊࡾᅗࢆᣑ኱ࡢᆅᇦ⤌ྲྀࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ

���ࠊ��ᅋయࡣ����ᖺᗘࠊ࡟୰ᚰࢆᰯ��ேࡅཷࢆධࠊ࡚ࢀ㧗㱋㎰ᴗ⪅࡚ࡋ࡜࣮ࢱࢡࣛࢺࢫࣥ࢖ࡀᣦᑟ࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠺

ࡇࡿ࠸࡚ࡋࡓᯝࢆᙺ๭࡞ࡁ኱࡚ࡗ࡜࡟㎰ᴗయ㦂άືࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡀ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜࠸ከࡶࡋࡎᚲࡣ౛࡞࠺ࡼࡢࡇ

ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡁᐃ࡛ྰࡶ࡜ࡇࡿ࠸࡚࠼ᢪࢆ㞴ၥࡢࡃከࡸㄢ㢟ࡢᵝྠ࡜࣒࣮࢓ࣇ⫱ᩍࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞࠸␲ࡣ࡜

᭱ᚋࠊୖ࡟ グࡢᩍ⫱ࡢ࡛࣒࣮࢓ࣇ㎰ᴗయ㦂άືࡽ࠿ᚓࡓࢀࡽຠᯝ࡜ㄢ㢟ࡶ࡚࠸ࡘ࡟ゐࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࢀຠᯝ࡚࠸ࡘ࡟

࡚ࡆᣲࢆࡢࡶ࡞୺ࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦ᦬࡟ู㇟ᑐࡓࡗ࠸࡜ࠊմᩍ⫋ဨࠊճᏛᰯࠊᐙᗞ࣭ڜگګղᆅᇦ࣭ࠊ❺ձඣࠊࡣ

㡫㸧ڔڈړࠊ㸦ྠሗ࿌᭩ࠋ࠺ࡼࡳ

ձඣ❺ࡢ࡬ຠᯝ͐ ࡓࡗࡲ㧗ࡀ㛵ᚰࡢ࡬≀⏘㎰ࡢᆅᇦࡸ㎰ᴗࠕ͐ ࠖࡓࡗῶࡀࡋṧ࡭㣗ࠊࡾࡲ㧗ࡀព㆑ࡢ࡬≀࡭㣗ࠕࠖ

ࡓࡗ⫱ࡀᚰࡿࡍ࡟኱ษࢆࡢࡶࡿ࠶࿨⏕ࠊࡸࡕẼᣢࡿࡍឤㅰࠕ ࡓࡗ⫱ࡀᚰࡿࡍឡࢆ↛⮬ࡸᆅᇦࠕࠖ ⩏ពࡢ࡜ࡇࡃാࠕࠖ

ࠖࡓࡋᐇឤࢆࡉᑛࡸ

ղᆅᇦ࣭ ࡓࡋୖྥࡀᩍ⫱ຊࡢᆅᇦࠊࡾࡲ῝ࡀ஺ὶࡢᆅᇦ࡛ࠕຠᯝ͐͐ࡢ࡬ᐙᗞ࣭ڜگګ ࡘ࡟άᛶ໬ࡢάືڜگګࠕࠖ

ࡓࡗࡀ࡞ ࡓ࠼ቑࡀᐙᗞࡿࡅࡘࢆẼ࡟㣗⏕άࠕࠖ ࡓ࠼ቑࡀ᫬㛫࠺࠶ࢀࡩぶᏊ࡛ࠕࠖ ࡗ࡞࡜࠸࠶ࡾࡣࡢ⪅㧗㱋ࡢᆅᇦࠕࠖ

ࠖࡓ

ճᏛᰯࡢ࡬ຠᯝ͐ ࡓࡗࡲ῝ࡀゎ⌮ࡢ࡬ᩍ⫱άືࡢᏛᰯࠕ͐ ࡓࡗࡲ῝ࡀ஺ὶࡢᆅᇦ࡜Ꮫᰯࠕࠖ ࡀῶࡗ⁦ṧࡢ㣗⤥ࠕࠖ

ࡓ ࠖࡓࡁᵓ⠏࡛ࡀయไࢀධࡅཷࡿࡍᑐ࡟ᨭ᥼せㄳࡢࡽ࠿Ꮫᰯࠕࠖ

մᩍ⫋ဨࡢ࡬ຠᯝ͐͐ࠕᏊ౪୍ࡃ࠸࡚ࡗ⫱࡟⥴୍࡜యឤࢆ㔊ᡂ ࡢຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ࡜⪅㛵ಀࡸᆅᇦࠕࠖ

ྥୖ ࡓ࠸Ẽ࡙࡟ᚰࡿࡍឡࢆ↛⮬ࡸ╔ឡࡢ࡬ᆅᇦࠕࠖ ᚓ⋓ࡢ඘ᐇឤࡓࡁయ㦂࡛࡛ࢇࡋᴦࠕࠖ ࠋࡿ࠶࡛࡝࡞ࠊࠖ

ࡃ࠸࡚ࡋ࡜⤌ྲྀࡓࡋ඘ᐇࢆ㎰ᴗయ㦂άືࠕࡣሗ࿌᭩࡛ࠋ࠿࠺ࢁࡔఱࡣ࡜ㄢ㢟ࡓࢀࡽᚓࡽ࠿య㦂άືࡢ௨ୖࠊࡣ࡛

࡟ࡵࡓ ࡗ࠸࡜ࠊ࡬㐩ᡂឤࡽ࠿ࡉࡋཝ࣭ࡉ኱ኚ࣭ࡉࡋ㞴ࠊ㛵㐃ࡢ࡜ᆅᇦࠊᡂ⫱ࡢ୺యᛶࡢࡶ࡝Ꮚࠊ໬☜᫂ࡢᶆ┠ࠊࠖ

㡫㸧ڍڌڈڋڌࠊ㸦ྠࠋࡿ࠸࡚࡭㏙ࡽ࠿ほⅬࡢࡘ㸲ࡓ

ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡽࢃ⤊࡟ᐇ᪋ࡢయ㦂ࡿ࡞༢ࠊ࡚ࡋ࡟☜᫂ࢆࡅ࡙⨨఩ࡢୖ⛬ᩍ⫱ㄢࠊࡣ࡚ࡋ࡜࡜ࡇࡿࡍ㛵࡟ᶆ┠ࠊࡎࡲ

ࡽࡉࠊ࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡋඹ᭷ࢆᩍ⫋ဨ㛫࡛ㄆ㆑ࠊࡶ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࡞࡜ᚲせࡀ࡜ࡇࡿࡅ㛵㐃࡙࡜➼⛉ᩍࡢ௚ࠊ࠺ࡼ࠸࡞

࡚ࡋ㛵࡟ᡂ⫱ࡢ୺యᛶࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀ࡜ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡛ୖࡓࡋඹ᭷ࢆⓗ┠ࡶ࡜ࡕࡓேࡢᆅᇦࡸ⪅ಖㆤ࡟

ࠊྲྀࡁᑟ࡟࠺ࡼࡿࢀࡽࡌឤࢆࡧ႐࡜ᙇ⥭࡟࣮ࣝࢦࡢయ㦂ࠊ࡚ࡋ࡜ࡅᶵ࡙ືࡢ࡬య㦂άືࠊࡣ ⤌⮬యࡶ࡟Ꮚࡕࡓࡶ࡝

⪅⏘⏕ࠋࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡏࡉᕤኵ࠼⪄࡟ ㄪ࣭⌮ᖌ ㈍࣭኎ᗑࡢேࡢࣟࣉ࡟ヰࡃ⪺ࢆᶵ఍ࢆస࡚ࡗឤືࢆࡳ῝࡟⤌ྲྀࡸ୚

ⲡྲྀࠊࡾస␇ࡸࡁࡲ✀ࠊࡃ࡞ࡣయ㦂࡛ࡢࡳࡢࡾส✄࡜࠼᳜⏣ࠊࡣ࡚ࡋ࡜Ⅼ࡞኱ษࡶ࡜ࡗࡶ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿ࠼

ࡶ࠿ࡋࠋࡿ࠶ᣦ᦬࡛࠺࠸࡜ࠊࡿࡍ㔊ᡂࢆ╔ឡࡋႏ㉳ࢆ㛵ᚰࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࡜ࡇ࠺㏻࡟⦾㢖࡟ᅡሙ࠸⾜ࢆసᴗࡢ㐃୍➼ࡾ

ࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ࡞ࡀࡳヨࡿࡁẚ㍑࡛࡜ࢁ࠸ࢁ࠸ࠊࡃ࡞ࡣ࡛⏘⏕ࡢࡾ㏻ࣝ࢔ࣗࢽ࣐

ᆅᇦࡢ࡜㛵㐃࡛ࠊࡣ㎰ᮧ㒊࡜㒔ᕷ㒊ࢆ࡜༊ู࡟ࢀࡒࢀࡑࠊ࡚ࡋᅛ᭷ࡢ㐃ᦠࡿࡍෆᐜࢆᣦ᦬ࠊࡋ๓⪅ࡣ࡟సᴗ⿵ຓࠊ

ᅡሙࡢ☜ಖࡸసᴗࡢᣦᑟࠊࢆᚋ⪅ࡣ࡟㈍኎ ㄪ࣭⌮㠃➼࡛ࡢᾘ㈝࡟㛵ࡿࢃᆅᇦ㐃ᦠࢆᣲࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡆᆅᇦࡢேࡓ

Ẽ࡙ࡽ࠿య㦂ࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡸ⚍✭཰ࡿࡍඹ᭷ࢆ཰✭ᡂᯝ࡜⪅㛵ಀࠊಖ☜ࡢᨭ᥼࡞ⓗ⥆⥅ࠊࡾసࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢ࡜ࡕ

ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀࠊ࡜ࡇࡿࡍ㑏ඖ࡟⪅༠ຊ࡚ࡌ㏻ࢆ⪺Ꮫᰯ᪂ࢆᯝ⤖⤌ྲྀࡣ࠸ࡿ࠶ࠊタᐃࡢⓎ⾲఍ࡢ࡜ࡇࡓ࠸

᭱ᚋࠊ࡟㎰ᴗࡢ㞴ࢆ➼ࡉࡋ㐩ᡂឤࠊࡣ࡛࡜ࡇࡿࡆ࡞ࡘ࡟༠ຊ⪅ࡀᚲせ௨ୖ࡟ᡭฟࡢ≀᳜࡟ࡲࡲࡢࡾ࠶ࠊࡎࡏࢆࡋ

ࡀᚲせࡿࡍ࡟࠺ࡼࡃ࠸࡚ࡋ࠿⏕࡟య㦂άືࡢḟࢆኻᩋࡢࡑࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ࡜ࡇࡿࡍኻᩋ࡟᱂ᇵࠊࡸ࡜ࡇࡿฟࡀᕪ࡟⫱⏕

ࠊ㎰సᴗࡢ㐃୍ࡓࡗ࠸࡜ࡾሁ⫧సࡸࡾⲡྲྀࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ㦂⤒ࡢసᴗࡿᚓࢆᯝ⤖࠺࠸࡜཰✭య㦂ࠊࡶ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶

౑⏝ࡓࡋ㐨ලࡢᚋฎ⌮ࡸᚋᩚ⌮ࡢࡑࠊ௚㎰ᴗࡢཝࡿ▱ࢆࡉࡋᵝ࡞ࠎᶵ఍ࢆ⏝ពࡀ࡜ࡇࡿࡍᣲࠋࡿࢀࡽࡆ

ᑓᴗࠊࡣ࡟ࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࡍゎ⌮ࢆጼࡢᮏᙜࡢ㎰ᴗࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡣ࡜ࡇࡿࢀࡉ࠿ぢ࡚Ẽ࡙ࢆሗ࿌᭩ෆᐜࡢࡽࢀࡇ

㎰ᐙࡢ༠ຊࡶࢀࡑࠊᖺ㛫ࢆ㏻ࡢ࡚ࡌᣦᑟࢆᚓࠊࡤࢀࡅ࡞ࡀ࡜ࡇࡿయ㦂άືࢆᐇࡿ࠶ࡢᡂᯝࡣ࡜ࡇࡿࡅࡘࡧ⤖࡟ᅔ㞴

㎰ᴗయ࡞ࡕࡀࡋ౫Ꮡ࡟᫬㛫ࡢάືู≉ࡸ᫬㛫ࡢ⩦ⓗᏛྜ⥲ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟⩦Ꮫ࡜⫱ᩍࡢᏛᰯ࡛ࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡔ

㦂άື୍ࡾࡼࢆ⯡໬ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ௚ࡢᩍ⛉ࡢ࡜㛵ಀࢆ☜ಖࡿࡍᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ⦅ᡂࡀ୙ྍḞ࠶ࡶ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࡞࡟

ࡣ࡜ࡇࡿ࠶࡟ᆅᇦࡿࡁ࡛ࡢ㎰ᴗయ㦂ࡀቃ⎔ࡃᕳࡾྲྀࢆࡕࡓࡶ࡝ᏊࡸᏛᰯࠊࡶࢀࡎ࠸ࡣᏛᰯࡓࢀࡉグ㍕࡟ሗ࿌᭩ࠋࡿ

ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡ࠿࠸࡚࠼⪄ࡶ࡚࠸ࡘ࡟⤌ྲྀࡢᏛᰯ࡛࠸࡞࡟ቃ᮲௳ୗ⎔࡞࠺ࡼࡢࡑࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࡵྰ

ࡀㄆド∾ሙࡿࡁᐇ᪋࡛ࢆࢀධࡅయ㦂ཷࠊࡾ࠶ࡶ࣒࣮࢓ࣇ⫱㓗㎰ᩍ࠺⾜ሙ࡛∾ࡣ࡟άືࡢ࣒࣮࢓ࣇ⫱ᩍ࡞࠺ࡼࡢࡇ
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ᖹᡂ ࡟ᖺڔڍ ڄڍڌڃࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺ᢸࢆయ㦂άື࡞㈗㔜ࡿࡍ㛵࡟㎰ࡓࡲࡶࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃゝ࡜ࡿ࠶ᩘڒړڍ

䠎䠊䠎 ㎰䛾ᑓ㛛ⓗᏛ䜃

ᮏ᱁ⓗ࡟㎰ᴗ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫࠊࡣ࡟ࡵࡓࡪ㎰ᴗ㧗ᰯ࡛ࡢᑓ㛛ᩍ⫱ࡿࡼ࡟Ꮫ⩦ࡀỴᐃⓗ࡟㔜せ࡛ࡢࡇࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶

ᑓ㛛ᩍ⫱ࡎࡲ࡚࠸ࡘ࡟㏙ࠋ࠸ࡓࡳ࡚࡭㒔㐨ᗓ┴࡟࡚࡭ࡍࡢ㛵㐃ᰯࡶᩘࡢࡑࠊࡾ࠶ࡀᖹᡂ ��ᖺ�᭶ࡢẁ㝵࡛ࠊ༢⊂

Ꮫ⛉ࡿ࠶ࡢᏛᰯ���ᰯࠊᙜヱᏛ⛉ࡃ⨨ࢆᏛᰯ���ᰯࠊ⏕ᚐᩘࡣ���ᩘ⥲ᴗᏛ⛉㸦ᑓ㛛Ꮫᰯ㸧⏕ᚐ⫋ࡣࢀࡇࠊྡ���

���ࡢᕤᴗࡶ⋠ẚࡢࡇࠋࡿࡓᙜ࡟����㸣ࡢྡ���� ����㸣ၟࠊᴗࡢ����㸣࡟ḟࠊ࡛࠸⏕ᚐᩘࠊᏛᰯᩘ࡜ඹ࡟➨ �఩

ࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆᙺ๭࡞㔜せࡿ࠸࡚࠼ᨭࢆ⫱ᴗᩍ⫋ࡢᅜࡀࢃࠋࡿ࠶࡟⨨఩ࡢ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆᣲࡀࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢḟࠊࡣ࡚ࡋ࡜Ꮫ⩦ศ㔝࡞୺せࡢ㎰ᴗ㧗ᰯ࡛ࠊࡎࡲ 㻔㻝㻟㻕

⩦Ꮫࡢ➼ὶ㏻ࡸ㣗ရ〇㐀ࠊ⫱㣫ࡢ≀ືࡸ᱂ᇵࡢ≀㣗ရ⏘ᴗศ㔝᳜̿࡜㎰ᴗ⤒Ⴀۑ

⩦Ꮫࡢ࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ࢜࢖ࣂࡢ➼≀ືࡸ≀ศ㔝᳜࣮̿ࢪࣟࣀࢡࢸ࢜࢖ࣂۑ

⩦Ꮫࡢ➼㐀ᅬ࣭ᯘᴗࡸ⣲ᮦ⏕⏘ศ㔝̿㎰ᴗᅵᮌ࡜ቃ๰㐀⎔ۑ

⩦Ꮫࡢ➼ࢫࣅ࣮ࢧᑐேࡸ⏝ศ㔝̿⏕≀άࢫࣅ࣮ࢧ࣐࣮ࣥࣗࣄۑ

ලయⓗࠊࡣ࡟୺࡟㓗㎰ࠊᅬⱁࠊ㣗ရ࣭⏕ά⛉Ꮫࠊ⎔ቃࠊ⏘⏕≀⏕ࠊ᳃ᯘ࣭ᯘᴗ⛉Ꮫࡀ࡝࡞ࠊඹ㏻ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ

ࠊࡣ࡟㧗࣭ゎㄝ࣭㎰ᴗࠖࠕࡣ࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠶ࡶ┴㒔㐨ᗓࡿࢀࡽぢ࡟ᚩⓗ≉ࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࢆᆅᇦᛶࠊࡶ࡝ࢀࡅ

ᴗே⫋࠺ᢸࢆⓎᒎ࡞೺඲࡛ᣢ⥆ⓗࡢ఍㸦ᆅᇦ♫఍㸧♫ࡸᆅᇦࠕ ࡭㏙ࡋ㏉ࡾ⧞࡚ࡋ࡜ᩍ⛉┠ᶆࡀゝᩥ࠺࠸࡜ᡂ⫱ࡢࠖ

⛉Ⴀ⪅㣴ᡂᏛ⮬ࠊࡤ࠼࡜ࡓࠋࡿ࠼ఛࡶ࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽ 㛵࣭㐃⏘ᴗᏛ⛉㸦㮵ඣᓥ┴㸧ࡸ⇕ᖏ㈨※⛉ ⇕࣭ᖏ㎰ᴗ⛉㸦Ἀ

⦖┴㸧ࠊ⏕⏘ὶ㏻⛉㸦ᒣཱྀ┴㸧ࠊ⏕≀⏕⏘⛉㸦ᓥ᰿┴ࠊᒸᒣ┴㸧ࠊ㓗㎰⛉㸦໭ᾏ㐨㸧ࠊ࡝࡞ᆅᇦࡀᢪࡿ࠸࡚࠼㎰ᴗ࡜

ᐦ᥋࡟㛵ಀࡶࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ↓ど࡛ࠋ࠸࡞ࡁ

��ᖹᡂࠊࡓࡲᖺ �᭶ẁ㝵࡛ࡣ༢⊂Ꮫ⛉ࡿ࠶ࡢᏛᰯᩘࡣ ᚐᩘ⏕ࠊ���ᏛᰯࡣᏛᰯࡿ࠸࡚࠸⨨ࢆ⛉ᙜヱᏛࠊᰯ���

⤫ィࡣ������ேࠊ⫋ᴗᏛ⛉㸦ᑓ㛛Ꮫᰯ㸧⏕ᚐ⥲ᩘࡢ⣙ ���㸣ୖࠊࡽ࠿ࡓࡗ࠶࡛ࠊグࡢᖹᡂ ��ᖺᗘࡽ࠿�㹼�ᰯῶ

ᑡᩥࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡓࡋ㒊⛉Ꮫ┬ࡢᏛᰯᇶᮏㄪᰝ㸦ᖹᡂ ��ᖺ㸧ࢆぢࠊ࡜ࡿ㎰ᴗ⛉ࡢዪᏊࡢẚ⋡ࠊࡣᖹᡂ �ᖺᗘࡀ

����㸣࡛ࡀࡢࡶࡓࡗ࠶ᖹᡂ��ᖺᗘࡣ࡟��㸣ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋ᪼ୖ࡜࡬ᚋ⏨ዪẚࡣ඲ᅜᖹᆒ್ࠊࡀࡿ࠶࡛ࠎ༙ࡰ࡯ࡣ

ዪᏊ⏕ᚐࡀከ࠸ᆅᇦࡶᑡࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡃ࡞ሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࣉ࣮ࣝࢢࢢᩍ⫱෌⏕ᐇ⾜఍㆟࣮࣡࢟ࣥࠊࡣഴྥࡓࡋ࠺ࡇ ࡽ࠿ࢀࡇ࡜≦⌧ࡢ㎰ᴗ㧗ᰯࠕ࡛ ⩌ᓥᐇẶ㸦⚟ࡓࡋㄝ᫂ࢆࠖ

㤿┴❧ໃከ㎰ᯘ㧗➼Ꮫᰯ㛗㸧ࡢᰯ⮬ࠊࡀዪᏊ⏕ᚐࡀ ��㸣ࢆ༨ࠊ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡵධᏛ⪅㑅ᢤࡢಸ⋡ࡀᖺࠎῶᑡ࠸࡚ࡋ

㐍Ꮫ��㸣㸦኱Ꮫࡶ㐍㊰ࡢ༞ᴗᚋࡓࡲࠊ࡜ࡇࡿ ᑓ࣭ಟྛ✀Ꮫᰯ ㎰࣭ᯘ኱Ꮫᰯ㸧ࠊᑵ⫋��㸣㸦ᑵ㎰ ㎰࣭ᴗ㛵ಀ ௚࣭⏘ᴗ㸧

࡟ྡᩘࡀᚐ⏕ࡿ࠸࡛ࢇ㑅ࢆ㐍㊰ࡢ࡬ᑵ㎰ࠊࡋࡔࡓ㻔㻝㻠㻕ࠋࡿ࠸࡚ࢀ⌧ࡶ࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋሗ࿌ࢆ≦⌧ࡿ࠸࡚ࡋከᵝ໬࡜

ࠋࡿ࡞࡟Ẽࡣ࡜ࡇ࠸࡞ࡂࡍ

ᖹᡂ��ᖺᗘࡢ඲ᅜࡢ㎰ᴗ㧗ᰯࡢ༞ᴗ⏕ࡢᑵ㎰⋡ࡣ ���㸣ࠊ㎰ᴗ኱Ꮫᰯ➼ࡢ࡬㐍Ꮫ⪅ࡣ ���㸣࡜ᑡ࠸࡞⌧ᐇࡅཷࢆ

Ṇࡿࡵᚲせ࡛ࡇࡑࠋ࠺ࢁ࠶ࡀ㎰ᴗேᮦຊࢆᩍ໬ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ౛ࡤ࠼⁠㈡┴❧ඵ᪥ᕷ༡㧗ᰯ㎰ᴗ⛉ࡢ⏕ᚐࠊࡣẖᖺ㎰

ᴗ኱Ꮫᰯࢆゼၥࢆ࡜ࡇࡿࡍᩍ⫱ㄢ⛬ࡾྲྀ࡟㎸ࠊࡳ㐍Ꮫືࡢᶵ࡙࡜ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࡅሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 㻔㻝㻡㻕ࠊࡓࡲ⚾❧

Ꮫᰯ࡛၏୍㎰ᴗ㧗ᰯ࡚ࡋ࡜����ᖺ࡟๰タࡓࢀࡉ඲ᑅไࡢឡ㎰㧗ᰯࠊࡣᘓᏛࡢ⢭⚄ࢆ⚄ࠕ࡚ࡋ࡜ឡࠊࡋேࢆឡࠊࡋ

ᅵࢆឡ୕ࠖࡿࡍឡ⢭⚄࡟ᇶ࡙ࠕࠊ࡚࠸㎰ᴗ࡟㄂࡜ࡾ႐ࠊࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡗࡶࢆࡧᚋ⥅⪅㣴ᡂࠖࡢ࡜ᩍ⫱┠ⓗࢆᥖ࠸࡚ࡆ

࡟ᚋ⥅⪅㣴ᡂࡢ㎰ᴗࠊ࠸ゝ࡜ࠖࢺࣥࢭ࣮ࣃᅄ༑஬ࡣ⋠ᑵ㎰ࡢ⏕๰❧௨᮶༞ᴗࠕࠊ࡜ࡿぢࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢᏛᰯࠋࡿ

㛵ࡿࡍᡂᯝࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ㻔㻝㻢䠅

ᆏᮾ┾⌮ᏊẶࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡗ࠿࠿࡟ᡂ⫱ࡢ⪅⥅㎰ᴗᚋࡣᑗ᮶ࡢ᪥ᮏ㎰ᴗࠊ࠿࠺ࢁ࠶࡛࡚࠼ࡲ㋃ࢆ≦⌧ࡓࡋ࠺ࡇ

ࢆ⏬ཧࡢዪᛶࡢ࡬࡝࡞㐠Ⴀ$-ࡸ㎰ᴗ⤒Ⴀࠕࠊ࡚ࡗ❧࡟ほⅬ࠺࠸࡜ࠖ࠸࡞ࡓ❧ࡾᡂࡤࢀࡅ࡞ࡀຊࡢዪᛶࡣ㎰ᴗࠕࠊࡣ

㐍ࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡵᚲせࠖ㻔㻝㻣㻕࡜ၐࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠸࡚࠼㎰ᴗᚑ஦⪅ࡢ㛫࡛ࡶ㎰ᴗ⏕⏘࡟┤᥋ᚑ஦ࡿࡍዪᛶࡢᙺ๭࡟

ᮇᚅࡿࡍኌࡣከࡢࡇࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸Ⅼࠗࡶ࡚࠸ࡘ࡟㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩ 㸦࠘ᖹᡂ��ᖺ∧㸧ࠊࡤࢀࡼ࡟ዪᛶ㎰ᴗ⪅ࡢ

ά㌍ࡢሙࡀᣑ኱࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋゐࠕࠊ࡚ࢀᇶᖿⓗ㎰ᴗᚑ஦⪅ࡰ࡯ࡀᶓ࡟ࡢࡿ࠶࡛࠸ࡤᑐࠊࡋ⤌⧊⤒Ⴀయࡢᖖ㞠ࡣ࠸

ࡾ࠾࡚ࡋ᪼ୖࢺࣥ࢖࣏��� ࡗ࡞ࡃ㧗ࡀ๭ྜࡢⰼᮌ㒊㛛࡛ዪᛶ࣭ࡁⰼ࡜᪋タ㔝⳯㒊㛛ࠕぢ࡚࡟Ⴀ㎰㢮ᆺูࢆࢀࡑࠊࠖ

ࡋᣦ᦬࡜ࠖ࠸ࡍࡸࡋ࠿άࢆࡉ࠿⣽ࡵࡁࡸឤᛶࡢዪᛶࠊ࠸ࡽ࡙ࡾ࡞࡟ࢹࣥࣁࡀయຊᕪࡢ࡜ᛶ⏨ࠕࠊ࡚ࡋ࡜⏤⌮ࡿ࠸࡚

ᖹᡂࡣ࡛⪅ᇶᖿⓗ㎰ᴗᚑ஦ࠋࡿ࠸࡚ ��ᖺࠊ��ᖺࡶ࡜ዪᛶࡢ๭ྜࡣ����㸣ࡓࡲࠊᖹᡂ��ᖺ࡟᪋タ㔝⳯࡜ⰼ࣭ࡁⰼ

ᮌࡿࡅ࠾࡟ᖖ㞠࡛࠸ዪᛶࡢ༨ࡿࡵ๭ྜࢀࡒࢀࡑࡣ ��㸣ࠊ��㸣ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ዪᛶ㎰ᴗ⪅ࡢάືࢆ᥎㐍ࡋᚋᢲࡍࡋ
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ᖹᡂࠊࡾ࠶ࡶࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㎰ᴗዪᏊࡿ ��ᖺᗘࡀᩘ࣮ࣂ࣓ࣥࡢࡑ࡟���ேࠊᩍ⫱ᶵ㛵ࡶ㸲ᰯࠊࡾ࠶ᙼዪࡀࡕࡓㅮᖌ

㧗ᰯ࡚ࡋ࡜ ኱࣭Ꮫ࡛ࡢᤵᴗࡸ⏕⏘⌧ሙࡢ࡬⏕ᚐ Ꮫ࣭⏕ࢆᣍ࡚࠸㎰ᴗࢆࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖ᐇ᪋ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ㻔㻝㻤㻕

࡟᫛࿴��ᖺࠊ࡜ࡿぢࢆ⛣᥎ࡢᏛᰯᩘࡿ࠶ࡢ⛉㎰ᴗࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨タ࡚ࡋ࡜ᑓ㛛Ꮫᰯࠊ࡚ࡵྵࢆᴗᏛᰯ⫋ࡢ௚ࡢࡑ

����㸣ࠊ᫛࿴��ᖺ ����㸣ࠊᖹᡂ��ᖺ ����㸣ࠊᖹᡂ��ᖺ ����㸣࡜ࠊῶᑡ㐣⛬ࢆ㎺ࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ㸦ࢀࡇ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㏫ẚ౛࡜⋠㐍Ꮫࡢ࡬⫱㧗➼ᩍࡣഴྥࡢࡇ㸧ࠋࡿ࠶࡛⛉ᬑ㏻ࡀࡢࡿ࠶࡟⛬ቑຍ㐣ࡢ㏫ࡣ࡜

୍᪉ࡸ⤌ࣛࢧ⬺ࠊ⮬Ⴀᴗ⪅ࡢ࡝࡞୰㧗ᖺ⪅ࡀ㎰ᴗࡿࡍ࡜࠺ࡶ⤌ࡾྲྀ࡟㝿࡟ᨭ᥼ࠊࡿࡍ༑࠿ᡤࠕࡢᑵ㎰‽ഛᰯ ࡀࠖ

㛤タࠋ୍ࡿ࠸࡚ࢀࡉ ⯡ⓗࡰ࡯ࠊࡣ࡟඲ᅜࡢ㒔㐨ᗓ┴࡟タ⨨ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㧗༞ࣞ࣋ࣝࢆ⪅ࡢᑐ㇟࡚ࡋ࡜㎰ᴗ⤒Ⴀᩍ⫱ࢆ

ࡢ⛠ྡ࠺࠸࡜㎰ᴗ኱Ꮫᰯ࠺⾜ ࡋ࡜㒊㛛✲◊ࡿࡍ࡜㇟ᑐࢆ኱༞▷ࡸ⏕༞ᴗࡢ㒊㛛ࡢࡑࡓࡲࠊࡾ࠶ࡀ㣴ᡂ㒊㛛ࡢᖺ㛫ڍ

࡚ ࠼ቑࠎᖺࡀࡕࡓேࡿࡍᑵ㎰࡟ᐇ㝿ࠊ࡛ࢇᏛࢆᇶᮏࡢႠ⤒࡜⾡ᢏࡢ㎰ᴗࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀᩍ⫱ᶵ㛵ࡢᖺ㛫ڍ㹼ڌ

ࠋࡿ࠸࡚

୰ᩍᑂ኱Ꮫศ⛉఍㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ≉ูጤဨ఍ࡢ㈨ᩱࠕ㸫㧗ᑓ᪂ศ㔝ࡢᒎ㛤࡚ࡗࡓ࠶࡟㸫㎰ᴗศ㔝ࡢᏛᰯ≧ἣ 㸦ࠖᖹ

ᡂ��ᖺ �᭶㸧ࠊࡤࢀࡼ࡟ᖹᡂ��ᖺᗘࡢ㎰ᯘỈ⏘┬ㄪ࡛࡭㎰ᴗ኱Ꮫᰯࡢ༞ᴗ⪅ �����ேࠊ㎰ᯘᴗసᴗ⪅���ே࡛ࠊ

ᑵ㎰⋡ࡣ����㸣࡛ᩘࡢࡇࠋࡿ࠶Ꮠࡣ㎰ᴗ⣔Ꮫ⛉㸦㧗ᰯ㸧ࡢ༞ᴗ⪅ࡀᑵ㎰⋡ ���㸣ࠊ▷኱���㸣ࠊ኱Ꮫ���㸣࡜ẚ㍑

ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡁゎ࡛⌮࡜ࡿ࠸࡚ࡋࡓᯝࢆᙺ๭࡞኱ษ࡚ࡋ࡜ᩍ⫱ᶵ㛵ࡿࡍ᥎㐍ࢆᑵ㎰ࠊࡶ࡚ࡋ

��㎰ᴗ኱Ꮫᰯᩘ㸦ࠊࡣ࡜ࡇࡿ࠿ࢃࡽ࠿㈨ᩱࡢࡇࠊ࡛ࢁࡇ࡜ᖺᗘ㸧ࡀ඲ᅜ࡛��ᰯ㸦㐨ᗓ┴❧ �Ẹ㛫ᅋయࠊᰯڍڏ

����ධᏛ⪅㸦ࠊᏛ⏕ᩘ�����ேࠊἲே㸯ᰯ㸧❧⊃ࠊᰯ�ே㸧ࠊ༞ᴗ⏕㸦��ᖺᗘࠊ�����ே㸧࡛ᰯ��ࠊࡾ࠶୰��ᰯࡀ

ᑓಟᏛᰯ໬ࠊ࡚࠸࡚ࡋ༞ᴗ⏕ࡣᑓ㛛ኈࡀྕ⛠ࡢ୚ࡓࡲࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࢀࡽ࠼኱Ꮫ༞ᴗ⛬ᗘࡢᏛຊࢆᇶ‽ࠊࡋ࡜ᆅᇦ

㎰ᴗࡣࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀࡢ࠺࠸࡜㎰ᴗ⪅኱Ꮫᰯࡿࡍ࡜ⓗ┠ࢆᡂ⫱ࡢ⪅㎰ᴗ࠸ࡋࢃࡉࡩ࡚ࡋ࡜࣮ࢲ࣮ࣜࡢ 㣗࣭ရ⏘ᴗᢏ⾡

◊✲ᶵᵓ࡚ࡋ࡜఩⨨࡙ࠊࢀࡽࡅධᏛᐃဨࡣ ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋⓎ㊊࡚ࡋ࡜⛬ᩍ⫱ㄢࡢ�ᖺ㛫ࠊྡ��

᭱᪂ࡢ㈨ᩱࠗ㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩ 㸦࠘ᖹᡂ ㎰ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨タ࡟┴��㐨ᗓࠊ࡜ࡿぢࢆ㎰ᯘỈ⏘┬⦅㸧ࠊ∧ᖺڋڎ

ᴗ኱Ꮫᰯࡢ༞ᴗ⏕ࡢᑵ㎰⋡ࠊࡣᖹᡂ��ᖺ㹼ᖹᡂ��ᖺ࡛��㸣ྎྛࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ᖺᗘࡢ༞ᴗ⏕ᩘ㸸ᑵ㎰⪅ᩘࡢ᥎

���ࠊࡣ⛣��㸸�����㸦��ᖺ㸧ࠊ�����㸸���㸦��ᖺ㸧ࠊ�����㸸�����㸦��ᖺ㸧ࠊ�����㸸���㸦��ᖺ㸧ࠊ�����㸸���㸦��

ᖺ㸧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜㸦���㡫㸧

୍᪉ࠊ㎰ᴗ⤒Ⴀࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ᶵ㛵ࠊ࡚ࡋ࡜����ᖺ࡟㛤タ୍ࡓࢀࡉ⯡♫ᅋἲேࡀ⤒Ⴀẕయࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜඲ᑅไࡢ

᪥ᮏ㎰ᴗ⤒Ⴀ኱Ꮫᰯࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶ࡀ ᮍࠕࠊ࡚ࡅ௜࡟㌟ࢆ࢘ࣁ࢘ࣀࡢ㎰ᴗ⤒Ⴀࠊࡅཷࢆ⫱ᩍࡢᏛᖺ��ྡ࡛�ᖺ㛫ڌ

᮶ࢆษࡾᣅࡃ㎰ᴗ⤒Ⴀࢆᚿࢆࠖ⪅ࡍ⫱ᡂ࠺࠸࡜ࡿࡍ┠ⓗࢆᥖࡶ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊ࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡆ▱㆑࡜ᢏ⾡ࠊᐇ

఍ຊ㛵㐃♫ࠋ㎰ᴗຊ㛵㐃⛉┠㸦����༢఩㸧ࠊႠຊ㛵㐃⛉┠㸦��༢఩㸧⤒ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ⨶⥙ࡀ࡝࡞Ⴀィ⏬⟇ᐃ⤒࡜⩦

⛉┠㸦�༢఩㸧ࠊே㛫ຊ㛵㐃⛉┠㸦�༢఩㸧ࡢࡑࠊ௚≉ูάື࣑ࢮ࡜άືࡀ༞ᴗせ௳ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜౛ࠊࡤ࠼㎰ᴗຊ

㛵㐃⛉┠ࠊࡣ࡚ࡋ࡜㎰ᴗຊධ㛛࡜≀⏕ࠊ㎰ᴗࠊ㈨※࣭⎔ቃ࡜㎰ᴗࠊ㣗ᩱ࣭㎰ᴗࡢᨻ⟇࡜ἲᚊࡀ┠⛉ࡓࡗ࠸࡜ࠊ⏝ព

Ⓨࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊே㛫ຊධ㛛ࠊ࡚ࡋ࡜┠⛉ே㛫ຊ㛵㐃ࠊࡤ࠼㛵ಀ࡛ゝࡢ࡜ᆅᇦάᛶ໬ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

᝿ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࡀ┠⛉ࡓࡗ࠸࡜ࠊㅮᖌ㝕ࡢ⫋⌧ࡣ࡟኱Ꮫᩍ⫱㛵ಀ⪅ࡀከࢆྡࡃ㐃ࠋࡿ࠸࡚ࡡ㸦ྠᰯ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪཧ

↷㸧

��ᖹᡂࠊࡓࡲᖺࠊ࡟㎰ᴗ⪅ࡀႠ㎰ࡽࡀ࡞ࡋ⤒Ⴀࡶ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫࡪ㎰ᴗ⤒Ⴀሿࡀ㎰ᴗ኱Ꮫᰯ➼ࢆ㐠Ⴀ୺య࡚ࡗ࡞࡜

��┴࡛㛤ㅮࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ⮳࡟ࡿࢀࡉᖺ㛫 ��᪥௨ୖࡢㅮ⩏ࡢ⩦₇ࡸᏛ⩦ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟࡜ࡇࡿࡅཷࢆ㸦ୖグ

ࠗ㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩࠘���㡫㸧

㧗➼ᏛᰯᏛ⩦ᣦࠊࡣ࡜ࡇࡢࡇࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࢀゐ࡚࠸ࡘ࡟ᯘᴗࡿ࠸࡚ࡋ㛵ಀࡃ῝࡜Ꮫ⩦ෆᐜࡿࡍ㛵࡟㎰ᴗࠊ࡛ࢁࡇ࡜

ᑟせ㡿ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟ᑓ㛛Ꮫ⛉࡟㛤タࡿࢀࡉ⊂❧ᩍ⛉ࡢᕤᴗ࣭ၟᴗ࣭Ỉ⏘HFWࠊࡾ࡞␗ࡣ࡜࠸ᢅࡢ�ᩍ⛉ࠕ㎰ᴗࠖࡢ୰

ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡁど࡛↓ࡶࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀࠖ⏝ᯘ⏘≀฼ࠊ᳃ᯘ⤒Ⴀࠊ᳃ᯘ໬Ꮫࠕ࡟

䠏䠊 ᯘᴗᩍ⫱䛾⌧ᐇ

ᯘᴗ⣔ࡢᏛ⛉ࡣ㎰ᴗ࡟㛵ࡿࡍᏛ⛉ࠊ࡚࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡳ࡜✀୍ࡢ୺࡟㎰ᴗ㧗ᰯࡸ㎰ᯘ㧗ᰯే࡟タࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇែ

ࠋࡿ࠶࡛ ༢⊂ࡢタ⨨ࡓ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ㧗ᰯ㸦㟼ᒸ┴❧ኳ❳ᯘᴗ㧗➼ᏛᰯࠊዉⰋ┴❧ྜྷ㔝ᯘᴗ㧗➼Ꮫᰯ㸧ࠊࡀࡓࡗ࠶ࡶ

ࡇࠋࡿ࠶ࡀࡅࡔᰯ�ࡢ኱ศ┴❧᪥⏣ᯘᕤ㧗ᰯ࡚ࡋ࡜ᯘᕤ㧗➼Ꮫᰯࡣ௒࡛ࠊ࡚࠸࡚ࡗ࡞࡜㛢ᰯ࡟��ᖺ௨ୖ๓࡟࡛ࡍ

ࡢ��ࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟⫱ᯘᴗᩍࠊࡀࡿ࡞࡟࡜ࡇ࠸࡞ࡋᏑᅾࡶᏛᰯ࠺࡞⾜ࢆ⫱ᩍࡢࡳࡢ⛉ᯘᴗᑓࠊࡣୗ࡛ࡢ஦᝟ࡓࡋ࠺

㒔┴࡟㎰ᯘ㧗ᰯࠊࡾ࠶ࡀᏛ⛉ࡣ࡚ࡋ࡜㎰ᴗ⛉ే࡜タࠊࡾ࡞࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜Ἀ⦖┴࡟㸲ᰯࡣࡢࡿ࠶ពእᛶࢆឤࠊࡀࡿࡌ
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E6%A5%AD_(%E6%95%99%E7%A7%91)%23%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E5%AD%A6%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E6%9E%97%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E5%A4%A9%E7%AB%9C%E6%9E%97%E6%A5%AD%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E5%90%89%E9%87%8E%E6%9E%97%E6%A5%AD%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%88%86%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E6%97%A5%E7%94%B0%E6%9E%97%E5%B7%A5%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1


඲యࡣ࡚ࡋ࡜ᴟ࡚ࡵᑡ࠸࡞༳㇟ࠋࡿࡅཷࢆ

୍᪉ࠊ㧗ᰯ࡛ࡓࡋ࠺ࡑࡢᩍ⫱ࡿࡺࢃ࠸ࠊࡣᑵᴗ๓ࡢேᮦ⫱ᡂ࡟㛵ࠊࡾ࠶࡛࡜ࡇࡿࢃⱝᡭᯘᴗᢏ⾡⪅ࡢ࡬‽ഛᩍ⫱

ᖹᡂࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࢆ࡜ࡇࡢࡑࠋࡿ࠶ࡶ࡛ ��ᖺ �᭶࡚ࢃ࠸ࠕ࡟ᯘᴗ࣮࣑ࢹ࢝࢔ රᗜ┴❧᳃ᯘ኱Ꮫᰯࠕࠖ ࿴ḷᒣ㎰ᯘࠕࠖ

኱Ꮫᰯࠖࡀタ⨨ࠊࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡓࢀࡉᯘ㔝ᗇࡀᖹᡂ ࠋࡿ࠶ࡀ⟇ᨭ᥼ࡢࡵࡓࡢேᮦ⫱ᡂ࡞⬟᭷ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡽ࠿ᖺᗘڐڍ

኱ᖺ㛫᭱࡟⪅ᯘᴗ኱Ꮫᰯ㏻Ꮫࡣࢀࡑ ���୓෇ࢆ⤥௜ࡢ⥳ࠕࡿࡍ㟷ᖺᑵᴗ‽ഛ⤥௜㔠஦ᴗ࡛ࠖࠊࡾ࠶ᖹᡂ ࡣᖺᗘڔڍ

㻔㻝㻥㻕ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ⏝άࢆไᗘࡢࡇࡀ┴ᗓړڌ

��➨ࠊ࡚ࡋ࡜⩌┠⛉ࡿࡍ㛵࡟ᯘᴗࠊࡣ㧗࣭ゎㄝ࣭㎰ᴗ࡛ࠖࠕࠊ࡛ࢁࡇ࡜⠇ࠕ᳃ᯘ⛉Ꮫ ᳃ᯘ⤒Ⴀࠕ��⠇➨ࠊࠖ ➨ࠊࠖ

��⠇ࠕᯘ⏘≀฼⏝ࠖࠊ࡜㸱ࡢࡘ⠇ࡀタࠋࡓ࠸࡚ࢀࡽࡅ㎰ᴗ⦅ࡢ୰࡞࠿ࡎࢃ࡟ሙᡤࢆ༨ࡓࡋ❧⊃ࠊࡢࡅࡔࡿࡵศ㔝࡜

ࠊࡤࢀࡍࡽ࠿௳ᆅ⌮ⓗ᮲ࡢᅜࡀࢃࡣᯘᴗࠊ࡚࠸࡛ࢀࡑࠋࡿࡃ࡚࠸ࢃࡶ␲ၥࡢ࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࡞ศ㔞࠸ᢅ࠸ࡓࡀ࠸ゝࡣ

ᴟ࡚ࡵ኱࡞ࡁᙺ๭ࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿ࠸࡚ࡗࡶࢆ㧗ᰯᩍ⛉᭩ࠕ㎰ᴗ࡜⎔ቃ࡛ࠖࡶ᳃ᯘ㠃✚ڋڋڐڇڍ୓ڎڐࡢڼۃ㸣ࡀ⮬↛ᯘࠊ

࠸㧗ࡀ㛵ᚰࡢ࡬᳃ᯘࡣᅜ࡛ࡀࢃࠊ࡚࡭ẚ࡟ࡢࡿ࠶㸣࡛ڐࡀ๭ྜࡢேᕤᯘࡣ࡛⏺ୡ࡟≉ࠊ࡚࠸࡚ࡵ༨ࢆேᕤᯘࡀ㸣ڌڏ

㡫௨ୗ㸧ړڎڃࠋࡿ࠸࡚࠼ᩍࢆ࡜ࡇ

��➨ࠊ࡟ࡳ࡞ࡕ⠇ࠕ᳃ᯘ⛉Ꮫࠖࡢᩍ⫱┠ᶆ࡚ࡋ࡜ᥖࠕࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ᳃ᯘࡢ⫱ᡂ㸪ಖ඲࡜ᮌᮦ࡟⏘⏕ࡢᚲせ

ࢆែᗘ࡜ຊ⬟ࡿᅗࢆ⏝฼࡜ಖ඲ࡢ᳃ᯘࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉゎ⌮࡚࠸ࡘ࡟ែ⏕ࡸᙺ๭ࡢ᳃ᯘࠊࡏࡉᚓ⩦ࢆ⾡ᢏ࡜㆑▱࡞

ࠋࠖࡿ࡚⫱ ᳃���ࠊᙺ๭ࡢ᳃ᯘ���ࠊࡣ࡚ࡋ࡜Ꮫ⩦ෆᐜࡢ┠⛉ࡢࡇࡿࢀࡉ࡜ᚲせ࡟ࡵࡓࡢ⌧ᶆᐇ┠ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠶࡛

ᯘࡢ⏕ែࠊ���᳃ᯘࡢ⫱ᡂࠊ���ᒣᆅࡢಖ඲ࠊ���ᮌᮦࠊ⏘⏕ࡢ���ே㛫♫఍࡜᳃ᯘࡢ㸴㡯┠࡛ࠊ�㹼�༢఩⛬ᗘࢆᒚಟ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ

ࠊ⬟ከᵝᛶಖ඲ᶵ≀⏕ࠕࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ࡚࠸ࡘ࡟⬟ከ㠃ⓗᶵࡢ᳃ᯘࠊࡣ࡟ᙺ๭ࡢ᳃ᯘࡢᏛ⩦ෆᐜ࡛ࠊࡓࡲ

ᆅ⌫⎔ቃಖ඲ᶵ⬟ࠊᅵ◁⅏ᐖ㜵Ṇᶵ⬟ࠊᅵተಖ඲ᶵ⬟ࠊỈ※ᾰ㣴ᶵ⬟ࠊᛌ㐺⎔ቃᙧᡂᶵ⬟ࠊಖ೺࣭ࣞࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡ

ࣥᶵ⬟ᩥࠊ໬ᶵ⬟ࠊ≀㉁⏕⏘ᶵ㜭ࠖ࠺࠸࡜ศ㢮࡟࡜ࡶࡢᏛࠊࡶ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟࡜ࡇࡪከᵝ࡞᳃ᯘ⏕ែ⣔ࡢ⌮ゎ

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡛ࠊࡶ࡚ࡋ㛵࡟⫱ಖࡢ᳃ᯘࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡪᏛ࡚ࠖࡋ㏻ࢆ⩦ᐇ㦂࣭ᐇࡸほᐹࠕࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟

୺ࠊᯘ᳜ࠊ࠼ࡽࡋࡈᆅࠕ࡟ࡽࡉࡣቃ࡛ࠖ⎔࡜㎰ᴗࠕ㧗ᰯᩍ⛉᭩ࠊࢆ㸪㛫ఆࠖࡕ㸪㝖ఆ㸪ᯞᡴࡾษࡿࡘ㸪ࡾୗสࠕࡣ

ఆࠊᦙฟ �ࠖ���㡫㸧࡟࡝࡞㛵ࡿࡍ▱㆑ྠ࡜᫬ࠊ࡟ᢏ⾡ࢆ⩦ᚓࡢࡽࢀࡇࠊ࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࡿࡏࡉෆᐜ࡜⏘ᴗᩍ

⫱࡛せồࡿ࠸࡚ࢀࡉయ㦂Ꮫ⩦άືࡢ࡜㛵ಀ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠊࢆᢸಖࡀ࠿ࡿࡍၥࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࢀࢃ

ୖグࡢᩍ⛉᭩ࡢ➨ ࠊࡉࡁ኱ࡸ㢮✀ࡢᶞᮌࠊࡣㄪᰝ࡛ࠖࡢ㸱㸬ᶞᮌ࣭ᯘᆅࠕࡢࠖ♏ᇶࡢቃಖ඲⎔࡜⏘⏕㎰ᴗࠕ❶ڍ

ⴥࡢᒙ࡚࠸ࡘ࡟ㄪᰝ グ࣭㘓ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡿࡍ㸦ڎڌڌڈڍڌڌ㡫㸧ࠊࡀ⡆༢ࠊࡀࢁࡇ࡜ࠋࡿ࠶ࡀ࠸ࡽࡁࡿࡂࡍ๓ᥖࠕࡢ㧗࣭

ゎㄝ࣭㎰ᴗ࡛ࠖࠕࠊࡣᅜᅵಖ඲ࡸ⎔ቃ๰㐀ࡢศ㔝ࠖࠕࠊ࡚࠸࠾࡟᳃ᯘࡢಖ඲࣭෌⏕ ᳃ᯘ⤒Ⴀ࡞⬟ྍ⥆ᣢࠕࠖ ⏘⏘ᯘࠕࠖ

ᴗࡢⓎᒎࠖࡓࡲࠋࡘ❧┠ࡀ⌧⾲ࡓࡗ࠸࡜➨ ��⠇ࠕ᳃ᯘ⛉Ꮫࠖࡢ㡯┠࡛ࡢࡇࠊࡣ⛉Ꮫࡢᇶ♏ࠕ࡚ࡋ࡜᳃ᯘ⏕ែ⣔ࡢ

ᵓ㐀࡜ᶵ⬟ࡢᏛ⩦ タᐃࡢᶆᯘᆺ┠ࠕࡶ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚࠼ၐࢆほⅬ࠺࠸ࠖ࡜ ࡿ࠸࡚࠼⪄࡚ࡋ࡜ෆᐜ࡞኱ษࡢ⩦Ꮫࡶࢆࠖ

ࡉࡋ㞴ࡢ࡜ࡇࡿࡍ㊶ᐇࢆࡧⓗᏛ▱࡟ࡾ࠾࡜ࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠋࡿ࠶ᑓ㛛ⓗ⌮ゎ࡛ࡢ⫱᳃ᯘᩍࡿࡺࢃ࠸ࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ

ࠋ࠺ࢁࡔ࠸ࡼࡶ࡚ࡗゝ࡜

ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡁど࡛↓ࡶ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ⁁࡞ࡁ኱࡟㛫ࡢ࡜ᐇ⌧࡜ᩍ⫱ෆᐜࡓࡋ࠺ࡇࠊ࡟ࡽࡉ

㸰ࠕࠊࡣෆᐜ࡛ࠖ࡜ᶆ┠ࡢ�Ꮫᖺ➨ࠕ㸱❶➨㸱⠇➨ࡢᑠ࣭ゎㄝ࣭♫఍ࠖࠕ ෆᐜ࡚ࠖ࠸࠾࡟ᅜᅵ࠸ࡘ࡟࡝࡞↛⮬ࡢ

࡚Ꮫ⩦ࡢࡑࠊ࡚࠸࡚ࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍෆᐜࡋ࡜ ά⏕ࡽࡀ࡞ࡋ㐺ᛂ࡟ࢀࡇࡸቃ⎔↛⮬ࡢᅜᅵࡓ࠼ࡽ࡜ࡽ࠿ど㔝࠸ᗈࠕ࡚

࡝࡞ࡁാࡢ※᳃ᯘ㈨࠸࡞ࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡍ࠿Ḟ࡟ቃಖ඲⎔ࡢᅜᅵࠊᵝᏊࡢࠎேࡿ࠸࡚ࡋ ලࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀࠖ

యⓗෆᐜࠕࡣᅜᅵࡢᆅᙧࡸẼೃࡢᴫせࠊ⮬↛᮲௳ࡽ࠿ぢ࡚≉Ⰽࡿ࠶ᆅᇦࡢேࡢࠎ⏕ά ⏕ࡸ೺ᗣࡢᅜẸࡽ࠿බᐖࠕࠖ

ά⎔ቃࢆᏲࡢ࡜ࡇࡿ኱ษࡉ ㎰ᴗ࣭Ỉࠊࡓࡗ࠸࡜㜵Ṇࠖࡢ⅏ᐖ↛⮬ࡧཬࡁാࡢ※᳃ᯘ㈨ࡢࡵࡓࡢ࡝࡞ಖ඲ࡢᅜᅵࠕࠖ

⏘ᴗ࣭ᯘᴗ࡟㛵ࡿࢃᏛ⩦ࢆᣦ♧ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㸦��㡫ࠊ��㡫㸧࡛ࡇࡇయ㦂Ꮫ⩦࡟ᅔ㞴ࢆឤࡿࡏࡉࡌෆᐜࠕࠊ࡚ࡋ࡜ᅜᅵࡢ

ಖ඲࡟ࡵࡓࡢ࡝࡞᳃ᯘ㈨※ࡢ⫱ᡂࡸಖㆤ㸪⮬↛⅏ᐖࡢ㜵Ṇ࡟ດࡿ࠸࡚ࡵ ↓᭷ࡢᶵ఍ࡢලయⓗάືࡢ࡬࡜ࡇ࠺࠸ࠖ࡜

ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ␃࡟ᣦ᦬࠺࠸࡜ࠖࡿ࠼⪄࣭ࡃẼ࡙ࠕࡶᑠ࣭ゎㄝ࣭♫఍࡛ࠖࠕࠋࡿ࠶࡛

࡝࡞᱂ᇵ㸪㓗㎰㸪ほගࡢᯝ≀㸪ⰼ༘ࡸ㔝⳯ࡓࡋ࠿⏕ࢆⰍ≉ࡢẼೃࡸᆅᙧࠕࠊ࡚ࡏࡉ㛵㐃࡜ά⎔ቃ⏕ࡢᚐ⏕࡟ࡽࡉ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀࡅ᪉ྥ࡙ࡢ⩦Ꮫࠊ࡜ࠖࡿࡆୖࡾྲྀࢆᴗ⏘ࡢ

࡞ヲ⣽࡚ࠖ࠸ࡘ࡟㛵㐃ࡢ࡜ᅜẸ⏕ά࡜ቃ⎔↛⮬ࡢᅜᅵࡢᅜࡀᡃࠕࡢෆᐜ㸦㸳㸧ࡢ㸳Ꮫᖺ➨ࡢᑠ࣭ᣦᑟ࣭♫఍ࠖࠕ

Ꮫ⩦ෆᐜࠕࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ᳃ᯘ㈨※ࡢศᕸࡸാ࡚ࡋ┠╔࡟࡝࡞ࡁᅜẸ⏕άࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࡾࢃ࠿࠿ࡢ࡜㸪ᅜ

ᅵࡢᅵᆅ฼⏝඲య࡟༨ࡿࡵ᳃ᯘ㠃✚ࡢ๭ྜࡸ᳃ᯘࡢศᕸࠊ≦⌧ࡢᅜᅵࡢಖ඲ࡸỈ㈨※ࡢᾰ㣴ࡢ࡝࡞᳃ᯘ㈨※ࡢാࠊࡁ

115



᳃ᯘ㈨※ࡢ⫱ᡂࡸಖㆤ࡟ᚑ஦ࡿ࠸࡚ࡋேࡢࠎᕤኵࡸດຊ࡜ࡇࡿࡆୖࡾྲྀࢆ࡝࡞ 㸦ࠖ��㡫㹼��㡫㸧ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜

࠺࠸࡜ࠖ※᳃ᯘ㈨ࠕࠋ࠿࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡿ࠼ゝ࡜ࡢࡶࡿࡅ௜࡟㌟ࢆㄆ㆑࠸ࡋṇࡿࡍ㛵࡟᳃ᯘ࡚ࡋࡓࡣࠊࡣෆᐜࡢࡇࡋ࠿

㈨※ࡢ࡚ࡋ࡜᳃ᯘࢆᣦ♧ࡿࡍゝ࠸᪉ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ❧┠ࡀᐇ㝿ࡢᅜ⟇ࡢ࡚ࡋ࡜᳃ᯘゎ㔘ࡀ࠿ࡢ࡞࠺࡝ࡣၥ࠶࡛ࡿࢀࢃ

ࠋ࠺ࢁ

ᑠ࣭ゎㄝࠕࡣࢀࡑࠋࡿ࠶ၥ㢟࡛ࡢ㐃⥆ᛶࡢ࡜ෆᐜ࡞ᇶᮏⓗࡿ࠸࡚ࡋ⩦ᩍ⫱ẁ㝵࡛Ꮫ➼ึ࡟࡛ࡍࠊࡣ࠸ၥࡢࡇ ♫࣭

఍ࠖࡢ➨�Ꮫᖺ࡛ࠕࡢ㸦ෆᐜ࠸ᢅྲྀࡢ㸧㸦㸳㸧ࠕࠊ࡚࠸࠾࡟ࠖ࢖ڈ࢔ᡃࡀᅜࠊࡣᅜᅵ࡟༨ࡿࡵ᳃ᯘ㠃✚ࡢ๭ྜࡀ㧗ࡇ࠸

࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋࢆࡁാ࡞኱ษ࡟࡝࡞ᾰ㣴ࡢ※Ỉࡸಖ඲ࡢᅜᅵࡿ࠶࡛ྎ⯙ࡢᅜẸ⏕άࡣ᳃ᯘࠊ࡜ 㸦ࠖ�� 㡫㸧࡜ㄝ࡚᫂ࡋ

ᑠ࣭ゎㄝ࣭♫఍ࠕࡢᨵゞ๓࡟࡛ࡍࡣෆᐜࡢࡇࠋࡿࡍ㛵ಀ࡟࡜ࡇࡿ࠸ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ㸧࡛ࠊࡶ᳃ᯘ㈨※ࡢ⫱ᡂࡸಖㆤ࡟

ᚲせࡀ༠ຊࡢᅜẸ୍ே୍ேࡣ࡟ࡵࡓࡿᅗࢆቃಖ඲⎔ࠊࡸ࡜ࡇࡿࡀ࡞ࡘ࡟ቃಖ඲⎔ࡣ࡜ࡇࡿᏲࢆ※᳃ᯘ㈨ࠕࠊ࡚࠸ࡘ

࡜ࡇࡿࡍ࡟࠺ࡼࡃẼ௜࡟࡜ࡇࡿ࠶࡛ 㸦ࠖ��㡫㸧ࡶ࡜ゝ࡟ࡉࡲࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡓ࠸࡚ࢀࢃ᳃ᯘ㈨※࡟㛵ࡿࡍᩍ⫱࡟ᑐࡍ

ࠋ࠺ࡼ࠼ゝࡶ࡜ၥ㢟ࡢ↓᭷ࡢㄝᚓຊࡿ

᪥ᮏࡢᆅ⌮ⓗᅜ᝟ࠊࡤࢀ࠼⪄ࢆᅜᅵࡢ ����㸣ࡀ᳃ᯘ༨᭷⋡࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶㋃ࠊ࡛ୖࡓ࠼ࡲ㒔㐨ᗓ┴ูࡣ࡟᳃ᯘ㠃

ࠊ┴▱㧗ࡿࡵ༨ࢆ��㸣ྎࡀ✚ ᒱ㜧┴ࠊ��㸣ྎࢆ༨ࡿࡵ㛗㔝┴ࠊᓥ᰿┴ࠊᒣ᲍┴࡟ࡉࡲࠊ࡝࡞ᮌ࡟ࠎᜨࡓࢀࡲ⮬↛

⎔ቃࡿ࠶࡟ᆅᇦ࡛ࠊࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟ࢀࡑࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶ᯘᴗᩍ⫱࠺࡞⾜ࢆᑓ㛛ࡢᏛᰯࡀᑡࡣ࡜ࡇ࠸࡞ㄢ㢟ࡋ࡜

࡚ᤊࡃ࠾࡚࠼ᚲせࠋ࠺ࢁࡔࡿ࠶ࡀ

せ⣙ࠋࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆㄢ㢟ࡢ௨ୗࡣ᪂ᓥಇဢẶࡢᯘ㔝ᗇ୰㒊᳃ᯘ⟶⌮ᒁ㛗᫬௦ࠊࡀࡔ࡜ࡇࡿࡃ࡚ࡋ㛵㐃ࡶ࡜Ⅼࡢࡇ

࠼⪄࡜⏘㈨ࢆ᳃ᯘࠊࡵࡓ࠸࡞ฟࡀࡅ࠺ࡶࡽ࠿㸦㸰㸧᳃ᯘࠋࡿࡍከᩘᏑᅾࡀ᳃ᯘ࡞ᅔ㞴ࡀᐃ≉ࡢ⪅㸦㸯㸧ᡤ᭷ࠊ࡜ࡿࡍ

ࢆㄆ㆑࠺࠸࡜ࡿ࠶ࡶቃ㈈㸦⮬↛⅏ᐖ㜵Ṇ㸧࡛⎔࡟ࡶ࡜࡜ࡿ࠶㈈࡛῭⤒࠺࠸࡜ᮌᮦࡣ㸦㸱㸧᳃ᯘࠋ࠸ከࡶ⪅ᡤ᭷࠸࡞

ᣢࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡓ㸦㸲㸧㒔ᕷఫẸୖ࡟ὶᇦࡢᮌࡾ࠿ࡗࡋࢆ౑࠺࠸࡜࠺ព㆑ࢆᣢࠋ࡜ࡇ࠺ࡽࡶ࡚ࡗ㸦㸳㸧ᯘᴗࡀ

࢖ࣛࣉࢧࡢ࡛ࡲ⪅㈝ᾘࡋ㐃ᦠ࡜㸦㸴㸧ᮌᮦ⏘ᴗࠋ࡜ࡇ࠺࠸࡜ᚲせࡀῶ⦰ࢺࢫࢥࡓࡋᚭᗏࡣ࡟ࡘ❧ࡾᡂ࡚ࡋ࡜ᴗࠖࠕ

ࠊ࡛࡜ࡇࡃ⠏ࢆ࣮࢙ࣥࢳ ᚠࡢ࡬෌㐀ᯘࡽ࠿ఆ᥇ࡋ❧☜ࢆࡳ⤌௙ࡿᡠࡀ㔠࠾࡟ᒣࠊ࡟ࡿࡍせࠕࡣ᪂ᓥẶ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶

ࡿࢀࡽࡵồࡀ࡜ࡇࡿసࢆ⎔ 㻔ࠖ㻞㻜㻕࡜⤖ㄽ࡙ࠋࡿ࠸࡚ࡅ

୍᪉ࠊ᪥ᮏ࡛ࡣேࡀࠎᒣ࡟↓㛵ᚰ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶༴᝹ࠊ࡚ࡋᒣ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ▱ࢆ᪥ᮏࠊ࡜ࡇࡿ▱ࢆ᪂࡞ࡓᮍ᮶ࢆ

ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ᧯య࠺࡞⾜య⫱㤋࡛ࠊࡶ࡛࡝࡞Ꮫᰯࠕࠋࡿ࠶ᮌᮧᑦ୕㑻Ặ࡛ࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋゝཬ࡜ࡿࡀ࡞ࡘ࡟࡜ࡇࡿ࠼⪄

͐ᒣⓏࠊࡤࢀࡍࢆࡾከᑡࡣ᛹ᡃࡢࡑࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡵ③ࢆ⫗➽ࡾࡓࡋࢆศࠊ஬ឤࡂ࡜ࡣ

ࡵྵࢆಙ௮ࠊឡ᝟࡜ᩗ⏽ࡿࡍᑐ࡟↛⮬ࠊ࡝࡯ᒣࠋࡃ࠸࡚ࡋቑࡶຊ⬟ࡿྲྀࡳㄞࢆἣ≦ࡢ࿘ᅖ࡟ࡾ࡞ศ⮬ࠊ࡚ࢀࡉࡲࡍ

࡚ே㛫ࡁ⏕ࡢ᪉ࢆᩍࠋࠖ࠸࡞ࡣࢁࡇ࡜ࡿࢀࡃ࡚࠼ 㻔㻞㻝㻕࡞࠺ࡼࡢࡑ⎔ቃࡢ࡜࠸࡞ࡣ࡟ᢈุࡿࡍࢆᏛᰯࡀከ࡞ࢀ▱ࡶ࠿࠸

ࠋ࠺ࡼ࠼ゝ࡜ࡿ࠸࡚࠼ᤊࢆどⅬ࡞ே㛫Ꮫⓗࡢ⫱㔛ᒣᩍࡧࡼ࠾⫱ᯘᴗᩍࠊࡣゝཬࡢࡇࡢᮌᮧẶ࡟ࡉࡲࠊࡶ࡝ࢀࡅ࠸

ᩍ⫱᳃ᯘࠕࡿࡍᥦ᱌ࡀᅜẸ᳃ᯘ఍㆟ࠊ࡚࠼⪄࡜ሙࡢ⫱ᩍࡿ࡚⫱ࢆࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࠺ᢸࢆ᫬௦ࡢḟࢆ↛⮬ࠊࡓࡲ ࠸ࠖ࡜

ࡋ᪂࡚ࡗࡼ࡟࡜ᕤኵ࡜㦂⤒ࡢศ⮬ࠊࡽࡀ࡞ࡋ᥋ゐ࡟⏤⮬࡜↛⮬ࡀࡕࡓᏊ౪ࠕࡣࢀࡑࠋ࠸ࡓࡋ┠ὀ࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠺

ᩍ⫱య⣔࡞࠺ࡼࡿࡏࡲ✚ࢆ㦂⤒࠺࠸࠺ࡑࠊࡿࡍࡾࡓࡗศ࡛స⮬ࢆࡷࡕࡶ࠾ࠊࡾࡓ࠼⪄ࢆ᪉ࡧ㐟࠸ 㻔ࠖ㻞㻞㻕 ࡶࡿ࠼ၐࢆ

ᩍ⫱ேࡓࡲࡶࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜ࡿࢀࡉᙧᡂࡀ⚄⢭࡜ឤᛶ࠸ࡋࡽே㛫࡜ゎ⌮ࡿࡍᑐ࡟↛⮬ࡽ࠿ࡇࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ

㛫Ꮫⓗ࡞᳃ᯘࡢᤊ࠼᪉࡛ࠊࡋ࠺ࢁ࠶㏆ᖺ✚ᴟⓗࡓࡁ࡚ࢀࡉ࡞ࡀ⤌ྲྀ࡞㔛ᒣᩍ⫱࡜ゝࠕࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸ࡼࡶ࡚ࡗ㧗࣭ゎ

ㄝ࣭㎰ᴗࠖࡢ➨��⠇ڃࠕ㸳ڄ⎔ቃ࡟㓄៖ࡓࡋ᱂ᇵࡢᐇ㊶࡛ࠖࡢࡇࠊࡶどⅬࠕࡣ⏕≀ከᵝᛶ࡜⏕ែ⣔ࢆ⥔ᣢࡿࡍ㔛ᆅ㔛

ᒣࡢᙺ๭࡜ᶵ⬟ࠊ⎔ቃࡢಖ඲࡚࠸ࡘ࡟⌮ゎ࡛ڃࠖࡿࡁ��㡫㸧࡞࠺ࡼ⎔ቃ࡟㓄៖ࡓࡋ᱂ᇵࡢᐇ㊶άືࡋ࡜࡜ࡇ࠺⾜ࢆ

ࠋࡿࢀࡉḟ⠇࡛ヲ㏙ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢀࡇࠋࡿ࠸࡚

⬟ᶵࡢ᳃ᯘࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆ⬟ಖỈᶵࡀ᳃ᯘࠋࡿ࠶࡟἞ᒣࡣ๓ᥦࡢ἞Ỉࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀࢃゝࡃࡼ

ᯘᴗᖺḟሗ࿌ࠕ࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ࠖᖹᡂڏᖺᗘ㸧ࠕࠊࡤࢀࡼ࡟Ỉ㈨※ࡢᾰ㣴ࠊᅵ◁ࡢὶฟ㜵Ṇࡃࡌྠࠊᔂቯࡢ㜵Ṇࠊಖ೺ఇ

㣴ࠊ㔝⏕㫽⋇ಖㆤࠊ㓟⣲౪⤥ࠊ኱Ẽί໬ࠊ㦁㡢㜵Ṇࡢࡑࠊࡾࡓࢃ࡟࡝࡞බ┈ⓗᶵ⬟ྜࢆィ࡟ࡘࡌࠊ࡜ࡿࡍᖺ㈝㢠ڔڎ

൨෇ࡶ࡜ࠖࡿࡰࡢ࡟ゝࠕࠊࢀࢃ஧㓟໬Ⅳ⣲ࡢ᤼ฟ㔞㸱൨ࡢࣥࢺ⣙㸰๭ࢆࣥࢺڋڋڏڐࠊ྾཰࡜ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࠖࡿ࠸࡚ࡋ

㻔㻞㻟㻕ࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡢ

࡜᳃ᯘ࡜㎰ࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀࡉᣦ᦬࡚ࡋ㛵࡟⏣Ჴࡽ࠿ほⅬࡢⓗᬒほ⨾ࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇ࠸ࡓࡁ࠾࡚࠼⪄ࡘ୍࠺ࡶࡣ࡛ࡇࡇ

ࡿࢀࡉᣦ᦬ࡀࡉ࡞ᑡࡢ✚ᆅ㠃⪓ࠊࡽ࠿஦ᐇࡿ࠸࡚ࢀࢃ᳃ᯘ࡛そࡀ⣙㸵๭ࡢᅜᅵࡣ᪥ᮏࠋࡿ࠶࡛࡚࠸ࡘ࡟ࡾࡀ࡞ࡘࡢ

࡝࡯ڌࡢศڐڒࡢ࣓࢝ࣜ࢔࡟ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡆୖࡾྲྀࢆࠖ⏣Ỉࠕࡣᑠᓥ៞୕Ặࠊ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡓࡁ࡚ࡋඞ᭹ࢆၥ㢟ࡢࡇࠊࡀ

ࠊ࡚ࡋ㛵࡟ᜨ▱ࡢࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ⏕ඹ࡜↛⮬ࡀ᪥ᮏேࠊࡽ࠿ゎ⌮ࡢ࡜ࡿ࠸࡚ࡗ㣴ࢆேཱྀࡢศ༙ࡢ࣓࢝ࣜ࢔ࠊ㎰ᆅ࡛ࡢ
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E7%9F%A5%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%90%E9%98%9C%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C
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ḟ࡟࠺ࡼࡢ㏙ࠕࠕࠋࡿ࠸࡚࡭Ỉ࡜⥳ ຠ࡚ࡵࢃࡁࠊࡾࡃࡘࢆ⏣Ỉ࡛ࡲ࡟㛫㇂ࡸ㠃ᩳࡢᒣࠊࡋ࠿⏕ࢆ※㈨ࡢ↛ኳ࠺࠸ࠖ࡜

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࣝࢹࣔࡢࡑࡣ⏣Ჴࠋࡓࡏࡉ᏶ᡂࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍ㐃సࢆ࣓ࢥࡃࡼ⋠ 㻔㻞㻠㻕

௨ୖࡀࢃࠊ࡟࠺ࡼࡢᅜࡢᆅ⌮ⓗ᮲௳ࢆ㋃ࡓ࠼ࡲᩍ⫱ෆᐜࠊ࡚ࡋ࡜㎰ᴗࡶ࡜୙ྍศࡢ㛵ಀࡿ࠶࡟ᯘᴗ࠸ࡘ࡟ ୺ࠕ࡚

యⓗࠊᑐヰⓗ࠸῝ࡧࡼ࠾Ꮫࢆࠖࡧᐇ㊶ࡢ࡜ࡇࡿࡍព⩏ࠋࡿ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡶ㎰ᯘỈ⏘ᴗࡢṇ࠸ࡋ⌮ゎࠊࡀ⮬↛⎔ቃ࠾࡟

఍♫࡚ࡋࡑࠊࡶࡽ࠿ほⅬࡿࡍಖドࢆᏑከᵝᛶ⏕ࡢே㛫ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿ࠶኱ษ࡛࡛ୖࡿࡍಖᣢࢆከᵝᛶ≀⏕ࡿࡅ ᅜ࣭

ᐙࡢᣢ⥆ྍ⬟ᛶࡿࡍ࡜ࡢࡶ࡞࠿☜ࢆព࿡࡛ࠊึࡶ ➼ᩍ⫱ẁ㝵ࡢࡽ࠿ᇶ♏ⓗᏛ⩦࡚ࡋ࡜୙ྍḞࡣ࡟ࡇࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞

ᗈࡃᤊࡓ࠼㎰ࡢୡ⏺࡜ே㛫ࡢඹᏑࢆᨭࡢ࡜↛⮬ࡿ࠼ඹ⏕ཎ⌮ࡀാࠋࡿࢀࡽ▱࡜ࡿ࠸࡚࠸

䠐 ⮬↛䛸䛾ඹ⏕䜢Ꮫ䜆ᐇ㊶

㸲䠊䠍 㔛ᒣᩍ⫱䛾ព࿡

ᑡ࡚ࡋỴࡣᏛᰯ࠸ࡽࡎࡋᵓ⠏࡚ࡗࡼ࡟௳ቃ᮲⎔ࢆ㛵ಀࡢ⫱ᩍ࡜㎰ࠊ࡚ࡋ㛵㐃࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡪᏛࢆ⏕ඹࡢ࡜↛⮬

㧗ᰯᩍ⛉᭩࡛ࠋࡿ࠶࡛⫱㔛ᒣᩍࡀࡘ࡜ࡦࡢᕤኵࡿ࠸࡚ࢀࡽࢀධࡾྲྀ࡟⛬ᩍ⫱ㄢ࡛ࡇࡑࠋࡿࡁᣦ᦬࡛ࡶ࡜ࡇ࠸࡞ࡃ࡞

࠶ࡾ㞄ࡀ࡝࡞ụࡵࡓࠊ⏣Ỉࠊⲡᆅࡸ㞧ᮌᯘࠕࡣ࡛ࡇࡑࠊࡘࡘࡋ௓⤂࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡓࡁ࡚࠼ᨭࢆࡳႠࡢ㎰ࡀ㔛ᆅ㔛ᒣࡶ

ࡸ⏘≀ࠕࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛ࠖ࠿ࡳࡍࡢ≀⏕࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡝࡞⹸᪻ࠊ୧⏕㢮ࡸ㨶ࠕ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡞ࡳ࡜㛫ࠖ✵࠺

ࡓࡁ࡚࠼ᨭࢆࡳႠࡢ㎰࡚ࡋ࠾࡜ࢆ࡜ࡇࡿࡍ᏶⿵ࢆከᵝᛶࡢ≀⏕ࡓࡲࠊࡋ⤥౪࡟㎰⪔ᆅࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚ ࠸࡚ࡋㄝ᫂ࠖ࡜

ㄢ࡜ᙺ๭ࡢ⫱㔛ᒣᩍࡎࡲࡣᮏ❶⠇࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡶ࡛⫱ᩍࡿ࠸࡚ࡋ㛵㐃࡟ᐦ᥋ࡶ࡜య㦂άືࡢḟ⠇ࡣࢀࡇ㡫㸧ڐڏ㸦ࠋࡿ

㢟ࠋ࠸ࡓࡳ࡚࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟

ࠊ❶�➨ࡢᑠ࣭ゎㄝ࣭♫఍ࠖࠕࠋ࠺ࡼࡳ࡚ࡅྥࢆ┠࡟Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊࡿ࡞࡜๓ᥦࡿࡆୖࡾྲྀࢆ⫱㔛ᒣᩍࠊ㝿ࡢࡑ

➨ࠕ ෆᐜ㸦㸯㸧ࠖࡢᏛᖺڐ ࡞ࡀㄝ᫂࡞࠺ࡼࡢḟࠊࡣ࡟ࠖࡿࡍゎ⌮ࢆᴫせࡢẼೃࡸᆅᙧࡢᅜᅵࡢᅜࡀ㸧ᡃ࢖㸦࢔ࠕࡢ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࠊᡃ࡜ࡇ࠸࡞ᑡࡀᖹ㔝࡛ࡕࡀᒣ࡜ࡿࡳ࡚ࡋ࡜඲యࡣᆅᙧࡢᅜࡀᡃࠕ ࠊ͐࡜ࡇࡿࢀࡽぢࡀኚ໬ࡢᅄᏘࡣ࡟Ẽೃࡢᅜࡀ

͐ேࡣࠎ⮬↛⎔ቃ࡟㐺ᛂ࡚ࡋ⏕άࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⌮ゎࡣ࡜ࡇࡿࡍᡃࠊ ぢ࡚ࡽ࠿௳᮲↛⮬ࡢ࡝࡞Ẽೃࡸᆅᙧࡣ࡟ᅜࡀ

≉Ⰽࡿ࠶ᆅᇦࠊ࡜ࡇࡿ࠶ࡀேࡣࠎ⮬↛᮲௳ࡢ୰࡛ᕤኵࡽࡀ࡞ࡋ⏕άࠊ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋேࡣࠎ⮬↛᮲௳࡚ࡋ࠿⏕ࢆ㔝⳯

ࠊᡃ࡟ᇶࢆ࡝࡞࡜ࡇࡿ࠸࡛ࢇႠࢆᴗ⏘ࡢ࡝࡞ほගࠊ㓗㎰ࠊ᱂ᇵࡢⰼ༘ࠊ≀ᯝࡸ ࠸ࡘ࡟ᅜẸ⏕ά࡜ᵝᏊࡢᅜᅵࡢᅜࡀ

࡚⌮ゎࠋࠖࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ㸦ڏڒ㡫㸧

ࡢ᥋┤࡚࠸ࡘ࡟⫱㔛ᒣᩍࡣᏛ⩦ᣦᑟせ㡿࡛ࠊ࡟࠿ࡋࡓࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡲࡣᙜ࡚࡟⏣Ჴࡸ㔛ᒣࠊࡣෆᐜࡢࡇ࡟ࡉࡲ

ᣦ᦬ࠊࡀ࠸࡞ࡣᩍ⫱ෆᐜ࡚ࡋ࡜ぢࠊࡤࢀᐇ㉁ⓗ࡟ࢀࡑ࡟┦ᙜ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ⮬↛య㦂άື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡸάື࡝࡞

ࠋࡿࡆୖࡾḟ⠇࡛ྲྀࡣ࡚࠸ࡘ࡟య㦂άືࡢࡇࠋࡃẼ࡙࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝ከࡀ⌧⾲ࡢ

XQGHYHORSHGࠊ࡜ࡿࡍ⌧⾲ⱥㄒ࡛ࢆ㔛ᒣࠊ࡛ࢁࡇ࡜ ZRRGODQG QHDU SRSXODWHG DUHD VHWWOHPHQWࠊ࠿࡜ SDWWHUQ RI OLYLQJ LQ
XSODQG YDOOH\V DQG FXOWLYDWLQJ ORZHU VORSHG \RXQWU&ࠊ࠿࡜ VLGH IRUHVW ࡣࡓࡲ YLOODJH�YLFLQLW\ PRXQWDLQ ࢇࢁ࠸ࠊ࡝࡞

࡟ࡲࡲࡢࡳ᪥ᮏㄒㄞࡶ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ᪉ࢀࡽ࠸⏝࡞ 6DWR\DPD ࠊ࡟ࡿࡍせࠋ࠸࡞ࡃ࡞ᑡࡶ࡜ࡇࡿࢀࡽ࠸⏝࡜

㔛ᒣࢆつᐃࡿࡍⱥㄒ⾲⌧ࡣከᵝ࡛ࡣࡽࢀࡑࠊࡾ࠶᪥ᮏㄒ≉᭷ࢆࢫࣥ࢔ࣗࢽࡢఏࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡽ࠼

PRXQWDLQ࡟₩⡆ࠊࡣ⌧⾲ⱥㄒࡢᒣ㔛ࡢពྠ࡜㔛ᒣࡣ᪥ᮏㄒ࡛ࠊ࡟ࡳ࡞ࡕ YLOODJH Dࠊ࠿࡜ YLOODJH LQ D PRXQWDLQ YDOOH\ࠊ
ࡣ࠸ࡿ࠶ KDPOHW DPRQJ WKH PRXQWDLQV ࡜ᒣ࣭㧗ᆅ࣭㞟ⴠ࣭㇂ࠊ࡟࠺ࡼࡌྠ࡜㔛ᒣࡢୖࠋࡿ࠶᪉࡛ࢀࡽ࠸⏝ࡓࡗ࠸࡜

ࡍࢃ⾲ࢆᮧⴠࡶ࡛⌧⾲ⱥㄒࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠿ࢃ࡜ࡿ࠶࡛⌧⾲ࡓࡋྜ「ࢆព࿡ࡓࡗ࠸ YLOODJH ࠸࡚ࡋඹ㏻ࡣࢪ࣮࣓࢖ࡢ

ࠋ࠺ࢁࡔࡿ࠼ゝ࡜࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ࠼ఏࢆ㞺ᅖẼࡓࡋ࡜ࡢࡰࡢ࡯࡞࠺ࡼࡢ㔛ᒣࡢ᪥ᮏㄒࠊࡀ࠸ࡼ࡚࠼⪄࡜ࡿ

ே㛫ࡿࡺࢃ࠸ࠋࡿ࠶࡛ࡘ࡜ࡦࡢ↛⮬ࡿ࠸࡚ࡋ⌧⾲࡟ᚩⓗ㇟ࢆᬒほࡢ⨾᪥ᮏⓗࠊ࡟࠺ࡼࡌྠ࡜⏣Ჴࠊࡣ㔛ᒣࠊ࡚ࡉ

⾰ࡾࡲࡘࠊ࡚ࡋ࡜ቃ⎔ࡃᇶ࡙࡟ᚲ↛ⓗ㛵ಀࡢ࡜↛⮬࡜ 㣗࣭ ఫ࣭ࢆ☜ಖ࡟ࡵࡓࡿࡍ୙ྍḞࡢ⎔ቃࠊ࡚ࡋ࡜ே㛫ࡢ⏕ά

୰ࠕࠊࡤ࠼ゝ࡚࠸ࡘ࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜ᬒほࡢࡇࠊ࡟ࡳ࡞ࡕࠋࡿ࠶࡛↛⮬ࡓࡁ࡚ࢀࡉಖㆤࢀࡉᙧᡂ࡚ࡗ࡞࡜㒊୍ࡢ ゎ࣭ㄝ࣭

♫఍ࠖࡢ➨ ➨❶ڍ ᶆ㸦㸰㸧ࠖ┠ࡢ㸯ᆅ⌮ⓗศ㔝ࠕࠊ⠇ڍ ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉㄝ᫂࠺ࡇ࡟㸦ཧ⪃㸧ࡢ

࠿ࡁാ࡞ࠎᵝࠊࡓࡲࠋࡿࡍ⏝฼࡟ከᵝࢆቃ⎔↛⮬ࠊࡣே㛫ࠕࠊ࡚ࡋ࡜஫౫Ꮡ㛵ಀࠖ┦ࡢ࡜ቃ⎔↛⮬࡜㸱㸧ே㛫ࠕ

ࡢࡾ࿘ࡢ㌟ࠊ௚᪉࡛ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡅཷࢆᙳ㡪ࡢ᪉࡛⮬↛ㅖせ⣲୍ࠊࡣே㛫ࠋࡍฟࡾ㐀ࢆ໬ᬒほᩥ࡞ከᵝࠊࡾࡼ࡟ࡅ

⎔ቃࢆㄪ࿴ࡓࢀྲྀࡢᬒほ࡟ኚࡣ࡟ࡁ࡜ࠊࡾࡓ࠼୙ㄪ࿴࡞ᬒほ࡜࡬ኚ໬ࠊࡾࡲࡘࠋࡿࡏࡉ✵㛫ࡿࡅ࠾࡟」㞧࡞┦஫౫

Ꮡ㛵ಀࡢ࡬⌮ゎࠊࡀ⎔ቃィ⏬ࡸ⎔ቃ⟶⌮ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ⎔ቃಖㆤ࡚ࡗ࡜࡟኱ኚ㔜せࠋࠖࡿ࡞࡜ࡢࡶ࡞㸦�����㡫㸧

࠶ࡶ㔛࡛ࡢࡂࡽᏳࡍ₶ࢆᚰࠊࢀࡲ⫱࡟࠿㇏ࡀឤᛶࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸ᙜ࡚࡚࠸ゝࢆᚩ≉ࡢ⏣Ჴࡸ㔛ᒣࠊࡣㄝ᫂ᩥࡢࡇ
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ࡸᛮ⪃ຊࡢࡵࡓࡿࡍゎỴࢆㅖㄢ㢟ࡿࡃ࡚ࡅࡘࡁ✺ࡀ↛⮬ࠊࡸᚸ⪏ຊࡿࡍᑐ࡟ࡉࡋཝࡢ↛⮬ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࢀࡑࠊࡀࡿ

ุ᩿ຊࢆ㌟ࡿࡁ⏕ࠕࡿࡅࡘ࡟ຊ ࡛࡜ࡇࡓࡁ࡚ࡋヰ࡛☜ㄆ❺ࡢᐑ⃝㈼἞ࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟Ⅼࡢࡇࠋࡿ࡞࡜ᚲせࡀᚓ⩦ࡢࠖ

᰿௜࡟⏕ඹࡢ࡜↛⮬ࠊ࡟᫬ྠ࡜ࡿ࠶ᡂ࡛⫱ࡢᚰ࡞ᖹ࿴ࡸឤᛶ࡞࠿㇏ࠊࡣ࡜ࡢࡶࡍᣦ┠ࡀ⫱㔛ᒣᩍࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࠶ࡶ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ࡧᏛࡢຊࠖࡿࡁ⏕ࠕࡓ࠸

㔛ࠊࡽ࠿ほⅬࡢቃಖㆤ⎔ࠊ࡚ࡗ࠶ࡶ᪉࠼⪄࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࢀࡽࡅ࡙⨨఩࡟୰ࡢ⫱ቃᩍ⎔ࡣ⫱㔛ᒣᩍ࡛ࡲࢀࡇ

ᒣᩍ⫱ࡸ⏿⏣ࠊࡽࡀ࡞ࡋ⛠࡜ᒣᯘ࡛ࡢ᱂ᇵసᴗ࡟ᚑ஦ࢁࡋࡴࠊࡶࡾࡼ࠺࠸࡜ࡿࡍປാዊ௙ⓗάື࣒࣮ࢤࡸⓗάື࡟

୰ᚰࠊࢇࢁࡕࡶࠋ࠸࡞ࡵྰࡣ࡜ࡇࡓࡁ࡚ࢀ࠿⨨ࡀ⮬↛⎔ቃ࡟ᜨ࠸࡞࠸࡚ࢀࡲᏛᰯࡢᏊࠊ࡚ࡗ࡜࡟ࡕࡓࡶ࡝㔛ᒣ࡛ࡢ

άືࡀ୚ࠊ୍ࡤࢀࢀࡽ࠼ ᐃࡢᩍ⫱ᡂᯝࡣぢࡀ↛⮬ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࢀࡽᣢࡿ࠸࡚ࡗᩍ⫱ຊࡣே㛫ࡢᖖ㆑࡟࠿ࡿࡣࢆ㉸࠼

ࢃゝ࡜ࡿ࠶࡟㏵ୖࡔࡲࡔࡲࠊࡣᩍ⫱άືࡃᇶ࡙࡟ゎ⌮࡞༑ศࡢ⫱㔛ᒣᩍࠊ࠾࡞ࡶ࡛ࢀࡑࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡿ࠶ࡀࡢࡶࡓ

ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞

᳃ᯘࡽ࠿᝺஦ࡿࡼ࡟ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ࠊࡘ୍ࡢㄢ㢟ࡢ࡚ࡗ࡜࡟ゎ⌮ࡢ⫱㔛ᒣᩍࡧࡼ࠾ᩍ⫱ຊࡢ↛⮬࡞࠺ࡼࡢࡇ ᯘ࣭ᴗ

㑊ࠕࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࠖ⤌ྲྀࡓࡅྥ࡟⏕෌ࡢ㔛ᒣࠕࡢᯘ㔝ᗇࡀ౛୍ࡢࡑࠋࡿ࡞࡜㔜せࡶ࡜ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡟⏕෌ࡢ

㞴ᣦ♧༊ᇦཬࡢࡑࡧ࿘㎶ࡢᆅᇦࣝࢹ࡚ࣔ࠸࠾࡟ᆅ༊ࢆ㑅ᐃࠊࡋ㔛ᒣ෌⏕ࢆ㐍ࠕࠊ࡚ࡋ࡜ࠖ⤌ྲྀࡢࡵࡓࡿࡵ㔛ᒣ෌⏕

ᖹᡂࡣࢀࡇࠋࡿ࠶᥎㐍ᐇ᪋࡛ࡢ஦ᴗࠖࣝࢹࣔ ᖺڋڎ ࠊࡋ࡜ࡿࡍᐇ᪋࡚ࡋ㑅ᐃࢆᆅ༊ࣝࢹࣔࡢᡤ࠿㸯㸲࡟࡛ࡲ᭶ᮎڎ

ᯘ㔝ᗇࡢࡑ࡟ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ஦ᴗࢪ࣮࣓࢖ࡢᅗ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀཧ↷ࠋ࠺ࢁࡔ࠸ࡼ࡜ࡿࡍ 㻔㻞㻡㻕

ụ࣭ࡵࡓ㎰ᆅ࣭ࡿ࠶࡟࿘㎶ࡢࡑࠊ࡜㞟ⴠࠕࠊࡣ࡜㔛ᆅࠋࡿࡍ࡟┠ࢆゝⴥ࠺࠸࡜㔛ᆅࡃࡌྠ࡜㔛ᒣࡣ㏆᭱ࠊ࡛ࢁࡇ࡜

ᚩ≉ࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀࡓಖࡀ࠸࠶ࡾࡘࡢែ⣔⏕࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿධࡀᡭࡢேࠋᆅᇦࡿ࡞ࡽ࠿࡝࡞᳃ᯘࡸᒣࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌮⟶

㸦ࠗࠋࠖࡿࢀࡉ㔜せどࡽ࠿Ⅼࡢ࡝࡞ከᵝᛶ≀⏕ࠊᢎ⥅ࡢ໬ᩥࡸ⤥౪ࡢ※㎰ᯘ㈨ࠊ࡛ ኱㎡Ἠ 㸧࠘࡜ᐃ⩏ࠊࢀࡉᅜᅵࡢ⣙ ڏ

๭ࢆ༨ࠋࡿ࠸࡚ࡵ

ᒣࡣ⏣Ჴࠕࠊ㔛ᒣࠖㄽᩥ࡛࡜⏣Ჴࠕࡣ஬༑ᔒຮẶࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࢀゐࡶ࡚࠸ࡘ࡟⏣Ჴࠊ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡀ⧄࡟⩏ᐃࡢࡇ

ᆅᩳ㠃ࢆ㇂ࡸ㛤ቧ࡚ࡋᙧᡂࡓࢀࡉ㎰ᆅ࡛ࠊ୍ࡾ࠶ Ỉࡿࡼ࡟ಖ☜ࡢỈ⏝₅℺࡚ࡋࡑࠊ⏿ᖖࡽ࠿⏝฼⏿↝ࡢ᳃ᯘࡣ࡟⯡

⏣໬ࢆ⤒࡚ᙧᡂࡀࡢࡶࡓࢀࡉከࠖ࠸㻔㻞㻢㻕࡜㏙ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚࡭ᣦ᦬ࡣ㔛ᒣࡶ࡟㔜ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡶࡿ࡞

ࢆࢀࡑࠊ࡚ࡋ࡜ࠖ⏝ಖ඲࣭άࡢ㔛ᆅ㔛ᒣࠕࡣቃᒁ࡛⎔↛⮬ࡢ┬ቃ⎔ࠊࡾ࠶ࡶ⌧⾲ࡓࡋᣓ୍࠺࠸࡜㔛ᆅ㔛ᒣࠊࡓࡲ

ḟ࡟࠺ࡼࡢㄝ᫂ࠕࠋࡿ࠸࡚ࡋ㔛ᆅ㔛ᒣࠊࡣ࡜ཎ⏕ⓗ࡜↛⮬࡞㒔ᕷࡢ࡜୰㛫࡟఩⨨ࠊࡋ㞟ⴠࡾྲྀࢆࢀࡑ࡜ᕳࡃ஧ḟᯘࠊ

ࢆࡅ࠿ࡁാࡢே㛫࡞ࡲࡊࡲࡉ࠺క࡟࡝࡞㎰ᯘᴗࠋࡍᆅᇦ࡛ࡿࢀࡉᵓᡂ࡛࡝࡞ⲡཎࠊụࡵࡓࠊ㎰ᆅࡿࡍΰᅾ࡜ࡽࢀࡑ

㏻࡚ࡌ⎔ቃࡀᙧᡂ࣭⥔ᣢࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࢀࡉ㔛ᆅ㔛ᒣࠊࡣ≉᭷ࡢ≀⏕ࡢ⏕ᜥ࣭⏕⫱⎔ቃࠊࡓࡲࠊ࡚ࡋ࡜㣗ᩱࡸᮌᮦ࡞

ࠋࠖࡍᆅᇦ࡛࡞㔜せࡶࡽ࠿ほⅬࡢఏᢎࡢ໬ᩥࠊᬒほ࡞Ⰻዲࠊ⤥౪ࡢ※㈨↛⮬࡝ 㻔㻞㻣㻕

㔛ᆅ࡞࠺ࡼࡢࡇ 㔛࣭ᆅ㔛ᒣ࡛ࡢయ㦂άືࠊࡣᏛᰯࡸᐙᗞ࡛ࡣᏛ࠸࡞࡭Ꮫ⩦ෆᐜࡢ࡜↛⮬ࠊࡾ࠾࡚ࡕ‶࡟ඹ⏕ࡅࡔ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࡞࡜ᩍ⫱άືࡿࡍⓎ᥹ࢆຠᯝ࡞ࡁ኱ࡶ࡟⏕ඹࡢ࡜≀᳜ືࡸࠎேࡴఫ࡟ࡇࡑࠊࡃ࡞࡛

ᑠࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟⩦ᇶ♏ⓗᏛࡿࡍ㛵࡟᳃ᯘࡿࡍ㛵ಀ࡜⫱㔛ᒣᩍࠊ࡟ࡽࡉ ᣦ࣭ᑟ ♫࣭఍ ➨ࡢࠖ 㸧࠸ᢅྲྀࡢ㸦ෆᐜࠕᏛᖺڐ

㸦㸳㸧ᡃࡀᅜࡢᅜᅵࡢ⮬↛⎔ቃ࡜ᅜẸ⏕άࡢ࡜㛵㐃࢔ࠕࠊࡣ࡛࡚ࠖ࠸ࡘ࡟㸦࢖㸧᳃ᯘࡢࡑࠊࡣ⫱ᡂࡸಖㆤ࡟ᚑ஦ࡋ

࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋࡓᯝࢆᙺ๭࡞㔜せ࡝࡞ಖ඲ࡢᅜᅵࡾࡼ࡟ດຊ࡜ᕤኵ࡞ࠎᵝࡢࠎேࡿ࠸࡚ ᣦ࡚ࡅ㛵㐃࡙࡜ࢀࡇࡓࡲࠊࠖ

ᑟࡿࡍෆᐜ࢖ࠕࠊ࡚ࡋ࡜㸦࢖㸧᳃ᯘ㈨※ࡢศᕸࡸാࠊ࡚ࡋ┠╔࡟࡝࡞ࡁᅜᅵࡢ⎔ቃࢆᤊࠊ࠼᳃ᯘ㈨※ࡀᯝࡍࡓᙺ๭

࡜ࡇࡿࡍ⌧⾲ࠊ࠼⪄ࢆ 㸦ࠖ�� 㡫ࠊ�� 㡫㸧࡜ᣦ♧ࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᑠ࣭ゎㄝ࣭♫఍࡛ࠖࠊࡣᙜヱ⟠ᡤࠊ࡚࠸ࡘ࡟

࡜ࡇࡿࡍ⌧⾲ࠊ࠼⪄ࢆᙺ๭ࡍࡓᯝࡀ※᳃ᯘ㈨ࠊ࠼ᤊࢆቃ⎔ࡢᅜᅵࠊࡵ࡜ࡲࠊ࡭㈨ᩱ࡛ㄪࡢ✀ྛࡸᆅᅗᖒࠕ 㸦ࠖ��㡫㸧

ࠊ࡚ࡵࡌࡣ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇ࠺కࢆᐇ㊶άືࡶෆᐜࡢࡽࢀࡇࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ௙᪉ࡢ⩦Ꮫ࡭ㄪࡿࡺࢃ࠸ࠊ࠺࠸࡜

ලయⓗ࡞⌮ゎࡣ࡜ࡇࡿ⮳࡟ゝࠋ࠸࡞ࡶ࡛ࡲ࠺

Ꮫࡿ࠸࡚ࢀࡉࡃ࡞వ൤ࢆᗫྜ⤫࡚ࡗ࠶ࡶᙳ㡪ࡢᑡᏊ໬ࠊࡣ࡜ࡇ࠸ࡓࡁ࠾࡚࠼⪄࡚ࡋ࡜ၥ㢟ࡿࡍ㛵ಀࡶ࡜࡜ࡇࡢࡇ

❺ඣࠊࡾ࠶࡟ഴྥࡢቑຍࠎᖺࡶᰯ ⏕࣭ᚐࡓࡗ࡞ࡃ࡞࠸ࡀࡕࡓᏛᰯࡢ㊧ᆅ฼⏝ࠋࡿ࠶࡛࡚࠸ࡘ࡟ᗫᰯࡢ෌฼⏝࠸ࡘ࡟

࡚ⱞ៖ࡿ࠸࡚ࡋ⮬἞యᩥࠋࡿࡍ࡟⪥ࡃࡼࡶ࡜ࡇࡢ㒊⛉Ꮫ┬ࡢࡇࡶὶ࡟ࢀ༴ᶵព㆑ࢆᙉࠕࠊ࡚ࡵ㹼ᮍ᮶࠺ࡈ࡞ࡘ࡟㹼

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᗫᰯࠖࡢ࡞ࢇࡳࠕ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ㸧ࠊࡆୖࡕ❧ࢆ᝟ሗࢆᥦ౪ྠ࡜ࡿࡍ᫬ࠊ࡟ㅖᅋయࡢ࡬ᚋᢲࡋ᫂⾲ࢆࡋ

య㦂Ꮫ⩦᪋タ↛⮬ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ලయⓗෆᐜࡿ࠸࡚ࢀࡉ඲ᅜ࡛ᒎ㛤࡟ࡵࡓࡢ⏝෌฼ࠋࡿ࠸࡚ ᐟ࣭Ἡ᪋タ࡚ࡋ࡜ᶵ⬟࡚ࡋ

㻔㻞㻤㻕ࠋࡿ࠸࡚ࡋ௓⤂ࢆ஦౛ࡿ࠸ ᰯᗞ࡟⏿⏣ࢆ㌿⏝࡚ࡋ㎰ᴗయ㦂άືࢆᒎ㛤࡞࠺ࡼࡿࡍ✚ᴟᛶࡶồࢁ࠶࡛ࡿࢀࡽࡵ

ࠋ࠺

࠸ࡓࡁ࠾࡚ࢀ㛵㐃࡛ゐࡢ࡜Ꮫᰯᯘࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶࡛࡚࠸ࡘ࡟Ꮫᰯᯘࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡆୖࡾྲྀࡘ࡜ࡦ࠺ࡶ
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https://kotobank.jp/word/%E8%BE%B2%E5%9C%B0-596384
https://kotobank.jp/word/%E6%A3%AE%E6%9E%97-82748
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E6%85%8B%E7%B3%BB-86171%23E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%A4%9A%E6%A7%98%E6%80%A7-188356%23E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89


Ⅼࠕࠊ࡚ࡋ࡜ᑠ࣭ゎㄝ࣭⥲ྜࠖࡢ➨�❶➨�⠇ࠊ࡟ᣦᑟィ⏬ࢆసᡂࡿࡍ㝿࡟㓄៖ࡁ࡭ࡍ஦㡯ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡀ

࿘ࡢᏛᰯࠕࠊ࡚ࡋ࡜౛ࠖࡿᅗࢆ඘ᐇࡢᩍ⫱άືࡓࡋ࠿⏕ࢆ๰ពᕤኵࠕࡢ㸯㸦㸯㸧ࡢ㓄៖஦㡯ࠕࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࡋゝ୍࡛ࡢ

㎶࡞࠿㇏࡟᳃ᯘࡀᗈࡿࡀᑠつᶍࡢᏛᰯ࡛ࠊࡣ᳃ࡸᯘࠊࡆୖࡾྲྀࢆ⎔ቃࡸ㈨※ࠊ⏘ᴗ࡟࡝࡞㛵ࡿࡍᏛ⩦άືࢆᒎ㛤ࡍ

ࡿ࠶ࡀሙྜࡿ 㸦ࠖ��㡫㸧࡜ᣦ᦬࡟࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛵ࡿࡍヲ⣽࡞άືࠊ࡚࠸ࡘ࡟����ᖺ௨᮶�ᖺ࡟࡜ࡈᅜᅵ⥳໬

᥎㐍ᶵᵓࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀᏛᰯᯘ⌧ἣㄪᰝሗ࿌᭩㸦ᖹᡂ ��ᖺᗘ㸧࡟ᇶ࡙࡚࠸㏙ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿ࡭㻔㻞㻥㻕

᫂἞௨᮶࠸ྂࡢṔྐࢆ᭷ࡿࡍᏛᰯᯘ࡛ࠊࡣḟୡ௦ࢆᢸ࠺ඣ❺ ⏕࣭ᚐࠊᩍဨࠊᆅᇦࡢ᳃襼࣎ࣛࣥ࢔࢕ࢸᅋయ➼୍ࡀ

య࡚ࡗ࡞࡜᳃襼య㦂άື࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡟࡝࡞Ꮫᰯᯘࠊࡣ࡜ᇶᮏⓗࡣ࡟Ꮫᰯࡀಖ᭷ࡿࡍ᳃ᯘ࡛ࠊࡾ࠶

タ⨨┠ⓗࡶ࡚᭱ࡋ࡜ከࠊࡣࡢ࠸ᅜᅵ⥳໬᥎㐍ᶵᵓࡢㄝ᫂ࠊࡤࢀࡼ࡟Ꮫᰯࡢᇶᮏ㈈⏘ࠊᘓ⠏ ⇞࣭ᩱ㈨ᮦࡢ࡚ࡋ࡜฼⏝

������㸣㸦ࡀ�⟠ᡤ㸧࡛ࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠶ඣ❺࣭⏕ᚐࡢ࡬⎔ቃᩍ⫱࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢయ㦂άືࡀ㔜せ࡞┠ⓗ࡛࡜ࡇࡿ࠶

ࠋࡿ࠶࡛࠿ࡽ᫂ࡶ

ሗ࿌᭩ࠊࡤࢀࡼ࡟඲ᅜࡢᏛᰯᯘಖ᭷ᰯᩘࡣ����ࠊ������KD࡛ᰯࡣ✚㠃ࠊᰯ� ��࡟㠃✚ඹ࡜ᩘ��ᖺㄪᰝࡽ࠿ῶᑡ

ഴྥࡢࡑࠋࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀῶᑡ⋡ࠊࡣᏛᰯࡢ඲యᩘ࡟ᑐࡿࡍᏛᰯᯘಖ᭷ᰯࡢ๭ྜࡀ���㸣࡛ࠊࡾ࠶ ���� ᖺㄪᰝ᫬

㸦���㸣㸧 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ⾲ࡶ࡟����ᖺㄪᰝ᫬㸦���㸣㸧ࠊ����ᖺㄪᰝ᫬㸦���㸣㸧ࠊ

ᆅሙ⏘ᴗ࡚ࡋ࡜ᯘᴗࡀ㔜せ࡞ᙺ๭ࢆᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᆅᇦ࡛ࠊࡣᩒ࡚࠼ඣ❺ཬࡧ⏕ᚐ⮬᳜ࡀࡽ᱂ࠊୗสࠊࡾఆᯞᡴཬ

ࡿ඘࡚࡟⏝㈝ࡢቑᨵ⠏ࡢ⯋ᰯࢆ┈཰ࡢࡽ࠿Ꮫᰯᯘࠊࡣ࡚ࡘ࠿ࠋࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡵᐃ࡜ࡿࡍᚑ஦࡟సᴗࡢ➼㛫ఆࡧ

౛ࡶぢࠊࡀࡓࢀࡽ㏆ᖺ࡛ࡣᮦᮌ౯᱁ࡢప㏞ࠊࡾ࠶ࡶ⎔ቃᩍ⫱ࡢሙࡿ࠸࡚ࡋ࡜౛ࡶከࠋ࠸Ꮫᰯᯘ➼ࢆά⏝ࠊ࡚ࡋඣ❺࣭

⏕ᚐࠊᩍဨࠊᆅᇦࡢ᳃ᯘ࣎ࣛࣥ࢔࢕ࢸᅋయ➼୍ࡀయ࡚ࡗ࡞࡜᳃ᯘయ㦂άືࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡟࡝࡞

ᖹᡂ��ᖺࠊࡓࡲ �᭶ࡽ࠿⏥ᗓᕷࠊᕷ❧㔛ᇉᑠᏛᰯ࡚ࡋࡑ㛵ᮾ᳃ᯘ⟶⌮ᒁᒣ᲍᳃ᯘ⟶⌮஦ົᡤࡀ༠ᐃࠊ࡛ࢇ⤖ࢆ

᳃ࡢࠎ㐟ࠕࡣࡳヨࡢࡇࠋࡿࡍ್࡟➹≉ࡶ࡜ࡇࡓࡆୖࡕ❧ࢆᏛᰯᯘάື᥎㐍ጤဨ఍ࡢྠྜ⪅୕ ࡟࡛ࡍࠊ࡚ࢀࡤ࿧ࠖ࡜

��ᖺ௨ୖ࡚ࡗࡓࢃ࡟᳃ᯘ⎔ቃᩍ⫱άືࡤ࠼࡜ࡓࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ࡞ࡀᖹᡂ��ᖺᗘࡣᑠᏛᖺ⏕ࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜᳃ᯘࢫࣥ࢖

�ڃ⟇᳃ᯘᩓࡿࡼ࡟ᣦᑟࡢ࣮ࢱࢡࣛࢺ ᭶㸧ࠊ᳃ᯘࡢാࡢ≀᳜ືࡸࡁᏛࡧ㸦ڋڌ᭶㸧ࠊ㛫ఆయ㦂ڃ��᭶㸧ࡢ࡜ࡓࢀࢃ⾜ࡀ

ሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ㻔㻟㻜㻕

࡟ಖ☜ࡢ᫬㛫ࠊࡾ࠶࡟㐲㝸ᆅࡽ࠿Ꮫᰯࡣ⣙�๭ࡢᏛᰯᯘ඲యࠊࡤࢀࡼ࡟ㄪᰝࡢᅜᅵ⥳໬᥎㐍ᶵᵓࡢグୖࠊࡋ࠿ࡋ

ⱞປࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᐇࡀぢࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡃ࡚࠼Ꮫᰯᯘࡢᶞ✀ࠊ࡚࠸ࡘ࡟㔪ⴥᶞ࡜ࡳࡢᅇ⟅ࡓࡋᏛᰯᯘࡣ඲యࠊ���ࡢᗈ

ⴥᶞࡀᏑᅾ࡜ࡿࡍᅇ⟅ࡣࡢࡓࡋ඲యࠊ���ࡢᗈⴥᶞࡣࡳࡢ඲య࠺࠸࡜��ࡢ⤖ᯝ࡛ࡢ⌮⟶ࠊࡶ࠿ࡋࠋࡓࡗ࠶㢖ᗘࡣᏛ

ᮇᏘ⠇ࠊ࡜ࡈᖺ࡟�ᅇᩘࠊᖺ࡟�ᅇࡀከࠊࡃ༑ศࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ⌮⟶࡞Ꮫᰯᯘࡣᑡ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ᶵᵓࠕࡣᏛ

⏘ᇶᮏ㈈ࠊࡿ࠸࡚ࢀࡉ᱂᳜ࡀ㐲㝸ᆅ࡛㔪ⴥᶞࡽ࠿ᰯ ᯘ࣭ᴗᩍ⫱┠ⓗ࡛タ⨨ࡓࢀࡉᏛᰯᯘ ኚ໬ࡣᵓᡂ࠺࠸࡜୺యࡀࠖ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ᦬࡜࠸࡞ࡀ

ᒣᯘ㛵㐃㈨ᮦࡢ⏝ᩱ⇞ࠊࡣᅜ࡛ࡀࢃࡢ㧗ᗘᡂ㛗ᮇ௨㝆ࠋ࠺ࢁ࡞࡟⪄ཧࡀ㆙࿌ࡢᑠᓥ៞୕Ặࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟࡜ࡇࡢࡇ

ࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡍቑࢆ㟂せᗘࡀ㔪ⴥᶞࡢ⏝ᘓᮦࠊࢀࡉ࡜୙せࡣᗈⴥᶞࡢ⏝ᩱ⇞ࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉᩗ㐲ࡣ

⣚ⴥࡤࢀ࡞࡟⛅ࠊࡽ࠿ࡔⴠⴥᶞࡣᗈⴥᶞࠕࠊࡾ࠶㞧ᮌᯘ࡛ࠖࡸᗈⴥᶞᯘࠊࡣࡢ࠺࠸࡜᳃ࡿ࠶ࡢ࿨ຊ⏕࡟࠺࡜ࢇ࡯ࠕ

⫧ࢆᅵࡀⴠⴥ࡟㛫ࡢࡑࡋ࠿ࡋࠋ࠸ࡋᐢ࡚ࡋ࡜ẅఆࠊࡣ᳃ࡢᗈⴥᶞࡓࡗࡲࡋ࡚ࡕⴠࡢⴥࠋࡿࡕⴠࡀⴥࡤࢀ࡞࡟෤ࠊࡋ

ࠋࠖࡿ࠸࡚࡚⫱ࢆ※ࡢ࿨⏕ࠊࡋࡸ 㻔㻟㻝㻕ᑠᓥẶࡢ୺ᙇࠋࡃ⥆࡟ࡽࡉࡣ

㧗࠸ᯞࡀኴ㝧ࡢගࢆ㐽ࡿ㔪ⴥᶞ࡜ẚ㍑ࠊ࡚ࡋᗈⴥᶞࡣගࢆ㝮ࡁ⾜࡛ࡲࠎΏࠕࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡏࡽᗈⴥᶞࡢ᳃࡛ࠊࡣ

኱ᮌࡢ㝜ࡶ࡟₤ᮌࡸୗⲡ࠸⏕ࡀⱱࠊࡾ⏕࿨άືࡀάⓎ࡞ࡲࡊࡲࡉࠋࡿࢀࢃ࡞⾜࡟ᶞᮌࡢ᰿࡜ࡾ࠿ࡗࡋࡀ㏺ࡿ࠸࡚ࡗ

ࠋࠖ࠸࡞ࢀࡉὶࡋᢲࡣ࡛࡜ࡇ࡞⡆༢ࠊࡃᙉࡶᅵተࠊࡽ࠿ 㻔㻟㻞㻕ࡓࡋ࠺ࡇ⌮ゎࡢ௙᪉ࢆᏛࡪᏛᰯᯘ࡟㛵ࡿࡍయ㦂άືðࠊ

ᮌ᳜ࡢ᱂άື࡛ࠋ࠿࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞

ᯘ㔝ࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࢀゐ࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ᪋ࡀᩍ⫱άື࠺࠸࡜ࠖ⫱ᮌࠕࠊ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡃ௜ࡧ⤖࡟య㦂άືࡓࡋ࠺ࡇ

ᗇࡢᐃ⩏ࠊࡤࢀࡼ࡟ᮌ⫱ࠕࡣ࡜ᮌᮦࡸᮌ〇ရࡢ࡜ゐࢆ࠸ྜࢀ㏻࡚ࡌᮌᮦࡢ࡬ぶࡸࡳࡋᮌᩥࡢ໬ࡢ࡬⌮ゎࠊ࡚ࡵ῝ࢆ

ᮌᮦࡢⰋࡸࡉ฼⏝ࡢព⩏ࢆᏛࡢࡵࡓ࠺ࡽࡶ࡛ࢇᩍ⫱άື࡛ࠖ ࢡᮌᕤ࣮࣡ࡾࡓࢀゐ࡟ල⋵ࡢᮌ〇ࠊࡣ࡟ලయⓗࠋࡿ࠶

ᮌᕤయࡸ㛫ఆయ㦂ࡢ᳃ᯘ࡛࡜ᤵᴗࡿࡍ㛵࡟ᮌᮦࠕ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ᥎㐍ࢆᮌ⫱άື࡚ࡋ࠾࡜ࢆࣉࢵࣙࢩ

㦂ࡓࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᑠ୰Ꮫ⏕ྥࡢࡅᮌ⫱ࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨࢀࡉ ࢀࡉሗ࿌࡜ࡓࡋᐇ᪋ࡀᰯ���࡭ᘏ࡟࡛ࡲᖹᡂ��ᖺᗘࠊࠖ

㻔㻟㻟㻕ࠋࡿ࠸࡚

ḟࠊ࡟Ꮫᰯᯘ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀ฼⏝ࡢ௙᪉ࢆ࠿ࡿ࠸࡚ࢀࡉࢆၥࠊ࠸ᅜᅵ⥳໬᥎㐍ᶵᵓࡢㄪᰝ࡛ࠊࡣḟ࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼࡢ

��ࡀᑓ㛛ᩍ⛉࣭ᐇ⩦➼㸧ࡢ➼㎰࣭ᯘᴗ㧗ᰯࠊ➼⛉⌮฼⏝㸦♫఍࣭ࡢ࡛⛬ᩍ⫱ㄢࠋࡿ࠸�㸦���⟠ᡤ㸧ࠊ ᆅᇦάືࡼ࡟
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A3%AE%E6%9E%97
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฼ࡢ࡛⫱ᯘᴗዊ௙࣭య㦂➼㸦ᯘᴗᩍࡿࡼ࡟ᆅᇦάືࠊ���㸦���⟠ᡤ㸧ࡀ฼⏝㸧ࡢ࡛⫱ほᐹ࣭య㦂➼㸦⎔ቃᩍ↛⮬ࡿ

⏝㸧ࡀ���㸦���⟠ᡤ㸧ࠊㄢእάື࡛ࡢ฼⏝㸦⥳ࡢᑡᖺᅋࠊ⥳໬ጤဨ఍ࠊ⏕ᚐ఍ࣈࣛࢡࠊάື➼㸧ࡀ���㸦���⟠ᡤ㸧

ࠋࡓࡗ࠶㡰࡛ࡢ

௨ୖࡢ฼⏝ࡢ௙᪉ࠊࡣ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫ࢆ฼⏝ࡀࡢࡶࡿࡍከࠊࡃ฼⏝ࡢ௙᪉ࡶᏛᮇ Ꮨ࣭⠇ࡀ࡜ࡈ��㸣ࠊᖺ୍࡟

ᅇࡀ㸷㸣ࡢ࡜ᅇ⟅ࠊ࡚ࡋุ᩿ࡽ࠿᪥ᖖⓗ࡟Ꮫᰯᯘࢆ฼⏝ࡿ࠸࡚ࡋᏛᰯࡣᑡࠊࡽ࠿࡜ࡇ࠸࡞άື᪥ᩘࡶᙜ↛㝈ࡊࢀࡽ

≀᳜ࠊほᐹ≀ື࡟௚ࡢࡑࠊࡕୗⲡส࣭ᯞᡴ࡟ḟࠊࡾ࠶ほᐹ࡛≀᳜ࡣάືࡓࡗ࠿ከࡶ᭱ࠊࡓࡲࠋࡿ࠿ࢃ࡜࠸࡞࠼ࢆࡿ

᥇㞟ࠊ㛫ఆయ㦂ࠊᩓ⟇᳜ࠊࡾ࠶࡜ᯘ࣭᳜ᶞࡣᑡࡢࡽࢀࡇࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞άືࡀ㡰ㄪࢆࡢࡿࢀࢃ⾜࡟ጉࡆ

Ꮫᰯᯘ࡜Ꮫᰯࡣ࡟ࡇࡑࠋ࠸࡞ࡁど࡛↓ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡶ���ࡀᏛᰯࡓࡋ⟆ᅇ࡜࠸ࡋ㞴ࡀಖ☜ࡢᩍ⫱᫬㛫ࠊ࡚ࡋ࡜せᅉࡿ

࡟ᅔ㞴ࡀ࡜ࡇࡿࡍಖ☜ࢆ᫬㛫ࠊ୰࡛ࡿࡍቑຍࡀ᫬㛫ࡢ⛉ㅖᩍୖࡢࡑࠊ࡜ࡇࡿ࠸࡚࠼୚ࢆᙳ㡪࡞ࡁ኱࡟άືࡀ㊥㞳ࡢ

ࠋ࠺ࡼࢀࡉᣦ᦬ࡀⅬࡿ࠸࡚ࡗ࡞

௨ୖࡢㄢ㢟ࢆඞ᭹ࡢࡘ࡜ࡦࡿࡍ᪉ἲࠊ࡚ࡋ࡜Ꮫᰯᩜᆅෆ࡛ࡢ⥳໬άືࠊ࡚ࡋ࡜᳃ᯘࢆᏛᰯᩚ࡟ഛࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ

❺ඣࠊ࡚ ⏕࣭ᚐࡀయ㦂άືࢆ㌟㏆ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶ⤌ྲྀࡿࡍ࡟ࡢࡶ࡞஦౛ࡣᑡࡀ࠸࡞ⓙ↓࡛ࠕࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡣᑠ࣭

ゎㄝ࣭⥲ྜࠖࡢ➨㸲❶➨㸯⠇㸦㸱㸧࡛ࠊࡣ㌟࡟௜ࡓࡅ㈨㉁ࡸ⬟ຊࢆᏛ⩦ࡸ⏕άࡢࡵࡓࡍ࠿⏕࡚࠸࠾࡟ᣦ㔪ࢆ౛♧ࡋ

࡟᳃ᯘࠊࡣ❺ඣࠊሙྜࡓࡗ⾜ࢆ⩦Ꮫ࡞᥈ồⓗࠊࡕࡶࢆ㛵ᚰ࡟ᐖ⿕ࡿࡼ࡟㓟ᛶ㞵ࡢ᳃ᯘࡢࡃ㏆ࠕࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠸࡚

ධ୍ࡾᮏ୍ᮏࡢᶞᮌࢆ⏕᳜ࡢࡑࡸㄪᰝࡢ⫱⏕ࠊࡋᵝᏊࡸ⿕ᐖࡢᵝᏊࢆㄪࡣ࡛ࡇࡇࠋࡃ࠸࡚࡭⮬↛ほᐹࡢᢏ⬟᳜ࡸ≀

ࡿࢀࡉ཰㞟ࡀ᝟ሗ࡞ᐩ㇏ࠊ࡛࡜ࡇࡿࢀࡉⓎ᥹ࡀ㆑▱ࡿࡍ㛵࡟ 㸦ࠖڋڏ㡫㸧࡜ゝࡓࡋ࠺ࡇࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠸࡚ࡗᏛ⩦ᡂ

ᯝ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀᙧ࡛Ⓨ᥹ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࠿ࡿࢀࡉᐇែㄪᰝࡀᚲせ࡛ࡣ࡜ࡇࡿ࠶ゝࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡶ࡛ࡲ࠺

᭱ᚋࠊ࡟ᅜᅵ⥳໬᥎㐍ᶵᵓࡀሗ࿌᭩࡛ࠊᏛᰯᯘࡢຠ⬟ࠕࠊ࡚ࡋ࡜ᣢ⥆ྍ⬟࡞♫఍࡙ࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡵࡓࡢࡾࡃ

ࣙࣥ⬟ຊࡸㄢ㢟ゎỴ⬟ຊࢆ㧗ࡿࡵᩍ⫱㸦㹃㹑㹂㸧ࡢ㔜せᛶ ⩦ⓎぢᏛࠕࠊ࡚ࡋᑐࠖ࡟ ࢔ࠕࡓࡋ㏻ࢆ➼ࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢ࣭

ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈ࢕ࢸࢡ 㸦ࠖ୺యⓗ࣭༠ാⓗ࡞Ꮫࡢࡧ㐣⛬㸧ࡢ඘ᐇࠖ࡟㛵ࠊ࡚ࡋᐤ୚ࡀࢁࡇ࡜ࡿࡍ኱࡜࠸ࡁᥦゝ࡚ࡋ

ࡇࡑࠋࡿࡁ࡛⫯㤳ࡣ࡜ࡇࡿ࠸ ࡾࡃ᳃ᯘ࡙ࡢᅜẸཧຍࠕ࡛ 㐠ࠖືࡿ࠶࡛⎔୍ࡢᏛᰯᯘάືಁࢆ㐍ࢆ࡜ࡇࡿࡍ୺ᙇࠋࡿࡍ

ࠋ࠺ࢁࡔ࠸ࡼࡶ࡚ࡗゝ࡜ࡿࡍ⮴୍࡜㔜どࡢయ㦂άືࡢ㎰ᴗ࡛ࡣࢀࡑ

㸲䠊䠎 ㎰䛸ᩍ⫱䛾᥋Ⅼ䛸䛧䛶䛾య㦂Ꮫ⩦

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊࡤࢀࡼ࡟㎰ᴗయ㦂άືࡣ▱ⓗᡂ㛗ྠ࡜᫬ࠊ࡟⢭⚄ⓗ࣭㐨ᚨⓗᡂ㛗ࡃࡘࡧ⤖ࡶ࡟ᩍ⫱άື࡚ࡋ࡜

఩⨨࡙ࠊࡣࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ୰ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠕࡢࠖ๎⥲ࠕ❶�➨ࡢ➨㸱 㸯㸦㸳㸧ࠖ ᭷㝈ࡢ࿨⏕ࡀᚐ⏕ࠕࠊ࡛

ᛶࡢ↛⮬ࡸ኱ษࠊࡉ୺యⓗ࡟ᣮᡓࡸ࡜ࡇ࡜ࡇࡿࡳ࡚ࡋከᵝ࡞௚⪅࡜༠ാࡢ࡜ࡇࡿࡍ㔜せᛶࢆ࡝࡞ᐇឤࡽࡀ࡞ࡋ⌮ゎ

ࠊྛ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ ᩍ⛉➼ࡢ≉㉁࡟ᛂࡓࡌయ㦂άືࢆ㔜どࠊࡋᐙᗞࡸᆅᇦ♫఍࡜㐃ᦠࡘࡘࡋయ⣔ⓗ ⥅࣭⥆ⓗ

࡜ࡇࡿࡍᕤኵ࠺ࡼࡿࡁᐇ᪋࡛࡟ 㸦ࠖ��㡫㸧ࢆᇶᮏࡿࡍ࡜ᩍ⫱ㄢ⛬࡛ࠋࡿ࠶

➨ࡢ୰Ꮫᰯᣦᑟせ㡿ࠊ࡟ࡽࡉ 㸴➨ࠕࡢࠖ๎⥲ࠕ❶� 㸱࡛ࠖࠕࠊࡶᏛᰯࡸᏛ⣭ෆࡢே㛫㛵ಀࡸ⎔ቃ࡜࡜ࡿ࠼ᩚࢆ

ࠖ࡜ࡇࡿࡍ඘ᐇࢆయ㦂࡞࠿㇏ࡢ࡝࡞ཧຍࡢ࡬஦⾜ࡢᆅᇦࠊయ㦂άື↛⮬ࠊάື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡸሙయ㦂άື⫋ࠊ࡟ࡶ

㸦��㡫㸧࡜ᣦ᦬ࡢࡇࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍయ㦂άື࡟㛵ࠕࠊ࡚ࡋ୰࣭ゎㄝ࣭⥲๎ࠖ➨㸱❶ 㸱ࡢ㸦㸰㸧࡞࠿㇏ࠕయ㦂ࡢ඘

ᐇ࡛ࠖࠕࠊࡣ໅ປほ࣭⫋ᴗほࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ⫱ࢆ⫋ሙయ㦂άືࡸ௚ࡢேࡸࠎ♫఍࡟ࡵࡓࡢᙺ❧ࡕ⮬ศ⮬㌟ࢆ㧗ࡿࡵ

↛⮬ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆᚰࡿࡍឡㆤࢆ≀᳜ືࡸ↛⮬࠸ࢃ࿡ࢆࡉࡋࡽࡤࡍࡢ↛⮬ࠊάື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

య㦂άື͐ࠊ ͐ᵝ࡞ࠎయ㦂άືࡢ඘ᐇࡀồࠋࠖࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ㸦���㡫ࠊ���㡫㸧࡜ㄝ᫂ࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋά

ࠋ࠺ࢁ࡞࡜ᚲせࡀ࡜ࡇࡿࡍಖ☜ࢆᶵ఍࡞࠺ࡼࡿ࡞࡟⬟ྍࡀయ㦂άື↛⮬ࡢᚐ⏕ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࡀື

㎰ᴗయ㦂άືࡢᶵ఍ࡀᑡ࠸࡞⎔ቃࡿ࠶࡟Ꮚࠊ࡚ࡗ࡜࡟ࡕࡓࡶ࡝㒔ᕷ㒊ࡶ࡚࠸࠾࡟⏕άࡢᇶᮏࡣ㎰ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡟ၐ

ࠋࡿ࠸࡚࡭㏙࡚࠸ࡘ࡟㎰ᴗయ㦂㎰ᅬࠊࡣ஭ᏹ⮧Ặ℧ࡿ࠸࡚࠼ఏࢆࡉ኱ษࡢᚠ⎔ᆺ♫఍ࡿࡍ㔜どࢆ⏕ඹࡢ࡜↛⮬ࠊ࠼

��㎰ᴗయ㦂άື㸦ࡢඵᆏᑠᏛᰯࡢᮾி㒔⦎㤿༊ࠊࡣࢀࡑ��ᖺ㸧ࡢሗ࿌࡛ࠊ℧஭Ặࡢࡑࡣᣦᑟ⪅ࡀᏊ࡟ࡕࡓࡶ࡝㎰

࡜ࡇࡿࢀࡲ⫱ࡀࡕࡢ࠸࡛࠿࡞ࡢ↛⮬ձࠋࡿࡆᣲࢆ஦㡯ࡢࡘ㸲ࡢḟࠊ࡚ࡋ࡜࡜ࡇ࠺ࡽࡶ࡛ࢇᏛ࡚ࡋ㏻ࢆ ղࡢࡕࡢ࠸

⏕Ṛ࡟ゐ࡜ࡇࡿࢀ ճே㛫ࡢཬ࠸࡞ࡤຊ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ մ௰㛫ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡁ⏕࡟ࡶ࡜࡜ ࡟ࡉࡲࡣ஦㡯ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡛ᣦ᦬ࡿ࠸࡚ࢀࡉయ㦂άືࡢ┠ⓗ࡟௚ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ 㻔㻟㻠㻕

ᖹᡂ��ᖺ �᭶࡟ෆ㛶ᗓࠕࡓࡗ⾜ࡀ㎰ᒣ⁺ᮧ࡟㛵ࡿࡍୡㄽㄪᰝࠖࠊࡤࢀࡼ࡟㒔ᕷ࡜㎰ᒣ⁺ᮧࡢ஺ὶࢆᚲせ࠼⪄࡜

��ࡣேࡿ࠸࡚��㸣࡛࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶Ꮚࡓࡋ࠺ࡑࡀࡶ࡝⎔ቃୗ࡛ே࡜↛⮬ࡸࠎゐ࠺ྜࢀయ㦂Ꮫ⩦ࡢᶵ఍ࢆᏛᰯࡀᥦ౪

�ࡶேࡓ࠼⟆࡜ࡁ࡭ࡍ���㸣ࠊ࡜㠀ᖖ࡟ከࠋࡿ࠸࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠸㻔㻟㻡㻕ࡢࡵࡓࡢࡑ஺ὶ஦ᴗࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀゝ
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ࠋ࠸࡞ࡶ࡛ࡲ࠺

ڢࠊࡣࡢࡶࡓࡌㄽࡽ࠿ሙ❧ࡢᩍ⫱Ꮫᛮ᝿࡚࠸ࡘ࡟⩏ពࡢ࡜ࡇࡴ㎸ࡾྲྀࢆ⩦య㦂Ꮫ࡞࠺ࡼࡢࡇ࡟⫱ᩍࠊ࡛ࢁࡇ࡜ ࣭

ࡢڄປస㸦$UEHLWࠊ࡜ࡿࡳ࡚࠼⪄ࡽ࠿⩏ㄒࠋࡿ࠶ປసᩍ⫱ㄽ࡛ࠖࠕࡢڄ㸦*�.HUVFKHQVKWHLQHU࣮ࢼ࢖ࢱࣗࢩ࢙ࣥࢩࣝࢣ
ㄒ᰿ࡣ$UE࡛ያ㞔ࡢព࿡ࢺ࢖ࣂࣝ࢔ࠊࡾ࠾࡚ࡗࡶࢆ㸦$UEHLWࡀڄያ㞔ࡢປᙺࢆᣦ♧ࡿࡍㄒ࡛ࡑࠊࡽ࠿࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡶ

ᇶᮏࢆ㌟యⓗάືࡣປసࠊࡣព࿡࡛ࡢࡑࠋࡓࡗࡔࡢࡶࡿࢃ㛵࡟㎰ᴗࡿ࠶άື࡛࡞ᇶᮏⓗࡢே㛫࡚ࡋ࡜ෆᐜࡢປᙺࡢ

㌟యⓗάࠊ࡚ࡋ࡜άືෆᐜࡢ㝿ࡿࢀධࡾྲྀ࡟⫱ᩍࢆປసࠊࡣ࣮ࢼ࢖ࢱࣗࢩ࢙ࣥࢩࣝࢣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡜

ࠊస⪓ࠊᅬⱁࠕࡣ࡟ࡢࡶࡿࡍᒓ࡟ᚋ⪅㸦ࣟ㸧ࠊࡋゎ⌮࡜ࡿ࠶ࡀ௙஦ࠖ࠺ᢅྲྀࢆ↛⮬㸦ࣟ㸧ࠊ௙஦ࡢୖ⾡㸧ᢏ࢖㸦ࠕ࡟ື

㣴⺋ࠊ⏘␆ࠊỈ⏘➼ࠖࢆᣲࠋࡿ࠸࡚ࡆ㻔㻟㻢㻕

࡜ᩍ⫱άືࡿ࡞࡟࡜ࡇࡍಁࢆᡂ㛗ࡶ࡟㐨ᚨⓗࡶ࡟ⓗ▱ࠊࡽࡀ࡞ࡾࢃᦠ࡟సᴗປാ࡚ࡏ࠿ാࢆ㌟యࡢࡽ⮬ࡣ࡛ࡇࡑ

⪅ᚋࠊࡢࡶࡿࡵ㧗ࢆே᱁ᛶࡣ⪅๓ࠋࡿ࠼ၐࢆᩍ⫱ㄽࡿࡍ㔜どࢆ୧ഃ㠃࠺࠸࡜⫱カ࡜㝡෬ࡣᙼࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡚ࡋ

ࡑࠋ࠸࡞ࡣᩍ⫱ㄽ࡛ࡘ❧ࡾᡂ࡚ࡋ㞳ࡾษ࡟ཝᐦࢆ⫱カ࡜㝡෬ࢇࢁࡕࡶࠊࡀࡿࡍ㛵㐃࡟࡜ࡢࡶ࠺ᇵࢆពᚿ࣭ឤ᝟㠃ࡣ

୺యⓗࡣ⩦య㦂Ꮫࡢ㎰ᴗࠊ࠾࡞ࡶ࡛ࢀ ┦࣭஫ⓗ࡞άືࡢせ⣲ࡀᙉ࡜࠿ࡽࡕ࡝ࠊ࡛ࡢ࠸ゝࡤ࠼カ⫱ࡿ࠶ࡀࢺ࢕࢚࢘࡟

ࠋࡿ࠼ゝ࡜

࡜ᛕ⌮ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚ࡗㄒࢆ㎰ᴗయ㦂άືࡢ௒᪥ⓗព࿡࡛ࠊࡣ⫱ປసᩍࡢ࣮ࢼ࢖ࢱࣗࢩ࢙ࣥࢩࣝࢣ

஫┦࡚ࡋ࡜せᅉࡢ୙ྍ㑊ࡶே㛫㛵ಀࡢ࡜⪅௚ࠊࡣ࡟άືࡢ࡛ࡇࡑࠋ࠺ࢁࡔ࠸ࡼ࡚ࡗゝ࡜࠸ከࡀࢁࡇ࡜ࡿ࡞㔜ࡣ࡚ࡋ

ⓗ࡞Ꮫࡢࡽ⮬ࡓࡲࠊࡾ࠶ࡀࡧ⯆࿡ࡀᇶᮏࡶ࡜ࡇࡿ࠶࡟↓ど࡛࠸࡞ࡁ୺యⓗ࡞Ꮫࡀࡧ኱࡞ࡁせᅉࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜

㰘࡟ពᚿࡃ࠸࡚ࡋ᥎㐍࡟Ⓨᒎⓗ࡟ࡽࡉࠊ࡚ࡋࡔ࠸ぢࢆㄢ㢟ࡽ࠿άືࡢࡑࠊࡣ࡟ෆᐜࡿ࠺࠸ゝࡽ࠿ࡧᏛࡓࡋ࠺ࡑࠊ࡟

✲◊࣮ࢼ࢖ࢱࣗࢩ࢙ࣥࢩࣝࢣࠋࡃ࠸࡚ࡗ⫱ࡀጼໃࡿࡀ࡞ࡘ࡜࡬ࡧᏛࡃ࠸࡚ࡵ῝ࢆព࿡ࡢࡢࡶࡢࡑάືࠊࡘࡘࢀࡉ⯙

࡜ࡇࠖࡘ❧࡟ぢᆅ࠺࠸࡜ࡿ࠶⢭⚄ⓗάື࡛ࠊࡎࡽࡲ࡝࡜࡟㌟యⓗάືࡣປసࠕࠊࡣᑠᯘ⃈඗Ặࡓࡗ࠶࡛⪅ே୍➨ࡢ

⫱ᩍࡢ࡬ᛶ❧⮬ࡿࡼ࡟⢭⚄ⓗ⮬ᕫάືࠕࠊ࡚ࡗࡼ࡟ 㻔ࠖ㻟㻣㻕࡜㏙࡟ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔࡟ࡉࡲࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚࡭௚

ࡧᏛ࠸῝ࡧࡼ࠾஫ⓗ┦ࠊ୺యⓗࠕࡿ࠼ၐࡀᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢᅾ⌧ࡣ㎰ᴗయ㦂άືࠊࡎࡽ࡞ ࡛ࡢ࠸࡞ࡽ࡞௚࡟㊶ᐇࡢࠖ

ࠋࡿ࠶

⎔ࠕࠊࡣ࡟ᥦゝࡓࡗ⾜ࡀቃᏛጤဨ఍⎔ࡢ᪥ᮏᏛ⾡఍㆟ࠋ࠸ࡓࡳ࡚࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟ᩍ⫱ⓗព࿡ࡢ㎰ᴗయ㦂άື࡛ࡇࡇ

ቃ࡟ᑐࡿࡍែᗘࡸၥ㢟ព㆑ࠊࡣᗂᑡᮇࡢయ㦂࡚ࡗࡼ࡟኱ࡃࡁᕥྑࡵࡓࡢࡇࠋࡿࢀࡉ⎔ቃၥ㢟࡟ᩄឤ࡞ᅜẸࡢ⫱ᡂ࡟

ࠋࠖࡿࢀࡽࡵồࡃᙉࡀ㎰ᴗయ㦂ࡸయ㦂↛⮬࡞࠿㇏ࡢࡾࡼᗂᑡᮇࠊࡣ 㻔㻟㻤㻕ࠊࡾ࠶࡜㎰ᴗయ㦂ࡢே㛫ᙧᡂ࡟ᯝࡍࡓ㔜せᛶ

ෆᐜ࡜㢮✀࡞ࡲࡊࡲࡉ࡟ᐇ⌧ࠊሙྜࡢࡑࠋࡿ࠸࡚࠼ၐࢆ ᪉࣭ἲࡿࡼ࡟య㦂άືࡀᩍ⫱ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ

ࠊᩥ࡛ 㒊⛉Ꮫ┬ࡀ୺ᙇࡿࡍయ㦂Ꮫ⩦ࢆ㋃ࡢ࠿ࡘࡃ࠸ࠊࡽࡀ࡞࠼ࡲᐇ౛ሗ࿌᭩ࢆ⤂௓ࡘࡘࡋㄽࡔࡓࠋࡿࡍ࡟࡜ࡇࡿࡌ

ࠊࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗࡀࡓࡲ࡟඲ᅜࡣᏛᰯࡿ࠸࡚ࡋሗ࿌ࠋࡿ࠼᥍ࡣ࡜ࡇࡿࡍุ᩿ࢆࡋᝏࡋၿࡢᐇ౛ࡿࡆୖࡾྲྀࠊࡋ

ᆅᇦᛶࡸᑐ㇟Ꮫᖺࡢ┦㐪୍ࠊ࡚ࡗࡼ࡟ᴫ࡟ホ౯ࢆỴࡵ௜ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿࠸࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡅ

య㦂άື஦౛㞟ࠕࠊࡣ࡛ࡇࡇ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ�᭶ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁඣ❺⏕ᚐㄢసᡂ㸧➨ ࡢయ㦂άືࠕ❶ڌ

඘ᐇࡢᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉ࠖࢆᇶᮏ㈨ᩱ࡞࠿㇏ࠕࠊࡋ࡜య㦂άື᥎㐍஦ᴗࠖࢡࢵࣟࣈ஺ὶ఍࡛༠㆟࣭ពぢ஺᥮ࡓࢀࡉෆ

ᐜࠊࡓࡲࠋ࠺ࡼࡳ࡚ࡆୖࡾྲྀࢆᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡣ୺࡚ࡋ࡜⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡧࡼ࠾≉ูάືࡢ᫬㛫ࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽ࡚࠶ࡀ

ከࠋ࠸

ሗ࿌ࡿ࠸࡚ࢀࡉ஦౛ࡣ��౛ࡶࡽࢀࡑࠋࡿ࠶඲ᅜⓗ࡟ᒎ㛤ࡿ࠸࡚ࢀࡉ୰࡛ᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬ࡀ㓄ಙྛࡿ࠸࡚ࡋ⮬἞య

ࢆ༠ຊ㛵ಀࡢ࡜௻ᴗࡸ኱Ꮫࠊ࡚࠸࡚ࢀࡉグ㏙ࡀᐇ᪋ෆᐜࡢ࡛ࡲ㧗➼Ꮫᰯࡽ࠿ᑠᏛᰯࠊ࡜ࡿぢࢆሗ࿌ࡢᩍ⫱ጤဨ఍ࡢ

ᵓ⠏ࡿ࠸࡚ࡋάືࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡶయ㦂άື࡜ゝࠊࡶ࡚ࡗ᫬௦ࢆ཯ᫎࡓࡋ㧗㱋⪅ࡢ࡜㛵ࢆࡾࢃᏛ⩦ࡿࡍᨭ᥼య㦂ά

ࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖ࠊࡣሙྜࡢ㧗ᰯࠋࡿ࠶ࡶሙయ㦂άື⫋ࡢ࡛࡝࡞〇㐀ᴗᕤሙࡸಖ⫱ᅬࠊࡤࢀ࠶ࡶయ㦂άື♴⚟ࡸື

ࠋࡿ࠿ࢃ࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡉᒎ㛤ࡀయ㦂άື࡞ከᵝ࡟ᐇࠊࡾ࠶ࡶάືࡢ࡚ࡋ࡜

ࠋᩥࡿ࠶ࡶᐃᮇⓗάືࡢᆅᇦ࡛ࡸᏛᰯෆࠊࡶ࡝ࢀࡅ࠸ከࡀࡢࡶ࠺కࢆᐟἩࡣ࡚ࡋ࡜ᙧែࡢయ㦂άືࠊࡓࡲ ໬య㦂

άືࡸᆅᇦࡢேࡢ࡜ࠎ஺ὶࢆ㏻࡚ࡌ㒓ᅵᩥ໬ࢆᏛࡪάືࠊ࡝࡞♫఍ᩍ⫱㛵ಀ⪅ࠊබẸ㤋ࡢ࡝࡞༠ຊࡶಖㆤ⪅ࡢᨭ᥼

ࢺ࣮࣏ࢧ࡞ከ኱ࡢ⪅Ꮫᰯ㛵ಀࡸ⪅ಖㆤࠊࡃ࡞㛵ಀ࡟ከᵝᛶࡢάືᙧែࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶ᚲせ࡛࡟ᵝྠ࡜

యไࠊ࡚ࡗ࠶ࡀయ㦂άືࡶ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟⬟ྍ࡚ࡵึࡀぢࠋࡿࡃ࡚࠼

య㦂άື஦౛㞟ࠕࠊ࡚ࡉ ࠊྛࡣ࡟஦౛ሗ࿌᭩ࡢ��ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀࠖ࡟ ⮬἞యࡢᩍ⫱ጤဨ఍ࡀᙜヱᆅ༊ࡢᏛᰯ

ࠊྲྀࡓࡲࠋࡿࡵ༨ࢆከᩘࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋሗ࿌ࢆ஦౛ࡢ ࠊᩥࡣࡢࡶ࡞୺ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆᥖ࡚ࡋ࡜ࡅ᪉ྥ࡙ࡢ⤌ ໬య㦂㸱

ࠊ௳132ἲேయ㦂άື㸰ࠊ௳఍ዊ௙య㦂㸳♫ࠊ௳ሙయ㦂㸱⫋ࠊ௳య㦂㸴ࡿࡏࡤᏛࢆࡉ኱ษࡢ࿨ࠊ௳஺ὶయ㦂㸲ࠊ௳
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㟷ᑡᖺ㔝እάື࣭࣮ࢱࣥࢭ㟷ᑡᖺ⮬↛ࡢᐙ㸰௳ࠊࡾ࠶ࡀ࡝࡞㎰ᐙጤクᐇ⩦య㦂㸦㮵ඣᓥ┴❧ᮎྜྷ㧗ᰯ㸧ࡓࡗ࠸࡜ᮏ

᱁ⓗࠋࡿ࠶ࡶࡢࡶ࡞

ᐇ᪋ࡿ࠸࡚ࡋάື࡛ᥖࡶ࣐࣮ࢸࡿ࠸࡚ࡆከᵝ࡛ࠊࡾ࠶࿨ࡢ኱ษࢆࡉᏛࡿࡏࡤయ㦂ࠊ௚ᰯࡢ⏕ᚐࡢ࡜஺ὶయ㦂࡝࡞

㎰ࡢ࡚ࡋ࠾࡜ࢆ஫㐃ᦠ┦ࡢᑠ୰㧗ࠋࡿ࠶ࡶ༠ຊࡢ㎰༠ࠊ࡜ࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡣ༠ຊࡢ㎰ᐙࠊࡣ㎰ᴗయ㦂άື࡛ࠋࡿ࠶ࡀ

ᴗయ㦂࡛ࠊࡣ㧗ᰯ⏕ࡀୗ⣭⏕ࢆᣦᑟ᥼ຓࡿࡍே㛫㛵ಀࡢᏛࡶࡧయ㦂ࡢࡽࢀࡑࠊࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿࢀࡲྵ࡟୰ࡽ࠿㎰ᴗయ

㦂άືࡾࡲࡘࠊ㎰࡜ᩍ⫱࡟㛵ಀࡢࡑࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿࡆୖࡾྲྀࢆࡅࡔࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ๓࡟య㦂άືࡢࡢࡶࡢࡑ

ᩍ⫱ⓗព⩏࡚࠸ࡘ࡟ゐࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࢀ

㸲䠊㻟 ⮬↛䛛䜙Ꮫ䜆య㦂άື䛾ព⩏

య㦂άືࠊࡣ࡜㌟య඲య࡛ᑐ㇟࡟㛵ࡃ࠸࡚ࡗࢃάືࢆព࿡ࠊࡋᑐ㇟࡟ᐇ㝿࡟㛵ࡿࢃ┤᥋య㦂ࢆ➼࢔࢕ࢹ࣓ࠊ፹

௓࡚ࡋ࡟ឤぬⓗ࡟Ꮫࡪ㛫᥋య㦂ࡸ␲ఝయ㦂➼ࠊࡀࡿ࠶ࡀ᝟ሗ໬♫఍ࡢ⌧௦࡛࣭ࣜࣝࣕࢳ࣮ࣂࠊࡣ ⾲࠺࠸࡜࢕ࢸࣜ࢔

࡟⫱ᩍࠊ࡜ࡿ࠼ࡲ㋃ࢆᐇ᝟ࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ᨭ㓄ⓗࡀ␲ఝయ㦂ࡸ㛫᥋య㦂࡟ᅽಽⓗࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀࡽぢࡶ࡟⌧

ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀ࡜ࡇࡿࡍᥦ౪ࢆᶵ఍ࡢ᥋య㦂┤࡟ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡣ࡚࠸࠾

ࡀࢳࢵࣟࢱࢫ࣌ࠋࡿ࡞࡜㔜せࡀయ㦂άືࡿࡍဨື⥲ࢆ࿡ぬ࣭Ⴅぬ࣭ゐぬࠊ࡜ࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡣぬ⫈࡜どぬࠊ࡛ࡇࡑ

ၐࡓ࠼㢌࡜ᡭ࡜ᚰ⮚ࡢㄪ࿴ⓗⓎ㐩ࠊ᪂࢝ࣥࢺᏛὴࡢ౯್ㄽ࡟௦⾲࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ┿࣭ၿ࣭⨾ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ▱࣭ᚨ࣭యࡢ

ㄪ࿴ⓗⓎ㐩࡛ࠊࡶឤᛶࡢᯝࡍࡓே㛫ᙧᡂୖࡢᙺ๭ࡣ኱ࡢࡑࠋ࠸ࡁ୰࡛ࠊࡶ㎰ᴗయ㦂άືࠊࡣ࡚ࡋ࡜┤᥋࡟ᅵ࡟ゐࠊࢀ

┤᥋࡟᱂ᇵάື࡟ᚑ஦ࡿࡍゐぬࡢᙺ๭ࢆᙉㄪࠋ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡋ┤᥋⮬↛࡟ゐࠊ࡚ࢀゐぬࡢ࡜↛⮬ࡿࡼ࡟ᑐヰࡋ࠾࡜ࢆ

࡚ឤࡿࡌᚰ࡟ࡇࡑࠊ࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆே㛫ᛶࡢ↛⮬ࡿࢀࡃ࡛ࢇ⫱ࢆᩍ⫱ຊࠕࠋࡿ࠶ࡀ୺యⓗ࣭ᑐヰⓗ࡛῝࠸Ꮫࡢࠖࡧᐇ

ែ࡟௚ࠋ࠸࡞ࡽ࡞

㇟ᑐࠊࡣࢀࡑࠋࡿ࡞࡜ዎᶵࡢࡵࡓࡢ⩦ㄢ㢟ゎỴᏛ࡜ࡧ୺యⓗᏛࠊࡣయ㦂άືࡢ࡚ࡗ౑ࢆ඲㌟࣭඲ឤᛶࠊ࡛ࢁࡇ࡜

⏕ࠕࡿࡺࢃ࠸ࠊࡿ࡚⫱ࢆ➼ᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ࣭⾲⌧ຊࡓࡅྥ࡟ゎỴࡢࡑࠊ࡚ࡋᑐ࡟ㅖㄢ㢟ࡿࡍ㠃┤࡟㝿ࡿࢃ᥋㛵┤࡜

ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡔάືࡿ࡞࡜♏ᇶࡢຊࠖࡿࡁ

ពḧࠊ౯್ほࡸே㛫ᛶ࡞࠿㇏ࠊ఍ᛶ♫࡚ࡋ࡜ຠᯝ࡞ලయⓗࡢయ㦂άືࠊࡣሗ࿌᭩࡛ࡢయ㦂άື஦౛㞟ࠖࠕ࡛ࡇࡑ

⫱ᩍࡢᅜࡀᡃࡓࡋᒎᮃࢆ��ୡ⣖ࠕࡀࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟᰿ᣐࡢᣦ᦬ࡓࡋ࠺ࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡆᣲᩘ「ࠊ➼ᚓ⋓ࡢᡂᑵឤࡸ

࡚࠸ࡘ࡟᪉ࡾᅾࡢ 㸦ࠖᖹᡂ�ᖺ�᭶ࡢ୰ᩍᑂ࣭➨୍ḟ⟅⏦㸧࡛ࡢࡑࠋࡿ࠶せⅬࠕࠊ࡜ࡍ♧ࢆࡳࡢᏊࡁ⏕ࠕ࡟ࡕࡓࡶ࡝

ࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡣ㸦୰␎㸧య㦂͐ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀయ㦂ࡢᐇ㝿ࡿࢀゐ࡟ᐇ⌧ࡢ఍♫ࡸ↛⮬ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡴࡃࡄࡣࢆຊࠖࡿ

ᡂ㛗ࡢ⣊࡛ࡿࡁ⏕ࠕࠊࡾ࠶ຊࠖࡴࡃࡄࡣࢆᇶ♏ࠊ͐ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ ௒᪥ࠊᏊࠊࡣࡕࡓࡶ࡝┤᥋

య㦂ࡀ୙㊊ࠊࡾ࠶࡛≦⌧ࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋᏊ࡟ࡕࡓࡶ࡝⏕άయ㦂ࡸ⮬↛య㦂ࡢ࡝࡞య㦂άືࡢᶵ఍ࡣ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿㇏ࢆ

ᴟ࡚ࡵ㔜せ࡞ㄢ㢟ࠋࠖ͐ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ 㻔㻟㻥㻕࠺࠸࡜⌮ゎࠋࡿ࠶࡟

య㦂άື࡞ࡲࡊࡲࡉ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᶵ఍ࡢࡑ࡟㔜せᛶࡀᣦ᦬ࡢࡇࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉሗ࿌᭩࡛ࠊࡶᩍ⫱ᨵ㠉ᅜẸ

఍㆟㸦ᖹᡂ��ᖺ㸧࡛ࠕࡢᑡᏊ໬࣭᰾ᐙ᪘᫬௦ࡿࡅ࠾࡟⮬ᡃᙧᡂࠊ♫఍ᛶࡢ⫱ᡂࠊ࡟ࡵࡓࡢయ㦂άືࢆ㏻ࡓࡌᩍ⫱

࡟≉ࠊᏛ⩦άື࡞య㦂ⓗࡢ❺ඣࠕࠊ࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ��᮲➨ࡢᏛᰯᩍ⫱ἲࡢᖹᡂ��ᖺᨵṇࠊពぢࡢ࡜ࠖࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ᦬ࢆࠖࡿࡵດ࡟඘ᐇࡢయ㦂άືࡢ௚ࡢࡑయ㦂άື↛⮬ࠊ఍ዊ௙య㦂άື♫࡝࡞άື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎

ࡢࠊㄢ㢟ࡿࡄࡵࢆࡶ࡝Ꮚࡢ㸦㸯㸧㏆ᖺࡢ࡚ࠖ࠸ࡘ࡟㔜せᛶࡢయ㦂άືࠕࠊࡣሗ࿌᭩ࡢయ㦂άື஦౛㞟ࠖࠕࠊ࡟ࡽࡉ

㸧࡜ࡇࡢឤぬ㸦➹⪅ὀ㸸஬ឤࡓࡋ࠺ࡇࠊࡣయ㦂↛⮬ࠕࠊ࡛┠㡯࠺࠸࡜ῶᑡࠖࡢᶵ఍ࡿࢃ㛵ࡃ῝࡜ᆅᇦ♫఍ࡸ↛⮬ձࠕ

௚ඹ⮬ࠊ⚄⢭ࡢඹᏑࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ㦂⤒ࢆ஺ὶࡢ࡜ࠎேࡴఫ࡟ᆅᇦࠋࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡍࡤ኱㝈ఙ᭱ࢆឤᛶࠊࡋဨື⥲ࢆ

య㦂άືࠕࠊࡣ࡛ࠊ⩏ពࡿࡍ᭷ࡀ㸦㸰㸧㛗ᮇᐟἩయ㦂ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࡭㏙࡜ࠖࡃ࠸࡛ࢇᏛࢆ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡍ࡟኱ษ࡟

㐨ᚨほࡣ࡟୰ࡢࡶ࡝Ꮚ࡞ᐩ㇏ࡀయ㦂↛⮬ࠊࡤ࠼౛ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜࠸ࡁ኱ࡣᙺ๭ࡍࡓᯝ࡟ㄢ㢟ゎỴࡀ ṇ࣭⩏ឤ࡟ᐩࡴ

Ꮚࡀࡶ࡝ከࠕࠊ࠿࡜ࠖ࠸ᑐே㛵ಀ㠃ࡸពḧ㠃࡛ࡢㄢ㢟ࡢ↛⮬࡟≉ࠊ࡜ࡿ࠼⪄ࢆ୰࡛ࡢ㛗ᮇᐟἩయ㦂άືࡀຠᯝࢆᣲ

࣮ࣝ࢕ࣇ࠺㐪ࡣ࡜᪥ᖖࢆࡶ࡝Ꮚࠊࡣయ㦂άືࠕࠊ࡚ࡋ࡜⏤⌮ࡢࡑࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࠖ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡆ

ࡪᏛࡽ࠿኱ேࠖࡢ࡚ࡋ࡜ࣝࢹࣔࠕࠊࡣճ࡛ࡢࡑ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠺ゝ࡜ࡿ࡚⫱ࢆၥ㢟ព㆑ࠊ࡛࡜ࡇࡿࠖࡏࡓ❧࡟ࢻ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋゝཬ࡟ᛶ⬟ྍࡢ࡜ࡇ

௨ୖ࡞࠺ࡼࡢయ㦂άືࡢᩍ⫱ⓗព⩏ࢆㄝ᫂ࠊࡽ࠿࡚ࡋḟ࡟ሗ࿌᭩ࠕࡣయ㦂άືࢆຠᯝⓗࠖࢺࣥ࢖࣏ࡢࡵࡓ࠺⾜࡟

ࠋࡿ࠸࡚ࡋゎㄝࢆ

య㦂άືࢆᐇ᪋ࡿࡍ᫬ࡢ┠ⓗࡢ࠸ࡽࡡࠊタᐃࠊࢆᩍ⫱ㄢ⛬඲యࡢ୰࡛⣔⤫❧࡚࡚ᕤኵࡀ࡜ࡇࡿࡍ኱ษࡘࠋࡿ࡞࡜
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య㦂άືࡓࡋᏛᖺ࡛ᐇ᪋ࡢ๓ᚋࡾࡲࡘࠊ࡚ࡗࡶࢆᛶ⥆⥅ࢆ⩦Ꮫࡢ๓ᚋࡢయ㦂άືࠊࡣ࡜ෆᐜࡢ࡚❧⤫⣔ࡢࡇࠊࡾࡲ

࠶ィ⏬ⓗ࡛࡟࠺ࡼࡿ࡞࡜άືࡓࡌᛂ࡟Ⓨ㐩ẁ㝵ࡢࡶ࡝Ꮚࠊࡣ⩏ពࡢᛶ⥆⥅ࡢࡇ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶ࡶ࡛࡜ࡇࡿࡅ㛵㐃࡙࡜

ࡿࡓࢃ࡟ᖺᩘ「ࡣయ㦂άືࠊ࡟ࡿࡍせࠋࡿ࠶࡟࡜ࡇࡿ࠶άື࡛ࡓࡋ៖⪄ࢆࡾࡲ῝ࡢయ㦂࠸క࡟⾜Ꮫᖺ㐍ࠊࡸ࡜ࡇࡿ

άືࡢ୰࡛ࠊᙜึࡢ┠ᶆࡀ㐩ᡂࢆ࡜ࡇࡿࢀࡉ┠ᣦࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍ

య㦂άືࡓࡋ࠺ࡇࡢ┠ᶆࢆᐇ⌧ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍᑠᏛᰯపᏛᖺ 㧗࣭Ꮫᖺࠊ୰Ꮫᰯࠊ㧗➼Ꮫᰯ࠺࠸࡜Ⓨ㐩ẁ㝵࡟ᑐᛂ

ࠊᰯࡶ࡟ሙྜࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍ㓄៖࡟ෆᐜࡓࡋ ෆ࡛ࡢ㐃ᦠࡣ୙ྍḞ࡛ࠊࡋࡿ࠶య㦂άືࡀ༑ศ࡟ᶵ⬟ࡢࡵࡓࡿࡍ

᮲௳ࠊ࡚ࡋ࡜Ꮫᰯෆ㒊࡛ࡢᣦᑟࡸᩍ⫋ဨࡢ◊ಟ࡟㛵ࡿࡍయไࡀ࡜ࡇࡿ࠼ᩚࢆ኱ษࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࡞࡜ᩍ⫱ጤဨ఍ࡣࢆ

ࠋࡿ࠶ᣦ᦬࡛ࡢ↛ᙜࡤ࠼ゝ࡜↛ᙜࠋࡿࢀࡽࡵồࡶ㐃ᦠయไࡢ࡜⪅ಖㆤࡸㅖ㛵ಀᶵ㛵ࡿࢀࡃ࡚ࡋ༠ຊࠊࡵࡌ

୺⮬ࡸⓎᛶ⮬ࡢඣ❺⏕ᚐࡣሗ࿌᭩ࡢయ㦂άື஦౛㞟ࠖࠕࠊ࡚ࡋ࡜⏤⌮ࡿ࡞࡜ᚲせࡀᑐᛂ࡞࠺ࡼࡢ௨ୖࠊ࡛ࢁࡇ࡜

ᛶࢆᘬࡁฟࡍయ㦂άື࡛࡜࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞㏙ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚࡭ᣦᑟィ⏬ࡢసᡂ࡟㝿ࠊ࡚ࡋᏊࡀࡕࡓࡶ࡝

⮬ศ࡛⪃࡟ࡉࡲࠊ࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ື⾜ࠊࡋุ᩿ࠊ࠼୺యᛶࢆ㔜ࡀ࡜ࡇࡿࡌࢇ኱ษࢆ࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࡞࡜ㄆ㆑ࠊ࡛ୖࡓࡋ

య㦂άືࢆࠖ࠸ࡽࡡࠕࡢຠᯝⓗ࡟ᐇ⌧ࡢࡵࡓࡿࡍ஦๓ᣦᑟ࡜஦ᚋᣦᑟࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠸ࡓࡋ࡟࠺ࡼ࠺⾜ࢆ

ࡓࡋ㏙ୖࠋ࠺ࡼࡳぢ࡚ࢆሗ࿌ෆᐜࡢయ㦂άື࡞ලయⓗࡿࡍ㛵ಀ࡟㎰ᴗࡣ࡛ࢀࡑ ㎰ᴗࡀ㸷౛ࡢ୰ࡢ஦౛ሗ࿌ࡢ��

ࠋ࠺ࡇ࠾࡚ࡋ௓⤂࡚࠸ࡘ࡟άືෆᐜࡿࡍඹ㏻ࡽ࠿ሗ࿌ࡢ㸷౛ࡽࢀࡑࠋࡿ࠸࡚࠼ఏࢆయ㦂άືࡿࡍ㛵࡟

ᡭẁ࡞኱ษࡢࡾࢃ㛵ࡢ࡜↛⮬ࠊ➼ࡿࡍ࡟኱ษࢆ↛⮬ࠊࡿࢀゐ࡟↛⮬ࠊ⏕ඹࡢ࡜↛⮬ࠊ࡜ࡿぢࢆෆᐜࡢሗ࿌᭩ࡢࡇ

ࡋᐇឤࠊࡋⓎぢ࡛࡜ࡇࡿࢃ᥋㛵┤࡟↛⮬ࡽ⮬ࠊࢆ⩏ពࡢ⩦య㦂Ꮫࡿࡺࢃ࠸ࠋࡿ࠸࡚ࡅ࡙⨨఩ࢆ㎰ᴗయ㦂άື࡚ࡋ࡜

ࡀࡳ⤌௙ࡿࡍ࡜⬟ྍࢆࢀࡑࠊ࡛ࡢࡿ࡞࡜୙ྍḞࡶάືࡢᏛእ࡛ࡎᚲࡣ࡟⩦Ꮫࡢࡇࠊ࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠺࠸࡜࠺ࡼ

ᚲせࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࡞࡜ᨭ᥼యไࠊ࡚ࡋ࡜Ꮫᰯෆእ࡟タ⨨ࡿࢀࡉ᥎㐍࣭ᨭ᥼ࡢጤဨ఍ࡀᏑᅾࠋࡿࡍ

άື᪉ἲࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᖺ㛫ᰯࡢ࡚ࡋ࠾࡜ࢆෆ࣭ᰯእ࡛ࡢ㔝እάືࠊ㎰ᴗయ㦂୍ࡢࡵࡓࡢᐃᮇ㛫ࡢᐟἩయ㦂άືࠊ

Ꮫᰯ㛫஺ὶࡿࡼ࡟㎰ᴗయ㦂άືࠊ㎰ᐙࡿࡍ࢖ࢸࢫ࣒࣮࣍࡟య㦂άືࠊᑠ୰㧗ࡢ㐃ᦠࡿࡼ࡟㎰ᴗయ㦂άື➼ࠊ≉Ⰽࢆ

ฟࡿࡍ࡜࠺ࡑᕤኵ࡜ヨࡀࡳぢࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿࢀࡽ✄స࡟㛵࣭࠼᳜⏣ࡣ࡚ࡋ✄ส࣭ࡾ⬺✐࣭⑓ᐖ⹸㜵㝖࣭཰✭⚍ࠊࡀ

࡟Ꮫᰯᯘࠊࡀ㣵࣭᥇⣅࣭ᒀฎ⌮့࣭ங⤥ࡣ࡚ࡋ㛵࡟␆ᐙࠊࡀ᪋⫧࣭㝖ⲡ࣭ཷ⢊࣭཰✭࣭ฟⲴ࣭ࡾᅵసࡣ࡚ࡋ㛵࡟⏿

㛵ࡣ࡚ࡋⲡส࣭ఆ᥇࣭᳜ⱑࠊࡀάືෆᐜ࡚ࡋ࡜ᒎ㛤ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᑓ㛛ⓗ࡟㏆ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ࡢࡶ࠸Ꮫᰯ⤥㣗ࡢṧ㣤ࡽ࠿

ሁ⫧ࢆ〇㐀ࠋࡿ࠶ࡶࡢࡶ࠺࠸࡜ࡿࡍ

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࡽࢀࡇࠊࡣ࡚ࡋ࡜࠼⪄ࡢㅖࡢࠎయ㦂άືࠕࠊ࡚ࡋ࠾࡜ࢆᏊ࡞࠿㇏ࡢࡶ࡝ᚰࡢ⫱ᡂࠖࢆ᥎㐍ࡇࡃ࠸࡚ࡋ

ᑠ࣭ᣦᑟ࣭≉άࠖࠕࠊࡣ࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ㉳࡚ࡋ࡜ㄢ㢟ࢆ඘ᐇࠖࡢ㛗ᮇᐟἩయ㦂άືࡢ୰࡛ࡢ↛⮬ࠕ࡟ࡽࡉࠊ࡜

㸰ෆᐜࠕࡢᏛᰯ⾜஦ࡢ 㸦㸲㸧㐲㊊࣭㞟ᅋᐟἩⓗ⾜஦ࠖࡢ↛⮬ࠕࠊ࡟୰࡛ࡢ㞟ᅋᐟἩάືࡢ࡝࡞ᖹ⣲ࡿ࡞␗࡜⏕ά

⎔ቃࠊ࡚ࡗ࠶࡟ぢ⪺ࢆᗈᩥࡸ↛⮬ࠊࡵ໬࡟࡝࡞ぶ࠸ࡼࡾࡼࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴࡋே㛫㛵ಀࢆ⠏ࡢ࡝࡞ࡃ㞟ᅋ⏕άࡢᅾࡾ᪉

࡜ࡇࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ✚ࢆయ㦂ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞බ⾗㐨ᚨࡸ 㸦ࠖ���㡫㸧ࠕࡓࡲࠋࡿ࠶࡜୰ ᣦ࣭ᑟ ≉࣭ά 㸦ࠖ���

㡫㸧࡛ୖࠊࡶグࡢ㐲㊊ࡀ᪑⾜ᩥࠊ࡛ࡅࡔࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ゝࡣᑠᏛᰯࠋࡿ࠶࡛ࡌྠ࡜

࡛ࡅࡔࡿࡁゎ࡛⌮࡜࠸ࡁ኱ࡶ࡟⢭⚄ⓗࡶ࡟㌟యⓗࡀ࡜ࡇࡪᏛࡽ࠿஺ὶࡢ࡜ேࠊࡣ㔜どࡢᐟἩయ㦂άືࠊ࡟࠿ࡋࡓ

ᩍ⫱ㄢࡿࡍᣑ඘࡚ࢀධࡳ⤌ࢆ⩦᥈ồⓗᏛࠕࠊ࡛ࡢ࠸ከࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽࡌឤࡀࡳ῝࡜㞟୰ࡶ࡟ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ࡬㎰ᴗࠊࡃ࡞

ᕤኵࡢୖ⛬ ู≉ࡧࡼ࠾⩦Ꮫ࡞ⓗྜ⥲ࠊࡣ࡟᫬ࡍ⛣࡟⾜ᐇࡾ⦏ࢆ⏬ᣦᑟィࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋ࠺ࢁ࡞࡟࡜ࡇࡃࡘࡧ⤖ࠖ࡟

άືࡢ᫬㛫ࡀ୰ᚰࠊࡶ࡝ࢀࡅࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟⏕ά⩦័ࡸᚰࡿ࡚⫱ࢆ㐨ᚨᩍ⫱ࠊ࡟࠺ࡼࡌྠ࡜Ꮫᰯࡢᩍ⫱άື඲యࡋࡑ

࡚඲ᩍ⛉άືࡶ࡜㐃ᦠࡀ࡜ࡇࡿࡍᚲせࠋ࠺ࢁ࡞࡜

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㎰ᒣ⁺ᮧ஺ὶࡶ࡝Ꮚࠕࠊࡓࡲ ᐟἩయ㦂άືࡢ㛗ᮇ㛫ࡀ⏕୰࡛ᑠᏛࡢ↛⮬ࡽ࠿ᖹᡂ��ᖺᗘࠊ࠺࠸ࠖ࡜

ࠊᩥࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀࡳヨࡿࡍ㊶ᐇࢆ 㒊⛉Ꮫ┬࡜㎰ᯘỈ⏘┬ཷ࡚ࡋࡑ┬ົ⥲ࠊධࣔࣝࢹᆅᇦࡀ㐃ᦠࡿࡍ

♫ࡸே㛫ᛶ࡞࠿㇏ࡢつ⠊ព㆑ࠊᚰࡢࡾࡸ࠸ᛮࠊᚰ❧⮬ࡸពḧࡪᏛࡢࡕࡓ࡝Ꮚࠕࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾᡂ࡛࡜ࡇ

఍ᛶࡴ⫱ࢆ 㻔ࠖ㻠㻜㻕࠺࠸࡜┠ⓗࡀᥖྛࠊࢀࡽࡆ㒔㐨ᗓ┴࡟㸯Ꮫᖺ༢఩㸦���ேつᶍ㸧࡛ཷධྍ⬟ࣝࢹࣔ࡞ᆅᇦ㸦඲ᅜ

��ᆅᇦ㸧ࢆタ࠺࠸࡜ࡿࡅ⏬ᮇⓗ࡜ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡞ゝࠋࡿ࠼

㎰ᴗ࡜ᩍ⫱ศ㔝ࡢ࡜㐃ᦠࢆ᥎㐍ࠊࠗࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢࡇࡿࡍ 㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩ 㸦࠘ᖹᡂ��ᖺ∧㸧࡛ࠊࡶᏊ࡝

࡜ࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀᩍ⫱ຠᯝࡴ⫱ࢆ఍ᛶ♫ࡸே㛫ᛶ࡞࠿㇏ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ���ᆅᇦ࡛ᐇ᪋ࡣᖹᡂ��ᖺᗘࡀࢀධࡅཷࡢࡶ

⪄࡜ࡃ࠸࡚࠼ቑࡶᡂᯝ࡜ෆᐜࡿࢀࡉᮇᚅࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡪཬ࡟��ᖺ㛫࡟࡛ࡍ���㡫㸧�ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᫂⾲

ࠋࡿࢀࡽ࠼

ᐟἩࢆక࡞࠺ࡼ࠺㛗ᮇ⁫ᅾᆺࡢయ㦂Ꮫ⩦ࡶ࡜࣮ࣝࢡࢫࢻࣥ࢝ࢭࠊࡣ࿧ࠋ᫂ࡿ࠸࡚ࢀࡤ ࡚ࡋ࡜ሙࡢᩍ⫱άື࡟࠿ࡽ
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఩⨨࡙ࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ

௨ୖࡢሗ࿌ࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠿ࢃࡶࡽ࠿య㦂άືࡀே᱁ ே࣭㛫ᛶࢆ㧗ࡿࡵᛶ㉁ࡢࡵࡓࡢࡑࠊ࠿࠺࡝࠿ࡢࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢᕤ

ኵࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡚ࡋ࡜ఱ᳨࡛࡚࠸ࡘ࡟ࠊ࠿ࡿ࠶ウࡀᚲせࠊࡓࡲࠋ࠺ࢁ࡞࡜άື࡞࠺ࡼࡢ࡝ࢆព㆑ࡸឤ᝟࡛

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡳ࡚࠼⪄ࡶ࡚࠸ࡘ࡟ࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ຊࡃᑟ࡜࡬᪉ྥ࠸ࡋࡲዲࢆ័⩦ά⏕ࠊ࠿ࡃ࠸࡚ࡵṆࡅཷ

࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ㛵ಀ࡟࠿ࡿ࠸࡚ࢀࡉᕤኵࡀ㊶ᐇࡋ⏬ィ࡚ࡗಖ࡟ㄪ࿴ⓗ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢆ࡜ᡂ⫱ࡢឤᛶ࡜ே᱁ᙧᡂࡣࢀࡇ

ࠋࡿࢀࢃၥࡀ࠿࠺࡝࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡢࡶࡍಁࢆࡧ୺యⓗᏛࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡀ࡜ࡇࡢࡑࠋࡿ

ࡗࡄࡵࢆ௙᪉ࡢゎ⌮ࡢᴫᛕ࠺࠸࡜య㦂ࠖࠕࡢ᫬ࡓࡗ࠸࡜㎰ᴗయ㦂ࠊ㔛ᒣయ㦂ࠊయ㦂↛⮬࡞࠺ࡼࡢ௨ୖࠊ࡛ࢁࡇ࡜

ࠋࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡁ࡭ࡃ࠾࡚ࡋゝ୍࡚࠸ࡘ࡟㐪Ⅼ┦ࡢ࡜㦂ࠖ⤒ࠕ࡜య㦂ࠖࠕࠊ࡚

୍⯡ⓗࠊࡣ࡟య㦂࡜⤒㦂୍ྠࡣどࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉከࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ⱥㄒ࡛ࡣ୧᪉ඹ࡟ H[SHULHQFH࡛⾲ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢃ

ࡢㄒࣥࢸࣛࡣࢀࡇ H[SHULRU࡟⏤᮶ࡿࡍㄒࠊ࡚ࡋ࡜ヨ࣭࡜ࡇࡿࡳぢ⪺ࡢ࡜ࡇࡿࡍព࿡࢖ࢻࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋࢃ⾲ࢆ

ࢆయ㦂ࡣㄒ࡛ࢶ (UOHEQLVࠊ⤒㦂ࢆ (UIDKUXQJ࡜ࠊ༊ูࠋືࡿ࠸࡚ࡋ モࡢ OHEHQ㸦⏕ࡿ࠸࡚ࡁ ࿨࣭ࡿ࠶ࡀ ⏕࣭άࡿࡍ 㸧ډھۏۀ

࡜ IDKUHQ㸦஌࣭ࡃ⾜࡚ࡗ㐠㌿࣭ࡿࡍ㏻࠺ ࡶ࡞୺ほⓗ࣭ෆ㠃ⓗࡣయ㦂ࡽ࠿ࡇࡑࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀࡉព࿡࡛ண᝿ࡢ㸧ډھۏۀ

ࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡍᣦࢆ࡜ࡇࡿ▱࡚ࡗࡶࢆ㌟ࠊෆᐜࡸ⛬㐣ࡢព㆑ࡿ࠼ᤊࢆࢀࡑ୰࡛ࡿࢃ㛵࡜㇟ᑐ࡟᥋┤ࠊࡾ࠶࡛ࡢ

୍᪉ࠊ⤒㦂ࡣᐈほⓗ࡟ᑐ㇟࡜㛵ࡿࢃ୰࡛⩦ᚓࡓࡋᏛ⩦ࡢ⤖ᯝࡢ࡚ࡋ࡜ෆᐜࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿ▱࡚࠸⪺ࠊゝࠋ ࠊࡤࢀ࠼᥮࠸

ᣢࡀ⏝ᩍ⫱సࠊ࠺࠸࡜Ⓨ㐩㸦ᐈほⓗ㸧ࡢࡽ࠿እഃ࡜Ⓨ㐩㸦୺ほⓗ㸧ࡢࡽ࠿ෆഃࠊ࡚࠸࠾࡟㛵ಀࡢ࡜↛⮬ࡣ࡜ࡇࡢࡇ

ࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿࡍ෌☜ㄆࡽ࠿஧㠃ᛶࡢࡇࢆᙺ๭ࡿ࠸࡚ࡗ

࡜⌮ᦤࡢ↛⮬ࠊ࡛࡜ࡇࡪᏛࢆ㎰ᴗࠕࠊࡀబ㔝᫂Ặࡿࡌㄽࢆព࿡ࡢࡑ࡚࠸ࡘ࡟ᩍ⫱ຊࡢ㎰ᴗࠊ࡜ࡿ࠼⪄࡟࠺ࡼࡢࡑ

ே㛫ࡢⱥ▱࡟Ẽ࡙ࠕ࡜ࠖ↛⮬ࠕࠊࡁே㛫࡚ࠖࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟࡜ᡂ㛗ࠖࡃ࠸࡚ࡋ㠃ࢆᙉㄪࠋ࠸ࡓࡋ㻔㻠㻝㻕࡞ࡍ

᪉ࡾࢃ㛵ࡢ࡬ศ⮬ࡽ࠿↛⮬ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍ❧ᡂ࡛ࡅࡔ᪉ࡾࢃ㛵࡞᪉ⓗ୍ࡢࡽ࠿ศ⮬ࡣ࠸ྜࢀゐࡢ࡜↛⮬ࠊࡕࢃ

ࡢ↛⮬ࠊ࡛ࡲࢀࡇࡣே㛫ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࢀࡉ࠿Ẽ࡙࡟࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡘ❧ࡾᡂࠊࡑࡇ࡚ࡗ࠶ࡀ⏝సࡢ཮᪉ྥᛶ࠺࠸࡜

๓࡛ࡣே㛫ࡢຊࡣᚤࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡓࠎᏛࡢ࡜↛⮬ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࢇඹ⏕ࡀồࡿࢀࡽࡵ⎔ቃᩍ⫱ࡢ኱ษࡶࡉ⌮

ゎࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋ᫬ࡢ↛⮬ࠊኌࡁ࡞ኌࢆ⪥࡟ഴࡿࡅᚰࡢᙧᡂࡀ୙ྍḞ࡛ࡶ࡜ࡇࡿ࠶ゝࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡁ࡚ࢀࢃ⮬↛య

㦂άືࡿࡍࢆ୰࡛ᐇឤࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡓࢀࡽࡏࡉయ㦂ࡽ࠿㌟య࡟྾཰ྠ໬ࡘࡘࡋ⋓ᚓࡀࡢࡶࡓࢀࡉ⤒㦂࡛࠶

➨ࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟Ⅼࡢࡇࠋࡿ ࠋࡿࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡶ࡚ࡋ࡜೔⌮ⓗၥ㢟࠺ၥࢆ⏕ඹࡢ࡜↛⮬࡛❶ڎ

ࡍど↓ࡶ࡜ࡇࡿ࠶࡟㦂ᴫᛕ⤒ࡢڄ\㸦-�'HZH࢖࣮ࣗࢹࠊࡣ⾲௦ࡢᩍ⫱ᛮ᝿ࡿ࠸࡚ࡋᡂࢆ┙ᇶࡢ⩦య㦂Ꮫࠊ࡚ࡋ࠺ࡇ

౯ࡢ㦂⤒ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ຊືࡃࡺࡁື࡞ࡳࡶࢀࡎ࠸ࡣࡢࡶ࠺࠸࡜㦂⤒ࠕࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞࠿࠸ࡣ࡟ࡅࢃࡿ

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿ࠺ࢀࡉุ᩿ࡳࡢ࡚࠸ᇶ࡙࡟ࡁື࠺࠸࡜ࡃ࠸࡛ࢇ㎸ࡾ࠸ࡣ࡟ࡇࡑࠊࡁ࠸࡚ࡗ࠿ྥࡀ㦂⤒ࠊࡣ್ 㻔㻠㻞㻕

ࠋ࠺ࢁ࡞࡟࡜ࡇࡿࢀゐ࡟⡆༢ࠊࡶ࡚࠸ࡘ࡟⩏ពࡢ㦂⤒ࡿࡅ࠾࡟⫱ᩍࡿࡍ㔜どࡀ࢖࣮ࣗࢹࠊ࠼ࡺࢀࡑ

࡜ࡇࡿ࠶ࡶ㦂⤒࡞㠀ᩍ⫱ⓗࠊࡣ࢖࣮ࣗࢹࡿ࠼ၐࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍ࡚ࡋ࠾࡜ࢆ㦂⤒࡚࡭ࡍࡀ⫱ᩍࡢᐇ┿ࠊࡀࢁࡇ࡜

࡬㦂⤒ࡢḟࡶ㦂⤒࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊࡽ࠿ሙ❧ࡿ࠼ᤣ࡟⌮ᇶᮏཎࡢ⫱ᩍࢆ㐃⥆ᛶࡢ㦂⤒ࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠸࡚ࡋಁࢆὀព࡟

࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࢃకࢆឤぬࡣ㦂⤒ࡿ࠶ࠕࠊࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࡛ࡢࡶࡿࡍᙳ㡪࡟Ⓨᒎⓗ࡜

ࠊࡣ࡟ࡁ࡜࡞࠺ࡼࡢࡑࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡍฟࡳ⏕ࢆἣ≦࠸࡞ࡋ཯ᛂ࡟஦≀ࠊࡏࡉḞⴠࢆឤཷᛶࠊࡣ㦂⤒࡞࠺ࡼࡢࡑࠋ࠸

ࠋࠖࡿ࡞ࡃ࡞࠼ࢆࡿࡊࡅཷࢆไ⣙ࡀᛶ⬟ྍ࠺࠸࡜ࡘࡶࢆ㦂⤒࡞࠿㇏࡟ࡽࡉࠊ࡚࠸࠾࡟ᮍ᮶ࡀࢀࢃࢀࢃ 㻔㻠㻟㻕᩿࡜ゝࠋࡿࡍ

ࠋࡿ࠶ᣦ᦬࡛ࡿࡌ㏻࡟ព࿡ࡢ㦂⤒ࡢ࡚ࡋ࡜ᯝ⤖ࡍࡽࡓࡶࡀయ㦂↛⮬ࡿ࡚⫱ࢆឤᛶ࡞࠿㇏୰࡛ࡿࢀゐ࡜↛⮬࡟ࡉࡲ

⏦⟆ࡢ࡚ࠖ࠸ࡘ࡟ᨵၿࡢ➼Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢᨭ᥼Ꮫᰯู≉ࡧᗂ⛶ᅬ㸪ᑠᏛᰯ㸪୰Ꮫᰯ㸪㧗➼Ꮫᰯཬࠕࠊࡣ࡜ࡇࡢࡇ

㸦ᖹᡂ��ᖺ�᭶㸧ࠕࡢշ 㸪௚ࡾࡼ࡟඘ᐇࡢయ㦂άືࠕࠊ࡚ࡋ࡜඘ᐇࠖࡢᣦᑟࡢࡵࡓࡢᡂ⫱ࡢయ࡞࠿ࡸ೺ࡸᚰ࡞࠿㇏

⪅㸪♫఍㸪⮬↛࣭⎔ቃࡿࢃ࠿࠿࡜୰࡛㸪ࡿࡁ⏕࡟ࡶ࡜࡜ࡽࢀࡇ⮬ศࡢ࡬⮬ಙࢆᣢࡿࡏࡓᚲせࡢ࡜ࠖࡿ࠶ࡀᣦ᦬࡜㛵

ಀࠊࡣ࡛⏦⟆ࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋᨵၿࡢලయⓗ஦㡯ࠕࠊ࡚ࡋ࡜సᴗⓗ㸪య㦂ⓗ࡞Ꮫ⩦ࡸၥ㢟ゎỴⓗ࡞Ꮫ⩦୍ࢆᒙ

඘ᐇࡀࠖ࡜ࡇࡿࡏࡉゝࠊࢀࢃ➨㸳Ꮫᖺࡢෆᐜࡀࢃࡣ࡟ᅜࡢᅜᅵࡸ⏘ᴗ࡚ࡋ࡜࡜ࡇࡿࢃ࠿࠿࡟㸲㡯┠ࠊ࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ

࢖ࠕ࡟ࡘ୍ࡢ୰ࡢࡑ ᡃࡀᅜࡢ㎰ᴗࡸỈ⏘ᴗ㸦㣗ᩱ⏕⏘㸧ࡢᵝᏊ࡜ᅜẸ⏕άࡢ࡜㛵㐃 ࡚ࡋᥦゝ࡜࡜ࡇ࠺ᢅࡾྲྀࢆࠖ

ࠋࡿ࠸

��ᖹᡂࠊࡓࡲᖺ࿌♧ࠕࡢ୰࣭ᣦᑟ࣭⥲ྜ࡛ࠖࠊࡣ๓ᅇࡢᨵゞࡢᯟ⤌ࢆࡳ⥔ᣢࡿࡁ⏕ࠕࠊ࡛ୖࡓࡋຊࠖࡿ࡞࡜㈨㉁࣭

⬟ຊࢆ⫱ᡂࠕࡢࡵࡓࡿࡍ୺యⓗ ᑐ࣭ヰⓗ࡛῝࠸Ꮫࡧ ௒ࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀᡂ⦆ࡢ⛬ᩍ⫱ㄢࡓࡅྥ࡟⌧ᐇࡢࠖ

ᅇࡢᨵṇࡢせⅬࠊ࡚ࡋ࡜➨㸲❶➨㸱ࠕᣦᑟィ⏬ࡢసᡂ࡜ෆᐜࡢࠖ࠸ᢅྲྀࡢ㸰㸦㸲㸧ࠕ⮬↛య㦂ࡸ⫋ሙయ㦂άື࣎ࠊ

࡞ウㄽࡸ⾲ⓎࠊㄪᰝࡸぢᏛࠊほᐹ࣭ᐇ㦂ࠊయ㦂άືࡢ࡝࡞άື⏘⏕ࠊࡾࡃ࡙ࡢࡶࠊ఍య㦂♫ࡢ࡝࡞άື࢔࢕ࢸࣥࣛ
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࡜ࡇࡿࢀධࡾྲྀ࡟ᴟⓗ✚ࢆᏛ⩦άືࡢ࡝ ࡋࡑࠊࡀࠖ 㸦࡚㸳㸧ࠕయ㦂άືࠊ͐ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ ͐ྛᏛᰯ࡚࠸࠾࡟ᐃࡿࡵ┠ᶆ

ཬࡧෆᐜࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ᥈ồⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ㐣⛬࡟㐺ษ࡟఩⨨௜࡜ࡇࡿࡅ 㸦ࠖ���㡫㸧ࡀᣲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ

ࢀゐ࡟ᐇ㝿ࡢࡑ࡚ࡵึ࡚ࡋ࠾࡜ࢆయ㦂άືࡾࡣࡸࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁゎ࡛⌮࡛ࡅࡔ⩦Ꮫࡢᩍ⛉᭩࡛ࡣෆᐜࡢࡽࢀࡇ

⛉ᩍࠕࡢᑠᏛᰯ➨㸳Ꮫᖺ࡚ࡋࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿ ♫఍ࠖࡢෆᐜ࡛ࠕࠊࡣ㸦�㸧ᡃࡀᅜࡢ㎰ᴗࡸỈ⏘ᴗࡅ࠾࡟

┒ࡢ⏘⏕㣗ᩱࠕ࡚࠸ࡘ࡟࠸ᢅࡾྲྀ࡞ලయⓗࡢࡑࠊ࠼ၐࢆάືࠖࡿࡍ㏣✲࣭ゎỴࢆၥ㢟ࡢ⩦Ꮫࠊ࡚࠸ࡘ࡟⏘⏕㣗ᩱࡿ

ྲྀࢆࡘ୍ࡽ࠿୰ࡢ࡝࡞≀⏘Ỉࠊ≀⏘␆ࠊ≀ᯝࠊ㔝⳯ࠊ࠿࡯ࡢస✄ࠊࡋ࡜࡜ࡇࡿ࡭ㄪ࡚ࡋ㏻ࢆලయⓗ஦౛ࡢᆅᇦ࡞ࢇ

❧ࡢ⪅⏘⏕ࡸ⪅㈝ᾘࠕࠊ࡟ࡵࡓࡿ࠼⪄ࢆດຊࡸᕤኵࡢࠎேࡿࢃ㛵࡟⏘⏕㣗ᩱࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࠖ࡜ࡇࡿࡆୖࡾ

ሙࡽ࠿࡝࡞ከゅⓗࡢࡽ࠿ࢀࡇࠊ࡚࠼⪄࡟㎰ᴗࡢ࡝࡞Ⓨᒎࠊ࡚࠸ࡘ࡟⮬ศ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵ࡜ࡲࢆ࠼⪄ࡢ㓄៖ࡍ

࡜ࡇࡿ 㸦ࠖ௨ୖࡣ��㡫㹼��㡫㸧ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜

ࠊୖ࡚ࡉ グ࡞࠺ࡼࡢᛶ᱁ࢆ᭷ࡿࡍ⤒㦂ࠊࡣෆഃࡁ‪ฟ࡚ࡢ࡬↛⮬ࡿࡃඹ㬆ࡽ࠿ ඹ࣭ឤ 㛵࣭ᚰࡀᇶᮏࡿ࡞࡜⾜Ⅽุ

ࡧᏛࡢࡇࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠼ゝ࡜ࡿࡍᏑࡶ᰾ᚰࡢே㛫ᙧᡂࡪᏛࡽ࠿㎰ᴗయ㦂࡟ࡇࡑࠋࡿࡍ⏝స࡚ࡋ࡜┙㔪⨶ࡢࡵࡓࡢ᩿

࡛ࠖࡋෆ㠃ⓗಁࠕࡀ⏝సࡿ࡞࡜ㄏᘬࡢ᫬ࡍฟࡁᑟࢆ ᳃᭷ṇẶࡓࡋᒎ㛤ࢆᏛဴࡢ⮬⊃࡚ࡋ࡟ࢫ࣮࣋ࢆ㦂ᴫᛕ⤒ࠋࡿ࠶

ࠊࡀ໬ᩥࡿ࠸࡚ࡋᏑᅾ࡟࡛ࡍࠊࡢࢁࡇ࡜ࡘ❧ඛ࡟ศ⮬ࠊᙧ࡛࠸࡞࠿ࡘࡀẼࡣศ࡛⮬ࠊࡣࡢ࠺࠸࡜ࡋෆ㠃ⓗಁࠕࠊࡣ

ࠋࠖࡍ࡛ࡢ࡞࡜ࡇࡿࢀࡃ࡚࠼୚ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜࠺࠿ྥ࡜࡬᪉ྥࡿ࠶࡟⚾ 㻔㻠㻠㻕࡜ㄒࠋࡿ

ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠿ࡽ᫂ࡶࡽ࠿࡜ࡇࡓࡁ࡚࡭㏙࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ㎰࡚ࡋ࡜ఏ⤫ᩥ໬ࡢ᪥ᮏࡿ࠸࡚ࡋᏑᅾ࡟࡛ࡍࡢࡇ

ᙧ࡛࠺࠸࠺ࡑࡣ⤫ఏࠋࡍ࡛ࡢ࠺ᛮ࡜ࡔࢁࡇ࡜࠺࠸࡜ࠖࡋෆ㠃ⓗಁࠕࡢࡑࠊࡣሙᡤࡢ᥋┤ࡢ୍➨ࡃാࡀ⤫ఏࠕ࡛ࡇࡑ

ࠋࠖࡿࡃ࡚࠸ാ࡟୰ࡢࢀࢃࢀࢃ 㻔㻠㻡㻕ࠊࡤࢀࡍ࡜㎰ᴗయ㦂άືࡢ↛⮬࡟ࡉࡲࡣഃࡽ࠿ே㛫࡟ෆ㠃ⓗಁࢆࡋ㰘⯙ࡿࡍ⤒㦂

ࠊ୍ࡣ㦂⤒ࡢࡇࠊࡶ࠿ࡋࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿࡍᚓ⋓ࢆ⩏ពࡢᮏᙜࠊ࡚ࢀࡉ⳹᪼࡜࡬ ᫬ⓗ࡞⮬↛య㦂࡛ࡢࡶࡿࡼ࡟౯್࠶

࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࡛ࡢࡃ࠸࡚ࡋ᭦᪂ࢆ㦂⤒࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡘࡶࢆᛶ⥆⥅ࡀయ㦂ࡢࡑࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ⣙᮰ࢆே㛫ᙧᡂࡿ

ᛶ⥆⥅ࡓࡋ࠺ࡑࠋ࠸ 㐃࣭⥆ᛶࡀࡑࡇఏ⤫ࢆసࡃ࠸࡚ࡆୖࡾཎືຊ࡟௚ࠊࡎࡽ࡞ᣢ⥆ྍ⬟࡞㎰࡜ᩍ⫱ࡢ㛵ಀࢆ⣙᮰ࡍ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ࡢࡶࡿ

䠑䠊䛚䜟䜚䛻

ᮏ✏ࠕࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠶ࡶ࡟ࣝࢺ࢖ࢱࡢ㎰ᴗࠖࠕ࡟ࡎࡏ࡜㎰ࠖ࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚࠸⏝ࢆ⌧⾲࠺࠸࡜㐪࿴ឤࢆᢪࡓࢀ࠿ேࡶ

ࡋࡑ࠸ᗈࡾࡼࠊ࡛ୖࡢ▱ᢎࡣ࡜ࡇࡿࢀࡲྵࡀᴗࠖࠕࡿࡍព࿡ࢆ᪉ἲࡓࡲ௙஦ࡸ⾡ᢏࠊࡣ࡚ࡋ࡜ព㆑ࡢ⪅➹ࠋ࠺ࡼ࠸

࡚ᬑ㐢ⓗ࡞ୡ⏺ࠕࡍࢃ⾲ࢆ㎰ࠖࡀࡢࡶࡢࡑ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ౯್ࡢព࿡ࠕࡾࡲࡘࠊ㎰ࡢୡ⏺ほࠖࢆᇶ♏࡟ᤣ࡜࠸ࡓ࠼ᛮࡗ

ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡓ

ᮏ✏ࠕࡢࡇࠊࡣ㎰ࡢୡ⏺ほࠖࡿ࠸࡚ࡗࡶࡀከᵝ࡞ᙺ๭ࠕࢆᩍ⫱ࠖ࠺࠸࡜ே㛫࡟ᅛ᭷ࡢ⾜Ⅽࡧ⤖࡟࠺ࡼࡢ࡝࡜௜ࡅ

Ṕྐⓗࡣ࡟ࡇࡑࠊ௨ୖࡿ࠶ୡ⏺ほ࡛ࠋࡿ࠶࡛ࡳヨࡓࡋ࡜࠺ࡼࡋゎ᫂ࢆ࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ ᛮ࣭᝿ⓗ⫼ᬒࢆ↓どࡇࡿࡍ

ேࠊ࡚ࡅ㛵㐃࡙࡜ᐇⓗㄢ㢟⌧ࡾࡼࡣ࡛ࡇࡇࠊ࡚ࡡጤ࡟✲◊఍ྐ♫ࡸ໬ே㢮ᏛᩥࡣどⅬࡓࡋ࠺ࡑࠊࡀ࠸࡞ࢀࡉチࡣ࡜

㛫ࡀே㛫ᛶ࡟࠿㇏ࢆᙧᡂࡿࡍ㝿࡟୙ྍḞࠕࡿࢀࡉ࡜㎰ࡢୡ⏺ࠖࢆᾋ࡟࡜ࡇࡿࡏࡽࡀୖࡁດࠋࡓࡵ

ᑠ࣭୰࣭㧗ྛࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢࡑࡧࡼ࠾ゎㄝ᭩࡟ᣦ♧ࠕࡿ࠸࡚ࢀࡉ㎰ࡢୡ⏺ࠖࡢព⩏࡜ᙺ๭࡟㛵ࡿࡍᏛࡋࡑࠊࡧ

࡚ぢࡿࢀࡉࡔ࠸ㅖㄢ㢟࡟ᑐ࡚ࡋ▱ⓗ ᚰ࣭ⓗ ឤ࣭ᛶⓗ࡞ḟඖ࡛ཷࡅṆࡿࡵ୙ྍḞᛶ࡟ࡽࡉࠊᩍ⛉᭩ࡿࡼ࡟⌮ㄽⓗ⌮ゎ

ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡿࡍ࡜ࡢࡶࡀᡃࢆࠖ⏺ୡࡢ㎰ࠕ࠸ࡋṇࡾࡼࠊࡑࡇ࡚ࡋ࠾࡜ࢆάື࡞ᐇ㊶ⓗ࣭య㦂ⓗࠊࡎࡽࡲṆ࡟

࡜ࡿ࡞࡟⬟ྍࡀࠖࡧᏛ࠸῝ࡧࡼ࠾ᑐヰⓗࠊ୺యⓗࠕ㸻ࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔ࡿࢀࢃᩍ⫱᪉ἲ࡛ゝ࡞௒᪥ⓗࠊ࡜ࡇ

ࠊ୍ࡓࡗ࠸ 㐃ࡢ⮬ᕫᙧᡂ㐣⛬ࡀලయⓗ࡟ぢ࡟ࡉࡲࡣ࡟ࡇࡑࠋࡿࡃ࡚࠼ே㛫ᩍ⫱ࡢ※ὶࡶ࡜ゝࠕࡿ࠼㎰ࡢୡ⏺ ࠶ࡀࠖ

ࠋࡿ

ᮏ✏࡛⤂௓ࡓࡋᏛ⩦ᣦᑟせ㡿࡛ࡢᣦ♧ෆᐜࡸᩍ⛉᭩ࡢグ㏙ࠕࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀࡽ▱ࡶࡽ࠿㎰ࠖ࡟㛵ࡿࡍᩍᤵ࣭Ꮫ⩦ࡢ

୙ྍḞᛶࢆၐࡿ࠼ከࡢࡃᣦ᦬ࠊࡀࡔࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ⫢ᚰࠊ࡚ࡋ࡜࡜ࡇ࡞ඣ❺࣭⏕ᚐࠕࡀࡕࡓ㎰ࡢୡ⏺࡚ࠖ࠸ࡘ࡟

Ꮫ⩦࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋᐇឤࡢࡇࠋࡿ࠶࡛࠿࠺࡝࠿ࡿ࠸࡚ࡗࡶࢆᐇឤࠊ࡟ࡘ࡜ࡦࡢ㛵ಀᛶࢆ⥔ᣢࠕࡿࡍ࡟࠿㇏ࡋಙ㢗ࠖ

ࠖ⏺ୡࡢ㎰ࠕ࡚ࡵ㎸ࢆᚰࡀே㛫ࠊࡾ࠾࡜ࡢゝⴥ࠺࠸࡜ࠖ࠸࡞࠿ࡘࢆბࡣ↛⮬ࠕࡿࡺࢃ࠸ࠋࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡢឤ᝟࠺࠸࡜

ࡀ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠸࡚ࡋព⏝ࢆᶵ఍ࡢࡧᏛ࡞࠺ࡼࡿࡁᐇឤ࡛ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡃ࡚࠼ᛂࡀ↛⮬࡟࠸ᛮࡢࡑࠊ࡜ࡃ࠸࡚ࡗࢃ㛵࡟

ၥࠋࡿࢀࢃ┤᥋࡟ゐ࡛࡜ࡇ࠺ྜࢀᡂ❧ࡿࡍ㛵ಀᛶࡢព࿡ࢆ඲㌟࡛య㦂࡛ࠕࡀࡢࡿࡁ㎰ࡢୡ⏺ ࠋࡿ࠶ࡣ࡟ࡾࢃ㛵ࡢࠖ࡜

ࠊ୍ࡽ࠿ࡿࡍᏑᅾࡀ㑏㛵ಀ ࡟㛫ࡢ࡜↛⮬࡜ே㛫ࡣ࡟ࡇࡇ ᪉ࡽ࠿௚᪉୍ࡢ࡬᪉㏻⾜ࡢ㛵ࡾࢃ᪉ࡣ୧⪅ࡢ㛵ಀᛶࢆ◚

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡪᏛࢆ࡜ࡇࡃᑟ࡟⥢
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ཧ⪃ᩥ⊩

㸦�㸧࢝ࣥࠗࢺᩍ⫱Ꮫㅮ⩏࠘ΎỈΎヂ ⋢ᕝ኱Ꮫฟ∧㒊ࠊ����ᖺࠊ���㡫ࠋ

㸦�㸧ࠗࢺ࣮࢔ࣗࢳࢫ࣭࣒ࣛࢺࢫࣜࢺୡ⏺ࡢ㣗ᩱ࣒ࢲᤞ࡚஦᝟࠘୰ᮧ཭ヂ1ࠊ+.ฟ∧ࠊ����ᖺࠊ���㡫ࠋ㸦ࠊ࠾࡞₎ᩘᏐࡣ⟬⏝ᩘ

Ꮠࠋࡓࡋ࡟㸧

㸦�㸧௨ୗࠊᖹᡂ��ᖺ࿌♧ࡢᑠᏛᰯ࣭୰Ꮫᰯࠊᖹᡂ��ᖺ࿌♧ࡢ㧗➼ᏛᰯࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢࡽ࠿ᘬ⏝ࠕࢀࡒࢀࡑࠊࡣᑠ࣭ᣦᑟ࣭

㸦ᩍ⛉ྡ㸧ࠖࠕ୰࣭ᣦᑟ 㸦࣭ᩍ⛉ྡ㸧ࠖࠕ㧗࣭ᣦᑟ 㸦࣭ᩍ⛉ྡ㸧ࠖ ᑠ࣭ゎㄝࠕࠊࡣ⏝ᘬࡢࡽ࠿Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝࡓࡲࠊࡋ࡜ 㸦࣭ᩍ⛉

ྡ㸧ࠖࠕ୰࣭ゎㄝ 㸦࣭ᩍ⛉ྡ㸧ࠖࠕ㧗࣭ゎㄝ 㸦࣭ᩍ⛉ྡ㸧ࠖ ࠋࡿࡍグ␎࡟୰ᩥࠊ࡚ࡋ࡜

㸦ڏ㸧኱ෆຊࠗ㎰ᴗࡢᇶᮏ౯್࠘๰᳃♫ࠊ����ᖺࠊ��㸫��㡫ࠋ

㸦�㸧ᮌᮧᑦ୕㑻࣭୰ᮧ㟹ᙪࠗ㎰ࡢ⌮᝿ ㎰ࡢᐇ⌧࠘����ᖺࠊ♫ࢻࣥࣔࣖ࢖ࢲࠊ�㸫�㡫ࠋ

㸦ڑ㸧㎰ᯘỈ⏘┬ࠕ����ᖺ㎰ᯘᴗࢫࢧࣥࢭሗ࿌᭩ ㎰ᯘࠋ↷ཧࡶ㎰ᯘ㔠⼥����࣭�ᡤ཰ࠖࡋぢ㏻࡜≦⌧ࡢ᪥ᮏ㎰ᴗࠕⱝᯘ๛ᚿࠊࠖ

୰㔠⥲ྜ◊✲ᡤࠋ

㸦�㸧ᱝ₲ಇᏊ࣭㇂ཱྀྜྷග࣭❧ᕝ㞞ྖ⦅ࠗ㣗࡜㎰ࡢ♫఍Ꮫ ⏕࿨࡜ᆅᇦࡢどⅬ࢓ࣦࣝࢿ࣑࠘ࡽ࠿᭩ᡣࠊ����ᖺࠊ���㡫ཧ↷ࠋ

㸦ړ㸧୰ᮧ᱇Ꮚࠕᩍ⫱ࡢཎⅬࡢ࡚ࡋ࡜㎰ᴗࠖ➨ ��ᅇ඲ᅜ㧗➼Ꮫᰯ㎰ሙ༠఍඲ᅜ኱఍࡛ࡢㅮ₇ࠋ

��� ᮎཎ㐩㑻ࠗே㛫࡚ࡗ࡜࡟㎰ᴗࡣ࡜ఱ࠘࠿ୡ⏺ᛮ᝿♫ࠊ����ᖺࠊ��㡫ࠋ

���� ࡚ࡅྥ࡟ᐇ᪋ࡢ㎰ᴗయ㦂άືࡿࡅ࠾࡟ᑠᏛᰯࠕ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺᗘ㛵ᮾࢡࢵࣟࣈᩍ⫱࣒࣮࢓ࣇពぢ஺᥮఍ሗ࿌㸧㸦ᖹᡂ��ᖺ�

᭶ 㛵ᮾ㎰ᨻᒁ㸧

ڄڌڌڃ ㎰ᯘỈ⏘┬ࠕከᵝ࡞㎰ᴗ⤒ႠࡢⓎᒎྲྀࡓࡅྥ࡟⤌ࠖZZZ�PDII�JR�MS��M�ZSDSHU�Z BPDII�K��B�K�WUHQG���W�B�B�B���KWPO

ڄڍڌڃ ࠗ㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩࠘ᖹᡂ ࠋ㡫ڌړࠊ⦆┬⏘㎰ᯘỈࠊ∧ᖺڋڎ

ڄڎڌڃ ⚟ᓥᐇࠕ㎰ᴗ㧗ᰯࡽ࠿ࢀࡇ࡜≦⌧ࡢ 㸦ࠖᩍ⫱෌⏕ᐇ⾜఍㆟࣮࣡࢟ࣥࣉ࣮ࣝࢢࢢ➨ ᖹᡂ��ᖺ㸧ࠊᅇ㈨ᩱڌ

���� ྠ᭩ࠋ

����ࠗ㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩ ���ࠊ࠘㡫ࠋ

���� ࠋ↷ཧࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢឡ㎰Ꮫᅬឡ㎰㧗➼Ꮫᰯࠖࠕ

���� ᪥ᮏ㎰ᴗ᪂⪺ྲྀᮦ⌜ࠗ㎰ࡢୡ⣖࠘࡬๰᳃♫ࠊ����ᖺࠊ��㡫ࠋ

����ࠗ㣗ᩱ࣭㎰ᴗ࣭㎰ᮧⓑ᭩ 㸧ࠋ���㡫㹼���㡫ࠊ࠘

����ࠗ᳃ᯘ࣭ᯘᴗⓑ᭩࠘ᖹᡂ ࠋ㡫ڎڋڌࠊ㡫ڍڋڌࠊ⦆ᯘ㔝ᗇࠊ∧ᖺڋڎ

���ڃ ᪂ᓥಇဢࠕᯘᴗࡢᚠ⎔ ���ᖺࡢィᚲせࠖ᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ ����ᖺ �᭶ࠊ㟁Ꮚ∧ཧ↷ࠋ

���� ᮌᮧᑦ୕㑻 ��ࠊᖺڐړڔڌࠊ♫ࢻࣥࣔࣖ࢖ࢲ᫬௦࠘ࡢ໬ࠖᩥࡍ⪓ࠕࠗ�㡫ࠋ

���ڃ ኱ෆຊࠗ㎰ᴗࡢᇶᮏ౯್࠘��㡫ࠋ

���ڃ ᑠᓥ៞୕ࠗ㎰ᴗࡀ㍤͇ࡃ᪂࠸ࡋ♫఍͇ࡢ๰㐀࠘ࠊ♫ࢻࣥࣔࣖ࢖ࢲ����ᖺࠊ��㡫ࠋ㸦ࠊ࠾࡞₎ᩘᏐࡣ⟬⏝ᩘᏐࠋࡓࡋ࡟㸧

���ڃ ྠ᭩ࠊ��㡫ࠋ

����ࠗ᳃ᯘ࣭ᯘᴗⓑ᭩࠘���㡫ࠋ

���� ஬༑ᔒຮࠕᲴ⏣࡜㔛ᒣࠖᲴ⏣Ꮫ఍ࠗᲴ⏣Ꮫධ㛛࠘ᡤ཰ ວⲡ᭩ᡣࠊ����ᖺࠊ���㡫ࠋ

���� ⎔ቃ┬ ⮬↛⎔ቃᒁ ⮬↛⎔ቃィ⏬ㄢࠕ㔛ᆅ㔛ᒣࡢಖ඲࣭ά⏝ࠖZZZ�HQY�JR�MSཧ↷ࠋ

���� ኱⮧ᐁᡣᩥᩍ᪋タ௻⏬㒊᪋タຓᡂㄢ 㞟ࢡᗫᰯ᪋タ➼ά⏝஦౛ࣜࣥࠕ �ࠖZZZ�PH[W�JR�MSཧ↷ࠋ

���� ᅜᅵ⥳໬᥎㐍ᶵᵓࠕᏛᰯᯘ⌧ἣㄪᰝሗ࿌᭩㸦ᖹᡂ��ᖺㄪᰝ㸧ࠖ ᖹᡂ��ᖺ�᭶ZZZ�JUHHQ�RU�MS�FPV�ZS�FRQWHQW�

���� ࠗ᳃ᯘ࣭ᯘᴗⓑ᭩࠘���㡫ࠋ

���� ᑠᓥ៞୕ ��ࠊ♫ࢻࣥࣔࣖ࢖ࢲ᫬௦࠘ࡿ㑏࡟㎰ࠖࠕࠗ��ᖺࠊ��㸫��㡫ࠋ

���� ྠ᭩ࠊ��㡫ࠋ

���� ࠗ᳃ᯘ࣭ᯘᴗⓑ᭩࠘���㡫ࠋ

���� ℧஭ᏹ⮧ࠗ㎰ࡿ࠶ࡢே⏕ ࠋ��㡫ࠊ����ᖺࠊ୰බ᪂᭩࡛࠘ࡲᐃᖺᖐ㎰ࡽ࠿㎰ᅬࢲࣥࣛ࣋

���� ࠗ᳃ᯘ࣭ᯘᴗⓑ᭩࠘���㡫ࠋ

���� ᑠᯘ⃈඗ࠗປసᩍ⫱ᛮ᝿ྐ࠘୸ၿࠊ᫛࿴ �ᖺࠊ��㡫ࠋ

���� ྠ᭩ࠊ��㡫ࠋ

���� ᪥ᮏᏛ⾡఍㆟⎔ቃᏛጤဨ఍ ๓ᥖᑂ㆟⤖ᯝཧ↷ࠋ
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���� 㸫࡟ࡵࡓࡢ᥎㐍ࡢయ㦂άື࡞࠿㇏య㦂άື஦౛㞟㸫ࠕ 㸦ࠖᖹᡂ��ᖺ��᭶ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁඣ❺⏕ᚐㄢసᡂ㸧

ZZZ�PH[W�JR�MS

���� ㎰ᯘỈ⏘┬࣮࣒࣮࣍࣌ࠕࢪᏊࡶ࡝㎰ᒣ⁺ᮧ஺ὶࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉZZZ�PDII�JR�MS

���� బ㔝᫂ ࠋ��㡫ࠊ����ᖺࠊ∧ᐇᩍฟ࠘ࡃᣅࢆ⫱ᩍࡽ࠿㎰ᴗࠖࠕࠗ
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乳児の月㱋差に対応する保育の工夫 
㸫保育環境に焦点をあてて㸫 

 
松下 明日㤶 

 
HRZ WR DHaO ZLWK AJH DLIIHUHQcHV  

 LQ UQdHU-WKUHH ECEC (EaUO\ CKLOdKRRd EdXcaWLRQ aQd CaUH) 
㸫FURP WKH VLHZSRLQW RI CKLOdcaUH EQYLURQPHQWV㸫 

 
AVXNa MATSUSHITA  

 

せ  ⣙ 

乳児保育においては㸪一人一人の状況や発育発達に応じて保育することが重要である㸬本稿の目的は㸪最大12か月の

月㱋差を抱えた乳児クラスの中で㸪どのように一人一人に応じた保育を展開しているのかを明らかにすることである㸬

乳児保育経㦂のある保育者へのインタビューを分析した結果㸪「保育者の月㱋差への認識」㸪「保育の志向」㸪「保育の工

夫」という3つの枠組みで整理された㸬月㱋差が保育に及ぼす影㡪と保育の志向に基づいて㸪月㱋差の課㢟を克服する

ために㸪保育の工夫がなされている㸬保育の工夫は㸪グループ保育㸪保育室の使い方㸪生活㠃の個別の配慮㸪課㢟の設

定㸪安全への配慮によって構成される㸬 

 

キーワード㸸乳児保育㸪保育環境㸪月㱋差㸪一人一人に応じた保育 

 
 
1. はじめに 
平成 29年 3月に改訂された保育所保育指針(1)では㸪保

育のねらいと内容が㸪1歳未満の乳児㸪1歳以上3歳未満

児㸪3歳以上児と㸪3つの区分で明記された㸬これに伴い㸪

乳児保育に係る記述は大幅に増加し㸪乳児保育の重要性

を改めて示した内容となっている㸬保育現場において㸪乳

児クラスというと一般的に 0・1・2 歳児クラスを指す㸬
現行の保育所保育指針の区分では㸪乳児保育及び 1 歳以
上 3歳児未満の保育が 0・1・2歳児クラスのねらいと内
容にあたる㸬それらの記述においては㸪「一人一人」とい

う表現が繰り返し使われており㸪乳児保育においては子

どもへの個別的な関わりの必要性が強調されている㸬 

保育施設においては㸪1つのクラスには4月生まれから
3月生まれの子どもが在籍することができ㸪4月 2日生ま
れと次の年の 4月 1日生まれでは㸪1年間の違いがある㸬
乳児期が発達の著しい時期であることを考慮すると㸪最

大約 1 年間の月㱋差がある状況の中で㸪一人一人に対応
する保育の個別性と㸪保育所の中での育つという㞟団性

を両立することは可能であろうか㸬また㸪㞟団保育の中で㸪

一人一人の発達発育に合わせた子どもの育ちを保㞀する

手立てとはどのようなものだろうか㸬保育の質が問われ

る今日㸪月㱋差がある中でいかに一人一人に対応した保

育を行うかが㸪乳児保育の要であると言える㸬 
これまでに乳児の月㱋差を扱った先行研究としては㸪

古賀(2)が 1歳児保育の㞴しさを探る中で㸪1歳児クラスの
中に月㱋差があること自体が保育の㞴しさになっている

ことを指摘している㸬また㸪月㱋差に代表される 1 歳児
保育の㞴しさを解決する実践知を検討する必要性がある

としている㸬月㱋による遊び方の特徴として㸪中川(3)が㸪

遊び行動と空間利用について検討し㸪月㱋によって遊び

スペースの使い方が異なることを検証した㸬また㸪富田・

宇波(4)は保育者へアンケート調査を行い㸪入園時や進級時

に最も月㱋差を感じている㸬また㸪着替えや運動の場㠃と

いった毎日の生活や㸪物の取り合い場㠃で月㱋差を意識

していることを明らかにした㸬 
月㱋差がある中で㸪子ども一人一人にふさわしい保育

をするための具体的な手立てについては検討されていな

い㸬本稿では㸪乳児保育に携わる保育者へのインタビュー

をもとに㸪月㱋差がある中で一人一人にどう対応してい

るのか㸪保育環境の側㠃を中心にその実態を明らかにす

ることを目的とする㸬 
 
2. 保⫱所保⫱指㔪における乳児保⫱のグ㍕ 
現行の保育所保育指針において㸪乳児保育に関わるね

らい及び内容から㸪「一人一人」という言葉によって保育

の個別性を示した箇所を抜粋する㸬ただし㣴護のねらい

及び内容については㸪ア生命の保持㸪イ情緒の安定の各ね

らいすべてに「一人一人」という言葉が使われており㸪個

人への細やかな配慮が求められていることが分かる㸬こ

の点は改訂前後での大きな変更がないため記載は割愛す

る㸬 
2.1乳児保育 
 ア身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」 
㸦イ㸧 内容 
②一人一人の発育に応じて㸪はう㸪立つ㸪歩くなど㸪十分

に体を動かす㸬 
④一人一人の生活リズムに応じて㸪安全な環境の下で十

分に午睡をする㸬 
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㸦ウ㸧内容の取扱い 
①保育士等との信㢗関係に支えられて生活を確立してい

くことが人と関わる基盤となることを考慮して㸪子ども

の多様な感情を受け止め㸪温かく受容的・応答的に関わり㸪

一人一人に応じた適切な援助を行うようにすること・ 
2.21歳以上 3歳未満児の保育 
ア心身の健康に関する㡿域「健康」 
㸦ウ㸧内容の取扱い 
①心と体の健康は㸪相互に密接な関連があるものである

ことを踏まえ㸪子どもの気持ちに配慮した温かい触れ合

いの中で㸪心と体の発達を促すこと㸬特に㸪一人一人の発

育に応じて㸪体を動かす機会を十分に確保し㸪自ら体を動

かそうとする意欲が育つようにすること㸬 
③排泄の習慣については㸪一人一人の排尿間㝸等を踏ま

え㸪おむつが汚れていないときに便器に座らせるなどに

より㸪少しずつ慣れさせるようにすること㸬 
④㣗事㸪排泄㸪睡眠㸪衣服の着脱㸬身の回りを生活にする

ことなど㸪生活に必要な基本的な習慣については㸪一人一

人の状態の応じ㸪落ち着いた㞺囲気の中で行いようにし㸪

子どもが自分でしようとする気持ちを尊重すること㸬ま

た㸪基本的な生活習慣の形成に当たっては㸪家庭での生活

経㦂に配慮し㸪家庭との適切な連携の下で行うようにす

ること㸬 
 以上の記述から㸪特に身体的な発達と生活に必要な基

本的な習慣に関して㸪一人一人の状況に合わせた対応の

必要性が示されている㸬 
 
3. ◊✲方ἲ 
本研究では㸪乳児保クラスの担任経㦂を有する保育者

へのインタビューを実施し㸪KJ法㸦1986年版㸧を用いて
分析を行った㸬 
なお㸪本稿では㸪0歳児㸪1歳児㸪2歳児までを乳児保
育の対象とする㸬 
3.1インタビュー対象者 
乳児クラスを担当した経㦂を有する保育士㸦施設長経

㦂者を含む㸧5名を対象とした㸬経㦂年数は 9年から 40
年である㸬うち乳児クラスの担当経㦂数は㸪2 回㹼13 回
である㸬 
3.2調査時期 
令和元年7月に調査を実施した㸬 

3.3調査方法 
ICレコーダーとメモを用いて半構造化㠃接を実施した㸬
㠃接前には㸪研究の趣旨と収㞟したデータの取り扱い㸪個

人情報の保護について説明し㸪録㡢の許可を得た㸬 
3.�質問ガイド 
以下の質問ガイドに従って㸪㠃接を進めた㸬①インタビ

ューで語られるクラスは何歳児か㸪保育の形態㸪保育室の

作り㸪クラスの人数及び生まれ月㸪職員配置などの保育の

基本情報㸬②保育をする中で月㱋差を感じることがある

か㸪それはどのような場㠃か㸬③具体的にどのような保育

の工夫をして㸪月㱋差に対応しているのか㸬これらの質問

をする中で㸪返答の内容を明確にするために㸪適宜追加の

質問を行った㸬 
3.�分析方法 

ICレコーダーとメモを用いて半構造化㠃接を実施した㸬
㠃接前には㸪研究の趣旨と収㞟したデータの取り扱い㸪個

人情報の保護について説明し㸪録㡢の許可を得た㸬KJ法
㸦1986年版㸧に則り㸪以下の手㡰で分析を行った㸬まず㸪
収㞟したデータを逐語録に起こし㸪繰り返し込み込んだ㸬

次に㸪逐語録を切片化し㸪その内容を要約した㸬要約内容

のうち㢮似するものはまとめてコードを振った㸬関連の

あるコードはグループにまとめてタイトルを付けた㸬さ

らに㸪タイトルをまとまりごとに束ね㸪大きなカテゴリー

でのグループ化を行った㸬 
インタビューの中では㸪月㱋差以外に子どもの遊びや

生活㠃で差を生むものとして㸪㞟団生活への慣れや㸪家庭

環境による差㸪入所時期による差についても語られたが㸪

本研究では月㱋差に関わるものを分析対象とした㸬 
 
4. ⤖ᯝと分ᯒ 
保育者へのインタビュー内容をKJ法で分析し㸪図解化
したものが図 1である㸬図 1が示すように㸪月㱋差があ
る中で保育をするにあたり㸪「保育者の月㱋差への認識」

と「保育への志向」に基づいて「保育の工夫」がなされて

いる㸬  
なお㸪大きなカテゴリーである「保育の工夫」内には㸪

中グループとして「保育室の使い方」を設けて整理した㸬 
�.1保⫱⪅の月㱋差へのㄆ㆑ 

保育者の月㱋差への認識としては㸪「月㱋への認識」㸪

「月㱋によって生まれる差」㸪「月㱋が出る場㠃」で整理さ

れた㸬保育者は㸪月㱋によって発達や生活における課㢟が

異なるために㸪保育において月㱋差の影㡪は大きいと考

えている㸬年㱋が上がるとともに月㱋差は縮まるものの㸪

乳児期において月㱋は重要な意味を持っている㸬月㱋に

よって㸪0歳児クラスや1歳児の低月㱋の子どもにおいて
は㸪入所時点で寝返り㸪ハイハイ㸪歩行しているかという

子どもの「動き」の違いがある㸬このような身体機能の違

いにより㸪未歩行の子どもは視野が狭いのに対し㸪歩行す

る子どもは歩いて色々な場所へ行きたいという欲求が出

てくる㸬さらに㸪視野が広がり興味を示すものの広がりと

いった違いが㢧著に出る㸬 
他にも㣗事㸪着脱などをどこまで子ども自身ができる

かという「生活の力」や㸪「活動のスピード」㸪「言葉の理

解力」にも保育者は月㱋の差を認識している㸬言葉の理解

力については㸪言葉が分かるかどうかとともに㸪言葉を理

解した上で行動が伴うかどうかによっても㸪保育者の関

わり方が変わってくるとしている㸬 
保育をする中で特に月㱋差を感じる場㠃としては㸪㞳

乳㣗の進度によって㣗事のタイミングが異なる子どもが
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同クラスに混在する状況や㸪午睡の回数といった生活リ

ズムに関わるものや㸪活動の節目での生活力やペースの

違いなど子どもの動きの違いが表れるものが挙げられた㸬 
また「散歩」の場㠃は㸪インタビュー対象者全員が事例

を挙げた㸬散歩の場㠃では㸪子どもの興味が何であるかに

よって㸪散歩のペースや楽しむものの内容が変わってく

る㸬道にある草花や石や虫などを見つけては立ち止まっ

て㸪ゆっくりと探索を楽しみたい子どもがいる㸬一方で㸪

先へ先へと早く進んで行きたい子ども㸪探索よりも目的

地を目指して歩き㸪着いた先で遊びたい子どももいる㸬こ

の違いは月㱋差によるものが大きい㸬そのため散歩の場

㠃では㸪子どもによって今何で楽しみたいかという月遊

びの要求の違いと㸪それにともなって散歩のペースの差

がはっきりと表れる㸬  
上記のように担任するクラスに月㱋差がある子どもが

混在する中で㸪子ども「全員にふさわしい環境の設定は㞴

しい」と保育者は感じている㸬 

�.2保⫱の志向 

 このような月㱋差がある状況のなかで㸪保育者が乳児

を保育する上で大切にしていること㸪保育を通して子ど

も達の姿として目指すところを「保育の志向」として示し

た㸬主に「子どもの思いに応答する」㸪「子どもの主体性」㸪

「安全」のグループにまとめられた㸬 
 保育者は㸪保育所での大きな生活の流れの中で㸪個別の

睡眠㸪㣗事㸪排せつなど生理的な欲求に合わせて対応した

いと考えている㸬また乳児期はこれがしたい㸪したくない

といった自我の芽生えとして自分の思いが出てくる時期

である㸬その子どもの思いに気づき㸪「子どもの思いに向

き合う」こと㸪「思いを満たす関わり」を望んでいる㸬さ

らに㸪「子どもの思いに応答する」というのは㸪大人の都

合やペース中心ではなく㸪子どもの思いやペースを大切

にしながら保育を進めたいという㸪保育の基本的な姿勢

を示すものである㸬 

月ྺへの೟識

・月ྺ差は୉きい
・ఁ月ྺと高月ྺでは課ୌが異なる
・೧ྺが৏がると月ྺ差はक़まる
・ฑ੔から月ྺを୉઀にする
ฯ育のླྀれがあった
・月ྺの॑གྷ੓

月ྺによってਫ਼まれる差

・ಊき（ิ行しているか）
・活ಊスピード
・ਫ਼活のྙ
・言ཁのཀྵ解
・ਐର機೵の差により
༣びのགྷ求が異なる
・楽しめる༣び

月ྺ差がड़る৖໚

ฯ育者の月ྺ差への೟識

・཯೗ৱの਒ౕとৱ事のタイミング
・ਯເリズム
・活ಊのઇ໪
・散ิ

子どもの思いに
応౶する

・子どもの思いに向き合う
・思いをຮたす関わり
・子どものགྷ求に合わせたฯ育
・子どものペースに合わせる
・できた時にචず๛める

子どもの主ର੓

・自我をもってਫ਼活すること
・自෾のことを自෾でする
・自෾でしようと思えるようにする
・ໃཀྵ強いしない

安સ ・ಊきの違いによる危険から子どもを守る
・安સのฯ্

ฯ育の志向

ฯ育の工෋

グループฯ育
・グループฯ育でಊきの違いにଲ応
・ఁ月ྺ、高月ྺでのグループฯ育
・月ྺ混合のグループฯ育
・クラスを௔えた஦間月ྺグループ

સ員にふさわしい環境અఈはೋしい

空間を෾ける

・༣びとਫ਼活スペースを෾ける
・༣びとਫ਼活の઀り଺えが
෾かりやすい環境

・໪の઴のことにॄ஦しやすい環境
・༣ぶ৖ॶの෾散

ಊત

・活ಊに合わせたਫ਼活ಊત
・子どもに෾かりやすいಊત
・次の活ಊが໪で見て෾かるਫ਼活ಊત
・次の活ಊに向かうほどよい距཯

子どものགྷ求ごと
の活ಊスペース

・コーナー༣び
・༣びのགྷ求によって৖ॶを෾ける
・༣びのགྷ求によってଠのクラスと
交ླྀする

・༣びに合わせたన઀な環境づくり

ฯ育室の使い๏

ਫ਼活課ୌに応じた環境અఈ ৙અ༣具による൅ୣฯ্

グループごとに時差をつけて活ಊする

子どものಊきに合わせて೧間でฯ育室の環境をรえていく

課ୌのઅఈ
・グループごとに課ୌを෾ける
・それぞれができたと感じられる
ことが୉઀

ਫ਼活໚での
個พのഓྂ

・චགྷに応じて個พのਯເリズムにଲ応する
・個พଲ応ができる時間ଵで個พに関わる
（஥୦など）

・トイレトレーニングは個พのタイミングで
始める

安સへのഓྂ
・安સが確ฯできるਕ਼でಊく
・安સがฯたれる༣具のમఈ༓だちを感じる楽しくৱべる

図 1 月㱋差に対応する保育の工夫 
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また㸪乳児期を通して㸪「子どもの主体性」を育むこと

に向けて日々保育をしている㸬具体的には「自我をもって

生活すること」㸪「自分のことを自分でする」といった人格

形成や生活力の育成に関わるものである㸬加えて㸪ただ身

辺自立をするのではなく㸪子ども自身が自分でしたいと

思えるようにし㸪子どもの意志で生活を営んでいくこと

を大切にしている㸬 
安全㠃では㸪「動きの違いによる危㝤から子どもを守

る」㸪「安全の保㞀」が挙げられた㸬まだ寝がえりの子ども

のすぐ傍を月㱋の㧗い子どもが通るとケガにつながる可

能性がある㸬月㱋差があると身体機能の違いから㸪特に低

月㱋児にとって危㝤な場㠃が生じる㸬子どもが主体の生

活や遊びの基盤として㸪「安全」への配慮は欠かせない㸬 
�.3保⫱の工夫 

 月㱋が異なる子どもが混在する中で㸪一人一人の要求

や課㢟に細やかに対応するための工夫として㸪クラスを

より小さい㞟団に分ける「グループ保育」がなされている㸬

グループ保育の種㢮としては3つある㸬 
まず㸪クラスを「低月㱋と㧗月㱋のグループ」に分ける

方法である㸬子どもの動き㸪遊びの要求㸪生活課㢟が似た

ような子ども達の㞟団をつくることで㸪より課㢟にあっ

た保育室の環境や活動の設定を行うことができる㸬 
2つ目は「月㱋混合のグループ保育」で㸪月㱋によらな
い分け方でグループを構成する保育である㸬これは㸪例え

ば低月㱋児ばかりを 1 つのグループにした㝿に㸪グルー
プの全員が着脱や㣗事などの㝿に保育者の手を必要とす

ると㸪保育者の手が足りなくなるような場合に検討され

る㸬年㱋によらないグループ保育は㸪特に保育者の手助け

が必要な子どもに対し㸪より少人数の中で関わることが

できる利点がある㸬また㸪保育者は月㱋だけでなく㸪個々

人の様子を判断して㸪よりふさわしいグループの形を決

めている㸬 
3つ目は㸪「クラスを超えた中間月㱋グループ」で㸪例
えば 0歳児クラスの㧗月㱋児と 1歳児クラスの低月㱋児
を一つの㞟団とするグループ保育である㸬クラス間が連

携して㸪月㱋の近い子ども達にふさわしい保育環境を提

供している㸬この「クラスを超えた中間月㱋グループ」は㸪

散歩や遊び場㠃での交流として㝈定的に用いられる場合

もある㸬 
グループ保育は㸪1つの部屋で 2つのグループが共に生
活する場合と㸪グループごとに1部屋を使う場合がある㸬
1つの部屋でグループ保育を行う場合は㸪生活㠃での混乱
をさけるために㸪「グループごとに時差をつけて活動する」

よう工夫している㸬ホールなどで遊具の設定を組む㝿な

ども㸪それぞれのグループによってふさわしい設定が異

なるため㸪時差をつけて㡰番に使うような工夫もある㸬 
なお㸪グループ保育は全ての保育現場で実施されてい

る訳ではない㸬グループ保育を行うかどうか㸪どう分ける

か㸪グループ保育を実施する時期などは㸪保育所の施設環

境や人員配置㸪クラスの状況や主に担任の意向をもとに

保育の形態が決められる㸬 
「保育室の使い方」としては㸪「空間を分ける」㸪「動線」㸪

「子どもの要求ごとの活動スペース」㸪「生活課㢟に応じ

た環境設定」㸪「常設遊具による発達保㞀」㸪「子どもの動き

に合わせて年間で保育室の環境を変えていく」に分㢮さ

れた㸬 
前述したように㸪「保育の志向」として「子どもの主体

性」が重視されており㸪子どもが自分でしようと思え㸪自

分でできるように保育室は設定されている㸬「遊びと生活

のスペースを分け」㸪目の前のことに㞟中しやすくしたり㸪

自分で遊びから生活への切り替えをしたりする㸬「動線」

においても㸪子どもが次の活動を見通して自分で活動に

向かえるように㸪目で見て分かる生活動線や㸪距㞳を考慮

した動線をつくっている㸬また㸪月㱋によって遊びの要求

が異なるため㸪遊びごとコーナーをつくったり㸪廊下と保

育室など場所を分けたりといった工夫がされている㸬生

活㠃でも㸪「生活課㢟に応じた環境設定」がされている㸬

低月㱋グループと㧗月㱋グループの生活スペースが分か

れている場合は㸪汚れ物を自分で片付ける㸪服を自分で選

んで着るなど月㱋ごとの生活課㢟に合わせて㸪汚れ物袋

や衣㢮カゴなどが配置される㸬また㸪0歳児クラスや1歳
児クラス低月㱋グループを中心に㸪保育室に斜㠃板を設

置してハイハイしている子どもの発達を促すなど㸪「常設

遊具による発達保㞀」をしている㸬これらの保育室の工夫

は㸪月㱋が上がるごとに「子どもの動きに合わせて年間で

保育室の環境を変えていく」流動的なものである㸬 
環境設定をする㝿には㸪子どもの課㢟に合わせて行う

が㸪少人数でグループ保育をすることで㸪「グループごと

に課㢟を分ける」ことができる㸬子ども「それぞれができ

たと感じられることが大切」とし㸪適切な課㢟の設定を試

みている㸬 
「生活㠃の個別の配慮」として㸪子どもの登㝆園時間を

考慮して必要に応じて個別に睡眠時間を設けたり㸪トイ

レトレーニングはクラス一斉に始めるのではなく㸪個別

の様子を考慮したりしている㸬また㸪全員が着替える時間

帯には子ども一人一人に関わることが㞴しいため㸪午睡

起きなど㸪落ち着いて保育者の手をかけられる時間帯を

選んで㸪個別の関わりを行う工夫をしている㸬 
「安全への配慮」としては㸪安全が確保できる子どもと

大人の人数で活動することや㸪安全を考慮した遊具など

の選定が挙げられた㸬 

�. まとめと今後のㄢ㢟
保育の志向に見られるように㸪保育所保育指針で示さ

れる一人一人に応じた保育を行うという姿勢は㸪保育の

現場に根付いているものだと言える㸬 
月㱋差があるということは㸪保育の課㢟やふさわしい

環境㸪関わりが異なる子どもがともに一つの保育室の中

で生活することになる㸬保育者はこれらの月㱋差を考慮

し㸪保育の志向を実現する形で㸪できる㝈りふさわしい保

育環境を求めて様々な保育の工夫を試みている㸬つまり

月㱋の差は㸪ふさわしい保育の手立てや環境の違いに直

結するということである㸬 
一人一人に個別の対応をするためには㸪「グループ保育」

にように個別対応が可能な子どもの人数にする保育の形

態と㸪「保育室の使い方」によって子どもの発育発達や主
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体性の育成を促す㠃㸪そして「生活㠃の個別の配慮」のよ

うに保育者が直接子どもに関わる部分によって構成され

る保育環境での工夫が必要である㸬 
本稿では現在ある保育室と職員配置㸪クラスの子ども

数の中での保育の工夫について扱っており㸪その保育の

工夫で十分に一人一人に対応できているかについては検

討していない㸬保育者の月㱋差への認識にある㸪「全員に

ふさわしい環境設定は㞴しい」というのが乳児保育の現

状であろう㸬保育者は様々な保育の工夫をして月㱋差に

対応しているが㸪十分な保育ができていると言えるのか㸪

その内実を明らかにすることが今後の課㢟である㸬また㸪

環境設定の他にどのような困㞴を抱えて保育に臨んでい

るのか㸪乳児保育の現状と課㢟を検討しなければならな

い㸬 
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中近世移行期近江坂本における銭貨鋳造の要因と歴史的背景 
㸫寛永通宝「称坂本銭」鋳造経緯の再検討㸫 

 
石崎 建治 

 
TKH FacWRUV aQG HLVWRULcaO BacNJURXQG RI WKH PURGXcWLRQ RI WKH BURQ]H CRLQV aW 

SaNaPRWR LQ WKH 17WK CHQWXU\㸸 
OQ WKH T\SH RI CRLQV caOOHG ³SaNaPRWR-SHQ´ LQ ³KaQ¶HL-TVXXKRX´ 

 
KHQML ISHIZAKI 

 

せ  ⣙ 

寛永 13㸦1636㸧年の江戸幕府による寛永通宝公鋳㛤始時において㸪江戸と並んで近江坂本が最初の鋳造地とし
て選定された要因としては㸪近江における原始・古代・中世以来の銅製品生産の技術蓄積と伝統㸪中近世移行期に

おける㧗品質な銭貨生産の実績とそれを支える生産体制の存在㸪交通・流通上あるいは通貨普及経路としての坂本

あるいは近江の利便性と重要性㸪原材料特に精密な鋳造の可否を左右する錫の調達における比較優位性などが挙

げられる㸬 
またその歴史的背景として㸪坂本が延暦寺・日吉大社の㛛前町として繁栄するに従い莫大な富を蓄積していった

という歴史的経過や㸪また大量の貢納物や物資が㞟散する交通の要路にあったという歴史地理的条件から㸪大量か

つ㧗品質の貨幣を希求する米商人・金融業従事者などが既に近世以前から㞟住し㸪中近世移行期において大量・㧗

品質の貨幣鋳造を促進あるいは誘発する状況が存在したことが指摘できる㸬 
 

キーワード㸸寛永通宝㸪坂本銭㸪貨幣鋳造㸪中近世移行期㸪比叡山延暦寺 

 
㸯. ◊✲史の᳨ウと問㢟の所在 

 
寛永 13㸦1636㸧年からの寛永通宝鋳造・通用の㝿㸪江戸と並んで近江坂本が製造地として選ばれていることに
は既に多くの指摘がある(1)㸬しかし㸪その一方でその初期における鋳造地として㸪江戸と並んで近江坂本が選ばれ

た要因について触れた言及は意外なほど少ない㸬 
これに㛵する基本的な史料として㸪周知の如く以下のような史料がある㸬 
【史料 1】「教令㢮纂」初㞟 
    定 
 一㸪寛永之新銭幷古銭共ニ金子壱両ニ㚟四貫文㸪勿論壱歩ニハ壱貫文之売買たるべし㸪若違背いたし㧗下之売

買仕ニおゐてハ㸪双方より其売買之代一倍過料として之を出すべし㸪其町之年寄弐百文㸪其外家一軒より

十疋ヅヽ過怠として之を出すべきこと㸪 
 一㸪大かけ・われ銭・かたなし・ころ銭・なまり銭・新悪銭㸪此外撰らぶべからず㸪若撰者六銭を押てつかふ

者これ有らバ㸪或ハ其所ニ三日さらし㸪或ハ籠舎たるべし㸪其町之過料ハ右同前之事㸪 
 一㸪新銭江戸幷近江坂本ニて仰せ付けられ候㛫㸪両所之外㸪悪銭ニ至るまて一切鋳出すべからず㸪若相背く族

は曲事たるべきの事㸪 
 一㸪今度新銭仰せつけらる之上㸪たとひ有来悪銭たりといふとも㸪或ハ礼銭㸪或ハ散銭等ニも取扱ふべからざ

る事㸪 
一㸪御㡿私㡿共ニ年貢収納等ニも此定之通相背くべからざる事㸪 
 右之条々堅く相守るべき者也㸪 
   寛永十三年六月朔日        奉行(2) 

ここからは坂本が鋳造地として選ばれていたこと㸪ならびに寛永通宝発行に臨む江戸幕府の強い意欲と姿勢が

端的に示されている㸬 
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さて上記のような研究状況の中で現在㸪いわゆる「坂本銭」について最も詳細かつ精緻な言及を行っているのは

安国良一氏であろう㸬氏は寛永通宝の鋳造および坂本銭の鋳造について㸪以下のような注目すべき指摘を行ってい

る(3)㸬 
氏はまず寛永通宝そのものの発行の契機を㸪寛永 12年の 3代将軍徳川家光の上洛に求めている㸬具体的にはそ
の㝿に家光と幕㛶が㸪上洛時に近江坂本で鋳造された良質な銭が京都周辺で流通していると同時に㸪朱印船貿易家

によって輸出向けとして大量に調達されている実態を直視せざるを得なかったためとする㸬 
したがって安国氏の見解では㸪既に良質で大規模な鋳造量を誇る坂本が㸪この後の銭座設置の地として選定され

たことは自明の理ということになろう㸬但し寛永通宝発行の直接の目的については㸪江戸幕府が交通路における銭

の機能を最重要視したためとする㸬すなわち㸪宿㥐・伝㤿整備を目標とする幕府にとって公定相場に基づく銭の安

定的使用が政策的課㢟であり㸪寛永通宝鋳造もその課㢟に沿ったものと位置付ける㸬これらを要言すれば㸪氏のい

う「旧来の鋳造地の確保」としての坂本選定ということになろう㸬 
なお安国氏は㸪寛永通宝鋳造以前に坂本で量産され大量輸出されていた銭貨は㸪中国宋銭の銭文を有する「京

銭」であろうと推測している㸬氏は江戸幕府の通貨政策の基調として㸪まずこの「京銭」を幕府指定の標準貨幣と

して銭貨統合が図られたとの立場を採っている㸬この場合の「京銭」とは㸪氏の所論においては「京都を中心とし

て通用した旧来の精銭」であり㸪従来みられた「京銭」を「粗悪銭」とみる理解とは一線を画している㸬またこれ

らにより㸪氏は永積洋子氏の寛永 13 年以前から坂本で寛永通宝鋳造が㛤始されていたとの説(4)に否定的な立場を

とっている㸬 
さて㸪こうした一連の安国氏の見解については㸪桜井英治氏や藤井譲治氏もほぼ支持しており(5)㸪現在の研究上

において通説的理解となっているといってよいだろう㸬なお本稿では㸪安国氏の見解に従いつつ㸪以下㸪寛永通宝

鋳造以前の「京銭」段㝵の坂本鋳造銭を「坂本京銭」㸪寛永通宝の一種である「坂本銭」を「寛永通宝坂本銭」と

呼称し㸪両者を総称して「坂本鋳造銭」と呼ぶこととする㸬 
しかし㸪安国氏の精緻な議論によっても㸪所与の問㢟についてはいくつかの疑問が残る㸬例えば考古学的成果に

よれば㸪中世あるいは中近世移行期には既に少なからぬ銭貨鋳造地の点在が明らかになっており㸪例えば京都周辺

では堺の鋳造遺跡群とその研究が著名である(6)㸬海外輸出という点から考えれば㸪堺の方が輸出には好適であろう㸬

もっともこの遺跡の模鋳銭はどちらかといえば低品質の部㢮に分㢮されることが明らかになっており㸪その点が

忌避されたとしてしまえばそれで説明はつくが㸪それではなぜ坂本においては㧗品質の銭貨鋳造が可能であった

のだろうかという疑問が次に湧いてくる㸬 
これに対し安国氏は㸪坂本での鋳造銭が良質かつ大量であることに幕府が注目すると同時に㸪それが無制㝈に海

外輸出されることへの懸念を抱いたと推測し㸪そうした中で「旧来の鋳造地の確保」した結果であるとのみ述べて

いる㸬 
しかし坂本が選定された要因や背景については他にも未だ検討の余地があるように思われる㸬特に技術的側㠃

や生産条件㸪運送・流通の問㢟は㸪従来の研究では等㛩視されてきたように思われるが㸪こうした点も含めて坂本

銭座における銭貨・寛永通宝鋳造を考えていく必要があるのではないだろうか㸬 
本稿では㸪以上のような観点から上記の諸問㢟を考察してみたい㸬 
 

2. 「坂本㗪㐀㖹」のᴫせと㗪㐀地㑅定のせ因 

 

2.1 いわゆる「坂本㖹」のᴫせとᾏ外㍺出 
まずこの「坂本銭」とはいかなる銭貨を指すのかを確定していきたい㸬一般的には寛永 13年に鋳造が始まった
いわゆる「古寛永」に分㢮される寛永通宝のうち㸪坂本の銭座で発行されたものを指し㸪「永」字が「跳ねる」形

状を持ったものと理解されることが多い(7)㸬しかし㸪先にも述べたように安国氏は㸪寛永通宝鋳造以前に坂本で量

産され大量輸出されていた銭貨は㸪中国宋銭の銭文を有する「京銭」であろうと推測し㸪こうした「京銭」を幕府

指定の標準貨幣として銭貨統合を図ったとしている㸬またこの場合の「京銭」とは「京都を中心として通用した旧

来の精銭」であり㸪また氏は寛永 13年以前から坂本で寛永通宝鋳造が㛤始されていたとの説を否定し㸪両者を包
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括して「坂本鋳造銭」との呼称を採用している㸬前述のように㸪現時点ではこれらが通説的理解となっており㸪筆

者もまたこれに従うものである㸬 
ところでこの「坂本銭」あるいは「坂本鋳造銭」を含む日本で鋳造された銭貨が㸪近世初㢌に海外に輸出されて

いた点については㸪既に戦前に岩生成一氏の指摘がみられた(8)㸬しかしこの「坂本鋳造銭」がオランダにより海外

へ輸出されたことに着目した研究は決して多いとは言えない㸬 
そうした研究状況の中で㸪まず永積洋子氏は 1634㸦寛永 11㸧年にオランダ東インド会社アユタヤ商㤋㛗スハウ
テンが平戸商㤋㛗に宛てた㸪交趾シナ向けに銅銭輸出を求めた書簡の中で「最大の利益をあげるのは㸪サカモトと

よばれるもので㸪最良種として通用し」㸦前掲永積氏訳㸧たとしている点に注目し㸪この「サカモト(VaNaPRWWa, 
VacNaPRWWa, VacaPRWWa, VaccaPRWWH)」と呼ばれる銭貨が以前から輸出されており㸪したがって寛永通宝「坂本銭」が
すでにこの時点㸪史料㸯の寛永 13 年以前から鋳造されていたとの注目すべき推測を行った(9)㸬次に鈴木康子氏は

オランダ商㤋の「仕訳帳㸦NHJRWLH  JRXQaOHQ㸧」を検討し㸪1633年以㝆坂本で鋳造された銭貨が大量に輸出された
と指摘し㸪また既に寛永 2㸦1625㸧年に水戸藩で寛永通宝が鋳造されていたとの説を援用しながら㸪寛永年㛫初期
から寛永通宝が試㦂的に鋳造されていたとみても不自然ではないとして㸪永積洋子氏の所説を継承・補強した(10)㸬 
こうした先行研究に対し㸪安国氏はその成果を継承しつつも㸪永積・鈴木両氏の寛永通宝鋳造㛤始時期を寛永 13
年より前に遡及させる所説について㸪にわかに㤳肯しがたいとしている(11)㸬その理由として㸪坂本が寛永 13年の
寛永通宝鋳造地に選定されたことは㸪その時点で既に坂本に銭貨鋳造の実績があったことが推測されることを意

味し㸪また後段で引用するが㸪諸国の産物を載せている俳諧書の『毛吹草』にも「銭鋳形土」が挙がっていること

などを考えあわせれば㸪寛永通宝鋳造以前に坂本で鋳造されていたのは㸪優良銭としての「京銭」の範疇の属する

銭貨であると推測されるためとしている㸬また㸪「サカモト」が寛永 13年を最後にオランダ船による銭輸出の記録
から姿を消すことは㸪坂本が寛永通宝鋳造地となったことにより㸪同年後半には京銭「サカモト」が生産されなく

なったためとしている㸬これらの根拠から氏は㸪東南アジアで受容されたのは㸪日本の新銘銭㸻「寛永通宝坂本銭」

ではなく㸪主として中国宋銭の銭文を有する「京銭」であったと見た方が合理的であるとの見解を主張している㸬 
永積・鈴木氏の所説は㸪厳密にいえば明確な史料的裏付を欠いており㸪推測・推論に㢗った論といえる㸬これに

対し安国氏の所説はある程度納得し得る史料的根拠を伴っており㸪前述の如く桜井英治氏や藤井譲治氏もほぼ支

持し㸪現在の研究上において通説的理解となっている㸬筆者としても㸪【史料 1】ほか㸪この前後の江戸幕府の銭
貨統一あるいは通貨統制への強い意欲や㸪寛永 13年時の寛永通宝発行を物語る史料記述の多さ㸪㛵連法令との整
合性などから判断すると㸪やはり寛永 13年以前の寛永通宝鋳造㛤始説の成立は㞴しいと見ざるを得ない㸬 

 
2.2 ⏕⏘᮲件・⏕⏘体制からぢた「坂本㗪㐀㖹」の᳨ウ 
さて前述の問㢟を検討するにあたって㸪地元坂本の研究者である川合和三氏による興味深い指摘がある(12)㸬 
氏はまず㸪坂本が鋳造地として選定された理由を㸪織田信㛗の比叡山焼き討ち後において比叡山・坂本復興に奔

走し㸪江戸幕府に重用された坂本出身の僧天海との㛵係を指摘している㸬これについては現時点では史料的裏付け

が確認できないが㸪今後一考の余地はあろう㸬 
また同氏は生産条件・技術的側㠃として㸪①請負人・座人の組織化が可能であること㸪②立地条件として一定の

敷地㠃積が確保できること㸪③大量の重量物資の搬入・搬出を可能とする交通手段を有すること㸪④銭の洗浄など

工業用の給排水が可能であること㸪の 4条件を挙げている㸬その上でこの観点から㸪坂本銭座に㛵する地元伝承や
明治 13㸦1880㸧年の滋賀県大津警察署の古今商検証記録の検討からすると㋐錺職人・銭座の職歴を有する金子氏
の存在が挙げられ㸪またその他にも㋑その居宅周辺の貨幣・金属に㛵する伝承の存在㸪㋒坂本域内における貨幣と

物流に㛵する伝承の存在㸪などが挙げられるとする㸬 
上記の指摘のうち㋐㹼㋒については㸪今後広範に文献史料・考古資料などによってさらに検証し㸪また伝承につ

いてもさらに調査や整理を重ねていく必要があると思うが㸪おおむね㤳肯しうるものであるように思われる㸬また

①㹼④の掲げられた諸条件も妥当であろう㸬 
上記に補足すれば㸪後述するように㸪坂本は比叡山延暦寺の㯄に位置し㸪また延暦寺の産土神日吉大社の㛛前町

として中世に栄え㸪「山㛛気㢼の土倉」と呼ばれた日吉神人の身分を持つ金融業従事者が多数営業していた㸬また
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織田政権期には㸪明智光秀が居城を置いていたが㸪そのことは織田政権が坂本を比叡山延暦寺への牽制や近江支配

の一拠点としてのみならず㸪琵琶湖水運と京都への㝣路を結ぶ結節点の一つとしても㸪軍事的・経済的に重視して

いたことを物語るものであろう㸬 
氏の指摘のうち㸪③については琵琶湖に㠃した水運の要所であると同時に㸪坂本の㤿借の存在に代表されるよう

に㸪琵琶湖水運と京都を結ぶ㝣上交通の要所でもあったことが指摘できる㸬④については㸪後背の山岳からの湧

水・流水・河川㸪さらに琵琶湖湖水が利用可能である㸬また㸪㋐㹼㋒の伝承の存在に加えて㸪川合氏の調査によれ

ば「叡山文庫」所蔵史料には遅くとも江戸期には社寺の錺物を製造する鋳金業者や錺職人が一定数存在したことが

確認できるとされており㸪その淵源を中世まで遡及させることは大いに可能であると思われる㸬さらに近江では㸪

後段で詳述するが㸪戦国織豊期に鉄砲生産で知られた国友村も所在し㸪また原始・古代に遡っては多数の銅㚫が出

土した遺跡が発見されるなど㸪近江全域に視野を広げれば㸪金属生産や製鉄加工㸪とりわけ銭貨の素材である㟷銅

の生産・鋳造技術が発達していたとみることもできる㸬 
これらからすれば原材料の調達・搬入㸪生産・製造㸪搬出・流通といった㸪銭貨製造に㛵する一連の経済活動を

構成する商工業者の組織・ネットワーク形成の素地や技術・経㦂・知識の蓄積は既に中世に成立していたとみるこ

とができる㸬 
 

2.� 原材料からみた「坂本㗪㐀㖹」の᳨ウ 
さて「坂本鋳造銭」の先行研究において看過されている問㢟として㸪材料調達の問㢟があるように思われる㸬現

在寛永通宝を含め㸪古銭に対する理化学的な研究が進化しているが㸪㟷銅貨を組成する銅と鉛については著しい研

究の発展を見せており㸪放射性同位体や㟁子線により㸪原料の生産地まで特定できるようになってきている(13)㸬 

その一方で㸪銅銭の重要な構成原料である錫を扱った研究は相対的に少ないが㸪筆者はこの錫をめぐる問㢟こ

そ㸪古代・中世の銭貨や坂本鋳造銭の問㢟を解く上での大きな鍵ではないかと考えている㸬なぜならば近代以前に

おいては㸪錫は日本では極めて㝈られた形でしか入手できない原料であったと思われるからである㸬 
ちなみに皇㸦本㸧朝十二銭に対する理化学的研究では㸪その測定結果からかつては㸪時代が下るにしたがって鉛

の濃度が上がっていくとの傾向を指摘し㸪それは文献史料の記述と合わせて㸪律令国家が原料銅の不足に直㠃した

結果とされてきた㸬ところが近年㸪斎藤努氏は自身の測定結果からこれに対して異論を唱え(14)㸪先ず錫の入手困㞴

化中により㸪実㝿には錫の成分が低下すると同時に㸪鉛の比率が上がっていったとみるべきとした㸬しかし㸪その

後は通説のように㸪古代国家が原料銅の不足に悩み㸪鉛の比率を増加させたとし㸪その原因は産出量の減少と律令

制の崩壊による原料銅の効能・調達の不全の双方とみている㸬 
ところで周知のように㸪日本は中世㸪特に日明貿易においては銅を輸出し㸪銅銭を輸入している(15)㸬上述のよう

に㸪古代国家は銅の不足に悩んだが㸪その後何らかの理由があり㸪中世日本では銅の入手はさほど困㞴ではなかっ

たことが推定される㸬また中世期に製作されたと推定されている多数の刀剣・仏神具の存在からすれば㸪金属生産

や金属加工の技術も著しく低下したとは思われない㸬 
これらからすると㸪中世での銭貨鋳造が困㞴であった一因としては㸪錫の原料不足があるように思われる㸬これ

に対して中国大㝣では同時期に量の変動はあれ宋・明の王朝が継続的に銅銭を発行していることから見ると㸪原料

錫の調達はさほど困㞴ではなかったことが推定される㸬したがって㸪比較的豊富で安価だった日本産の銅と㸪中国

側が調達した錫が合金されて㟷銅貨の生産が行われ㸪それが日本に輸入されたとみることもできる㸬 
 そこで錫の入手経路という点で「坂本鋳造銭」を見ると㸪一つの可能性として現在の大津市に属する田上山の存

在がある㸬田上山は㸪原始的な山岳信仰と天台密教系の不動信仰が融合した信仰の対象としても知られると同時

に㸪鉱物や材木に恵まれ㸪また山㯄の上田上森町遺跡を始めた谷筋の奥には鉄滓が見られ製鉄遺跡群が形成された

という(16)㸬さらに錫との㛵係で注目されるのは㸪この山には花崗岩ペグマタイトの鉱物が産出される点で㸪ペグマ

タイトの産地の一部では錫石が採掘可能なほど濃㞟することがあるとのことである(17)㸬但し現時点ではそれを示

す明確な証左は見出し得てはいなが㸪仮にこの田上山から錫が当時採取可能であったと仮定するならば㸪錫の調達

において坂本は極めて有利な立場にあったことがいえる㸬なおこれ以外に比較的近距㞳にある錫鉱山として㸪伝承

では平安時代の大同年㛫に採掘が㛤始されたとされる㸪但㤿国明延鉱山がある(18)㸬仮に中世期には産出が始まっ
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ていたとすれば㸪これらからは㝣路㸪もしくは日本海ルートを経由して琵琶湖水運による調達が比較的容易な立地

にあるといえる㸬また錫の日本独自の用途として㸪神具で用いられる瓶子㸦いわゆる御神酒徳利㸧(19)㸪㧗坏㸪水玉

などがあり㸪これらは現代でも見られる㸬日吉大社㛛前町であった坂本では㸪常時その㟂要と加工技術が存在して

いたとみられる㸬これらのことから㸪既に中世段㝵において調達ルートが確立し㸪また錫に対する精錬や加工技術

が一定度保持されていたのではないか㸬 

これに対して㸪例えば堺の模鋳銭では㸪嶋谷和彦氏の研究により(20)㸪錫の成分が少ないことが明らかになって

おり㸪また無文銭が多いことも明らかになっている㸬つまり貴金属としての銅は多いものの㸪銭文を鋳込むことが

できていない㸬これは錫の入手が困㞴であったか㸪銅と錫の合金技術を知らなかったか知識・技術水準が低かった

かであろうと思われる㸬一般に銅に錫を加えることによって融点が下がり㸪また加工や鋳造が容易になるとされて

いることからすれば(21)㸪錫原料の不足か金属加工技術の低さ㸪あるいはその双方から㸪堺の鋳銭体制では幕府の

希求する良質銭を即座に大量に製造するという条件に対応することは困㞴であったように思われる㸬  

 逆に坂本は堺に比して㸪あるいは当時鋳銭が試みられていた諸大名の㡿地に比して㸪こうした条件を満たしてい

たことが選定の一因ではないかと思われる㸬なお㸪寛永 16年初めに大坂の銭造人仲㛫が㸪錫の輸入をオランダ商
㤋㛗に打診した事実が既に明らかにされているが(22)㸪こうした点からこの時期にはやはり錫の調達が困㞴であり㸪

その不足が㞀害になっていたことが推定されている㸬近江坂本はこうした点で比較優位の状況にあったのではな

いかと推定される㸬 
またもう一つの重要な原材料として鋳型土の問㢟もあるが㸪これについては以下のような史料がある㸬 

【史料 2】「毛吹草」巻第四 
    近江  東山道 
蛇㦵㸦中略㸧坂本 練 柳団子 膳所米 勢多焼物 銭鋳形土㸦中略㸧水晶 甲賀鉄炮

国友張

ト 云  鉄炮㸦下略㸧(23) 
これによれば㸪少なくとも「毛吹草」が完成されたとされる正保㸦1645㸧年段㝵では(24)㸪近江で銭の鋳型用の土

が産出されていたことがわかるが㸪この状況が寛永 13㸦1636㸧年にまで遡及できること㸪さらには織豊期辺りま
で遡及させることは㸪さほど困㞴とは思われない㸬また水晶は㸪先ほど述べたしばしば錫の産出を伴う花崗岩ペク

マタイト生成とも深く㛵連する産品である(25)㸬また鉄砲の製造は後述するように㸪近江における金属加工の㧗い

技術を物語っているともいえる㸬 

なお鋳型土が坂本の鋳銭地化の背景となった点のみについては㸪既に安国氏により指摘があるが(26)㸪筆者とし

てはさらに錫の原料調達が容易であった点もこれに付加して考慮すべきであり㸪さらにいえば㸪大坂銭座が地理的

近似性からその前段㝵の一つと推定できる㸪堺の模鋳銭段㝵から錫調達困㞴の状況にあったと仮に推定でき㸪また

その後の大坂銭座における錫輸入打診の史実と考え合わせるならば㸪むしろこの錫調達における近江坂本の比較

優位性の方をより重視すべきであると考える㸬 
 
�. ㏆Ụにおける㟷㖡品⏕⏘のṔ史ⓗ展㛤と政἞・⤒῭ 

 
最後に㸪近江・坂本の歴史的背景から見た鋳造技術・流通経済上の特質㸪さらに幕藩体制との㛵係などを検討し

たい㸬 
 
�.1 古代㏆Ụにおける㟷㖡器⏕⏘ 
いうまでもなく寛永通宝は江戸前期までは基本的に銅銭であり(27)㸪より厳密にいえば㟷銅銭に分㢮される㸬素

材としての銅は㧗度においては鉄に及ばず㸪むしろ軟らかであるため㸪錫を加えて硬度を増加させる処理が行われ

る㸬この銅と錫を主成分とする合金が㟷銅と呼ばれるものであるが㸪錫の量を過分に増加させると逆にもろくなる

ため㸪含有比率の微妙な調整が必要であり㸪そこに㧗度の技術性が要求されるといわれている㸬しかし㸪溶融温度

が低いことから鋳造には最適とされ㸪鋳型が破損しない㝈りは同一製品を量産することが可能であり㸪同時に微細

な文様を施すことができ㸪これらの点で汎用性の㧗い素材であるともされる(28)㸬 
近江では弥生時代から古墳時代にかけての㟷銅品が多数出土されていることはよく知られている㸬その代表的
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なものは野洲市小篠原大岩山とその周辺部から㸪計 24口発見された銅㚫である㸬1か所からの銅㚫出土数として
は発見時点で全国最多であり㸪またその中には㧗さ 134.5㎝と最㛗のものが含まれていた㸬これ以外に㸪88㠃の銅
鏡㸪100本超の銅鏃㸪全国でも珍しい巴形銅器㸪銅剣㸪銅矛㸪銅製のカンザシなどが出土している㸬 
なお㟷銅器の生産には㸪鋳型の製作㸪銅の溶融のための㧗温の火力装置などの㧗度な技術の習得が必要であると

同時に㸪原料の入手㸪製品の配布などが付㝶するため㸪対外的な交易組織や対内的な流通組織等の㧗度に発達した

政治的・経済的基盤の存在を背景とし㸪それらによってはじめて生産が可能であったと考えられるという㸬したが

って弥生時代においては㸪その生産・流通の拠点は北部九州地方と近畿地方にあったのではないかとされている㸬

そのため㸪先に挙げた㟷銅製の出土品については近江で生産されたかどうかも含めて㸪その生産地については慎重

な検討が必要とのことである㸬 
しかし㸪律令国家が成立すると㸪鋳銭司が設置されて銅銭の鋳造が㛤始される㸬その中で近江にも工房が置かれ

銅銭を鋳造させた記事が㸪『続日本紀』和銅元㸦708㸧年に見られることは既に指摘がある㸬 
【史料 3】「続日本紀」和銅元年七月丙辰㸦26日㸧・八月己未㸦10日㸧条 

  㸦七月㸧〇丙辰㸪令三近江国鋳二銅銭一㸬〇八月己未㸪始行二銅銭一(29)㸬 
上記史料からすれば㸪遅くともこの時期には近江国内に㟷銅品の生産技術が扶植され㸪またそれを支える生産拠

点や生産施設㸪生産・流通体制が構築されたことになる㸬 
一方㸪同じく㟷銅品である梵鐘の製作遺構とみられるものが草津市木瓜原遺跡で発見されており㸪これは 7 世
紀末から 8 世紀初め㡭に操業していたことが想定されている㸬ここで製作された梵鐘は近江国庁の時刻通知の鐘
楼に吊り下げられたものではないかと推測され㸪また 7世紀末の日本最古級の梵鐘と見られる㸪京都市妙心寺㸪福
岡県太宰府市観世㡢寺㸪奈良県当㯞寺などの梵鐘群と㢮似のものであるという㸬また大津市㛗福寺遺跡でも平安前

期の 9 世紀ごろのものと思われる梵鐘鋳造委遺構が見つかっており㸪これは山上の崇福寺もしくは梵釈寺の注文
生産に応じたものではないかと推測されている㸬 
これらから見れば㸪少なくとも律令国家建設期にあたる 8 世紀初㢌には既に近江の地に㸪㟷銅の生産技術が移
入され生産拠点が構築され㸪さらにそれは平安期にも継承されていったことが窺える㸬なおこの他にも近江では銅

器ではないが㸪鉄砲製造で著名な国友村があり㸪中近世移行期の金属加工全般の技術水準は㧗かったものと見られ

る㸬 
 
�.2 中世における㏆Ụ坂本の⤒῭力の形成 
中世に入り㸪近江坂本は比叡山延暦寺の山㯄拠点として㸪あるいは日吉大社の㛛前町として栄えた㸬また一方で

は京都に近く㸪かつ琵琶湖岸に位置することから㸪㝣運水運の交通・物流所の拠点としての性格も併せ持つように

なる㸬こうした多㠃的な複数の機能・性格を有する都市として㸪独特の都市空㛫が形成されたといえる㸬 
まず政治勢力との㛵係でいえば㸪下坂守氏が詳しく紹介しているように(30)㸪平安期に延暦寺内部で「衆徒」㞟団

が台㢌し㸪その産土神となった坂本日吉社の「神輿振り」を伴う強訴によって㸪朝廷に要求を突きつけた点がまず

特筆される㸬この衆徒の多くは㸪古くから比叡山㯄の坂本に坊舎を構え㸪この坂本を拠点として強大な武力を兼ね

備えた「坂本衆徒」と呼称される独自の勢力を形成した㸬彼らは比叡山を構成する東塔・西塔・横川の三塔からも

半ば独立していたと評価されている㸬 
この「坂本衆徒」らはやがて日吉社彼岸会の㝿の「彼岸料」を掌握し㸪それを原資とする「彼岸銭」の貸付・運

用により巨富を蓄積した㸬さらにこの金融システムは京都にも進出し㸪鎌倉時代末には京都に「山㛛気㢼の土蔵

㸦倉㸧」と呼ばれる金融業者が林立する状況を生み出した㸬また彼らは日吉社に奉仕する「日吉神人」としての特

権的地位や独立的立場も保有していた㸬このようにして「坂本衆徒」は鎌倉期に著しく発展を遂げた京都の金融

界・経済界の中で㸪㞃然たる勢力を占めるに至ったのである㸬 
ところで㸪周知の如く南北朝期において京都の市政権は朝廷から室町幕府に移行したとみられており(31)㸪室町

幕府㸱代将軍足利義満は㸪京中の金融業者たる土倉・酒屋役への課税や統制強化㸪あるいはその背景に屹立し幕府

と対立することの多かった比叡山延暦寺や坂本衆徒への融和と支配浸透を図っていた㸬具体的には㤿上一衆や土

倉方一衆の制度を創設し坂本衆徒に委任することによって㸪懐柔すると同時に土倉酒屋役の課税を実現し㸪また日
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吉社神輿造替を要求してきた衆徒代表を㸪逆に山㛛使節に任命して多大な権㝈を与えることによって延暦寺内部

に介入することを可能にした㸬応永元㸦1394㸧年の足利義満の日吉社参詣は両者の和解と協調㛵係を象徴する行事
であったと考えられている㸬 
しかし義満死後㸪4代将軍義持と衆徒及び坂本の㤿借らが対立するようになり㸪6代将軍義教の時代には㸪その
対立がより先鋭化し㸪遂には永享の山㛛㦁乱に発展したが(32)㸪この時将軍義教は大軍を坂本に派遣しこれを攻撃

させた㸬このようにして坂本は㸪著名な織田信㛗の比叡山焼き討ち以前に㸪一度壊滅的打撃を受けたのであるが㸪

義教死後は土倉酒屋役に代表されるような幕府財源確保の観点や㸪徳政一揆や徳政令による土倉・酒屋の経済的な

損失からの復興という観点から㸪京中の酒屋・土倉の復興・保護政策がとられた㸬これらに伴い近江坂本の復旧も

進展したと見られ㸪その後再び坂本衆徒らの活躍が史料上散見されることが明らかになっている㸬 
やがて周知のごとくに応仁・文明の大乱が起こって京都は荒廃する㸬しかし前掲下坂氏の研究によれば㸪逆に近

江坂本には京都の戦火を逃れた日吉神人ら流入がみられて人口が増大し㸪また土倉・酒屋等の金融業者ら商業者の

移転が確認できるという㸬その一方で近江では乱中乱後を通じ㸪台㢌した六角氏による山㛛㡿すなわち延暦寺㛵係

荘園の押㡿が㢖発し(33)㸪比叡山延暦寺を中核とする山㛛勢力全体の経済基盤は次第に衰退していったと見ざるを

得ない㸬そうした動向の中で㸪織田信㛗の比叡山焼き討ちが行われた㸬山㯄の坂本も付㝶して焼き打ちに会い㸪再

度の壊滅的打撃を受け㸪さらに坂本城主には重臣明智光秀が配置されて㸪延暦寺と坂本を牽制したとみられている
(34)㸬こののち豊臣政権期から延暦寺・日吉社の復興・再建が図られるが㸪さらに坂本出身で徳川家康の側近となっ

た天海らがこれら寺社と坂本の復興に尽力したとされている(35)㸬 
 以上の経過からすれば㸪中世の坂本は中世に入り㸪比叡山延暦寺の山㯄拠点として㸪あるいは日吉大社の㛛前町

として栄えたが㸪その根底には㸪朝廷からも尊崇され王方仏法相依論に支持される比叡山延暦寺の最大級の宗教的

権威㸪それと密接に㛵連して発展していく金融業を基盤とした経済力と富の蓄積㸪また衆徒㞟団が形成した軍事力

があり㸪これらを構成要素とする中世特有の宗教的権㛛の拠点にあったことが改めてうかがえる㸬既に多くの指摘

があるように㸪織田信㛗による重臣明智光秀の配置もそうした㸪比叡山延暦寺ならびに近江坂本の実力・影㡪力を

警戒したものと推察され㸪また信㛗の比叡山焼き討ちは㸪単なる中世的権威の否定や元亀の争乱時における浅井・

朝倉与同勢力への不服や軍事的脅威の㝖去に止まるだけでなく㸪こうした経済的実力の減殺にもあったことを推

測することは㸪さほど㞴しいこととは思われない㸬 
これらの歴史的経過・背景のもと㸪中世坂本は宗教的であると同時に㸪経済的・軍事的機能も相互に密接に㛵連

しあいながら発展し㸪それらの性格が混淆的に併有される㸪中世特有の空㛫を成していたと推察される㸬 
しかし一方では京都に近く㸪かつ琵琶湖岸に位置することから㸪地理的要因や㝣運水運の交通・物流の拠点であ

ることも㸪近江坂本の性格付与に少なからぬ影㡪を及ぼしているように思われる㸬次㡯ではその点を検討する㸬 
 
�.� 古代末から㏆世初㢌における㏆Ụ坂本の交㏻・ὶ㏻上の地位 
なお中世の近江坂本といえば㸪延暦寺・日吉大社の㛛前町として㸪平安中期以㝆延暦寺㡿荘園の貢納物や諸物資

の㞟積により㸪大津を凌㥙する繁栄をみせたが㸪そうした経緯の中で㸪先に述べた金融活動に従事する土倉のほ

か㸪商業交通・商品流通に深く㛵与する問丸㸦問・問屋㸧も存在し㸪実㝿に交通・運輸に従事する㤿借が㞟住して

いたことでも著名である㸬また㸪大津と並んでこの坂本の㤿借が室町期にたびたび蜂起したことも広く知られてい

るところである㸬また水上交通・物流の㠃でいえば㸪坂本の琵琶湖に㠃した諸港は㸪日本海側諸地域から京都・畿

内方㠃に向かう物流において㸪水運上の要地でもあった(36)㸬 
実㝿に鎌倉末の元徳 2㸦1330㸧年京中における㣚㤡と米価㧗㦐に対し㸪朝廷は米価を公定して米価引き下げを
図るが奏功せず㸪最終的には洛中に仮屋を設置し商人らに強制的に米を売却させたが㸪この米価㧗㦐の背景には

坂本の商人が深く㛵与したことがやはり前掲下坂氏により指摘されている㸬彼らは坂本に入津しようとした「米

船」を追い返し㸪京につながる水㝣交通の要衝である坂本への米の流入を意図的に停止することによって米価㧗

㦐を誘導しようとしたのであるが㸪これは上記の点を裏付ける史実といえる㸬さらに、のちの室町期にも同様の

米不足と米価㧗㦐が起こっており㸪当時の将軍足利義教が侍所や奉行人らを㥑使して米商人を処罰し㸪また強制

的に売却させている事実が明らかになっている(37)㸬これも同様の流通構造の存在が一つの要因・背景になってい
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ると思われる㸬 

また織田信㛗が元亀 2㸦1571㸧年正月に湖東の姉川・朝妻㛫における北国街道の往還封鎖を横山城将木下秀吉に
命じ(38)㸪また同年末には㸪湖西で坂本と越前㛫の交通遮断㸪ならびに若狭で小浜・越前㛫の交通を遮断したこと(39)

などは㸪信㛗が北近江の浅井㸪越前の朝倉を圧迫し両者の連携を絶とうとしたものとみることができ㸪このことか

らも近江が北㝣と京都を中心とする畿内との㛫の物流動脈として重要な位置を占めていた事実が如実に窺えるで

あろう㸬  
一方で室町幕府撰銭令を詳細に検討すると(40)㸪撰銭令の発布対象の一角に「米場」が選ばれていることは既に注

目されているが(41)㸪このことは㸪米場においてはその性質上㸪貨幣㟂要や貨幣流通が特段に大きく㸪したがってこ

のことが撰銭令発布対象となったこと推定させるものと筆者は考えている(42)㸬また同時にその点は㸪こうした米

場においては貨幣の安定供給や確保㸪さらには撰銭現象を誘発しない大量の良質貨幣の鋳造要求を惹起させたと

推定する㸬もっとも坂本に米場があったかどうかは確認されてはいないが㸪大量の米の流通拠点であった坂本にも

㢮似の要求があったことは㸪ある程度㢮推し得るように思われる㸬 
このほかにも坂本における貨幣の鋳造を促進した背景として㸪商業情報・技術情報の伝播や蓄積といった可能性

も指摘しておきたい㸬これも残念ながらそれを裏付ける史料を現在のところ見出し得ていないが㸪それを㢮推させ

る根拠としては㸪近年の西洋史研究におけるディアスポラの研究の進展がある㸬それらのうちで玉木俊明氏は㸪宗

教的理由から移住を余儀なくされたディアスポラは多く商業・貿易・金融に従事したが㸪彼らを媒介として㸪商人

の国㝿的ネットワークの形成や㸪金融都市としてのアントウェルペンの形成㸪世界貿易最大都市としてのアムステ

ルダムの台㢌㸪さらに情報伝播・情報蓄積・情報交換がみられたとする㸬また同氏により㸪アムステルダムを国㝿

貿易の「情報センター」として位置付ける評価も出されている(43)㸬但しそれらの見解の根底には㸪グーテンベルグ

の印刷㠉命と表裏一体となって発行された商業書や価格表といった史料の存在があり㸪一方で坂本あるいは当該

期の日本史において㸪こうした史料は見出しえていない㸬しかしながら㸪今後これに㢮する史資料の発見があれ

ば㸪前述のような可能性は十分指摘し得るように思われる㸬 
 
�.� 中㏆世⛣⾜期坂本の技⾡・ὶ㏻⤒῭㠃全⯡に対する分ᯒ・⪃察 
なお㸪先述の河合氏は銭貨鋳造地として必要な 4条件として㸪①請負人・座人の組織化が可能であること㸪②立
地条件として一定の敷地㠃積が確保できること㸪③大量の重量物資の搬入・搬出を可能とする交通手段を有するこ

と㸪④銭の洗浄など工業用の給排水が可能であることの 4条件㸪ならびに㋐錺職人・銭座の職歴を有する金子氏の
存在㸪㋑その居宅周辺の貨幣・金属に㛵する伝承の存在㸪㋒坂本域内における貨幣と物流に㛵する伝承の存在㸪な

どを挙げている㸬氏はこれを列挙したうえで漠然と坂本がこれに該当すると述べるにとどまっているが㸪ここで改

めて㸪逐条的に検討しておきたい㸬 
まず①については㸪土倉・酒屋の同業者㞟団があり㸪座的㞟団の存在も容易に推定されることから㸪同様な形で

銭鋳造における請負人・座人の組織化も比較的容易であったと推定される㸬㋐の伝承がこれを裏付ける形となって

いる㸬次に②につき㸪広大な平地㠃が必㡲であるかという点については現時点では判断を留保したいが㸪少なくと

も一定度の㠃積は既存の金属加工業者の工房の一部活用や転用によって確保できたのではないかと考えられる㸬

③④については琵琶湖に㠃した地理的条件がこれに該当すると同時に㸪中世の坂本は水上・㝣上交通の要衝にあっ

たことが該当する㸬 
 
�.� 幕⸬体制☜❧との㛵㐃性 
このほか㸪当時の幕藩体制の確立との㛵係が当然重視されねばならないが㸪この点は多岐にわたるため㸪今後の

課㢟としたい㸬但し一点のみ触れておけば㸪当時の大名配置から見れば㸪近江には譜代大名井伊氏を藩主とする 35
万石の彦根藩が湖岸に配置されていた㸬また坂本の㡿域は㸪徳川家康が豊臣秀㢗方を圧迫しつつあった時期に豊臣

方を牽制する要地としての膳所城を擁する膳所藩の支配下にあり㸪5㹼7 万石程度の小藩ではあるが㸪寛永通宝公
鋳㛤始前後の時期の菅沼・石川といった譜代大名を初め㸪歴代藩主にはいずれも三河譜代の大名が配置されている
(44)㸬これらからすれば㸪近江も坂本も朝廷が所在する京都や㸪豊臣勢力の影㡪が強く残る畿内㸪外様大名が多く配
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置された西日本を牽制する前線拠点であると同時に㸪徳川方の支配浸透や通貨鋳造に㝿しての厳重管理が比較的

容易な支配㡿域下に位置しているといえ㸪また通貨普及上も対西日本・対北㝣方㠃の重要な交通路に位置している

ことが指摘し得る㸬 
 
㸲㸬⤖ㄽ 

 
以上㸪縷々検討を重ねてきたが㸪その検討結果を最後に総括したい㸬 
寛永 13年の江戸幕府による寛永通宝公鋳㛤始時において㸪江戸と並んで近江坂本が最初の鋳造地として選定さ
れた要因としては㸪近江における原始・古代・中世以来の銅製品生産の技術蓄積と伝統㸪中近世移行期における㧗

品質な銭貨生産の実績とそれを支える生産体制の存在㸪交通・流通上あるいは通貨普及経路としての坂本あるいは

近江の利便性と重要性㸪原材料特に精密な鋳造の可否を左右する錫の調達における比較優位性などが挙げられる㸬 

またその歴史的背景として㸪坂本が延暦寺・日吉大社の㛛前町として繁栄するに従い莫大な富を蓄積していった

という歴史的経過や㸪また大量の貢納物や物資が㞟散する交通の要路にあったという歴史地理的条件から㸪大量

かつ㧗品質の貨幣を希求する米商人・金融業従事者などが既に近世以前から㞟住し㸪中近世移行期において大量

かつ㧗品質の貨幣鋳造を促進あるいは誘発する状況が存在したことが指摘できよう㸬 
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動≀⾜動学からぢた『嵐が丘』(Ⅱ) 
㸫Catherineにおける「⊧」ⓗせ⣲㸫 

 
塚㷂 ⋹子 

 
An Ethological Study on Wuthering Heights㸦Ⅱ㸧 

㸫Feline Features of Catherine㸫 
 

Reiko TSUKASAKI 
 

せ  ⣙ 

動≀⾜動学からの▱㆑を㋃まえ、Wuthering Heightsにおけるもう㸯人の主人公Catherineのᥥ写には「⊧」に㛵係す
るものが多いこと、≉に彼女の個性をỴ定づけているものが「⊧」ⓗせ⣲であることに╔┠し、この小ㄝが「⊧」と

人㛫が共᭷している性㉁をどれほど῝くᥥいているかについて⪃察する。また、㏆年⚄⤒⏕⌮学や心⌮学などの分㔝にお

いてヰ㢟になっている「㑅択┣」や「ミラーニューロン」がこの小ㄝにも㛵係していることを♧し、この小ㄝの中で作

⪅ Emily Brontëがᥥきたかったものは、⌮性や合⌮ⓗ㓄慮のᯟ外にある、人㛫のᮏ⬟ⓗ感情の῝さと崇㧗さではない
かという⤖ㄽを得る。 

 

キーワード㸸Wuthering Heights、『嵐が丘』、Emily Brontë、動≀⾜動学、⊧ 
 
 
1. はじめに 

 
Brontë 姉妹の小ㄝはイギリスの公❧図᭩㤋での㈚出回ᩘでは、Charlotte の Jane Eyre (1847) と Emily の Wuthering 

Heights (『嵐が丘』, 1847) が➨3位と➨4位の多さであるという。≉に᪥ᮏにおけるWuthering Heightsは、主人公Heathcliff 
と Catherine のサムライ悲劇から奇抜なディズニーὶの作品まであり、小ㄝ・⤮⏬・㡢ᴦ・ᫎ⏬・ₔ⏬など⌧代᪥ᮏᩥ
化のどのジャンルにもⓏ場していることがᾏ外の◊✲⪅によって᪤に20年ほど前にᣦ᦬されている(1)。 
ⱝ⪅のᩥ字㞳れ・古典ᩥ学㞳れが⥆いている中でこれは喜ばしいことではあるが、代⾲ⓗな例としてそこに⤂介され

ている᪥ᮏの⤮ᮏのᤄ⤮は、原作の内容とは大きな┦㐪がある。「Catherine と Heathcliff の᭱後のᢪ᧦」と㖭打ったそ
のᤄ⤮では、バラのⰼ᮰を⫼ᬒに❧ち姿の㸰人の恋人が⇕Ⅿにキスを交わしているが、実㝿のWuthering Heights では、
⑓㌟のCatherineがHeathcliffとキスを交わすのは座った≧態でであり、Heathcliffは≬≟のようにṑぎしりをしἻを吹い
ている。そのᵝ子は、そばにいた女中㢌Ellen Dean のゝⴥによれば、「⮬分がまるで⮬分とは㐪う✀㢮の⏕き≀と一⥴
にいるようなẼがしました」(15❶)(2)とある。 
前回⚾はこのように␗ᵝなものとしてㄞ⪅から᤼㝖されがちな Heathcliff のゝ動が、動≀⾜動学⪅たちが≟の≉徴と
していることと合⮴することを☜ㄆし、彼の原型が「オオカミ⣔の≟」だと᥎ できることをᣦ᦬した(3)。彼のᮏ㉁が

「≟」であるとするなら、᭱ᬌ年の彼の「あの世から᮶たまぼろしをぢつめているような」㸦34 ❶㸧ᵝ子についても、
1872年にダーウィンが㏙べている、≟の「ⷧᬯがりでぼんやりしかぢえない何≀かをぢつめる」(4)⾜動と㓞似しており、

この⾜動が与える␗ᵝな印㇟はほとんどなくなるとゝえる。それならば、もう一人の主せ人≀ Catherine についても、
ᬑ㏻の人㛫のものとしては㐪和感のある⾜Ⅽがあるが、同ᵝに何かの動≀の⾜動をもとにしたものである可⬟性が㧗い

のではないか。 
 ᮏ✏はこの問㢟についての⪃察である。 
 
 
2. Catherine の⾜動の異㉁性 

 
Catherine は Heathcliff について᭷名な“I am Heathcliff”に始まるゝⴥで⮬分と彼とがᮏ㉁ⓗに同じであることを㏙べ 

㸦9❶㸧、彼女の夫の妹 Isabella はCatherine が ‘a dog in the manger’㸦「㣫ⴥᱩの中の≟」㸧だとゝうが㸦10❶㸧、外ぢⓗ
に≟を思わせるᥥ写がないこと、Ẽまぐれであること、嫉妬しないと⮬分でゝっていることなどから、彼女の原型を「≟」

とするには↓⌮があるようにぢえる。しかしながら、ḟの㸰⟠所にᬑ㏻の人㛫としてのどⅬからは彼女の⾜動に㐪和感

を感じざるを得ないところがある。 
 
 (A)  Hindley and Cathy contented themselves with looking and listening till peace was restored: then, both began searching 

166



their father’s pockets for the presents he had promised them.  . . .  And Cathy , when she learnt the master had lost her whip in 
attending on the stranger, showed her humour by grinning and spitting at the stupid little thing, earning for her pains a sound blow 
from her father to teach her cleaner manners.   (Ch. 4) 

 
 㸦ヒンドリーとキャシーは㦁ぎがおさまるまでおとなしく═めていました。それから、㸰人とも⣙᮰のお土⏘が入

っているはずの∗ぶのポケットの中を᥈し始めました。〈中␎〉そしてキャシーは、そのよそ⪅にかまけている㛫

に᪦㑣ᵝが彼女の㠴をなくしてしまったことを▱ると、その㛫抜けな子どもにṑをむいて唾を吐きかけ、∗ぶから

もっとお⾜儀よくしないかと平手打ちされました。㸧 
 
  (B) She could not bear the notion which I had put into her head of Mr. Linton’s philosophical resignation.  Tossing about, she 

increased her feverish bewilderment to madness, and tore the pillow with her teeth: then raising herself up all burning, desired 
that I would open the window.(Ch. 12) 

 
 㸦⚾〔女中㢌の Nelly Dean〕が彼女に吹き㎸んだ、リントンẶがあきらめの境地になっておられるという⪃えが、
彼女には⪏えられませんでした。㌟もだえしながら、彼女は⇕を帯びた心のΰ乱を≬Ẽへと㧗め、ᯖをṑで引き⿣ 
きました。それから体中をほてらせながら㌟を㉳こすと、❆を㛤けてと⚾にゝいました。㸧 

 
(A)における ‘grinning’㸦ṑをむいて㸧については、きかんẼの子供が⮬分のẼに入らない┦手に向かってする「イーだ」
の⾲情に┦当するものだと思われ、᪥ᮏでも子供同士の争いの中で᫬折ぢられる。しかし┦手に唾を吐きかける⾜Ⅽは

下品で乱ᭀなものとされ、⌧実にはめったにぢられないものであり、≉にⰋ家の子女においてはほとんどあり得ない⾜

Ⅽである。Wuthering Heights においても他のⓏ場人≀がそれをすることはなく、Heathcliff がCatherineの兄Hindley 怪
我の手当てをしながら‘spitting and cursing’ (Ch. 17) 㸦呪いながら唾を吐きかけ㸧と㏙べられているのが唯一の例外である。 
Catherine はこの᫬Heathcliffと初対㠃だったのだから、彼の影㡪でこのようなことをしたのではない。ではどこから彼
女はこの⾜Ⅽを学んだのか。 
 (B) における㐪和感とは、Catherine が㘒乱し⮬己抑制が効かなくなった᫬にする⾜Ⅽが、「手」で⾜なわれずに「ṑ」
で⾜なわれていることである。┦手の人㛫に③みを伴う危害を与えるために女性が「∎」を使ったり㸦24 ❶における
Isabella㸧、「ṑ」を使ったりすることはあっても、「もの」が┦手の場合、人㛫ならばまず「手」でするのが⮬↛ではな
いのか。例えば、Charlotte Brontë作の Jane Eyreにおいて Mr Mason が≬女に噛みつかれているが㸦20❶㸧、別の場㠃で
その≬女はヴェールを┿っ二つに引き⿣いて床に投げつけ、㊊で㋃みつけている㸦25❶㸧。一⯡ⓗに、⮬己抑制ができ
なくなった᫬にᮏ᮶の⮬己が⌧れると⪃えられるから、Catherine の得意とする㐨具としての手ẁは「手」よりも「ṑ
㸦口㸧」が優先するとゝえるかもしれない。 
ところで、作⪅Emily Brontëがᬽらしたヨークシャーのハワースにある∾師㤋では、ペットとして≟ 3匹、⊧ 5匹、
ガチョウ2⩚、㮚・カナリア・キジは1⩚ずつ㣫われていたことがあり、彼女は᪥ごろから動≀と᥋することが多かっ
た。Heathcliff に㛵するᥥ写の中に「≟」のしぐさの≉徴が⣽かいところまでよく反ᫎされているのもそのためであろ
う。それならば Catherine についても、≉に人㛫の⾜Ⅽとしては㐪和感のあるところは、何かの動≀の⾜動が基┙にな
っている可⬟性があるのではないか。実㝿、(A)に┦当する「口ゅを後ろに引きながらṑをむき出しにし、㰯にしわを
寄せる」、「唾を吐くような㡢(spit)」をたてるのは、それぞれ威嚇、強い威嚇を⾲す「⊧」のしぐさとして▱られている
(5)。また、(B)に㛵しては、⊧の⾜動を子⣽にほ察したコレットの作品の以下の⟠所と㢮似性がある。 

 
 そのとき、テーブルの┿上のᴌのᮌᯞからしたをのぞきこんでいた一⩚の四十㞛が、からかうように⊧に呼びかけ

た。サアは、前⬮をきちんとそろえ、⨾しい女のようにふさふさした⬚のẟをふくらませ、㢌をぐっとそらせて座

ったまま、はやる心を必Ṛにこらえていたが、㢋は怒りでふくらみ、小さな㰯孔が⃿れていた。 
 「㨱≀みたいに⥡㯇なやつ㸟㨱≀よりももっと⥡㯇なやつ㸟」アランは呼びかけた。 
 ṧ忍な⪃えの宿った大きな㢌のてっぺんを᧙でてやろうとしたとたんに、⊧は✺↛、憤怒をぶちまけ、彼に噛みつ

いた。(6)                                      㸦『∷⊧』㸧 
 

Catherine を「⊧」とみなせば、彼女が夫Edgar Lintonに対する怒りにかられて、そのはけ口としてᯖにかみついた、と
ぢなすことができ、㐪和感がなくなるように思える。⤖局のところ、Catherine の人≀像はᮏ㉁ⓗに「⊧」の性㉁を人
㛫に当てはめたものではないだろうか。そのどⅬからさらに⪃察を㐍めてみたい。 
 
3.  Wuthering Heightsにおける「猫」の全体ⓗなイメージ 
 
Wuthering Heights の中にⓏ場する実㝿の「⊧」のᥥ写は以下の場㠃のみである。 
   
  Nothing was stirring except a bridled, grey cat, which crept from the ashes, and saluted me with a querulous mew.   
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Two benches, shaped in sections of a circle, nearly enclosed the hearth; on one of these I stretched myself, and Grimalkin 
mounted the other. . . .    

He cast a sinister look at the little flame which I had enticed to play between the ribs, swept the cat from its elevation, and 
bestowing himself in the vacancy, . . .  (Ch. 3)   

 
  㸦⅊Ⰽ地に⦤のある⊧が⇞えがらのところからそっとやって᮶て、不平がましそうに㬆いて僕にあいさつした以外

は何も動くものはなかった。扇形の㸰つのベンチが⅔床をほとんど取り囲んでいた。その㸯つに僕は寝そべり、㞤

⊧がもう∦᪉によじⓏった。〈中␎〉彼〔㸻⪁僕 Joseph〕は僕が⅔᱁子の㛫からかき❧てておいた小さな⅖を意地
悪い┠つきでぢると、ベンチの上にⓏっていた⊧を㏣い払い、⮬分がそこに㝕取った・・・  㸧 

 
「⊧」は各個体㛫に、Ỉ平および垂┤᪉向にある⛬度の㊥㞳を保つことが▱られている(7)。Wuthering Heightsで㣫われ
ていたこの⊧は、⮬分の⦖張りを Lockwood に侵入されて彼のゎ㔘では「不平がましそうに㬆いて」、実㝿は威嚇した
のだと思われる。この⊧が⇞えがらのところからわざわざ出てきて場所を⛣動した、という一ぢ何Ẽないᥥ写は、

Lockwoodを「⊧」としてぢ❧てれば動≀⾜動学ⓗに⯆味῝いものとなる。 
 
  㒊屋になじんでいない᪉のネコが出会いの᭱初に᳔子などの上に㝕取ることができると、それによって、㒊屋に慣

れている᪉のネコの優位は、ほとんど完全に┦ẅされる。このネコはなかなか┦手に㏆づくとしても、おそるおそ

るためらいがちになる。すると、場所になじんでいない᪉のネコは、かなり平↛とこの᥋㏆を受けṆめ、しばしば

┦手の㢦を┤᥋ぢさえするが、それでもしょっちゅう「あちこち═め」を合㛫に入れるのが常である。 
 
「ネコ博士」として世⏺ⓗに᭷名なパウル・ライハウゼンは、さらにḟのことをᣦ᦬している。 
 
   ᫂らかに「あちこち═め」は、ネコ㢮にᬑ㐢ⓗにそなわっている、┤᥋ぢられることへの恐怖と㛵係している。

ネコが何⪅かに┐みぢられていて、あるときそれにẼづくことがある。この場合ネコは、例外なくいったんά動を

中Ṇし、やがていかにもためらいがちに、同じά動を再㛤する。㐟びで他のネコに忍び寄りをしているネコは、と

つぜん┦手にぢつかったことにẼづくと、ただちに「あちこち═め」をして、┦手にまったく⯆味をもっていない

という「ふりをする」のである(8)。 
 
このことはWuthering Heightsに冒㢌㒊におけるLockwoodの以下のゝⴥを想㉳させる。 
 
    While enjoying a month of fine weather at the sea-coast, I was thrown into the company of a most fascinating creature, a real 

goddess in my eyes, as long as she took no notice of me.  I “never told my love” vocally; still, if looks have language, the merest 
idiot might have guessed I was over head and ears: she understood me, at last, and looked a return─the sweetest of all 
imaginable looks─and what did I do?  I confess it with shame─shrunk icily into myself, like a snail, at every glance retired 
colder and farther; till, finally, the poor innocent was led to doubt her own senses, and, overwhelmed with confusion at her 
supposed mistake, persuaded her mamma to decamp.                                    (Ch. 1) 

 
  㸦ᾏ岸で天ẼのⰋいひと᭶を㐣ごしている㛫に、僕は᭱も㨩力ⓗな人と▱り合うことになった。彼女が僕にẼがつ

かないうちは彼女は僕の┠にはᮏ≀の女⚄だった。僕は口に出しては「僕の想いをỴしてゝわなかった」。しかし

もしも┠が口ほどにものをゝうなら、どんな大㤿㮵⪅でも僕が㤳ったけだとゝうことがわかっただろう。とうとう

彼女は僕のẼᣢちがわかり、想いのこもったど⥺を──⪃え得る全てのど⥺の中でも᭱㧗に愛らしいど⥺を──㏉

してくれた。それで僕はどうしたか㸽恥を忍んでⓑ≧すると、ど⥺を㏦られるたびにますます冷たく㐲ざかり、カ

タツムリみたいに冷やかに⮬分のẆに引きこもったのだ。ついにそのかわいそうな↓㑧Ẽな娘さんは⮬分の感ぬを

␲うようになり、⮬分が㛫㐪ったのだと信じて居ても❧ってもいられなくなり、ẕぶをㄝ得していつの㛫にか姿を

ᾘしてしまった。㸧 
 
この⟠所は、これまでEmily Brontëの兄Branwellの、姉Charlotteの友人Mary Taylorとの⤒⦋(9)が᰿底にあると⪃えら 
れてきた。1840年11᭶ 20᪥付の手⣬の中でCharlotteは友人Ellen Nusseyに宛ててḟのように᭩いている。 
   
  Did I not tell you of an instance of a Relative of mine who cared for a young lady till he began to suspect that she cared more for 

him and then instantly conceived a sort of contempt for her?(10) 
 
  㸦⚾の㌟内の⪅で、ある娘さんに恋をしていたのが、┦手がもっと⮬分に恋しているとẼづくとすぐにその娘を㍍

⶜した例があることをあなたにヰさなかったかしら㸽㸧 
 
Charlotteはここで、たとえどんなにẼ㧗く かく寛大で⊩㌟ⓗで῝い感情であろうと、あからさまに⾲したり、あまり
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にも⋡┤に┦手に与えたりすると、ṇ当にホ価されないものだとホし、愛する人のためにṚぬことを厭わないMaryは
⤖局⤖婚できないのではないかと⪃えている。つまり、弟Branwellの⾜動を一㒊の⏨性の⾜動の傾向に広げ、女性とし
てその対⟇を⪃えるᶵ会にしている、とゝえるだろう。しかしながらEmilyの┠からは単なるBranwellが代⾲する⏨性
の⾜動にはとどまらなかった。彼女がそこにぢたものは「⊧」と人㛫に共㏻するᮏ⬟ⓗ・᰿※ⓗな性㉁であり、≉➹す

べきものであったのだと思われる。彼女がベルギーのブリュッセル␃学中に᭩いた「⊧」という㢟のフランスㄒのエッ

セイの中で、「⚾は心から⊧が好きだということができる。〈中␎〉⊧はほぼ他のどんなものよりも人㛫ⓗ感情を多くᣢ

っている動≀だ。≟とのẚ㍑はできない。≟は㝿㝈なくあまりにも善Ⰻすぎるからだ。しかし⊧は、いくつか㌟体上の

┦㐪Ⅼはあるが、Ẽ㉁において⚾たちに㓞似している。」(11)と㏙べているのは上グのことを念㢌に⨨いたものであろう。

Wuthering Heightsの➨ 1❶にᮏ➽とは一ぢ何の㛵係もないLockwoodのエピソードがㄒられるのは、「⊧」と人㛫が共᭷
しているこの性㉁の᰿の῝さのためであると⪃えられる。 
では、この小ㄝの中において、「⊧」に㛵するゝ及は他にどのようなものがあるだろうか。以下は、ẚ喩ⓗ⾲⌧とし 
て「⊧」が使われている⟠所である。㸦 [    ] 内はそのゝⴥをⓎしたⓏ場人≀名㸧 
 
  (C)  Having no desire to be entertained by a cat-and-dog combat, . . .   [Lockwood]  (Ch. 3)  

㸦≟と⊧のような喧嘩などぢたくもないので…㸧 
 
    (D)  Are you acquainted with the mood of mind in which, if you were seated alone, and the cat licking the kitten on the rug 

before you, you would watch the operation so intently that puss’s neglect of one ear would put you seriously out of temper? 
                                                              [Lockwood]  (Ch. 7) 

㸦こんなẼ分になったことはないかい、ひとりで座っている᫬に┠の前のᩜ≀の上で⊧が子⊧をなめてやって

いるとして、あまりにも⇕心にそのᵝ子をぢていたので、その⊧が∦᪉の⪥をなめ忘れたらものすごく⭡が

❧つというような㸽㸧 
 
  (E)  . . . he possessed the power to depart, as much as a cat possesses the power to leave a mouse half killed, or a bird half eaten

─                                                                       [Nelly Dean]  (Ch. 8) 
    㸦彼〔㸻Edgar Linton〕が⾜ってしまうには、⊧が半ẅしのねずみか㣗べかけの㫽を⨨き去りにするのと同じほ

どの力しかᣢっていなかったのです。㸧 
 
  (F)  We were quarrelling like cats about you, Heathcliff; . . .        [Catherine]   (Ch. 10) 
    㸦⚾たちはあなたのことで⊧みたいにけんかしていたのよ、ヒースクリフ。㸧 
 
    (G)  Linton can play the little tyrant well.  He’ll undertake to torture any number of cats it their teeth be drawn, and their claws 

pared.                                      [Heathcliff]    (Ch. 27) 
    㸦リントンはちょっとしたᭀ君の役がやれる。ṑが抜かれて∎が切られた⊧なら何匹でも引き受けて⹢待する

だろう。㸧 
 
  (H)  I obeyed; and, in passing, I noticed he breathed as fast as a cat.    [Nelly Dean]  (Ch. 34)  
    㸦⚾はゝわれる㏻りにしました。そして、そばを㏻りすぎる᫬に、彼〔㸻Heathcliff〕が⊧のようにⲨい呼吸を

しているのにẼがつきました。㸧  
 
この作品における「⊧」は、「┠ⓗ≀を得るまではᴟめて上品で㨩力たっぷりに᣺⯙うにもかかわらず、ᮏ心は㌟勝手 
で、偽善⪅で人㛫嫌いで恩▱らずでṧ㓞な⏕き≀としてᥥかれており、主にLockwoodとHeathcliffの㐨徳ⓗḞⅬに対す 
る㇟徴としてᥥかれている」というぢ᪉がある(12)。しかしながら、Heathcliffが「オオカミ⣔の≟」の≉徴を備え、その 
ような⏕き᪉をしていることは᪤にᣦ᦬した㏻りである(13)。また、上グの引⏝の中で「⊧」に例えられているⓏ場人≀ 
は、(C)がCathy㸦Catherine とEdgar の娘㸧、(E)がEdgar、(F)がCatherineと Isabellaであり、LockwoodとHeathcliffに㞟 
中しているわけではないことからすれば、このぢゎは必ずしも当たってはいないとゝわざるを得ない。(C)㹼(H)がそれ 
ぞれ⾲している「⊧」の≉徴を大別すれば、(C)と(F)は利己主⩏、(G)は凶ᭀ性、(D)はẕ性愛の強さ、(E)はあきらめの 
悪さ、(H)は呼吸ᩘの多さであるようにぢえる。≉に(H)において、Heathcliffの呼吸の≧態が⊧の呼吸に例えられている 
のはὀ┠に値する。というのは、⊧の呼吸の≧態には以下のような≉➹すべき≉徴があるからである。 
 
   ネコの呼吸ᩘは 1分に⣙ 30回であるが、③み、ショック、⫵や心⮚の㞀害によって㏿度が上᪼する。ネコの⬚
の動きを 15⛊ほ察し、4倍して呼吸ᩘをィ⟬する。ネコの⬦ᢿᩘは 1分あたり 120回がṇ常であるが、㦫いたと
きには200回くらいまで増加する。子ネコの場合も200回くらいと多い。(14) 

 
このグ㏙から、ᬌ年の Heathcliff のᵝ子の変化は、しばしばゝわれているように、彼が⢭⚄に␗常をきたしたためでは
なく、何かのショックを受けたためであろうと᥎察できる。Emily Brontëは᪥㡭から呼吸ᩘにまでὀ意を払うほどよく
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「⊧」のᵝ子をほ察しており、「⊧」のẚ喩を使ってさりげなくHeathcliffの体ㄪの変化の原因をㄞ⪅に▱らせているの
だと思われる。 
 いずれにせよ、Wuthering Heights における「⊧」の使い᪉は、人㛫の中の「⊧」ⓗ性㉁、᥮ゝすれば、「⊧」と共᭷
しているᮏ⬟ⓗ・᰿※ⓗ性㉁を⾲すためのものであるようにぢえる。どのような人㛫にも「⊧」ⓗ性㉁がある。ただ、

その中でもとりわけ Catherine に㢧ⴭにそれが⾲れており、それが彼女の強Ⅿな個性を形成しているのではないだろう
か。ḟにそのことについて⪃察してみたい。 
 
4.  Catherine における「猫」ⓗ性㉁ 
 
 「⊧」を思わせる Catherine に㛵する≉徴で➨一にᣲげられるのが、Ẽまぐれでᣢ久力が乏しくある✀の刹㑣主⩏の
ようにぢえることである。彼女はᩍ区で᭱も㊊が㏿いのに㸦5❶㸧、Wuthering Heights から Thrushcross Grange までの
Heathcliffとの㥑けẚべでは㈇ける(6❶)。「わたしには⌧在だけが問㢟なの」とゝい(9❶)、Heathcliffが彼女の打ち᫂け
ヰを┐み⪺きして失㋑したことを▱ると、「わたしはどんなことをゝったの、ネリー㸽わたし忘れちゃったわ」ともゝ

う(同❶)。彼女が⑓Ẽになると、彼女の㢦にḟ々⾲れる⾲情とẼ分の変化に女中㢌のNelly Deanが恐れをなし㸦12❶㸧、
Heathcliffが㠃会に᮶たときもCatherineのẼ分は「㢼ぢ㭜のように⤯えずくるくる変わる」㸦15❶㸧。 
実のところ、⊧の➽⫗には「ⓑ➽」が多いため、⇿Ⓨⓗな▐Ⓨ力をⓎ᥹できる反㠃、それをᣢ⥆できない㌟体のᵓ㐀

になっており、⏕⌮ⓗな⌮⏤で㣬きっぽいことが▱られている(15)。⑌㉮できる㏿度は᭱㧗᫬㏿48kmで、人㛫の⬟力を
㉸えているが、ᩘ⛊⛬度しか⥔ᣢできないという(16) 。また、⊧の㞟中力がᣢ⥆するのは 5-10分⛬度とされる。 
➨二の≉徴は、㸰㡯で㏙べたように、Catherineは⯆奮を㙠めるのに᫬㛫がかかり、しばしば㌿嫁⾜動がぢられること
である。彼女は「⃭㧗するとそれを㞃すことができず、そのためいつも㢦全体が⣚₻する」㸦8 ❶㸧が、ネコは怒った
り恐れたりする᫬だけは、感情をことさらはっきりと♧す動≀であるため(17)、人㛫にぢ❧てるとこのようなᥥ写になっ

たとしても不思㆟ではないだろう。Heathcliffとちょっとしたゝい争いの後(同❶)、彼女は心の平⾮を回復できずに、ḟ
のような⾜Ⅽを❧て⥆けに⾜う。 

 
①✺↛怒りを彼女の㧥をᩚえていたNelly Deanにぶつけ「あなたのせいで巻きẟが取れちゃったじゃない㸟」とゝう。 
②㒊屋を去ることをᣄ否したNellyの⭎を、強く㛗くつねる。 
③ Nellyの㢋を引っぱたく。 
④ Nellyの後㏣いをしていた幼い⏚のHaretonが、それをぢてすすりἽきながら不平をゝうと、彼の⫪をつかんで㢦
が土Ⰽになるまでᦂさぶる。 
⑤彼女を制ṆしようとしたEdgarの⪥をᮏẼで叩く。 

 
これら一㐃の⾜Ⅽは、人㛫の⾜Ⅽの八当たりとしては常㌶を㐓しているとゝわざるを得ず、尋常なものではない。⊧な

らば「優位個体からᨷᧁされたときや、⎔境内に大きな㡢などの㦫愕刺⃭が加わった㝿に、劣位個体や㏆くにいるヒト、

≀に対してᨷᧁをする場合がある」(18)ことが☜ㄆされており、やはり彼女のᮏ㉁を「⊧」とぢなした᪉が⌮ゎしやすい

ように思える。 
 

  㜚争を⤊えたネコは、⯆奮をしずめるのに、イヌよりももっと㛗い᫬㛫がかかる。この≧態にあるネコは、たとえ

ふだんはとてもよく人㥆れしていても、「ご主人」がなだめようと手を出せば、ひどくひっかいたり、かみついた

りする。(19) 
 
Catherine の㌿嫁⾜動の⃭しさは、Heathcliff とゝい争った後の彼女の心の動ᦂの⃭しさをそのまま⾲している、とすれ
ば、彼女と「⊧」にはやはりかなり῝い㛵係があるとみなすのが妥当であろう。 
 ➨三に、Catherineの Heathcliffへの執╔に㛵して、これも㸰人の出会いがちょうど彼女にとっての「感受ᮇ」にあた
っていたのではないか、と思われることである。「⊧」は「⏕後一年㛫で、どのネコも人㛫に対する態度が完全にⓎ㐩

し、その後はほとんど変化がない」とゝわれ(20)、その感受ᮇは「⏕後 2㹼㸵㐌」(21)である。このᮇ㛫は子ネコが初めて

⫈ぬ、どぬおよびṌく⬟力を⋓得した後の5㐌㛫であり、♫会化ならびに㛗ᮇにわたる⾜動に影㡪を及ぼす(22)。Catherine
がHeathcliffと初めて出会ったのは、彼女が「まだ6ṓにもならない」(4❶)᫬ᮇである。人㛫の5ṓはネコのほぼ3か
᭶㱋に┦当するとされているから、まだ感受ᮇの影㡪がṧる⏕後8㐌を㐣ぎた㡭の子ネコのようなCatherineにとって、
Heathcliffとの出会いはỴ定ⓗなものであったに㐪いない。ネコは一度⋓得した▱㆑や仲㛫に対する好き嫌いなどの㑅⪃
性を変えない(23)、という。これは以下のNelly DeanによるCatherineについてのゝⴥの内容とも合⮴している。 
 
  At fifteen she was the queen of the country-side; she had no peer: and she did turn out a haughty, headstrong creature!  I own I 

did not like her, after her infancy was past; and I vexed her frequently by trying to bring down her arrogance; she never took an 
aversion to me, though.  She had a wondrous constancy to old attachments; even Heathcliff kept his hold on her affections 
unalterably, and young Linton, with all his superiority, found it difficult to make an equally deep impression.  (Ch.. 8) 
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  (15 ṓになると彼女は並ぶ⪅のない、この地域の女⋤ᵝでした。そして彼女はẼ位の㧗い、㡹固な人㛫になりまし
た㸟⚾は少女᫬代を㐣ぎた彼女を好きではありませんでした。それで㢖⦾に彼女のᶓ᯶さをへこませてやろうとし

て彼女を怒らせました。彼女はそれでもỴして⚾を嫌おうとはしませんでした。彼女は幼なじみには㦫くほど忠実

で、ヒースクリフでさえ彼女の愛情をしっかりつかんでいました。すべてのⅬで彼に勝っているⱝいリントンには、

彼と同ᵝの῝い印㇟を与えようとしても㞴しかったのです。) 
 
ところで、CatherineのHeathcliffに対する強い愛╔が⏕じた原因には、Earnshaw家の家᪘㛵係も⫼ᬒにあると⪃えら 
れる。Catherineの兄Hindleyは、HeathcliffがWuthering Heightsに初めてやって᮶た᫬14ṓで(4❶)、彼女とは9ṓ㐪い
である。この他に、幼くして亡くなった⏨の子がいた(4❶)。おそらくHindleyが㛗⏨で、大事な後⥅ぎであるから乳ẕ
が㞠われ、ḟ⏨と娘は Earnshaw 夫人が⮬分で⫱てたがḟ⏨の᪉は夭折してしまった、と⪃えるのが⮬↛であろう。
Earnshaw 夫人は、Liverpool から夫がジプシーの子供 (Heathcliff)を㐃れ帰った᫬に⃭怒のあまり「㣴わなくてはならな
い子供たちがいるのにどういうつもりなの」と、その子をᨺり出しかねないᵝ子であり、その子を息子Hindleyがいじ
めているのをぢてもỴして何もゝわなかったことから(4 ❶)、Ẽ❧ての優しい性㉁ではなかったとゝえる。Hindlley と
Nelly Deanは乳兄妹で(8❶)、同年㱋であり(17❶)、よく一⥴に㐟んだ仲であった(11❶)。従ってHeathcliffがやってく
る前の Catherine は、他の家᪘から十分かまってもらえることもなく、どちらかとゝえば孤⊂な≧態だったのではない
かと思われる。ẕネコにᤞてられた子ネコは、᭱ 初の㣫い主の㛵心を␗常なほどồめるようになる(24)、という。Catherine
にとってのHeathcliffは、ある意味で、子ネコにおける᭱初の㣫い主の役割をᯝたしていたのかもしれない。 
 㣫い主の役割として㔜せなものは、初ᮇのẁ㝵で子ネコにゐれ世ヰをすること㸦ハンドリング㸧で、それによって子

ネコの⾜動および㌟体ⓗⓎ㐩に多くの影㡪を及ぼし、あらゆる㠃で⾜動のⓎ㐩を急㏿に促㐍する(25)、とされる。幼い

Catherine がẼ分がすぐれないため∗ぶの⭸にもたれて⌋しく㟼かにしている㛫、Heathcliff は彼女の⭸に㢌を⨨いて床
に寝そべっているが㸦5❶㸧、この姿はネコのそれに⨨き᥮えると以下のㄝ᫂にあてはまる。 
 
   ネコでは⾑⦕㛵係を含む友好ⓗな┦手とは、┦互グルーミングとして体を⯍めるほか、寒冷᫬以外でもたがいの

体を密╔させて休息するᵝ子が多くみられる。また、同じ㞟団内の個体同士の㐼㐝場㠃では、たがいの体を᧿りあ

うこともある。(26) 
 
ᬌ年にHeathcliffがゝっているようにCatherineは、「子供の㡭、かわいい㢌を同じᯖにのせて」(29❶)寝ていたから、こ 
のことはネコの≉徴の「互いの体を密╔させて休息する」にもヱ当する。 
 HeathcliffはCatherineを可愛がり、幼い㡭はほとんどいつも⾜動を共にしていた。但し、彼女をᮏ㉁ⓗに子ネコだと 
ぢなした場合、ḟのような事態が⏕じてくることになる。 
 
   㣫い主の愛╔の㐣不㊊によって、問㢟⾜動がⓎ⏕する。愛╔が㐣剰な場合は、ゐってもらおうとして㬆き⥆けな

がら㣫い主の後をついて回ったり、㣫い主と㞳されると⯆奮したり⚄⤒㉁になったりする。愛╔が不㊊の場合は、

㣫い主との᥋ゐや㏆づくことを嫌うネコになるが、⏕まれつきの㔝Ⰻネコで初ᮇにヒトとの᥋ゐがなかった場合に

そうなりやすい。(27) 
 
幼年᫬代のCatherineに対する᭱も効ᯝⓗな⨩は「Heathcliffと㞳しておくこと」(5❶)であった。のちにLinton夫人とな
った彼女は以下のように㏙べている。 
 
  I was a child; my father was just buried, and my misery arose from the separation that Hindley had ordered between me and 

Heathcliff──I was laid alone, for the first time, and rousing from a dismal doze after a night of weeping──I lifted my hand to 
push the panels aside, it struck the table-top!  I swept it along the carpet, and then, memory burst in──my late anguish was 
swallowed in a paroxysm of despair──                                                         (Ch. 12) 

 
    (あたしは子供だった。お∗さんが埋ⴿされたばかりで、ヒンドリーがあたしとヒースクリフを㞳すように命令し
てからあたしの不幸が始まったの──初めて一人で寝かされて、一ᬌἽき᫂かしてみじめなẼᣢちでうとうとした

あと┠がぬめて──〔実家の寝床にいるつもりで〕はめᯈをずらして㛤けようと手を上げたら、〔スラッシュクロ

ス屋ᩜの〕テーブルの天ᯈにぶつかったの㸟 手でじゅうたんの上を᧙で回すとグ憶がいっぺんによみがえってき

て──あたしのさっきのⱞしみは⤯ᮃのⓎ作の中に㣧み㎸まれたの──㸧 
 
このように、Heathcliffと引き㞳されたことでⱞしみ⥆けたという CatherineのẼᣢちは、⤖局のところ、㣫い主と㞳さ
れた子ネコのẼᣢちと㢮似のものではないだろうか。 
 CatherineはHeathcliffを愛しながらもEdgar Lintonと⤖婚することにỴめてから不安になり、Nelly Deanに打ち᫂けヰ
をする(9❶)。Edgarを愛する⌮⏤として Catherineは、彼がハンサムで、一⥴にいるとᴦしく、ⱝくて、快άで、彼女

171



を愛していて、㔠ᣢちになりそうで、彼と⤖婚すればこの㏆㎶で一␒❧ὴな女性になれるし、そんな夫をᣢてれば⮬慢

できることをᣲげて⮬分の㑅択をṇ当化するが、その┤後に㢠と⬚を叩いて “In whichever place the soul lives──in my 
soul, and in my heart, I’m convinced I’m wrong!” 㸦「どっちの場所に㨦があるのか▱らないけど──㨦も心もあたしが㛫㐪
っているってわかっているの㸟㸧とゝう。この一ぢ▩┪した彼女のゝ動からわかることは、先に彼女がᣲげたEdgarを
愛する⌮⏤は実は彼女にとって「⌮性」で⪃えたもので、彼女の心の奥底からⓎした感情ではなく、彼女の「ᮏ⬟」と

は㛵係がない、ということであるようにぢえる。彼女がEdgarと⤖婚する一␒の⌮⏤として᭱後にゝった「もしもヒー
スクリフとあたしが⤖婚すればあたしたちは乞㣗になってしまうけれど、あたしとリントンが⤖婚すれば、ヒースクリ

フを᥼助して㌟を❧てさせ、兄さんの力の及ばないところに⨨けるもの」というのも、⮬分の⤖婚をṇ当化する屁⌮屈

だということになるだろう。そこまでゝってもなお心がⴠち╔かない、というのは、彼女⮬㌟さえその⌮屈には⣡得し

ていないことを♧しているからである。 
 ㏆年、心⌮学の世⏺で「㑅択┣」がヰ㢟になっている。⿕㦂⪅が2ᯛの写┿をぢせられて、㨩力ⓗだと思う᪉の写┿
を㑅んで実㦂⪅にΏすと、実㦂⪅はそれを㑅ばなかった᪉の写┿に巧妙にすり᭰え、⿕㦂⪅に♧しながらなぜそれを㑅

んだのか⌮⏤を尋ねる。すると 90㸣の⿕㦂⪅は写┿をすり᭰えられたことにẼがつかずに、実㝿は⮬分が㑅ばなかっ
た᪉の㨩力についてㄝ᫂するという。このような「⮬分の㑅択したものがぢえなくなる⌧㇟」が「㑅択┣」と呼ばれて

いる(28)。人㛫の㑅択は、⮬分の好みや信᮲よりもその᫬のẼ分や㞺囲Ẽに大きく影㡪される。この「㑅択┣」が㑅ᣲの

㝿にどのように働いたかについて、心⌮学⪅マルコ・イアコボーニẶは以下のように㏙べている。 
 
  夏の⤊わりにㄪᰝした⿕㦂⪅は、⮬分のᨭᣢする候⿵⪅をぢているあいだも内側║❐前㢌⓶㉁をά性化させなかっ

たのである。〈中␎〉そこは᫓にはά性化されたのに、夏には休╀していた。〈中␎〉 
   このᬌ夏の⿕㦂⪅にぢられた内側║❐前㢌⓶㉁の劇ⓗな変化は、おそらくᨻ἞情勢の変化の影㡪であり、その夏

いっぱい両㝕営がᩛを打ちのめすために大㔞にὶしていた中傷広告と個人ᨷᧁによる影㡪に㐪いないと⚾は思う。

そのような᭷ẘな⎔境に⨨かれれば、⮬分のᨭᣢする候⿵⪅に投⚊する予定ではいても、その候⿵⪅に対する一体

感や共感がᦆなわれないでいられるだろうか㸽それはほとんど不可⬟だった。(29) 
 

CatherineはLinton家でHeathcliffが “vulgar young ruffian” (「品のないごろつき」)とか “worse than a brute” (「㔝⋇より
もひどい」)とゝわれているのを⪺き、Linton家の人にẼに入られるために彼のような᣺⯙いをしないようにẼをつけて
いた(8❶)。また、Edgar Linton がHeathcliff に対する嫌悪と反感を⾲すと、彼女はHeathcliff がその場にいなければ、
それを⪺きὶしていた(同❶)。それゆえ、Heathcliffがその場にいない᫬にEdgarの᪉が先にồ婚すれば、≉にᣄ否する
⌮⏤もなく彼女がそれを受け入れるということは、ある意味で⮬↛のὶれであるように思われる。 
 また、Catherine をᮏ㉁ⓗに「⊧」だとぢなした場合、彼女が⨨かれた≧ἣは以下のネコの世⏺の≧ἣに㓞似してい
ることがわかる。 
 
   「㔝⏕」の、つまり㔝外で⮬⏤にᬽらすイエネコでは、」ᩘの㞝ネコが一㢌の㞤ネコにồ愛するのがふつうだか

ら、Ⓨ情ᮇの㐍展のしかたはもっと」㞧になる。この≧ἣでは、おなじみのライバルどうしの「㞝ネコ・コンサー

ト」が₇じられ、㞝たちの㛫で⃭しい㜚争がくりひろげられる。もっとも、「㜚争」とはいっても、たんなる㄂♧

⾜動で⤊わってしまうことも多い。それでも、㞝ネコどうしの㜚争を性⾜動の一㒊とみなすわけにはいかない。Ⓨ

情ᮇではない᫬ᮇでも、㞝どうしの㜚争は同じ形をとることがあるからだ。Ⓨ情ᮇ中に㞝ネコの㜚争がふだんより

もひんぱんに、しかも⃭しくなるのは、㞝ネコが㞤ネコのところにおもむくとちゅうで、他の㞝ネコに出会うᶵ会

が増えるからである。つまり、Ⓨ情した㞤ネコが㌟㏆なところに㞝ネコたちをいわばとらえてᨺさないのだ。㞝ネ

コは㞤ネコの㏆くに占めた⮬分の㝕地を「᩿固」守ろうとするのである。そのうえ、㜚う㞝ネコはともに⮬分のな

わばりの外にいるわけで、㜚争場所との㛵係のⅬでは、㜚争がはじまる᫬Ⅼでの᮲件は同じである。つまり、㜚う

前から一᪉が劣位とỴまってはいない。(30) 
 
Edgar Linton との⤖婚後もHeathcliff との交㝿を⥆けるCatherine の⾜動は、ネコの世⏺ではごくありふれたものだとゝ
うことができる。Catherine の⥛りが ‘Cat’ で始まるのもあながち偶↛ではないのではなかろうか。 
 
5.  Catherine における父ぶの影㡪 
 
 これまでの⪃察から、Catherineが Heathcliffを≉に῝く愛するようになった⌮⏤は、彼女には多分に「⊧」ⓗな≉徴
があり、おそらく彼と出会った᫬ᮇが子ネコにおける「感受ᮇ」であったためだと᥎ できることを♧してきた。ここ

でさらにもうひとつの⌮⏤がぢい出せることにὀ┠したい。 
幼い᫬の彼女のᵝ子をㄒるNelly Deanのゝⴥの中に、ḟのような⟠所がある。 
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  . . . and, after all, I believe she meant no harm; for when once she made you cry in good earnest, it seldom happened that she 
would not keep you company, and oblige you to be quiet that you might comfort her.                    (Ch. 5) 

 
  㸦それに、⤖局のところ、彼女には悪Ẽはなかったのだと思います。というのも、いったん彼女に大Ἵきさせられ

ても、彼女もそれに合わせて大Ἵきするので、こちらがἽきṆんで彼女を慰めなければならなかったからです。 㸧 
 
⌧在では、⚄⤒⏕⌮学や心⌮学などの分㔝において、これは、᭱㏆マカク㢮のサルの⬻内でⓎぢされた「ミラーニュー 
ロン」が、Catherineの中で強く反応していることを⾲わすᥥ写であるとぢなされるものであろう。「ミラーニューロン」 
とは、「┦手が、ある動作をするのをぢたときも、⮬分がそれと同じような動作をしたときも、同じように⯆奮する」 
⚄⤒で、「┦手の⬻内の≧態を、⮬分の⬻内に再⌧し、┦手の感情・┿⌮を体㦂し᥎察するのを助ける働きがあるので 
はないか」と⪃えられるようになってきたものである。㐠動のイメージトレーニングや、Ἵいている友㐩をぢて⮬分も 
Ἵく幼児の⬻内ではミラーニューロンがά動している、とされる(31)。Catherineの「ミラーニューロン」はいったん反応 
すると、㠀常に強くά動する傾向があるとゝえる。 
 そのことと共㏻性があると思われるのが、Catherine の∗ぶEarnshawẶである。EarnshawẶはHeathcliff がLiverpool 
の㐨➃で、㌟寄りもなく、ひもじい≧態で、㯲り㎸んでいたところをᣠい上げ、そのままWuthering Heightsに㐃れて᮶ 
る。妻には「悪㨱から᮶たのかと思うほど㯮いが、⚄からの㉗り≀だと思うように」とゝい、以᮶「かわいそうな∗な 
し子」と呼んで、彼を⮬分の実の子供のHindleyやCatherine よりもはるかに可愛がる (4❶)。EarnshawẶはWuthering  
Heights に帰るまでに「この子をぢつけたのは⮬分だから、Ỵして⨨き去りにしないとỴめていた」のだから、Liverpool 
にいる᫬に᪤にHeathcliffに何か惹かれるものをぢ出していたのだと᥎ できる。それは一体どのようなことなのだろ 
うか。 

Heathcliffはジプシーの子供で、Ⰽも㯮く、帰宅後EarnshawẶはNelly Deanに「体をὙい、きれいな᭹を╔せてやる 
ように」命令しているから、外ぢ上の⌮⏤で惹かれたのではないと思われる。また、ほとんど口をきかず、ヰしても「ㄡ

も⌮ゎできないゝⴥを⧞り㏉す」にすぎないため、一⥴に㐣ごして㌟の上ヰを⪺くうちに彼⮬㌟の性㉁や哀れな境㐝に

同情して引き取ることにした、という可⬟性もᴟめて低い、とゝえるだろう。だとすれば、そのようなこととは㛵係な

く、EarnshawẶ⮬㌟の中に₯在ⓗにHeathcliffに惹かれるものがあったのだということになる。 
LiverpoolでEarnshawẶがまずHeathcliffに対してした⾜Ⅽは、おそらく、何か㣗べ≀を与えることであったと思われ 
る。Heathcliffが夢中で㣗べるᵝ子をEarnshawẶはぢることになる。「ミラーニューロン」はこのような場合にも⯆奮す
る。ヒトの「ミラーニューロン」については、以下のようなことがᣦ᦬されている。 
 
   おもしろいのは、口へ㐠ぶ⾜Ⅽをぢているときのほうが∦づけるためにつかむ⾜Ⅽをぢているときよりミラーニ

ューロンにάⓎなά動が㉳きるⅬだ。(32) 
 
Heathcliffの㣗べるᵝ子をぢ守っていたEarnshawẶの「ミラーニューロン」が大きく反応し、ẶはHeathcliffにすっかり 
同情する。そして┤ちに彼をWuthering Heightsに㐃れ帰るỴ心をした、とすれば一応の⣡得できるㄝ᫂が成り❧つ。 
Catherineの「ミラーニューロン」による反応の強さからゝって、EarnshawẶの「ミラーニューロン」の㗦さは彼女に 
受け⥅がれていると⪃えられる。“My great miseries in this world have been Heathcliff’s miseries, and I watched and felt each  
from the beginning;” (Ch. 9)㸦「あたしのこの世での᭱大の不幸はヒースクリフの不幸だったし、あたしは᭱初からそれを 
ぢつめ感じて᮶たのよ」㸧という彼女のゝⴥは、Ỵして㄂張ではなくゝⴥ㏻りのことを意味しているのだ。このⅬから 
も、彼女のHeathcliffに対する愛╔は、⌮屈や⌮性を㉸えたものだとゝえるだろう。 
 もちろん「ミラーニューロン」のᴫ念はこの小ㄝが᭩かれた当᫬あったわけではないから、これを使ってのㄝ᫂はㄝ 
得力がないとみなされるかもしれない。しかし、「ミラーニューロン」は今まで人々がㄆ㆑していなかった人㛫のᮏ⬟ 
の奥῝さを♧すもののひとつである。存在していなかったのはそのᴫ念だけであって、そのしくみは人㛫のᮏ⬟の中に 
前々から⤌み㎸まれているのだとゝえる。作⪅Emily Brontëは↓意㆑にそれを感じ取っていて、EarnshawẶやCatherine 
のᥥ写に利⏝したのではないだろうか。 
 
6.  おわりに 
  
 以上、Wuthering Heights におけるCatherineのᥥ写には、「⊧」の⏕態に㛵するものが㠀常に多いことをᣦ᦬してきた。
Heathcliffとのいさかいの後、彼が家出をしたために彼女は⑓Ẽになり、夫Edgarが彼との交㝿を⚗じたことが彼女の命
取りになった。 “Curiosity killed the cat.” 㸦「好奇心はネコをもẅす」㸧ということわざは、もともとは “Care killed the cat.” 
㸦「Ẽⱞ労はネコをもẅす」㸧という意味で、16世⣖から19世⣖までは「命が九つあると᫇からゝい伝えられているネ
コでも、とても不安になると、そのせいでṚにかねない」という⪃えが一⯡ⓗだったという(33)。彼女のṚは、まさにそ

のことわざ㏻りのものであったとゝうことができる。 
 また、Catherineの Heathcliffに対する愛╔は、彼女の「ミラーニューロン」の反応の大きさからゝっても、⌮性や⌮
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屈によるものではなく、それを㉸えた、ᮏ⬟ⓗなものであったと⪃えられる。 
 Wuthering Heights の主人公HeathcliffとCatherineにそれぞれ「≟」と「⊧」の≉徴を備えさせたことで作⪅Emily Brontë 
がᥥきたかったものは、「≟」と「⊧」と人㛫が共᭷しているᮏ⬟ⓗ・᰿※ⓗ性㉁が⧊りなす῝さや崇㧗さのようなも

のではないかと⚾は⪃えている。 
以下のコンラート・ローレンツのゝⴥを引⏝して、ᮏㄽの⥾めくくりとしたい。 

 
  もっとも㧗㈗な人㛫愛でさえも、⌮性や人㛫に≉᭷の合⌮ⓗな㐨徳感に⏤᮶するのではなく、もっと῝いところに

᰿ざす、ᮏ⬟ⓗ感情の古い層から⏕まれるのである。もっとも㧗く、もっとも↓⚾の㐨徳ⓗ᣺る⯙いでも、それが

あの古い᰿※からではなく、⌮性によって⏕じたものであるときには、ホ価されるにあたってすべての価値をῶず

るのである。(34)                         
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⌧在位⨨の使⏝とゝ及 

― 大きい⌧在位⨨と小さい⌧在位⨨ ― 
 

中村 ┤⾜ 

 

UVH YV. MHQWLRQ RI a PUHVHQW LRcaWLRQ 

ʊ I1
 E[LVW aV WKH WRUOG aQG I2

 E[LVW LQ WKH WRUOG ʊ 
      

NaR\XNL NAKAMURA 
 

せ  ⣙ 

 本✏の┠ⓗは⌧在地とは何かという問いに⟅えることである。⌧在地はだれの、いつ のなどの変動せ⣲を変数と

している。その⌧在地-㛵数に入力されて出力された㛵数値が個々の⌧在地である。 
 そして、上グのような個々の⌧在地の区別があるだけでなく、大きい⌧在地と小さい⌧在地があることも本✏は

明らかにした。大きい⌧在地と小さい⌧在地には㏻常の大小の包含㛵係㸦大きいほうが小さいほうを包含する㸧が

成り❧つのではなく、お互いがお互いを包含する。しかもその包含は平⾜に向き合っている㸰枚の合わせ㙾が↓㝈

回お互いを写し出すように、やはり↓㝈回お互いを包含する。 
 このような奇妙な包含㛵係は、世⏺の㝈⏺であり形⪋上学ⓗ主体である⚾㸦➹⪅㸧は、⮬↛ゝㄒとどぬゝㄒによ

って、世⏺の⦰図を作成することができ、その⦰図上にその拡⦰⋡に合わせたミニサイズの⚾㸦➹⪅㸧を代⌮人と

して写像することができるからである。 
 しかし、⌧実世⏺の大きさをぢた┠の㌟体よりも、┠ではぢることができない心を㔜どすれば、㢌の中に小人㸦ホ

ムンクルス㸧がいて、それにとってはその⦰めたはずの地図こそが⌧実世⏺のサイズであるのかもしれない。ホム

ンクルスがわれわれ一人ひとりの㢌の中にいて、その⢭⚄ⓗ存在こそがわれわれ一人ひとりの本㉁ⓗな存在である

可⬟性もある。そしてそれが⮬↛⏺に㐺合するためにサイズアップするためのアダプタや乗り≀がわれわれの㌟体

である可⬟性もある。 
 
キーワード㸸大きな⌧在地 小さな⌧在地 ⌧在地の使⏝ ⌧在地へのゝ及 

 
㸯はじめに 

➹⪅は㡢⑵である。そして方向㡢⑵でもある。本✏では方向㡢⑵で地図をㄞめない右⬻の持ち主が、それだけで

はなくさらに、⌧実とその写像㸦どぬゝㄒという地図㸧の㛵係をㄽじ、⌧在地が把握できないという問㢟に取り⤌

んだ。 

⚾は今ここにいる。だから⚾は⌧在地にいるとゝうよりも⚾がいるここが⌧在地なのだ。しかし⊂我ㄽⓗな⮬己

中心ⓗな➹⪅でも、何かの┠ⓗ地に⾜こうとか┦対ⓗにここはどこなのかを▱りたい場合もある。ゝい換えると、

世⏺全体をぢるという㉸㉺ㄽⓗなぢ方で世⏺を㫽▔しその中での⌧在地を▱り、┠ⓗ地への⤒㊰をぢ㏻すという事

はある3。ところがここに不思㆟なことが㉳こっている。 
多くの人は案内板の⌧在地と書かれた地Ⅼと⮬分が実㝿に❧っている⌧在地とを㔜ねて┠ⓗ地に⾜くには、例え

ば「このランドマークを┠印にして⾜けばたどり╔けそうだ」とか「㏻り㐣ぎないように㊥㞳はマイルストーンを

㢗ろう」とかいうふうに、実㝿の大きさのものをスモールサイズにして地図上に写像するのではないだろうか。 
 そしてそれは多くの人たちは日常ⓗに⮬↛にごく当たり前にできる⌧実ㄆ㆑らしい。しかし➹⪅のような人㛫は

奇妙なことが㉳きていると感じる。何がどう奇妙なのかというと、⌧実㸦の一㒊㸧が⦰尺されてできた地図は、そ

の地図は実㝿のどこにあるのだろうか。⚾がいるところが⌧在地で、それがスモールサイズに写像されたものが地
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図上の⌧在地がとしてある。 
 これと同様の構㐀がエッシャーの⤮⏬『プリントギャラリー』にある。⤮⏬『プリントギャラリー』の中に⤮が

描かれている。その外側4の⤮⏬『プリントギャラリー』は、その内側の⤮を㚷㈹している人を描いている。その人

は外側の⤮⏬の中の⨾⾡㤋の中で❧っている。そして⨾⾡㤋のごく一㒊である内側の⤮をぢている。しかしその⤮

にはその⨾⾡㤋を含めた⏫全体が描かれている。ではその⨾⾡㤋や彼はその内側の⤮の中のどこにあるのであろう

か。 

 ここに↓㝈に循⎔する問㢟がある。➹⪅のど⥺は以下のように循⎔する。循⎔するのだから出ⓎⅬは任意で、例

えば、内側の⤮をぢている彼の斜め後ろ姿を出ⓎⅬとしよう㸦➹⪅は║がまずそこへいく㸧。そして次は彼がぢてい

る内側の⤮、そして次はその内側の⤮から抜け出す歪んだ⨾⾡㤋、そして次はその歪んだ⨾⾡㤋が巨大なタコのよ

うに包み㎸む彼の斜め後ろ姿。ここで一周が⤊わる5。そしてその彼は内側の⤮をぢている、…と⥆く。大きいもの

が小さいものを含むのはわかるが、そればかりか小さいものが大きいものを含むとはどういうことか。しかしそれ

が延々と⥆くとは何とも奇妙ではないか。 

 

㸰 一冊のᮏの中で㏞子になる 

本のㄞみたい⟠所からㄞむには便利な┠次であるが、その利便性を常㆑を㉺えて㈎欲に㏣求してしまうと、いかに

㧗㏿な印刷機でも本が仕上がらなくなってしまう。いつまでも┠次の┠次の┠次の┠次の┠次の…を印刷すること

になり、↓㝈大の㡫数となり、本を⥛じることができなくなってしまうからだ。とゝっても㢌の中の仮想の実㦂だ

が。 
 
㸰―㸯 哲学ᛮ⪃実㦂 

 ➹⪅が㛤ㅮしている「哲学Ⅰ」、「哲学Ⅱ」では、「哲学思⪃実㦂」と名付けた₇⩦問㢟をほぼ毎回㸦㸯㸳回中㸯㸱

回⛬度㸧ㄢしている。受ㅮ⏕と㛤ㅮ⪅の㛫で一往復半のやりとりをし、㸰㐌㛫後に受ㅮ⏕にフィードバックされる。  

例えば、➨㸯回の授業で「➨㸯回哲学思⪃実㦂」をㄢす㸦教員から受ㅮ⏕へ㸧。そして、㸯㐌㛫⪃えてもらう。と

ゝっても机に向かって意㆑ⓗに⪃えることはして欲しくなくて、散歩などの歩⾜中や洗㢦や入ᾎなどスマフォが使

えないときやバス停の待ち時㛫などの他に時㛫の活⏝ができない⣽切れの時に⪃えるようにゝっている。気にかか

るが一気にゎ決できそうにない問㢟が₯在化し↓意㆑のうちに⪃え⥆け、ある時ピンとひらめいて欲しいからであ

る。 

 そして➨㸰回の授業で「➨㸯回哲学思⪃実㦂」㸦受ㅮ⏕回⟅῭㸧を提出してもらう㸦受ㅮ⏕から教員へ㸧6。そし

て、➨㸱回の授業でコメントとホ価を付けた「➨㸯回哲学思⪃実㦂」を㏉却している㸦教員から受ㅮ⏕へ㸧7。 

 2019 年度「哲学Ⅰ」の「➨㸯回哲学思⪃実㦂」は、本の┠次の有効性をㄆめた上で「本の┠次にさらなる┠次が

せるか否か、その⌮⏤は㸽」を問うた。そして各受ㅮ⏕の内㒊にある⊂⮬の意ぢを外㒊にⓎしてもらうㄢ㢟である。 

➹⪅㸦㛤ㅮ⪅㸧なりの⟅えは↓㝈㏥⾜8に㝗るというものだが、それでは日常ⓗに┠次を利⏝して上手にㄞ書でき

ていることをㄝ明できないという未完の回⟅である。もちろん、正ゎでも模⠊ゎ⟅でもない。 

以下に、その「➨㸯回哲学思⪃実㦂」を引⏝する。ただし⣖せㄽ文の本文中なのでフォントサイズは10ポイント

に変更したが、実㝿は「これくらい大きな字」と「ふりがな」は20ポイントである。そして受ㅮ⏕のグ入にも大き

な字を強せしている。それは➹⪅のど力の⾶えもあるが、机㛫指導のためである。「哲学Ⅰ」は⮬己▱を┠指す性㉁

上、「⚾」、「あなた」はこの授業の微妙にして⣮らわしく二様を区別すべき専㛛⏝ㄒだから、受ㅮ⏕を呼びかけで「あ

なた」とは呼べないである。それと、名を思い出せないとか㛫㐪って呼ぶことが失♩にあたり、㆟ㄽの出㰯をくじ

くからである。 

 

 

哲学思⪃実㦂 ―あなたの⟅えを求めます― ➨㸯回 
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あなたの氏名の振り仮名は㆟ㄽのために㔜せなのでこれくらい大きな字
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

 

で氏名の上に書いて下さい。氏 名と振り仮名は㛫を✵けて分けて書いてください。 

 

ふりがな
㸬㸬㸬㸬

㸸                                                  

 

氏  名㸸                                                    

 

所属㸸            学⛉              専攻 

 

学⡠␒号㸸             学年㸸     クラス㸸    ␒号㸸          

 

哲学思⪃実㦂1 㸦ゝㄒでゝㄒにゝ及する・⮬己ゝ及㸧 

 この授業では「ふむふむ、前半はガイダンスで後半は内容に入るのだな」と⣡得しないこと。 

 さて、われわれは今どこを歩んでいるか㸽  

 もう少し実㝿に則した問いとして、問い┤してみよう。㛤ㅮ⪅の中村は、今、ㅮ⩏をしているが、それはこの授

業内のスケジュールとして宣ゝしたどこにヱ当するのか㸽 宣ゝしたが、それから㐓⬺した授業を展㛤しているの

だろうか㸽 

 同じ問いをより具体ⓗにぢてみよう。スライド㸰の「➨㸯回の授業内容の一望」というタイトルのスライドは、

➨㸯回の授業内容の一望という一ぴされるはずのどこに位⨨しているだろう、どこにグ㍕されているだろう㸽 

 同様な問㢟を参↷するために、かばんから教⛉書を取りだして「┠次」のページを探してみよう。「┠次」のペー

ジの最初の数字はローマ数字の小文字で”ⅱ”とページ␒号が振られているが、「┠次」を探すための㡫はどこにあ

るか㸽 

 以下のㄏ導なしにすぐに⟅えが書ける人は書き始めて下さい。 

 これは一⯡ⓗにゝえば、⮬己ゝ及㸦self reference㸧の問㢟です。 

・奇妙なことが㉳こった㸦㉳こりそうになったか㸧かどうかの事実を☜ㄆせよ。 

・どうしてそんなことが㉳こりそうになった㸦㉳きてしまった㸧のかの原因を⪃えてみよう。 

・「┠次」のページにその「┠次」のページ␒号を⤂介することの不せㄽを展㛤してもよい。 

・⟅えが出なくても、思⪃をヨ⾜したプロセスや感想や予想を書いてもいいです。⤮に描いてもよいです。 

 

回⟅欄㸸 

 

 

以上が「➨㸯回思⪃実㦂」である。ここでの➹⪅の主張は一つである。受ㅮ⏕によって了ゎ9しやすい例えが␗な

るので、かばんから取りだした教⛉書の「┠次」以外の例も以下のように口㢌で例♧した。 

 

㸰―㸰 他ᕫ⤂介を㏫向きに㎺ると 

メタ司会⪅の例を⤂介する。歌手が単⊂でコンサートを㛤くとき、⮬ら名乗るまでもないが、それでも名乗るこ

ともあるのだろうか。いずれにしても司会⪅は不せである。しかし歌のTV␒⤌に歌手が数名出場する場合、歌手は 

⮬ら名乗ることはない。⮬己⤂介ではなく、他己⤂介となる。つまり司会⪅が歌手を⤂介する。では他己⤂介が

よいのなら、歌手を⤂介する司会⪅も他の司会⪅から他己⤂介されればよいのではないか㸽  

しかし、そうしてしまうと、また↓㝈㏥⾜に㝗るのではないか。そうでもない。まだ大丈夫。多数の歌手が出₇

する␒⤌があるとしよう。午前も午後も㛤催されるので午前と午後で司会⪅が交代する。そこで⥲合司会⪅が午前

の司会⪅と午後の司会⪅を他己⤂介する。しかし⥲合司会⪅は国民ⓗに有名で⮬ら名乗るまでもないが、⮬己⤂介
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すれば、↓㝈㏥⾜に㝗ることはない。⮬己ゝ及によって↓㝈㏥⾜を回㑊できる。 

しかし⤂介される㡰をさかのぼって <歌手と午前・午後の司会⪅>の㛫が他己⤂介で、その前に<午前・午後の司

会⪅と⥲合司会⪅>の㛫も他己⤂介が成❧したことから㢮推すると、やはりその前も⥲合司会⪅がㄡかに他己⤂介

されるのが⮬↛に思える。ここで他己⤂介が停止され⮬己⤂介に切り替わるべき⌮⏤はぢ当たらない。そうなると、

⥲合司会⪅がㄡかから他己⤂介されるべきだと思ってしまい、↓㝈に㝗ってしまう。 

 

㸰―㸱 クレジット・タイトルはㄡが作ったのか 

次に映⏬やTV␒⤌のクレジット・タイトルの例を⤂介する。。映⏬やTV␒⤌の⤊わりに、出₇し映し出される側

㸦役⪅㸧の名前が⏬㠃にὶれるだけでなく、␒⤌に㸦⮬らは映し出されることはなく㸧映し出す側㸦スタッフや撮

影に協力した⤌⧊㸧の名前も⏬㠃にὶれる。では␒⤌に⮬らは映し出されることはなく映し出す側の名前も映し出

されることになったが、そのクレジット・タイトルを作成した人の名前は映し出されたのだろうか。 

名前の出たスタッフのㄡかがクレジット・タイトル作成も兼務していれば、名前は出たことになるがクレジット・

タイトル作成⪅としての役割で名前が出たわけではない。となると、あとはこの映⏬やTV␒⤌以外で⤂介されなけ

れば、この映⏬やTV␒⤌の制作㛵係⪅㸦メタレヴェルから⤂介するという㛵係⪅も含める㸧を全員⤂介し切ったこ

とにならない。 

そこで全員⤂介し切るためには➹⪅は以下の二つの方法しか思いつかない。一つは⮬己⤂介することで⮬己ゝ及

して完⤖する。残る一つはㄡかに他己⤂介してもらう方法しかない。しかし他己⤂介してもらったことで、⤂介し

てくれた人もまたメタメタレヴェルの制作㛵係⪅となる。そうなると↓㝈㏥⾜してしまう10。 

このようにいくつかのヴァリエーションで一つのことに気づくように哲学思⪃実㦂の導入をしたところ、 

「哲学Ⅰ」を受ㅮする全学⛉500名㏆くの学⏕㐩から、┠次にたどり╔いたことを地図の⌧在地にたどり╔いたこ

とに喩える回⟅11がいくつかあった。「┠次に何らかの方法でたどり╔いた以上は、┠次は⌧在地である。だから

┠次の┠次は不せである」との回⟅である。 

 

㸱 キャンパス内で㏞子になる 

 2019 年 5 月 7 日ついに思⪃実㦂は◊✲室や教を抜け出し、➹⪅は⌧地ど察して案内図を写┿に収めた。今までに

なったことのない㏞子になった。初めての✀㢮の㏞子だ。㸴号㤋に⾜きたいがたどり╔けないとか、キャンパス内

の⌧在地がわからないという㢮いの㏞子ではない。⚾の║前には「⌧在地」と書かれた案内板が❧っている。⚾は

⣮れもなく⌧在地にいることをその案内板が保ドしてくれている㸦図㸯㸧のだが、その⌧在地とやらが案内板のど

こにあるのかがわからない。なぜならば、案内板内に案内板が描かれていないからだ。もし案内板内に⦰小サイズ

のミニ案内板描かれていれば、ミニ案内板と┠と㰯の先に❧っている➹⪅㸦を⦰小したエージェント㸧がその⌧在

地付㏆にいると推 できるのだが。 

 では、案内板と⌧在地とを同一どすればいいのだろうか。しかし実㝿の案内板をぢたことがあるだけに、ぢたこと

もない⌧在地と同一どできない。案内板は構内や公園などに個々に固定ⓗに在る。しかし⌧在地は㛵数であってだ 

れの、いつ12のなどの変動せ⣲を変数としている。その変数が具体ⓗ定㡯として定まり、⌧在地㛵数に入力されて出

力された㛵数値が個々の⌧在地とも⪃えられる。 

そして、上グのような個々の⌧在地の区別があるだけでなく、大きい⌧在地と小さい⌧在地があることに気づい

た。その⤒⦋は以下のとおりであった。案内板の延㛗上に5号㤋がぢえ㸦図㸰㸧、写┿には写っていないが、⌧地

に❧てば左手には㸴号㤋がぢえ、さらに振り向くとアクションハウスもぢえる。㏫方向に右手に振り向けば㸲号㤋

がぢえる13。➹⪅は案内板の上のそれらの建≀の⦰図を人差し指で指すというよりは押さえ㸦接している㸧、いっ

ぽうで手の届かない㞳れた実≀の建≀を指す㸦接していない㸧。そこで⌧実世⏺とその写像である⦰図の両方をぢ

比べた。 

大きい⌧在地と小さい⌧在地にはどんな包含㛵係はあるのかはすぐにはわからなかった㸦本✏⬺✏㛫㝿の今では

⤖ㄽが出ている㸧。 
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案内板の地図に「⌧在地」と書かれている。しかしそこは⚾にとってまだ⌧在地ではない。図㸱には➹⪅は写っ

ていない。そこで接㏆してみるが⌧在地と㉥く⾲♧されたところを⚾は㋃むことができるがその場に収まりきる事

は↓い。はみ出しているのだ。 

 収まりきる方がわかりやすいような気がするのだが、収まってしまうとそれは⌧実世⏺になり⦰尺が100%の 

 

地図になってしまう。それでは⦰小地図にならない。広い世⏺は広いままで⮬分が㏞子になってもどこにいるの

かわからない。 

⌧在地が吹き出しによって指♧されているが、⚾はそこに人差し指を㔜ねて㔜ねたが、地図上の小さい⌧在地に

❧つ事はできなかった。 

㸱―㸯 地図をㄞめないどころか 

⮬↛と地図がㄞめる人が、その人の㸦大きい㸧⌧在地を把握するには、やはり小さい⌧在地に❧てるほど小さい 

 

エージェント㸦代⌮人㸧を想像し地図上を歩かせるのではないだろうか。⾜動としては地図上にど⥺を向けて㉮

査する。 

その地図上のエージェントと実㝿の⌧実の大きさの⚾との㛫を㸯往復㸦写像と㏫写像㸧することによって⌧実の

世⏺へと引き戻され、⌧実世⏺のビルディングなどが≉定されるのだろう。 

 しかしこの往復に㐪和感をぬえるのが➹⪅である。⣬の地図は水平を保たれたままで180度回㌿しないと㢌の

中で⌮ゎできないとか、i-phone の持ち方で地図が⮬動ⓗに回㌿してかえって⌮ゎできないとかいう㢮いは方向㡢

⑵に⏤来すると思う。しかし問㢟はそのエージェントが❧ってぢているはずのミニ案内板が案内板に描かれていな

いことである。したがって、➹⪅はそのエージェントがミニ案内板の┿ん前にいるのか否かを☜ㄆできない。 

図 1 「⌧在地」明グのわかりやすい地図 図㸰 実≀の㸳号㤋とその写像 

図㸱 水平に描かれた「小さな⌧在地」 図㸲 小さな⌧在地からはみ出す大きな⌧在地 
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㸱―㸰 㟁Ẽ屋でも㏞子になる 

アリなど昆⹸なら垂┤㠃をⓏれるが、➹⪅にはそんなⱁ当はできない。しかし➹⪅が地図の⌧在地にはみ出すこ

となく位⨨することができない⌮⏤は地図が垂┤㠃のせいではなかった㸦図㸲振り㏉って参↷㸧。 

㸱―㸱 小さくない小人 

哲学で伝⤫ⓗに使われてきた⚾の㢌の中に小人が住んでいて、その小人のサイズに応じて地図が描かれているの

かもしれない。だから地図と小人こそが⌧実とその実在人≀で、小人は小さくないわけだ。そしてその小さくない

小人が拡大コピーし⭾れ上がった世⏺の中を操られた大きな乗り≀である⚾が、ノッシノッシと歩いているのかも

しれない。ㅖ星㝲員がウルトラマンに変㌟するように小さい方から大きい方へ写像し、そして大きい方から小さい

方へと㏫写像をしていることになる。ウルトラマンと比べるとㅖ星㝲員は┦対ⓗに小さくぢえるが、ウルトラマン

が大きいわけは怪⋇と戦えるだけの大きさがせるからであって、ㅖ星㝲員が小さいわけではない。そのサイスはあ

る基‽でもありうる。  

 

 

㸲 動く小さな⌧在地 

 これまでは小さな⌧在地は固定されていた。例えば、垂┤な案内板㸦図㸯㸧や水平な案内図㸦図㸱よりあと㸧で

あった。固定されている小さな⌧在地は、動けないから大きな⌧在地に⮬ら接㏆することはなく、大きな⌧在地が

ぢてくれるまで待っている。 

 大きな⌧在地は動くが、本❶では、動ける小さな⌧在地について⪃えてみる。例えば、カーナビや GRRJOH MaS な

どである。もちろんカーナビや GRRJOH MaS であっても┠ⓗ地は指定されて固定であったが、その固定の┠ⓗ地に

㌴が向かうので、㌴に乗っている大きな⌧在地㸦㐠㌿⪅㸧も㌴に㍕っている小さな⌧在地㸦カーナビ上の地図㸧も

共に┠ⓗ地へと㏆づく。 

 では一⥴に動いている二つの⌧在地㸦大きな⌧在地と小さな⌧在地㸧は、地⌮ⓗに✵㛫ⓗに㔜なって一⮴してい

るのだろうか。いや、そうではない。一台の㌴の中にいる㐠㌿⪅とその中にタ⨨されているカーナビは平⾜⛣動し

ているが、両⪅の㛫の㊥㞳は⦰まることはなく、何十cmかの一定㊥㞳を保っているから㔜ならない。大きな⌧在地

㸦㐠㌿⪅㸧は、GPS を利⏝してカーナビの地図上の小さな⌧在地へと写像されている。両⪅は実≀と写像された⦰

図の㛵係にある。⦰図は⦰小されているのだから、当↛実≀㸦㌴・㐠㌿⪅㸧よりも小さく、㌴に収まっている。し

かしその⦰図㸦河川や⏣⏿や市⾤➼などの実≀が⦰小されて㍕っている㸧の中に、⾲♧こそされないが実≀㸦㌴・

図㸳 ⌧在㝵数⾲♧なし  図㸴 ⌧在㝵数⾲♧あり 
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㐠㌿⪅㸧が位⨨を占めているはずである。⾲♧されない⌮⏤は、⛣動する≀であって、公園のような地図の構成せ

⣲㸦地図上に不動に位⨨を占めているⓏ場⪅㸧ではないからだ。したがって大きな⌧在地㸦カーナビを搭㍕した㌴㸧

が、小さな⌧在地㸦そのカーナビ上の⦰図㸧に㣧み㎸まれている。再びエッシャーの問㢟がᾋ上する。  
 また動く小さな⌧在地の例としてエレベーターを挙げることができる。垂┤な案内板や水平な案内図は固定され

ていて動けない小さな⌧在地であった。一方、エレベーターは垂┤方向だけだが動くことができる。大きな⌧在地

には┠ⓗ地があり、そこを┠指して水平⛣動し、垂┤⛣動する㝿に小さな⌧在地であるエレベーターを呼ぶ。大き

な⌧在も小さな⌧在地も⛣動するが、両⪅が合ὶする時には、大きな⌧在地が小さな⌧在地を待つというⅬにおい

て、固定されていて動けない小さな⌧在地の場合とは待つ・待たされるの㛵係が㏫になっている。 

そしてエレベーターという動く小さな⌧在地にもその⛣動中の⌧在㝵数を⾲♧しないもの㸦図㸳㸧もあれば、⌧在

㝵数を⾲♧するものもある㸦図㸴㸧。後⪅は小さな⌧在地の⌧在地を図♧するのではなく、数値によって⾲⌧する。 

㸳 おわりに  

➹⪅のこれまでのㄽ文の多くは、一つのゝⴥを使⏝しつつ同時にそのゝⴥへとゝ及することの不可⬟性を主張し

てきた㸦㸯㸧㸦㸰㸧㸦㸱㸧㸦㸳㸧㸦㸴㸧。そして同時不可⬟性は、心・⏕・世⏺・夢・⚙・愛・⤮・時㛫・㝡㓉・失敗などについて

も成❧する㸦㸯㸧。例えば夢に㛵してゝえば、夢をぢているときに夢をぢていると気づくことがない。㸦ただし明晰夢

でなければ㸧。このことを「夢を使⏝している」とゝう変わったゝⴥで⾲⌧しようとした㸦㸰㸧。もちろんこのことは

ㄒり得ぬものである。そして⩣朝┠がぬめて、寝ている時には夢とは⮬ぬしていなかったからぬめるまでは⌧実か

どうかを☜ㄆするまでもないほど⌧実感があったのだが、「こんな夢をぢたなぁ」と思う時、それは夢にゝ及してい

る。 

 そして⌧在地は夢と同じ性㉁と構㐀を持っている。⌧在地にいるときには⌧在地にいるとゝう⮬ぬは↓い。その

時、➹⪅は⌧在地を使⏝しているのだ。 

一方「ここはどこ㸽」とふと␲問に思う時、⌧在地へゝ及して初めて⮬分がいま⌧在地にいることに気づく。「今

ここにいるけど、┠ⓗ地までもう少しだ」とか「思えば㐲くに来たもんだぁ」とゝうときにも⌧在地にゝ及してい

る。 

 そして使⏝されたりゝ及されたりする⌧在地にも大きな⌧在地と小さな⌧在地があることを本✏はⓎぢした。さ

らに小さな⌧在地が固定の場合も⛣動する場合も⪃察してみたが、どちらの場合も大きな⌧在地と小さな⌧在地は

┦克となっている。つまり両⪅は一⮴することがなく、お互いに┦手を⮬分の内㒊に取り㎸もうとする。 

人㛫はゝㄒを使⏝することにより、ㄆ㆑する対㇟の拡大図も⦰小図もどぬゝㄒⓗに想像できる。しかし「人㛫」

と一⯡ㄽにまであたかも拡張できるかのように書いたが、こんなこと㸦大きな⌧在地と小さな⌧在地との区別㸧な

どを⪃えるのは、➹⪅を含んだ極少数派だけなのかもしれない。もしかしたら➹⪅一人だけなのかもしれないと弱

気になり心⣽くなるのだが、今こんなことに共感してくれる受ㅮ⏕たちの㢦がᾋかんだ。指折り数えると、㸵名い

る。元々、哲学の⣲㣴のある人たちだが、➹⪅㸦㛤ㅮ⪅㸧の◊✲室㏻いのせいでますます㗦敏となり、段差のない

ところでつまづくことができるようになってしまった14。優⚽な受ㅮ⏕が、日常⏕活に支㞀なく、≉に地図がㄞめる

ことを㢪う。   

おわりのおわりに、一つの㌟体しか持たない人㛫であるのに、その⮬分をゝㄒ㝵層ⓗに二つに分⿣させることが

できる㸦またもや➹⪅一人だけかもしれないが㸧。⌧在地には大きな⌧在地と小さな⌧在地との二㏻りがあるので、

使⏝とゝ及の区別をつけると機械ⓗ⤌み合わせは㸲㏻りあることになるが、それらが⊂❧事㇟なのかどうかの⪃察

は別✏にㆡることとする。 
   

参⪃ᩥ⊩  

㸦1㸧中村 ┤⾜「使⏝中であることを⏕け捕りできないモノ ʊ 心・⏕・世⏺・夢・⚙・ゝⴥ・愛・⤮・時㛫・㝡 

㓉・失敗 ―」㔠沢学㝔大学⣖せ (➨ 16 号) SS. 155-161   2018 年 3 月㸬 

㸦2㸧       「<夢の使⏝> と <夢へのゝ及>」㔠沢大学 哲学・人㛫学ㄽ叢 柴⏣正Ⰻ教授㏥⫋グ念号 (➨㸵号)  
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SS. 51-64 2016 年 3 月㸬 

㸦3㸧    「コンピュータ・数学・ㄽ⌮学における代入とは何か㸽 ― 情報の使⏝とゝ及をめぐって ―」㔠沢学 

㝔大学⣖せ. ⤒営・⤒῭・情報・⮬↛⛉学⦅   (➨ 8 号) SS. 115-9  2010 年 3 月㸬 

㸦4㸧    「沈㯲すべき<ㄒり得ぬもの>とは何か㸽 『ㄽ⪃』の峰と山⬦を㏣いかけて」㔠沢大学 博士ㄽ文       
2006 年 3 月㸬 

㸦5㸧    「⮬↛ゝㄒにおける使⏝・ゝ及の区別をどぬゝㄒへ拡張して」中㒊哲学会年報  (➨ 35 号) SS. 17- 

40  2003 年 3 月 㸬 

㸦6㸧    「⾲⌧中のゝㄒ⾲⌧にゝ及することの不可⬟性について」中㒊哲学会年報   (➨ 32 号) SS. 81-91  

2000 年 3 月㸬 

ὀ 

1 注㔘㸱の世⏺の主人㸦所有⪅にして制作⪅にして倫⌮の担い手㸧のほうの “I” である。 
2 注㔘㸱の一ⶈ托⏕の客人のほうの “I” である。 
3 参⪃文⊩㸦㸯㸧1-4-3 「世⏺の主人と一ⶈ托⏕の客人」参↷。 

世⏺の主人とは↓⮬ぬⓗ⊂我ㄽ⪅self-awareless solipsist であり、↓⮬ぬゆえに、ㄡなのか分りえないㄡか

であり、そこ㸦ㄡなのか分りえないㄡか㸧から世⏺が㛤けるところの世⏺の付け根である。さらに世⏺への㛤けに

気づいた⪅でもある。注意すべきⅬを引⏝する。「<世⏺への㛤けに気づいた⪅>を、➹⪅のどⅬからは「世⏺に向

かう意㆑」とか「世⏺に対する我」と呼ぶことはできるが、「⮬
㸬
意㆑」とか「⮬

㸬
我」とまでは呼ぶことはできな

い。なぜならば、<世⏺への㛤けに気づいた⪅>は、<世⏺への㛤けに気づいた⪅>を⮬分だとは思っていないからで

ある」。 

 次に「一ⶈ托⏕の客人」を定⩏するために、参⪃文⊩㸦㸯㸧1-4-3から引⏝するが、引⏝文内の「⦖」とは➹⪅

中村┤⾜の世⏺の境⏺⥺のメタファであり、「⦖張り」とはその内㒊のメタファである。 

「世⏺の主人は、⦖張り全体を㫽▔しているのであって、そのど⥺からして、⦖張りのどこかに位⨨しているの

ではないことが♧される。しかし、ある時、⦖張り内のある地Ⅼへと⛣動したり、そのために⦖張り内の⌧在位⨨

を▱る必せに㏕られたりということがあるのではないか。しかし、その必せに㏕られるのは、もはや⦖張り全体を

㫽▔している⦖ではなく、⦖張りのどこかに位⨨している一人の客人である。その客人は、⦖が受⫗されたもの 

であり、⦖張り内への⦖の投影である。 

 その客人は、他の一⯡の客人と比㢮されるが、以下のⅬにおいて、唯一で≉別な客人である。世⏺の内㒊に住む

多くの客人㐩が亡くなっても、世⏺を構成する事実が変わるだけで 、世⏺は㛤けたままである。しかし、もし、そ

の客人が亡くなれば、⦖張りも⦖⮬体も共に、ᾘ⁛してしまう 。このような唯一で≉別な客人を㸦世⏺の主人にと

っての㸧「一ⶈ托⏕の客人」と呼ぶ。 
4 ⤮の中の⤮という包含㛵係があるので、「外側の⤮」、「内側の⤮」と区別してわかりやすくしたつもりだが、外

側の⤮の中にいて内側の⤮をぢている彼は外側の⤮をぢることがない。彼の世⏺を㉸えているからだ。彼は⨾⾡㤋

の中にいるから⨾⾡㤋の外壁をぢることはない。ただ㸰次元の内側の⤮から⨾⾡㤋が抜け出て❧体ⓗに㣕び出して

われわれにぢえるから、彼も⨾⾡㤋をぢているようにエッシャーの技法でぢえてしまう。しかし彼は外側の⤮の中

に描かれた⨾⾡㤋の⤮をぢているのである。  

外側の⤮は、そのさらに外側にいる➹⪅によってその世⏺の中に取り㎸まれ➹⪅にㄆ㆑されるので、➹⪅によっ

て「外側の⤮」は有意味である。検ド不可⬟なのだが、たぶんㄞ⪅ㅖ兄姉にも「外側の⤮」は有意味なのかもしれ

ないが、➹⪅は⊂我ㄽㄽ⪅なので、こう書いた。「そのさらに外側にいる➹⪅によってその世⏺の中に取り㎸まれ

➹⪅にㄆ㆑されるので、➹⪅によって」と。しかし、「そのさらに外側にいるわれわれ
㸬㸬㸬㸬

によってその世⏺
㸬㸬㸬㸬

の中に取

り㎸まれわれわれ
㸬㸬㸬㸬

にㄆ㆑されるので、われわれ
㸬㸬㸬㸬

によって」とは書けない。その世⏺
㸬㸬㸬㸬

とは共有されることのないはず

の、もし共有していても気づけない世⏺だ。 
5 しかし、㐌の区切りに↓⮬ぬになりやすい⤮である。なぜならば、㸯㐌┠の出ⓎⅬでは➹⪅からぢると彼は廊下

㉺しの㒊屋にいる。ところが㸰㐌┠の出ⓎⅬでは彼は廊下にいるようにもぢえる。でもその☜ドを得ようとする

と、彼のひざ下は廊下の❆の下の壁のようなもので㞃れているので、やはり廊下の向こうにいる。しかしめくれあ

がって上下㏫㌿しそうな勢いのある廊下の天井は彼をこれから廊下へ引きずり㎸むようにもぢえる。これは㸯㐌┠

のぢえ方と㐪う。つまり㸯㐌┠にぢた彼と㸰㐌┠にぢた彼とは別の場所にいるように思えるので、⮬↛と㐌の区切

りに気づきにくいのである。 
6 ➨㸰回の授業では「➨㸰回哲学思⪃実㦂」をㄢす。以㝆「➨㸯回哲学思⪃実㦂」と同様のやりとりをする。 
7 ➨㸱回の授業では「➨㸱回哲学思⪃実㦂」をㄢす。以㝆「➨㸯回哲学思⪃実㦂」と同様のやりとりをする。 
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8 探✲したい対㇟に㏕ろうとすればするほど、その対㇟からかえって㐲ざかること。この場合は┠次から本文へと

案内されてたどり╔くどころか、㏥く向きに「┠次の┠次」、「┠次の┠次の┠次」、「┠次の┠次の┠次の┠次」、

…がせㄳされてしまうことを指す。 
9 ⌮性で割り切る仕方の⌮ゎではなく、受ㅮ⏕にとっては㢌の中で㟁⇠がⅉったり、▱恵の㍯が外れたりする。そ

の仕方で気づくことをゝい当てることはゝⴥに成し得ない。今まで㞴しそうな㢦をしていた受ㅮ⏕が「そうか、そ
う いうことか」と▱ⓗな➗みをᾋかべる㸦➹⪅・㛤ㅮ⪅はこれがぢたい㸧。しかし、そう いうことをゝⴥにして

ㄝ明することをせ求すると、その受ㅮ⏕は困る。「そう いうこと」の「そう」を斜体にしてあるように、すでにゝ

ⴥの機⬟の㝈⏺を㉸えていて機⬟を果たすことができないからである。そこで「⌮ゎ」に対して、ルートヴィヒ・

ウィトゲンシュタインに倣って「了ゎ」とゝう。 
10 実㝿にはわれわれは↓㝈㏥⾜に㝗っていないので、信㢗のおける他己⤂介ではなく、初めて出会った人の⮬己

⤂介を信⏝しているようである。他己⤂介は信㢗のおけるとしても、その⤂介⪅㸦⤂介する側㸧とマイナス↓㝈大

の㐣去から▱り合いでなかったのだから、いつからかの初期においては⤂介なしに信㢗したはずである。 

 ゝㄒに㛵してゝえば、あるゝⴥは別のあるゝⴥからㄝ明されることなく、⏝いられるということになる。 

11 教師が正ゎや模⠊ゎ⟅を伏せていて、それに㏆いゎ⟅
㸬㸬

ほど㧗得Ⅼとするようなホ価を➹⪅は⾜っていない。学

⏕の内㠃に₯んでいるおぼろげな何かをゝㄒ化して引き出せれば引き出せるほど、その学⏕を㧗くホ価しているの

で、その学⏕一ὶの回⟅
㸬㸬

を求めている。 
12「『⌧在』地」だから、いつと問われることなく、「⌧在」なのだが、㸯⛊前も「いま」だったが、10年前のあ

る▐㛫も「いま」だったように⛣ろうので、その「いま」㐩から成る⣔列は㛵数で⾲⌧できるのではないかと思

う。一人一人も人㛫だが、寄り㞟まっても人㛫である㸦人㢮とゝうゝい方もできようが㸧。一人一人⊂⮬の人⏕を

歩み、その人⏕ㄽを持つのだろう㸦➹⪅には他⪅のことはわからないので想定でしかないが㸧。それに対して万人

向けの「人⏕とは、かくあるべき」という一⯡ⓗな人⏕ㄽがある。 

13 ➹⪅は㉸㉺ⓗに地図をぢているのでㅮ堂の位⨨を㢌の中で
㸬㸬㸬㸬

把握できるが、㌟の丈の⌧実では㸲号㤋に㐽られて

ㅮ堂までぢることができない 
14「哲学Ⅰ」、「哲学Ⅱ」、「哲学」では㸯㸳回の授業とヨ㦂が⤊わったら、哲学思⪃実㦂で培った思⪃回㊰やⓎ想㺃

╔想を捨てるように、忘れるように指導している。この✚極ⓗな忘却は⫢に㖭じることである。ゝい換えると、㔜

せな思⪃回㊰やⓎ想㺃╔想は▷期グ憶から㛗期グ憶へと冷凍保存される。そしていざという時にゎ凍され、再び▷

期グ憶へとᾋ上し、活性化され、思⪃に役❧つ。 
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⌧世の㙾として 
㸫PaUadLVH LRVW におけるエデンの園と地⊹の共㏻Ⅼ㸫 

 
松村 ♸㤶㔛 

 
Mirror of Whe EarWhl\ World 

㸫Common DeVcripWionV of Whe Garden of Eden and Hell in PaUadLVH LRVW㸫 
 

YXkari MATSUMURA 
 

せ  約 

 本来は␗㉁の場所であるはずのエデンの園と地⊹が、PaUadLVH LRVWにおいて意図ⓗに㢮似させて描かれていること

を、同時代にグ㏙された楽園に㛵する注㔘書と比㍑しながらㄽじる。ミルトンはエデンの園を描く㝿に、同時代の⚄

学⪅たちが⭾大な注㔘を加えた楽園の定⩏に則りながらも、∾歌ⓗなエデンの園と叛㏫天使たちの堕とされた地⊹と

の㛫に奇妙な共㏻Ⅼを持たせた。しかしこれらの共㏻Ⅼによって㸰つの場所にある差␗、すなわち住人の未来に㛵す

る希望の有↓がかえって明☜になり、人㛫が₍とした希望を抱いて⏕きている場という意味では、エデンの園と⌧世

との㛫に㢮似をぢ出す方がその性㉁を正☜に⌮ゎできる。エデンの園をキリスト教ⓗな救済史の最初の地Ⅼとして捉

えることは、PaUadLVH LRVWを「楽園を失った悲劇」ではなく、「死すべき存在となった人㛫が⨥を償うことをチされた

≀ㄒ」としてㄞみなおすことにつながると⤖ㄽ付ける。 
 
キーワード㸸John MilWon㸪PaUadLVH LRVW㸪エデンの園㸪キリスト教ⓗ救済史 

 
 
㸯㸬はじめに 
楽園㸦ParadiVe㸧という単ㄒは、≉別な形容モを伴わない場合、エデンを指していた。そして何世⣖もの㛫、キリスト教

徒は、⪷書のグ㏙、≉に「創世グ」の≀ㄒを歴史として捉えるとともに、エデンの園も地上のどこかに存在すると⪃えて

きた。「創世グ」のグ㏙から明らかであるように、⚄が創ったエデンには、⏕命の木を中心とした㇏かな木々と、大きな㸲

つの川の源流があるとされてきた。あるいは「エゼキエル書」で、エゼキエルは、バビロニアによって◚壊された寺㝔が

修復されることをユダヤ人に予ゝする中で、そこにはエデンを思い㉳こさせる果実と泉が⏝意されているとㄒる。i 
こうした楽園を、⮬らの㉳源であるとみなす文明は、キリスト教圏に㝈らず、シュメール文明やギルガメッシュの叙事

リ、ギリシアの㯤㔠時代など、↓数に存在する。これらに共㏻したせ⣲を Jean DelXmeaXがHLVWRU\ RI PaUadLVH の中で⡆₩

にまとめている。それは、温暖な⮬↛、㇏かな水、柔らかな光、永㐲に⥆く春、⏑⨾な㤶、天上ⓗな㡢楽であった。iiただ

し、それらを共㏻して持ちながら、エデンの園と他の楽園を決定ⓗに区別していたのが、善悪の▱恵の実である。 
また paradiVeのㄒ源が♧す㏻り、これらのさまざまな文明によって描かれた楽園の根本ⓗな構成せ⣲は「囲われた庭」で

あるということであった。そしてエデンの園に㝈れば、ギリシア・ローマ文化を㏻して、㯤㔠時代、エリゼの㔝、幸⚟の

島と⤖びついていったのは、⮬↛なことだろう。A. D. GiamaWWiはTKH EaUWKO\ PaUadLVHにおいて、地上の楽園を㸱つのタイ

プに分㢮している。㸯つは㢼景としての庭園、㸰つ┠が人の手が加わっているものの、⚄㸦あるいは⚄々㸧によって与え

られた⮬↛、㸱つ┠が愛をㄒりあう∾歌ⓗ⎔境である。iiiこの㸱つ┠のタイプの例として、ミルトンのエデンの園と、そこ

で仲╬まじく暮らすアダムとイヴが挙げられている。 
それでは、まずミルトンがPaUadLVH LRVWの中で描いたエデンの園の描写を☜ㄆする。 
 

[I]n WhiV pleaVanW Voile 
HiV farr more pleaVanW garden God ordaind;  
OXW of Whe ferWil groXnd he caXVed Wo groZ 
All WreeV of nobleVW kind for VighW, Vmell, WaVWe; 
And all amid Whem VWood Whe Wree of life, 
High eminenW, blooming ambroVial frXiW 
Of YegeWable gold; and ne[W Wo life  
OXr deaWh Whe Wree of knoZledge greZ faVW b\, 
KnoZledge of good boXghW dear b\ knoZing ill. (PaUadLVH LRVW IV. 214-22)iv 
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ここには、⏕命の木と▱恵の木、大きな川、サファイアⰍの泉と小川、┿⌔と㔠Ⰽの◁、あふれんばかりのⰼ々とトゲの

ないバラ、涼しい木㝜、樹液の滴る㤶木、㔠Ⰽの⓶をつけた果実のなる木が描かれ、古代以来何度も描かれてきた㏻りの

楽園のせ⣲が、十分すぎるほどに┒り㎸まれている。ここに描きこまれた⮬↛は、㠀常に⪮⨾ⓗであり、ヲ⣽にㄞんでみ

たいというㄏ惑にかられるが、本✏では、エデンだけに注┠するわけではない。堕ⴠ前と後のエデンと地⊹の⾲㇟を、そ

この住人の心㇟㢼景も含めて比㍑し、以下の㸱Ⅼで同じような構㐀を持っていることを♧す。ひとつは同じような⮬↛を

有すること、もうひとつは同じ出来事の⧞り㏉しであること、そして住む⪅の心⌮≧態と外⏺が呼応していること、であ

る。そしてこの㢮似が、両⪅の性㉁を根本ⓗに区別している㐪い、すなわち未来に対する希望の有↓を㝿❧たせている、

と⤖ㄽ付ける。 
 
㸰㸬エデンの園 
さて、このような⳹⨾なエデンの園の中で人㛫は一体何をしていたのだろうか、という問いから始めたい。スペインの

⚄学⪅FranciVco SXire]㸦1548-1617㸧の、「アダムたちがそこにいた期㛫はあまりにも▷いために、本当はどう㐣ごされてい

たかわからない。しかし⪷書にそのグ㏙がないからとゝって、何もなされなかったとド明することにはならない」vという

ゝⴥを待つまでもなく、おそらく人㛫はエデンで幸⚟に、「何か」をしながら暮らしていたはずである。ミルトンは、アダ

ムとイヴがエデンで庭仕事という仕事をしていたことを♧す。エデンではあらゆるものが労せず得られるはずであるが、

リ人は、人㛫に「楽園を⟶⌮する」という労働を与えたのだ。さらに、ⱞ労がないはずのエデンで、アダムたちが⑂労す

ることをㄆめたⅬで、他の楽園とは␗なったニュアンスが含まれていると指摘されている。vi ただし、ミルトンは、この

⑂労さえも、柔らかな㢼や労働の後の安らぎや㣗欲をより快く感じるための⏑⨾な労ⱞであるとゝう。こうして、アダム

とイヴは、仕事の⑂れを⒵すために柔らかなⲡに㌟を横たえ、⏑い果実を㢋張る。庭仕事以外の彼らの⩏務は、朝日が昇

る前の毎朝の♳りと、日没の㡭の♳りだけである。 
GiamaWWiが、ミルトンのエデンを∾歌ⓗ⎔境であるとみなしたのは、このような⨾しい描写から判断したであろうことは

容易に想像できる。庭仕事をするアダムとイヴは、後の世のㄡよりも⨾しい⏨女のカップルとして、この上ない幸⚟を享

受している。〄のまま、いつも優しく手を取り合い、➗㢦を交わしてㄒり合う。この後二人はⰼ々の溢れる東屋へと向か

い、⪷なる⤖婚の⛎儀を⾜う。そして東屋の周りの様子をㄒる時も、ミルトンは叙情ⓗである。そこにはアダムが名付け

ぶとなった多くの㔝⏕動≀がおり、⫗㣗動≀であろうとⲡ㣗動≀であろうと、人㛫の機嫌を伺うように互いにじゃれあい、

戯れている。この服従について、17 世⣖イングランドで最も⥙⨶ⓗな楽園ㄽをグしたサマセットの教区∾師 John Salkeld 
(1579-1660)は、⨥によって乱される前の、⚄の創㐀のㄽ⌮にかなうものであるとゝう。「≀㉁は形┦に従い、⫗体は㟋ⓗな

ものに従い、単⣧なものは」㞧なものに従う、このように星や惑星さえも人㛫のものであった」viiとして、原⨥が≢されな

ければ、人㛫は⚄にのみ従い、⮬↛⏺は人㛫に従う、✜やかな㛵係が毎日⥆くはずであった。 
アダムたちが㣬きもせず、こうした何の㉳伏も変化もない毎日に⪏えられたのは、⮬分たちがいずれ天国へ⾜けるとい

う希望があったからである。以下のラファエルの台モは、いずれ人㛫が⫗体を捨てて、㟋ⓗな存在になることが予告され

ている。 
 
And from WheVe corporal nXWrimenWV perhapV 
YoXr bodieV ma\ aW laVW WXrn all Wo SpiriW, 
ImproYed b\ WracW of Wime, and Zinged aVcend 
EWhereal, aV Ze, or ma\ aW choice 
Here or in heaYenl\ paradiVeV dZell;  
If \e be foXnd obedienW, and reWain 
UnalWerabl\ firm hiV loYe enWire 
WhoVe progen\ \oX are.               (V. 496-505) 
 

ここで㔜せなことは、死を⤒㦂することなしに、人㛫が天へ上げられる可⬟性が♧唆されていることだ。人㛫の⫗体は、

単なる㨦の入れ≀ではなく、それ⮬体が㟋ⓗな存在へ変化しうるものとㄝ明されている。原⨥が≢される以前は、天⏺と

地上は、ある意味地⥆きであったのである。そしてこの天使は、人㛫が⚄の恩寵のうちにあることが彼らの喜びであり、

あくまでも従㡰であることが天へ昇る条件であるとㅍす。 
しかしながら、アダムとイヴは⚗断の果実を味わってしまい、原⨥が≢されて以㝆、人㛫は心の平✜を失う。それと呼

応するように、楽園を含む地上の⮬↛はかつての✜やかな性㉁を失い、㓞暑や極寒といった地⊹にも似たⱔⅯさを♧すよ

うになる。まず、イヴが例の⚗じられた果実を㣗べたことを▱ったアダムは㦫愕し、恐ろしい冷たさが⾑⟶の中を㉮り、

あらゆる㛵⠇が外れてしまったかのように感じる。微➗ましいことにその手にはイヴのために⦅んだバラのⰼ冠が握られ

ていたが、みるみるしぼんでしまう。あれほど㇏かに咲き乱れていたⰼ、しかも愛の㇟徴であるバラがしぼむのは、二人

の㛵係に亀⿣が入り、人㢮の凋ⴠが暗♧されていると捉えることができる。 
これほどイヴの⿬切りに⾪撃を受けたにもかかわらず、アダムはイヴのㄝ得に㈇け、果実を口にする。二人して口にし

た果実の効⏝は以下のように⌧れる。 
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Her hand he Vei]ed; and Wo a Vhad\ bank, 
Thick oYer-head ZiWh YerdanW roof imboZered, 
He led her noWhing loaWh; floZerV Zere Whe coXch, 
PanVieV, and YioleWV, and aVphodel, 
And h\acinWh; earWh¶V freVheVW VofWeVW lap. 
There Whe\ Wheir fill of loYe and loYe¶V diVporW 
Took largel\, of Wheir mXWXal gXilW Whe Veal, 
The Volace of Wheir Vin; Will deZ\ Vleep 
OppreVVed Whem, Zearied ZiWh Wheir amoroXV pla\. (X.1037-45) 
 

アダムがイヴの手を掴み、影のⴠちる丘の上へ淫らな欲に支㓄されて㥑け㎸む。⤖婚を⚃⚟していたはずの同じⰼ々は、

ヴィーナスの⮩所のような淫㠂な㞺囲気を⧳う。そこで彼らは互いに⨥の刻印を押しあい、やがて愛の戯れに⑂れて╀り

につく。かつては手に手をとってゆっくり歩き、互いの愛情の⤖果として愛の⮩所に入っていたふたりは、今や∦方に⭎

を掴まれ、欲のみに㥑られて互いを㈎るような、⌧世でも┱をひそめられるような⾜動をとるようになった。かつては⫗

体が㟋ⓗなものに変化し、天に昇ることが予告されていた人㛫は、ただの⫗体ⓗな欲の塊になってしまったのである。 
このように⨥を≢した人㛫の内㠃に✜やかさはもはや存在せず、ことが済んで冷㟼になってみると、今度は不信や␲念、

⃭しい怒りが湧いてくる。 
 
TheVe changeV in Whe heaYenV, WhoXgh VloZ, prodXced 
Like change on Vea and land, Videreal blaVW, 
Vapor, and miVW, and e[halaWion hoW, 
CorrXpW and peVWilenW: noZ from Whe norWh 
Of NorXmbega, and Whe Samoed Vhore, 
BXrVWing Wheir bra]en dXngeon, armed ZiWh ice, 
And VnoZ, and hail, and VWorm\ gXVW and flaZ, 
BoreaV, and CaeciaV, and ArgeVWeV loXd, 
And ThraVciaV, rend Whe ZoodV, and VeaV XpWXrn; 
WiWh adYerVe blaVW XpWXrnV Whem from Whe VoXWh 
NoWXV, and Afer black ZiWh WhXnderoXV cloXdV 
From Serraliona; WhZarW of WheVe, aV fierce, 
ForWh rXVh Whe LeYanW and Whe ponenW ZindV, 
EXrXV and Zephir, ZiWh Wheir laWeral noiVe, 
Sirocco and Libecchio.               (X. 692-706) 

 
ここでは、原⨥がアダムとイヴに与えた影㡪が、吹きⲨれる嵐や地㟈のイメージで描かれている。存在の㙐において、人

㛫は天使と⋇の中㛫に位⨨し、⌮性と㔝⏕ⓗなもの、あるいは意志と欲望の対❧を常に抱いていると⪃えられていた。し

かしいまは、⌮性を保ちながら欲望に屈してしまった人㛫のⱞ悩が劇ⓗに描写されている。そして悄↛としてキリストの

║前に姿を⾲す二人の心情は、ネガティヴな単ㄒを伴って⾲されている。彼らの㛫に愛はなく、あるのは⨥と恥と不安と

⤯望、怒りと㡹固さ、憎悪、欺▇だけであった。 
原⨥が≢される前に、⚄の栄光とそれを⾲す⮬↛の⛛序が偏在したのとは対↷ⓗに、⨥が≢された後には不均⾮や不ㄪ

和が⏕まれ、常に世⏺に混沌をもたらそうとしている。イヴとアダムが初めて⨥を≢した時、⮬↛はうめき声をあげる。

さらに人㛫の懊悩を♧す時に⏝いられた、Ⲩれ≬う⮬↛のイメージがそのまま⌧実となる。海や大地はゆっくりと変化し

て、⒡気、毒を持った⵨気や㟝、⭉って毒を持った⇕気をⓎするようになり、北からの㢼は∼⊹を◚って、㞷や㟠で武⿦

して吹きⲨれ、南からの㢼は㞾㞼を伴って吹いてくる…というかつては⪃えられなかった⮬↛の有様を、ミルトンは㢼の

名前を列挙して描いている。 
アダムは、栄光の中の栄光を享受し、⚃⚟の㌟であったにもかかわらず、一㌿して呪いの㌟となり、何よりも喜びであ

った⚄の㢦をぢることを㑊けようとしている⮬分の惨めさを嘆く。この❧場の㌿ⴠに㛵して、作品の中でより㩭やかなコ

ントラストをぢせるのは、もちろんサタンであろう。ベルゼブブは地⊹にⴠとされ、初めて⮬分たち堕天使の㤳㡿をぢた

とき、µoh hoZ fallen! hoZ changed from/ Him!¶ と㦫きをもって呼びかける。栄光の❧場からのⴭしいⴠ㨨を③感し嘆くゝⴥ

は、不思㆟なことにアダムと共㏻している。アダムにせよサタンにせよ、かつての❧場が㍤かしければ㍤かしいほど、そ

の凋ⴠは悲劇ⓗなものになる。いかなる悲劇も、⚄に愛された天使や最も幸⚟だった人㛫以上に⚃⚟に満ちた主人公を得

ることはできないだろう。それゆえに彼らの叫びは、⮬業⮬得であるとわかっていても、ㄞ⪅の心を打つのである。 
 
㸱㸬地獄 
では、叛乱天使たちがⴠちていった地⊹はどのように描かれ、そこで彼らはどう㐣ごしているのだろうか。地⊹にⴠと

されて㛫もない時、サタンは「天使≉有の」感ぬでもって地⊹をぢ渡す。そこで║前に⌧れるのは、Ⲩ涼とした恐ろしい

∼⊹であり、四方八方からくってくる光のない⅖と㜌が広がるだけである。この悲しみの㤋には、平和も安息も全ての⏕
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き≀にゼれるはずの希望も存在しない。これらが、⚄が叛乱天使のために⏝意していた、徹底ⓗな㜌の中の∼⊹であった。

もちろんこれらの㢼景は、エデンの園とは┿㏫の、堕⨥後の地上ですら安✜としてぢえる、住人を⨩し⥆けるⱔⅯな⮬↛

である。 
しかしサタンは、⚄に一▮報いるために❧ち上がり、悪㨱を招㞟してパンデモニウムを建てさせ、大会㆟を㛤く。人㛫

を◚滅させようと決定した後、悪㨱たちはあたかも古代ギリシア人のように➇技会を㛤いたり、予定ㄽや㐠命についての

㆟ㄽに㝡㓉したりする。そしてある⪅たちは、地⊹にももう少し住みよい場所があるかもしれないという微かな希望を抱

き、㝲列を⤌んで地⊹を探検する。しかし、ⅆの池に注ぎ㎸んでいる㸲つの川に沿って㐍んでいった先、レテ河の彼方に

彼らが┠にしたものは、旋㢼が⤯え㛫なく吹き、恐ろしい㟠が㝆りつづく、Ⲩ涼とした大地であった。さらに㐍んで⾜く

と、ハーピーの∎を持った女⚄たちに㐃れてこられた⪅が、⅖の中から氷の中へ、また⅖の中へという、極➃から極➃へ

の③Ⅿな変化を与えられているのを┠撃する。これらの断❶から、地⊹は境⏺の曖昧な✵㛫のようにもぢえるが、実㝿は

⚄や天から㐲く㞳れた、三㔜の㕲の扉で㛢じ㎸められた∼⊹であり、悪㨱たちは懲⨩の㙐に⧅がれている。そして⤯える

ことのない⅖に↝かれるか、氷ₕけにされるか、⤊わりのない思⪃にふけることしか彼らにはチされていない。 
悪㨱たちに㑅択⫥が残されていないことを強ㄪしすぎるのは、この作品が⚄の予定ⓗ意志に完全に固定されていたかの

ような印㇟を与えてしまうかもしれない。しかしサタンの中で何か変化があるとすれば、⮬分が≢した叛乱を後悔すると

きに他ならない。 
 
Me miVerable, Zhich Za\ Vhall I fl\ 
InfiniWe ZraWh, and infiniWe deVpair? 
Which Za\ I fl\ iV hell; m\Velf am hell; 
And, in Whe loZeVW deep, a loZer deep 
SWill WhreaWening Wo deYoXr me openV Zide, 
To Zhich Whe hell I VXffer VeemV a heaYen. 
Oh When aW laVW relenW: IV Where no place 
LefW for repenWance, none for pardon lefW? 
None lefW bXW b\ VXbmiVVion; and WhaW Zord 
DiVdain forbidV me, and m\ dread of Vhame 
Among Whe VpiriWV beneaWh, Zhom I VedXced 
WiWh oWher promiVeV and oWher YaXnWV 
Than Wo VXbmiW, boaVWing I coXld VXbdXe 
The omnipoWenW.               (IV. 72-84) 

 
サタンの⤯望が最もよく⾲れているとされ、リⓗ技巧にも優れる⊂ⓑである。彼は、⫗体はエデンに存在しながら、⮬分

の内に地⊹を抱えているため、そこから㏨れられないと嘆く。彼は、⚄に対し何という恩▱らずなことをしたのかと後悔

し、地⊹に他の堕天使たちを⨨き去りにしたまま、いっそ悔い改めようか㸽チしの余地はないのか㸽とすら⪃える。彼の

中で㉳きる変化は、常に㐣去を向いているということ指摘することができるだろう。⚄が大切にしている人㛫を◚滅させ

ると決めた地⊹の会㆟は未来志向であるとも捉えられるが、それも㐣去のことである叛乱の失敗に根ざしたィ⏬でしかな

い。一方で堕ⴠ前のエデンでは、何かを㸯つのことを原因として次のことが㉳きることはなく、いつかゼれるであろう昇

天が期待されているのであり、堕ⴠ後のエデンにおいても、この後にぢるように、地⊹とは␗なる未来への期待が♧され

ている。 
 
㸲㸬共㏻した構成せ素と差異 
以上のⅬから、地⊹にはエデンと共㏻した構成せ⣲をぢることができる。囲われた✵㛫と㸲つの大河、同じことの⧞り

㏉しである。エデンの境⏺⥺については具体ⓗにゝ及しなかったが、侵入⪅を拒む㝤しい崖のような「⥳の囲い」が存在

することが描かれている。また地⊹には、エデンと同じように㸲つの大河が流れているとはいえ、地⊹のそれは⅖や⒡気

を放つもので、到底✵気を₶すものとはなりえない。そして✜やかな光が㝆り注ぐ常春のエデンとは対↷ⓗに、地⊹には

␗常な寒暖差と、暗㜌、⤊わることのない㈐めⱞが存在する。 
さらにイヴを唆した⺬に対して断⨥が下された後、地⊹にも▱恵の木に似た木が出⌧することで、我々は、善悪の▱恵

の木とそれに㢮する木、という㸲つ┠の共㏻Ⅼをぢつけることができる。地⊹に✺如⌧れたその木の実は、⺬に変㌟させ

られた悪㨱をㄏうようにいかにも⨾味しそうなぢた┠をしている。悪㨱たちは⨜かもしれないと␲いながら、␗様な㣚え

と渇きにⱔまれ、それを口にする。しかしその実は口に含むとたちまち⅊となり、吐き出すしかない。それでもなお悪㨱

たちは渇きに⪏えかね、何度も口にしては、その㒔度吐き出す。そのことについてミルトンは、㦄されて一度㐣ちに㌿ん

だ人㛫とは㐪い、悪㨱は何度も⧞り㏉し同じ⨥に㝗る分だけ一層⨥深いと断ゝしている。さらにこの木を出⌧させた時、

「これこそ、彼らに対する懲⨩を厳しくしようとする、一切を司る⚄の意志から⏕じたものである」と宣ゝされているこ

とも注┠に値するだろう。地⊹を創った時と同様、⚄の意志の⤯対性があえて強ㄪされているからである。この地⊹に⏕

えた▱恵の木は、ダンテの『⚄曲』において、大㣗の⨥を≢した⪅たちが、↢⊹で㣚え、必死に木からマナを求めるシー
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ンのパロディであると思われるが、地⊹を描いた作品では⌋しいせ⣲であるとゝえるだろう。ここ㸱つめの共㏻Ⅼ、同じ

ことの⧞り㏉しの例を増やすこともできた。 
地⊹もエデンも、懲⨩や楽しい労働かという㐪いはあれども、同じようなことの⧞り㏉しの毎日であるとゝえる。では、

堕⨥後のアダムとイヴも、怒りや⤯望に㥑られ、⮬↛もまたㄪ和を失ったために、堕天使や地⊹と同じ≧態になってしま

ったのかというと、もちろんそのようなことはありえない。エデンにも天へと昇る希望があったが、⨥を≢した後の人㛫

にもまた、希望は残されていることが明♧される。⚄は、最初人㛫を創った時、幸⚟と不死という二つのⰋき㉗り≀を与

えたものの、前⪅が⹫しく失われてしまったために、後⪅は、ⱞ悩を永㐲ならしめるのに役❧つだけだ、とゝう。そうで

あれば、死は、むしろアダムの最後の救済となる。アダムは、厳しい困㞴のヨ⦎を⤒㦂し、信仰と信⩏の業によって清め

られて、死後、正しい復活の時に、新しくなった天と大地と共に、➨二の⏕に┠ぬめるのである。また⚄が死の働きをそ

のままにしておいたのは、不死によって⨥が永㐲のものにならないようにするためであるともゝう。つまり⚄が人㛫をエ

デンから㏣放したのは、人㛫の⿬切りに対する報復ではなく、人㛫に⨥を㉢うことをチすためであったと捉えることがで

きるのである。 
これと全く同じ内容を、アンティオキアの司教テオフィロスとイレナエウスの二人が㸰世⣖の時Ⅼでゝ明していること

は㠀常に⯆味深い。≉にイレナエウスは、「これが、⚄が人㛫を楽園から㏣放し、⏕命の木から㐲くへと⛣した⌮⏤である

———何人かの人が大⫹にも主張しているように、嫉妬によって、⚄が人㛫にこの⏕命の木を拒んだのではない。⚄がそうし

たのは、⚄が哀れみを持たれて、人㛫が永㐲に掟◚りの徒として止まらないようにするためであり、人㛫がその㌟に抱え

てしまった⨥が不滅のものとならないようにするためであり、悪が⤊わりもなく⒵しがたいものであるということがない

ようにするためである。⚄は人㛫の掟◚りを止めたのであり、死を介入させ、⨥を止めさせ、地上での⫗体の滅びによっ

て⨥に⤊止➢を打つことにより、人㛫がいつか『⨥に⏕きる』のをやめ、『この⨥で死ぬ』ことによって『⚄よって⏕き』

始めるようにしたのである。」viiiと、死についてポジティヴなㄝ明を施している。さらに、DelXmeaX は、「エデンの園の⚄

ヰが、人㛫と⚄の㛵係についての暗い像をもたらすドグマとなっていた」ことを悲しみ、これら二人の司教を引⏝して、

「地上の楽園が消滅しても、それとともに復ㆶ心に満ちた⚄問いう嫌悪を催させる像も消失すると擦れば、悪いことでは

ない」ixとⴭ書を⥾めくくっているが、ここでミルトンを引⏝しても同じ効果を得られたであろう。 
 
㸳㸬おわりに 差異が示すもの 
以上の⪃察から、ミルトンが描いたエデンの園と地⊹は、囲われた✵㛫と、㸲つの大河、同じことの⧞り㏉し、善悪の

▱恵の木とそれに㢮するもの、という㸲Ⅼにおいて、奇妙にパラレルな㛵係になっているとゝえる。両⪅は㟼止した✵㛫

であるために仕方ないことである、あるいはこれら㸶つの大河は本来意図ⓗに㢮似をもたせたものである、という指摘は

もっともであるが、これらの㢮似ゆえに、希望があるのか、ないのかという差␗が㝿❧ってくるのだと捉えられる。むし

ろ、いつとは明♧されない₍とした希望を抱いて⏕きているという意味で、エデンと⌧世の方に㢮似をぢ出す方が、より

正☜に、エデンとそこが持つ性㉁を⌮ゎできるのではないだろうか。またこのⅬに注┠することで、ミルトンの描いたエ

デンを、⌧世から最後の審判までのキリスト教ⓗな救済史の中に⤌み㎸むことを可⬟にする。このことは、PaUadLVH LRVWと
いうBiblical NarraWiYeを、「人㛫がこの⨥で死ぬ」ことによって、「⚄によって⏕き始め」た≀ㄒであるとㄞみ┤すことにつ

ながるだろう。 
 
 
ト 

i GeneViV 2:8-10, E]ekiel 47:12. 
ii Jean DelXmeaX, HLVWRU\ RI PaUadLVH: TKH GaUdHQ RI EdHQ LQ M\WK aQd TUadLWLRQ (NeZ York: ConWinXXm, 1995) pp. 4-5. 
iii A. D. GiamaWWi, TKH EaWUKO\ PaUadLVH aQd RHQaLVVaQcH ESLc (PrinceWon, NJ: PrinceWon UniYerViW\ PreVV, 1966), pp. 34-38. 
iv 本✏におけるPaUadLVH LRVWからの引⏝はすべて John MilWon, PaUadLVH LRVW, ed. b\ AlaVWair FoZler, 2nd edn (London: Longman, 1997) を使

⏝した。 
v FranciVco SXire], OSHUa OPQLa, W. 23. 
vi DelXmeaX, HLVWRU\ RI PaUadLVH, p. 193. 
vii John Salkeld, A TUHaWLVH RI PaUadLVH, (London,1613) pp. 123-24. 
viii SW Irpnpe, CRQWUH OHV KpUpVLHV III. 23. 6. DelimeaXによる引⏝。 
ix DelXmeaX, HLVWRU\ RI PaUadLVH, p. 233. 
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柳橋広司 㸰㸮㸯㸶㹼㸰㸮㸯㸷年 作品の解説 
 

柳橋 広司 

 
IQWeUSUeWaWLRQ Rf HLURVKL YaQagLbaVKL¶V WRUNV LQ 2018 aQd 2019 

 
 

HLURVKL YaQagLbaVKL 
キーワード㸸絵画・日本画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㞷まつり 1700㹫㹫×2200㹫㹫 

岩絵具・㯞紙 

2018年 改組 新 第㸳回日展 
 

 

 

解説 

白山の㯄、白峰村では毎年㸰月に㞷だるま祭りが行われる。民家の前には、様々な表情の㞷だるまが並べられ、夜になる

とロウソクの火が灯り、幻想的な光景を繰り広げる。子供たちにとっては、㞷深い地域での楽しいひと時である。 
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夜叉の㡪 1455㹫㹫×970㹫㹫 

岩絵具・㯞紙 

2019年 第㸱回日春展 
 

 

 

解説 

輪島市名舟町に伝わる御㝕乗太㰘をテーマにした作品。幽㟋㠃、爺㠃、僧侶の㠃など様々な㠃をつけて太㰘を叩き、神社

に奉納される。中でも夜叉の㠃をつけて松明を背に太㰘を叩く姿が勇壮であった。 
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児童における㊊機⬟・形態と疼痛発生リスクおよび 
新体力テスト成績との㛵㐃性 

 
枝元 㤶⳯子   城所 哲宏 

 
AVVRciaWiRnV Rf FRRW SWUXcWXUe and FXncWiRn  

ZiWh RiVkV Rf Pain and Ph\Vical FiWneVV TeVWing in JaSaneVe childUen 
 

KanakR EDAMOTO   TeWVXhiUR KIDOKORO  
 

 

せ  ⣙ 

㊊機⬟および形態が疼痛発生リスクや体力㡯目と㛵㐃している可⬟性が示唆されているが、子どもを対㇟

にこれらの㡯目を包括的に検ウした研究は少ない。そこで本研究は、児童における㊊機⬟・形態と疼痛発生

リスクおよび新体力テスト成績との㛵㐃性を検ウすることを目的とした。対㇟は、㛗㔝県佐久市に在住する

小学 4年生 88名㸦年㱋㸸9.4�0.5歳㸧とした。測定㡯目は、㊊アーチ㧗指標および㊊㊑把握筋力、㉁問紙によ
る疼痛発症リスクとした。副次ホ価㡯目として、㌟体活動㔞および新体力テスト成績を用いた体力値もホ価

した。その結果、全体の 11.4%㸦n=10㸧の児童に、「疼痛あり」が確ㄆされた。ロジスティック回帰分析では
「アーチ㧗上位群」と比べ、「アーチ㧗下位群」において、疼痛発生のオッズ比が 5.4 であった㸦S=0.035, 
OR=5.4[1.02-28.2]㸧。また、㊊㊑把握筋力と」数の新体力テスト結果との㛫に有意な正の相㛵がㄆめられた㸦握
力、上体㉳こし、反復横㊴び、20mシャトルラン、立ち幅㊴び、ボール投げ㸹全て S<0.05㸧。本研究より、児
童における㊊アーチ㧗が体幹・下肢の疼痛発症リスクに有意に㛵㐃している可⬟性および㊊㊑把握筋力が新

体力テスト成績と有意に㛵㐃している可⬟性が示唆された。 
 
キーワード㸸アーチ㧗、痛み、子ども、㊊機⬟・形態、体力 

 
 
1. はじめに 

 
㊊㒊は、立位時や歩⾜時において㔜せな役割を果たす。

㊊は㦵、㠌帯、筋肉、⭝、㛵節が」㞧に組み合わさってで

きており、28の㦵、55の㛵節、100を㉸える㠌帯で筋肉
が支えられている。これらの構㐀や働きが、私たちの⮬然

な歩⾜を可⬟にしている。しかし、㠐と履くという習慣に

よって、現代の日本人の㊊には様々な㞀害が生じる可⬟

性が報告されている㸦1㸧。㊊㒊・㊊㊑の形態異常には㸪外

反母㊑・内反小㊑・扁平㊊・㛤張㊊・浮き㊑が挙げられ、

小児から㧗㱋者まで幅広い年代において問㢟となってい

る。㊊㒊のアーチ機⬟は体㔜を支えたり、歩⾜時に力を地

㠃に伝㐩したり、接地時に⾪撃緩⾪したりするという㔜

せな役割を担っているが、扁平㊊を呈する人はスポーツ

や㉮⾜時などに何らかの異常ストレスがかかり㊊底㒊に

疼痛が出現することがあると報告されている㸦2㸧。このよ

うに㊊㒊の形態異常は、㊊㒊機⬟を破綻させ、不快感や疼

痛をㄏ発し、歩⾜困㞴や㌟体不活動につながる危㝤性が

ある。 
先⾜研究では㊊機⬟および形態が疼痛発生リスクや体

力㡯目と㛵㐃している可⬟性が示唆されているが、これ

まで子どもを対㇟にこれらの㡯目を包括的に検ウした研

究は少ない㸦3㸧。幼児期から児童期は成㛗がⴭしく、個々

の成㛗に合わせたアプローチが極めて㔜せである。㏆年、

子どもたちの㊊が危ないなどと㆙㚝が㬆らされ問㢟どさ

れるようになってきた。実㝿に子どもの㊊には様々な問

㢟が生じており、検デで約8割の子どもに内反小㊑、数㸣
に外反母㊑がぢられることや小学生の約 7 割が㊊に何ら
かの問㢟を抱えていること、浮き㊑や扁平㊊の子どもも

数多くぢられることが報告されている㸦4㸧,㸦5㸧。KhRdadadeh 
ら㸦6㸧や Lin ら㸦7㸧の研究によると、下肢の筋活動㔞が少

ない子どもは、扁平㊊型であり、㐠動⬟力が低い可⬟性が

あることを報告されている。接地㊊㋲と㐠動⬟力との㛵

係においては、扁平㊊型の子どもは、㐠動⬟力が低いとす

る報告もあれば㸦7㸧,㸦8㸧、両者に㛵係はㄆめられなかったと

する報告もあり㸦9㸧,㸦10㸧、統一したぢゎは得られていない
㸦11㸧。 
このような問㢟に対し、最㏆では「㊊育」、「歩育」など子

どもの㊊の健全な発育発㐩を促すプロジェクトが立ち上
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げられている。日本㊊育プロジェクト協会では、「㊊育㸦あ

しいく㸧」について、㊊の大切さを知り、㊊を健康に育て

ることを、家庭を中心とした日常生活の習慣、特に子育て

に取り入れ、実㊶すること㸦12㸧、と定義し、正しい㠐の㑅

び方や外㐟び、はだしでの活動の㔜せ性などの提唱も⾜

われている。子どもたちが様々な㊊に㛵する問㢟を抱え

ている現状に対し具体的な対策をㅮじていくためには、

子どもの㊊機⬟および形態と疼痛リスクについても検ド

していく必せがあると考えられる。 
さらに、これまで㊊アーチ㧗のホ価には、フットプリント

を使用したホ価やX線学的ホ価が用いられてきたが、㛫
接的な測定であることや検査に㈝用がかかることが問㢟

として挙げられていた㸦13㸧。㏆年、簡易的かつ㐺切に内側

縦アーチ㧗㸦以下、㊊アーチ㧗㸧のホ価方法として、⯚状

㦵の㧗さを手動で測定する方法が多く用いられているよ

うになったが、測定ㄗ差が大きいとされている。測定ㄗ差

を最小㝈に抑え、より㐺切に㊊アーチ㧗を測るためには、

㊊アーチ㧗測定器を用いることでそれを可⬟にできると

考えられる。 
 そこで本研究では、小学生を対㇟に、㊊アーチ㧗測定器

を用いてホ価した㊊アーチ㧗および㊊把持力と疼痛発生

リスクおよび体力㡯目との㛵㐃性を検ウすることを目的

とした。 
 

2. 方ἲ 
 
対㇟者 㛗㔝県佐久市の研究協力校に㏻う小学 4年生 88
名㸦年㱋㸸9.4±0.5歳㸹男子35名、女子53名㸧を対㇟と
した。研究実施にあたり、学校㛗、本人およびその保ㆤ者

に研究目的・方法をㄝ明した上、研究協力の同意が得られ

た児童のみを研究対㇟とした。本研究は、ヘルシンキ宣ゝ

を尊㔜し、対㇟者の人権及び利益の保ㆤに㓄慮した研究

ィ画を立て、国㝿基督教大学の研究倫理委員会の承ㄆを

得て実施した㸦承ㄆ番号㸸2019-25㸧。 
 
測定㡯目 
㌟体測定 対㇟者の㌟㛗および体㔜については、研究協

力校で実施された㌟体測定で得られたデータを使用した。

全ての㌟体測定は、対㇟者が半⿇、半ズボン、㠐下を⬺い

だ服⿦で実施した。㌟㛗は㌟㛗ィ㸦YS-OA, アズワン株式
会社, 大㜰㸧を用いて 0.01 mまで、体㔜は体㔜ィ㸦イン
ナースキャン50, 株式会社タニタ, 東京㸧を用いて0.1 kg
まで測定した。その後、体格指数㸦BMI㸧を算出した㹙体
㔜㸦kg㸧÷㸦㌟㛗㸦m㸧×㌟㛗㸦m㸧㸧㹛。 

㊊形態測定 ㊊アーチ㧗測定器㸦竹井機器工業株式会社, 
新潟㸧を使用し、椅子座位の姿勢㸦股㛵節・⭸㛵節屈曲90
度㸧で、右㊊を㊊アーチ㧗測定器の上に乗せ、対㇟者の㊊

㛗および50%㊊㛗における㊊の甲の㧗さ㸦50%㊊㛗甲㧗㸧
を測定した。アーチ㧗指標㸦AUch HeighW Inde[ [AHI]㸧は、
「50%㊊㛗甲㧗」を「第一中㊊㦵㢌から㋖までの㛗さ」で
㝖して算出した㸦図㸯㸧。その後、AHI の中央値を用い、
対㇟者を「アーチ㧗上位群」と「アーチ㧗下位群」の2群
に分㢮した。 
 

 
図1 測定㒊位 

 
㊊機⬟測定 ㊊指筋力測定器㸦T.T.K.3361 竹井機器工業
株式会社, 新潟㸧を用いて測定した。対㇟者には、股㛵節㸪
⭸㛵節が 90°となる椅子座位の姿勢で、測定中は手を⭸
の上に置き、㊊の母指の付け根に把持バーが来るように

㋖位置をㄪ節してから 5 指全ての屈曲をしてもらった。
測定前に 1 回練習を⾜った後、右㊊の㊊㊑把握筋力を 2
回測定し、平均値をグ㘓とした。 
 
疼痛発症リスク ㉁問紙を用いて、体幹㸦背中、⭜、⮌㒊㸧

および下肢における㒊位別の疼痛発症の有無を尋ねた。

また、疼痛が生じている理由が、外傷によるものか否かに

㛵して回答を求めた。本研究では、「疼痛の原因が外傷に

よるものではなく、かつ下半㌟の少なくとも一㒊分にお

いて、1㐌㛫に」数回の痛みが生じている」と回答した児
童を「疼痛あり」と定義した㸦14㸧。 
 
体力および㌟体活動・座位活動㔞 副次ホ価㡯目として、

新体力テスト8種目㸦握力、上体㉳こし、㛗座体前屈、反
復横㊴び、20㹫シャトルラン、50㹫㉮、立ち幅㊴び、ボー
ル投げ㸧の結果を用いて、対㇟者の体力値をホ価した。ま

た、加㏿度ィ㸦AcWiGUaSh, US㸧を用いて、対㇟者の㌟体活
動および座位活動㔞の測定を実施した。対㇟者には、入

浴・入水時㛫を㝖く㉳床から就寝までの終日、⭜㒊の斜め

前方に加㏿度ィを⿦着するよう依㢗した。加㏿度ィの⿦

着時㛫は、学校がある平日における㐃続した 5 日㛫とし
た。⿦着時㛫が10時㛫㸭日以上ある日を有効日とし、有
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効日が 3 日以上あった対㇟者を有効データとしてゎ析し
た。加㏿度ィの eSRch㛗は15秒とし、EYenVRnら㸦15㸧の推

定式を用いて、中㧗強度㌟体活動㸦MVPA㸧を算出した。
また、先⾜研究㸦EYenVRnら, 2008 ; TUeXWhら, 2004㸧をも
とに、1分㛫に100カウント未満の活動を座位活動と定義
し、客ほ的な座位活動時㛫をホ価した㸦15㸧,㸦16㸧。 
 
統ィゎ析 対㇟者の特徴および属性に㛵しては、平均値

±標準偏差または割合㸦%㸧を算出した。AHIの中央値を
用いて分㢮した「アーチ㧗上位群」と「アーチ㧗下位群」

の 2 群㛫比㍑として、対応のない W 検定を用いて分析を
⾜った。また、アーチ㧗と痛みの有無の㛵係性を明らかに

するため、従属変数を疼痛の有無、独立変数をAHI2分位
㸦「アーチ㧗上位群」・「アーチ㧗下位群」㸧、性別、BMIと
した多変㔞ロジスティック回帰分析を用いて、各々の独

立変数でㄪ整後のオッズ比㸦ORV㸧と95%信㢗区㛫㸦CI㸧
をそれぞれ算出した。児童における㊊機⬟・形態と新体力

テスト成績との㛵㐃性については、AHI、㊊把持力および
各新体力テスト㡯目に対して PeaUVRn の積率相㛵分析を
⾜った。すべての統ィ処理には統ィゎ析ソフト SPSS 
SWaWiVWicV VeUViRn 24.0㸦IBM社㸧を用い、統ィ的有意水準は
5%未満とした。 

 
3. ⤖ᯝ 

 
㊊アーチ㧗および㊊把持力と疼痛発生の㛵㐃性 
対㇟者の㌟体的特徴、㊊機⬟・形態、疼痛の有無、新体

力テスト成績および㌟体活動㔞の各群の結果を⾲ 1 に示
した。全体の11.4%㸦n=10㸧の児童において、「疼痛あり」
と確ㄆされた㸦下肢㸦n=9㸧、⭜㸦n=1㸧㸧。群ごとの比㍑で
は、「アーチ㧗上位群」の4.4% 㸦n=2㸧 の児童に、「アー

チ㧗下位群」の17.8% 㸦n=8㸧の児童に「疼痛あり」とㄆ
められ、W検定の結果、有意な差がㄆめられた㸦S=0.044㸧。 
図 2 には、疼痛発症をアウトカムとしたロジスティッ
ク回帰分析の結果を示した。各々のせ因でㄪ整し合った

後の疼痛発生のオッズ比を算出したところ、「アーチ㧗上

位群」と比べ、「アーチ㧗下位群」において、疼痛発生の

オッズ比が5.4であった㸦S=0.035, OR=5.4[1.03-28.2]㸧。一
方、㊊㊑把握筋力と疼痛発症との㛫には有意な㛵㐃性が

ㄆめられなかった㸦S=0.517㸧。 
 

 

図2 アーチ㧗と慢性疼痛の有無 
 
㊊アーチ㧗・㊊把持力と新体力テスト成績の㛵㐃性 

AHI、㊊把持力および各新体力テスト 8 㡯目について
PeaUVRnの積率相㛵分析を⾜った結果を⾲2に示した。㊊
㊑把握筋力と」数の新体力テスト結果との㛫に有意な正

の相㛵がㄆめられた㸦握力、上体㉳こし、反復横㊴び、20m
シャトルラン、立ち幅㊴び、ボール投げ㸹全て S<0.05㸧。
一方、AHI と新体力テスト成績との㛫には有意な㛵㐃性
がㄆめられなかった㸦全てS>0.05㸧。 

 
 

⾲1 対㇟者の特性 

 
  
 

 
 
 
 
 

握力
上体

㉳こし

㛗座

体前屈

反復

ᶓ㊴び

20mシャ
トルラン

50m㉮ ❧ち

幅㊴び

ボール

投げ

アーチ㧗指ᶆ 0.051 0.035 0.196 0.112 -0.013 0.090 -0.007 0.110

㊊把持力 0.485** 0.228* 0.198 0.278** 0.288** -0.069 0.378** 0.317**
* p < 0.05, ** p < 0.01
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⾲2 ㊊機⬟・形態と体力㡯目の㛵㐃性 

 
 

4. ⪃察 
 
本研究の結果、㊊アーチ㧗測定器を用いてホ価した㊊

アーチ㧗および㊊把持力と疼痛発生リスクとの㛵㐃性に

ついては、全体児童の11.4㸣の10人に下肢または⭜の疼
痛発生が確ㄆされ、その内ヂは「アーチ㧗上位群」2人、
「アーチ㧗下位群」8人であった。それぞれの疼痛発症率
は「アーチ㧗上位群」㸦4.4㸣㸧に比して、「アーチ㧗下位
群」㸦17.8㸣㸧が有意に㧗い値を示した。ロジスティック
回帰分析においても、疼痛発生のオッズ比 5.4と示され、
㊊アーチ㧗が疼痛発生と㛵㐃していることがうかがえる。

ゆえに、児童においても㊊アーチが低いことは、体幹や下

肢の疼痛発生リスクになる可⬟性があることが明らかに

なった。また、先⾜研究㸦2㸧において、下肢の筋活動㔞が

少ない子どもは、扁平㊊型であり、㐠動⬟力が低い可⬟性

があることが挙げられていたが、今回は、㊊㊑把握筋力と

疼痛発症との㛫には有意な㛵㐃性がㄆめられず、また、新

体力テスト成績や㌟体活動㔞についても、「アーチ㧗上位

群」と「アーチ㧗下位群」㛫に有意差はㄆめられなかった。

異常より、㊊アーチが低い児童については、疼痛を発症し

やすいことを理ゎして対策をㅮじる必せがあり、すでに

体幹や下肢に疼痛発症している児童については、㊊アー

Mean SD Mean SD
形態

年齢（歳䠅 9.4 0.5 9.4 0.5 0.739
㌟㛗㸦cm㸧 134.4 5.0 132.7 7.2 0.198
体㔜㸦kg㸧 30.9 6.3 28.8 6.1 0.116
BMI 17.1 3.0 16.2 2.3 0.157
%Boys 0.572

㊊ᶵ⬟・形態

㊊㛗㸦cm㸧 20.7 1.2 20.8 1.3 0.739
かかと-ẕ指⌫㊥㞳㸦cm㸧 15.2 0.9 15.3 1.1 0.472
50%㊊㛗⏥㧗㸦mm㸧 10.6 0.6 10.7 0.6 0.683
アーチ㧗指ᶆ 0.381 0.016 0.343 0.013 <0.001
㊊把持力㸦kg㸧 7.1 2.0 6.7 2.4 0.479

③み

慢性③み᭷㸦% (n)㸧 0.044
③み㸦㒊位別㸧

⫼中_慢性③み᭷㸦% (n)㸧 -
⭜_慢性③み有㸦% (n)㸧 0.291
お尻_慢性③み有㸦% (n)㸧 -
下半㌟_慢性③み有㸦% (n)㸧 0.061

体力㡯┠

握力㸦kg㸧 14.3 3.3 13.8 3.8 0.478
上体㉳こし㸦回㸧 18.2 7.1 18.0 7.2 0.908
㛗座体前屈㸦cm㸧 36.9 8.6 34.7 8.1 0.289
反復ᶓ㊴び㸦回㸧 36.0 9.0 34.7 11.2 0.548
20mシャトルラン㸦回㸧 36.2 21.8 36.8 16.0 0.895
50m㉮㸦⛊㸧 10.0 0.8 9.8 1.9 0.671
❧ち幅㊴び㸦cm㸧 136.7 25.2 135.7 25.4 0.851
ボール投げ㸦m㸧 15.2 7.5 13.3 7.2 0.243

㌟体ά動・座位時㛫

座位ά動時㛫㸦分/日㸧 515.9 93.0 532.4 95.6 0.424
低強度㌟体ά動㸦分/日㸧 256.1 37.8 258.9 44.9 0.756
中㧗強度㌟体ά動㸦分/日㸧 74.5 28.8 69.9 25.9 0.445

0 (0)
4.4 (2)

0 (0)
2.2 (1)
0 (0)

15.5 (7)

アーチ㧗上位⩌
(n=45)

アーチ㧗下位⩌
(n=45) p値

0 (0)
0 (0)

4.4 (2) 17.8 (8)

42.2 (19) 35.6 (16)
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チが低いことがせ因の一つになっていることを考え、ケ

アをしていくことが㔜せと考えられる。 
㊊アーチ㧗および㊊把持力と新体力テスト成績の㛵㐃

性については、㊊把持力と新体力テスト 8 㡯目のうち 6
㡯目㸦握力、上体㉳こし、反復横㊴び、20m シャトルラ
ン、立ち幅㊴び、ボール投げ㸧の㛫に有意な正の相㛵がㄆ

められた。小学生における㊊指筋力と新体力テストすべ

ての㡯目との㛫に相㛵があり、筋力が㧗い者ほど新体力

テストの総合ホ価が㧗いことが報告されている㸦17㸧。㐠動

時は特に、姿勢制御やバランス、瞬発力、敏捷性など様々

なせ素が㔜せとなってくるが、これらの体力せ素に㊊把

持力が大きく㛵㐃していることが本研究からも明らかに

なった。㧗㱋者を対㇟とした研究では、㊊指筋力が㌿倒リ

スクと㛵㐃していることや、⭸伸展筋力や10m歩⾜時㛫、
動的バランスと相㛵があることが報告されている㸦18㸧。ま

た、㊊指筋力を㘫えることで、⭸㛵節屈伸筋や㊊㛵節低背

屈筋が増加し、5 0 m㉮、反復横㊴び、立ち幅㊴び及およ
び垂直㊴びのグ㘓がのびたこと㸦19㸧、さらには歩⾜㏿度や

最大1歩幅の向上したこと㸦20㸧,㸦21㸧が報告されており、㊊

指筋力は歩⾜や㉮⾜などの移動⬟力に大きく影㡪を与え

ることが明らかにされている。ゆえに、児童においても㊊

㊑把力を㘫えることで、体力の向上がぢ㎸まれる可⬟性

が考えられる。 
 今回は、㊊アーチ㧗測定器を用いてホ価した㊊アーチ

㧗および㊊把持力と疼痛発生リスクおよび体力㡯目との

㛵㐃性を検ウすることが目的であった。そのため疼痛発

症の予㜵策や発症後のケア、また㊊㊑把力向上のための

手立てについては、今後のㄢ㢟である。また、児童におけ

る㊊アーチ㧗のデータは、まだまだ数少ない。しかし、ア

ーチ㧗測定器を用いることで、㊊アーチ㧗さをスムース

に測ることができると考えられる。個々の成㛗や㊊形態・

機⬟に応じたケアをしていくためにも、更なるエビデン

スが⵳積されることが望まれる。 
 
5. ⤖ㄽ 

 
児童における㊊アーチ㧗が体幹・下肢の疼痛発症リス

クに有意に㛵㐃している可⬟性が示された。一方、㊊㊑把

握筋力は新体力テスト成績と有意に㛵㐃している可⬟性

が示唆された。 
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人口減少・高齢化時代における成熟都市金沢の課題と処方箋の一考察 

 

竹村 裕樹 

 

An E[aminaWion of a PUoblem and SolXWion RegaUding Whe MaWXUaWion 
 of Kana]aZa in Whe CXUUenW EUa of Aging and PoSXlaWion Decline 

 

HiUoki TAKEMURA 
 

せ  ⣙ 

人口減少㺃少子高齢化が進む中、2015 年、北陸新幹線が開通し、金沢を中心に県内各地は国内外からの客

で賑わっている。金沢の都市づくりの歴史的系譜を辿ると、その原点は寺内町や城下町と言え、幕末には日

本第四の都市であった。明治以降社会経済的に立ち遅れた感があったが、都市の品格と魅力を高めるため、

歴史的な伝統文化の蓄積と計画的な都市機能の更新などにより、歴史的保全と現代的開発の共存を図る都市

に成長・成熟している。 

しかしながら、金沢は今「成熟」の域に留まらず、年輪を重ねた奥深さや情緒を醸し出す「熟成」へのス

テップアップが求められている。そこで、まちなかの人口減少に伴う所謂スポンジ化や新幹線開業に伴う光

と影を明確にした上で、まちの熟成を実現する為の処方箋を提案する。さらに、典型的なケーススタディと

して、各時代の建築や生業がモザイク状に存在する尾張町地区を取り上げ、金沢らしさを活かした人間に優

しい都市空間を再生する為の具体的な処方箋を提示した。 

 

キーワード㸸金沢の熟成、都市づくり、北陸新幹線開業、まちなかスポンジ化、尾張町復権 

 
㸯㸬はじめに 

近年の都市を取り巻く潮流の変化は顕著である。かつ

て昭和30-40年代の高度経済成長期の「都市化社会」か

らオイルショック後の「都市型社会」に移行し、近年は

古今未曽有の「人口減少社会」が進行している。それに

伴い都市整備のあり方も変化しており、これまでの「量

的拡大」から「質的充実」に、「新市街地の開発」から

「既成市街地の再構築」へとシフトしている。 

  人口減少㺃少子高齢化、㹇㹒化、国際化、中心市街地活

性化、官民協働、地球環境保全といった地域から日本、

世界に広がる喫緊の課題も山積している。 

 2015年、北陸新幹線が金沢にやってきた。東海道新幹

線が開通してからおよそ半世紀。その間太平洋側の都市

の発展は目覚ましく、一方で日本海側、所謂「裏日本」

の都市が立ち遅れたのは間違いない。金沢は、江戸の末

期には日本第四の都市でありながら、人口では、大都市

圏の多くの周辺都市にも追い抜かれている状態である。

しかし、これまでの伝統文化の発展的蓄積と都市機能の

計画的更新などにより、都市の品格が高まったこともあ

り、新幹線開業後は、現在国内外からの訪問客で賑わう

とともに、相次ぐホテル建設に経済的にも大きな波及効

果が生じている。 

金沢は今、単に「成熟」した都市の域に留まらず、年

輪を重ねた奥深さ、味わい深さがにじみ出る、そんな情

緒、雰囲気を醸し出す「熟成」が求められている。 

 

㸰㸬㔠ἑの㒔市づくりのṔ史ⓗ⣔㆕ 

金沢の都市づくりの歴史的系譜を辿るならば、中世の

寺内町、城下町の誕生を端緒として、明治から昭和にか

けての成長、平成の成熟の時期を経て、新たな令和の時

代に熟成のステージへと繋がっていくものと考えられる。

以下、金沢の都市づくりの歴史的系譜の概略を示したい。 

 

2.1㒔市づくりの㯪明ᮇ 

（㸯）寺内町の形成 

二つの川（犀川、浅野川）と三つの台地（卯辰山、小
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立野台、寺町台）という特有の地形を持つ金沢の地で、

1477年、蓮如上人と地元農民が一向一揆を企て、守護の

富樫政親を滅ぼし、約1世紀にわたり「百姓の持ちたる

国」として治めた。この拠点となったのが、後の金沢城

となる尾山御坊（金沢御堂）であり、この拠点を中心と

した寺内町の形成が図られた（図 1）。 

 

 

      図1 金沢特有の地形 
 

（㸰）藩政期㸸城下町の形成  

佐久間盛政により尾山御坊を征圧した後、1583年、前

田利家の入城により、金沢の都市づくりは大きく変貌す

る。前田家歴代藩主の都市計画は、金沢特有の川と台地

の地形を活かした都市構造における明快なゾーニングと

都市機能配置が大きな特徴である。当初は家臣を金沢城

内に住まわせたが（図 2）、その後、城を中心に武家、

町人を同心円状に配置させることになる。城下を南北に

貫く北国街道沿いに商家等が立ち並び、経済活動の中心

として機能し、幕末には江戸、大坂、京都に次いで日本

第四の人口（1750年 約12.8万人）を有した（図3）。 

 

図2 金沢城内図（1610頃） 
 

 

 図3 金沢城下図（1860頃） 

都市機能の配置としては、三寺院群と三茶屋街のシン

メトリックな配置が妙である。寺院群については、二川

を挟み、卯辰山麓、小立野、寺町の三か所に左右対称に

配置し、各方面の防御機能も兼ね備えた。また、かつて

強力だった一向宗（浄土真宗）の本願寺の別院を城下付

近（今の横安江町）に置き、監視下とした。茶屋街につ

いても、ひがし、主計町茶屋街を浅野川付近、にし茶屋

街を犀川付近に左右対称の配置とした（図4）。 

 

 図4 寺院群・茶屋街配置図 

後に、二川沿いに泉鏡花、徳田秋声、室生犀星の三文

豪や五木寛之らが誕生した。彼らの小説に界隈の様子が

生き生きと描写されており、まちが文学を育てた一面も

あるかと興味深い。 

 

2.2㒔市づくりのⴌⱆᮇ㹼成㛗ᮇ㸸㏆代㸦大ṇ㹼昭和㸧 

 1919年（大正 8年）、今から 100年前、我が国に初め

て都市計画法が制定された。近代的都市づくりの法的な

バックボーンが整備されたことになる。 

（㸯） 道路拡幅の契機 

金沢の道路の拡幅の契機は大きく 2回ある。 

一つは、大正から昭和前期にかけて、市電の路線を

 
尾山御坊 
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敷設する際、道路を拡幅したことである（図 5）。 

金沢では、1919年に、路面電車である市電(街鉄）が金

沢駅から武蔵、尾張町、公園下（兼六園）までの区間が

開業し、近代的まちづくりの端緒となる。まちなかの鉄

道交通という新しい交通体系を築いただけでなく、都心

部の道路拡幅の起爆剤となった。 

 図5 街鉄による道路拡幅（大正） 

城下を南北に貫く北国街道を中心とした金沢の道路網

は、当時ほとんどが 3間（約 5.5㹫）以下の幅員であり、

1926年（大正15年）の道路調査では、南の有松口と北の

大樋口における日中の交通量は、自動車200台、自転車・

車馬2800、人の往復6000人とあり、当時の新聞はこれを

もって「金沢市民は袋の鼠」と評している。 

1927 年（昭和 2 年）4 月、彦三で大火があった。秒速

15ⅿの強風に燃え広がり、全焼 733戸、焼失面積 58,000

坪（約 19ha）となった。市は直ちに初めて都市計画法の

適用による区画整理

と、武蔵ヶ辻から浅

野川小橋に至る彦三

大通り（幅員12間、

約 22㹫）や小橋通り

の都市計画道路、用

途地域を決定し、翌

年県下初の近代的街

路が完成した（図㸴）。図6 初の近代的街路・彦三通り 

 

さらに1930年（昭和5年）、彦三の大火を契機に都市

計画道路網として、47路線、延長約97㹩㹫を初めて都市

計画決定した（図7）。位置づけが一番高い一等大路とし

て現在の都心軸となっている国道 157 号や金沢駅前通り

線などを 12 間㹼15間（約 22㹼27㹫）の幅員で都市計画

決定しており、約90年経つ今も、その道路ネットワーク

の構造形態は概ね継承されている。 

 

      図7 金沢都市計画図（1930） 

二つは、昭和30㹼40年代の高度経済成長期における所

謂モータリゼーション（クルマ社会化）により自動車の

急増に対応するため、道路網の整備が積極的に推進され

たことにより道路空間の著しい拡大が図られた。 

そのため、1967年（昭和 42年）、金沢市内の市電は、

モータリゼーションの影響を受けて、約半世紀の稼働を

もって全線廃止された。 

 

（㸰）市街地の拡大と都市基盤整備 

高度経済成長期には、人口増大や経済発展に加え、モ

ータリゼーションの進展が相まって、市街地が著しく拡

大した。所謂ドーナツ化現象である。郊外への開発圧力

は著しく、スプロール（無秩序な開発）を防止するため

には、郊外での計画的な受け皿やインフラの整備が必要

であり、数々の土地区画整理事業や都市計画道路網など

が都市計画決定され、その整備が本格的にスタートした。 

この急激な都市化は全国共通の都市問題であり、この

ため、1968年（昭和43年）に新しい都市計画法が公布さ

れた。旧都市計画法から概ね半世紀経過した時点である。

最も大きな改正点は、市街地のスプロールを防止するた

め、所謂「線引き制度」（市街化を促進する市街化区域と

抑制する市街化調整区域に区分）を創設したことである。 

 

 図8 昔と今の都市構造 
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これまで 430 年以上の長きに亘り戦禍に遭わず、まち

なかの骨格は概ね藩政期のままである（図 8）。金沢に

おいて㹂㹇㹂（人口集中地区）の面積と人口が伸びる一

方で、旧市街地の人口は減少傾向にあった。特に、㹂㹇

㹂面積がこの 50 年間で約 3.5 倍と急増しており、「市街

地の低密度、広域化」がより鮮明となった（図9）。 

 

 図9 市街地の拡大 

1968年（昭和43年）、当時の徳田与吉郎市長は「金沢

60万都市構想」を策定した。繁栄する都市には良港があ

るとの持論で、金沢港の整備やモノレール構想などを打

ち出した。軌道系の新交通システムは実現に至ってない

が、金沢港については、周辺の工業用地の埋立や大水深

岸壁の整備が進められ、コマツ工場の誘致とともにクル

ーズ船の来港により国内外の来訪客で活況を呈してい

る。 

  

2.3都市づくりの成熟期䠖 現代（昭和後期䡚平成䠅  

昭和50年代から平成にかけては、金沢の成熟期と位置

付けられ、都市のインフラ整備、骨格づくりが進んだ。 

1984年（昭和59年）に金沢市が策定した「21世紀“金

沢の未来像”」に「都心軸構想」として具体的なプランが

公表され、1995年（平成 7年）の「金沢世界都市構想」

にも「都心軸の形成」として位置づけられた。 

社会的経済的都市機能が整う市街地中心部と広域交通

機能の結節点である駅西地域に広域的商業業務機能の集

積を図るなど、市街地拡大の中で都心機能を適正に配置

することが目的で、さらには、都心軸の快適な歩行空間

の形成を意図した構想である（図10-11）。 

具体的には、都市の背骨とも言える片町・香林坊から

武蔵ヶ辻、金沢駅、金沢港へと結ぶ都心軸を中心に周辺

地区の市街地再開発事業や土地区画整理事業が県・市・

組合を事業主体として積極的に進められ、まちなかのリ

ニューアルと駅西地域の広大な市街地造成が図られた。 

 

      図10 都市の骨格 

さらには、山側と海側の外環状道路整備の推進が図ら

れ、2006年（平成18年）に山側環状が開通することによ

り、能登から金沢、南加賀へと力強く結ぶ大動脈として

交通面での飛躍的な向上と金沢の外郭構造形成、沿線市

街地の形成に大きな役割を果たした。 

 

 図11 金沢都心軸構想 

筆者も「金沢都心軸構想」の実現に向けた多くのプロ

ジェクトに、長年県庁で密接に携わってきた。個々のプ

ロジェクトの詳細の説明は別稿に譲ることにするが、そ

の代表的なものを紹介すると、 

昭和の終わりに甦った香林坊再開発（1985東急ホテルオ

ープン、1986香林坊アトリオオープン、筆者は事業開始

から完成まで約 5 年間デベロッパー会社に出向し従事）

（図 12-14）をはじめ、近江町再開発（2009 近江町いち

ば館完成）（図 15）、片町きらら（2015 完成）、市施行の

駅・武蔵間再開発（ライブ㸯、リファーレ、ルキーナ、

みやび・る など順次完成）、金沢駅周辺整備（1991連続

立体交差化事業高架化完成、2005駅東口広場もてなしド

ーム完成、2015西口広場再整備）（図16）、金沢駅港線（1998

通称50㹫道路全線開通）、金沢駅通り線（1996駅㹼武蔵

間が 1930 の都市計画決定以来 66 年ぶりに開通）、県庁

周辺副都心区画整理事業（県施行、2003 県庁新築移転）
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（図 17-19）、金沢港、金沢城公園（2001 五十間長屋復

元）、21世紀美術館（2004完成）金沢外環状道路（2004

山側環状開通、海側幹線順次区間開通）、新しい交通シス

テム導入のための交通実験（2000 トランジットモール・

オープンカフェ実験、パーク＆ライドシステム実験）（図 

20）などが挙げられる。この30数年間、これらのプロジ

ェクトによるハード、ソフト両面からの都市基盤整備は

後年北陸新幹線開業による様々な需要に対応できる受け

皿づくりができた点で、その整備効果は計り知れない。 

  

       図12都心軸の再開発 

 

 
    図13 香林坊再開発（整備前） 

 

 

図14 香林坊再開発（整備後） 

 

 図15 近江町再開発 

 

 図16 金沢駅東広場・鼓門 

 

     図17 金沢副都心整備（整備前） 

 

図18 金沢副都心整備（整備後） 
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     図19 金沢副都心整備（新県庁舎） 

 

 図20 交通実験2000 

このような現代的な都市インフラを整備する一方で、山

出保前金沢市長は「区分けの理論」を提唱し、現代的開

発と歴史的保全のゾーニング・共存を目指した。 

 1968年（昭和43年）に全国に先駆けて金沢市伝統環境

保存条例を制定以降、こまちなみ保存条例（1994制定）、

用水保存条例（1996制定）、まちづくり条例（2000制定）

など多数のまちづくり条例を制定するとともに、東山ひ

がし、主計町、卯辰山麓、寺町台の四地区を重要伝統的

建造物群保存地区（重伝建）に選定（図 21）するなど、

歴史・伝統・自然などの環境を保全に努めてきており、

新旧の区分けとそれぞれの都市機能分担により金沢の都

市としての品格、風格、奥行き、重層性といった魅力を

一層高めていると考えられる。 

 

   図21 金沢の重要伝統的建造物群保存地区 

2.4㒔市づくりの⇍成ᮇへ㸸平成から令和に向けて 

2015年（平成 27年）北陸新幹線が金沢まで開業した。

新幹線開業という新たな外部刺激に合わせて、ハード面

での受け皿はほぼ整い、ソフト面でも法的整備により街

並み景観や伝統工芸などのレベルアップがなされている

今、本格的に「熟成」を迎える時と考える。年輪を重ね

た味わい深さがにじみ出る情緒を醸し出す「熟成」を実

現するためにはどんな視座を持ち、如何なる処方箋が必

要なのか、以下で考察したい。 

 

㸱㸬㔠ἑを⇍成する 

「金沢の熟成」とは何か㸽「成熟都市」という表現は

よく使われるが、「熟成」とはあまり耳慣れない言葉であ

る。単なる「成熟」の域に留まらず、エイジングという

年輪を重ねたが故の、奥行きの深さ、味わい深さがにじ

み出る、そんな情緒、雰囲気を醸し出す「熟成」をあえ

て目指すものとしたい。 

 

3.1成㛗・成⇍の光と影㸦まちなか㸧 

都市の成長期には、まちなかから郊外へ人や商業が移転

する「ドーナツ化現象」が進展したが、今は、「まちなか

のスポンジ化」が進行している（図22）。特に、まちなか

において成長・成熟による功罪、光と影を分析整理する。 

 

 図22 ドーナツ化・スポンジ化 

 

（㸯）光 

①都市インフラ整備により街の構造・骨格が明快に実現

され、様々な都市機能も配置。 

②区分けの論理による、新旧の魅力アップ（現代的創造・

リニューアルと歴史的保全・利活用）。 

③伝統文化の醸成 

 

（㸰）影 

まちなかの人口減少、高齢化の進展、身近な商店の減

少により、「まちなかのスポンジ化」が進行している。 

金沢市域では㹂㹇㹂での人口や世帯数は増加傾向にあ

るものの、まちなかの人口や世帯数はいずれも減少傾向
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である（図23）。また、高齢化の進展も深刻であり、2015

年国勢調査では、駅周辺は若い世代が多く高齢化率は低

い一方、尾張町（58％）下新町（50％）など古くからの

地区では著しく高い高齢化率となっている（図24）。 

 

 図23 まちなかの人口減少 

 
 図24 高齢化の進展 

 

①小学校の統廃合 

まちなかの人口減少に伴い、最近約30年で、まちな

かの小学校12校が㸳校に減少した。1987年長町・長土

塀・松ヶ枝・芳斉小が中央小に統合されたのを皮切り

に、此花・瓢箪が明成小に（1995）、野町・弥生小が泉

小に（2014）、味噌蔵・材木小が兼六小に（2016）、新

竪町・菊川小が犀桜小に（2019）相次いで統合された。 

②コミュニティ活動の危機 

まちなか区域の人口減少と高齢化により、さまざまな

地域のコミュニティ活動が存続の危機に瀕しているが、

旧小学校下ごとに公民館が存在しており、この組織の努

力により何とかコミュニティ活動を継続しているのが現

状である。 

③ 空き地・空家の増大 

空き地・空家の増大に伴い、その跡地にはコインパー

キング（図 25）による資産活用が急増しており、まさに

まちの空洞化、スポンジ化が進行している。 

 

    図25 コインパーキング 

（㸱）熟成のためには、「影（スポンジ化）の克服」 

先ず、影であるスポンジ化を逆手にとって、既存スト

ックを活用、転用することが必要である。そのためには、

今都市や地域で不足する機能、求められる機能、伸ばす

べき機能は何かを考える必要がある。 

さらには、成熟から老齢化へと進行することを考慮す

ると、高度成長期に築造された道路や橋梁、下水道など

都市インフラの耐用年数が一斉に訪れるため、これらの

老朽化への対策も喫緊の課題となる。 

  

3.2「北㝣新幹⥺㛤ᴗ」の光と影 

 2015年（平成 27年）3月 14日、北陸新幹線の東京㸫

金沢間が開業した（図 26）。これまで約 4時間かかって

いたのが約 2 時間半と 1 時間半の時間短縮がなされた。

東海道新幹線の開業から51年、半世紀越しの夢が叶った。

金沢を中心とした県内各地は賑わい、相当の経済効果も

みられるが、その一方で所謂観光公害という地域課題も

顕在化している。 

 開業前後でどのような変化があったかを分析した上

で、その光と影や今後の課題を整理し、考察する。 

     図26 北陸新幹線ルート図 

(1) 開業前後の取り組み 

 開業前後では、県や地元市町の各機関が一体となって

様々な取り組みを展開してきたが、主に県等では次のよ

うな戦略で取り組んだ。 
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① 県㹑㹒㹃㹎21計画では、おもてなしの向上、食文化 

の魅力向上、歴史・景観を活かした地域づくりを㸱

本柱とした施策の事前の取り組みを進めた。 

② 取組事例としては、首都圏での㹎㹐イベント、マス

コットキャラクターのひゃくまんさん、銀座のアン

テナショップ、情報センター、観光列車の運行など。 

③ 受け皿づくりとして、のと里山海道（4車線化、無料

化）、金沢城公園（玉泉院丸庭園や河北門など）、

金沢港など交流基盤・交流拠点の整備を図った。 

  

(2) 開業前後の変化 

①主要交通㸸新幹線利用者、空港利用者 

2019年 10月、新幹線利用者は 2015年 3月の開業以来

約4年半で4000万人を突破した（図27）。1年1ヶ月㹼

㸰ヶ月ごとに1000万人増加のペースであり、一日平均利

用者は約 2 万 4 千人となる。年間利用者数は、開業の初

年度は在来線特急の約 3 倍増となり、以降前年比では、

93％、100％、101％と前年超えの勢いである。 

一方、空港利用者は、開業前の約 4 割減と大きく落込

み、小松空港が35％減、富山空港が55％減となっている

（図28）。 

 

 図27 北陸新幹線利用者数 

 

 図28 航空機利用者数 

②来訪者㸸観光客入込客、文化施設入場者など 

 石川県への観光入込客は、これまでの 2100-2200 万人

から 2400-2500 万人と約 2 割増加した。また金沢地域で

も 2015年に初めて 1000万人を突破し（図 29）、宿泊客

も340万人（34％）となった（図 30-31）。 

 主要観光施設の入場者数も、兼六園が 300万人、21世

紀美術館が250万人を超えるなど急増した（図32）。 

 大規模なコンベンションの数も開業前年の 11 件から

32件に3倍の伸びとなった。 

 

 

      図29 県観光客入込客数 

 

 

 図30 金沢観光客入込客数 

 

図31 北陸三県宿泊者数 
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 図32 観光文化施設入場者数 

 

③インバウンド㸸外国人客・宿泊者 

 全国的にもインバウンド（訪日外国人客）は、2012年

の836万人から2018年3119万人と近年は急増している。 

本県でも、兼六園の外国人客が 2018 年は約 43 万人と

右肩上がりで伸び（図 33）、外国人宿泊客も台湾やヨー

ロッパ系を中心に急増している（図 34）。 

 

      図33 兼六園外国人入園者数 

 

 

      図34 発地別外国人宿泊客数 

 

④企業㸸企業の開設、オフィス・ホテル等の稼働率など 

 開業前年の 2014年から金沢市内に 68 企業が支店や営

業所を開設しており、拠点廃止の企業は 1 社である（図

35）。 

 オフィスの空室も減少し、金沢駅周辺では満室に近い

状況である（図 36）。 

 

図35 企業の開設 

 

 
 図36 金沢オフィス空室率 

シティホテルの稼働率も上昇しており（図 37）、金沢

駅周辺や武蔵㹼香林坊間ではホテルの建設ラッシュとな

っており、客室数は2015年の9800室から2020年に13400

室と大幅な増加が予測され、金沢より人口規模が遥かに

大きい名古屋市を上回る勢いである（図38）。 

 

 図37 金沢ホテル旅館稼働率 
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 図38 金沢ホテル建設計画 

 

⑤二次交通㸸歩行者、バス利用者、まちのり利用者 

 交通面では、バスの市内線の定期外利用が増加傾向に

ある。2012年より金沢市が実施するレンタサイクル「ま

ちのり」が、周知されてきたこともあり、利用者は増大

傾向である。2015年度は前年比166％の21万人超の利用

者があった。観光拠点を中心に市内22か所のサイクルポ

ートがあり、観光客を中心として観光地巡りに活用され

たと推測される（図39）。 

 

 図39 まちのり利用者数 

⑥印象㸸金沢の魅力・不満（日本人・外国人） 

 来訪者アンケートでは、金沢の魅力は、国内客が食事、

街並みを、海外客は治安、おもてなしを上位に挙げてい

るのが注目される（図 40）。我々が普段当たり前に感じ

ている日本の治安もその良さは外国人に高く評価されて

いる。逆に不満は、少数だが、バス不便やホテル代、食

の期待外れ、トイレ少ない、英語メニューなどが挙がっ

た。 

 

 図40 金沢の魅力度 

 

(3) 新幹線開業の光 

①1年目は急増、2年目以降は横ばいとなるも、新幹線効

果は概ね継続している。富山、高岡と比較すると、利

用量が断然多い金沢が一人勝ちの様相を呈している。  

②来訪者・地元民とも石川や金沢の魅力を再発見できた。 

③観光客向けの宿泊・商業施設や文化施設等は経済効果

が大きく、加賀・能登全域に効果が波及しつつある。 

④仕事での午前中会議や私事（冠婚葬祭やコンサート、

観劇など）でも余裕をもって東京往復が可能となるな

ど、ライフスタイルが飛躍的に質的向上した。 

⑤富山や岐阜、長野、福井など近県の観光地とのネット

ワークが強化され、選択肢が増えたため、相乗効果に

より広域観光ルートの展開が一段と進められるように

なった（図41）。 

 

 図41 金沢インバウンド戦略 
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(4) 新幹線開業の影 

①観光客のマナー問題は如何か㸽 

②買い物や飲食店で地元客・地元店への支障は如何か㸽 

③海鮮丼、のどぐろ、おでんなどの流行は、観光客向け

の流行か、果たして本来の文化なのか㸽 

 

(5) 今後の主な課題 

①新たな観光の展開 

→広域観光の展開、個性的なニューツーリズムの企画、

魅力ある㹋㹇㹁㹃の誘致、国際化への対応が必要 

②来訪者との共存共栄  

→異文化との共生、地元への利益還元が必要  

③移住・定住の促進  

→地元学生の定着と多世代のI・J・Uターン促進（居

住環境+就業環境） 

④市民の生活・文化の質的向上 

→市民生活ファーストの視点でまち磨きの不断の努力 

 

3.3 「⇍成」にあたっての基ᮏⓗど座 

熟成に関わる現状・課題を明らかにし、熟成に向けて

都市、市民、交流賑わいの切り口から基本的な視座を述

べる。 

 

（㸯）「都市」の熟成 

金沢は「歴史・文化の厚み」と「奥行きの深さ」が魅

力であり、各時代の文化と建造物が重層的に存在してい

る。これをバックボーンとしてステップアップを図る。 

① 「国際都市」としての度量 

都市格を高めるため、「国際都市」としての誇るべき

広い度量を持ち、歴史の中に時空を超えた現代の息吹を

吹き込む。 

ex.世界の頭脳とセンスを結集（国際コンペの実施、優

れた芸術家・建築家の登用） 

ex.石川や金沢の誇れるモノを世界に情報発信 

（兼六園、21美、茶屋街、九谷焼、輪島塗、金箔等） 

② まちなかに「人と活気」 

人間優先の思想で、「まちなか」に人と活気を呼び戻

す。特に、ハレの場である街なかを、来街者がわくわく

(HOT)㸩いんぎらーと(ほっと)できるような魅力ある人

間空間に創り変える（図42）。 

ex.道路空間の再編成（公共交通・自転車・クルマとの

空間再配分、オープンカフェ） 

ex.市民の大半が住むケの場である郊外についても、快

適で便利な空間に再整備が必要 

 

     図42 まちの賑わい（メッス） 

 

③ 地域と歴史に「本物志向」 

地域のアイデンティティ、㹂㹌㸿を活かして、「地域」

と「歴史」に、本物志向で、徹底的にこだわる。  

 ex.地域固有の資源の再発見（特産品、温泉情緒、伝統

産業）→ 資源磨き・活用 

 ex.江戸㹼平成までの歴史的重層性、歴史的資産の活

用・町並み修復 

 ex.歴史の㹂㹌㸿を現代のストーリーで甦らせる 

④「景観の作法」に心がける 

 ex.屋外広告物の色と形、町並み・ファサードや屋根並

みを整える 

⑤ まちの「シンボル」をつくる 

 単なるランドマーク(目印)ではなく、県民・市民の精

神的な誇りや愛着を醸し出すようなシンボルを築きたい。 

 

（㸰）「市民」の熟成 

「市民生活ファースト」の視点で、市民が我がまちに

誇りと愛着を持ち、幸せを実感できるよう努める。 

①いんぎらーとした日常生活の回復 

居住環境のレベルアップ（安全安心、利便）を図る。 

②日常の生活文化の醸成 

非日常の文化だけでなく、生活に根付く日常の文化を

育む。たえず「伝統的革新」を心がけ、「文化」でメシ

を食おう！という気概を持つ。 

 ex.非日常的文化（芸術、伝統芸能、割烹）と日常文化

（食、お茶、お花）の両面を磨く 

 ex.我々の日常文化が、来訪者の非日常体験に 

 ex.欧米人から見ると、日本の文化は「日出ずる国のミ

ステリアスな文化」 

③地域コミュニティの絆の強化  

日常の地域活動に積極的に参加し、コミュニティの絆

を強め、万一の災害時に自助や共助ができるようにする。 
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（㸱）「交流・賑わい」の醸成 

多文化・多人種・多世代が交流する中で、お互いの差

異を認めつつ、「共生」の視点で相互理解を図る。 

① 市民同志の交流 

② 国内外からの来訪者との交流 

③ 時空を超えた多世代の交流 

 

3.4 まちなかのスポンジ化・まちの㔊成への処方⟢ 

喫緊の課題であるまちなかのスポンジ化やまちの熟成

に向けた提案を具体的に述べる。 

 

◇提᱌㸯 公共ⓗ✵㛫へのᬻ定利⏝ 

①小規模空地のコインパーキング化を阻止、再編・集約

するとともに、「まちなか広場」を創出する。 

ex. 多世代、多国籍・多文化の人たちが交流できる時

空を超えた交流の場を造る。 

 

②公共的利用を促進するためには、土地所有と土地や施

設の利活用を「上下分離方式」にする。 

ex.民有民営㺂民有公営㺂公設民営(コンセッション方

式)というさまざまな手法を弾力的に活用する。 

ex.土地建物所有者の税軽減、利活用者の利用用途を緩

和したり、税軽減の措置を講ずる。また開発利益が地

元に還元できるようなシステムを構築する。 

 

③波及的多目的活用により、本来の利用に付加価値を

つけた機能を持たせる。 

ex.災害時の避難拠点、避難路として活用。 

地球環境（地球温暖化やヒートアイランドの緩和） 

 

◇提᱌㸰 ✵き家、✵きビル、⤫廃合施タの公共ⓗ㌿⏝ 

既存ストックの活用によりコンバージョンし、都心居

住、コミュニティ復権、にぎわい創出を図る。 

① 統廃合小学校の活用 

ex. 公民館、医療福祉施設、多世代交流施設の活用 

ex. 芸術、音楽、劇等若者の自由な文化創造スペース

（街なかの第二の市民芸術村） 

 

②金澤町家のコンバージョン（図43） 

金澤町家の外観と中味を修復し、コンバージョンする。 

ex.都心居住用住宅、コミュニティ施設、シェアハウ

ス、カフェ・レストラン、休憩処 

 

      図43 町家の活用（小松） 

 

③空き店舗のコンバージョン 

スクラップ＆ビルドでなく外観を揃えて中味を変える。 

ex.居住施設を含めた施設のコンバージョン（図 44） 

ex.商業業務施設㸩居住施設を㹋㹇㹖（容積率の何割か

を義務付け） 

 

 

    図44 倉庫活用住宅（㺏㺯㺛㺡㺷㺞㺼㺯） 

 

◇提᱌㸱 「人㛫優先のみち✵㛫」に再⦅ 

街路は、「交通空間」かつ「交流空間」であり、今後は

車から公共交通や自転車へシフトすることが必要である。 

ex.交通として、車線数の減少と歩行空間の拡幅により、

人間中心の「みち空間」にコンバージョンする。 

ex.交流として、沿道の空き地等を活用して、「滞留で

きる広場」（緑地、休憩処等）を創出する。 

ex. 「オープンカフェ」や「沿道建物の㸯階ファサー

ドの開放」により、人の憩える空間づくりをする

（図45-46）。 
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 図45 オープンカフェ（㺱㺻㺫㺽㺶㺒） 

 

 

     図46 ファサードの開放（金沢） 

 

◇提᱌㸲 ハード、ソフトのツーウェイ作戦 

 昼と夜の二毛作として、ナイトタイムエコノミー、ナ

イトカルチャーを進める。 

ex.「夜の活用」。石川栄耀「夜の都市計画㸸昼耕夜誦」 

ex.㸿㹇やロボットの活用により、マルチウェイ化へ 

ex.㸯店舗㸰業種の店舗形態(山中ゆげ街道）（図47）、 

冬と夏の㺠㺎㺑㺈㺐、四季折々の㺪㺉㺎㺑㺈㺐化を図る。 

 

図47 1店舗2業種の店舗形態（山中） 

㸲㸬尾張⏫の㔠ἑらしい⏫の復ᶒ 

尾張町は、江戸期には北国街道沿いに大店が並ぶ金沢

経済の中心だった。その後、約 430 年間も戦禍を免れて

おり、都市構造も概ね藩政時代の骨格のままである。 

現在の金沢の発展の基盤を作ったのは、都心軸構想の

実現によるところが大きい。片町、香林坊、武蔵から駅、

港までの都心軸が、再開発や区画整理事業などにより整

備され、様々な都市機能が集積された。 

北陸新幹線開業後、金沢は大変賑っているが、尾張町

界隈は駅、近江町、ひがし茶屋街という賑わい拠点の狭

間で、素通りされており、昔からの街並みや商いなども

失われつつある。 

そこで、典型的なケーススタディとして各時代の建築

や生業がモザイク状に存在する尾張町地区を取り上げる。

この地区の資源を再評価しながら、尾張町の金沢らしい

まちとしての復権を探るとともに、人間に優しい都市空

間を再生するための具体的な処方箋を提示した。 

 

4.1 尾張⏫地区の≉徴 

〇≉徴㸯  伝⤫⎔境ㄪ和区域 

当初の金沢市の景観条例に基づく景観計画では、近代

的景観創出区域に位置付けられていたが、現在は「伝統

環境調和区域・景趣調和区域」に指定されている（図48）。 

都心軸の近代的景観と茶屋街などの伝統的環境の調和

と共生を図る位置づけである。 

 

 図48 尾張町・伝統環境調和地区 

 

〇≉徴㸰  伝⤫ⓗな営みがṧる 

 用途は商業地域に指定されており、商業用途の建物は

大通り沿いに 27％（53/198）が存在し、多様な用途、昔

からの生業が残る。藩政期の目抜き通りの大店は減少す

るも、新幹線開業後歩行者の増加により商業的利用のニ

ーズやポテンシャルは高くなっている。 
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〇≉徴㸱  各時代の建⠏がモザイク≧にΰ在 

江戸から平成に至る各時代の建築がモザイク状に混

在する。歴史的景観の建物は約 4 割を占め、ヒューマン

スケール（2階建て以下は半分、3階建て以下は 3/4）な

街並みと言える（図 49）。 

また、木造町家が44％（大通り沿い108/245）と多く

残っているが、歴史的な町家、近代建築、マンション、

駐車場などがデコボコに立地している（図50）。 

 
      図49 尾張町歴史的建築図 

 

 図50 尾張町・北国街道街並み 

 

〇≉徴㸲  㛤Ⓨがᮍ完、地元㈨ᮏが主 

再開発は駅から武蔵、香林坊・片町の都心軸上に集中

しており、尾張町地区に及んでおらず、土地や建物の地

元所有者が多い状況である。 

 新幹線開業後は、通行する観光客が増加しており、新

たな可能性、ポテンシャルが高い。 

 

〇≉徴㸳  㒔市ィ⏬㐨㊰の拡幅が㏵上 

1930年に幅員22㹫で都市計画決定。現道は幅員15㹫で

あり、うち歩道は1.5㹫程度と狭い（図51）。 

固い建物はセットバックするも、疎らで平面的にも凸

凹の形状となっている。また櫛状に抜けた空き地には、

コインパーキングが多く、電柱や電線が見苦しい景観と

なっている。 

2012年（平成24年）、行政や地元からなる㹎㹇委員会

ではの整備計画案を取りまとめ、これに基づき、国が整

備に着手しているが、一部都市計画と不整合のままとな

っている。武蔵ヶ辻㹼博労町区間は、都市計画決定通り

22㹫で整備中であり、博労町㹼橋場町区間は、当面拡幅

せず、無電柱化と歩道整備を進める予定である。 

 

     図51 尾張町・都市計画道路区域 

 

4.2 尾張⏫再⏕ᵓ想 

 

☆尾張⏫再⏕ᵓ想 

「ⓒ万▼㏻り尾張⏫⏺㝰を㔠ἑらしい✵㛫として整備」 

 

☆ᵓ想実⌧のための四つのポイント 

①都市計画法㺃市条例の規制㺃誘導の見直し 㸻ルール 

都市計画道路、防火地域㺂用途地域などの都市計画規

制・誘導内容の変更 

条例等による地区や特区などの新規指定 

 

②望ましい都市機能の維持向上 㸻アメニティ 

円滑な交通処理（車、自転車、歩行者）、生活文化・生

業の成立、美観の創出など 

 

③行政と市民、地元住民との合意形成 㸻コンセンサス 

地域での協定の締結や整備計画・事業の合意 

 

④実現化の為の財源支援措置の拡充 㸻インセンティブ 

特定地区での建築物に対する対象拡大と助成率拡充 

広場、カフェ、イベントなどハード・ソフトの助成 
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4.3 尾張⏫再⏕ᵓ想の提ゝとその提ゝへの対応 

 

提ゝ㸯 Ṍ⾜⪅優先型の⾤㊰✵㛫へ 

㸻街路空間の再編を行い、人間優先の空間に再生する。 

◇車線数の減少・・・現在の4車線を上下2車線+右折

車線の実質3車線に縮小 

 ◇歩道部の拡幅による安全で円滑な歩行空間を確保

（現道幅員15㹫のうち歩道は1.5㹫） 

◇既にセットバックした民地や空き地を活用して滞留

空間（広場、休憩処等）を創出 

 

 

提ゝ㸯への対応 

①都市計画道路の計画幅員と車線数の見直し 

・昭和5年(1930年)に幅員22㹫で都市計画決定した「道

路幅員と車線数の見直し」が必要。 

・武蔵交差点㹼博労町は、都市計画通りに 22㹫で拡幅整

備（交差点は必要な車線確保） 

・博労町㹼橋場交差点は、現道に電線類の地中化を進め、

当面の歩道を確保。将来は都市計画道路を現道幅に縮

小変更し、「上下2車線+付加車線㸩幅広歩道」に。 

 

②車線数を縮小した時の交通処理対策の検証 

・現在の国道 159号交通量は、平日 19,300 台/日、休日

13,140台/12h（2015道路㺜㺻㺙㺛）である為、このまま車

線を縮小すると現段階では交通容量的に処理が厳しい。 

・今後、人口減少・高齢化の進展や自動運転化の移行に

より自動車の減少が予測される為、「公共交通の強化」

を図るとともに、交通実験も行いながら本格的に「2

車線化」に切り替える。 

 

③安全で円滑な歩行空間の確保 

・十分な歩行機能を確保するには、上記の条件①②を早

急に整えることが必要となるが、当面は、無電柱化事

業を促進し、歩行空間の確保と景観面・防災面での機

能向上を図る。 

また、新町側との相互補完により歩行ネットワーク化

し、安全・快適な流れを確保する。 

 

④歩道沿いの空き地の公共的利用 

・既にセットバックした民地やコインパーキング等の空

き地を公共用地として取得するか借用し、イベント広

場、多目的交流施設など市民や来訪者が「滞留できる

憩いの空間」とする。 

・これを広場や道路として都市計画決定するか、他の規

制により「公共空間として担保」する。 

・整備の際には、国の都市再生整備事業や市のオープン

カフェ事業などの助成を活用する。 

 

⑤行政と市民との合意形成 

・平成24年に、道路管理者の国や市、地元住民からなる

㹎㹇委員会で当面の整備計画が提案されているが、現

在の都市計画と不整合のまま各種事業が進められてい

る為、この計画を公民共通の思いとして再びオーソラ

イズしていくことが必要。 

 

提ゝ㸰 Ṕ史ⓗ㔜層性の⾤㊰✵㛫へ 

提ゝ㸱 ᮌ㐀建⠏がある⾤㊰✵㛫へ 

㸻金沢らしい歴史的都市空間の形成のために、 

木造建築を残す、造る。 

 

◇歴史的重層性を有し、モザイク状に存在する各時代

の建築物の保全と修復 

◇残存する木造の町家、商家の存続と新しい木造建築

の立地可能な都心空間の形成 

 

提ゝ㸰、提ゝ㸱への対応 

①防火・準防火地域指定の変更 

・本地区は商業地域で容積率 500％であるため、「防火地

域」の指定。 

・建築基準法では、延焼防止の観点から木造は平屋の100

㎡以下と規定されており、通常の木造建築を許可する

には防火地域の指定解除が必要。 

・重伝建地区であるひがし茶屋街では、指定解除の上防

災計画により対応。本地区では、「こまちなみ地区」指

定に加え、適切な防災対策により指定解除の可能性の

検討を行う。 

 

②良質で魅力ある都市空間形成のためのルールづくり 

・本地区は、市景観条例の「伝統環境調和区域」に指定

されているが、歴史の厚みのある風情、沿道景観や人

間味のある都市空間を形成するためには、地区の「ま

ちづくり協定」、「地区計画」、「景観デザイン指針」な

どのルールづくりが必要。 

・地域のデザインにおいて、「木質」という地域の共通項

をベースにまちの一体感を醸し出せる工夫をする。（ス

トリートファニチャーや舗装などに適用） 
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③歴史的建造物等の保全、修復の支援 

・既存の町家で国や市の登録文化財などは、条例等の規

定により「修復費用の助成支援」を手厚くする。また、

金沢独自の方式として、金澤町家やそれに準ずる建築

を幅広に認定し市独自の助成措置を創設する。 

 

④特別な地区指定による木造建築の緩和措置及び木造建 

築の建替えや新築の支援 

・金沢に相応しい良質のデザインと構造を有する「木造

建築」を増やすため、金沢方式として、「木造特区」や

「こまちなみ地区」を指定の上、諸要件を満たす木造

建築行為に対し緩和措置を講ずる。 

・外観、構造、防災等の要件を満たす木造建築の建替え

や新築にあたり、「市独自の助成措置」を創設する。そ

の際、都市計画法の土地利用規制（用途地域、高度地

区、容積率等）や地区計画なども再設定する。 

  

⑤行政と市民との合意形成 

・都市のビジョンを実現する金沢市と利害関係の生ずる

地元住民・企業における「まちづくり協定」の締結や

「こまちなみ地区」の指定、各種助成措置等について

相互連携できるよう合意形成を図ることが必要である。 

 

㸳㸬⤊わりに 

金沢の都市づくりの歴史的系譜として、寺内町や城下

町の原点から現代の歴史的保全と現代的開発の共存を図

りながら、品格と魅力を兼ね備えた都市に「成長・成熟」

するまでを辿った。各時代での社会経済状況や都市に対

するニーズの多様化、高度化にも対応しつつ、近年進行

する人口減少㺃少子高齢化の中、まちなかの人口減少に伴

うスポンジ化や新幹線開業に伴う課題を明確にした上で、

まちの「熟成」を実現する為のさまざまな処方箋を提示

した。 
時間と紙面の制約で、約300の図・表・写真の中から

かなり抜粋して掲載したので、多少分かりにくい個所も

あるがご容赦願いたい。 
今後とも、国内外の優秀な人材や産学官の知恵と行動

力を結集しながら、金沢らしい熟成された人間中心の都

市空間を築き上げられるよう、より一層の努力を重ねて

まいりたい。 
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1㸧㔠沢学㝔大学  2㸧宝㐩志水町教⫱委員会 
 

子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌㸦宝㐩志水町㸧出土⪥環の 
⮬然⛉学的◊✲ 

 

 
中村 晋也 1㸧   ➉森 杏奈 2㸧 

 

SFLHQWLILF SWXGLHV RQ WKH AQFLHQW EDUULQJV E[FDYDWHG IURP WKH SKLRNRGDQQ\D-\RNRDQD TRPEV 

DQG HLMLULNDZDWHUD\DPD-\RNRDQD TRPEV LQ HRGDWVXVKLPL]X-WRZQ, IVKLNDZD PUHIHFWXUH 

 
SKLQ-\D NAKAM8RA   AQQD TAKEMORI 

 

 

せ  ⣙ 

▼川県宝㐩志水町に所在する子浦小㇂屋横✰古墳⩌、⪷川寺山横✰古墳⩌出土の⪥環㈨料 5点について、それらの材

㉁、〇作技法のゎ明を目的に、;⥺㏱㐣撮影、⺯光;⥺分析、㢧微㙾ほ察を実施した。その⤖果、「中実㸸㖡ⰺ㖟板㈞
㘡㔠㸸たたみ㎸み技法」㸦2点㸧、「中実㸸㖡ⰺ㔠板㈞㸸たたみ㎸み技法」㸦3点。うち 1点は劣化により㛤口㒊の技法不

明㸧であることが明らかとなった。これにより、▼川県内でㄪ査済みの⪥環の⣙半数が「中実㸸㖡ⰺ㖟板㈞㘡㔠」の技

法で〇作されたことが☜ㄆされた。このことは、6世⣖後半から7世⣖半ばにかけての全国的な⪥環流㏻の盛期に、そ

こで流㏻した⪥環の✀㢮的傾向が一⮴したものが、▼川県内でも同様に流㏻していたことを♧唆する⤖果となった。 
 

キーワード㸸⪥環、子浦小㇂屋横✰古墳⩌、⪷川寺山横✰古墳、材㉁・〇作技法、;⥺㏱㐣撮影、⺯光;⥺分析 

 
 

㸯㸬はじめに 

 ⪥を⿦㣭するために用いる「⪥㣭」の文化は、その初現を⦖文時代早期に出現する玦状⪥㣭に求めることができると

⪃えられる。⦖文時代中期以㝆には、⪥栓、滑㌴形⪥㣭と呼ばれるものが登場し、⪥㣭の文化は⦖文時代を㏻じて東日

本を中心に流⾜していたと⪃えられている㸦水㔝・小林㸸1988㸧㸦渡㎶㸸1997㸧。その後、弥生時代に入ると、⪥㣭の文
化は忽然と姿を消し、次に出現するのは古墳時代中期㸦5 世⣖㸧の垂㣭付⪥㣭や⪥環と呼ばれる⿦㌟具による。これら
は主に古墳の副ⴿ品として出土し、㔠、㖟の⿦㣭を施すなど大㝣からもたらされた㧗度な㔠工技⾡により〇作された⿦

㣭品である。このことは、埋ⴿされた㤳㛗たちの㌟体を㣭る⿦㣭品の1つとしての位⨨付けだけでなく、それらを所有
すること⮬体が、所ㅝ、権威の㇟徴を♧す意味合いを含んでいたと推定できる。なお⪥環という呼⛠は、環状を呈する

⪥㣭を⥲⛠して用いられる場合もあるが、本✏で♧す「⪥環」は、棒状の㔠属をC環状に曲げて〇作されたいわゆる「単
環」を指して用いることを断っておく。 
 北㝣地域の古墳㸦横✰墓を含む㸧からも⪥環の出土例は数多く報告されており、その材㉁や〇作技法については、➹

⪅のうち中村がこれまでにいくつかㄪ査報告を⾜ってきた㸦中村 他㸸2013㸧㸦中村 他㸸2017㸧。このたび▼川県宝㐩志
水町に所在する子浦小㇂屋横✰古墳⩌および⪷川寺山横✰古墳⩌出土の5点の⪥環㈨料のㄪ査機会を得たので、主とし
て;⥺㏱㐣撮影、⺯光;⥺分析などの⮬然⛉学的手法を用い、それらの材㉁・〇作技法のゎ明を目的としたㄪ査を⾜っ
た。 
 
 
㸰㸬㑇㊧のᴫせ 
 2-㸯㸬地⌮ⓗ⎔境 
 子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌は、▼川県⩚咋㒆宝㐩志水町子浦・⪷川に所在する。宝㐩志水町は、日

本海に✺出する⬟登半島の基㒊に位⨨し、その地勢はすから、日本海に㠃した⩚咋◁丘、㑚▱地溝帯内の沖✚低地、▼

動山⣔・宝㐩山⣔から⥆く丘㝠地帯に分けられる。宝㐩山の深渓から源を発した子浦川は、向瀬川と合流し、⺬⾜しな

がら㑚▱平㔝に流入し両側の丘㝠を取り囲んで㇂平㔝㸦志㞝㇂㸧を形成している。横✰古墳⩌は、子浦川に㠃した丘㝠

上に❧地している。子浦川流域の丘㝠・台地上には、子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌のほかに円墳や横✰
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古墳⩌がまとまって分布している㸦▼川県埋ⶶ文化㈈保

存協会㸸1998㸧。 
 
 2-2㸬地⌮ⓗ⎔境 
子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌が❧地

する子浦川流域には、平地㒊に位⨨するⲶ島㑇㊧が⦖文

時代前期に☜ㄆされている。中期には、吉㔝屋㎰場㑇㊧、

新宮シバタン㑇㊧、下▼カグラ㑇㊧などが子浦川を望む

丘㝠の先➃に営まれる。晩期には、散田小学校前㑇㊧、

散田フルミヤ㑇㊧など低地㒊にも㑇㊧がㄆめられる。弥

生時代には、国指定史㊧である吉崎・次場㑇㊧、Ⲷ島㑇

㊧、二口かみあれた㑇㊧、杉㔝屋ろくばわり㑇㊧、杉㔝

屋㑇㊧、子浦川㑇㊧、㛗⪅川㑇㊧など、㑚▱潟を望む低

湿地および子浦川に㠃する平地に㞟ⴠが営まれるよう

になる。 
古墳時代には、6世⣖中ごろに横✰式▼室をもつ散田 
㔠㇂古墳をはじめとする古墳⩌が子浦川流域の丘㝠㒊に          図1 周㎶の㑇㊧ 
⠏かれる。古墳⩌の存在する子浦川沿いは㉺中から⩚咋 
へ向かう「之乎㊰」に㠃し、せ⾪としての位⨨づけがうかがえる。また、6世⣖後半から 7世⣖中㡭にかけて㐀られた
横✰古墳が、子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌のほか、町内には100基以上存在するとみられ、加㈡市・珠
洲市とともに県内でも横✰古墳の㞟中する地域として注目される。 
奈Ⰻ・平安時代の㑇㊧としては、杉㔝屋ろくばわり㑇㊧、80点以上の墨書土器が発ぢされた杉㔝屋専光寺㑇㊧などが
ある㸦▼川県埋ⶶ文化㈈保存協会㸸1998㸧。 
 
2-3㸬主な㑇ᵓと㑇≀ 
子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌は、志㞝町史⦅⧩

に伴い㔠沢大学⪃古学◊✲会を主体として、昭和 48 年から昭和
49年にかけて測㔞ㄪ査及び発掘ㄪ査が実施された。そのㄪ査成果
は、『▼川県志㞝町史』㸦1974㸧に報告されているが、ㄪ査された
27基のうち 6基の報告にとどまっており、残念ながら㈨料№1、
㈨料№2 については、出土した横✰についてのグ㏙がなくヲ⣽は
不明であるト㸦1㸧。 
⪷川寺山横✰古墳⩌は、ㄪ査された 12 基のほかに十数基の横
✰が☜ㄆされており、その中で⪥環が出土したのは、寺山19号横
✰、寺山 21号横✰である。寺山 19号横✰は、全㛗⣙ 6P、玄室
奥⾜ 2.18P、最大幅 2.28Pの㝮円の方形に㏆いプランを有し、天
井は尖㢌アーチに㏆い。玄室内の㑇物は、右奥壁より㔠環㸦㈨料

№4㸧とメノウ〇勾玉1点、☐玉〇⟶玉1点、水晶〇切子玉4点、
刀㌟2点がまとまって出土した。⩎㐨㒊には㑇物は☜ㄆされず、
前庭㒊からは土師器の☇・㧗坏、㡲恵器の㧗坏・坏が出土してい

る。寺山21号横✰は、全㛗6.6P、玄室は奥⾜・最大幅ともに2.27P
の両⿇のすぼまった㝮円方形プランを有し、天井は尖㢌アーチタ

イプに属する。玄室内からは、㡲恵器17点、刀子 5点、㔠環㸦㈨
料№3㸧がほぼ㛢塞時の原状を保つと判断される状態で出土した
ほか、⩎㐨㒊からは㡲恵器2点が出土している。 
子浦小㇂屋横✰古墳⩌は、⪷川寺山横✰古墳⩌から北に所在す

る丘㝠を㝸てた東側の斜㠃に㐀られており、ㄪ査された 15 基を
含む⣙30基の横✰が☜ㄆされている。⪥環㸦㈨料№5㸧が出土し
たのは、小㇂屋12号横✰であるが、志㞝町史に掲㍕されていない
ため横✰の概せは不明であるト㸦2㸧。 
子浦小㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌は、出土した土器

➼から6世⣖後ⴥから7世⣖前半にかけて⠏㐀され、特に6世⣖    図2 寺山19号ᶓ✰㸦  ⪥⎔出土地Ⅼ㸧 

子浦小㇂屋横✰古墳⩌ 

散田㔠㇂古墳 

⪷川寺山横✰古墳⩌ 
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末に活発となる。また、両横✰古墳⩌は、丘㝠の東斜㠃にかぎって

⠏㐀され、子浦川をはさんで南すに㛤口する散田㔠㇂古墳に向い

ており、両⪅の密接な㛵係と⤫制された⩌形成が推測される㸦志

㞝町史⦅⧩委員会㸸1974、▼川⪃古学◊✲会ほか㸸1980㸧。 
 

 

㸱㸬ㄪᰝ対㇟㈨料 

 今回のㄪ査で対㇟としたのは、子浦小㇂屋横✰古墳⩌もしくは

⪷川寺山横✰古墳⩌㸦出土㑇構不明㸧から出土した2点㸦№1、№
2㸧、⪷川寺山横✰古墳⩌21号横✰から出土した1点㸦№3㸧、⪷川
寺山横✰古墳⩌19号横✰から出土した1点㸦№4㸧、子浦小㇂屋横
✰古墳⩌12号横✰から出土した1点㸦№5㸧の合ィ5点である㸦図
4㹼8㸧。各㈨料の法㔞測定の⤖果を、⾲1に♧す。 
 №1、№2は、⾲㠃が㔠属㗵と埋没中の土が固まったような状態
でそわれており、⫗║ほ察の時点では材㉁を想定するのが困㞴で

あった。ただし、法㔞ィ測の数値が㠀常に㢮似しており、ぢた目の

劣化状況も同じような状態であることから、これらは同材㉁、同

技法で〇作された一対の〇品である可⬟性が⪃えられた。 
№3、№4、№5については、⾲㠃加㣭に㔠が使用されているせい
か、⾲㠃をそう㗵はㄆめられず光沢のある㔠Ⰽを呈している。そ

のうち№3は、片㠃の⾲層㒊の半分⛬度が欠損しており、劣化した
ⰺ㒊の材㉁が㟢出した状態であった。また、№4の⾲層㒊は、㒊分
的に㝗没した⟠所がㄆめられ、その状態からⰺ㒊は中✵もしくは

一㒊に欠損が生じている状態であることが想定された。№5 につ
いては、㛤口㒊付㏆に⾲層㒊の◚損がㄆめられるが、全体として    図3 寺山21号ᶓ✰㸦  ⪥⎔出土地Ⅼ㸧 
残存状態はⰋ好であり、〇作当時の姿を留めていることがうかが 
えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ㈨料№1             図5 ㈨料№2            図6 ㈨料№3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 ㈨料№4             図8 ㈨料№5 
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⾲ 1 ㄪᰝ対㇟㈨料のἲ㔞 定⤖ᯝ一ぴ 

資料  ʐ
縦外径 
（㎜） 

横外径 
（㎜） 

外径の 
縦横比 

縦内径 
（㎜） 

横内径 
（㎜） 

縦断面径
（㎜） 

横断面径
（㎜） 

重量 
（g） 

ᶼ1 31.11  35.09  0.89  14.46  16.93  8.83  10.18  28  

ᶼ2 30.66  34.74  0.88  13.29  16.92  9.06  8.85  28  

ᶼ3 20.82  21.70  0.96  11.99  11.62  4.89  7.56  6  

ᶼ4 23.74  26.66  0.89  13.65  15.84  5.41  5.47  4  

ᶼ5 29.73  33.25  0.89  14.96  18.28  7.39  9.29  32  

 

㸲㸬使⏝ᶵ器と分ᯒ条件 

4-㸯㸬㢧微㙾ほ察とクリーニング 

㛤口㒊の仕上げ技法、⾲㠃損傷㒊のほ察については、実体㢧微㙾

OL<MP8S S=;7㸦オリンパス♫〇㸧を使用して実施した。また、㈨料№1、
№2の⾲㠃クリーニング作業については、⾲層㒊を傷めずに㗵・汚れ層のみ
をミクロ単位で㝖去する必せがあったため、前㏙の実体㢧微㙾でど㔝を得な

がら、メスなどを利用して物理的に㝖去した㸦図9㸧。 
 
4-2㸬X⥺㏱㐣撮影 

⪥環内㒊の劣化状態やⰺ㒊の形状をㄪべるため、;⥺㏱㐣撮影を⾜った。
;⥺照射⿦⨨は、<;LON IQWHUQDWLRQDO AS SMART583㸦エクスロン・インタ
ーナショナル株式会♫〇㸧を用い、フィルムには IQGXVWULDO ;-RA< FILM80(富
士フィルム株式会♫〇㸧を使用した。 
 
 4-3㸬⺯光X⥺分ᯒ 
⪥環㈨料の各㒊の材㉁を明らかにすることを目的に、⺯光 ; ⥺定性分析
を⾜った。分析⿦⨨はエネルギー分散型微小㒊⺯光;⥺分析⿦⨨ SEA5230
㸦SII NDQR THFKQRORJ\株式会♫〇㸧を使用した。;⥺発生㒊の⟶球ターゲッ
トはモリブデン㸦MR㸧、照射径は 1.8㎜、1⟠所の測定時㛫は 420⛊㸦有効
時㛫 300⛊㸧、励㉳㟁圧は45N9、㟁流は⮬動タ定、ヨ料室内は大気とした。    図9 クリーニング作ᴗ 
なお、№1、№2の測定は、⾲㠃に付╔した㗵や土などを「4―1」で♧した 
方法でクリーニングした後実施し、5点の㈨料とも1㈨料当たり」数⟠所をタ定して⾜った。 
 
 
㸳㸬分ᯒ⤖ᯝ 
 5-㸯㸬㈨料№1 
 5-1-1㸬㛤口㒊の仕上げ 
㛤口㒊の仕上げ技法の☜ㄆを目的に、実体㢧微㙾ほ察を⾜った。№1 の㛤口㒊では、ⰺ㒊を⿕そした⾲層材の➃㒊を
中央に向かって折りたたんだような皴状の痕㊧が☜ㄆされた㸦図11㸧。 
 
 5-1-2㸬X⥺㏱㐣撮影 
㈨料⾲㠃からではほ察できないⰺ㒊の構㐀ㄪ査を目的に、;⥺㏱㐣撮影を⾜った。;⥺㏱㐣画像では、㈨料全体の㏱
㐣度が低く白く写っており、ⰺ㒊の構㐀が「中実」であることが☜ㄆされた。また、ⰺ㒊の周㎶の⾲層に㏆い㒊分にお
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いては、一㒊でやや㏱㐣度の異なる層を☜ㄆできることから、ⰺ㒊に板状の㔠属を⿕そして〇作している構㐀も☜ㄆさ

れた㸦図12㸧。 
 
 5-1-3㸬⺯光X⥺分ᯒ 
㈨料各㒊の材㉁推定を目的に、⺯光;⥺定性分析を⾜った。」数の測定⟠所すべてから、㖡㸦CX㸧と㖟㸦AJ㸧の㢧ⴭ
な検出を☜ㄆした。また、㈨料内側㠃の一㒊からは、不㢧ⴭではあるが㔠㸦AX㸧の検出を☜ㄆした㸦図13㸧。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図10 ㈨料№1㸦クリーニング後㸧          図11 㛤口㒊㢧微㙾⏬像 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図12 X⥺㏱㐣⏬像              図13 ⺯光X⥺スペクトル 
 

5-2㸬㈨料№2 
 5-2-1㸬㛤口㒊の仕上げ 

№2 の㛤口㒊を㢧微㙾でほ察すると、№1 と同様に、ⰺ㒊を⿕そした⾲層材の➃㒊を中央に向かって折りたたんだよ
うな皴状の痕㊧が☜ㄆされた㸦図 15㸧。 

 

5-2-2㸬X⥺㏱㐣撮影 

№2の;⥺㏱㐣撮影の⤖果、これも№1と同様に、㈨料全体の㏱㐣度が低く白く写っており、ⰺ㒊の構㐀が「中実」
であることが☜ㄆされた。また、ⰺ㒊の周㎶の⾲層㒊においては、一㒊でやや㏱㐣度の異なる層を☜ㄆできることから、

ⰺ㒊に板状の㔠属を⿕そして〇作している構㐀も☜ㄆされた㸦図16㸧。 
 

 5-2-3㸬⺯光X⥺分ᯒ 

⺯光;⥺で測定した」数⟠所すべてから、㖡㸦CX㸧と㖟㸦AJ㸧の㢧ⴭな検出を☜ㄆした。また、㛤口㒊付㏆の一㒊か
らは、CX、AJに加えて、㔠㸦AX㸧、水㖟㸦HJ㸧の検出がㄆめられた㸦図17㸧。 
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図14 ㈨料№2㸦クリーニング後㸧           図15 㛤口㒊㢧微㙾⏬像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16  X⥺㏱㐣⏬像                 図17 ⺯光 X⥺スペクトル 

 

5-3㸬㈨料№3 

 5-3-1㸬㛤口㒊の仕上げ 

№3 は劣化により㛤口㒊を含む⾲層㒊の一㒊が欠損しており、㛤口㒊の仕上げを☜ㄆすることはできなかった。一方
で、◚断した⟠所から内㒊を㢧微㙾でほ察すると、ⰺ㒊は㟷⥳Ⰽに㗵びており、⾲層㒊は㔠Ⰽを呈するⷧい板が巻かれ

ている様子が☜ㄆされた㸦図19㸧。 

  

5-3-2㸬X⥺㏱㐣撮影 

ⰺ㒊の構㐀は、前㡯の㢧微㙾ほ察によって、棒状の㔠属を曲げたⰺ㒊の⾲㠃を㔠Ⰽに呈する板で⿕そしている状態が

☜ㄆされていたが、欠損㒊以外の内㒊構㐀も☜ㄆするため;⥺㏱㐣撮影を⾜った。その⤖果、白く写ったⰺ㒊は全体的
に劣化の影㡪を受けており、その⾲㠃は㗵びて欠損したと思われる⟠所が凹凸状に残存し、後㏙する№5 で☜ㄆされる
ような〇作当時の平滑性は失われていた㸦図20㸧。 
 

 5-3-3㸬⺯光X⥺分ᯒ 

◚損して剥き出しとなったⰺ㒊を測定した⤖果、㖡㸦CX㸧が㢧ⴭに検出された。また、㔠Ⰽの⾲層㒊を測定した⤖果、
CX、㔠㸦AX㸧の㢧ⴭな検出に加えてわずかに㖟㸦AJ㸧の検出がㄆめられた㸦図21㸧。⾲層㒊で検出したCXは、ⰺ㒊も
しくはその㗵の付╔に由来すると⪃えられ、同じくわずかに検出した AJについては、原材料となった㖡もしくは㔠の
㖔▼に含有する不⣧物成分由来と推定できる。 
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図18 ㈨料№3               図19 㛤口㒊㢧微㙾⏬像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図20  X⥺㏱㐣⏬像              図21 ⺯光X⥺スペクトル 

 

5-4㸬㈨料№4 

 5-4-1㸬㛤口㒊の仕上げ 

№4 は㛤口㒊を含む⾲層㒊の一㒊に欠損がㄆめられるほか、⾲層㒊の一㒊が内㒊に凹んだ⟠所を」数☜ㄆできる。か
ろうじて残存する㛤口㒊の㢧微㙾ほ察を⾜ったところ、ⰺ㒊を⿕そした⾲層材の➃㒊を中央に向かって折りたたんだよ

うな皴状の痕㊧が☜ㄆされた㸦図 23㸧。 
 
5-4-2㸬X⥺㏱㐣撮影 
№4の;⥺㏱㐣画像では、㛤口㒊と㏫側の内㒊を中心に⣙ 2/3ほどは㏱㐣度が低く白く写る⟠所が☜ㄆでき、これが
㔠属〇のⰺ㒊であることが推定できる㸦図 24㸧。一方、㛤口㒊付㏆の㏱㐣画像では、㏱㐣度が㧗く✵洞のように㯮く写
っている⟠所がㄆめられた。これは㔠属〇のⰺ㒊が劣化により㒊分的に欠損し、⾲層材が内㒊に✵洞を作って残存して

いる状態であると⪃えられる。また、前㡯の㢧微㙾ほ察時には、㛤口㒊の欠損㒊分からⰺ㒊のようなものがほ察できて

いたが、同位⨨の㏱㐣度の低さを㚷みると、これは㔠属〇のⰺの残存㒊ではなく、✵洞化した内㒊に土◁や有機物など

が混入し固まったものではないかと推定できる。 
 
5-4-3㸬⺯光X⥺分ᯒ 
測定したすべての⟠所から、㔠㸦AX㸧、㖡㸦CX㸧、㖟㸦AJ㸧の㢧ⴭな検出を☜ㄆした㸦図 25㸧。AXは⾲層㒊の材㉁に
由来し、CXはⰺ㒊の材㉁に由来する検出を⪃えられる。また、AJの検出については、№3よりもやや㧗い強度で検出
されており、⾲層㒊のAXの原材料不⣧物に由来するという⪃え方と、AXとAJを合㔠にしたものを⾲層材としている
という⪃え方が仮ㄝとして想定されるが、定㔞分析を⾜っていない現状では両⪅の可⬟性を♧唆するにとどめる。 
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図22 ㈨料№4                 図23 㛤口㒊㢧微㙾⏬像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図24  X⥺㏱㐣⏬像               図25 ⺯光X⥺スペクトル 

 

 

5-5㸬㈨料№5 

 5-5-1㸬㛤口㒊の仕上げ 

№5 は目❧った欠損㒊もなく、⾲㠃に㗵の発生もなく㔠Ⰽの㔠属光沢を放つⰋ好な状態であった。㛤口㒊の㝽㛫はⴭ
しく狭く㢧微㙾ほ察が困㞴であったが、図 27 で♧すように、ⰺ㒊を⿕そした⾲層材の➃㒊を中央に向かって折りたた
んだような痕㊧が☜ㄆされた。 
 

5-5-2㸬X⥺㏱㐣撮影 

;⥺㏱㐣撮影では全体の㏱㐣度が低く白く写り、中実であることが☜ㄆできた。また、図 27で♧した㛤口㒊の◚損⟠
所では、ⰺ㒊までも劣化により一㒊欠損し✵洞化している様子が☜ㄆできた㸦図28㸧。 

 

5-5-3㸬⺯光X⥺分ᯒ 

測定したすべての⟠所から、㔠㸦AX㸧、㖡㸦CX㸧、㖟㸦AJ㸧の㢧ⴭな検出を☜ㄆした㸦図29㸧。検出した各元⣲の⺯光
;⥺強度は№4のそれとほぼ同様であり、検出元⣲の由来についても同様のゎ㔘が当てはまると⪃えられる。 
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図26 ㈨料№5                  図27 㛤口㒊㢧微㙾⏬像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図28  X⥺㏱㐣⏬像               図29 ⺯光X⥺スペクトル 

 

 

㸴㸬材㉁・〇作技ἲに㛵する⪃察 

以上のようなほ察、分析⤖果から、各㈨料の材㉁・〇作技法について⪃察してみる。 
№1、№2の2点は、㖡〇の棒状㔠属をC環状に曲げたものをⰺ㒊とし、その⾲㠃を㖟板で⿕そして〇作されているこ
とが明らかとなった。また、両㈨料とも㔠㸦AX㸧の検出がㄆめられたことに加え、№2からは㢧ⴭに水㖟㸦HJ㸧が検出
されたことから、㖟板の⾲㠃に㔠アマルガムを施して仕上げていることが❚える。そして、両㈨料の㛤口㒊は⾲層材の

➃㒊を、ⰺ材を⿕そするように内側へ向けてたたみ㎸んで仕上げている。これらの特徴から、№1、№2 は、「中実㸸㖡
ⰺ㖟板㈞㘡㔠㸸たたみ㎸み技法」の⪥環に分㢮することができる。また、⫗║ほ察により両⪅が㠀常に㢮似した特徴を

♧すと㏙べていたが、材㉁・〇作技法の特徴も一⮴したことから⪃えると、やはりこれらは一対の⪥環として用いられ

ていた可⬟性が極めて㧗いとゝえる。つまり、これまでのㄪ査グ㘓において2点の正☜な出土㑇構は不明とされている
が、これらが一対であれば、同一㑇構の副ⴿ品として埋ⴿされた可⬟性も㧗いのではないかと⪃える。 
№3、№4、№5の 3点は、㖡〇の棒状㔠属をC環状に曲げたものをⰺ㒊とし、その⾲㠃を㔠板で⿕そして〇作されて
いることが明らかとなった。№4、№5の⺯光 ;⥺定性分析では、㖟㸦AJ㸧がやや強く検出されたことを㏙べ、その由
来の可⬟性については、⾲層材の「㔠の不⣧物ㄝ」と「㔠㖟の合㔠ㄝ」の 2ㄝを仮定した。しかし、改めてデータをヲ
⣽にゎ析してみると、そこで得られたAJの検出強度は⣙170FSV前後であった。これは㐣去のㄪ査で同機器・同条件で
分析し「㔠㖟合㔠板㈞」と推定した、法土寺㑇㊧㸦⚟井市㸧出土の2点の⪥環㈨料のAJの検出強度が⣙600㹼700FSVで
あったことと比㍑すると⣙ 1/4⛬度の強度しかなく㸦中村 他㸸2017㸧、寺山横✰古墳の 2点の場合は、「㔠の不⣧物ㄝ」
の可⬟性の方が㧗いと⪃える。ただし、両㑇㊧の㈨料とも定㔞分析を実施していないため推測の⠊囲を㉸えず、今後の

ㄢ㢟の1つとしたい。 
㛤口㒊の仕上げ技法について№4、№5の 2点は、⾲層材の➃㒊を、ⰺ材を⿕そするように内側へ向けてたたみ㎸んで
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いた。№3については欠損のため断定するに⮳らなかったが、㐣去のㄪ査事例⤖果から⪃察すると、「㖡ⰺ㸸㔠板㈞」⪥
環の㛤口㒊は、№4、№5と同様の「たたみ㎸み」による仕上げか、⾲層材の➃㒊をキャンディーの包⿦⣬のように捻じ
り⤠り切断している「⤠り㎸み」の技法を採用しているケースが多い。 
以上の⪃察から、№3、№4、№5は、「中実㸸㖡ⰺ㔠板㈞㸸たたみ㎸み技法㸦№3は⤠り㎸み技法の可⬟性もある㸧」の
⪥環に分㢮できると位⨨づけたい。 
 

 

㸵㸬まとめ 

 これまでの◊✲で、▼川県内の各市町史や㑇㊧発掘ㄪ査報告書➼にグ㍕された内容から、本ㄪ査で対㇟とした子浦小

㇂屋横✰古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌を含め、県内の46㑇㊧から⪥環の出土を☜ㄆしている㸦山内㸸2013㸧。また、⪥
環が出土した 46㑇㊧のうち 42㑇㊧が古墳時代後期㸦6世⣖後半㹼7世⣖半ば㸧に㞟中している。わが国における⪥環
の流㏻が5世⣖から始まり、古墳時代後期に汎日本的に広く流㏻したという特徴から⪃えると㸦渡㎶㸸1997㸧、まさに▼
川県内における⪥環の流㏻時期の中心はその盛期と一⮴し、6 世⣖末を中心に営まれたと⪃えらえる子浦小㇂屋横✰古
墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌出土の㈨料も例外でないことがわかる。また、県内の⪥環出土㑇㊧の分布⠊囲は、南加㈡地

域から⬟登半島の先➃の珠洲市まで広く広がっており、本ㄪ査で対㇟とした県央に位⨨する宝㐩志水町内においても、

子浦小㇂屋古墳⩌・⪷川寺山横✰古墳⩌以外に、上田狐塚古墳㸦2点㸧、➉生㔝天王山古墳⩌㸦1点㸧、散田㔠㇂古墳㸦4
点㸧が☜ㄆできる㸦山内㸸2013㸧。 
 一方、個々の材㉁・〇作技法の点からまとめると、本ㄪ査で対㇟とした5点の⪥環㈨料のうち2点が、「中実㸸㖡ⰺ㖟
板㈞㘡㔠」で〇作されていることが明らかとなった。この〇作技法は汎日本的に分布しており、流㏻㔞のうちに占める

割合も㧗い傾向がある。本学が携わった▼川県内のㄪ査済み㈨料 35点のうち、本ㄪ査で扱った前㏙の2点を含めると、
実に 17点㸦49㸣㸧がこの技法により〇作されたものだとわかった。また、同様の傾向は、⚟井市内の㑇㊧から出土した
⪥環の〇作技法でも☜ㄆされている㸦中村 他㸸2017㸧。残り 3点の「中実㸸㖡ⰺ㔠板㈞」の㈨料についても、これまで
に☜ㄆされていた4点を加えて県内7例目の☜ㄆとなり、現状では「中実㸸㖡ⰺ㖟板㈞㘡㔠」に次いで多い技法である
ことが☜ㄆされた。 
 以上のことから、▼川県における⪥環の流㏻は、全国的な⪥環流㏻の盛期でもある6世⣖後半から7世⣖半ばにかけ
ての▷期㛫において、全県域的に急激に広がりをぢせたということが指摘できる。また、そこで流㏻する〇品の材㉁・

〇作技法からみた特徴も全国的なそれと㢮似するものであり、列島における⪥環の流㏻、展㛤の流れの中に例外なく位

⨨することがぢえてきた。 
 
 
㸶㸬おわりに 
⪥環は⪥を㣭る⿦㌟具として用いられたと⪃えられるが、その〇作方法は未ゎ明な㒊分を多く残すなど、㧗度な㔠工

技⾡を必せとする〇品である。また⪥環は、㔠・㖟などのぢた目の⨾しさを有し、㈗㔜な㔠工品を入手できたという所

有⪅の㝵層的な❧場を物ㄒる㑇物の1つとゝえる。本◊✲成果を含め、⪥環が流㏻する時期、材㉁・〇作技法が全国的
に共㏻するという傾向は、それらが各地域的な単位で個々に〇作されていたものではなく、㝵⣭など当時の♫会的⫼景

をもとにした影㡪下、㝈られた〇作地より全国へ伝播したものではないかと推定できる。 
北㝣地域の㑇㊧から出土した⪥環㈨料の材㉁・〇作技法のゎ明を目的としたㄪ査は、徐々にその数を増やしながら⪃

察を㐍めている最中である。今後は未分析㈨料の分析を㐍めつつ、共伴㑇物や出土㑇構の特徴との㛵係を⢭査し、古墳

時代中・後期の♫会的様相のゎ明の一助としていきたい。 
なお、本ㄪ査は、㔠沢学㝔大学 2017㸦後㸧-2018㸦前㸧フロントランナープログラム「LHWCV EH D FXUDWRU!!」の学⩦プロ
グラムの一環として、本学文学㒊文学⛉歴史学専攻の学生4名㸦岡田優希、横田汐㔛、田村㎿、水⛉汐⳹㸧が、中村の
指導のもとㄪ査に参加した。実物の文化㈈㈨料にゐれ、一㐃の分析・撮影作業に加え、劣化した㈨料のクリーニング作

業までを体㦂することができた。このような実㊶的な学⩦の機会をいただいた宝㐩志水町教⫱委員会の㛵係ㅖ氏には、

ここにグして御♩申し上げたい。 
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ト㸦1㸧㈨料№1、2については、『▼川県志㞝町史』㸦1974年㸧に、小㇂屋・寺山横✰の出土品として写真及び実測図
が掲㍕されていることから、いずれかの横✰から出土したことは☜実である。 

ト㸦2㸧『⬟登 散田㔠㇂古墳―之乎㊰の族㛗墓とその周㎶―』には、小㇂屋12号横✰の出土品として、㔠環1点のほ
か⟶玉1点、切子玉2点の写真が掲㍕されている。 
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「いしかわのようもう」商品㛤発 
㸫ヒツジを活用した地域振⯆の取り組み㸫 

 

広根 礼子 

 
 ³IVhikaZa YoXmoX´ PUodXcW DeYeloSmenW 

㸫ChallengeV in Regional DeYeloSmenW foU Whe PUacWical UVe of SheeS㸫 
 

Ayako HIRONE 
 

せ  ⣙ 

大学で学ぶ専㛛分㔝を活かして、地域のㄢ㢟ゎ決をヨみる実㊶的な学びが盛んに⾜われている。筆者は、

2018 年度、白山㯄㸦石川県白山市㸧を対㇟とした、『羊放牧による⪔作放棄地の発生㜵止及び羊の⫗・乳・

毛等を活用した特産品の㛤発』に携わった。本稿は、ネーミングやロゴ、イラスト制作など、さまざまなゅ

度で主体的に㛵わった羊毛の商品㛤発に㛵する工程を中心に、完成した商品の㈍売・PR活動として実施した

フェルトワークショップについてまとめた実㊶報告である。また、本事業を㏻じて⾜われた地域の方々や専

㛛の異なる大学㛫での協働について考察する。 

 

キーワード㸸羊毛㸪デザイン㸪地域振⯆㸪商品㛤発㸪協働 

 

 

1. はじめに 
1.1  ⫼ᬒと┠ⓗ 
㐣疎・㧗㱋化が㐍⾜し、土地のⲨ廃や、担い手不㊊

が深刻化する白山㯄。その白山㯄を対㇟に、⪔作放棄

地を有効活用し新たな地域産業を創出して、地域の活

性化を図る事を目的としたのが本ヨみである。白山㯄

木滑㸦きなめり㸧地区住民らと㐃携し、2015 年、石川

県立大学が大学コンソーシアム石川「地域ㄢ㢟研究ゼ

ミナール支援事業」として㛤始した。2018 年から新た

に北㝣大学と㔠沢学㝔大学が加わり、三大学の専㛛を

持ち寄った協働による取り組みを継続している。 

 

2018年度、各大学の主担当は以下の㏻りである。 

石川県立大学㸸「⪔作放棄地放牧によるヒツジ増産」 

放牧での仔羊の⫱成、繁殖および⫧⫱によってヒツジ

の増㢌を図ると共に、その⫗を国産ラム⫗として出Ⲵ

したりレストランやヨ㣗会に提供すること。 

北㝣大学㸸「羊毛の㫽獣忌㑊効果の検ド」 

フェルトとして㈍売できない汚れた㒊分の羊毛の用㏵

について検ウすること。 

本学㸸「羊毛の商品㛤発と㈍売促㐍」 

毛刈りで発生する羊毛をフェルト材料に加工するとと

もに、㈍売促㐍を狙う新パッケージを考案すること。 

 

1.2  ⨺ẟの商品㛤Ⓨ 
取り組みの一環として生産されるヒツジの羊毛は、

これまで㏱明のビニール⿄に封入し、地域のイベント

で㈍売されていた。今回この包⿦を改め、県内産の㈗

㔜な羊毛をアピールし、㈍売促㐍に繋がるようなパッ

ケージデザインの㛤発を⾜うことになった。 

3年のゼミ生、市井⳯々穂・笠置ⴌ絵・徳田理紗・山

口竣㍜の4人を中心メンバーとして商品企画を始めた。 

 

2. ⨺ẟができるまで 
2.1  国⏘ウールの⌧≧ 
世界中には 3 千種ものヒツジの品種があるとゝわれ

ているが、現在日本にいるヒツジの代⾲種は、㢦と手

㊊の㯮い㺀サフォーク/Suffolk㺁である。サフォークは、

体が大きく、多産で早熟なことから、⫗用種として㣫

⫱されている。 

サフォークの毛は、短毛で⭾らみのある毛㉁を生か

し、その多くは羊毛布団の材料として使われてきた。

羊毛としては、1㢌から約2Kg程度取れるが、刈り取っ

た汚毛に含まれる繊維以外の⬡・汗・泥汚れ・水・⸕

ゴミを取り㝖き、洗い上がった羊毛の㔜㔞は、約 50㸣

に目減りしてしまう。そのため現在日本の牧場などで

㣫⫱されている⫗と乳を搾取することを目的とするヒ

ツジの毛は、大つ模な洗毛工場がないことが㉳因し、
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福祉施タなどが少㔞の手洗いをㄳけ㈇う以外は、ほと

んどがゴミとして廃棄されているという。 

このことから、中国・アメリカに次いで大㔞にウー

ルを消㈝する日本だが、羊毛の国内⮬給率はわずか

0.1%未満。国産ウールは大変な㈗㔜品といえる。 

 

2.2  ẟ刈り 
2018年5月19日、白山市瀬木㔝町の畜⯋にて、放牧

を控えた繁殖羊 9 㢌の毛刈りを⾜った。石川県立大学

の学生がバリカンを使用して丁寧に刈った羊毛を、北

㝣大学と本学の学生が、糞の付着や汚れがひどい㒊分

をはさみで取り㝖く㑅別作業を担当した㸦図1.2.㸧。 

この毛刈り体㦂で、素材に直にゐれ、そのにおいや

㉁感、特性を知ったことは、後にパッケージデザイン

の⿬⬟書につづる商品ㄝ明文の作成に役立った。 

 

 

図1バリカンで毛刈りをする県大生 

 

 

図2 刈った毛を㑅別するゼミ生 

 

2.3  Ὑί・ᰁⰍ・カーディング 
刈り取った羊毛は、洗浄・染Ⰽ・カーディング㸦採

取した繊維を櫛で均して、繊維方向が揃った綿状の塊

にする作業㸧を施すことで、やっと商品として㈍売す

る準備が整う。手ⱁ用品店で㈍売されている羊毛は、

全て機械で処理されているが、それを手作業で⾜うの

は、たいへんな労力をせする。生産者の労ⱞを知った

ことも含め、学生㐩は、一つの商品にしっかりと向き

合う姿勢を学べたのではないだろうか。 

洗浄と染Ⰽは石川県立大学の学生が担当し、カーデ

ィングは、石川県立大学と本学の合同で⾜った㸦図3㸧。 

 

 

 
図3 カーディングとパッケージング作業 

 
3. 商品企⏬ 
3.1 ネーミング 

これまで㈍売していた羊毛には名前がなかった。今後

商品として㔞産して継続的に㈍売していくには、まず、

名前をつける必せがある。ネーミングに㛵するディス

カッションを㐍める中で、ゼミ生から様々なアイデア

が㞟まった。 

一例を挙げると、ヒツジの㬆き声を⾲した案として

「baa baa」や、木滑の「もく」と、もこもこした羊毛

の「もこ」をつなげて思わずゐりたくなる案として「も

くもこ」。また、商品を一匹のヒツジにぢ立てて㐃れて

帰りたくなる㸦㉎入したくなる㸧案として㺀ひつじの白
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さん㺁。これは白山ブランドであるという意味も兼ねて

いる。 

10 個ほどに絞ったネーミング案を㛵㐃機㛵に提案し、

意ぢ交換を⾜った。アンケートによる投票により、最

終的に、幅広い年㱋層にアピールできるようにひらが

なで⾲グした『いしかわのようもう』が㑅ばれた。さ

らに生産地をアピールして欲しいという地域の方々の

意ぢを取り入れて、「はくさん きなめり の」という

コピーを付加した。㸦図4㸧。 

 

 

図4 決定したロゴマーク 

 

3.2 イラストレーション 

 商品にかわいいヒツジのイラストが付いていると手

にとりやすい。また、サフォーク種の特徴が伝われば、

商品にぶしみを持ってもらえると考えたゼミ生は、

各々⮬分㐩が実㝿にぢて感じたヒツジのイラストを描

いて持ち寄った㸦図5㸧。 

ネーミングと同様に㛵㐃機㛵に提案し、アンケート

を⾜った結果、正㠃を向いて座っている案に多くの票

が㞟まった。 

 

 

図5 イラスト案 

 

3.3 パッケージデザイン 

「いしかわのようもう」のデザインコンセプトは、

㸯つめに白山㯄の㇏かな⮬然のもとで手作業による丁

寧な生産をしているということ、㸰つめは今後地域の

方々が生産していくときに、出来るだけ作業が簡単に

すむこと、という2点を考慮して「素朴」・「手ゐり感」・

「シンプル」にタ定した。 

 パッケージに使用する紙は、環境に㓄慮された森林

ㄆド紙や古紙を中心に使用することに決め、4人のゼミ

生が一人一案、タイプの㐪うパッケージ案を考案して

ヨ作品制作を⾜った㸦図6㸧。 

 

 
 

図6 パッケージ案 

 

3.4 ᳨ウ会 

2018年 9月 7日、石川県立大学にて、学生を含めた

㛵係者によるパッケージデザインの検ウ会が㛤催され

た。ゼミ生の代⾲がヨ作品 4 案についてプレゼンテー

ションを⾜った。協㆟の末、情報の⾲示㠃積が大きく、

⮬立してタ置できる案に決定した㸦図7㸧。 

 

3.5 パッケージの完ᡂ 

パッケージ案が決定した後も、羊毛の容㔞やカラー

バリエーション、⾲㠃と⿬㠃に掲㍕する情報の検ドに

時㛫を割いた。「消㈝者が知りたい情報」と「生産者と

して伝えるべき情報」について何度も㛵㐃機㛵と意ぢ

交換を㔜ねた。こうして羊毛の商品㛤発は、約半年㛫

のヨ⾜㘒ㄗの末、9月末に新パッケージの完成に⮳った

㸦図8㸧。 
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図7 㛵係者にプレゼンするゼミ生 

 

図8 完成したパッケージデザイン 

 

 

 

図9 新⪺グ事 

 
 
 
 

4.イベントでの㈍売とワークショップ 
4.1 ᮌ⁥地区の㔛ᒣ⚍㺀ᒣ➗い㺁 

日時㸸2018年10月7日 

場所㸸木滑神社および吉㔝㇂ふれあいセンター  

「いしかわのようもう」新パッケージの初㈍売を⾜

った。地域の特産物やジビエ料理の㈍売ブースが並ぶ

かたわら、フェルトワークショップが⾜われ、マスコ

ミによる取材も⾜われた。㸦図9㸧。 

 

4.2 学園⚍ 

日時㸸2018年10月13・14日  

場所㸸㔠沢学㝔大学       

「baa baa café」と㖭打ち、羊毛㈍売とワークショッ

プに加え、ヒツジをイメージしたcafeメニューの㈍売

を⾜い、㞺囲気を盛り上げた。 

一方、石川県立大学の学園祭では、羊毛㈍売とワーク

ショップの㛤催、ヒツジとのふれあいがおこなわれた。

学生らは相互の大学祭をゼれ、交流を図った。 

 

4.3 ▼ᕝの㎰ᯘ⁺ᴗ⚍り 

日時㸸2018年10月20・21日 

場所㸸石川県産業展示㤋4号㤋  

㎰林漁業祭りは、㇏富な㔛山㔛海の幸の㈍売や体㦂

など、例年100を㉸えるブースがタけられる。 

羊毛㈍売とワークショップの㛤催、木滑地域の主婦

や学生らが作った羊毛のグッズ㈍売の他、ヒツジの放

牧や⫗に㛵するパネル展示を⾜った㸦図10㸧。 

 

4.4 㐨の㥐 

日時㸸2018年10月30日〜 

場所㸸㐨の㥐 㺀瀨女㺁 

㐨の㥐「瀬女」は、岐㜧県と福井県につながるせ所に

位置し白山㯄の地産㣗品や民ⱁ品を取り揃えている。       

「いしかわのようもう」の㈍売を㛤始した。 

 

4.5 㔛ᒣ地域セミナーと中㛫ᡂ⦼報告会 

日時㸸2018年11月17日 

場所㸸吉㔝㇂ふれあいセンター  

県内から公募したぶ子を対㇟に、ヒツジのふれあい

体㦂とフェルトワークショップを㛤催。その後⾜われ

た中㛫成績報告会では、地域の方々に対して、㈍売促

㐍効果のㄝ明と意ぢ交換を⾜った㸦図11.12㸧。 
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図10 ㎰林漁業祭りブースの様子 

 

 

図11 ヒツジとゐれ合うぶ子 

 

 
図12 ワークショップの様子 

 

5. まとめと⪃察 

5.1 学⏕のឤ᝿ 

取り組みの振り㏉りとして、 

1.羊毛の商品㛤発、2.他大学・地域の方々との協働の2

点について学生の感想をグす。 

 

1.羊毛の商品㛤発を体㦂して感じたこと 

・ ⮬分㐩で一からパッケージを制作したことによっ

て、デザイン系の学生と一⯡学生のど点は少し㐪

うと感じた。一つの商品には様々な想いとど点が

あって成り立っていることを学んだ。 

・ 今回、生まれて初めて羊とゐれ合い、今まで㛵わ

ったことのない畜産系の学生と交流した。一ぢま

ったく㛵係ないようにみえる分㔝に⮬分の知㆑が

役立つ経㦂を㏻し、⮬分の学んだデザインをどう

世の中に生かしたいのかを考えるきっかけになっ

た。 

・ ワークショップの企画を担当し、⮬分のアイデア

が生かされ、形になっていくという㠃でⰋい勉強

になった。地域の方々の温かさや優しさにゐれる

ことができ、とても有意義な時㛫を㐣ごすことが

できた。 

・ ⮬分㐩のデザインしたパッケージが商品となり、

人からⰋいホ価を受けたり喜んでもらうなど、も

のづくりの㨩力を多く感じることができた。 

 

2.他大学・地域の方々との協働で感じたこと 

 

・ 学内でヰし合うだけでは思いつかないようなアイ

デアや提案があり、それぞれの大学で学んでいる

知㆑や地域の方の意ぢなどがあったからこそ多く

の方に受け入れられるパッケージが提案できたの

だと思う。 

・ このプロジェクトで畜産系の学生だけではなく、

デザインや羊毛の活用方法について専㛛知㆑があ

る人㐩が協力することで、Ⰽ々な発ぢがあった。

例えば一㒊の木滑の方から出た「そもそも新しい

パッケージは必せか」という意ぢは、私㐩には出

てこない意ぢ。それに対して㈍売促㐍効果がある

と一方的に主張を㏻すのではなく、木滑の方々の

意ぢも取り入れたパッケージが完成したのはすご

くⰋかったと思う。 

・ 他大学の学生や木滑の方々と活動を共にすること

で、ひとりでは成し㐙げられなかったものができ

たという㐩成感があった。また、㣫⫱から㣗⫗加

工までの流れ、商品にならない羊毛の畑への散布

についても知ることができてⰋかった。 

・ 商品パッケージを制作するにあたって、消㈝者の

ニーズや生産者の思いに対して、単にデザインを

するのではなく、幅広い知㆑を持って応えていく

ことが必せだと改めて気づいた。 
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・ 羊の価値を石川県の人に知ってもらうのが目標な

のか、または売り上げをもっと上げるのが目標な

のか。結局商品を作ってその先どういう効果を期

待しているのかということは、地域㐃携だけでな

く普段の作品作りにもつながるように思う。 

 

5.2 ά動のᡂᯝ 

㹎㹐活動として実施したフェルトワークショップには、

累ィ200組以上が参加した。⿦いを新たにした羊毛の㈍売

数は100個を㉸え、新パッケージによる㧗い㈍売促㐍効果

が実ドされた。また、内容㔞や㈍売方法などが明確にな

ったことで、ィ画的な生産が可⬟となった。 

「いしかわのようもう」商品㛤発がラッキーだったの

は、4人のゼミ生のアイデアが同等の割合で採用され、商

品がㄌ生したことである。ネーミングが採用されてロゴ

の制作を手がけた学生、イラストが採用された学生、パ

ッケージのアイデアが採用された学生、㈍売時のPOPやプ

レゼンテーションボードをまとめた学生。活動に携わっ

た学生らが、各々⮬分ごととして等しく成果を実感でき

た理想的な事業を㏻じて、⮬ら考え⾜動する積極性が培

われた。白山㯄での㣫⫱㢌数はまだ20㢌余りだが、㈗㔜

な県産羊毛の商品㛤発に携われたことは、学生にとって

この上ない実㊶トレーニングの場となった。 

 今年度、ヒツジを主㍈に㸱大学が各々の専㛛性を⼥

合させることにより、モノづくりの㢼上から㢼下まで

一㈏した実㊶的学修が実現した。さらに、異分㔝を学

ぶ学生㛫や、白山㯄地域住民との継続的な交流を㏻じ

てコミュニケーション⬟力が㘫えられ、学内では得㞴

いまなびをもたらした。 

 

6. 今ᚋのᒎ㛤 

学生が主体となって㛤発・生産して㈍売に⮳った「い

しかわのようもう」は、今後、地域住民らが主体となり

パッケージワめ、㈍売を⾜っていけるように生産アドバ

イスを含めた交流を続けていく。そして、「いしかわの

ようもう」ブランドを幅広くアピールするためのWEBペー

ジを㛤タし、地域住民の収入増大につなげる準備を㐍⾜

中である。 

昨今、発想を促す⮬然の㐀形素材として羊毛を授業に

取り入れる大学が増えている。今後、㏆㞄の教⫱・福祉

の現場で「いしかわのようもう」の㨩力を紹介していき

たい。 

 

 

参⪃ᩥ⊩ 
(1) 大内㍤㞝㸦1991㸧「羊㋟グ〜人㛫と羊毛の歴史〜」平凡社 
(2) 本出ますみ㸦2018㸧「羊の本 ALL ABOUT SHEEP AND WOOL」

スピナッツ出版 
(3) ㈈務省㈠易統ィ ㍺入 2017年 

hWWS://ZZZ.maff.go.jS/j/Wokei/koXh\oX/kokXVai/inde[.hWml 
㸦2019.5.10㜀ぴ㸧 

(4) ㎰林水産省 めん羊の改Ⰻ増殖等をめぐる情勢 2014年 
hWWS://ZZZ.maff.go.jS/j/chikXVan/kikakX/lin/Sdf/men\agi_ViU\o
X4.Sdf㸦2019.9.13㜀ぴ㸧 

(5) 帝国書㝔 羊毛の生産トップ 10 と日本の国産供給㔞
hWWSV://ZZZ.WeikokXVhoin.co.jS/VWaWiVWicV/maS/inde[12.hWml 
㸦2019.9.13㜀ぴ㸧 

(6) 県産めん羊を活用した地域振⯆に㛵するシンポジウム 

岩手hWWSV://U-WVXVhin.com/joXUnal/jaSan/iZaWe_men\oX_01.hWml 
㸦2019.9.13㜀ぴ㸧 

 
 
 

251



�±·§²·ǂŎȎōhPUzŁƣƪ�§»�hȚ[zǒşƪƴƿ�

>	�	�ĴŴË�²·¡��~ƭŒ[ĠĢȎōjŁƣƪĝĨ>�

 
Ãį� ǁĢ 

 

The Vertical Study of Psychological Support for Trampolinists 

-Psychological Changes of Female Trampolinist Aiming for the Tokyo Olympics in 2020- 
 

Akiko MARUYAMA 
�

�� � ��

�

�±·§²·ǂŎk 	��� Ĵj���»�²·¡��QxƆĹƽƭhŔƦX{^ƋȃƪƈĂRƔMǂŎdLyF	�	�

ĴjŴË�²·¡��dȴďƭj�²·¡��üñegzGţűĠĢj´¥³kWWŝĴĈ½YFŴË�²·¡��d

j«�³ơĿ~ƭƀhţHȎōĻöhòtcMzG�

űƴƿjƭƪkFŴË�²·¡��~ƭŒ[ĠĢ�±·§²·ǂŎȎōhŁƣƪ�§»�~ǧMF]jŁƣƪĝĨh

aMcŻǮ[zWedLzG³»��·jƵǀF�«»��´»�·�ƓƦFǠĽŚřǧôjŖȋFǧôhwz�§»

�¨·��¤jƵǀeMNèĨjŁƣ�§»�~ǉȰĴøǧ`^ǌŷFŁƣŻŹdkFIǠĲħƢŇƅJIǠĲ�·�µ

»³ǞðJIȠÂðJIƎşðJjȤƭjĿƚRĈ½Y^Gq^FèƮėĉQxkŁƣƪĝĨRǬx{FǲądħðƩŘ

RdSzwNhg`^G]YcF���ǂŎğÑȖ«�³F¶»³���¤Ȗ«�³ơĿeMNÁƨj��¤´¥³h

ǂŎŉǓRĈ½Y^G�

Abstract 
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�᪥ᮏὋἲ࡜኱⾗໬ࡢỈὋࡿࡅ࠾࡟‴ྎ
㸫ỈὋ◊✲఍ྎ࡜‴య⫱༠఍ỈὋ㒊㸫�

�

ᒣ⬥� �ࡳࡺ࠶

�
7KH�SRSXODUL]DWLRQ�RI�VZLPPLQJ�LQ�7DLZDQ�DQG�-DSDQHVH�VZLP�VW\OH��

�
$\XPL�<$0$:$.,�

�

�

せ� � ⣙�

���� ᖺ � ᭶ࡣ࡛‴ྎࠊయ⫱࡟㛵ࡿࡍ◊✲఍ࠊࢀࡉ⧊⤌ࡀỈὋ◊✲఍ࡀタࠋࡓࢀࡽࡅ◊✲఍ࡢᖿ㒊ࡣ᪥ᮏὋ

ἲࡢὋ⪅࡛ࠊࡾ࠶᪥ᮏὋἲྛࡢὶὴࡢ㛗ᡤࡾྲྀࢆධ࡚ࢀ⦅ไࡓࢀࡉ㧗ᖌὋἲࡢ‴ྎࢆయ⫱⛉ᩍ⫱࡬ᑟධࡿࡍ

��ࠋࡿࢀࡽࡳ࡜ࡓ࠸࡚ࡋᐇ᪋ࢆ✲◊ࡢࡵࡓ��ᖺ �᭶ྎࡣ࡟‴య⫱༠఍ࡀタ❧ࠊࢀࡉ����ᖺྎ࡟‴඲ᓥࡢỈὋ

ࡿࢀࡉᐇ᪋ࡀ඲ᓥ࡛ỈὋ኱఍‴ྎࠊ࡟ዎᶵࢆࢀࡑࠋࡓࢀࡽࡅタࡀయ⫱༠఍ỈὋ㒊‴ྎ࡚ࡋ࡜⧊⤌ࡿࡍᘬ≌ࢆ

�ࠋࡿ࡞࡟࠺ࡼ
���� ᖺࡿࡅ࠾࡟‴ྎࠊ࡚ࡗ⮳࡟ỈὋ኱఍ྛࡣỈὋሙࡢᡂᯝⓎ⾲఍࠺࠸࡜ᙧᘧ୍ࠊࡋ⬺ࢆᐃࡢ࣮ࣝࣝࡢୗ➇

��ࠋࡓࡋ㐩࡟ᇦࡢࢶ࣮࣏ࢫᢏ➇࠺�� ᖺ௨㝆ྎࠊ‴ྛᆅ࡛ỈὋᅋయࡀタ❧ྎࠊࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ‴ྛᆅ࡛ỈὋ

኱఍ࡀദࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉỈὋᅋయࡢᡂ❧࡟ຍࠊ࡚࠼⦪㈏㕲㐨ࡢ࣒ࢸࢫࢩ᏶ᡂࡓࡲࡶỈὋ኱఍

㝯⯆ࡢᇶ♏ࠋࡓࡗ࡞࡜���� ᖺ௨㝆ࠊỈὋ኱఍࡛ᐇ᪋ࡣ┠✀ࡓࢀࡉ➇Ὃࡀ୺࡛ྎࠊࡵࡓࡓࡗ࠶‴඲ᓥ࡟ᗈࡗࡲ

࠸࡚ࡋ⾜⛣࡟Ὃ➇ࡣỈὋ࡞ⓗ⯡୍ࡿࡅ࠾࡟‴ྎࠊ࡟࠼ࡺࠋࡓࡗ࠶Ὃ࡛➇ࡃ࡞ࡣ᪥ᮏὋἲ࡛࡟ⓗ⯡୍ࡣỈὋࡓ

�ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ
�

�㸸᪥ᮏὋἲ㸪᪥ᮏ⤫἞ୗྎ‴㸪ỈὋࢻ࣮࣮࣡࢟

�
�
��� �࡟ࡵࡌࡣ

 
᪥ᮏ⤫἞ࡀ㛤ጞࡓࢀࡉ����ᖺᙜ᫬୍ࡢ‴ྎࠊ⯡ⓗ࡞ே࡚ࡗ࡜࡟ࠎỈὋࡣ㥆ᰁ࠸࡞ࡢࡳ㐠ື࡛࡟‴ྎࠋࡓࡗ࠶

࠸࡚ࢀࡉᩍᤵࡀ᪥ᮏὋἲ✀ྛࠊࡾ࠶㐠ື࡛ࡓࢀࡽᅗࡀᬑཬࢀࡉᑟධ࡚ࡗ࡞࡜ዎᶵࡀ἞⤫ࡢ᪥ᮏࠊࡣỈὋࡿࡅ࠾

�ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡓࡁ࡚ࡋ࡟࠿ࡽ࡛᫂✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡀ⪅➹ࠊࡣ࡜ࡇࡓ
⡆༢ࠊ࡜ࡿࡍ⌮ᩚ࡟����ᖺࡽ࠿����ᖺࠊࡣ࡟ᴟ᩿࡚ࡵ∦ⓗ࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡣỈὋάື࡝ࢇ࡜࡯ࡀ័⩦ࡢࡢࡶࡢࡑ

��ࠋࡓࡵጞࡋ௓⤂ࢆ᪥ᮏὋἲࡀ᪥ᮏே࡟‴ྎࡓࡗ࠿࡞��ᖺྎࠊ࡚ࡗ⮳࡟໭ீྂࡢᗉỈὋሙ࡚࠸࠾࡟య⫱೜ᴦ㒊

ỈὋ㒊ࡿࡼ࡟ỈὋㅮ⩦ࡀ㛤ጞ࡟ࡽࡉࠋࡓࢀࡉᇶ㝯ỈὋሙࡶ࡚࠸࠾࡟ỈὋㅮ⩦ࡀᐇ᪋ࡢࡑࠋࡓࢀࡉᚋ࠾࡟‴ྎࠊ

ᩍᤵࡀ᪥ᮏὋἲ࠸࡞ࡋ㝈ᐃࢆὶὴࠊࡣᗉỈὋሙ࡛ீྂࠊࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࡏぢࢆࡾࡀୖࡾ┒ࠎᖺࡣάືࡢỈὋࡿࡅ

ࡌሗ࡜ࡓ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀᣦᑟࡢほᾏὶࠊࡣᇶ㝯ỈὋሙ࡛ࠋࡓࢀࡀὋࡀὋἲࡢ࡝࡞ほᾏὶࠊỈᗓὶࠊᑠᇼὶࠊࢀࡉ

��ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ��ᖺீྂࠊ࡛ࡲࡿ⮳࡟ᗉỈὋሙཬࡧᇶ㝯ỈὋሙࡿࡅ࠾࡟᪥ᮏὋἲࡢᩍᤵࠋࡓࢀࡽࡅ⥆ࡣ����ᖺ
ࡸỈᗓὶኴ⏣ὴࡣᗉỈὋሙ࡛ீྂ࡟≉ࠊࢀࡉᩍᤵࡀỈὋ࡚ࡋ⥆⥅ࠊࡣᇶ㝯ỈὋሙ࡛ࡧᗉỈὋሙཬீྂࠊࡾ⮳࡟

⚄ఏὶࠊᑠᇼὶࠊỈᗓὶ࡝࡞ᵝ࡞ࠎὶὴࡓࢀࡉྜ⤫ࡀ㧗ᖌὋἲࡢᣦᑟࡀᐇ᪋ࠋࡿࢀࡽࡳ࡜ࡓࢀࡉᇶ㝯ỈὋሙ࡟

ほࡣࡢࡓ࠸࡚ࡗ࡞࡜୺ࡾࡣࡸࠊࡀࡓࢀࡉᑟධࡀὋἲࡿࢀࡽࡳ࡜㧗ᖌὶࡸỈᗓὶኴ⏣ὴࡢ㢮✀ᩘ࡟௚ࡢ㐲Ὃࠊࡣ

ᾏὶࡢᖹὋ࡛ࠋࡓࡗ࠶௨ୖྐࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ࡛᫂✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡀᐇ࡛ࠋࡿ࠶�
����ᖺ௦ྎࠊࡾ⮳࡟‴♫఍ࡣ㢧ⴭ࡟ኚ໬ࠋࡓࡋ౛ࠊࡤ࠼஺㏻⥙ࡀⓎ㐩ࠊࡋ⮬㌿㌴ࠊ⮬ື㌴ࡀὶ㏻ࡋጞࡇࡓࡵ

࡞఍ⓗ♫ࡢ‴ྎࠊࡋቑຍࡶ⋠ᑵᏛࠋࡓࡋቑຍࡀேཱྀࡿࢃᦠ࡟ᴗၟࡸᕤᴗࠊࡾ࡞࡜ᐜ᫆ࡀື⛣ࡢࠎேࡢ⯡୍࡛࡜

㢼₻࡚ࡋ࡜᪂࠸ࡋ≀஦ࡸᢏ⾡ࡅཷࢆධྎࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀ‴♫఍Ꮫ◊✲⪅࡛ࡿ࠶㝞ࡢࡇࠊࡣ᫬ᮇᩥࢆ໬㐠

��ࠊ࡟ࡽࡉࠋ���ࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࡿ࠶᫬ᮇ࡛࡞఍ྐୖ㔜せ♫‴ྎࡓࡁ㉳ࡀ఍㐠ື♫ࠊື��ᖺࠊࡣ࡟Ὃἲ࡜✲◊ࡢᏛᰯ

ᩍ⫱ࡢ࡬ỈὋᑟධࠊ࡟ࡵࡓࡢ��ṓ௨ୖྎࡢ໭ᅾఫࡢ⏨Ꮚ࡚ࡗࡼ࡟ỈὋ◊✲఍ࡀタ❧ࠊࢀࡉỈὋ୍ࢆ⯡ⓗ࡞㐠ື

᭷ࢆᩍ⫱ⓗせ⣲࡞࠺ࡼࡢỈᗓὶኴ⏣ὴ࣭㧗ᖌὶὋἲࠊࡣỈὋ◊✲఍࡛ࠋࡓࡗࡲጞࡀࡁື࡞ᮏ᱁ⓗࡢࡵࡓࡿࡍ࡟
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��ࡣ᪥ᮏ࡛ࠊ᪉୍ࠋࡓࢀࡉ࡜୺ࡀ✲◊ࡢὋἲࡓࡋ��ᖺ௨㝆ࢶ࣮࣏ࢫ✀ྛࠊ➇ᢏࠊࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࢃ⾜࡟ࢇ┒ࡀ

᪂⪺ࢶ࣮࣏ࢫࡣ࡟ḍࡀタࠊࢀࡽࡅヨྜ⤖ᯝࡢሗ㐨ࡸᐉఏࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡽࡳࡀ����ᖺ᫂ࡣ࡟἞⚄

ᐑእⱌ➇ᢏሙࡀ᏶ᡂࠊࡋ➨㸯ᅇ᫂἞⚄ᐑ➇ᢏ኱఍ࡀᐇ᪋ࡓࢀࡉ�᳜ࡢ࡚ࡗ࡜࡟‴ྎࡓࡗ࠸࠺ࡇࠋ��Ẹẕᅜ࡛ࡿ࠶

᪥ᮏࡢ࡬ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⇕ពྎ࡜‴♫఍ࡢ㏆௦໬ࢆ♏ࡢࢶ࣮࣏ࢫ✀ྛ࡟‴ྎࠊࡣ⠏ࡃᅵྎྎࡓࡗ࡞࡜‴య⫱༠఍ࢆ

ᡂ❧ࡓࡏࡽ⮳࡟ࡿࡏࡉ�ࠋ��ᮏ◊✲࡛ྎࠊࡣ‴඲ᅵࡀࢶ࣮࣏ࢫ✀ྛ࡬ᗈࢆࡾࡀぢࡿࡏ����ᖺࡽ࠿����ᖺ㡭࡟↔Ⅼ

�ࠋࡓࡋウ᳨࡚࠸ࡘ࡟᪥ᮏὋἲ࡜኱⾗໬ࡢỈὋࡿࡅ࠾࡟‴ྎࠊ࡚࠶ࢆ
�
��� ỈὋ◊✲఍タ❧�
�
����ᖺ�᭶ࡣ࡛‴ྎࠊయ⫱࡟㛵ࡿࡍ◊✲఍ࠊࢀࡉ⧊⤌ࡀỈὋࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆ✲◊ࡢỈὋ◊✲఍ࡀタࠋࡓࢀࡽࡅ

఍ࡢẖ᭶��㖹ࡣ఍ဨࠋࡓࢀࡉᏊ࡛ᵓᡂ⏨ࡢ��ṓ௨ୖࠊࢀࡉ⧊⤌࡚ࡗࡼ࡟⪅ỈὋྠዲࡢ໭ᕷෆྎࠊࡣ఍✲◊ࡢࡇ

ᵓᡂ࣓ࠋࡿࢀࢃᛮ࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡛⧊⤌ࡢᛶ㉁ࡿເࢆ⪅ཧຍ࡟⯡୍ࠊ࡜ࡿࡳࡽ࠿Ⅼࡢࡇࠊࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡵ⣡ࢆ㈝

�ࠋ���ࡿ࠶࡛ࡾ࠾࡜ࡢḟࠊࡣ࣮ࣂࣥ
ୡヰಀ� �Ⳣ἟ࠊඤᓥࠊ㇂⻏
㢳ၥ� � బ⸨໅ࠊ୰⃝ு἞ࠊຍ⚟ᆒ୕ࠊ⣽ぢோࠊᐑୗΎ୍㑻ࠊ▼ᕝ୰ᑚࠊ㮴㇂᪂ࠊᐩỌ⸨ᖹ�

� ୡヰಀࡢⳢ἟ࠊࡣ����ᖺࡢึ࡟ෆᆅὴ㐵⪅࡚ࡋ࡜᪥ᮏࡢ඲ᅜ୰ᏛᰯỈὋ኱఍࡟ฟሙࠊࡋ⩣ ����ᖺீྂࡣ࡟

ᗉỈὋሙつᐃࡢ �⣭ྲྀࢆᚓࡢࡑࠊᚋయ⫱೜ᴦ㒊ỈὋ㒊ࡢᩍᖌྎࡓࡵົࢆ໭୰Ꮫᰯ༞ᴗࡢⳢ἟୕㑻࡛ࠋࡿ࠶㢳ၥ

ỈὋሙྛࠊ㉱௵ᚋ࡬‴ྎࠊࡵಟ࡟㝮⏣ᕝࢆỈᗓὶኴ⏣ὴࠊࡣຍ⚟ᆒ୕ࠊࡾ࠶࡛≀ேࡓࡵಟࢆỈᗓὶࡣబ⸨໅ࡢ

ࠊࡶ࡚࠸ࡘ࡟୧ྡࡢᐩỌ⸨ᖹࠊ㮴㇂᪂ࠊ���ࡾ࠶࡛⪅Ὃࡢఏὶ⚄ࡣ୰⃝ு἞ࠋ���ࡓࡗࡓ࠶࡟Ỉᗓὶᣦᑟࡿࡅ࠾࡟

Ṋᚨ఍ỈὋ㒊ࡢᩍᖌࡓࡵົࢆே≀࡛ࠋࡿ࠶௨ୖ࡞࠺ࡼࡢ᪥ᮏὋἲࡢὋࡂᡭࡀ୰ᚰ࡚ࡗ࡞࡜ᵓᡂࡓࢀࡉỈὋ◊✲

఍ࠊࡣయ⫱ࡢᬑཬྥୖࢆᮇࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗࡿࡅ࠾࡟‴ྎࠊ࡟Ꮫᰯయ⫱ࡢ⌮ㄽཬࡧᐇ㝿࡟㛵ࡿࡍ◊✲ㄪᰝࢆᐇ᪋

�ࠋࡓࡋ
㧗ᖌὶỈ࡛ࡲ᫬༙୕ࡾࡼ᪊࡚ẖ᪥༗ᚋ஧᫬࡟ᗉΏ⯪ሙᑞᓊீྂࠕ࡟᪥᪥᪂ἲ‴ྎࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ෆᐜ✲◊ࡢࡑ

Ὃ◊✲ࡃ࡭ࡍ⾜⧰ࢆᣦᑟ᭳ࡣဨࡿࡓ⮹໭ᖌ⠊Ꮵᰯຓᩍᤵ℧⏣ึẁஅࡋ࡭ࡿࡓ␜࡟ࢀ�࡜ࠖ��ሗࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡌ

��ࠊࡣ⏣℧ࡓࡗࡓᙜ࡟ᣦᑟࡢ఍✲◊ࡢ��㸦᫂἞ ��㸧ᖺ࡟ᮾி㧗➼ᖌ⠊Ꮫᰯࡢయ᧯ᑓಟ⛉ࢆ༞ᴗࠊࡋ����㸦኱ṇ

�㸧ᖺΏྎᚋྎࠊ‴ᖌ⠊Ꮫᰯࡢຓᩍᤵࡓࡗ࡞࡜ே≀࡛ࡿ࠶�ࠊࠗࡣ⏣℧ࠋ�� ྎ‴ᩍ⫱࠘ࡢ୰࡛ࠕࠊᡈࡿὶ൤ࢆᏥ࡛ࢇ

Ṉࡀࢀ၏୍࡜ࡢࡶࡢᛮࡣࡢࡩᐅࠕࠊ࠸࡞ࡃࡋᐿ⏝ࠖ࡜ゝࡩ᪉㠃࡚ࡳࡽ࠿ᕬ࡟኱ࡿ࡞ㄗࠊࡿ࠶࡛ࡾἣࢆࢀࡇࡸ㧓

↛ࠋࡿ࡞࡟஦ࡠࡓ❧ᑦ᭦ࡣ⏤⌮ࡩゝ࡜ࡿࡍᣊἾ࡟ὶὴ୍࡚ࡘ࠶ࡀぢᆅࡢࠎ✀࡟ཪูࠊࡤ࡜ࢇࡏ⏝฼࡟౽᪉ࡢ⫱

㐺ྜ࡟ሙྜࡢ࡚⦻ὶὴ୍࡛ࠊࡀࡃ⪺ࢆࡢࡩゝ࡜ࡤࢀࡅ࡞ᒃ࡚ఱὶ࡛࡚ࡘᣢࢆ⪄ࡢ㡹ᅛࠎ୰ࡣேࡢ✀௒᪥ᡈ࡟ࡿ

ࡃࡋᐅࡃ඲ࡣࡢࡿࡍᣊἾ࡟ὴ୍ὶ୍ࡣࡾ㝈࠸࡞ࡀࢀࡑࠊࡎࡽ▱ࡊ࠸ࡤࡽ࡞ࡿ᭷ࡀࡢࡶࡿᒃ࡚ࡘᣢࢆὋἲࡁ࡭ࡍ

ࠋࠖ���ࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡩゝ࡜࠸࡞ ἞୕༑ඵ᫂ࡽ࠿⪄ࡩゝ࡜ࡿィࢆᩍ⫱ⓗᬑཬࡢ​Ὃࡣᮾி㧗➼ᖌ⠊Ꮵᰯ࡛ࠕࠊ࡟ࡽࡉ

஑ᖺ㡭᪁㐨ࡢ኱ᐙࠊࡋ⪸ࢆ⌧ᅾᡃ㑥࣯ࡿࡣ⾜࡟ㅖὶὴࡢ㛗ᡤࢆ᥇࡚ࡘ​Ὃせ┠ࢆ⦅ไࠋࡓࢀࡉṈࡢせ┠ࡣ㧗ᖌ

Ὃἲࡣ࡛ᰯྠ࡚ࡋ✃࡜அ࡚ࡘ᧸࡟ࢀᩍᤵ࡚ࡋᒃࡿ�ࠋࠖ��� ᙉㄪࢆ࡜ࡇ࠸࡞ࡀᚲせࡿᣊ࡟ὶὴࠊ㝿ࡪᏛࢆỈὋࠊ࡜

ࡽᣊ࡟ὶὴࡀ㧗ᖌὋἲࡓࢀࡉไ⦆࡚ࡋ⏝᥇ࢆ㛗ᡤࡢㅖὶὴ࡚࠸࠾࡟ᮾி㧗➼ᖌ⠊Ꮫᰯࡿ࠶༞ᴗᰯ࡛ࡢ㌟⮬ࠊࡋ

ࡗࡓᙜ࡟ᬑཬྥୖࡢ⫱య‴ྎࡢ௒ᚋࡀṊᚨ఍ỈὋ㒊ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠸࡚࡭㏙ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛┠​Ὃせ࠸࡞

ᐇࢆ✲◊ࡢࡵࡓࡿࡍᑟධ࡬⫱య⫱⛉ᩍࡢ‴ྎࢆ㧗ᖌὋἲࡓࢀࡉไ⦆࡚ࢀධࡾྲྀࢆ㛗ᡤࡢὶὴྛࡢ᪥ᮏὋἲࠊ࡚

᪋࡜ࡓ࠸࡚ࡋᛮࠋࡿࢀࢃ�
�
��� ྎ‴య⫱༠఍ỈὋ㒊タ❧�
�
ྎ‴య⫱༠఍ࠊࡣ����ᖺ �᭶ ��᪥ࠊ࡟ᙜ᫬⥲╩ᗓ⥲ົ㛗࡛ࡓࡗ࠶ᐁୗᮧᏹࡢ࿨ࡢୗタ❧ࠋࡓࢀࡉయ⫱༠఍ࡢ

⤒Ⴀࠊࡣ㈈ᅋἲேࡢᙧᘧࠊࢀࡉ࡞࡚ࡗࡼ࡟᪂➉ྎࠊ୰ྎࠊ༡ࠊ㧗㞝࡟ᨭ㒊ࡀタ⨨ࡓࢀࡉ�ࠋ���༠఍つᐃࠊ࡜ࡿࡼ࡟

ᮏ㒊஦ົᡤࡣ⥲╩ᗓࡢᗇ⯋ෆ࡟タࠊࡅ⥲╩ᗓ⥲ົ㛗ᐁྡࢆ㄃఍㛗ࠕࠊࡋ࡜ᅜẸࡢ㌟య೺඲ࠊ⢭⚄ࡢ඘ᐇࠊࡵࡓࡢ

య⫱ࢆዡບࡿࡍ㸦➨ � ᮲㸧����ࠖ࡜㏙ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࡭య⫱༠఍ྎࡣ‴඲ᓥࡢయ⫱࠶࡛⧊⤌ࡿࡍࢻ࣮ࣜࢆࢶ࣮࣏ࢫ

��᪥ᮏ⤫἞ึᮇ㸦ࠊࡣ࡟‴ྎࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧᫂ࡀ࡜ࡇࡿ�� ᖺ㸧タ❧ࡢయ⫱೜ᴦ㒊ྎ࠺࠸࡜໭ᆅ༊࡟㝈ᐃྛ࡚ࡋ

⣙ࠊࡣయ⫱೜ᴦ㒊ࠋࡿ࠶ࡀ⧊⤌ࡓ࠸࡚ࡋᒎ㛤ࢆάື࡟ࡵࡓࡢᬑཬⓎᒎࡢࢶ࣮࣏ࢫ✀ ��ᖺ࡟Ώࡢ‴ྎ࡚ࡗయ⫱ࢆ

≌ᘬࠊࡀࡓࡗ࠶࡛⧊⤌ࡿࡍ���� ᖺࡢ‴ྎࠊ඲ᓥⓗ࡞♫఍య⫱ࡢ㢼₻ࡢ㧗࡟ࡾࡲ୪⾜ࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࢀ࡜ࡀゎᩓࡿࡍ

యࡣ⧊⤌୧ࠋࡿ࠶࡛⧊⤌ࡓࢀࡉ๰タࡃ࡭ࡿィࢆ୍⤫ࡢ⏺⫱యࡢయ⫱೜ᴦ㒊ゎᩓᚋࠊࡣయ⫱༠఍‴ྎࠋࡓࡗ⮳࡟
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ࡗ࠶࡛⧊⤌ࡿ࡞␗ࡃ඲ࡣయ⫱೜ᴦ㒊࡜య⫱༠఍‴ྎࠊࡢࡢࡶࡓ࠸࡚ࡋ⮴ྜࡑࡇࢫࣥࢱࢫ࠺࠸࡜ࡿࡍᘬ≌ࢆ⏺⫱

ࢫ✀ྛࡢ඲ᅜつᶍࠊࢀࡉᣑ኱࡛ࡲ࡟ᆅ༊ࡢ໭௨እྎࡣࢶ࣮࣏ࢫ⫱యࡢ‴ྎࠊ࡚ࡗࡼ࡟❧タࡢయ⫱༠఍‴ྎࠋࡓ

�ࠋ����ࡓࡗ࠸࡚ࡅࡘࡁចࢆ⾗Ẹࡢ఍♫ࠊࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉᐇ᪋ࡀᢏ኱఍➇ࢶ࣮࣏
ྎ‴య⫱༠఍ࡀᡂ❧ᙜึタࠊࢫࢽࢸࠊົ⥲ࠊࡣࡢࡓࡅ㔝⌫ࠊ㝣ୖ➇ᢏࡢ᧞┦ࠊ �㒊㛛࡛ࠋࡓࡗ࠶ỈὋ㛵㐃ࡢ㒊

㛛ࡀタࡣࡢࡓࢀࡽࡅ ����ᖺ �᭶ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿࡚ࡗ⮳࡟����ᖺ �᭶ ��᪥ྎࠗࡢ‴᪥᪥᪂ሗ࠘ࠊࡣ࡟య⫱༠఍࡟

ỈὋ㒊࡟࡜ࡇ࠸࡞ࡀᑐ࡚ࡋᢠ㆟ࢡࢵࣆࣥࣜ࢜ࠊࡋ➇ᢏ࡟ỈὋࡾྲྀࡀධྎࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࢀ‴య⫱༠఍࡟

せ࠸ᙉࡿࡍᑐ࡟❧ỈὋ㒊タ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋ�����ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡌሗࡀ࡜ࡇࡓࢀࡉ࡞ࡀᥦ᱌ࡢ࡜ࡁ࡭ࡍ⨨タࢆỈὋ㒊㛛ࡶ

ᮃྎࠊ࡚ࡅཷࢆ‴య⫱༠఍ࡣ ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ீྂࠊᗉỈὋሙ࡛Ⓨ఍ᘧࢆᐇ᪋ࠊࡋబ⸨໅ࢆ㒊㛗ࠊ୰⃝ு἞ࠊ

㮴㇂᪂ࢆࡽᖿ஦ࠊࡋ࡜ỈὋᐙࡢ‴ྎ࡚ࡋ࡜ỈὋ⏺࡟ᑾຊࡓࡋຍ⚟ᆒ୕ࢆホ㆟ဨ࡚ࡋ࡜య⫱༠఍ỈὋ㒊ࡢタ⨨ࢆ

ᡂࡋᚓࡓ�ࠋ����
ྎ‴య⫱༠఍ỈὋ㒊ࡢᖿ㒊ࠊࡣࡢࡓࡗ࡞࡜���� ᖺ � ᭶ྎ࡟໭ᕷ࡛⤖ᡂࡓࢀࡉỈὋ◊✲఍ࡀ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ୰ᚰ࡛

ࡓࡿࡍ✲◊ࢆὋἲ࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆయ⫱ᬑཬࡀỈὋᐙࡢ໭ᕷෆྎࠊࡣ࡜ỈὋ◊✲఍ࠊ࡟࠺ࡼࡓ࡭๓⠇࡛㏙ࠋࡓࡗ࠶

஦ົࡢỈὋࡿΏ࡟඲ᓥ‴ྎࠊࢀࡉႠ⤒࡚ࡗࡼ࡟ேᮦࡿࢃ㛵࡟ỈὋ◊✲఍ࠊࡣయ⫱༠఍ỈὋ㒊ࠋࡿ࠶࡛⧊⤌ࡢࡵ

㛵㐃඲࡚ࡀᖿ஦ࠊࡾࡲࡘࠋࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࢀࡉ௵࡟ࡽ᪥ᮏὋἲࡢὋࡂᡭྎ࡚ࡗࡼ࡟‴య⫱༠఍ࡢỈὋ㒊ࡕ❧ࡀ

ࠊྎ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࢀࡽࡆୖ ‴య⫱༠఍ỈὋ㒊ࠊ᳜ࡣ Ẹ⤫἞ࡀ⤊஢ࡢ‴ྎ࡛ࡲࡿࡍỈὋ࡟㛵࡟≉ࠊࡾࢃ඲ᅜ

つᶍࡢ኱఍ࢆ୺ദࡓࡋ�ࠋ����
�
��� �㢌ྎࡢ㏆௦Ὃἲ࡜኱⾗໬ࡢỈὋヨྜࡿࡅ࠾࡟‴ྎ
�
����ᖺ௦௨๓ࡢỈὋ኱఍ࠊࡣయ⫱೜ᴦ㒊ỈὋ㒊ࡀẖᖺᐇ᪋ࡓ࠸࡚ࡋỈὋ኱఍ࡀ୺࡛ࡢࡇࠋࡓࡗ࠶ỈὋ኱఍ࠊࡣ

ྛỈὋㅮ⩦ሙࡢᡂᯝⓎ⾲఍⛬ᗘࡢദࠊࡵࡓࡓࡗ࠶࡛≀ࡋཧຍ⪅ࡣ఍ဨࡣࡃࡋࡶᏛ⏕ࡀ୰ᚰ୍࡛ࠊࡾ࠶⯡ேࡀཧ

ຍࡿࡍᛶ᱁ࡢ኱఍࡛ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡗ࠿࡞ࡣ���� ᖺ࡟ᐇ᪋ࡓࢀࡉᇶ㝯㟷ᖺ఍୺ദࡢᇶ㝯ỈὋ኱఍ྎࠊ‴᪂⪺♫୺

ദࡢ᪂ᗑỈὋ኱఍ࠊ���� ᖺ࡟ᐇ᪋ࡓࢀࡉ➨ � ᅇྎ‴ỈὋ኱఍ࠊࡣヨ㦂ࡸⓎ⾲➼ᅋయ≉ᐃࡢദ୍ࠊࡃ࡞ࡣ࡛≀ࡋ

ࡵࡓࡢࡑࠋ����ࡓࡗ࠶ヨྜ࡛ࡓࢀࡉᐇ᪋࡚ࡋເ㞟ࢆ⪅ཧຍࡃᗈ࡟⯡ ����ᖺ௨㝆ࠊỈὋࡣ఍ဨࡸᏛ⏕࠺࠸࡜ᯟࢆ㉸

��ࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋᾐ㏱࡟ࠎᚎࡶ࡟ࠎே࡞ⓗ⯡୍ࡢ‴ྎ࡚࠼�� ᖺ � ᭶ࡢᇶ㝯ỈὋ኱఍ࢆ౛࡟ᣲࠊ࡜ࡿࡆ��� ேࢆ㉸

ࡶ᪂ᗑỈὋ኱఍࡛ࡓࢀࢃ⾜࡟᪥ᚋᩘࡢࡑࠋ����ࡓࡅࡘࡁចࢆ⾗໭Ẹྎࠊᇶ㝯ࠊࡾ࠶ࡀཧຍࡳ㎸ࡋ⏦ࡿ࠼ ��� ྡ㏆

ᘚᙜࠊࡋദࢆࡋᐆ᥈࡟ࡵࡓࡢ⾗㝣ୖ࡛ほࡣࣇࢵࢱࢫࠊ࠸➇Ὃ࡛➇ࡣỈ୰࡛ࡣࡕࡓ㑅ᡭࠊࡾ࠶ࡀཧຍ⪅ᛂເࡢࡃ

㈍኎ࠊྎ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆ ໭ࠊ᪂ᗑࡢ୧ᆅ࡛ⰼⅆࢆ௨࡚┒኱࡟኱఍ࡢ㛤఍ࢆ࿌ࠊ࡝࡞ࡿࡆỈὋ኱఍࡚ࡗࡼ࡟ỈὋ

��ࠋ����ࡓࢀࡉࡽࡓࡶࡀᶵ఍ࡢࢫࢿࢪࣅࡿ࠶άẼ࡟㠀ᖖࡎࡽ࡞ࡳࡢ��ᖺ࡟ᇶ㝯㟷ᖺ఍ࡀ୺ദࡓࡋỈὋ኱఍࡛ྠࡶ

ᵝࠊ࡟┒኱࡞ദࡀࡋᐇ᪋ࡓࢀࡉ�ࠊ࡟࠺ࡼࡢࡇࠋ�������ᖺࡿࡅ࠾࡟‴ྎ࡚ࡗ⮳࡟ỈὋヨྜྛࡣỈὋሙࡢᡂᯝⓎ⾲

఍࠺࠸࡜ᙧᘧ୍ࠊࡋ⬺ࢆᐃࡢ࣮ࣝࣝࡢୗ➇࠺➇ᢏࡢࢶ࣮࣏ࢫᇦ࡟㐩ࠊࡓࡲࠋࡓࡋỈὋ➇ᢏ௨እ࡟ദࡿࢀࡉᵝࠎ

�ࠋࡓࡋࡽࡓࡶࢆຠᯝࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡࣞࡢᐃ୍࡚ࡋᑐ࡟⾗Ẹࠊࡣࢺࣥ࣋࢖࡞
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෗┿ �㸦ྎ‴᪥᪥᪂ሗ� ����ᖺ �᭶ ��᪥➨ �㠃㸧�
ͤ෗┿ ���� ����ᖺ௨๓ࡢỈὋ኱఍ࡢᵝᏊ�

�
ྎ‴య⫱༠఍ỈὋ㒊࡚ࡵึࡀ୺ദࡓࡋ➨ �ᅇྎ‴ỈὋ኱఍ࠊࡣ����ᖺ �᭶ ��᪥࡟ᐇ᪋ࠋࡓࢀࡉヨྜ✀┠ࡣḟ

�ࠋ����ࡿ࠶࡛ࡾ࠾࡜ࡢ
ᑡᖺ㒊㸦��ṓ௨ୗ⏨Ꮚ㸧㸸ࠊ��ࠊ�����⡿�
㟷ᖺ㒊㸦��ṓ௨ୖ⏨Ꮚ㸧㸸ࠊ���ࠊ���ࠊ���ࠊ�����⡿�

����⡿᥋ຊࠊ���
���⡿⫼Ὃ㸦௮ᘧ㸧�
���⡿⬚Ὃ㸦⺶ᘧ㸧�

ዪᏊ㒊� � � � � � � � 㸸ࠊ����⡿�
➨ �ᅇྎ‴ỈὋ኱఍ࡋ⏦ࡢ㎸ࡳேᩘࠊࡣ㟷ᖺ㒊⣙ ᑡᖺ㒊⣙ࠊྡ�� ዪᏊ㒊⣙ࠊྡ�� ��ྡవࠋࡓࡗ࠶࡛ࡾヨྜ

⤖ᯝࡣḟࡢ㏻ࡿ࠶࡛ࡾ�ࠋ����
ᑡᖺ㒊 ��⡿�㸸�➉୰ࠊ⨾ᗙࠊᘅ℩�
ᑡᖺ㒊 ��⡿�㸸�➉୰ࠊ⨾ᗙࠊᘅ℩�
㟷ᖺ㒊 ��⡿�㸸�⯪㉺ࠊᮎᯇࠊ໭ᕝ�
㟷ᖺ㒊 ���⡿㸸�⯪㉺ࠊᮎᯇࠊ໭ᕝ�
㟷ᖺ㒊 ���⡿㸸�⯪㉺᳜ࠊ᭶ࠊᯇᮧ�
㟷ᖺ㒊 ���⡿㸸�᳜᭶㸦໭୍୰㸧ࠊ⏣ෆ㸦໭୍୰㸧ࠊᯇᮧ㸦໭୍୰㸧�
ዪᏊ㒊 ��⡿�㸸�ᑠᕝ㸦໭୍㧗ዪ㸧ࠊ᭷ྜྷ㸦໭஧㧗ዪ㸧ࠊᑠཎ㸦໭୍㧗ዪ㸧�
ዪᏊ㒊 ��⡿�㸸�ᑠᕝ㸦໭୍㧗ዪ㸧ࠊ᭷ྜྷ㸦໭஧㧗ዪ㸧ࠊ⏕ᓥ㸦໭஧㧗ዪ㸧�

➨ � ᅇྎ‴ỈὋ኱఍ྎࠊࡣ‴඲ᓥࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜ヨྜ࡛ࠊࡢࡢࡶࡓࡗ࠶ࡣฟሙ⪅ࡣ ��� ྡవࠊࡎࡽ࡞࠿ࡋ࡟ࡾ

つᶍࡣ࡚ࡋ࡜ᑠ࡜ࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶ࠸ࡉゝࢆࡿࡊࢃᚓୖࠋ࠸࡞グࡢධ㈹⪅ࡢẶྡࠊࡽ࠿➨ � ᅇ኱఍ࡢධ㈹⪅ࡣ᪥ᮏ

ே࡜ࡓࡗ࠶࡛ࡳࡢᛮࠊࡾࡲࡘࠋࡿࢀࢃ኱఍ࡣᑠつᶍ࡛ࠊࡾ࠶᪥ᮏேࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜኱఍࡛ࠋࡿ࠼❚ࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ヨ
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も
取
着
い
て
寝
て
る
う
ち
に
到
つ
て
㐵
る
わ
䣍
ハ
イ
お
㓃
䣍
神
月
君
万
歳
䣍䣔
と
可
愛
ら

し
く
声
を
張
り
䣍
ㄪ
子
を
上
げ
た
が
䣍
ふ
つ
て
み
て
䣍 

䣓
お
や
䣍
お
か
は
り
め
だ
䣍
取
つ
て
来
や
う
や
䣎䣔 

䣓
蝶
吉
さ
ん
䣍
姉
さ
ん
䣍
ち
よ
い
と
䣍
何
処
へ
行
く
の
䣍
一
寸
姉
さ
ん
䣎
䣔
と
下
で
は
け

た
ゝ
ま
し
い
女
の
声
䣍
格
子
の
㛤
い
た
㡢
も
あ
は
た
ゞ
し
く
ト
ン
の
吠
え
る
こ
と
一
㏻

り
で
な
い
䣎 

 

梓
は
我
に
㏉
つ
て
䣍
色
を
か
へ
て
䣍
し
や
む
と
な
つ
て
䣍
帯
を
占
め
た
䣎 

䥹
三
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
七
䥺䣔 

 
 

 

○ 

何
も
彼
も
室
を
出
ゞ
て
二
㝵
を
㝆
り
れ
ば
䣍
姿
だ
け
で
も
此
女
に
別
れ
て
目
に
見
な

い
こ
と
が
出
来
る
と
䣍
断
然
䣍
思
切
つ
て
た
ち
上
つ
た
䣍
神
月
は
影
法
師
が
別
れ
る
䥹
歩

行
く
䥺
や
う
に
殆
ど
夢
中
で
䥹
坐
敷
を
䥺
歩
行
い
た
の
で
あ
る
䣎 

神
月
は
さ
て
力
な
く
坐
敷
を
出
や
う
と
す
る
と
䣍
唐
突
に
背
後
か
ら
䣍
凛
々
と
し
た
䣍

清
い
声
で
䣍
烈
し
く
䣍
乱
暴
に
䣍 

䣓
君
䣍
君
䣍
君
䣍䣔
と
突
㎸
ん
で
㧗
ら
か
に
䥹
蝶
吉
が
䥺
呼
留
め
た
䥹
此
処
に
振
向
い

て
䥺
䣎
蝶
吉
は
威
勢
の
可
㢦
を
し
て
䣍
件
の
煎
茶
々
碗
を
持
つ
た
右
の
腕
の
㞷
の
や
う
な

の
を
䣍
二
の
腕
の
あ
た
り
め
で
䣍
㟢
は
に
ま
く
り
上
げ
て
き
ツ
と
見
て
居
た
䣎 

が
呼
ば
れ
て
㢳
つ
た
神
月
の
方
へ
䣍
ツ
と
差
し
向
け
て
䣍 

䣓
君
䣍
太
い
の
で
䣍
一
杯
ぐ
い
と
引
懸
け
て 

䥹
四
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
七
䥺䣔
続
き
① 

行
き
た
ま
へ
䣍
㏵
中
が
寒
い
か
ら
䣍䥹
ま
あ
䥺
可
ぢ
や
あ
な
い
か
䣍
ま
あ
䣍
此
方
へ
来
給

へ
䣍䣔 

と
い
つ
て
ハ
タ
と
台
の
上
へ
茶
碗
を
置
い
て
䣍
窈
窕
な
る
其
㌟
を
構
へ
て
䣍
坐
を
㛤
き
䣍

神
月
を
㏄
る
が
如
く
に
し
た
䣎 

 

梓
は
中
折
の
帽
の
新
し
い
の
を
手
に
し
た
ま
ゝ
䣍
㯲
つ
て
引
㏉
し
て
片
膝
着
く
䣎 

 

ト
引
寄
せ
る
姿
で
䣍
伝
坊
に
䣍
胸
を
張
つ
て
䣍
㤳
を
据
へ
て
䣍
手
を
反
ら
し
て
㏫
に

う
し
ろ
に
つ
い
た
䣎 

䣓
何
う
だ
ね
䣍
活
発
に
一
盃
や
り
た
ま
へ
䣍
僕
は
前
刻
か
ら
お
先
へ
三
盃
と
煽
つ
た
よ
䣍

䥹
旨
い
よ
䣍䥺
又
毒
だ
な
ん
て
い
ひ
た
ま
ふ
な
䣍
君
が
注
意
を
す
る
か
ら
婆
や
に
㰯
薬
を

や
つ
て
䣍
水
は
一
度
沸
し
た
の
を
冷
し
て
㣧
ん
で
た
つ
け
何
に
も
な
ら
な
い
䣎 

 

ヤ
ケ
で
も
何
で
も
な
い
け
れ
ど
も
䣍
目
を
眠
つ
て
手
前
の
口
へ
冷
い
の
を
割
㎸
む
だ
䣍

流
し
㎸
ん
だ
ん
で
す
䣎䣔 

 

䣏
注
䣐 

梓
の
妻
䣍
玉
司
子
爵
の
娘
㱟
子
の
モ
デ
ル
と
し
て
䣍
㙾
花
が
富
山
で
家
庭
教

師
を
し
た
富
山
県
第
二
代
知
事
藤
島
正
健
の
娘
㞷
子
が
考
え
ら
れ
る
䣎
明
治
七

年
一
月
生
ま
れ
の
㞷
子
は
䣍
フ
ラ
ン
ス
㡿
事
㤋
初
代
㡿
事
と
な
䣬
た
父
に
従
い
䣍

十
七
年
四
月
か
ら
二
年
㛫
リ
ヨ
ン
に
住
み
䣍
現
地
の
小
学
校
に
㏻
䣬
た
䣎
明
治

女
学
校
卒
業
時
に
卒
業
生
総
代
と
な
り
䣍
明
治
二
十
九
年
二
月
䣍
短
歌
の
師

佐
々
木
信
綱
と
結
婚
し
た
䣎䣕
湯
島
ユ
䣖
と
同
年
発
表
の
䣕
㯮
百
合
䣖䥹
明
治
三

十
二
年
六
月
二
十
八
日
䦅
八
月
二
十
八
日
䣓
ㄞ
売
新
聞
䣔
䥺
の
登
場
人
物
䣍
富

山
県
知
事
の
娘
勇
美
子
の
モ
デ
ル
で
も
あ
る
䣎
父
藤
島
正
健
は
䣍
徳
富
蘇
峰
の

従
兄
で
千
葉
県
知
事
䣍
日
本
勧
業
㖟
行
副
総
裁
な
ど
を
勤
め
た
が
䣍
爵
位
は
な

い
䣎
䥹
拙
稿
䣓
䣕
㯮
百
合
䣖
の
生
成
䣔
䥹
䣕
泉
㙾
花 

㌿
成
す
る
物
ㄒ
䣖
䥹
梧
桐
書

㝔
䥺
䣍
二
〇
一
四
年
四
月
䥺
参
照
䣎 
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䣓
矢
張
い
け
な
い
わ
䣍
お
や
䣍䣔 

蝶
吉
は
得
も
い
は
れ
な
い
㠃
色
を
す
る
䣍
梓
䥹
は
䥺 

䣓
何
う
し
た
䣍䣔 

䣓
え
ゝ
䣍
私
ひ
と
り
で
に
涙
が
出
て
よ
䣍
䣔
と
い
つ
て
又
莞
爾
し
た
が
䣍
し
ば
ら
く
す

る
と
䣍 

䣓
あ
な
た
や
䣍䣔 

䣓
何
だ
䣎
䣔 

䣓
後
生
だ
か
ら
彼
方
を
向
か
し
て
㡬
戴
な
䣎䣔 

と
あ
と
は
口
の
内
に
消
え
て
よ
く
も
聞
こ
え
ず
忍
㡢
に
掻
口
ㄝ
く
䣎 

䣓
あ
ゝ
䣍
可
い
と
も
䣎䣔 

䣓
㢦
を
見
䥹
て
居
ら
れ
ち
や
あ
極
が
悪
い
ん
だ
も
の
䣍
䥺
ち
や
あ
厭
䣍
私
沢
山
泣
く
ん

だ
か
ら
䣍
䣔 

蝶
吉
は
く
る
り
と
䥹
背
後
に
䥺
あ
ち
ら
向
に
な
つ
て
籠
洋
燈
を
背
に
し
䥹
た
䣎䥺
た
時

胸
を
其
し
つ
か
り
と
抱
い
た
か
䣍
着
も
の
ゝ
振
が
両
方
よ
り
䣍
は
ら
り
と
㏕
つ
て
㌟
も

細
く
細
々
と
し
た
指
の
さ
き
が
肩
か
ら
見
え
て
䣍䥹
つ
や
ゝ
か
な
䥺
嶋
つ
ぶ
し
が
少
し
仰

向
け
に
な
つ
て
じ
つ
と
し
て
堪
へ
た
が
䣍
崩
れ
る
や
う
に
背 

䥹
三
䥺
未
紹
介 

を
倒
し
て
畳
に
く
ひ
つ
く
や
う
に
突
伏
し
た
䣍
姿
は
な
へ
し
ぼ
む
や
う
に
な
つ
て
䣍䥹
矢

つ
な
ぎ
の
䥺
帯
留
ば
か
り
帯
上
げ
の
色
ば
か
り
㩭
㯇
な
䣍䥹
室
に
は
䥺
灯
䥹
の
芯
䥺
も
曇

つ
た
や
う
䣍䥹
火
も
消
え
か
ゝ
つ
た
䥺
火
も
消
え
か
ゝ
つ
て
薄
ら
寒
い
が
但
㏱
㛫
漏
る
㢼

を
㜵
い
で
䣍
二
枚
折
が
立
つ
䥹
た
る
が
屏
㢼
䥺
て
居
る
䣍
屏
㢼
に
も
瘠
せ
た
薄
と
䣍
し

お
れ
た
女
㑻
花
と
䣍
撫
子
と
䣍
乱
れ
た
刈
萱
と
䣍
砕
け
さ
う
な
㱟
藤
と
䣍
た
よ
り
な
げ

な
葛
花
と
あ
は
れ
な
七
草
䣍䥹
を
描
ひ
て
䥺
濃
い
墨
の
㯮
㞼
を
あ
し
ら
つ
た
䣍
月
は
傾
い

て
病
め
る
が
如
く
䣍
照
ら
さ
む
と
も
見
え
ず
描
い
て
あ
る
䣎 

梓
も
此
方
を
向
き
背
中
合
せ
で
䣍
件
の
画
を
見
て
居
た
が
䣍
稍
あ
つ
て
䣍
密
か
に
䣍

ト
振
向
く
と
䣍
蝶
吉
は
ま
た
俯
伏
に
な
つ
た
ま
ゝ
泣
い
て
る
の
で
堪
ら
ず
向
直
ら
う
と

し
て
䣍
片
手
で
䣍
博
多
の
帯
を
ト
ン
と
打
つ
て
片
手
を
懐
に
差
㎸
れ
た
䣎
徳
利
䣍
猪
口
䣍

盃
洗
䣍
㖊
の
も
の
䣍
渠
等
一
㍮
が
其
所
在
な
さ
㸟 

 

Ⅶ 

䥹
蝶
吉
䣍
別
れ
の
盃
の
㓇
を
取
り
に
㝆
り
る
䣎
梓
䣍
帰
る
前
に
蝶
吉
戻
る
䣎
男
口

ㄪ
で
お
㓃
䣎
四
枚
䥺 

䥹
一
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
六
䥺䣔
続
き
③ 

少
し
蒼
ざ
め
た
䣍
綿
の
や
う
な
㢋
ぺ
た
を
掌
で
ぴ
た
り
と
あ
て
ゝ 

䣓
ゲ
ツ
䣍
畜
生
䣍
へ
ゞ
れ
け
と
来
た
ね
䣍
あ
ゝ
可
心
地
だ
䣍
蝶
吉
は
䣍
此
ま
ゝ
打
倒
れ

る
か
ら
持
つ
て
け
背
㈇
ち
や
ゝ
だ
よ
䣍
引
抱
へ
て
行
つ
て
ㄡ
で
も
芥
溜
の
中
へ
投
出
し

て
く
れ
り
や
可
䣍
私
䣍
親
も
兄
弟
も
伯
父
も
叔
母
も
従
兄
も
情
人
も
亭
主
㔝
㑻
も
何
も

な
い
䣍
死
ん
だ
つ
て
な
ん
と
も
思
つ
て
く
れ
る
も
の
が
な
け
り
や
䣍
私
だ
つ
て
何
と
も

思
や
あ
し
な
い
ん
だ
䣍
㛗
い
浮
世
に
短
い
生
命
だ
䣍
厭
が
来
た
ら
ば
殺
し
て
お
く
れ
だ
䣍

別
れ
て
生
き
て
る
㌟
で
は
な
し
さ
䣍
ち
よ
い
と
憚
様
と
来
ら
䣍
お
ま
へ
様
沢
山
出
世
を

な
さ
い
䣍
私
が
切
れ
て
や
る
か
ら
立
派
な
人
に
お
な
ん
な
さ
い
䣍
私
さ
へ
打
棄
り
や
䣍

世
㛫
が
皆
で
お
ま
へ
さ
ん
を
拾
ふ
で
し
や
う
䣍
左
様
で
し
や
う
䣍
㇦
い
ん
だ
も
の
一
㌤

私
に
や
あ
㐣
ぎ
て
る
ん
だ
も
の
䥹
㣕
だ
お
㑧
㨱
を
い
䥺 

䥹
二
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
七
䥺䣔
続
き
② 

其
か
は
り
い
ま
に
天
子
様
の
前
に
で
も
出
ら
れ
る
㌟
に
な
つ
た
ら
䣍
よ
く
切
れ
て
く
れ

た
䣍
思
切
つ
て
く
れ
た
と
思
つ
て
䣍
㞴
有
い
と
お
も
は
な
け
り
や
䣍
芸
妓
の
罰
が
あ
た

り
ま
す
よ
䣍
ㄡ
に
惚
れ
ら
れ
た
と
思
つ
ち
よ
ろ
か
䣍
コ
ヤ
䣍
蝶
吉
さ
ん
だ
䣍
わ
か
れ
に

お
㓃
を
し
て
あ
げ
や
う
䣍
㣧
み
た
ま
へ
䣍
君
活
発
に
䣍
祝
つ
て
献
す
る
む
だ
か
ら
ね
䣍

一
寸
䣍
立
派
に
な
つ
て
も
お
ま
へ
さ
ん
䣍
㧪
を
生
し
ツ
こ
な
し
よ
䣍
私
幽
㟋
に
な
つ
て
ゞ
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く
構
を
崩
し
て
煙
管
を
䥹
横
に
䥺
取
つ
て
䣍 

䣓
可
く
ツ
て
よ
䣍
あ
な
た
お
皈
ん
な
さ
い
な
䣍
私
文
句
は
い
ひ
ま
せ
ん
䣎䣔 

䣓
何
を
䣍
お
蝶
䣎䣔 

梓
は
危
む
色
が
あ
つ
た
䣎 

䣓
一
寸
䣍
切
れ
る
気
で
来
た
ん
で
し
や
う
䣍
い
え
䣍
私
䣍
あ
か
ん
ぼ
で
す
䣍
何
に
も
知

り
ま
せ
ん
䣍
㤿
㮵
な
ん
で
す
が
䣍
七
ツ
の
時
か
ら
十
年 

䥹
二
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
六
䥺䣔
続
き
① 

も
こ
ん
な
㛫
に
居
る
ん
で
す
も
の
䣍
正
坐
を
し
て
し
て
お
㎡
儀
を
す
る
こ
と
さ
へ
知
ら

な
く
ツ
て
も
そ
ん
な
こ
と
は
様
子
で
ち
や
ん
と
分
つ
て
よ
䣍䥹
何
時
䥺
平
時
の
㑧
見
に
引

替
へ
て
と
唱
に
あ
る
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
か
䣍䣔
と
淋
し
い
笑
㢦
を
し
て
䣍
名
残
を
惜
む

や
う
な
形
に
な
り
䣍 

䣓
㐨
理
で
今
夜
は
は
じ
め
ツ
か
ら
䥹
し
つ
く
り
䥺
ㄪ
子
が
し
つ
く
り
合
は
な
い
と
思
つ

て
居
た
の
䣍
ね
え
䣍
左
様
何
で
し
や
う
䣍
左
様
な
ら
左
様
と
お
つ
し
や
い
な
ね
䣍
も
し
䣍

厭
な
ら
厭
じ
や
と
い
は
し
や
ん
せ
䣍
䣔
と
君
の
悪
い
ほ
ど
心
得
て
居
た
の
で
䣍
梓
は
其
の

何
と
い
つ
て
も
無
理
を
い
つ
て
㥏
々
児
の
や
う
に
㤳
ば
か
り
振
つ
て
到
底
理
屈
を
い
つ

て
も
解
る
ま
い
と
䣍
此
法
で
極
め
て
い
た
の
が
恥
か
し
く
も
な
り
䣍
ま
た
底
気
味
も
悪

い
や
う
䣎 

䣓
何
も
夫
人
に
対
し
て
䣍
何
う
彼
う
と
い
ふ
ん
ぢ
や
あ
な
い
䣍
彼
方
の
家
は
も
う
僕
は 

䥹
三
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
六
䥺䣔
続
き
② 

打
棄
つ
て
䣍
㐣
日
か
ら
㇂
中
の
寺
に
一
室
を
借
り
て
ご
ろ
ツ
と
㐵
つ
て
る
䣍
納
戸
坊
主

に
毛
の
生
へ
た
位
な
も
ん
だ
け
れ
ど
も
䣍
お
蝶
堪
忍
し
て
く
れ
䣍
実
㝿
僕
は
ま
だ
世
㛫

に
人
交
㝿
も
出
来
な
く
な
つ
て
䣍
二
人
で
山
ン
中
へ
㐘
げ
㎸
む
ほ
ど
お
前
に
惚
れ
ち
や

あ
居
な
か
つ
た
䣎
け
ふ
も
昼
䣍
学
校
の
朋
㐩
が
し
ん
み
り
異
見
を
し
て
く
れ
た
け
れ
ど
䣍

何
お
腹
の
一
件
を
聞
か
な
い
ま
で
は
構
ふ
こ
と
は
な
い
䣍
経
机
を
枕
に
し
て
䣍
二
人
で

寝
て
見
せ
や
う
と
思
つ
て
た
ん
だ
が
䣍
ま
あ
䣍
残
念
な
こ
と
を
聞
い
ツ
ち
ま
つ
た
䣎䣍
䣔 

 

お
蝶
は
聞
い
て
る
内
に
取
つ
て
唯
下
げ
ら
れ
る
や
う
に
㤳
を
垂
れ
た
が
䣍
ポ
ン
と
故

と
ら
し
く
胸
を
打
つ
て
䣍 

䣓
も
う
泣
か
な
い
䣍
あ
な
た
䣍
お
皈
ン
な
さ
い
䣍
可
か
ら
䣍
何
に
も
䣍
い
ひ
ツ
こ
な
し

よ
䣍
い
ひ
ツ
こ
な
し
よ
䣍
さ
あ
䣍䣔
と
男
を
促
し
な
が
ら
䣍
煎
茶
茶
碗
に
冷
㓇
を
満
々
と

湛
へ
て
䣍
ぐ
ツ
と
干
し
て
䣍
眼
を
瞑
つ
て
䣍 

䣓
さ
あ
䣍
目
を
塞
い
で
る
か
ら
䣍
さ
あ
䣍
さ
あ
䣍䣔 

 Ⅵ 

䥹
別
れ
が
悲
し
く
㎞
い
蝶
吉
が
泣
き
伏
す
䣎
三
枚
䥺 

䥹
一
䥺
䢣
田
中
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
Ⅰ
䥺䣔 

 
 

 
 

〇 

䣓
あ
な
た
や
䣍
一
寸
䣍䣔 

梓
は
思
が
け
ず
呼
ば
れ
た
の
で
䣍
答
も
急
に
出
で
ず
䣍
見
㏉
る
と
䣍
蝶
吉
は
㉳
直
つ

て
䣍
膝
に
び
つ
し
よ
り
濡
れ
た
薄
桃
色
の
ハ
ン
ケ
チ
に
菫
の
薫
の
㧗
い
の
を
置
い
て
居

た
䣎 䣓

も
う
䣍
沢
山
よ
䣎
あ
ゝ
䣍䣔
と
嘆
息
を
㍍
く
吐
き
䣍
十
筋
ば
か
り
切
つ
て
下
げ
た
や

う
に
短
か
く
㨎
の
毛
が
涙
痕
未
だ
去
り
や
ら
ぬ
桃
色
の
㢋
に
懸
る
の
を
䣍
㑧
見
に
掻
上

げ
て
櫛
を
㧰
の
根
で
固
く
留
め
た
䥹
㨎
を
䥺
蝶
吉
は
忘
れ
た
や
う
に
手
を
帯
の
上
へ
落

し
た
が
䣍
繻
子
の
上
を
す
る
り
䥹
と
䥺
㎴
つ
て
支
え
も
敢
へ
ず
力
な
げ
に
ハ
ン
ケ
チ
の

上
に
置
い
た
䣎 

屏
㢼
の
画
を
見
る
で
も
な
く
䣍
洋
燈
に
㠃
を
向
け
る
で
も
な
く
䣍
梓
の
㢦
を 

る
で

も
な
く
䣍
瞳
を
据
え
て
う
つ
と
り
し
て
見
る
㸭
㹚
消
え
て
行
く
か
と
淋
い
姿
で
䣎
䢧
䢧

䢧
䢧
䢧
䢧
や
ゝ
少
時
䣎 

䥹
二
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
八
䥺䣔 

291



- 13 - 
 

䣓
フ
ン
䣍䥹
何
䥺
あ
り
や
家
㝃
さ
䣍
華
族
の
姫
様
だ
䣍
何
だ
つ
て
寺
な
ん
ぞ
借
り
る
も
の

か
䣎䣔 

䣓
お
や
㸭
㹚
ソ
リ
ヤ
不
実
だ
わ
ね
え
䣍
ご
亭
主
の 

䥹
三
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
二
䥺䣔
続
き
① 

お
前
さ
ん
と
何
故
一
所
に
居
な
い
ん
だ
ら
う
䣍䣔
と
わ
け
も
な
い
こ
と
を
い
つ
て
不
平

さ
う
な
㢦
色
で
あ
る
䣎 

䣓
実
の
無
い
の
は
は
じ
め
ツ
か
ら
だ
䣍
今
は
じ
ま
つ
た
事
ぢ
や
あ
無
い
䣎
家
に
居
て
も

彼
だ
此
だ
と
㠃
倒
臭
く
ツ
て
㠃
白
く
な
い
か
ら
㏣
出
た
ん
だ
䣎
不
可
い
よ
䣍䣔 

と
い
ひ
か
け
て
䣍
蝶
吉
の
㢦
を
見
て
梓
は
微
笑
み
䣍 

䣓
皆
ㄡ
か
の
所
為
な
ん
だ
䣍
子
爵
の
殿
様
が
又
元
の
木
㜿
弥
だ
䣍
蓮
浄
寺
の
小
僧
に
毛

の
生
え
た
ば
か
り
な
ん
だ
ぜ
䣍
余
り
㞴
有
く
も
な
い
こ
と
さ
䣍
約
束
の
時
計
も
㈙
つ
て

㐵
ら
う
と
思
つ
て
た
が
何
う
か
此
の
分
ぢ
や
あ
フ
イ
に
な
り
さ
う
だ
䣍
一
寸
も
う
㡭
合

い
だ
ら
う
䣍
お
蝶
さ
ん
気
を
着
け
な
䣎
䣔 

䣓
人
䣍
㤿
㮵
に
お
し
な
さ
い
な
㸟
䣔 

䣓
痛
い
䣍
䣔 

䣓
天
神
様
の
お
引
合
せ
な
ん
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
か
䣎䣔
と
し
つ
か
り
手
を
取
る
䣎 

䣓
こ
れ
䣍
ひ
と
が
見
る
よ
䣔 

䥹
四
䥺 

 
 
 
 

第
二
十 

 

こ
ゝ
に
蝶
吉
が
天
神
様
の
お
引
き
合
せ
の
中
だ
と
い
つ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
䣎 

䥹
※
以
下
余
白
䥺 

 

Ⅳ 

䥹
梓
が
蝶
吉
の
生
活
に
つ
い
て
忠
告
䣍
蝶
吉
䣍
別
れ
の
意
思
を
直
感
䣎
一
枚
䥺 

䥹
一
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
五
䥺䣔 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

〇 

䣓
悪
い
こ
と
は
い
や
あ
し
な
い
䣍
其
綿
の
入
ら
な
い
も
の
を
威
張
つ
て
着
る
の
と
䣍
い

つ
も
い
ふ
こ
と
だ
け
れ
ど
䣍
こ
れ
か
ら
暑
く
な
つ
て
䣍
氷
の
ぶ
ツ
か
き
を
お
㣤
に
か
け

て
㣗
べ
る
の
と
䣍
ソ
レ
カ
ラ
無
理
㓇
を
㣧
む
の
は
よ
せ
よ
䣍
よ
䣍
気
を
つ
け
な
き
あ
不

可
い
䣍
お
前
今
年
は
大
厄
だ
䣎
䣔
と
い
つ
て
手
を
放
し
た
手
を
梓
は
力
な
く
火
㖊
䥹
に
手

を
か
け
て
䥺
に
か
け
て
ふ
ち
を
お
さ
へ
た
䣍
炭
は
も
う
灰
に
な
つ
た
の
が
多
い
䣎 

䣓
お
や
㸭
㹚
そ
れ
じ
や
あ
切
れ
る
な
ん
で
す
か
䣍䣔
と
蝶
吉
は
膝
に
ち
や
ん
と
両
手
を
つ

い
た
䣎 

䣓
何
䣎䣔 

余
り
聞
分
が
早
く
ツ
て
容
易
く
䥹
切
れ
る
䥺
と
い
ふ
こ
と
を
口
に
し
た
の
で
䣍
先
を
㉺

さ
れ
て
梓
は
却
つ
て
㦫
い
た
の
で
あ
る
䣎 

䣓
い
つ
も
の
㑧
見
に
引
換
へ
て
と
唄
に
あ
る
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
か
䣍 

 

Ⅴ 

䥹
蝶
吉
䣍
梓
と
の
別
れ
を
直
感
䣍
梓
䣍
学
校
朋
㐩
の
異
見
䣍
お
腹
の
一
件
聞
い
た

と
告
ぐ
䣎
三
枚
䥺 

䥹
一
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
六
䥺䣔 

瞳
を
㌿
し
て
蝶
吉
は
う
つ
む
い
て
い
る
梓
に
向
け
た
䣎 

䣓
あ
な
た
時
㛫
は
䣍䣔
と
済
ま
し
て
い
ふ
䣎
神
月
は
帯
の
㛫
か
ら
時
計
を
出
し
て
䣍
斜
に

見
た
䣍
其
目
䥹
で
䥺
を
蝶
吉
䥹
を
見
て
䥺
に
注
い
で
㢦
を
上
げ
て
䣍 

䣓
十
一
時
少
し
ば
か
り
䣍䣔 

䣓
然
う
䣍
䣔 

㯲
つ
て
䣍
考
え
て
䣍䥹
極
め
て
沈
着
に
䥺 

䣓
ぢ
や
あ
䣍
ま
う
お
皈
ん
な
さ
い
な
䣍
夫
人
が
待
つ
て
居
ら
つ
し
や
る
で
し
や
う
䣍
私

嫌
味
を
い
ふ
ん
ぢ
や
あ
な
く
ツ
て
よ
䣎
䣔
と
㝿
め
て
沈
着
に
い
つ
た
が
䣍
急
に
し
ほ
ら
し
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苛
つ
て
䣍
片
膝
を
つ
い
て
䣍
搔
払
ら
は
う
と
し
て
手
を
懸
け
る
と
䣍
ト
ン
は
目
を
瞋
ら

し
䣍
尾
を
伏
せ
て
䣍
い
か
に
も
用
捨
の
な
い
㠃
構
䣎 

䣓
よ
せ
䣍
危
い
䣎
と
梓
の
声
が
懸
つ
た
の
で
䣍
蝶
吉
は
其
ま
ゝ
㌟
を
㏥
か
う
と
す
䣚
る
䣛 

䥹
四
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
一
䥺 

の
を
立
た
せ
も
あ
へ
ず
䣍
其
膝
に
爪
を
立
て
ゝ
䣍
㙊
㤳
を
上
げ
る
よ
う
に
天
窓
を
伸
ば

し
て
䣍
し
ど
け
な
い
蝶
吉
の
乳
の
あ
た
り
で
わ
ツ
と
吼
つ
た
䣎 

䣓
嫌
よ
䣍
あ
れ
䣎䣔 

䣓
叱
㸟
䣔
と
一
喝
し
た
梓
の
声
に
ひ
る
ん
だ
か
犬
は
後
㊊
で
ツ
と
㏥
い
た
が
㐲
く
は
去

ら
ず
畳
の
目
を
十
ウ
ば
か
り
へ
り
に
爪
を
磨
い
で
背
伸
び
を
し
て
此
方
を
膽
め
る
䣎 

蝶
吉
は
い
ま
の
に
怯
え
て
䣍
真
う
つ
む
け
に
梓
の
膝
に
突
伏
し
て
し
ま
つ
た
䣍
心
弱

く
わ
な
ゝ
く
の
を
見
て
䣍
男
は
優
し
く
其
背
に
手
を
懸
け
る
䣎 

䣓
あ
れ
䣍
又
吠
え
て
よ
䣎䣔 

䣓
大
丈
夫
だ
䣎䣔
梓
も
安
か
ら
ず
目
を
㓄
つ
た
䣍
ト
ン
は
も
の
に
激
す
る
如
く
喘
へ
で
䣍

爪
を
㏫
立
て
ゝ
㝽
を
覗
ら
つ
て
㣕
䣚
懸
䣛
ら
ん
ず
る
気
勢
は
恰
も
こ
こ
ろ
あ
つ
て
す
る

も
の
ゝ
如
く
䣍
普
㏻
の
場
合
に
㣫
い
犬
が
人
に
ぢ
や
れ
る
の
と
は
一
目
し
て
太
く
異
な

る
㢼
情
に
見
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
䣎 

 

Ⅲ 

䥹
蝶
吉
䣍
梓
を
㐩
引
く
気
䣍
梓
䣍
寺
に
㛫
借
り
し
た
と
告
げ
る
䣎
天
神
様
の
引
き

合
わ
せ
䣎
四
枚
䥺 

䥹
一
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
四
䥺䣔 

䣓
何
う
せ
お
前
さ
ん
㤿
㌴
に
乗
る
ん
じ
や
あ
な
し
䣍
ワ
ら
な
く
ツ
て
よ
䣍
㌟
㌤
で
も
悪

く
す
る
と
䣍䣔 

䣓
だ
つ
て
搾
が
な
き
や
あ
㣗
え
な
い
や
な
䣎䣔 

䣓
㐩
引
く
か
ら
可
わ
䣎䣔 

䣓
お
㢗
ん
申
し
ま
す
よ
䣎䣔 

䣓
あ
ら
䣍
串
戯
ぢ
や
あ
無
く
ツ
て
よ
䣍
私
䣍
分
だ
か
ら
構
は
な
い
の
䣍
一
生
懸
命
搾
ぎ

や
お
前
さ
ん
一
人
位
䣍
大
丈
夫
よ
䣎
む
づ
か
し
い
㢦
を
し
て
机
と
㤳
ツ
引
な
ん
か
し
て

居
な
い
で
䣍
真
個
だ
わ
䣎䣔 

䣓
そ
し
て
精
々
と
㏻
へ
だ
ら
う
䣎䣔 

䣓
先
ね
䣍
䣔
と
力
を
入
れ
て
言
尻
を
揚
げ
て
笑
ひ
な
が
ら
い
つ
た
䣎 

 

梓
も
ヮ
方
な
さ
さ
う
に
莞
爾
し
て
䣍 

䣓
如
才
な
く
出
来
て
る
な
あ
䣎䣔 

䣓
よ
䣍
些
と
お
な
ま
け
な
さ
い
ツ
た
ら
さ
䣎䣔 

䣓
お
前
も
ね
䣍䥹
よ
さ
こ
い
の
節
䥺
怠
け
て
可
ツ
て
奴
が
あ
り
ま
す
か
い
䣍
ヨ
サ
コ
イ
の

節
ぢ
や
あ
ゝ 

䥹
二
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
二
䥺䣔 

る
ま
い
し
䣎䣔 

䣓
お
や
㸟
䣔
と
極
つ
て
蝶
吉
は
ま
と
も
に
男
の
㢦
を
見
て
膝
に
ち
や
ん
と
手
を
置
い
た
䣎 

䣓
異
な
こ
と
を
覚
え
た
ね
え
䣎䣔 

梓
も
慇
懃
な
る
会
㔘
を
装
ひ
䣍 

䣓
種
々
お
世
ヰ
様
に
相
成
ま
す
䣎䣔 

䣓
何
う
い
た
し
ま
し
て
䣍
ほ
ゝ
ゝ
䣍
何
ぞ
お
か
は
り
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
䣎䣔 

䣓
左
様
だ
䣍
家
は
変
つ
た
よ
䣎䣔
と
梓
は
急
に
心
着
い
た
䣎 

䣓
ど
ち
ら
へ
行
ら
つ
し
つ
た
の
䣎䣔 

䣓
初
㡢
町
で
寺
を
借
り
た
さ
䣎䣔 

䣓
御
一
所
に
䣎
䣔
と
い
つ
て
蝶
吉
は
腑
に
落
ち
ず
䣎䥹
怪
ん
で
居
る
ら
し
い
䣎䥺 

䣓
何
だ
御
一
所
と
は
䣎䣔 

䣓
夫
人
は
㸽
䣔 
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䣓
㈗
客
何
ぞ
お
つ
し
や
り
は
し
ま
せ
ん
か
䣍
苛
め
ち
や
あ
不
可
せ
ん
よ
䣍䣔 

䣓
何
を
い
ふ
も
ん
か
䥹
私
は
䥺
此
方
を
向
い
て
居
た
ん
ぜ
䣎䣔 

䣓
へ
い
䣎
䣔 

䣓
何
を
笑
ふ
ん
だ
䣎䣔 

䣓
だ
䣬
て
私
が
参
り
ま
し
た
ら
此
方
の
方
を
見
て
居
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
つ
け
ね
䣎
䣔 

䣓
そ
り
や
䣍
お
前
さ
ん
が
来
た
か
ら
さ
䣎䣔 

※
䥹
以
下
余
白
䥺 

 Ⅱ 

䥹
二
㝵
座
敷
に
蝶
吉
が
入
り
䣍
戸
を
㛢
め
よ
う
と
し
た
時
䣍
㣫
犬
の
ト
ン
が
来
て

吠
え
る
䣎
四
枚
䥺 

 

䥹
一
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
三
䥺䣔 

 
 

 
 

第
二
十 

䣓
お
や
㸭
㹚
こ
ゝ
の
家
ぢ
や
あ
戸
を
㛢
め
な
い
で
置
く
よ
䣍
田
舎
も
の
だ
よ
䣍
癪
に
㞀

る
ね
え
䣍
室
の
内
䥹
に
や
あ
䥺
は
何
ん
な
も
の
だ
い
䣍
ㄡ
が
二
人
で
居
る
の
だ
と
思
つ

て
る
ん
だ
ね
䣍
梓
さ
ん
䣍
蝶
さ
ん
䣍
年
紀
は
十
九
と
二
十
五
さ
䣍
憚
ツ
□
な
が
ら
大
厄

で
ご
ざ
い
ま
す
䣍
大
切
な
㌟
㌤
な
ん
で
す
よ
䣎䣔 

蝶
吉
は
も
つ
れ
る
舌
で
䣍
仇
け
な
く
独
言
を
い
ひ
な
が
ら
䣍
畳
に
手
を
つ
い
て
胸
を

反
ら
し
横
㢦
を
傾
け
て
上
を
見
て
䣍
爪
先
を
包
む
で
居
た
二
枚
襲
の
褄
を
㛤
い
て
䣍
裾

を
引
い
て
懶
げ
に
立
上
り
䣍
よ
ろ
㸭
㹚
と
一
文
字
䣎 

中
㡭
上
ず
つ
た
㏱
る
ㄪ
子
で
䣍 

䣓
気
が
利
か
な
い
ね
え
䣍䣔 

䣓
お
蝶
㸟
䣔 

下
㝵
へ
聞
こ
え
た
と
思
つ
て
内
気
な
梓
は
帳
場
へ
極
の
悪
さ
に
叱
る
や
う
に
い
つ
た
䣎 

䣓
は
い
䣍
䣔
と
吃
㦫
䥹
た
や
う
に
䥺
思
は
ず
䣍 

䥹
二
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
三
䥺䣔
続
き
② 

㞷
の
や
う
な
㢔
を
宭
め
た
䣍
蝶
吉
は
䥹
自
ら
䥺
口
へ
蓋
䣍
拇
の
形
が
㧗
く
な
つ
て
見

え
る
ま
で
㑧
慳
に
㢋
の
□
捻
り
な
が
ら
䣍
歩
行
の
に
腰
を
浮
か
し
て
畳
な
ら
二
畳
の
余

を
䣍
磯
千
㫽
㊊
を
濡
ら
し
て
㐟
び
け
り
䣍
可
愛
く
㋃
㐪
へ
て
抜
㊊
さ
し
㊊
䣎 

梓
は
呆
れ
た
㢦
を
し
て
䣍 

䣓
何
を
し
て
居
る
ん
だ
な
䣎
䣔 

恐
い
目
を
し
て
一
寸
睨
み
䣍
㯲
つ
て
㯲
つ
て
と
形
で
見
せ
て
䣍
ソ
ツ
と
壁
㝿
に
よ
る

と
柱
に
縋
つ
て
䣍
背
伸
を
し
て
暗
い
中
の
段
㝵
子
を
㏱
か
し
な
が
ら
䣍
又
振
向
い
て
䣍

䥹
莞
爾
す
る
䣎
䥺
蝶
吉
は
莞
爾
す
る
䣎 

䣓
の
ん
き
だ
ね
䣍䣔 

䣓
可
く
ツ
て
よ
䣍
䣔
と
低
声
で
い
つ
て
其
ま
ゝ
一
枚
の
㛤
戸
の
つ
ま
み
を
取
つ
て
䣍
た
て

や
う
と
し
た
䣎
䣓
わ
ワ
㸟
䣔 

䣓䥹
バ
カ
䥺
畜
生
㸟
䣔
と
ば
か
り
㦫
い
て 

䥹
三
䥺
䢣
村
松
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
一
䥺䣔
続
き
① 

一
㊊
㏥
つ
た
䣍
座
敷
の
口
へ
䣍
目
の
㏫
㔮
つ
た
口
の
尖
つ
た
真
䣬
㯮
な
㰯
ツ
先
を
㗦
く

突
出
し
た
の
は
以
前
の
ト
ン
䣎 

䣓
嫌
だ
ね
䣍
此
犬
は
䣎䣔 

わ
ツ
わ
ツ
と
吠
え
て
ト
ン
は
何
し
た
の
か
其
白
い
歯
を
䥹
見
せ
て
䥺
む
き
䣍
爪
を
畳
に

磨
い
だ
り
䣍
ご
し
㸭
㹚
と
聞
こ
え
て
凄
ま
じ
い
䣎 

䣓
余
計
な
お
せ
ツ
か
い
だ
よ
䣍
う
る
さ
い
の
ね
䣎䣔 

䣓
㓞
く
吠
え
る
ぢ
や
あ
な
い
か
䣎䣔 

 

ト
ン
の
形
勢
は
一
㏻
り
で
な
い
䣎 

䣓
何
う
し
た
ん
だ
䣎䣔 

䣓
や
ツ
か
む
の
よ
䣍
嫌
な
畜
生
だ
ね
䣎
䣔
と
蝶
吉
は
口
で
㏣
つ
て
も
㏥
か
な
い
の
に
気
を
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和
屋
へ
の
批
判
䣍
怒
り
を
表
明
し
て
い
る
䣎 

㔜
要
な
の
は
䣍
別
稿
に
は
䣍
䣓
立
派
な
若
旦
㑣
䣔
と
芸
妓
の
恋
と
芸
妓
の
堕
胎
䣍
我

が
㌟
を
犠
牲
に
し
て
思
い
や
䣬
て
い
た
娘
の
世
㛫
に
容
れ
ら
れ
な
い
堕
胎
を
嘆
く
母

の
児
へ
の
情
愛
が
ㄒ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
䣎
執
筆
時
点
で
䣍
学
㈨
の
支
援
を
受
け

て
華
族
の
婿
㣴
子
と
な
䣬
た
学
士
が
䣍
芸
妓
に
惹
か
れ
る
と
い
う
䣕
湯
島
ユ
䣖
の
構
想

が
䣍
現
在
残
䣬
て
い
る
別
稿
で
は
み
ら
れ
な
い
䣎
当
初
は
䣍
芸
妓
の
堕
胎
を
中
心
と
す

る
作
品
で
あ
䣬
た
こ
と
䣍
母
の
娘
へ
の
愛
情
に
㔜
心
を
置
い
た
作
品
で
あ
䣬
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
䣎 

䣏
参
考
䣐 

䣕
湯
島
ユ
䣖
草
稿
の
翻
刻 

䣕
湯
島
ユ
䣖
草
稿
は
䣍
村
松
ㄽ
文
・
田
中
ㄽ
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
䣍
蝶
吉
の
堕
胎

を
知
䣬
た
梓
が
別
れ
を
告
げ
る
待
合
歌
枕
の
場
㠃
で
あ
る
䣎
初
刊
本
䣓
第
十
四
䣔
䦅
䣓
第

十
八
䣔
の
䣓
段
㝵
子
䣔
䣍䣓
第
二
十
五
䣔
䦅
䣓
第
二
十
七
䣔
の
䣓
言
ㄒ
㐨
断
䣔
䣍䣓
第
三
十

三
䣔
䦅
䣓
第
三
十
五
䣔
の
䣓
狂
犬
源
兵
衛
䣔
の
後
半
に
相
当
す
る
が
異
同
は
少
な
く
な

い
䣎
今
回
の
ㄪ
査
で
䣍
未
紹
介
の
一
枚
が
確
ㄆ
さ
れ
た
の
で
䣍
草
稿
は
二
十
枚
で
あ
り
䣍

次
の
七
つ
に
整
理
で
き
る
䥹
な
お
䣍
初
刊
小
見
出
し
は
䣓
言
ㄒ
同
断
䣔
䥺䣎 

始
め
の
三
つ
に
は
堕
胎
や
別
れ
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
は
な
い
䣎 

Ⅰ

䥹
一
枚
䣎
待
合
に
蝶
吉
が
到
着
し
て
㛫
も
な
く
䥺
䥾
䣓
第
十
四
䣔䥹
䣓
段
㝵
子
䣔
の

一
㒊
䥺

Ⅱ

䥹
四
枚
䣎
二
㝵
座
敷
に
蝶
吉
が
入
り
䣍
戸
を
㛢
め
よ
う
と
し
た
時
䣍
㣫
犬
の
ト
ン

が
来
て
吠
え
る
䣎䥺 

䥾
䣓
第
十
四
䣔䣓
第
十
五
䣔䥹
䣓
段
㝵
子
䣔
の
一
㒊
䥺 

Ⅲ

䥹
四
枚
䣎
蝶
吉
䣍
梓
を
㐩
引
く
気
䣍
梓
䣍
寺
に
㛫
借
り
し
た
と
告
げ
る
䣎
天
神
様

の
引
き
合
わ
せ
䥺 

䥾
䣓
第
二
十
五
䣔
䥹
䣓
言
ㄒ
同
断
䣔
の
一
㒊
䥺䣎 

※
別
稿
Ⅱ
四
枚
目
䣓
第
二
十
䣔
か
ら
梓
と
蝶
吉
が
湯
島
天
神
で
出
会
䣬
た
経
緯
を
描
く

構
想
か
䣎
初
刊
本
で
は
䣍䣓
第
十
九
䣔䥹
手
㠭
の
友
䥺
䣍䣓
神
月
梓
は
学
士
で
あ
る
䣔
か
ら

㐣
去
の
来
歴
䣍
二
人
の
出
会
い
・
再
会
な
ど
を
䣍䣓
第
二
十
四
䣔䥹
朝
参
ユ
䥺
ま
で
ㄒ
る
䣎 

Ⅳ
以
下
䣍
別
れ
ヰ
や
堕
胎
が
ヰ
㢟
と
な
る
䣎 

Ⅳ

䥹
一
枚
䣎
梓
が
蝶
吉
の
生
活
に
つ
い
て
忠
告
䣍
蝶
吉
䣍
別
れ
の
意
思
を
直
感
䥺 

䥾
䣓
第
三
十
五
䣔
䥹
䣓
狂
犬
源
兵
衛
䣔
の
一
㒊
䥺 

Ⅴ

䥹
三
枚
䣎
蝶
吉
䣍
梓
と
の
別
れ
を
直
感
䣍
梓
䣍
学
校
朋
㐩
の
異
見
䣍
お
腹
の
一
件

聞
い
た
と
告
ぐ
䥺 

䥾
䣓
第
二
十
五
䣔
䣓
第
二
十
六
䣔
䣓
第
二
十
七
䣔䥹
䣓
言
ㄒ
㐨
断
䣔
の
一
㒊
䥺 

Ⅵ

䥹
三
枚
䣎
別
れ
が
悲
し
く
㎞
い
蝶
吉
が
泣
き
伏
す
䥺
䥾
䣓
第
三
十
五
䣔䥹
䣓
狂
犬
源

兵
衛
䣔
の
一
㒊
䥺
※
未
紹
介
一
枚
を
含
む
䣎 

Ⅶ

䥹
四
枚
䣎
蝶
吉
䣍
別
れ
の
盃
の
㓇
を
取
り
に
㝆
り
る
䣎
梓
䣍
帰
る
前
に
蝶
吉
戻
る
䣎

男
口
ㄪ
で
お
㓃
䥺

䥾
相
当
箇
所
な
し
䣎

な
お
䣍
村
松
ㄽ
文
䥹
䣓
断
片
䣔
一
䦅
八
䥺
䣍
田
中
ㄽ
文
䥹
断
片
Ⅰ
䦅
Ⅲ
䥺
の
㓄
列
を
原

稿
ご
と
に
示
し
た
䣎 

䣗
翻
刻
䣘 

Ⅰ

䥹
待
合
に
蝶
吉
が
到
着
し
て
㛫
も
な
く
䣎
一
枚
䥺

䥹
㸯
䥺
䢣
田
中
ㄽ
文
䣓
断
片
䥹
Ⅱ
䥺䣔 

第
十
六

向
直
つ
て
䣍
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や
あ
な
い
か
䣍
ま
る
㸭
㹚
㐟
ん
だ
つ
て
た
つ
た
十
月
十
日
か
そ
こ
い
ら
の
生
先
の

㛗
い
も
の
を
芽
を
切
つ
て
く
れ
る
こ
と
は
な
い
䣎 

 
そ
ん
な
こ
ん
な
を
考
え
る
と
私
あ
䣍
も
う
悔
く
ツ
て
悔
く
ツ
て
䣍
引
裂
い
て
ゞ

も
や
り
た
い
わ
䣍
目
に
見
え
る
も
の
だ
ツ
た
ら
く
だ
ら
な
い
信
心
を
さ
し
て
神
も

仏
も
唯
置
か
う
か
䣎 

と
㧗
松
巡
査
に
打
ち
明
け
る
䣎
娘
の
た
め
に
䣍
我
が
㌟
を
犠
牲
に
し
て
䣓
㦵
と
皮
䣔
に

な
䣬
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
䣍
堕
胎
し
た
と
い
う
よ
う
に
䣍
深
い
悔
恨
と
怒
り
䣍
娘

に
対
す
る
深
い
想
い
を
印
㇟
付
け
て
い
る
䣎
ま
た
䣍
堕
胎
さ
せ
た
大
和
屋
へ
の
批
判
䣍

怒
り
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
䣎
御
紋
が
堕
胎
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
䣍
䣓
何
に
も
知
ら
な

い
㜿
紋
は
ま
る
で
㤿
㮵
だ
け
れ
ど
䣔
と
い
い
䣍
䣓
も
の
心
を
思
へ
て
か
ら
䣍
芝
居
か
㐟

山
の
時
で
な
く
て
は
㛛
か
ら
外
へ
出
な
い
も
の
が
䣍
あ
の
女
だ
つ
て
何
だ
け
の
事
と
も

思
つ
ち
や
あ
居
な
い
ん
で
し
や
う
䣎
其
が
可
哀
想
な
ん
で
す
か
ら
䣔
と
い
う
よ
う
に
䣍

現
行
本
文
同
様
に
䣍
無
知
ゆ
え
の
同
情
が
伺
え
る
䣎
注
目
さ
れ
る
の
は
䣍
䣓
世
㛫
に
事

を
欠
い
て
お
腹
の
児
を
お
ろ
し
た
と
ま
で
聞
か
し
て
く
れ
る
こ
と
あ
な
い
も
う
そ
れ

だ
け
で
沢
山
だ
䣔
と
い
う
お
絹
の
䣓
世
㛫
䣔
へ
の
慮
り
で
あ
る
䣎
䣓
松
の
㩧
の
倅
䣔
に

つ
い
て
䣍
䣓
理
屈
も
何
に
も
分
り
や
し
ま
い
何
処
へ
行
つ
て
何
う
又
吹
聴
す
る
か
知
れ

な
い
か
ら
㟢
は
れ
ず
に
は
済
み
ま
す
ま
い
䣔
と
い
う
よ
う
に
䣍
堕
胎
が
䣓
吹
聴
䣔
さ
れ

る
こ
と
を
䣓
思
案
を
し
な
が
ら
沈
ん
で
い
䣔
う
と
こ
ろ
に
も
䣍
䣓
世
㛫
䣔
へ
の
懸
念
が

あ
る
䣎 

初
刊
本
以
㝆
の
現
行
本
文
で
は
䣍
䣓
西
洋
ぢ
や
あ
皆
平
気
で
す
つ
て
䣎
ま
た
田
舎
な

ん
ぞ
に
は
当
前
だ
と
思
つ
て
ま
す
と
さ
䣍
私
も
さ
つ
ぱ
り
し
た
ん
で
す
䣎
䥹
中
略
䥺
祝

つ
た
位
ぢ
や
あ
あ
り
ま
せ
ん
か
䣍
不
可
く
ツ
て
䣔
と
い
う
蝶
吉
に
䣍
梓
は
䣓
可
い
い
も

悪
い
も
お
前
䣍
䣔
䣓
言
ㄒ
㐨
断
だ
䣔
と
断
言
し
䣍
な
お
も
䣓
有
為
㢦
䣔
の
蝶
吉
に
䣍 

 

お
蝶
さ
ん
䣍
お
前
は
ヂ
が
分
か
ら
な
い
か
ら
䣍
何
に
も
世
の
中
の
こ
と
は
知
る
ま

い
が
ね
䣍
凡
そ
堕
胎
と
い
ふ
こ
と
を
し
た
者
は
䣍
之
が
罪
と
も
恥
と
も
知
ら
な
い

で
し
た
こ
と
に
し
ろ
䣍
心
は
腐
つ
て
も
䣍
人
㛫
と
い
ふ
目
㰯
だ
け
の
䣍
せ
め
て
皮

で
も
被
つ
て
る
中
は
䣍
二
人
並
ん
ぢ
や
あ
居
ら
れ
や
し
な
い
䣎 

と
い
う
よ
う
に
䣍
蝶
吉
の
無
知
を
ㄆ
め
な
が
ら
も
䣍
䣓
世
の
中
䣔
に
ㄆ
め
ら
れ
な
い
罪

を
犯
し
た
こ
と
を
ㅍ
す
䣎
梓
の
対
世
㛫
意
㆑
は
䣍
別
稿
の
お
絹
に
も
ㄆ
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
䣬
た
䣎 

 

こ
の
他
䣍
別
稿
の
㧗
山
は
䣍䣓
志
の
み
あ
つ
て
学
㈨
の
供
給
を
得
な
い
法
学
生
䣔
で
䣍

狂
犬
源
兵
衛
の
䣓
米
搗
䣔
に
な
䣬
て
い
た
の
を
䣍
お
絹
が
見
㎸
ん
で
䣍
䣓
勉
強
さ
し
䣔

て
䣓
巡
査
に
仕
立
て
た
䣔
と
い
う
が
䣍
初
刊
本
以
㝆
に
は
登
場
し
な
い
䣎
但
し
䣍
お
絹

が
源
兵
衛
に
㏣
い
出
さ
れ
た
後
㌟
を
寄
せ
た
老
婆
の
䣓
児
䣔
に
つ
い
て
䣍
䣓
嘗
つ
て
米

搗
と
な
つ
て
䣍
源
兵
衛
が
手
に
懸
つ
て
䣍
自
然
お
絹
の
世
ヰ
に
も
な
つ
た
䣔
と
い
う
よ

う
に
䣍
㧗
山
と
の
共
㏻
点
が
あ
る
䣎
し
か
し
䣍
䣓
不
心
得
な
䣍
明
巣
覗
で
上
げ
ら
れ
て

今
は
苦
役
中
䣔
と
い
う
こ
と
で
あ
り
䣍
異
同
が
大
き
い
䣎
別
稿
の
㧗
山
に
と
䣬
て
䣍
お

絹
は
䣍
䣓
唯
一
の
知
己
で
恩
人
䣔
で
あ
り
䣍
㧗
山
は
お
絹
が
源
兵
衛
か
ら
䣓
目
も
あ
て

ら
れ
な
残
㓞
な
取
扱
を
受
け
䣔
て
い
る
䣓
秘
密
䣔
も
知
䣬
て
い
る
と
あ
る
が
䣍
初
刊
本

以
㝆
に
䣍
そ
う
し
た
一
節
は
な
い
䣎
但
し
䣍
䣓
峰
䣔
は
䣍
蝶
吉
の
本
名
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
䣎 

以
上
の
よ
う
に
䣍
別
稿
は
䣍
䣕
湯
島
ユ
䣖
初
刊
以
㝆
と
比
べ
て
䣍
異
同
が
多
い
䣎
お

絹
が
生
き
て
い
る
設
定
で
䣍
お
絹
が
㠃
倒
を
み
て
一
人
前
に
し
た
巡
査
㧗
山
に
䣍
娘
の

堕
胎
を
聞
い
た
衝
撃
を
ㄒ
る
䣎
娘
の
た
め
に
我
が
㌟
を
犠
牲
に
し
て
䣍
狂
犬
源
兵
衛
を

䣓
亭
主
䣔
に
し
た
事
情
は
同
じ
だ
が
䣍
芸
妓
の
恋
人
が
䣍
初
刊
本
以
㝆
の
䣓
学
士
䣔
䣍

玉
司
䣓
子
爵
家
の
婿
君
䣔
で
は
な
く
䣍
生
活
に
困
ら
な
い
䣓
立
派
な
若
旦
㑣
䣔
で
あ
る

と
い
う
大
き
な
相
㐪
も
あ
る
䣎
堕
胎
を
聞
い
た
後
䣍
別
稿
の
お
絹
は
䣍
無
知
か
ら
堕
胎

し
た
こ
と
へ
の
深
い
悔
恨
と
怒
り
と
裏
腹
な
娘
に
対
す
る
深
い
想
い
䣍
堕
胎
さ
せ
た
大
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い
た
㜿
紋
か
ら
㥖
下
㥏
を
㈙
䣬
て
も
ら
い
喜
ん
だ
䣍䣓
お
穿
物
だ
よ
と
い
ふ
ㅦ
䣔䥹
座
敷

に
㏻
さ
な
い
䣎
㛛
前
払
い
䥺
だ
と
分
か
ら
ず
失
笑
さ
れ
䣍
䣓
㑇
恨
䣔
か
ら
堕
胎
を
䣓
刑

事
係
に
二
人
ま
で
発
い
た
䣔
䣎
そ
れ
を
知
䣬
た
䣓
㢌
䣔
は
䣍
刑
事
に
䣓
幾
干
か
握
ら
せ

て
押
へ
䣔
た
上
で
䣍
䣓
意
見
䣔
し
て
い
た
の
で
あ
䣬
た
䣎 

初
刊
本
䣓
第
七
䣔
か
ら
䣓
第
十
䣔䥹
三
両
二
分
䥺
以
㝆
に
も
同
様
の
場
㠃
が
あ
る
が
䣍

䣓
㢌
䣔
が
意
見
す
る
理
由
が
異
な
る
䣎䣓
三
両
二
分
䣔
で
は
䣍䣓
下
㇂
㯮
㛛
町
の
㢌
䣔
が

㥖
下
㥏
を
懐
に
入
れ
䣍
䣓
㊨
㊊
䣔
で
歩
く
䣓
松
の
㩧
の
倅
䣔
源
次
㑻
を
呼
び
と
め
䣍
焼

芋
屋
䣓
俵
藤
助
䣔
に
㐃
れ
㎸
む
䣎
㥖
下
㥏
は
䣍
源
次
㑻
が
蝶
吉
と
䣓
お
つ
こ
ち
䣔
た
後
䣍

䣓
お
歳
玉
䣔
に
㈙
䣬
て
も
ら
䣬
た
も
の
だ
と
い
う
䣎
待
合
の
帳
場
な
ど
で
見
せ
び
ら
か

す
の
を
腹
立
た
し
く
思
䣬
た
䣓
㢌
䣔
は
䣍
焼
芋
屋
の
竈
で
㥖
下
㥏
を
䣓
火
葬
䣔
に
し
䣍

䣓
㤿
㮵
め
䣍
㊨
㊊
で
失
せ
や
が
れ
䣔
と
源
次
㑻
を
㏣
い
出
す
䣎
別
稿
の
䣓
松
の
㩜
の
倅
䣔

に
意
見
す
る
䣓
㢌
䣔
と
い
う
設
定
を
㋃
襲
し
な
が
ら
䣍
芸
妓
の
堕
胎
を
告
発
す
る
男
へ

の
䣓
意
見
䣔
か
ら
䣍
初
刊
本
以
㝆
䣍
芸
妓
と
の
㛵
係
を
吹
聴
す
る
㍍
薄
な
男
へ
の
懲
戒

に
㌿
じ
て
い
る
䣎 

梓
が
蝶
吉
の
堕
胎
を
知
る
初
刊
本
䣓
第
十
一
䣔䥹
㏻
う
神
䥺
で
は
䣍䣓
㢌
䣔
か
ら
罵
倒

さ
れ
た
源
次
㑻
が
䣍
䣓
恋
の
仇
䣔
の
梓
に
突
き
あ
た
り
䣍
䣓
ふ
ん
䣍
色
男
も
凄
じ
い
や
䣍

汝
が
孕
ま
せ
た
児
を
堕
さ
れ
り
や
沢
山
ぢ
や
あ
な
い
か
䣍
お
政
府
へ
知
れ
て
見
ろ
䣍
二

人
と
も
䣍
泥
を
噛
る
ん
だ
い
䣍
知
つ
て
ゝ
い
は
な
い
の
は
お
慈
悲
だ
と
思
ふ
が
可
い
䣔

と
䣓
七
八
歩
䣍
学
士
に
添
つ
て
㏫
戻
を
し
て
歩
䣔
い
て
䣓
腹
立
の
八
ツ
当
り
䣔
で
䣍
罵

る
䣎
源
次
㑻
は
䣍
蝶
吉
の
堕
胎
を
䣍
䣓
お
政
府
䣔
へ
は
䣓
知
つ
て
ゝ
い
は
な
い
䣔
と
明

言
し
て
お
り
䣍
堕
胎
を
䣓
刑
事
係
に
二
人
ま
で
発
い
䣔
た
別
稿
と
の
異
同
が
こ
こ
で
も

指
摘
で
き
る
䣎 

第
三
に
䣍
芸
妓
の
恋
人
に
㐪
い
が
あ
る
䣎
初
刊
本
以
㝆
の
梓
は
䣍
䣓
学
士
䣔
で
䣓
温

㞞
な
る
㢼
㔗
と
䣍
秀
㯇
な
る
容
ㇺ
と
䣍
学
㆑
の
㇏
富
䣔
な
の
を
知
ら
れ
た
䣓
俊
才
䣔
䣍

玉
司
䣓
子
爵
家
の
婿
君
䣔
と
い
う
設
定
だ
が
䣍
別
稿
で
は
䣍
お
絹
の
口
か
ら
次
の
よ
う

に
ㄒ
ら
れ
て
い
る
䣎 

 
 

ヰ
の
あ
と
さ
き
の
続
を
聞
け
ば
㟝
嶋
さ
ん
の
児
だ
さ
う
で
す
䣎
ね
え
䣍
峯
さ
ん
䣍

立
派
な
若
旦
㑣
な
ん
だ
も
の
䣍
女
に
は
死
䣚
ん
䣛
だ
つ
も
り
に
し
て
秘
し
て
あ
る
䣍

私
が
䣍
こ
の
母
様
が
䣍
㜿
紋
が
情
人
は
㟝
嶋
さ
ん
だ
と
い
ふ
㢼
ㄝ
を
聞
い
て
草
葉

の
蔭
か
ら
許
し
た
亭
主
だ
䣍
こ
ど
も
の
出
来
る
に
不
思
㆟
も
な
し
䣍
又
勤
を
し
て

居
る
内
だ
か
ら
ツ
て
䣍
旦
㑣
が
困
つ
ち
や
あ
居
な
い
の
だ
か
ら
手
当
の
出
来
な
い

ツ
て
い
ふ
ん
ぢ
や
あ
な
い 

右
の
よ
う
に
䣍
㟝
嶋
は
䣍
䣓
立
派
な
若
旦
㑣
䣔
䣍
お
絹
も
䣓
許
し
た
亭
主
䣔
で
䣍
䣓
困

つ
ち
や
あ
居
な
い
䣔
と
い
う
よ
う
に
䣍
経
済
的
に
も
家
庭
的
に
も
䣍
問
㢟
の
な
い
富
裕

な
生
活
を
し
て
い
る
䣎
問
㢟
な
の
は
䣍
別
稿
に
は
䣓
学
士
䣔
と
い
う
学
歴
と
䣓
子
爵
䣔

と
い
う
華
族
㝵
級
へ
の
言
及
が
一
切
な
い
こ
と
で
あ
る
䣎䣓
困
つ
ち
や
あ
居
な
い
䣔䣓
立

派
な
若
旦
㑣
䣔
以
上
の
情
報
が
別
稿
に
は
な
い
䣎
別
稿
執
筆
時
点
で
䣍
学
㈨
の
支
援
を

受
け
て
華
族
の
婿
㣴
子
と
な
䣬
た
主
人
公
が
䣍
夫
人
と
相
容
れ
ず
䣍
芸
妓
に
惹
か
れ
る
䣎

そ
の
こ
と
の
是
㠀
を
学
友
が
ㄽ
ず
る
と
い
う
䣕
湯
島
ユ
䣖
の
構
想
の
前
半
が
䣍
別
稿
に

み
ら
れ
な
い
こ
と
は
䣍
㔜
要
で
あ
る
䣎
当
初
は
䣍
芸
妓
の
堕
胎
を
中
心
と
す
る
作
品
で

あ
䣬
た
こ
と
䣍
母
の
娘
へ
の
愛
情
に
㔜
心
を
置
い
た
作
品
で
あ
䣬
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
䣎 第

四
に
䣍
堕
胎
を
聞
い
た
後
の
心
情
に
㐪
い
が
あ
る
䣎
別
稿
の
お
絹
は
䣍
㧗
山
巡
査

に
䣓
抱
主
の
大
和
屋
が
人
気
に
触
る
か
ら
ツ
て
勧
め
た
ん
だ
ね
䣔
と
い
い
䣍 

母
親
が
㌟
を
粉
に
し
て
も
女
に
箔
を
つ
け
て
や
り
た
い
と
御
覧
な
さ
い
も
う
㦵
と

皮
で
す
䣍
こ
れ
ほ
ど
ま
で
し
て
居
る
も
の
を
䣍
私
の
目
の
届
か
な
い
こ
と
は
守
つ

て
く
だ
さ
り
さ
う
な
も
ん
だ
に
䣍
神
様
も
怨
み
だ
よ
䣎 

何
も
ま
た
大
和
屋
に
だ
つ
て
彼
ま
で
為
に
な
る
も
の
を
半
年
や
一
年
の
こ
ツ
ち

297



- 7 - 
 

別
稿
は
䣍
初
刊
本
以
㝆
の
䣓
三
両
二
分
䣔
・䣓
狂
犬
源
兵
衛
䣔
と
一
㒊
共
㏻
す
る
が
䣍

異
同
が
少
な
く
な
い
䣎
㧗
山
を
聞
き
手
と
し
た
お
絹
の
ㄒ
り
を
㏻
じ
て
䣍
娘
の
堕
胎
を

偶
然
聞
い
た
衝
撃
が
明
ら
か
に
な
る
展
㛤
で
あ
る
䣎
構
想
に
㛵
わ
る
設
定
上
の
㐪
い
を

確
ㄆ
す
れ
ば
䣍
以
下
の
㏻
り
で
あ
る
䣎 

第
一
に
䣍
別
稿
の
お
絹
は
存
命
だ
が
䣍
初
刊
本
以
㝆
で
は
䣍
䣓
三
十
三
䣍
最
後
の
大

厄
䣔
で
蝶
吉
に
看
取
ら
れ
て
亡
く
な
䣬
て
い
る
䥹
䣓
第
三
十
二
䣔
䥺
䣎
お
絹
が
源
兵
衛
を

䣓
亭
主
䣔
に
し
た
事
情
を
㧗
松
巡
査
に
ㄒ
る
設
定
は
䣍
初
刊
本
以
㝆
䣓
生
の
母
親
が
大

病
で
あ
る
䣍
今
生
で
唯
た
一
目
䣍
名
残
が
惜
み
た
い
䣔
䥹
䣓
第
三
十
䣔
䥺
と
聞
い
て
病
床

を
訪
れ
た
蝶
吉
に
䣍
お
絹
が
ㄒ
る
䥹
第
三
十
一
䥺
設
定
に
改
め
ら
れ
た
䣎 

お
絹
が
狂
犬
源
兵
衛
の
妻
と
な
䣬
た
経
緯
は
䣍
別
稿
で
は
䣍
次
の
よ
う
に
ㄒ
ら
れ
て

い
る
䣎 

 
 

片
時
も
㦵
㌟
の
痛
ま
な
い
㛫
も
な
い
や
う
な
目
に
㐂
つ
て
る
の
は
何
の
為
で
す
䣍

䥹
中
略
䥺
女
の
為
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
か
䣍
皆
あ
の
女
の
為
な
ん
で
す
䣎
恁
う
い

つ
ち
や
あ
何
だ
け
れ
ど
䣍
三
味
線
を
教
へ
た
つ
て
䣍
㋀
り
の
弟
子
を
取
つ
た
つ
て
䣍

よ
し
ん
ば
㛛
㝃
を
し
た
か
ら
だ
つ
て
䣍
何
䣍
私
の
口
は
楽
々
と
暮
さ
れ
る
で
す
䣎

人
の
世
ヰ
に
な
る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
も
の
䣎 

私
と
い
ひ
恁
う
や
つ
て
親
㢮
に
ま
だ
二
人
䣍
家
の
女
の
児
と
さ
い
い
へ
ば
䣍
一

人
も
残
ら
ず
䣍
皆
苦
界
に
入
る
の
は
䣍
あ
ゝ
䣍
何
か
不
知
䣍
因
縁
ご
と
で
私
の
血

統
に
祟
が
あ
る
所
為
だ
ら
う
䣍
精
々
㎞
い
思
ひ
を
し
た
ら
䣍
私
の
㌟
㌤
を
牲
に
し

た
ら
女
一
人
は
助
か
る
だ
ら
う
䣍
罪
滅
だ
と
左
様
思
つ
て
䣍
あ
の
女
が
可
愛
い
一

心
で
䣍
死
な
い
ま
で
に
し
て
居
る 

右
の
よ
う
に
䣍
お
絹
は
䣍
㌟
内
の
女
性
た
ち
が
䣓
皆
苦
界
に
入
る
䣔
䣍䣓
血
統
䣔
の
䣓
祟
䣔

を
一
㌟
に
背
㈇
い
䣍
娘
㜿
紋
の
た
め
に
狂
犬
源
兵
衛
に
㌟
を
捧
げ
䣍
䣓
㌟
㌤
を
牲
䣔
に

し
た
の
で
あ
䣬
た
䣎
こ
の
一
節
は
䣍
初
刊
本
䣓
第
三
十
一
䣔
の
䣍 

 

母
は
固
よ
り
天
㐨
の
大
御
心
に
は
協
は
ぬ
生
立
䣍
自
分
の
体
を
牲
に
し
て
䣍
そ
し

て
神
仏
の
手
で
䣍
つ
ま
り
幽
冥
の
㛫
に
蝶
吉
の
㌟
を
救
つ
て
㐵
ら
う
䣍
い
づ
れ
母

娘
が
揃
つ
て
泥
水
家
業
を
す
る
と
い
ふ
は
䣍
免
れ
ぬ
前
の
世
の
因
縁
づ
く
䣍
罪
滅

の
為
だ
と
思
つ
て
母
親
の
持
つ
た
亭
主
は
䢣
䢣
㛫
㯮
源
兵
衛
䢣
䢣
渾
名
を
狂
犬

と
い
ふ
䣍
花
川
戸
町
の
裏
㛗
屋
に
住
む
人
入
稼
業
䣍
主
に
米
屋
の
日
㞠
取
を
世
ヰ

す
る
親
仁
䣎 

と
い
う
よ
う
に
䣍䣓
自
分
の
体
を
牲
䣔
に
し
て
䣍䣓
罪
滅
䣔
の
た
め
䣍䣓
蝶
吉
の
㌟
を
救
䣔

う
た
め
だ
と
い
う
一
節
や
䣍
同
じ
章
の 

 
 

何
の
㸟
㋀
り
の
稽
古
を
し
て
も
䣍
三
味
線
の
弟
子
を
取
つ
て
も
䣍
我
㌟
一
ツ
は

安
々
と
世
㛫
を
清
く
㐣
さ
る
ゝ
を
䣍
獄
に
投
ぜ
ら
れ
て
苦
役
に
就
い
て
も
䣍
然
ば

か
り
に
は
あ
ら
ず
と
思
ふ
䣍
殆
む
ど
生
㌟
を
削
り
落
す
や
う
な
㞴
行
を
し
た
の
は
䣍

敢
て
堕
地
獄
の
我
㌟
の
苦
艱
を
扶
か
ら
う
と
い
ふ
の
で
は
な
い
䣍
唯
単
に
蝶
吉
の

た
め
に
し
た
の
で
あ
つ
た 

と
い
う
よ
う
に
䣍
娘
の
た
め
に
自
活
す
る
術
を
捨
て
て
䣍
䣓
生
㌟
を
削
り
落
す
や
う
な

㞴
行
䣔
を
㑅
ん
だ
と
す
る
一
節
に
符
合
す
る
䣎
別
稿
と
初
刊
本
以
㝆
は
䣍
ほ
ぼ
共
㏻
す

る
䣎 但

し
䣍
別
稿
の
お
絹
は
䣍
本
文
に
䣓
活
き
ち
や
あ
居
な
い
も
の
だ
と
思
つ
て
居
た
ツ

て
䣔
と
あ
る
こ
と
か
ら
㜿
紋
と
の
交
流
を
断
つ
ば
か
り
か
䣍
娘
に
母
親
が
他
界
し
て
い

る
と
思
わ
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
䣎
そ
の
一
方
䣍
娘
の
動
向
を
䣍
䣓
幽
㟋
に
で
も

な
つ
た
気
で
影
㌟
に
㝃
添
つ
て
䣔
い
て
䣍
䣓
座
敷
の
数
ま
で
知
つ
て
居
る
䣔
と
い
う
よ

う
に
把
握
し
䣍
傍
ら
で
見
守
䣬
て
い
る
䣎 

第
二
の
相
㐪
は
䣍
芸
妓
の
堕
胎
を
聞
く
の
が
䣍
䣓
情
人
䣔
で
は
な
く
䣍
母
お
絹
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
䣎
お
絹
は
䣍
焼
芋
屋
の
店
先
で
䣓
仲
之
町
の
㢌
䣔
が
䣓
松
の
㩧
の
倅
䣔

に
意
見
す
る
の
を
聞
い
て
䣍
御
紋
の
堕
胎
を
知
る
䣎䣓
松
の
㩧
の
倅
䣔
は
䣍䣓
惚
れ
䣔
て
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䥹
十
二
䥺 

 
 
 
 

第
十
一 

䣓
松
の
㩧
の
倅
な
ん
で
す
が
䣍
思
㎸
ん
だ
と
か
惚
れ
た
と
か
い
つ
て
䣍
㝃
絡
ふ
の
を
䣍

う
る
さ
い
と
も
思
は
な
い
で
䣍
㜿
紋
て
ツ
た
ら
弱
虫
の
癖
に
㰯
前
ば
か
り
気
が
強
い
䣍

刎
㏉
り
だ
も
ん
だ
か
ら
可
加
減
に
な
ぶ
つ
て
置
い
て
䣍
暮
の
こ
ツ
た
つ
て
䣍
お
穿
物
だ

よ
と
い
ふ
ㅦ
で
㥖
下
㥏
を
㈙
つ
て
や
つ
た
さ
う
だ
䣍
其
事
は
私
薄
々
知
つ
て
居
た
ん
で

す
䣎
が
䣍
㈙
つ
て
㈔
つ
た
当
人
は
ず
つ
と
も
う
㐩
引
か
れ
た
気
で
ヰ
は
で
き
た
も
の
だ

と
思
つ
て
䣍
済
ま
し
て
何
処
か
で
当
つ
て
見
る
と
䣍
天
窓
か
ら
笑
は
れ
て
お
気
の
毒
様

で
す
を
㣗
つ
た
で
し
や
う
䣎 

 

其
を
意
恨
に
思
つ
て
ね
䣍
松
の
㩧
が
䣍
彼
な
ん
だ
よ
䣍
其
の
㣕
ん
だ
こ
と
を
し
た
の

を
聞
出
し
て
さ
䣍
㉥
い
衣
も
の
を
着
せ
る
ツ
て
㦁
ぎ
出
し
た
の
䣎 

 

刑
事
係
に
二
人
ま
で
発
い
た
の
を
䣍
㢌
が
聞
着
け
て
䣍
大
変
だ
と
ま
あ
䣍
其
だ
け
は

幾
干
か
握
ら
し
て
押
へ
て
下
す
つ
た
様
子
な
ん
で
す
䣎 

  

右
の
よ
う
に
䣍
別
稿
は
䣓
第
八
䣔
か
ら
䣓
第
十
一
䣔
の
始
め
ま
で
の
十
二
枚
で
䣍䣓
第

八
䣔
か
ら
䣓
第
十
䣔
ま
で
は
䣍
各
章
四
枚
ず
つ
か
ら
な
る
䣎
お
絹
が
䣍
旧
知
の
巡
査
㧗

山
峯
松
に
䣓
峯
さ
ん
䣍
䣔
と
㐨
端
で
声
を
か
け
䣓
あ
な
た
で
な
く
ツ
ち
や
あ
䣍
私
は
ㄡ

に
も
い
ふ
人
が
な
い
ん
で
す
か
ら
䣔
と
ㄒ
り
か
け
て
䣍
䣓
仲
之
町
䣔
の
芸
妓
で
あ
る
娘

㜿
紋
が
䣓
児
を
お
ろ
䣔
し
た
と
聞
い
た
衝
撃
と
悔
恨
と
怒
り
䣍
失
意
を
ㄒ
る
場
㠃
で
あ

る
䣎
こ
れ
に
㛵
㐃
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
䣍
䣕
湯
島
ユ
䣖
決
定
稿
の
䣍
初
刊
本
䣓
第
三

十
一
䣔
の
䣓
お
絹
は
添
臥
を
し
た
の
で
あ
る
䣎
䣔
に
続
い
て
次
の
一
節
が
あ
䣬
た
と
い

う
指
摘
で
あ
る
䥹
檜
㇂
昭
彦
編
䣓
泉
㙾
花
自
筆
原
稿
目
㘓
䣔
参
照
䣎
岩
波
書
店
版
䣕
㙾

花
全
㞟
䣖
別
巻
所
収
䣍
昭
和
五
十
一
年
三
月
䥺䣎 

 
 

䣓
お
か
み
さ
ん
䣍䣔
と
巡
査
は
慇
懃
に
云
つ
て
一
歩
寄
つ
た
䣎 

 
 

䣓
峰
さ
ん
䣍
可
ん
で
す
か
䣎
䣔 

 
 

お
絹
は
左
右
な
く
㐍
ま
な
か
つ
た
䣍
巡
査
は
振
㏉
つ
て
派
出
所
の
中
を
㏱
か
す
と
䣍

卓
子
に
肱
を
つ
け
て
あ
ら
ず
䣍
休
憩
員
は
戸
張
の
中
に
㢦
を
か
く
し
て
仰
向
け
に

㊊
を
伸
ば
し
て
居
た
䣎 

 
 

䣓
可
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎䣔 

 
 

䣓
然
う
䣍
ま
あ
丁
ど
可
か
つ
た
こ
と
䣎
今
ね
䣍
私
が
皈
り
が
け
に
䣍
此
処
に
お
在

の
を
見
懸
け
た
か
ら
䣍
一
寸
何
な
ん
で
す
よ
䣎
少
し
ば
か
り 

 

右
の
一
節
は
䣍
䣓
巡
査
䣔
の
峰
と
䣓
お
か
み
さ
ん
䣔
が
䣓
派
出
所
䣔
㏆
く
の
㊰
上
で

言
葉
を
交
わ
す
と
こ
ろ
で
䣍
䣓
峰
さ
ん
䣔
と
い
う
登
場
人
物
と
舞
台
か
ら
照
ら
し
て
䣍

䣕
湯
島
ユ
䣖
別
稿
と
㐃
続
す
る
䣎
同
僚
が
休
憩
し
て
い
る
こ
と
を
䣓
峰
䣔
が
確
ㄆ
し
䣍

䣓
一
寸
何
な
ん
で
す
よ
䣎
少
し
ば
か
り
䣔
と
い
う
䣍
䣓
お
か
み
さ
ん
䣔
か
ら
の
相
ㄯ
に

耳
を
傾
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
一
節
で
あ
る
䣎
別
稿
䥹
一
䥺
と
䥹
二
䥺
の

㛫
に
あ
䣬
て
も
不
自
然
で
は
な
い
䣎 

 

別
稿
と
初
刊
本
以
㝆
の
人
物
を
対
応
さ
せ
れ
ば
䣍
次
の
よ
う
に
な
る
䣎 

 
 

別
稿 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

初
刊
本
以
㝆
䥹
現
行
本
文
䥺 

㧗
山
峯
松
䥹
巡
査
䥺 

 
 
 

 
 
 

 
 

䥹
耳
の
疎
い
婆
の
児
䥺 

お
絹
䥹
㜿
紋
の
母
䣍
狂
犬
源
兵
衛
の
妻
䥺 

お
絹
䥹
蝶
吉
の
母
䣍
狂
犬
源
兵
衛
の
妻
䣎

故
人
䥺 

 
 

 
 

 
 

狂
犬
源
兵
衛
䥹
口
入
屋
䥺 

 
 

 
 

 
 

狂
犬
源
兵
衛
䥹
口
入
屋
䥺 

㜿
紋
䥹
仲
之
町
大
和
屋
芸
妓
䥺 

 
 
 

 

蝶
吉
䥹
本
名
䣍
峰
䣎
元
仲
之
町
大
坂
屋
芸

妓
䣎
数
寄
屋
町
大
和
屋
芸
妓
䥺 

㟝
島
䥹
若
旦
㑣
䣎
㜿
紋
の
情
人
䥺 

 
 

 

神
月
䥹
玉
司
䥺
梓
䥹
玉
司
子
爵
家
の
婿
䣎

蝶
吉
の
情
人
䥺 

な
し 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

玉
司
㱟
子
䥹
梓
の
妻
䥺
䥹
注
䥺 
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其
が
可
哀
想
な
ん
で
す
か
ら
䣍䥹
死
䥺
私
あ
も
う
死
ん
だ
つ
も
り
で
䣍
幽
㟋
に
で
も
な

つ
た
気
で
影
㌟
に
㝃
添
つ
て
䥹
居
た
つ
も
り
あ
の
䥺
る
ん
だ
か
ら
䣍
あ
の
女
の
㌟
に
か
ゝ

つ
た
こ
と
は
座
敷
の
数
ま
で
知
つ
て
居
る
の
に
䣍
大
変
な
䣍
さ
う
い
ふ
こ
と
を
夢
に
で

も
見
さ
う
な
も
の
を
䣍
そ
れ
も
せ
め
て
䣍
耳
に
は
入
ら
な
い
で
䣍
何
に
も
知
ら
ず
に
で

も
済
む
事
か
䣍
㈙
物
に
寄
つ
て
人
の
口
か
ら
䣍
嘘
ら
し
い
と
も
思
は
れ
な
い
䣍
確
な
こ

と
を
聞
く
ば
か
り
か
䣍
い
ひ
触
ら
し
て
䣍
歩
行
く
奴
䣍
ッ
へ
る
ツ
て
い
ふ
奴
さ
へ
あ
る

ぢ
や
あ
な
い
か
い
䣍䣔
と
心
乱
れ
て
お
絹
は
口
も
荒
く
䥹
あ
ら
㸭
㹚
し
い
䣎䥺䣎 

䥹
九
䥺 

 
 
 
 

第
十 

䣓
峯
さ
ん
䣍
恩
に
被
る
ん
で
は
な
い
ん
で
す
よ
䣍
私
は
ね
䣍
い
ま
家
へ
皈
ら
う
と
思
つ

て
䣍
向
ふ
裏
䣚
か
䣛
ら
出
て
来
が
け
に
䣍
あ
な
た
が
恁
う
や
つ
て
䣍
此
処
に
立
つ
て
る

の
を
見
懸
け
た
も
ん
で
す
か
ら
䣍
笑
つ
ち
や
あ
不
可
せ
ん
䥹
よ
䥺䣍
寒
く
は
あ
る
し
䣍
又

お
腹
も
空
い
て
や
う
と
思
つ
て
ね
䣍
お
つ
か
ひ
も
の
を
し
や
う
ツ
て
䣍
横
町
の
焼
き
芋

屋
䥹
さ
ん
䥺
へ
寄
つ
た
ん
で
す
よ
䣎 

 

大
な
声
で
䣍
㜿
紋
䣍
㜿
紋
ツ
て
い
つ
て
る
の
が
聞
こ
え
る
か
ら
䣍
ひ
よ
い
と
立
留
ま

つ
た
ん
で
す
䣎
そ
つ
と
見
る
と
仲
之
町
の
㢌
で
す
䣍
つ
か
ま
へ
て
ヰ
し
て
い
る
対
手
と

い
ふ
の
が
松
の
㩧
の
倅
で
ね
䣎
何
だ
ツ
て
い
ふ
の
䣍
㜿
紋
が
ま
あ
䣍
小
児
が
出
来
て
䣍

そ
れ
を
䣍
䣔 

と
い
つ
て
䣍
蒼
白
い
㢦
を
㣁
と
染
め
た
が
物
凄
い
ほ
ど
目
の
う
ち
に
ケ
ン
を
持
つ
て
䣍

呼
吸
を
䥹
つ
い
て
䥺
切
つ
て
䣍
き
せ
㎸
ん
で
䣍 

䣓
お
ろ
し
た
ん
で
す
と
㸟
䣔 

䣓
䢧
䢧
䢧
䢧
䢧
䢧
䢧
䣎䣔 

䥹
十
䥺 

 

水
㐨
の
水
へ
何
を
㛫
㐪
へ
て
汝
の
よ
う
な
蛆
が
湧
い
た
ん
だ
ツ
て
䣍
松
の
㩧
を
つ
か

ま
へ
て
㢌
が
意
見
を
し
て
る
処
へ
ち
や
う
ど
行
合
は
せ
て
私
が
耳
に
入
つ
た
ん
だ
䣎 

 

何
に
も
知
ら
な
い
㜿
紋
は
ま
る
で
㤿
㮵
だ
け
れ
ど
䣍
松
の
㩧
は
其
上
へ
㢼
流
と
か
俳

ㅊ
と
か
を
知
つ
て
居
る
だ
け
に
㊊
を
懸
け
た
痴
漢
な
ん
で
す
か
ら
䣍
㢌
が
あ
ゝ
い
ツ
て

下
す
ツ
た
つ
て
䣍
理
屈
も
何
に
も
分
り
や
し
ま
い
何
処
へ
行
つ
て
何
う
又
吹
聴
す
る
か

知
れ
な
い
か
ら
㟢
は
れ
ず
に
は
済
み
ま
す
ま
い
䣎䣔
と
思
案
を
し
な
が
ら
沈
ん
で
い
つ
た
䣍

お
絹
は
䣍
急
に
ㄪ
子
が
変
つ
て
䣍 

䣓
峯
さ
ん
䣍
私
あ
呆
れ
㏉
つ
て
し
ま
つ
た
よ
䣍
あ
ゝ
䣍
も
う
㤿
㮵
々
々
し
い
䣍
癪
に
も

㞀
る
し
䣍
悲
し
く
も
あ
る
し
䣍
何
だ
か
分
が
分
ら
な
く
な
つ
た
様
だ
䣎 

 

恁
う
な
り
や
㜿
紋
だ
つ
て
憎
ら
し
い
わ
ね
え
䣍
活
き
ち
や
あ
居
な
い
も
の
だ
と
思
つ

て
居
た
つ
て
私
が
此
位
に
何
し
て
居
た
ら
䣍
些
と
ば
か
し
は
心
持
が
㏻
し
さ
う
な
も
の

ぢ
や
あ
な
い 

䥹
十
一
䥺 

か
䣎
世
㛫
に
事
を
欠
い
て
お
腹
の
児
を
お
ろ
し
た
と
ま
で
聞
か
し
て
く
れ
る
こ
と
あ
な

い
も
う
そ
れ
だ
け
で
沢
山
だ
䣎 

 

㥏
目
ぢ
や
あ
な
い
か
䣍
ね
え
䣍
峯
さ
ん
䣎
母
親
が
㌟
を
粉
に
し
て
も
女
に
箔
を
つ
け

て
や
り
た
い
と
御
覧
な
さ
い
も
う
㦵
と
皮
で
す
䣍
こ
れ
ほ
ど
ま
で
し
て
居
る
も
の
を
䣍

私
の
目
の
届
か
な
い
こ
と
は
䥹
神
仏
が
手
を
懸
け
て
䥺
守
つ
て
く
だ
さ
り
さ
う
な
も
䥹
の

だ
䣎䥺
ん
だ
に
䣍
神
䥹
仏
も
䥺
様
も
怨
み
だ
よ
䣎 

 

何
も
ま
た
大
和
屋
に
だ
つ
て
彼
ま
で
䥹
に
䥺
為
に
な
る
も
の
を
半
年
や
一
年
の
こ
ツ

ち
や
あ
な
い
か
䣍
ま
る
㸭
㹚
㐟
ん
だ
つ
て
た
つ
た
十
月
十
日
か
そ
こ
い
ら
の
生
先
の
㛗

い
も
の
を
芽
を
切
つ
て
く
れ
る
こ
と
は
な
い
䣎 

 

そ
ん
な
こ
ん
な
を
考
え
る
と
私
あ
䣍
も
う
悔
く
ツ
て
悔
く
ツ
て
䣍
引
裂
い
て
ゞ
も
や

り
た
い
わ
䣍
目
に
見
え
る
も
の
だ
ツ
た
ら
䥹
信
心
を
䥺
く
だ
ら
な
い
信
心
を
さ
し
て
神

も
仏
も
唯
置
か
う
か
䣎 
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䣓
何
う
ぞ
䣍䣔 

䣓
い
た
し
方
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
䣍䣔
と
巡
査
の
声
も
沈
ん
で
居
る
䣎 

䥹
五
䥺 

第
九 

䣓
峯
さ
ん
䣍
い
け
な
い
よ
䣎
も
う
䣍䣔
と
投
げ
た
や
う
に
い
つ
て
お
絹
は
キ
ツ
と
䥹
な
つ

て
䥺
し
て
巡
査
の
㢦
を
見
た
䣎
は
じ
め
は
然
も
䥹
急
䥺
早
急
な
こ
と
あ
り
気
で
䣍
㣕
着

く
や
う
に
何
か
い
ひ
さ
う
で
あ
つ
た
の
が
䣍
仔
細
を
問
は
れ
る
と
猶
予
つ
て
暫
時
う
つ

む
い
て
落
胆
し
た
䥹
や
う
䥺
様
子
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
䣎 

䣓
何
で
す
䣍
何
う
な
さ
い
ま
し
た
䣍䣔
と
㧗
山
も
穏
䣚
な
䣛
ら
ず
と
見
て
危
ぶ
ん
で
聞
い

た
䣍
お
絹
が
憂
㨚
な
㢦
の
色
は
一
層
沈
ん
で
暗
く
見
ら
る
ゝ
䣎 

䣓
い
え
䣍
仲
之
町
に
居
る
女
の
こ
ツ
て
す
が
䣍䣔 

䣓
不
可
い
ん
で
す
か
䣍
病
気
が
㔜
り
ま
し
た
か
䣎䣔 

䣓
何
で
す
㸟
峯
さ
ん
䣍
其
の
病
気
位
な
ら
䣍
お
医
師
様
に
見
放
さ
れ
た
つ
て
私
信
心
を

し
て
㐵
り
ま
す
か
ら
䣍
こ
ん
な
断
念
め
た
こ
と
を
い
ふ
ん
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
䣍
䣔
と
心

に
激
す
る
こ
と
あ
り
や
䣍䥹
き
つ
く
恁
う
い
ひ
䥺 

䥹
六
䥺 

䣓
私
が
㌟
㌤
の
苦
䣚
し
䣛
い
の
で
は
䣍
峯
さ
ん
に
も
䣍
溜
息
一
ツ
聞
か
せ
ま
い
と
䣍
い

つ
か
ㄡ
に
も
い
つ
た
こ
と
の
な
い
㌟
の
上
ヰ
を
し
た
時
に
あ
な
た
に
さ
う
い
つ
て
約
束

を
し
た
ほ
ど
で
す
䣎
懲
役
に
い
つ
た
つ
て
䣍
穢
多
の
な
ぐ
さ
み
も
の
に
な
つ
た
つ
て
䣍

今
の
私
よ
り
増
で
し
や
う
䣎 

 

犬
と
い
や
あ
獣
よ
䣍
人
が
皆
な
狂
犬
だ
と
い
ふ
も
の
に
㐃
添
つ
て
り
や
䣍
畜
生
で
す
䣍

あ
い
つ
は
穢
多
だ
䣍
懲
役
だ
と
い
は
れ
る
位
愚
な
こ
と
䣍
ま
だ
其
上
に
片
時
も
㦵
㌟
の

痛
ま
な
い
㛫
も
な
い
や
う
な
目
に
㐂
つ
て
る
の
は
何
の
為
で
す
䣍
峯
さ
ん
䣍䣔
と
い
つ
て

天
を
怨
ま
む
と
す
る
目
で
㧗
山
の
㢦
を
瞻
つ
た
䣎 

䣓
そ
れ
は
能
く
存
じ
て
居
り
ま
す
䣎䣔 

 

䣓
女
の
為
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
か
䣍
皆
あ
の
女
の
為
な
ん
で
す
䣎
恁
う
い
つ
ち
や
あ
何

だ
け
れ
ど
䣍
三
味
線
を
教
へ
た
つ
て
䣍
㋀
り
の
弟
子
を
取
つ
た
つ
て
䣍
よ
し
ん
ば
㛛
㝃

を
し
た
か
ら
だ
つ
て
䣍
何
䣍
私
の
口
は
楽
々
と
暮
さ
れ
る
で
す
䣎
人
の 

䥹
七
䥺 

世
ヰ
に
な
る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
も
の
䣎 

私
と
い
ひ
恁
う
や
つ
て
親
㢮
に
ま
だ
二
人
䣍
家
の
女
の
児
と
さ
い
い
へ
ば
䣍
一
人
も

残
ら
ず
䣍
皆
苦
界
に
入
る
の
は
䣍
あ
ゝ
䣍
何
か
不
知
䣍
因
縁
ご
と
で
私
の
血
統
に
祟
が

あ
る
所
為
だ
ら
う
䣍
精
々
㎞
い
思
ひ
を
し
た
ら
䣍
私
の
㌟
㌤
を
牲
に
し
た
ら
女
一
人
は

助
か
る
だ
ら
う
䣍
罪
滅
だ
と
左
様
思
つ
て
䣍
あ
の
女
が
可
愛
い
一
心
で
䣍
死
な
い
ま
で

に
し
て
居
る
ん
だ
の
に
䣍
峯
さ
ん
䣍
出
来
た
児
を
お
ろ
す
た
あ
何
の
こ
つ
た
ね
䣎 

 

ヰ
の
あ
と
さ
き
の
続
を
聞
け
ば
㟝
嶋
さ
ん
の
児
だ
さ
う
で
す
䣎
ね
え
䣍
峯
さ
ん
䣍
立

派
な
若
旦
㑣
な
ん
だ
も
の
䣍
女
に
は
死
䣚
ん
䣛
だ
つ
も
り
に
し
て
秘
し
て
あ
る
䣍
私
が
䣍

こ
の
母
様
が
䣍
㜿
紋
が
情
人
は
㟝
嶋
さ
ん
だ
と
い
ふ
㢼
ㄝ
を
聞
い
て
草
葉
の
蔭
か
ら
許

し
た
亭
主
だ
䣍
こ
ど
も
の
出
来
る
に
不
思
㆟
も
な
し
䣍
又
勤
を
し
て
居
る
内
だ
か
ら
ツ

て
䣍
旦
㑣
が
困
つ
ち
や
あ
居
な
い
の
だ
か
ら
手
当
の
出
来
な
い
ツ
て
い
ふ
ん
ぢ
や
あ
な

い
の
に
䣍
抱
主
の
大
和
屋
が
人
気
に
触
る
か
ら
ツ
て 

䥹
八
䥺 

勧
め
た
ん
だ
ね
䣎 

 
最
も
あ
す
こ
い
ら
ぢ
や
あ
䣍
そ
ん
な
こ
と
を
何
と
も
思
つ
て
居
䥹
や
あ
䥺
は
し
な
䥹
く

て
ね
䥺
い
ん
で
す
䣍
き
た
な
い
固
で
も
吐
出
す
や
う
に
䣍
あ
と
は
せ
い
㸭
㹚
す
る
位
い

つ
て
る
ん
だ
も
の
䣎 

も
の
心
を
思
へ
て
か
ら
䣍
芝
居
か
㐟
山
の
時
で
な
く
て
は
㛛
か
ら
外
へ
出
な
い
も
の

が
䣍
あ
の
女
だ
つ
て
何
だ
け
の
事
と
も
思
つ
ち
や
あ
居
な
い
䥹
だ
ら
う
䣎
䥺
ん
で
し
や
う
䣎 
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搦
ん
で
後
ざ
ま
に
一
歩
を
㛤
き
䣍
灯
に
す
か
し
て
暗
中
を
ぎ
く
り
と
見
た
䣎 

䣓
峯
さ
ん
䣍䣔
と
ま
た
密
に
い
ひ
か
け
て
㎷
か
ら
ひ
ら
り
と
出
て
来
た
の
は
䣍
三
十
八
九
䣍

四
十
ば
か
り
な
䣍
人
品
の
可
䣍
束
ね
㧥
で
䣍
窶
れ
た
㢦
色
䣍
双
子
の
半
纏
着
で
䣍
前
垂

懸
䣍
下
締
に
挟
ん
で
裾
を
引
上
げ
た
㊨
㊊
に
草
履
䣍
片
手
に
㒊
の
厚
い
帳
㠃
を
一
冊
提

げ
た
䥹
襟
か
ら
引
か
け
て
䥺
内
懐
䥹
に
䥺
㈈
布
に
づ
ツ
し
り
㔜
㔞
あ
り
䣎
こ
れ
を
以
て

其
か
と
推
す
る
此
の
婦
人
は
㧗
利
㈚
で
は
な
い
䣎 

䥹
二
䥺 

䣓
何
う
な
す
つ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
䣍䣔
と
沈
着
に
い
か
な
る
こ
と
も
能
く
聞
分
け
る
や

う
な
ㄪ
子
で
尋
ね
た
䣎
㧗
松
巡
査
は
志
の
み
あ
つ
て
学
㈨
の
供
給
を
得
な
い
法
学
生
で

あ
つ
た
が
䣍
㣗
客
に
も
書
生
に
も
何
処
に
も
容
れ
ら
れ
な
い
で
糊
口
に
窮
し
米
搗
に
な

つ
て
源
兵
衛
が
手
に
懸
つ
た
䣍
其
の
人
柄
を
見
て
お
絹
が
あ
は
れ
に
思
ひ
憐
ん
で
䣍
前

垂
の
下
に
か
く
し
て
本
を
㈙
つ
て
来
て
あ
て
が
ひ
䣍
油
を
盗
ん
で
灯
を
与
へ
䣍
寝
床
の

中
に
勉
強
さ
し
て
䣍
や
う
や
く
巡
査
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
か
ら
䣍
お
絹
は
㧗
山
に
取

つ
て
唯
一
の
知
己
で
且
つ
恩
人
で
あ
る
䣎
人
は
皆
お
絹
が
其
残
ん
の
色
を
以
て
䣍
猶
㊊

腰
の
立
つ
㌟
を
以
て
何
だ
つ
て
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
や
う
な
残
㓞
な
取
扱
を
受
け
て
䣍

絶
入
ら
ん
ば
か
り
の
苦
労
を
し
つ
ゝ
䣍
狂
犬
に
㐃
添
つ
て
居
る
䥹
だ
ら
う
と
䥺
の
か
怪

し
き
ま
ゝ
に
何
か
お
絹
の
㌟
の
上
に
秘
密
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
と
考
え
る
䣍
其
秘
密
も

㧗
山
は
能
く
知
つ
て
居
る
ほ
ど
の
中
な
の
で
䣎 

䥹
三
䥺 

お
絹
は
些
と
も
気
に
し
な
い
で
䣍 

䣓
で
す
が
䣍
峯
さ
ん
䣍
あ
な
た
で
な
く
ツ
ち
や
あ
䣍
私
は
ㄡ
に
も
い
ふ
人
が
な
い
ん
で

す
か
ら
䣎
䣔 

䣓
そ
し
て
お
つ
し
や
ら
な
け
り
や
な
り
ま
せ
ん
か
䣎䣔 

䣓
是
㠀
堪
忍
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
䣍䣔 

䣓
は
い
䣍䣔
と
力
な
げ
に
答
へ
て
巡
査
は
恰
も
死
刑
の
宣
告
を
受
け
る
も
の
ゝ
や
う
に
耳

を
傾
け
つ
ゝ
䣍 

䣓
承
り
ま
し
や
う
䣍
あ
な
た
の
御
様
子
と
い
ひ
私
は
も
う
始
ツ
か
ら
聞
く
に
堪
へ
な
い

こ
と
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
䣍
聞
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
様
な
ら
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
䣎䣔 

䣓
峯
さ
ん
䣍
私
だ
つ
て
仕
方
が
な
い
の
䣍䣔
と
悄
然
と
す
る
䣎 

䣓
仲
之
町
に
在
ら
つ
し
や
る
の
が
お
な
く
な
ン
な
す
つ
た
の
ぢ
や
あ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
䣎

あ
な
た
が
舌
を
く
ひ
切
つ
て
も
口
へ
出
し
て
お
つ
し
や
り
た
く
な
い
の
は
䣍
御
自
分
が

今
の
御
境
㐝
に
就
い
て
の
愚
痴
と
そ
れ
か
ら
お
嬢
さ
ん
の
お
㌟
の
上
に
䥹
不
幸
が
あ
つ

た
䥺 

䥹
四
䥺 

情
䣚
な
䣛
い
こ
と
の
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
ゝ
其
の
二
ツ
ば
か
り
だ
と
い
ふ
こ
と
を
予
て

う
け
た
ま
は
つ
て
よ
く
存
じ
て
居
り
ま
す
䣎
㔜
つ
た
位
な
ら
医
師
が
手
を
放
し
て
も
未

だ
神
仏
を
信
心
す
る
け
れ
ど
も
と
い
つ
て
落
胆
し
て
居
ら
つ
し
や
る
の
を
見
ま
す
と
䣍

何
う
も
御
不
幸
が
あ
つ
た
と
存
じ
ま
す
が
䣍䣔 

䣓
え
ゝ
䣍
も
う
䣍
一
層
畳
の
上
で
死
ん
だ
と
い
つ
て
し
ま
ひ
た
い
位
な
ん
で
す
よ
䣍
其

方
が
ま
だ
し
も
な
ん
だ
も
の
䣎䣔
と
あ
と
は
呟
く
や
う
に
い
つ
た
お
絹
の
声
は
㟈
へ
た
の

で
あ
る
䣎 

巡
査
も
色
を
か
へ
て
䣍 

䣓
容
易
な
こ
ツ
ち
や
あ
ゝ
り
ま
す
ま
い
䣍
困
り
ま
し
た
䣍
私
も
こ
ん
な
職
に
就
い
て
る

ん
で
す
か
ら
䣍
世
の
中
の
ど
ん
な
こ
と
で
も
殺
人
で
も
放
火
で
も
何
で
も
平
気
で
聞
く

ん
で
す
が
䣎
お
か
み
さ
ん
䣍
あ
な
た
の
情
な
い
と
お
つ
し
や
る
こ
と
は
何
う
ぞ
し
て
聞

き
た
く
な
い
も
の
だ
と
思
つ
て
居
ま
し
た
け
れ
ど
も
䣍
承
ま
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
䣍䣔 
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大
学
国
文
学
会
䣓
国
文
学
ㄽ
㞟
䣔
二
䣍
昭
和
四
三
年
十
月
䥺
と
田
中
励
儀
䣓
泉
㙾
花
䣓
湯

島
ユ
䣔
の
成
立
と
変
容
䣔䥹䣓
日
本
㏆
代
文
学
䣔
七
二
号
䣍
平
成
十
七
年
五
月
䥺
が
紹
介
䣍

翻
刻
し
た
泉
家
蔵
の
草
稿
䣍
十
九
枚
が
あ
る
䣎 

村
松
ㄽ
文
は
䣍
泉
家
の
草
稿
が
䣍
右
の
概
略
の
䥹
㸱
䥺
䣍
蝶
吉
の
堕
胎
を
知
䣬
た
梓

が
別
れ
を
告
げ
る
待
合
歌
枕
の
場
㠃
䥹
䣓
段
㝵
子
䣔
䣓
言
ㄒ
㐨
断
䣔
䣓
狂
犬
源
兵
衛
䣔
の

後
半
䥺
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
䣍
㙾
花
は
䣓
現
存
の
枚
数
に
僅
か
な
前
後
の

あ
る
も
の
䣔
を
最
初
に
し
た
ゝ
め
䣍
そ
れ
に
基
づ
い
て
䣍䣓
段
㝵
子
䣔・䣓
言
ㄒ
㐨
断
䣔
・

䣓
狂
犬
源
兵
衛
䣔
の
後
半
を
仕
上
げ
た
と
推
定
し
䣍䣕
湯
島
ユ
䣖
の
最
も
㔜
要
な
㒊
分
䣍

核
心
と
な
る
梓
と
蝶
吉
の
別
れ
の
一
節
が
最
初
に
執
筆
さ
れ
た
と
見
る
䣎
田
中
ㄽ
文
は
䣍

䣓
現
存
す
る
䣏
草
稿
断
片
䣐
䣔
が
蝶
吉
の
堕
胎
を
知
䣬
た
梓
が
待
合
歌
枕
で
䣓
別
㞳
を

切
り
出
す
場
㠃
䣔
に
䣓
㞟
中
し
て
い
る
䣔
こ
と
を
㋃
ま
え
て
䣍
蝶
吉
が
䣓
自
棄
に
な
䣬

た
言
葉
を
吐
い
た
䣔
り
䣍
䣓
䣏
巡
査
㐟
び
䣐
の
口
ㄪ
で
神
月
に
㓃
䣔
を
し
䣍
䣓
神
月
君
万

歳
䣔
と
い
䣬
た
か
と
思
う
と
䣓
格
子
外
へ
㥒
け
出
し
た
り
す
る
䣍
荒
々
し
い
行
動
䣔
を

描
く
一
方
䣍
別
の
断
片
で
は
䣓
弱
々
し
く
し
お
ら
し
い
姿
が
強
ㄪ
さ
れ
て
い
る
䣔
こ
と

を
指
摘
し
䣍
䣓
梓
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
た
蝶
吉
の
反
応
を
め
ぐ
䣬
て
䣍
ど
ち
ら
の
タ

イ
プ
に
す
る
か
䣍
㏞
い
䣍
書
き
あ
ぐ
ん
で
い
た
䣔
の
で
は
な
い
か
と
捉
え
る
䣎 

こ
こ
に
紹
介
翻
刻
す
る
の
は
䣍
科
学
研
究
㈝
・
基
盤
研
究
㹁
䣓
泉
名
月
氏
旧
蔵
䣍
泉

㙾
花
未
ㄪ
査
㈨
料
の
実
ド
的
研
究
䣔
䥹
ㄢ
㢟
番
号
・
㸯
㸵
㹉
㸮
㸰
㸲
㸴
㸷
䥺
に
よ
り
䣍

田
中
励
儀
氏
䣍
穴
倉
玉
日
氏
と
共
に
䣍
㈨
料
の
ㄪ
査
研
究
を
行
な
う
中
で
䣍
発
見
さ
れ

た
草
稿
十
二
枚
で
あ
る
䣎
芸
妓
の
堕
胎
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
䣍
䣕
湯
島
ユ
䣖
の
人
物

名
や
舞
台
と
の
異
同
が
あ
り
䣍
現
行
本
文
に
は
存
在
し
な
い
場
㠃
を
描
い
た
別
稿
で
あ

る
䥹
以
下
䣍䣕
湯
島
ユ
䣖
別
稿
と
よ
ぶ
䥺
䣎 

本
稿
で
は
䣍
別
稿
十
二
枚
を
翻
刻
し
て
初
刊
本
以
㝆
の
本
文
と
の
異
同
を
検
ド
し
䣍

䣕
湯
島
ユ
䣖
の
原
構
想
を
検
討
し
た
い
䣎
併
せ
て
䣍
参
考
と
し
て
䣕
湯
島
ユ
䣖
草
稿
の

判
ㄞ
可
能
な
訂
正
箇
所
を
示
し
て
未
紹
介
の
一
枚
を
含
め
て
作
品
展
㛤
に
合
わ
せ
て

翻
刻
す
る
䣎
本
文
の
引
用
は
䣍
初
刊
本
に
よ
る
䣎 

 

㸯 

䣕
湯
島
ユ
䣖
別
稿
の
翻
刻
と
構
想 

 

翻
刻
に
当
た
䣬
て
䣍
漢
字
は
䣍
原
則
と
し
て
現
在
㏻
行
の
字
体
に
改
め
た
䣎
振
り
仮

名
・
仮
名
づ
か
い
・
反
復
記
号
・
句
ㄞ
点
は
䣍
草
稿
の
ま
ま
と
し
た
䣎
ㄗ
字
脱
字
と
思

わ
れ
る
も
の
は
䣍
原
則
と
し
て
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
䣎
但
し
䣍
明
ら
か
な
ㄗ
字
・
衍
字
・

脱
字
に
つ
い
て
は
䣍䣚 

 

䣛
を
付
し
て
正
し
い
形
を
示
し
た
䣎䣓 

 

䣔
の
後
に
䣍
一

字
分
の
空
き
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
が
見
ら
れ
る
が
䣍
空
き
を
ワ
め
た
䣎
段
落
の
は

じ
め
は
䣍
一
字
下
げ
た
䣎䣓
と
い
つ
て
䣔䣓
と
い
ツ
て
䣔
の
よ
う
に
䣍
促
㡢
は
䣓
つ
䣔䣓
ツ
䣔

の
二
種
が
存
す
る
が
䣍
統
一
せ
ず
䣍
原
稿
㏻
り
と
し
た
䣎
訂
正
前
の
見
せ
消
ち
で
解
ㄞ

可
能
な
も
の
は
䣍
䥹 

 

䥺
内
に
記
し
た
䣎
種
㢮
の
㐪
う
も
の
は
䣍
Ⅰ
䣍
Ⅱ
な
ど
ロ
䤀

マ
数
字
で
示
し
䣍
草
稿
に
䥹
一
䥺
䦅
䥹
二
䥺
な
ど
の
㏻
し
番
号
を
付
し
た
䣎 

な
お
䣍
原
稿
に
は
䣍
今
日
の
人
権
意
㆑
に
照
ら
し
て
不
㐺
切
と
思
わ
れ
る
ㄒ
句
が
含

ま
れ
て
い
る
が
䣍
作
品
の
書
か
れ
た
時
代
背
景
に
か
ん
が
み
䣍
そ
の
ま
ま
と
し
た
䣎 

 

䣗
翻
刻
䣘 

䥹
一
䥺 

 
 
 
 

第
八 

 

䣓
峰
さ
ん
䣍䣔
と
小
さ
な
声
䣎
い
ま
荷
㌴
曳
を
呵
し
去
つ
て
䣍
旧
居
た
㐨
㊰
の
線
に
其

㠐
を
縫
つ
け
て
ツ
ゝ
と
立
ち
䣍
洋
刀
の
柄
に
手
を
か
け
て
莞
爾
と
し
た
時
背
後
か
ら
峯

さ
ん
と
い
つ
て
其
の
名
を
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
䣎 

巡
査
㧗
山
峰
松
は
職
務
敏
い
耳
に
疾
く
聞
き
つ
け
た
が
䣍
う
か
と
は
答
へ
ず
䣍
㊊
を
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䣗
要
旨
䣘 

泉
名
月
氏
旧
蔵
の
泉
㙾
花
䣕
湯
島
ユ
䣖
の
草
稿
は
䣍
二
つ
の
ㄽ
文
で
翻
刻
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
䣍
今
ま
で
に
公
に
な
䣬
て
い
な
い
未
紹
介
の
一
枚
が
あ
る
䣎
こ
れ
と
は
別
の

草
稿
十
二
枚
の
存
在
も
確
ㄆ
さ
れ
た
䣎
芸
妓
と
な
䣬
た
娘
の
堕
胎
を
聞
い
た
母
親
が
䣍

そ
の
衝
撃
を
知
り
合
い
の
巡
査
に
ㄒ
る
も
の
で
䣍
初
刊
本
以
㝆
に
は
存
在
し
な
い
場
㠃

で
あ
る
䣎
内
容
的
に
は
䣍䣓
三
両
二
分
䣔䣓
狂
犬
源
兵
衛
䣔
と
㝃
合
す
る
㒊
分
が
あ
る
他
䣍

慶
應
義
塾
図
書
㤋
蔵
の
決
定
稿
の
削
㝖
さ
れ
た
一
節
に
㐃
続
す
る
䣎
注
目
さ
れ
る
の
は
䣍

芸
妓
の
䣓
情
人
䣔
が
子
爵
の
婿
で
は
な
く
䣍
䣓
立
派
な
若
旦
㑣
䣔
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
䣎
学
㈨
の
支
援
を
受
け
て
華
族
の
婿
㣴
子
と
な
䣬
た
学
士
が
䣍
芸
妓
に
惹
か
れ

る
と
い
う
䣕
湯
島
ユ
䣖
の
構
想
が
䣍
別
稿
に
は
み
ら
れ
な
い
䣎
当
初
は
䣍
芸
妓
の
堕
胎

を
中
心
と
す
る
作
品
で
あ
䣬
た
こ
と
䣍
母
の
娘
へ
の
愛
情
に
㔜
心
を
置
い
た
作
品
で
あ

䣬
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
䣎
別
稿
を
翻
刻
し
て
䣍
初
刊
本
以
㝆
の
本
文
と
の
異
同
を
検

ド
す
る
と
と
も
に
䣍
作
品
展
㛤
に
則
し
て
䣍
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
草
稿
に
未
紹
介

の
一
枚
を
加
え
て
䣍
草
稿
の
㓄
列
案
を
併
せ
て
翻
刻
し
た
䣎 

 

䣗
キ
䤀
ワ
䤀
ド
䣘 

䣕
湯
島
ユ
䣖 

原
稿 

翻
刻 

芸
妓 

母
の
情
愛 

  
 

    

は
じ
め
に 

  

泉
㙾
花
䣕
湯
島
ユ
䣖
䥹
明
治
三
十
二
年
十
一
月
䣍
春
㝧
堂
䥺
は
䣍
玉
司
子
爵
家
の
婿

㣴
子
神
月
梓
と
大
和
屋
の
芸
妓
蝶
吉
が
心
中
に
至
る
経
緯
を
描
い
た
作
品
で
䣍
概
略
は
䣍

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
䣎 

䥹
㸯
䥺 

梓
は
䣍
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
夫
人
の
知
的
で
温
か
み
の
な
い
言
動
を
厭
い
䣍
別

居
す
る
䣎 

䥹
㸰
䥺 

亡
母
ゆ
か
り
の
湯
島
天
神
で
会
䣬
た
芸
妓
蝶
吉
と
再
会
し
た
梓
は
䣍
蝶
吉
と

深
い
仲
に
な
る
䣎 

䥹
㸱
䥺 

蝶
吉
の
無
知
を
幸
い
に
㞠
い
主
ら
が
䣍
梓
と
の
㛫
に
で
き
た
子
を
堕
胎
し
た

と
知
り
䣍
梓
は
蝶
吉
に
別
れ
を
告
げ
る
䣎 

䥹
㸲
䥺 

懊
悩
の
日
々
を
㐣
ご
す
蝶
吉
は
䣍
松
の
㩧
の
倅
源
次
㑻
ら
が
わ
が
子
の
形
代

で
あ
る
人
形
に
い
た
ず
ら
し
た
の
を
知
䣬
て
激
怒
し
た
末
䣍
㘒
乱
し
て
芸
妓

屋
を
㣕
び
出
す
䣎 

䥹
㸳
䥺 
交
番
に
保
ㆤ
さ
れ
た
蝶
吉
の
狂
気
㘒
乱
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
梓
は
䣍

蝶
吉
と
心
中
す
る
䣎 

䣕
湯
島
ユ
䣖
の
草
稿
は
䣍
慶
応
義
塾
大
学
蔵
の
和
紙
二
〇
七
枚
か
ら
な
る
決
定
稿
と

村
松
定
孝
䣓
泉
㙾
花
䣓
湯
島
ユ
䣔
考
䢣
㏸
子
書
庫
所
蔵
草
稿
と
刊
本
の
異
同
䣔
䥹
上
智

泉
㙾
花
䣕
湯
島
ユ
䣖
の
草
稿 
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